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はしがき 

 

  本報告書は平成27年度から平成31年度「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」（課題名「人

口・経済・家族の長期的研究： 多世代パネルデータベース構築」事業番号S1591001L）の支援を受け

て行ったプロジェクトの研究成果報告書です。本研究プロジェクトの目的は、麗澤大学が14年来継

続してきた国勢調査以前人口経済資料の整備・データベース化とそれを利用した人口・家族史の国際

的比較研究に立脚し、本学所蔵の研究資料群を活用した新たな社会科学研究の可能性を切り開くとと

もに、歴史人口学の世界的研究拠点を構築することにあります。 

 具体的には2つの目標を掲げ、麗澤大学図書館４F人口・家族史研究プロジェクト室を整備して進

めました。 

<1>アーカイブズの設立と多世代パネルデータベース構築 

(1a) 歴史資料のデジタル化 

(1b) 資料全体のメタデータベース構築と検索プログラムの拡充 

(1c)  多世代パネルデータベースの構築・拡充 

<2>多世代パネルデータベースを利用した研究 

(2a)  多世代ライフコース分析：時系列データを活用した多層モデル開発・分析 

(2b)  経済指標構築と格差分析：経済指標データベース構築と富の格差モデル開発・分析 

(2c)  人の移動・交流と地域圏形成分析： GISとリンクした近代移行期の地理移動分析 

 

 日本で最初に「アーカイブ」の設置を提唱した民間の学者が、麗澤大学の創立者、廣池千九郎であ

ったとされます。2006年、麗澤大学はその伝統を引き継ぎ、速水融名誉教授から歴史人口学関係の貴

重かつ膨大な量の資料と書籍の寄贈を受け、それらを「麗澤アーカイブズ」として所蔵整理する場を

用意してくださいました。本事業へのご支援をいただいたこの5年間は、それを出発点としつつも、

単なる資料の保存だけではなく、それを活用し、未来に伝達するという生きたアーカイブズの設立に

努力して参りました。持続と共有可能なアーカイブズを確立したのみならず、社会経済指標やGIS情

報の追加によって、今後の歴史人口学研究の学際的・国際的発展の可能性を飛躍的に広げることがで

きました。そして麗澤アーカイブズの多世代パネルデータを利用することで、東アジア発信の前近代

人口研究が確立できたこと、現代人口までも視野に入れた時間的・空間的連続性と非連続性のアプロ

ーチを開拓したこと、さらに徳川日本の平等性を実証的に明らかにしたことなど、これまでの常識を

覆す先見性のあるアプローチが続々と誕生しました。本書にはその主要な業績として国際的学術雑誌

に採用された論文や学会報告をまとめています。また、本プロジェクトのもう1つの大きな成果は国

際的に活躍する若手研究者の育成です。中国、アメリカ、イタリア、スリランカから有望な大学院生

たちが集い、データベースを活用した目覚ましい活躍をしていることは、本アーカイブズの多世代パ

ネルデータが次世代の社会科学に貢献する可能性を示しているといえるでしょう。 

 本プロジェクトでは、学術的かつ一般に向けた成果の社会的発信にも励んできました。麗澤大学に

てIUSSP（国際人口学会）国際セミナーと日本人口学会第68回大会及びシンポジウムを開催（企画・



ホスト）した他、国内外の学会を利用した企画・テーマセッション8つを組織し、19回の歴史人口学

セミナーを企画・運営いたしました。また柏市教育委員会の協力のもと、麗澤オープンカレッジ古文

書講座との共同で、学生や一般を対象とした展示や講演会を行いました。この展示・講演会は一般市

民や、中高生・大学生にも広く関心をもたれ、地域古文書解読や地元中学生の自分史プロジェクトを

応援する機会にもつながりました。地域の住民や青少年とこのような形で交流できることは大学の地

域貢献としても非常に重要で意義があります。同時に、さまざまな天災人災を乗り越え、柔軟に家族

や結婚のかたちを変えて生きてきた徳川庶民の人生の記録は、世代を超えて一般市民や学生・生徒た

ちにも大いに語りかけるものがあることに気づかされます。これらは、本事業の学術的波及効果だけ

でなく、社会へのインパクトを示しています。専門用語に縛られずにアーカイブズデータに「語らせ

る」ことは研究成果と同じように重要な意義があります。 

  

 最後に、本プロジェクトをご支援くださいました文部科学省および麗澤大学に心から感謝申し上げ

ます。また、本プロジェクト遂行にあたり多大なご協力をいただいた共同研究員の皆さま、R A・大

学院生の皆さま、本学教育・研究支援グループ（現在は大学アドミニストレーションオフィス）の皆

さま、そして人口・家族史研究プロジェクトスタッフの皆さまに心より感謝いたします。本プロジェ

クトを何より支援し、5年前に本事業への採択をことのほか喜んでくださった速水融先生は2019年12

月4日に急逝されました。先生ご自身とその研究グループの半世紀にわたる資料収集と研究成果がな

ければ、本プロジェクトの遂行はなし得ませんでした。速水融先生が「世界の文化遺産」と称した史

料群があってこそ、人口経済資料やGISデータを追加した多世代パネルデータベースの構築が可能と

なり、またそれらを活用することによって学際的・国際的研究のコラボレーションが発展していま

す。速水融先生はじめ研究グループによる歴史人口学の長年の研究成果を継続発展できる機会をいた

だいたことに感謝し、５年間の成果を基盤として、今後もより開かれた麗澤アーカイブズの持続共有

と、それを利用した学際的・国際的研究を目指して精進していきたいと思います。 

 

 

麗澤大学 人口・家族史研究プロジェクト代表 

黒  須   里  美 
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平成 27 年度䡚平成 31 年度䛂⚾❧大学戦略的◊✲基盤形成支援事業䛃 

◊✲成果報告書概せ 
 

䠍 学校法人名     廣池学園                 䠎 大学名   㯇澤大学                   

 

䠏 ◊✲⤌⧊名    㯇澤大学⤒済♫会⥲合◊✲䝉䞁䝍䞊 人口䞉家族史◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖                                            

 

䠐 䝥䝻䝆䜵䜽䝖所在地   千ⴥ┴柏市光䞄丘 2䌦1䌦䠍 㯇澤大学図書㤋䠐F                               

 

䠑 ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖名   人口䞉⤒済䞉家族䛾㛗期的◊✲䠖 多世代䝟䝛䝹䝕䞊䝍䝧䞊䝇構⠏                               

 

䠒 ◊✲ほ点      ◊✲拠点䜢形成䛩䜛◊✲                                  

 

䠓 ◊✲代⾲⪅ 

◊✲代⾲⪅名 所属㒊局名 ⫋名 

㯮㡲㔛⨾ 外国ㄒ学㒊 教授 

 

䠔 䝥䝻䝆䜵䜽䝖参加◊✲⪅数   䠔   名 

 

䠕 ヱ当審査区分    理工䞉情報     生物䞉医歯     人文䞉♫会  

 

䠍䠌 ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻参加䛩䜛主䛺◊✲⪅ 

 

◊✲⪅名 所属䞉⫋名 䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛷䛾◊✲ㄢ㢟 䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛷䛾役割 

㯮㡲 㔛⨾ 
外国ㄒ学㒊䞉

教授 
多世代䝟䝛䝹䝕䞊䝍䛻䜘䜛人

口䞉⤒済䞉家族䛾実ド的◊✲ 
多世代䝟䝛䝹構⠏䛸分析 

㧗㎷ ⚽⯆ 
⤒済学㒊䞉教

授 
㛗期的地域圏域形成䛾◊✲ 

⛣動䝕䞊䝍䛸 GIS 䝕䞊䝍䛾
構⠏䛸分析 

佐⸨ 仁志 
⤒済学㒊䞉教

授 

人䛾交流䛛䜙䜏䛯㒔市圏䛾㛗

期的変化 
GIS䝕䞊䝍構⠏䛸分析 

⡲ ⩏樹 
⤒済学㒊䞉教

授 
㛗期的労働⛣動䝰䝕䝹䛾㛤発 

GIS 䛾䝟䝛䝹䝕䞊䝍䜈䛾

応用 

㧘橋⨾由⣖ 
❧正大学⤒

済学㒊䞉教授 
㒔市䞉㎰村䝷䜲䝣䝁䞊䝇分析 

古文書ゎㄞ䛸䝕䞊䝍䝧䞊䝇

構⠏ 

有本 寛 

一橋大学⤒

済◊✲所䞉准

教授 

土地㈚借䝕䞊䝍構⠏䛸分析 
⤒済指標構⠏䛸分析䝰䝕

䝹䛾㛤発 

斎⸨ 修 
一橋大学䞉名

㄃教授 
⤒済格差䛾㛗期推ィ 

䝭䜽䝻⤒済䝕䞊䝍構⠏䛸分

析䝰䝕䝹㛤発 

津㇂ 典子 
慶應⩏塾大

学⤒済学㒊䞉

教授 

人口䞉⤒済䞉家族䛾実ド的比㍑

◊✲ 

多変㔞ゎ析䛾分析䝰䝕䝹

㛤発 

䠄共同◊✲機㛵➼䠅 

䛺䛧 
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䠘研究者䛾変更状況䠄研究代表者䜢含䜐䠅䠚 

旧 

䢈䢛䢗䡸䢚䡦䡴䢀䛷䛾研究課題 所属䞉職名 研究者氏名 䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛷䛾役割 

    

䠄変更䛾時期䠖平成  年  月  日䠅 

 

 

新 

変更前䛾所属䞉職名 変更䠄就任䠅後䛾所属䞉職名 研究者氏名 䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛷䛾役割 

    

 

䠍䠍 研究䛾概要䠄䈜 項目全体䜢䠍䠌枚以内䛷作成䠅 

䠄䠍䠅研究䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾目的䞉意義及䜃計画䛾概要 
 本研究䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾目的䛿䚸㯇澤大学䛜 14 年来継続䛧䛶䛝䛯国勢調査以前人口経済資料䛾整備䞉

䝕䞊䝍䝧䞊䝇化䛸䛭䜜䜢利用䛧䛯人口䞉家族史䛾国際的比較研究䛻立脚䛧䚸本学所蔵䛾研究資料群䜢

活用䛧䛯新䛯䛺社会科学研究䛾可能性䜢切䜚開䛟䛸䛸䜒䛻䚸歴史人口学䛾世界的研究拠点䜢構築䛩䜛

䛣䛸䛷䛒䜛䚹資料䛾中心䛸䛺䜛䛂宗門䞉人別改帳䛃䛿䚸江戸時代䛻実施䛥䜜䛯人口䞉世帯調査䛸䛔䛘䜛䚹町

村䛻居住䛩䜛全人口䛜把握䛷䛝䜛人口䝉䞁䝃䝇䛷䛒䜚䚸䛛䛴個人䛾動態情報䜢含䜣䛰䚸現代人口統計

䛷䛿把握不可能䛺多世代䜢追䛖䛣䛸䛾䛷䛝䜛究極䛾䝟䝛䝹䝕䞊䝍䛷䛒䜛䚹研究代表者䛿䚸速水融氏䠄本

学名誉教授䞉文化勲章受章者䠅䛾寄贈䠄全国䛾約 1,650 町村䛾宗門䞉人別改帳䠅䜢䛖䛡䛶䛭䛾整理䜢進

䜑䛶䛝䛯䚹江戸時代䛾 2.5䠂䛾人口䛻匹敵䛩䜛情報䜢網羅䛩䜛䛸䛥䜜䜛膨大䛺資料䛷䛒䜛䚹本䝥䝻䝆䜵䜽

䝖䛷䛿䚸䛣䜜䜙䛾資料群䜢䛂㯇澤䜰䞊䜹䜲䝤䝈䛃䛸䛧䛶体系的䛻整備䛧䚸䝯䝍䝕䞊䝍䝧䞊䝇䜢構築䛩䜛䚹䜎

䛯䚸多世代䝟䝛䝹䝕䞊䝍䝧䞊䝇䜢構築䞉拡充䛧䚸䛣䜜䜙䜢活用䛧䛯国際的䞉学際的研究䜢目指䛩䚹  

 具体的䛻䛿 2 䛴䛾目標䜢掲䛢䜛䚹第一䛻<1>䜰䞊䜹䜲䝤䝈䛾設立䛸多世代䝟䝛䝹䝕䞊䝍䝧䞊䝇構築䜢

目指䛧䚸(1a)歴史資料䛾䝕䝆䝍䝹化䚸(1b)資料全体䛾䝯䝍䝕䞊䝍䝧䞊䝇構築䛸検索䝥䝻䜾䝷䝮䛾拡充䚸

(1c) 多世代䝟䝛䝹䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛾構築䞉拡充䜢行䛖䚹第二䛻<2>多世代䝟䝛䝹䝕䞊䝍䝧䞊䝇䜢利用䛧䚸3

䛴䛾視点(2a-2c)䛛䜙学際的䞉国際的研究䜢目指䛩䚹䠄2a䠅多世代䝷䜲䝣䝁䞊䝇分析䠖時系列䝕䞊䝍䜢活用

䛧䚸個人䛸世帯䚸䛭䛧䛶経済社会䜔家族䝅䝇䝔䝮䛸䛾䛴䛺䛜䜚䜢理論化䛧検証䛩䜛䚹䠄2b䠅経済指標構築

䛸格差分析䠖町村䛤䛸䛾経済格差分布䛸䛭䛾時系列的変化䜢追䛔䚸世帯䝃䜲䜽䝹䞉規模䛸富䛾格差䛸䛾

関連䛻䛴䛔䛶䛾新䛧䛔䝰䝕䝹䜢開発䛩䜛䚹䠄2c䠅人䛾移動䞉交流䛸地域圏形成分析䠖人別改帳䛾移動情

報䜢 GIS䠄地理情報䝅䝇䝔䝮䠅䛸䝸䞁䜽䛧䚸近代移行期䛾地理移動分析䛸都市形成䛾分析方法論䜢開発

䛩䜛䚹 

 <1>䛿半世紀近䛟䛻䜟䛯䜛速水融氏䛸研究䜾䝹䞊䝥䚸特䛻䝴䞊䝷䝅䜰䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄文部省創生的基礎

研究費 1995-1999䠅䛾資料収集成果䜢可視化䛧䚸䛥䜙䛻分析用䛾人口経済䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛾拡充䜢図䜛䛣

䛸䛻䜘䜚多角的研究䛾可能性䜢広䛢䜛䚹<2> (2a)䛿研究代表者䛸津谷䛜参加䛧䛯 5 䜹国䛾国際比較研

究䛻䛚䛔䛶多変量解析䜢導入䛧䛯人口䞉世帯行動䛾比較䛾実績䛜䛒䜚(Eurasia Population and Family 

History Series, MIT Press)䚸䛭䛾画期的䛺方法論䛸䚸西欧䛸䜰䝆䜰䚸䜎䛯近代前䛸後䛸䛔䛖二項対立的䛺

枠組䜏䜢超䛘䜛実証研究䛜高䛟評価䛥䜜䛶䛔䜛䚹本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛷䛿同様䛾䝰䝕䝹䜢他地域䜈応用䛩䜛

䛣䛸䚸䜎䛯䝰䝕䝹䛾精緻化䜢図䜛䛣䛸䛛䜙䚸従来䛾単純䛺分類䛻頼䜙䛺䛔䚸多様䛺人口䞉家族䛾地域性䜢

描䛟䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹(2b)(2c)䛿䛣䜜䜎䛷䛻䛺䛔䝪䝖䝮䜰䝑䝥䛾方式䛷䚸日本䛾近代化䛾経済的䞉地理的基

盤形成䛾様相䜢描䛝䚸現代社会䛻示唆䛾䛒䜛長期的䛺分析䜒期待䛷䛝䜛䚹 

[計画䛾概要] 

 <1>䜰䞊䜹䜲䝤䝈䛾設立䛸多世代䝟䝛䝹䝕䞊䝍䝧䞊䝇構築䠖H27䛻環境整備䛸資料管理方法䜢確立䛧䚸

H28 䛻資料検索䝥䝻䜾䝷䝮䜢整備䛧䚸H29-31 䛻改善䞉改修䜢図䜛䚹歴史資料解読䛸入力䞉䝕䝆䝍䝹化作

業䚸䝕䞊䝍䝧䞊䝇䝥䝻䜾䝷䝮䛾開発䛸䚸地域䜢統合䛧䛯多世代䝟䝛䝹䝕䞊䝍䛾構築䛿 5年間継続䛩䜛䚹   

 <2>䝕䞊䝍䝧䞊䝇䜢利用䛧䛯研究䠖3 䛴䛾分析䜢同時進行䛷進䜑䜛䚹H27-28 䛿町村䛾座標䜢䝕䝆䝍䝹

化䛧䛶 GIS 䛻組込䜏䚸重点地域䛾䝷䜲䝣䝁䞊䝇䛸格差分析䜢進䜑䚸H29-30 䛿移動指標䛾構築䜢行䛔労
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働移動䛾䝰䝕䝹䜢㛤発䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸地域比㍑䛾䝷䜲䝣䝁䞊䝇分析䛸経済格差䛾推計䜢試䜏䜛䚹 

 H27 䛾日本人口学会䝅䞁䝫䝆䜴䝮䚸国㝿人口学会䝉䝭䝘䞊䛾㛤催䚸䜎䛯毎年䛾国内外䛾研究者䜢招

䛔䛯国内外学会䛷䛾䝉䝑䝅䝵䞁䛾企画㛤催䚸年 4〜5回䛾歴史人口学䝉䝭䝘䞊䛾企画㛤催䚸H 31䛾一般

公㛤䝅䞁䝫䝆䜴䝮䞉展示䚸研究者㛫䛾䝕䞊䝍䝧䞊䝇共有䛾䝅䝇䝔䝮確立䛺䛹䜢㏻䛧䛶䚸研究成果䛾䜎䛸

䜑䛸䚸社会䞉国民䜈䛾成果䛾発信䜢行䛔䚸研究拠点䛸䛧䛶䛾基盤形成䜢図䜛䚹 

䠄䠎䠅研究組織 
 本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛿学内 4 名䚸学外 4 名䛾研究者䛻䜘䛳䛶䚸本学図書㤋䛻所在䛩䜛人口䞉家族史研究䝥

䝻䝆䜵䜽䝖室䜢拠点䛻行䜟䜜䛯䚹<1>㈨料管理䞉整理䚸歴史㈨料解ㄞ䛸䝕䝆䝍䝹化䛿研究代表者䛸㧘橋

䛜中心䛻㐍䜑䛯䚹古文書解ㄞ整理䚸各年䝕䞊䝍䛾照合䚸入力䚸䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛾䜽䝸䞊䝙䞁䜾作業䛺䛹䛻

䛴䛔䛶䚸全般䛾指揮䜢䛸䜛䛸䛸䜒䛻䚸䝕䞊䝍䝧䞊䝇構築䜢行䛳䛯䚹<2>多世代䝟䝛䝹䝕䞊䝍䝧䞊䝇䜢利用

䛧䛯研究䛿䚸䠄2a䠅多世代䝷䜲䝣䝁䞊䝇分析䜢研究代表者䛸津㇂䛜䚸(2b䠅経済指標構築䛸格差分析䛾㛤

発䜢斎藤䛸有本䛜䚸䠄2c䠅人䛾移動䞉交流䛸地域圏形成分析䛾㛤発䜢㧗㎷䚸佐藤䚸籠䛜中心䛸䛺䜚䚸本研

究䝉䞁䝍䞊員䛾㛗岡篤䛾研究協力䜢䜒䛳䛶㐍䜑䛯䚹䜎䛯 H29 䛛䜙䛿 RA1 名䛜䚸英語䛻䜘䜛䝁䞊䝗䝤䝑䜽

作成䜔ㄽ文執筆䛻䚸H 30 䛛䜙䛿䜒䛖 1 名䛜䝕䞊䝍構築作業䛻加䜟䛳䛯䚹学内 RA 䛾他䛻海外研究機㛵

䛛䜙 3 名䛾大学㝔生䛜参加䛧䚸䝕䞊䝍入力䞉構築䛛䜙共同ㄽ文執筆䛻加䜟䛳䛯䚹学内䛻䛚䛔䛶䛿研究

報告会䜔䝇䝍䝑䝣䝭䞊䝔䜱䞁䜾䜢設䛡䛶㐍捗状況䛸問㢟点䛾整理䞉対策䜢䚸学外研究者䛸䛿研究代表者

主催䛾歴史人口学䝉䝭䝘䞊䛾機会䜔䝯䞊䝹相ㄯ䛻䜘䛳䛶㐃携䜢䛸䛳䛯䚹 

䠄䠏䠅研究施設䞉設備等 
 㯇澤大学図書㤋 4F 䛾䛂人口䞉家族史研究䝥䝻䝆䜵䜽䝖室䛃䛻㈨料整理䞉管理䞉㜀覧䞉作業䛾場䜢設䛡䚸

䝕䝇䜽䝖䝑䝥型䝟䝋䝁䞁 4 台䚸䝜䞊䝖型䝟䝋䝁䞁 2 台䜢整備䛧䚸䝕䞊䝍䝧䞊䝇構築䚸入力䛸䝕䞊䝍䜽䝸䞊䝙䞁

䜾䛺䛹䜢行䛳䛯䚹䜎䛯䝇䝍䝑䝣䜔研究者䛜宗㛛䞉人別改帳䜢自由䛻㜀覧䛧作業䛜䛷䛝䜛䜘䛖䛻䚸㞄接䛩䜛

会㆟室䜢整備䛧䛯䚹䛣䛾他䛾㈨料䜢図書㤋 3F ㈨料室䛸 4F 倉庫䛻整理保管䛧䛯䠄以上䚸合計 176 䟝䠅䚹

䛣䛾他䛻䝬䜲䜽䝻䝣䜱䝹䝮䛾管理䛾䛯䜑䚸図書㤋䠍F䝃䞊䝞䞊室䛻䜻䝱䝡䝛䝑䝖䜢設置䛧䛯䚹4F䝥䝻䝆䜵䜽

䝖室䛷䛿䚸㐌 5日䠄各 6時㛫䠅䚸研究者 1-2名䚸㝔生 1-2名䚸䝇䝍䝑䝣 2-4名䛜上記作業䜢行䛳䛶䛝䛯䚹䜎

䛯本䝥䝻䝆䜵䜽䝖研究者㛫䛾㐃絡会㆟䚸委託業者䛸䛾打䛱合䜟䛫会䛻䝥䝻䝆䜵䜽䝖室䞉会㆟室䜢㢖繁䛻

利用䛧䛯䚹 

䠄䠐䠅研究成果䛾概要 䈜下記䚸䠍䠏及䜃䠍䠐䛻対応䛩䜛成果䛻䛿下線及䜃䠆䜢付䛩䛣䛸䚹 
䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾目標䛾<1>䜰䞊䜹䜲䝤䝈䛾設立䛸多世代䝟䝛䝹䝕䞊䝍䝧䞊䝇構築䛿計画㏻䜚䛾成果䜢

上䛢䚸学会䞉䝅䞁䝫䝆䜴䝮䞉䝉䝭䝘䞊㛤催䜢㏻䛧䛶内外䛛䜙研究拠点䛸䛧䛶䛾評価䜢得䛿䛨䜑䛶䛔䜛䚹<2>

多世代䝟䝛䝹䝕䞊䝍䝧䞊䝇䜢利用䛧䛯学㝿的䞉国㝿的研究䛸䛔䛖目標䛾䛖䛱䚸䠄2a䠅䝷䜲䝣䝁䞊䝇研究䛿

著名䛺国㝿学術㞧誌䜈䛾掲㍕䜔数多䛾学会発表䛷成果䜢発表䛧䛯䚹䠄2b䠅格差䛸(2c)移動分析䛿䛭䛾

䛯䜑䛾新規䝕䞊䝍䝧䞊䝇構築䛜整䛔䚸本格的䛺䝰䝕䝹㛤発䛸分析䛜䝇䝍䞊䝖䛧䛯䚹 

以下䛷䛿䚸<1>䜰䞊䜹䜲䝤䝈䛾設立䛸多世代䝟䝛䝹䝕䞊䝍䝧䞊䝇構築䜢目指䛧䛯䚸(1a)㈨料䛾䝕䝆䝍䝹

化䚸(1b)䝯䝍䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛾構築䚸(1c) 多世代䝟䝛䝹䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛾構築䞉拡充䚸<2>多世代䝟䝛䝹䝕䞊

䝍䝧䞊䝇䜢利用䛧䛯䚸䠄2a䠅多世代䝷䜲䝣䝁䞊䝇分析䚸䠄2b䠅経済指標構築䛸格差分析䚸䠄2c䠅人䛾移動䞉交

流䛸地域圏形成分析䚸䛭䜜䛮䜜䛾㐍捗状況䛸㐩成度䜢具体的䛻示䛩䚹䜎䛯<3>䛸䛧䛶䚸研究拠点䛾役割

䛸䛧䛶䛾成果䛾社会的発信䛸若手研究者育成䛾状況䛻䛴䛔䛶㏙䜉䜛䚹 

 

<1>䜰䞊䜹䜲䝤䝈䛾設立䛸多世代䝟䝛䝹䝕䞊䝍䝧䞊䝇構築 

(1a)㈨料䛾䝕䝆䝍䝹化䠖 初年度䛻㈨料管理䛸作業䛾場䜢設置䛧䚸䝬䜲䜽䝻䝣䜱䝹䝮䞉紙媒体䛾歴史㈨料

䛜散㐓䛛䛴劣化䛫䛪䛻統一管理䛷䛝䜛体制䜢整䛘䛯䚹䛣䜜䜙䛾㈨料䛿㏿水融氏䠄本学名誉教授䞉文化

勲章受章者䠅䛸研究䜾䝹䞊䝥䛜 40 年来収㞟䛧䛶䛝䛯全国䛾宗㛛䞉人別改帳䛜中心䛷䛒䜛䚹䝬䜲䜽䝻䝣䜱

䝹䝮䛿䛣䜜䜎䛷温度䞉湿度管理䛜困㞴䛷永続的管理䛜問㢟䛷䛒䛳䛯䚹本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛷䛿䚸劣化対策䛸

䛧䛶䛩䜉䛶䛾䝬䜲䜽䝻䝣䜱䝹䝮䛾䝕䝆䝍䝹化䜢図䛳䛯䚹䛣䛾㐣程䛷䛩䛷䛻劣化䛧䛶復旧不可能䛺䝬䜲䜽䝻

䝣䜱䝹䝮䠄12本䠅䜒判明䛧䛯䜒䛾䛾䚸本事業終了時䛻䛿䚸合計䠍,760本䛾䝬䜲䜽䝻䝣䜱䝹䝮䜢䝕䝆䝍䝹化䛷

䛝䛯䚹䛣䜜䜙䛿経㈝削減䛾䛯䜑䛻䚸䝁䝬単位䛻撮影䛩䜛形式䛷䛺䛟䚸国㝿䝬䜲䜽䝻社䛜㛤発䛧䛯 VFR 䛸䛔

䛖安価䛺䝕䝆䝍䝹方式䛾䝣䜷䞊䝬䝑䝖䜢採用䛧䛯䚹䛣䛾䝕䝆䝍䝹方式䛾利用䛻䜘䜚䚸従来䛿䝬䜲䜽䝻䝣䜱䝹

䝮䝸䞊䝎䞊䛷㈨料㜀覧䛧情報䜢検索䛩䜛以外䛻方法䛜䛺䛛䛳䛯䛣䛸䛻対䛧䚸䠲䠢䠮䝋䝣䝖䛥䛘䜲䞁䝇䝖䞊䝹

䛩䜜䜀䛹䛣䛷䜒䠬䠟上䛷確認䛷䛝䜛䛣䛸䛻䛺䛳䛯䚹劣化対策䛾䜏䛺䜙䛪䚸検索䛾敷居䜒低䛟䛺䛳䛯䚹原㈨

料所蔵者䛾㧗㱋化䜔死亡䛻䜘䛳䛶㈨料䛭䛾䜒䛾䛜廃棄䛥䜜䜛場合䜒䛒䜛昨今䛾状況䜢㚷䜏䜛䛸䚸䛣䛾

䜘䛖䛺䜰䞊䜹䜲䝡䞁䜾䛿㠀常䛻㔜要䛷䛒䜛䚹 
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 宗㛛䞉人別改帳䜢解読䛧世帯䛸人情報䜢照合䛧䛯基礎整理䝅䞊䝖䠄BDS䠅䛿䚸B4 版紙䛷扱䛔䛻䛟䛔点䛸

劣化䛾危㝤性䛻㚷䜏䚸㡰次䛭䛾 PDF 化䜢行䛳䛯䚹BDS 䜢入力䛩䜛䛻䛒䛯䛳䛶䛿䚸個人䜢特定䛧䛶個人

番号䜢振䜚付䛡䜛必要䛜䛒䜛䚹作成䛥䜜䛯 BDS䛿 480 町村䛒䜚䚸䛭䛾中䛷個人番号䛾䛴䛔䛯 210 町村

䜢整理䛧䚸40町村䠄約 4万枚䠅䜋䛹䜢 PDF化䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹䛣䜜䛻䜘䛳䛶䚸研究者㛫䛷䛾資料共有䛜

䛧䜔䛩䛟䛺䛳䛯䚹䜎䛯䝕䞊䝍䝧䞊䝇構築䛾䛯䜑䛾歴史資料䛸䛾照合䝏䜵䝑䜽䛾効率䛜㣕㌍的䛻向上䛧䛯䚹 

 

(1b)資料全体䛾䝯䝍䝕䞊䝍䝧䞊䝇構築䛸検索䝥䝻䜾䝷䝮䛾拡充䠖 江戸時代䛾 2.5䠂䛻匹敵䛩䜛人䚻䛾

情報䛿資料媒体䛜多岐䛻䜟䛯䜛䚹䛭䜜䜢活用䛩䜛䛯䜑䛻䛿䚸䜎䛪膨大䛺資料䛾全容䜢把握䛩䜛䛯䜑䛾

䝯䝍䝕䞊䝍構築䠄*1䠅䛜必㡲䛷䛒䜛䚹䛭䛾䛯䜑䛻䚸㏿水融氏䜢中心䛻䛥䜎䛦䜎䛺研究䝥䝻䝆䜵䜽䝖䜢㏻䛧䛶

収㞟䛥䜜䛯歴史資料䜢媒体䛤䛸䛻整理䛧直䛧䚸䛥䜙䛻䛭䜜䜙䜢俯瞰䛧䚸䛛䛴検索䛷䛝䜛䝅䝇䝔䝮䜢構築䛧

䛯䚹䛣䜜䜎䛷䛾簡易䛺検索䝅䝇䝔䝮䜢見直䛧䚸䛂PFHP䠄人口䞉家族史研究䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠅資料検索䝥䝻䜾䝷

䝮䛃䛸䛧䛶䚸䐟膨大䛺数䛾資料䛾効率良䛔所在把握䚸䐠各村䛾作業㐍捗状況䛾可視化䚸䐡研究者䝙䞊

䝈䛻応䛘䜛䜉䛟地域䜔年数䛺䛹条件䜢設定䛧䛯検索䛾㏣加䚸䛸䛔䛖䠏点䜢目標䛻拡充䜢図䛳䛯䚹䜎䛯多䛟

䛾古文書収㞟䞉解読䛸世帯䞉個人照合䛻㛵䜟䜙䜜䛯方䚻䛾䜲䞁䝍䝡䝳䞊調査䜢実施䛧䚸不㏱明䛷䛒䛳䛯

作成㐣程䛾確認䜔資料収㞟時䛾覚書䛺䛹䜢整理䛧䚸補足䝕䞊䝍䛸䛧䛶加䛘䛯䚹䛣䜜䜎䛷㏿水融氏䜢䛿䛨

䜑䛸䛩䜛䛯䛟䛥䜣䛾研究者䜔㝔生䞉学生䛜㛵䜟䛳䛶䛝䛯大型䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾継続䛸䛧䛶㔜要䛺䜰䞊䜹䜲䝡

䞁䜾䛷䛒䜛䚹同時㐍行䛷実㝿䛾資料整理䜒㐍䜑䛯䚹本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䝇䝍䞊䝖時点䛾設備投資䛷㯇澤大学

図書㤋 4F䛾䛂人口䞉家族史研究䝥䝻䝆䜵䜽䝖室䛃䜢資料整理䞉管理䞉㜀覧䞉作業䛾場䛸䛧䛶改築䛧䛯䛜䚸検

索䝥䝻䜾䝷䝮䛻䜘䛳䛶効率䜘䛟䛭䛾物理的所在䛜紐䛵䛝䚸㜀覧䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛺䛳䛯䚹 

 䝯䝍䝕䞊䝍䝧䞊䝇作成䛻䛚䛔䛶特䛻時㛫䜢要䛧䛯䛾䛿検索䝥䝻䜾䝷䝮䛾䜻䞊䛸䛺䜛䛂地名䝸䝇䝖䛃䛾作成

䛷䛒䜛䚹国立歴史民俗博物㤋䛾䛂旧㧗旧㡿取調帳䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛃䜢参考䛻䛧䛶䚸村名䛸䝁䞊䝗䛾見直䛧䜢

図䛳䛯䚹䛭䛣䛷照合䛷䛝䛺䛔村䛻䛴䛔䛶䛿各県䛾䛄日本歴史地名体系䛅䠄平凡社地方資料䝉䞁䝍䞊䠅䜔現

在䛾市町村䛾䜲䞁䝍䞊䝛䝑䝖情報䜢利用䛧䛶確認㏣加䛜行䜟䜜䛯䚹䜎䛯䛄旧㧗旧㡿取調帳䛅䛷䛿扱䜟䜜

䛺䛔㒔市䞉町䛻䛴䛔䛶䛿䚸基本的䛻䛿䚸䛄㒆区町村一覧䛅䠄内務省地理局䠅䜢基準䛸䛧䛯䚹䛥䜙䛻所在地不

明町村䛻䛴䛔䛶䛿原史料䛻戻䛳䛶読䜏㛫㐪䛔䛺䛹䛜䛺䛔䛛䛾確認䜒䛺䛥䜜䛯䚹䛥䜎䛦䜎䛺理由䛷所在

地䛜特定䛷䛝䛺䛔村落䛿若干残䜛䛜䚸䛣䛾䜘䛖䛺膨大䛷煩㞧䛺作業䜢経䛶地名䝸䝇䝖䛜䜋䜌完成䛧䛯䚹 

 䜎䛯䚸地名䝸䝇䝖䛛䜙現在䛾緯度経度䛜比定䛷䛝䛯䜒䛾䛻䛴䛔䛶䚸新䛯䛻地図機能䜢㏣加䛩䜛䛣䛸䜒䛷

䛝䛯䚹資料所在地䛾把握䜔可視化䛿䚸学㝿的䝕䞊䝍共有䛻向䛡䛶䛾大䛝䛺前㐍䛷䛒䜛䚹䜎䛯䚸䜎䛰一㒊

䛷䛿䛒䜛䛜䚸別㏵整理拡充䛧䛶䛝䛯町村䛾人口䞉世帯䝕䞊䝍䛜存在䛩䜛村䛻䛴䛔䛶䛿䜾䝷䝣表示機能䜢

䛴䛡䚸人口数䛸世帯数䛾推移䜢示䛩䜘䛖䛻䛧䛯䚹䛣䜜䛻䜘䛳䛶各町村䛾䝕䞊䝍䝺䝡䝳䞊䠄資料欠年䛺䛹䠅

䜢䛧䜔䛩䛟䛩䜛䛰䛡䛷䛺䛟䚸地域䛻䜘䜛変動䛾差異䛜把握䛷䛝䜛䚹 

 

(1c) 多世代䝟䝛䝹䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛾構築䞉拡充䠖 㛗期䝭䜽䝻䝕䞊䝍䛸䛧䛶約 50 町村䛾個別入力䝣䜯䜲䝹

䜢統合䛧䚸SQL 䜢利用䛧䛯䝸䝺䞊䝅䝵䝘䝹䝕䞊䝍䝧䞊䝇 DB2 䛻䜘䜛資料管理䛛䜙䚸統計分析䛻直結䛷䛝

䜛 STATA 䜢利用䛧䛯䝕䞊䝍䝧䞊䝇䝬䝛䞊䝆䝯䞁䝖䛾方法䜈䛾㌿換䛸構築手㡰䛾確立䜢図䛳䛯(*2)䚹具体

的䛻䛿䚸䛣䜜䜎䛷䠍䛴䛾村䛾䜏䜢対象䛸䛧䛶䚸入力䛧䛯䝣䜯䜲䝹䛾䝕䞊䝍䝧䞊䝇䜢構築䛧䚸SQL 䛾䝁䝬䞁䝗

䝣䜯䜲䝹䜢作䛳䛶䠍䛴䠍䛴分析䛻必要䛺変数䜢作成䛧䛯䛾䛱䛻䚸䛭䜜䜢䝔䜻䝇䝖䝣䜯䜲䝹䛾 CSV 型䛻落䛸

䛧䚸䛥䜙䛻䛭䜜䜢 DB2 䛾䝕䞊䝍䛻置䛝換䛘䚸分析用䛾䝣䝷䝑䝖䝣䜯䜲䝹䛻㏣加䛧䛶䛔䛟䛸䛔䛖䜘䛖䛻何䝇䝔䝑

䝥䜒踏䜣䛷䛔䛯䚹䛣䜜䜢入力䝣䜯䜲䝹䛾䝔䜻䝇䝖䝕䞊䝍䜢 STATA 䝥䝻䜾䝷䝮䛻䜘䛳䛶統合䛧䛶䝬䝇䝍䞊䝣

䜯䜲䝹䜢作成䛧䚸䛣䛾䝣䜯䜲䝹䛛䜙直接分析変数䜢構築䛧䛶㏣加䛧䛶䛔䛟䛸䛔䛖方式䛻㌿換䛧䛯䚹䛣䜜䛻䜘

䛳䛶䚸䛣䜜䜎䛷村䛤䛸䛻行䛳䛶䛔䛯作業䜢一度䛻行䛖䛣䛸䛜䛷䛝䚸䛥䜙䛻人口䞉世帯情報䜢統一䛧䛯形式䛷

算出䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛺䛳䛯䚹䛧䛛䛧䚸䜘䜚詳細䛺世帯内䛻䛚䛡䜛個人䛾続柄䜔出生䞉死亡䞉結婚䞉移動䛺䛹䛾

動態情報䛻䛴䛔䛶䛿䚸䝥䝻䜾䝷䝮䛰䛡䛷䛿対処䛷䛝䛺䛔䛣䛸䛜判明䛧䚸手作業䛷続柄䛸移動情報䛾䜹䝔

䝂䝸䞊化䜢䛩䜛必要䛜出䛶䛝䛯䚹同時䛻䜶䝷䞊䝏䜵䝑䜽䛸䝕䞊䝍䜽䝸䞊䝙䞁䜾䛾必要性䛛䜙䚸半手作業䛷

䛾再入力䚸記号䛴䛡䛺䛹䛾作業䜢㐍䜑䛯䚹䛣䛾作業䛿原資料䛾性質上自動化䛷䛝䛺䛔㒊分䛷䛒䜚䚸䝕

䞊䝍䛾見方䛸䚸BDS 䛾読䜏方䜢理解䛧䛶照合確認䛜必要䛺煩㞧䛺作業䛷㠀常䛻時㛫䛸忍耐力䜢要䛩䜛

䜒䛾䛷䛒䜛䚹現在䚸全体䛾 3 分䛾 2 䛾䝏䜵䝑䜽䛜終了䛧䛯䚹今後䜒地㐨䛻続䛡䛶䛔䛟必要䛜䛒䜛䚹䛸䛿䛔

䛘䚸䝔䜻䝇䝖䝕䞊䝍䛾読䜏㎸䜏䛛䜙分析変数作成䜎䛷䜢 STATA 䛾 Do 䝣䜯䜲䝹䛸䛔䛖䝁䝬䞁䝗䝣䜯䜲䝹䜢

利用䛧䛶操作䛩䜛䜘䛖䛻䛧䛶䛔䛯䛾䛷䚸手作業䝏䜵䝑䜽䛸全体䛾統合䝣䜯䜲䝹作成䜢繰䜚㏉䛧䛶行䛔䝕䞊

䝍䜢構築䛧䛶䛔䛟䛣䛸䛜䛷䛝䜛䛸䛔䛖点䛿従来䛾作業䜢㣕㌍的䛻効率化䛥䛫䛯䚹 

䛣䛾他䛻䚸新規䝕䞊䝍䜢作成䛧䛶䝕䞊䝍䝧䞊䝇䜢拡充䛩䜛䛯䜑䚸越後国㢕城㒆手島村䜢中心䛸䛩䜛約
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50 䞄村内䛛䜙新䛯䛺 BDS䛾作成䛸各年䛾個人情報䛾記号化䜢䛧䚸㡰次入力䜢行䛳䛯䚹䛭䛾䜋䛛䛻䜒㉺

後国㢕城㒆百㛫町䞉諏訪村 3,746 人年䛾入力䛸䝏䜵䝑䜽䜢終了䛧䛯䚹㉺後国䛿人口圧䛜㧗䛟䚸江戸時代

䛻㛵東䚸㏆畿䜢䛿䛨䜑様䚻䛺地域䜈䛾人口流出䛜䛒䛳䛯䛣䛸䛜知䜙䜜䛶䛔䜛䛜䚸䛣䜜䜎䛷㉺後国䛾宗㛛

改帳䜢利用䛧䛶䛭䛾実態䜢探䛳䛯研究䛿䜟䛪䛛䛷䛒䜛䚹㯇澤䜰䞊䜹䜲䝤䝈䛾二本松藩䝕䞊䝍䛻䜒㉺後

国䛛䜙䛾数多䛟䛾流入記㍕䛜䛒䜛䛣䛸䛛䜙䚸人口供給源情報䜢理解䛩䜛䛣䛸䛿㔜要䛷䛒䜛䚹 

䜎䛯䚸世帯䛾社会経済指標䛸䛺䜛石㧗䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛸䛧䛶新䛯䛻 150 䞄村䛾石㧗指標䛾入力䜢行䛳䛯

䇷詳細䛿以下䠄2b䠅䚹䜎䛯地理情報䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛸䛧䛶福島県㒆山周㎶䛾人別改帳䛻示䛥䜜䜛移出入

先䞉元䛾緯度経度䜢組䜏㎸䜣䛰䇷詳細䛿以下䠄2c䠅䚹䛣䜜䜙䛾多世代䝟䝛䝹䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛻䛴䛔䛶䚸同䛨

戸籍型䛾東䜰䝆䜰䛾史料䛸比㍑䜢行䛔䚸䛭䛾詳細度䛸信㢗度䛜秀䛷䛶䛔䜛䛣䛸䜢明䜙䛛䛻䛧䛯(*19)䚹 

 

<2>多世代䝟䝛䝹䝕䞊䝍䝧䞊䝇䜢利用䛧䛯研究 

䠄2a䠅多世代䝷䜲䝣䝁䞊䝇分析䠖 時系列䝕䞊䝍䜢活用䛧䚸䜎䛪㏆世日本䛻䛚䛡䜛人口䛸世帯䛾変化䛾全

体像䜢描䛟䛣䛸䛻努䜑䛯䚹䛣䜜䜎䛷歴史人口学䛷䛿詳細䛷䛿䛒䜛䛜一地域䛻偏䛳䛯研究䛜多䛟䚸人口䛸

家族䛾地域性䜒 2〜3 䛾分㢮䛻㝈䜙䜜䛶䛔䛯䚹大規模䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛾利用䛻䜘䛳䛶䚸㧘橋䞉㯮㡲䛿地域

性䛸時系列的変化䛸䛔䛖二䛴䛾㍈䛛䜙人口䞉世帯䛾䝟䝍䞊䞁䜢描䛝出䛩(*3)手䛜䛛䜚䜢示䛧䛯䚹䛣䜜䛿䚸

基礎的䛛䛴㔜要䛺作業䛷䛒䜚䚸㛵㐃研究分㔝䛻䛸䛳䛶䜒有益䛺䝕䞊䝍䛷䛒䜛䚹 

 次䛻個人䛸世帯䚸䛭䛧䛶経済社会䜔家族䝅䝇䝔䝮䛸䛾䛴䛺䛜䜚䜢検証䛩䜛研究䛷䛿䚸時系列䝕䞊䝍䜢

活用䛧䛯新䛧䛔䜰䝥䝻䞊䝏䚸䜎䛯新䛧䛔分析方法䜢試䜏䚸国㝿的評価䛾㧗䛔学術㞧誌䜈䛾掲㍕䜢果䛯

䛧䛯䚹Dong䞉㯮㡲䜙䛻䜘䜛同居親族䛾死亡䞉移動䜈䛾影㡪 (*4)䛷䛿 18-19 世紀䛾東䜰䝆䜰䛻䛚䛡䜛大

規模䝭䜽䝻䝕䞊䝍䜢利用䛧䚸一般的䛻理解䛥䜜䛶䛔䜛東䜰䝆䜰䛻共㏻䛩䜛家族䛾影㡪䛸䛸䜒䛻差異䜒明䜙

䛛䛻䛧䛯䚹結婚䛾䝍䜲䝭䞁䜾䛻㛵䛩䜛町場䛸㎰村䛾比㍑研究(*5)䛷䛿䛣䜜䜎䛷㎰村䛻㝈䜙䜜䛶䛔䛯多変

㔞解析䜢㒔市人口䛻㐺用䛩䜛䛣䛸䛷㎰村䛸㒔市䛾初婚年㱋䜔未婚率䛾差異䛻潜䜐初婚䝍䜲䝭䞁䜾䛾共

㏻要因䜢明䜙䛛䛻䛧䛯䚹結婚䛸女児䞉男児㑅好䛾㛵係(*6)䛾研究䛷䛿䚸婿取婚䛸嫁取婚䜢比㍑䛧䚸前者

䛾方䛷䜘䜚強䛔女児㑅好䛜行䜟䜜䛶䛔䜛䛣䛸䜢発見䛧䚸従来䛾文化人㢮学的䛺姉家督䠄男女䛻㝈䜙䛪

第䠍子䛜継承䠅䛸䛾䛴䛺䛜䜚䜢示唆䛧䛯䚹䛣䜜䜙䛾研究䛿䛔䛪䜜䜒本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾䝧䞊䝇䛸䛺䛳䛯津㇂䞉

㯮㡲䛜㛵䜟䛳䛯 5 䜹国䛾国㝿比㍑研究䛻䛚䛔䛶多変㔞解析䜢導入䛧䛯人口䞉世帯行動䛾比㍑䛾実績

(Eurasian Population and Family History, The MIT Press)䜢発展䛥䛫䜛形䛷䛒䜛䚹18-19世紀䛻䛚䛡䜛䜰

䝆䜰䛸䝶䞊䝻䝑䝟䛸䛔䛖比㍑䛛䜙䚸家族䝅䝇䝔䝮䛾䜘䜚㢮似䛧䛯東䜰䝆䜰ㅖ国内䜈䛾比㍑䛸䛧䛯䛣䛸䚸䜎䛯

㎰村䛾䜏䛷䛒䛳䛯比㍑䛻㒔市䜢含䜑䛯䛣䛸䛷新䛯䛺比㍑䛾視㔝䛜㛤䛛䜜䛯䚹䜎䛯䜽䝷䝇䝍䞊化䛥䜜䛯標

準誤差䜎䛯䛿個人䝺䝧䝹䛷䛾䝷䞁䝎䝮効果䜢用䛔䛯二㡯䝻䝆䝇䝔䜱䝑䜽回帰䛚䜘䜃多㡯䝻䝆䝇䝔䜱䝑䜽回

帰䛻䜘䜛㞳散時㛫䜲䝧䞁䝖䝠䝇䝖䝸䞊䝰䝕䝹䜢用䛔䚸䝰䝕䝹䛾精緻化䜢図䛳䛯䛣䛸䜒大䛝䛺㐍展䛷䛒䜛䚹 

䜎䛯䚸現時点䛷䛿学会報告䞉䝕䜱䝇䜹䝑䝅䝵䞁䝨䞊䝟䞊䛾段㝵䛷䛒䜛䛜䚸津㇂䞉㯮㡲䛿䚸䜟䛜国䛾結婚

䛸㞳婚䛾䝟䝍䞊䞁䛸構㐀的要因䛾変化䛸持続性䜢䚸㐣去䛸現代䛾比㍑䜢㏻䛨䛶検証䛩䜛(*7,8,9,10)䛸䛔

䛖新䛧䛔視点䛛䜙䛾䜰䝥䝻䞊䝏䜢試䜏䛯䚹䛣䜜䜙䛾研究䛻䛚䛔䛶特筆䛥䜜䜛䛾䛿䚸䜟䛜国䛾結婚行動䛾

変化䛸䛭䛾要因䜢㛗期的視点䛛䜙探䜛䛣䛸䜢目的䛸䛧䛶䚸䜲䝧䞁䝖䝠䝇䝖䝸䞊分析䝰䝕䝹䜢用䛔䛶䚸歴史

人口䛸現代人口䛾直接的䛺比㍑実証分析䜢行䛳䛯䛣䛸䛷䛒䜛䚹18-19 世紀䛾㏆世東北日本䛸 1960-

2000 年䛾現代日本䛾初婚䛸㞳婚䛾䝟䝍䞊䞁䛸社会経済的䛚䜘䜃家族䞉世帯要因䛻䛴䛔䛶䚸大規模䝭䜽

䝻䝕䞊䝍䛛䜙構築䛥䜜䛯同一䜒䛧䛟䛿㢮似䛩䜛変数䜢用䛔䛶多変㔞解析䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸日本䛾結婚行

動䛾決定構㐀䛾㐃続性䛸㠀㐃続性䜢定㔞的䛻示䛧䛯䛣䛸䛻対䛧䛶䚸㧗䛔評価䜢得䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹 

 

䠄2b䠅経済指標構築䛸格差分析䠖 ㏆世䛾研究䛷䚸経済指標䛸䛧䛶使䜟䜜䜛䛾䛿䚸䛂村㧗䛃䛸䛔䛖各村䛻課

䛩年㈉等䛾基準䛸䛺䛳䛯村䛤䛸䛾総合石㧗䚸䛭䛧䛶村請制社会䛾中䛷䚸村内㒊䛻䛚䛡䜛担税基準䛸䛺䛳

䛯䚸各世帯䛾石㧗情報䛷䛒䜛䚹本䝥䝻䝆䜵䜽䝖所蔵䛾宗㛛䞉人別改帳䛻䛿各世帯䛾持㧗䜔村㧗䛜表記䛥

䜜䛶䛔䜛䜒䛾䛜䛒䜛䚹䛣䜜䜙䜢利用䛩䜜䜀経済史䛷著名䛺 A. Maddison䛾世界䛻䛚䛡䜛㛗期 GDP推計

(The World Economy: A Millennial Perspective)䛻䜘䜛研究䜘䜚䜒䜘䜚詳細䛛䛴正確䛺䝪䝖䝮䜰䝑䝥䛾方法

䛷経済格差分布䛸䛭䛾時系列的変化䜢㏣䛖䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹䛭䛣䛷 2䛴䛾方法䛷経済指標構築䜢試䜏䛯䚹   

 䜎䛪䚸2䛴䛾時期䠄1750年䛸 1846年前後 10年䠅䛾約 700冊㏆䛔宗㛛䞉人別改帳䛾帳末䛾䚼数䜢確認

䛧䚸䛭䛾中䛛䜙人口䞉持㧗情報䛾記㍕䛜䛒䜛 343 村䞉年䛾䝕䞊䝍䜢入力䛧䛯䚹人口䞉世帯情報䛿䛣䜜䜙䛾

䛩䜉䛶䛻存在䛩䜛䛜䚸帳末䛻村㧗䛾記㍕䛜䛒䜛䛾䛿 76 村䞉年䛾䜏䚸䛸経済指標構築䛾㞴䛧䛥䛜明䜙䛛

䛻䛺䛳䛯䚹䛧䛛䛧䚸数䛿多䛟䛺䛔䛜世紀䜢䜎䛯䛔䛷石㧗䛾䜟䛛䜛村䜒䛔䛟䛴䛛䛒䜚䚸今後䛾活用䛜期待䛷

䛝䜛䚹石㧗䜔持㧗䛿㞟計可能䛸䛔䛖特性䛜䛒䜛䛾䛷䠈藩䜔地域䠈䛒䜛䛔䛿䛥䜙䛻広域䛾䝺䝧䝹䛷㞟計
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䛧䚸他䛾㞟計㔞䠄人口䞉家数䞉田畑㠃積䞉㤿数等䠅䛸㛵㐃䛥䛫䛯研究䜒可能䛷䛒䜛䚹䛣䜜䛿人口史䞉家族史

䛻提供䛷䛝䜛䝬䜽䝻䛾䝁䞁䝔䜽䝇䝖䛸䛧䛶㔜要䛻䛺䛳䛶䛟䜛䛰䜝䛖䚹 

 次䛻䝕䞊䝍䛜得䜙䜜䜛年䛜単年䛷䛒䜛䛛㛗期㐃続䛧䛶䛔䜛䛛䛻䛛䛛䜟䜙䛪䚸宗㛛䞉人別改帳䛾整理䝅

䞊䝖䛛䜙各世帯䛾持㧗䜢約 150 䞄村分入力䛧䛯䚹䛣䛾入力䛿米国䜹䝸䝣䜷䝹䝙䜰州立大学 Davis 校䛷博

士ㄽ文䛻取䜚組䜐大学㝔生䞉公文ㆡ䛾協力䜢得䛶䚸現地䛾学㒊生䜒参加䛧䛯䛣䛸䛻䜘䜚㣕㌍的䛻㐍䜣

䛰䚹村䛻䜘䛳䛶䛿単年〜数年䛧䛛継続䛧䛶䛔䛺䛔㈨料䜒䛒䜛䛜䚸大㔞䛾䝕䞊䝍䜢合䜟䛫䜛䛣䛸䛷新䛧䛔

研究䛾可能性䛜㛤䛛䜜䛯䚹例䛘䜀䚸公文ㆡ䛿䜰䞊䜹䜲䝤䝈䛾㈨料䜢中心䛸䛧䛯約 600 䞄村䛾宗㛛改帳

䛻グ㍕䛥䜜䛯世帯䛤䛸䛾土地所有䝕䞊䝍䜢使用䛧䚸㏆世日本㎰村䛾土地所有格差䜢推計䛧䛯䚹䛣䜜䛻䜘

䜚䚸日本䛿同時代䛾西洋社会䛻比䜉䛶㦫䛟䜋䛹平等䛺社会䛷䛒䛳䛯䛣䛸䛜䜟䛛䛳䛶䛝䛯(*11)䚹現時点䛷

䛿石㧗䛾䜏䛾䝕䞊䝍䛷䛒䜛䛜䚸人口䝕䞊䝍䜢突䛝合䜟䛫䜛䛣䛸䛷䚸単年䛾㈨料䜢使䛳䛯同居児法䛺䛹䛾

後方推計䜢含䜑䛯石㧗䛾変化䛸出生率䛾変化䛾推移䛺䛹䚸様䚻䛺研究䛾発展䛜期待䛷䛝䜛䚹䛥䜙䛻㈨

料䛻䜘䛳䛶䛿実㝿䛾耕作地䛾指標䛸考䛘䜙䜜䜛䛂作㧗䛃䜔土地䛾㈚借䜒䜟䛛䜛場合䛜䛒䜚䚸䛭䜜䛻䛴䛔

䛶䛥䜙䛻ヲ細䛺分析䛜可能䛷䛒䜛䚹有本䞉㯮㡲䛿㝣奥国安㐩㒆仁井田村䛾人別改帳䜢利用䛧䚸世帯䛾

石㧗䛾変化䛸村内䛻䛚䛡䜛土地分㓄䛾構㐀䛻䛴䛔䛶䛾分析(*12)䜢ヨ䜏䚸東北一㎰村䛷䛿䛒䜛䛜䚸村

ㄳ制䛾効用䜢示䛩䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹䛭䛾㐣程䠄学術㞧ㄅ投稿時䛾査ㄞ䠅䛷人別改帳䛻䛚䛡䜛持㧗䛾意味

䜔信㢗性䛾確ㄆ䛾必要䛜判明䛧䚸他䛾㈨料䛸䛾突䛝合䜟䛫䜔地域㈨料䛾確ㄆ䜢行䛳䛯䚹䛣䜜䛜䝕䞊䝍

䝺䝡䝳䞊䛾㔜要䛺䝇䝔䝑䝥䛸䛺䛳䛯䚹䜎䛯䚸同村䛾ヲ細䛺土地㈚借情報䜢䝕䝆䝍䝹化䛧䚸世帯䝕䞊䝍䛸付

䛝合䜟䛫䜛䛣䛸䛷䚸世帯䛤䛸䛾持㧗䛸䛭䛾移動䜢分析䛧䛯結果䚸㈨産分㓄䛿比㍑史的䛻䜏䛶䜒平等䛷䛒

䜚䚸持㧗䛿㐣剰䛷䛒䜛世帯䛛䜙㐣少䛺世帯䜈䛸均等化䛩䜛䜘䛖䛻移㌿䛧䛶䛔䛯䛣䛸䛜判明䛧䛯䠄*13䠅䚹䛥

䜙䛻各世帯䛜所持䛩䜉䛝持㧗䛾下㝈䛜規制䛥䜜䛯形㊧䛿䝆䝙係数䛾低下䜔䛂䛔䛘䛃䛾存続率䛾向上䛸

䛔䛳䛯一㐃䛾構㐀変化䛸同時期䛻生䛨䛶䛔䜛䛣䛸䜒明䜙䛛䛻䛺䛳䛯䚹 

   

䠄2c䠅人䛾移動䞉交流䛸地域圏形成分析䠖 現在䛾福島県䜢中心䛸䛧䛯人別改帳䛾移動情報䜢 GIS 䝕䞊

䝍䛸䛧䛶整理䛧䚸㏆代移行期䛾地理移動分析䛸䚸㏆代的㒔市化䛻䛴䛺䛜䜛分析䛾方法ㄽ䜢㛤発䛧䛯䚹㯇

澤䜰䞊䜹䜲䝤䝈所蔵䛾人別改帳䛛䜙作成䛥䜜䛯基礎整理䝅䞊䝖䠄BDS䠅䛾䛖䛱䚸福島県㒆山周㎶ 5 町村

䛾労働移動䚸結婚移動䛺䛹䜢中心䛸䛩䜛移出入先䛾地理的情報䜢整理䞉䝁䞊䝗化䛧䛯䚹䛣䛾䛖䛱 3 町村

䛾移出入先䛷䛒䜛 1,347 町村䛾座標䠄緯度経度䠅䜢䚸国土地理㝔䛾地理㝔地図䜔明治䞉大正期䛾旧 5

万分䛾 1 地形図䛺䛹䛾歴史地図等䜢参照䛧䚸比定䛧䛯䚹䛣䛾地理情報䛸人口移動䝕䞊䝍䛾照合䜢図䜚䚸

㒆山周㎶地域䛻䛴䛔䛶䛿 35,006 件䛾䜲䝧䞁䝖䛾移出入先町村䜢明䜙䛛䛻䛧䛯䚹䛥䜙䛻䛭䛾移出入先䜢

国立歴史民俗博物㤋所蔵䛂旧㧗旧㡿取ㄪ帳䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛃䛾村情報䛸照合䛧䚸1,054 町村䛻䛴䛔䛶䛾地

域経済指標䠄村㧗䠅䜢人口情報䛻㏣加䛧䛯䚹䛣䜜䜙䛾煩㞧䛺作業䜢経䛶䚸3 町村䛾人䚻䛾移出入䝟䝍䞊

䞁䜢把握䛧䚸㛗岡䞉㯮㡲䞉㧘橋䛿人口移動䛾空㛫的䛺広䛜䜚䛸䛭䜜䜙䛾特徴䜢明䜙䛛䛻䛩䜛䛸䛔䛖分析

(*14,15)䜢ヨ䜏䛯䚹䛣䜜䛻䜘䛳䛶町村䚸時代䛻䜘䜛移動䝟䝍䞊䞁䛾㐪䛔䛾把握䛸䛸䜒䛻䚸GIS 䜢用䛔䛯地

図化䜢行䛳䛯䚹特䛻㒆山上町䜢中心䛸䛧䛯労働圏䛸在㒓町形成䛾可視化䛾手䛜䛛䜚(*37,15)䛜得䜙䜜

䛯䚹䜎䛯䚸分析方法䜢検討䛩䜛䛯䜑䚸籠䞉㛗岡䜙䛿一㒔三県䠄埼玉県䚸千葉県䚸東京㒔䚸神奈川県䠅䛾現

代䛾人口動向䛻䛴䛔䛶䚸GIS 䝕䞊䝍䜢用䛔䛶可視化䜢ヨ䜏䛯䠄*16,17,18䠅䚹現代䛸䛾比㍑䛾可能性䜒示

唆䛥䜜䛯䚹 

 

<3>成果䛾社会的発信䛸若手研究者育成 

以上䛾二䛴䛾研究成果䛻加䛘䛶䚸研究拠点形成䜢目標䛻䚸本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾学術的位置䛵䛡䜢明䜙

䛛䛻䛩䜛䛣䛸䛸䚸歴史人口学䛾研究者䛾䜏䛺䜙䛪䚸様䚻䛺分㔝䛾研究者䚸䜎䛯一般社会䜈䛾発信䜢目

指䛧䛯䚹䛣䜜䛻䛿䐟東䜰䝆䜰䝕䞊䝍䛾比㍑研究䛾中䛷䛾本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛾特性䛾ホ価

(*19)䚸䜰䝆䜰䛾人口学研究䝝䞁䝗䝤䝑䜽䜔人口学事典䜢䛿䛨䜑䛸䛩䜛一般研究者䜔学生䛻向䛡䛯発信

(*20,21)䚸䐠㯇澤大学䛻䛚䛡䜛学会䞉䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛾㛤催(*22)䚸地域一般䛻公㛤䛧䛯䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾展示

䛸ㅮ演会(*23)䚸䐡国内外䛷䛾学会䛻䛚䛡䜛特別䝉䝑䝅䝵䞁(*24)䜔歴史人口学䝉䝭䝘䞊䛾企画䞉実施

(*25)䛜含䜎䜜䜛䚹䛣䜜䜙䛾成果䜒䛒䜚䚸本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾国㝿的ㄆ知䛜㧗䜎䜚䚸䜰䝯䝸䜹䚸䜸䝷䞁䝎䚸中

国䚸台湾䚸䝏䜵䝁共和国䛺䛹䛾研究者䛸䛾研究䝁䝷䝪䝺䞊䝅䝵䞁䛾䜸䝣䜯䞊䜔若手研究者䛾䝥䝻䝆䜵䜽䝖

参加䠄ヲ細䛿䛂優䜜䛯成果䛃5䠅䛻至䛳䛯䚹䜎䛯国内䛻䛚䛔䛶䜒䝥䝻䝆䜵䜽䝖外研究者䛾䜰䞊䜹䜲䝤䝈利用

䜔䚸䜰䞊䜹䜲䝤䝈䜈䛾㈨料寄㉗䛜増䛘䛶䛔䜛䠄ヲ細䛿䛂研究成果䛾副次的効果䛃䠅䚹䛣䜜䜙䛿本䝥䝻䝆䜵䜽

䝖䜈䛾ホ価䛸䛔䛘䜘䛖䚹 

一般公㛤䛷行䜟䜜䛯本䝥䝻䝆䜵䜽䝖成果䛾展示䛸ㅮ演会(*23)䛿䚸㧘橋䛜ㅮ師䜢䛩䜛㯇澤䜸䞊䝥䞁䜹
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䝺䝑䝆䛾古文書ㅮ座䛸䛾共同展示䛸䛧䛶䚸㯇澤大学図書㤋䛻䛚䛔䛶䚸䛂家族䛸䛟䜙䛧䛾今昔䡚古文書䛸歴

史人口䝡䝑䜾䝕䞊䝍䛛䜙㏕䜛䡚䛃䜢䝔䞊䝬䛻行䛳䛯䚹柏市教育委員会䛾協力䚸柏市立図書㤋䞉柏市内大

学図書㤋合同企画䛾一環䛷䜒䛒䛳䛯䚹地域䛾多彩䛺史料䛻大䛝䛺反㡪䛜䛒䜚䚸学内䛾学生䞉教職員䛾

䜏䛺䜙䛪䚸広䛟東京㒔䞉茨城県䛺䛹䜢含䜐一般䛾来場䛜䛒䛳䛯䚹䛣䜜䛻䜘䛳䛶本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾成果䛻䜒

大䛝䛺㛵心䛜㞟䜎䛳䛯䚹本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻期待䛥䜜䛶䛔䜛地域䛾特色䜢活䛛䛧䛯成果䛸䛔䛘䜘䛖䚹 

䜎䛯䚸本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䜢㏻䛧䛶若手䜢育成䛩䜛䛣䛸䛻䜒力䜢入䜜䛶䛝䛯䚹本学大学㝔言ㄒ教育研究科䞉

比㍑文明文化専攻䛾博士ㄢ程学生 1 名䠄RA䠅䚸修士ㄢ程学生 3 名䛻䚸歴史人口㈨料䛾整理䞉入力䛺䛹

歴史人口学䛾現場䛻㛵䜟䜛䛣䛸䛷䚸歴史㈨料䛛䜙成果発表䜎䛷䛾㐨䛾䜚䜢体㦂䛥䛫䚸䜎䛯䚸学会㛤催㐠

営䠄日本人口学会䚸国㝿人口学䝉䝭䝘䞊䠅協力䛾経㦂䜢㏻䛧䛶䚸学㝿的研究䛾方法䜢指導䛧䛯䚹䛣䛾䛖

䛱䚸修士学生䛾一人䛿䚸本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾䝕䞊䝍䜢利用䛧修士ㄽ文䛸学術㞧ㄅ刊行䜢果䛯䛧(大沼洋文

2018 䛂民事慣例㢮㞟䛛䜙䜏䜛㏆代移行期日本䛾㣴子慣行䛃言ㄒ䛸文明 16: 65-83)䚸本䝥䝻䝆䜵䜽䝖 4年

目䛛䜙䛿博士後期ㄢ程䛻入䜚䚸䝸䝃䞊䝏䜰䝅䝇䝍䞁䝖(RA)䛸䛧䛶本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻参加䛧䛯䚹䝇䝸䝷䞁䜹䞉䝁

䝻䞁䝪大学䛷修士号䜢䛸䛳䛶本学研究科博士後期ㄢ程䛻入䛳䛯㝔生(K.D. Wijesinghe)䛿䚸期㛫中䛻 3本

䛾ㄽ文䜢査ㄞ付䛝学術㞧ㄅ䛻投稿䛧䚸䛣䛾䛖䛱䛾 2 本䛜採用䛥䜜䛯䚹䜎䛯研究代表者䛸䛸䜒䛻前㏆代䛾

䜰䝆䜰䛸䝶䞊䝻䝑䝟䜢比㍑䛩䜛結婚研究䛻取䜚組䜏国㝿的評価䛾䛒䜛䜲䜼䝸䝇䛾出版社䛛䜙䛾書籍䛾 1

章䜢執筆䛧䛯(*28䠅䚹 

䛣䛾他䛻䜒䚸海外䛛䜙䛾大学㝔生䜢受䛡入䜜䚸䜰䞊䜹䜲䝤䝈㈨料䜢利用䛧䛯研究支援䞉研究協力䛜展

㛤䛧䛯䚹䜲䝍䝸䜰䞉䝃䝹䝕䜱䝙䜰大学䛾修士ㄢ程学生䠄P. Olia䠅䚸㤶港科技大学䛾博士ㄢ程学生(Dong 

H.)䚸米国䜹䝸䝣䜷䝹䝙䜰州立大学 Davis校䛾博士ㄢ程学生(公文ㆡ)䛺䛹䛷䛒䜛䚹Olia䛿 Ulisse 奨学㔠䜢

受䛡䛶䛾短期㛫䛾滞在䛷䛒䛳䛯䛜 (2016/12/10/-2017/1/20)䚸䜲䝍䝸䜰䛸日本䛾家族䞉人口比㍑䛻㛵䛩

䜛修士ㄽ文䜢仕上䛢䛯䚹博士後期ㄢ程䛾 2 名䛿短期滞在䜢数回繰䜚㏉䛧䛶研究䜢㐍䜑䛯䚹Dong 䛿㤶

港科技大学䛾博士ㄢ程最終年䛾䜋䛸䜣䛹䜢㯇澤大学䛷㐣䛤䛧䚸研究代表者䛾指導䛾䜒䛸徳川期日本

䛾歴史人口㈨料䜔䜰䝥䝻䞊䝏䜢学䜃䚸䛭䛾後䚸㯇澤䜰䞊䜹䜲䝤䝈䛾歴史人口䝕䞊䝍䜢利用䛧䛶䚸博士ㄽ

文䠄䇾Patriarchy, Family System and Kin Effects on Individual Demographic Behavior Throughout the Life 

Course: East Asia, 1678-1945䇿䠅䜢執筆䛧䛯䚹公文䛿本䜰䞊䜹䜲䝤䝈䛾石㧗䝕䞊䝍䜢利用䛧䛶博士ㄽ文

䠄䇾Rich Europe, Poor Asia: How Wealth Inequality, Demography and Crop Risks Explain the Poverty of 

Pre-Industrial East Asia, 1300-1800䇿䠅䜢提出䛧䛯䚹䛭䛾後䛾活㌍䛸成果䛻䛴䛔䛶䛿以下䛾㡯目䛻示䛩䚹 
 

䠘優䜜䛯成果䛜上䛜䛳䛯点䠚 

䠍䠊䛂生䛝䛯䛃䜰䞊䜹䜲䝤䝈䛾設立䠖 本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛷䜰䞊䜹䜲䝡䞁䜾䜢目指䛧䛯歴史㈨料䛿䚸㏿水融氏

(本学名㄃教授䞉文化勲章受章者)䛜世界䛾䛂文化㑇産䛃䛸称䛧䚸半世紀䛻䜟䛯䛳䛶全国䛛䜙収㞟整理䛧

䛯䛂宗㛛䞉人別改帳䛃䜢中心䛸䛩䜛䚹䛣䜜䜙䛾国勢ㄪ査以前䛾稀有䛺人口経済㈨料䛾価値䛿国㝿的䛻䜒

知䜙䜜䜛䛸䛣䜝䛸䛺䛳䛯䛜䚸䛔䛟䛴䛛䛾大型䝥䝻䝆䜵䜽䝖䜢㏻䛨䛶収㞟整理䛥䜜䛯㈨料䛾全容䜔䚸䝕䞊䝍䝧

䞊䝇作成㐣程䛾㐨筋䛿䛣䜜䜎䛷明䜙䛛䛻䛥䜜䛶䛔䛺䛛䛳䛯䚹膨大䛺数䛾紙媒体㈨料䛸䝬䜲䜽䝻䝣䜱䝹䝮

䛻䛴䛔䛶䚸本事業支援䜢受䛡䚸物理的䛻散㐓䛥䛫䛪䛻整理䜢㐍䜑䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹䛭䛧䛶䝬䜲䜽䝻䝣䜱䝹

䝮䜔紙媒体䛾㈨料䛭䛾䜒䛾䜢䝕䝆䝍䝹化䛧䚸䝯䝍䝕䞊䝍䝧䞊䝇構築䛸検索䝥䝻䜾䝷䝮䛾拡充䛻䜘䛳䛶䚸歴

史㈨料䛾耐久性䜢保証䛧䛯管理䛸䚸場䜢㉺䛘䛯歴史㈨料利用䛾可能性䛜確立䛷䛝䛯(*1)䚹䝯䝍䝕䞊䝍䝧

䞊䝇作成䛻䜘䛳䛶䚸歴史人口䜢研究䛩䜛䜒䛾䛜全体䜢俯瞰䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛺䜚䚸古気候䜔地㟈

研究者䛺䛹人文䞉社会䛾分㔝䜢㉸䛘䛯学㝿的利用䜈䜒大䛝䛟㛛戸䜢㛤䛟䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹䜎䛯䚸䝯䝍䝕䞊䝍

䝧䞊䝇䛻㈨料所在地䛾緯度経度䜢加䛘䛶地図上䛻描䛟䛣䛸䛷䚸収㞟㈨料状況䛾可視化䛜䛷䛝䛯䛣䛸䛿䚸

今後䛾㈨料収㞟䛾検討䜔地域性䜢含䜐䝸䝃䞊䝏ㄢ㢟発見䛾一助䛸䛺䜛䚹䛥䜙䛻䚸分析用䝕䞊䝍䛸䛧䛶

䜒䚸多世代䝟䝛䝹䝕䞊䝍䝧䞊䝇䜢拡充䛧䚸世帯䛾持㧗䜔土地䛾動䛝䚸保有㤿数䛺䛹䜢含䜐社会経済指

標䜔䚸GIS情報䛸䝸䞁䜽䛧䛯個人䛾移動情報䜢㏣加䛩䜛䛣䛸䛻䜘䛳䛶䚸歴史人口䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛾価値䜢大

䛔䛻㧗䜑䛯(*2)䚹単䛺䜛㈨料䛾保存䛰䛡䛷䛿䛺䛟䚸䛭䜜䜢活用䛧䚸未来䛻伝㐩䛩䜛䛸䛔䛖生䛝䛯䜰䞊䜹䜲

䝤䝈䛾設立䛜䛷䛝䛯䛸䛔䛘䜘䛖䚹䛣䜜䛻䜘䛳䛶今後䛾歴史人口学研究䛾学㝿的䞉国㝿的発展䛾可能性䜢

䛥䜙䛻広䛢䜛事䛜䛷䛝䛯䚹 

 

2. 東䜰䝆䜰発信䛾前㏆代人口研究䛾確立䠖 㯇澤䜰䞊䜹䜲䝤䝈䛷整理䛧䛶䛝䛯㈨料群䛾中䛾䚸歴史人

口䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛿䚸䛯䛟䛥䜣䛾䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛸多䛟䛾人䛾手䜢経䛶作成䛥䜜䛶䛝䛯䜒䛾䛷䛒䜛䚹䛭䛾㐣程䛷

作成䛥䜜䛯䛥䜎䛦䜎䛺形式䛾宗㛛䞉人別改帳䛾入力䝕䞊䝍䜢統一䛧䛯䝣䜷䞊䝬䝑䝖䛷統合䛩䜛䛣䛸䛻䜘䛳

䛶䚸従来䚸数䞄村䛻㢗䛳䛶䛔䛯分析䛾䝃䞁䝥䝹数䜢㣕㌍的䛻増加䛥䛫䚸䛭䜜䛻䜘䛳䛶多様䛺分析䛾可能
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性䜢生䜏出䛧䛯䚹䜎䛰更新㏵中䛷䛒䜛䜒䛾䛾䚸統合䝕䞊䝍䛿 50 䞄村 10 万人䛾情報䜢含䜐䜒䛾䛷䛒䜛䚹

歴史人口䝡䝑䜾䝕䞊䝍䛸䛔䛘䜛䛣䛾䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛿同時代䛾東䜰䝆䜰䛾䝕䞊䝍䛸䜒統合䛜可能䛷䚸䛭䜜

䜙䜢利用䛧䛯ㄽ文䛿䝖䝑䝥䝷䞁䜽䛾国㝿䝆䝱䞊䝘䝹䛷注目䜢浴䜃䛶䛔䜛(*4,5,6,19,26)䚹歴史人口学䛿創

タ以来欧米䛾研究者䛻䜘䛳䛶牽引䛥䜜䛶䛝䛯䚹䛭䛾欧米䛾研究者䛿䛥䜎䛦䜎䛺㈨料䛾人口䛾比㍑䜢目

指䛧䚸IDS方式(Intermediate Data Structure)䛸䛔䛖中㛫䝥䝻䜾䝷䝮䛻現㈨料䜢䝣䜱䞊䝗䛩䜛方法䛷䚸20年

㏆䛟䛛䛡䛶㛗期䝭䜽䝻䝕䞊䝍䛾統一䜢図䛳䛶䛝䛯(European Historical Population Samples Network)䚹䛭

䜜䜢思䛘䜀 5年㛫䛸䛔䛖短期㛫䛷東䜰䝆䜰䛾統一䝕䞊䝍䛜作成䛷䛝䛯䛣䛸䛿大䛝䛺成果䛷䛒䜛䚹 

 東䜰䝆䜰䛾統一䝕䞊䝍䜢利用䛩䜛䛣䛸䛻䜘䛳䛶可能䛸䛺䛳䛯䛾䛿䚸歴史人口学研究䝇䝍䞊䝖以来䛿䛨䜑

䛶䛸䜒䛔䛘䜛䚸東䜰䝆䜰発信䛾前㏆代人口研究䛷䛒䜛䚹世帯䜢単位䛸䛧䛯戸籍型䛾㈨料䛛䜙可能䛸䛺

䜛䚸家䛾継承䜔親族䛾影㡪䛺䛹東䜰䝆䜰的䝸䝃䞊䝏ㄢ㢟䛿䚸欧米䛾研究䛻䛿䛺䛔発想䛸発見䜢䜒䛯䜙

䛩䚹世帯䜢単位䛸䛧䛶グ㘓䛥䜜䛯東䜰䝆䜰䛾歴史人口㈨料䛿䚸個人䛾䝷䜲䝣䝁䞊䝇䛻䛔䛛䛻同居親族䜔

村落䛜䛛䛛䜟䛳䛶䛔䜛䛛䜢ㄒ䜛䚹欧米中心䛻展㛤䛥䜜䛶䛝䛯人口䞉家族史研究䛻東䜰䝆䜰䛾䝕䞊䝍䛸家

族史的視点䜢取䜚入䜜䛯䛣䛸䛷䚸継承䛾䛯䜑䛾㣴子䚸欠落䞉㏨散䚸㞳婚䛺䛹䚸西欧䛾歴史人口学䛷䛿扱

䜟䜜䛺䛔䝖䝢䝑䜽䜢探䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯(*27,26,9)䚹䜎䛯䚸親䜔䛝䜗䛖䛰䛔䛺䛹䛾同居親族䛻䜘䜛影㡪䛾㢮似

性䛸差異䜢䜘䜚ヲ䛧䛟見䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯(*4)䚹䛣䜜䛿䚸䝃䞁䝥䝹数䜢増加䛥䛫䛯䛣䛸䛸䚸䜘䜚洗練䛥䜜䛯統ィ

的䝰䝕䝹䜢㛤発䛩䜛䛣䛸䛷㐩成䛥䜜䛯䚸大䛝䛺㌍㐍䛷䛒䜛䚹䜎䛯䚸㉸少子化䛜社会問㢟䛸䛺䛳䛶䛔䜛現

代䛾東䜰䝆䜰社会䜢㚷䜏䜜䜀䚸国㝿的ホ価䛾㧗䛔津㇂䜙䛾現代䛾出生率低下䛾比㍑研究(*31,32) 䛾

歴史的基盤䛾共㏻性䜢探䜛上䛷䜒大䛝䛺意義䛜䛒䜛䚹 

 

3. 時㛫的䞉空㛫的㐃続性䛸㠀㐃続性䛸䛔䛖䜰䝥䝻䞊䝏䛾㛤拓䠖 歴史人口学䜎䛯㞄接䛩䜛社会科学䛾

分㔝䛿研究㈨料的制㝈䛾中䛷理ㄽ化䛥䜜䛶䛝䛯䚹䛭䛾䛯䜑䚸現代䛸㐣去䛸䛾分断䛿大䛝䛔䚹䜎䛯地域

差䛻䛴䛔䛶䜒東西比㍑䛸䛔䛖単純䛺䜒䛾䛻䛺䜚䛜䛱䛷䛒䜛䚹本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛷䝕䞊䝍䝧䞊䝇化䛥䜜䛯歴史

㈨料䛾活用䛻䜘䛳䛶䚸㏆代䝉䞁䝃䝇以前䛾人口䛸経済行動䜢䝭䜽䝻䝺䝧䝹䛛䜙時系列的䛛䛴横断的䛻

把握䛧䚸㈨料的䞉理ㄽ的䛻䛭䛾分断䜔単純化䜢乗䜚㉺䛘䜛可能性䛜見䛘䛶来䛯䚹䛭䛾成果䛸䛧䛶䚸(a) 

㧘橋䞉㯮㡲䛿日本全体䜢俯瞰䛩䜛人口䛸世帯䛾地域性(*3)䜢描䛔䛯䚹従来䛾日本䛾歴史人口学䛷䛿䚸

㛗期的䛻継続䛩䜛 1〜3 䞄村䛾䝰䝜䜾䝷䝣䛸䛔䛖䝇䝍䜲䝹䛜主流䛷䛒䛳䛯䚹䛭䛾䛯䜑䚸基礎的䛺人口䛸世

帯䛾推移䛺䛹䜢俯瞰䛩䜛最䜒基礎的䛸思䜟䜜䜛研究䛜欠如䛧䛶䛔䛯䚹基礎的䛺統ィ䛛䜙地域差䜢示䛩

䛣䛸䛿䚸今後䛾学㝿的研究䛻䜒不可欠䛺䜰䝥䝻䞊䝏䛷䛒䜛䚹 

 䜎䛯䚸(b)㐣去䛸現在䜢䛴䛺䛞䚸未来䜢予測䛩䜛䠄Linking past to present䠅䛸䛔䛖視点䛷䛾斬新䛺研究方

法䜢国内外䛾学会䛻問䛖䛯䛣䛸䛿大䛝䛺成果䛷䛒䜛䠄*22䠅䚹特䛻䚸津㇂䞉㯮㡲䛻䜘䜛結婚䛸㞳婚䛻䛴䛔䛶

䛾歴史人口䛸現代人口䛾直接比㍑䜢実現䛧䛯研究(*7,8,9,10)䛿䚸㏆世䛛䜙現代䜈䛾日本䛾家族䛸人口

䛾変化䛾㐃続性䛸㠀㐃続性䛾実ド的䜰䝥䝻䞊䝏䛻先㠴䜢䛴䛡䛯䚹䛣䛾研究䛿䚸㐣去䛛䜙現代䛸䛔䛖一

方向的䞉二元ㄽ的䛻捉䛘䜙䜜䛜䛱䛺䜟䛜国䛾人口䛸家族䛾実ド研究䛾方向性䜢見直䛩䛝䛳䛛䛡䜢与䛘

䛯䛸䛔䛖意味䛷大䛝䛺意義䜢持䛴䚹今後䚸歴史人口䛸現代人口䜢䛴䛺䛠上䛷㘽䛸䛺䜛㌿換期䜢対㇟䛸䛧

䛯斎藤䜙䛾戦㛫期䛾㎰家世帯䛾研究䠄*33䠅䛸䛾比㍑䜒含䜑䜜䜀䚸徳川後期䛛䜙続䛟小㎰経済䜔直系家

族的志向䛜人口䞉世帯䛻及䜌䛩影㡪䛻䛴䛔䛶䚸䜘䜚㐃続䛧䛯視点䛛䜙検ド䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䛷䛒䜝䛖䚹䜎

䛯䚸現代人口䛾基盤䜢歴史人口䛻求䜑䚸㛗期的実ド研究䛻取䜚組䜐歴史人口学䛾国㝿的潮流䛾中

䛷䚸斎藤䛾提唱䛩䜛疫学的視点䛛䜙䛾人口㌿換ㄽ䛾再考䜔䚸気候䞉㣚㤡䜢中心䛸䛩䜛䝬䜽䝻䞉䝁䞁䝔䜽

䝇䝖含䜑䛯多角的䞉多層的䜰䝥䝻䞊䝏䛸仮ㄝ䠄*34,35䠅䛿䚸今後䜘䜚大䛝䛺学究的意義䜢持䛴䛸考䛘䜛䚹 

 䛥䜙䛻䚸䠄c䠅時㛫㍈䛸空㛫㍈䜢融合䛧䛯移動䛸結婚䞉労働市場䛾研究䛷䛒䜛䚹福島県䛾㒆山地域䜢中

心䛸䛩䜛人別改帳䛾䛂移動䛃情報䛛䜙 1,347 町村䛾座標䠄緯度経度䠅䜢比定䛧䛶 GIS 䝕䞊䝍䛸䛧䛶整備䛧

䛯䛣䛸䛿䚸他国䛾歴史人口学研究䛷䛿䛺䛧得䛺䛔䜰䝥䝻䞊䝏䛷䛒䜚䚸大䛝䛺期待䛜寄䛫䜙䜜䛶䛔䜛䚹本

研究期㛫中䛻䛿䚸徳川㎰民䛜生涯䛾中䛷㢖繁䛻䛛䛴多方㠃䛻地理的移動䜢䛧䛶䛔䛯様子䜢描䛝䚸18

世紀䛸 19 世紀䛷移動䛾䝟䝍䞊䞁大䛝䛟変化䛧䛯䛣䛸䜢示䛧䛯䚹䛣䜜䛻䜘䛳䛶㏆代移行期䛾地理的移動分

析䛸䚸人䚻䛾結婚䞉労働䜢䜑䛠䜛䝛䝑䝖䝽䞊䜽(*14,15,37)䜢描䛝出䛩糸口䛜発見䛥䜜䛯䚹䜎䛰グ㏙的䛺分

析䛷䛿䛒䜛䜒䛾䛾䚸平㠃的䛺䝛䝑䝖䝽䞊䜽䠄結婚圏䚸奉公圏䛺䛹䠅䛻時㛫㍈䛜加䜟䜛䛸䛔䛖斬新䛺研究䛷

䛒䜚䚸㏆代以前䛾人䚻䛾人口行動䝟䝍䞊䞁䜢空㛫的移動䛛䜙明䜙䛛䛻䛧䛴䛴䛒䜛䚹 

 

4. 徳川日本䛾平等性䛸大分岐ㄽ争䠖 前工業化期䛻䛚䛡䜛経済格差䛿㏆年注目䛥䜜䛶䛔䜛䛜䚸東䜰䝆

䜰䛻䛚䛡䜛実ド的研究䛿䜋䛸䜣䛹䛥䜜䛶来䛺䛛䛳䛯䚹公文䛿䝥䝻䝆䜵䜽䝖䜰䞊䜹䜲䝤䝈䛾宗㛛改帳䝕䞊䝍

䜢含䜐約 600䞄村䛾世帯土地所有䝕䞊䝍䜢䝧䞊䝇䛻㏆世日本㎰村䛾土地所有格差䜢推ィ䛧䚸日本䛿同
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時代䛾西洋社会䛻比䜉䛶㦫䛟䜋䛹平等䛺社会䛷䛒䛳䛯䛣䛸䜢実証䛧䛯(*11)䚹西洋経済史研究䛷䛿䚸㛗

期的䛻䛿激䛧䛔格差䛜不可㑊䛷䛒䜛䛸䛔䛖見解䛜䛒䛳䛯䛜䚸䛣䛾研究䛻䜘䜚䛭䜜䛿日本䛷䛿必䛪䛧䜒当

䛶䛿䜎䜙䛺䛔䛣䛸䜢示䛧䛯䛣䛸䛿大䛝䛺成果䛷䛒䜛䚹䜎䛯䚸有本䞉㯮㡲䛾研究䛷䜒䚸䜎䛰一㎰村䜢䝧䞊䝇䛸

䛧䛯研究䛷䛿䛒䜛䛜䚸世帯䛤䛸䛾持㧗䛸䛭䛾移動䜢分析䛧䛯結果䚸資産分㓄䛿比㍑史的䛻䜏䛶䜒平等

䛷䛒䜛䛣䛸䛜判明䛧䛯(*13䠅䚹䛣䛾㐣程䛷䚸各世帯䛜所持䛩䜉䛝持㧗䛾下㝈䛜規制䛥䜜䛯形跡䛜䛒䜚䠈䛣

䜜䛜䝆䝙係数䛾低下䜔䛂䛔䛘䛃䛾存続率䛾向上䜢䜒䛯䜙䛧䛯蓋然性䛜㧗䛔䛣䛸䜢明䜙䛛䛻䛧䛯䛣䛸䛿䚸䛣

䜜䜎䛷䛾世帯継承䛾研究䛻一石䜢投䛨䜛効果䛜䛒䜛䚹䜎䛯䚸䛭䛾背後䛻䛒䜛村請制䛜資産分㓄䛾平等

化䛻寄与䛧䛯可能性䜒論䛨䜙䜜䚸制度䠄税制䠅䛜資産分㓄䜢規定䛩䜛䛸䛔䛖視点䛜提示䛥䜜䛯䚹䛥䜙䛻䛣

䜜䜙䛾実証的研究䛿斎藤䛜国㝿的䝖䝑䝥䝷䞁䜽䛾䝆䝱䞊䝘䝹䛻䛚䛔䛶議論䛧䛯日本䛛䜙䛾視点䛸䛧䛶䛾

経済史䛾䛂大分岐䛃論争䛻䜒大䛝䛺含意䜢持䛴(*36)䚹 

 

5. 研究䛾国㝿化䛸若手研究者䛾育成 

 本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛿少規模䛛䛴地方大学䛾位置䛵䛡䛸䛺䜛 3000 人規模䛾大学枠䛷採択䛥䜜䛯䜒䛾䛷䛒

䛳䛯䚹䛧䛛䛧䚸䛭䛾研究内容䛾国㝿性䜔次世代研究者育成䛾䛯䜑䛾国㝿交流䛿䚸大学䛾大䛝䛥䜔知名

度䛻䜘䜙䛺䛔䚸実質的䛺研究䛾国㝿䝁䝷䝪䝺䞊䝅䝵䞁䛾可能性䜢示䛧䛯䚹学術㞧誌論文䛸書籍内䛾章䜢

含䜑䚸査読䛴䛝国㝿学術㞧誌䛷認䜑䜙䜜䚸国㝿的䝖䝑䝥䝷䞁䜽䛾䝆䝱䞊䝘䝹䛻採用䛥䜜䛯論文䛿多数䛷

䛒䜛䚹䜎䛯学会発表䛾半数以上䛜䚸国㝿学会䜔国㝿䝉䝭䝘䞊䛷䛾発表䛷䛒䛳䛯䚹䛥䜙䛻䚸国㝿人口学会

(IUSSP)䛾䝉䝭䝘䞊䛾㛤催䜔䠄*22䠅䚸国㝿学会䛻䛚䛡䜛䝉䝑䝅䝵䞁企画䠄*24䠅䛻䜘䛳䛶䚸海外研究者䛸䛾

研究交流䜔䝁䝷䝪䝺䞊䝅䝵䞁䛜可能䛸䛺䛳䛯䚹 

 国㝿性䛿䚸論文䛰䛡䛷䛺䛟䚸若手研究者䛾躍㐍䛻䜒示䛥䜜䛶䛔䜛䚹研究拠点䛸䛧䛶䚸米国䚸㤶港䚸䜲䝍䝸

䜰䚸䝇䝸䝷䞁䜹䛺䛹䛾大学㝔生䛜本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻㞟䛔学䜣䛰䚹本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛷日本䛾歴史人口学䝕䞊

䝍䛾価値䜢学䜃䚸䝕䞊䝍䜢活用䛧䛶㤶港科技大学䛷䛾博士論文䜢仕上䛢䛯 Dong Hao 䛿䛭䛾論文䛜認

䜑䜙䜜䛶米国䝥䝸䞁䝇䝖䞁大学䛷䝫䝇䝖䝗䜽䝍䞊䛸䛧䛶採用䛥䜜䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖 3年目䛛䜙䛿䚸研究協力者䛸

䛧䛶携䜟䛳䛯䚹現在䛿東䜰䝆䜰䛾若手歴史人口学者䛸䛧䛶䜒認識䛥䜜䚸北京大学䛾准教授䛸䛺䜚䚸国㝿

人口学会䛾歴史人口学委員会䝁䝭䝑䝔䜱䛻䜒䛺䛳䛶䚸研究代表者䛸䛾䝁䝷䝪䝺䞊䝅䝵䞁䛜続䛔䛶䛔䜛䚹䜎

䛯㯇澤䜰䞊䜹䜲䝤䝈䛾社会経済資料䜢活用䛧䛶米国䜹䝸䝣䜷䝹䝙䜰州立大学 Davis 校䛷博士論文䜢仕

上䛢䛯公文譲䛿䚸Economic History Association 䛷優秀䛺博士論文䛻贈䜙䜜䜛 Alexander Gerschenkron 

Prize 䜢受賞䛧䛯䚹䛭䛾後䜲䝍䝸䜰䞉䝭䝷䝜䛾䝪䝁䞊䝙大学䛷䝫䝇䝖䝗䜽䝍䞊䛸䛺䜚䚸次年度䛛䜙䛿 Toulouse 

Institute of Advanced Studies 䛷䝫䝇䝖䝗䜽䝍䞊䛸䛺䜛予定䛷䚸研究協力䛜今後䜒継続䛩䜛䚹 

 
䠘課㢟䛸䛺䛳䛯点䠚 

1. 㯇澤䜰䞊䜹䜲䝤䝈䠖上記䛾㏻䜚䛾成果䜢上䛢䛶来䛯䛰䛡䛻䚸歴史資料䛸䝕䞊䝍䝧䞊䝇䜢䛹䛖公㛤䛧䚸研

究者㛫䛷共有䛛䛴拡充䞉発展䛥䛫䛶䛔䛟䛛䚸䜎䛯䛭䜜䜙䜢今後䛔䛛䛻管理維持䛧䛶䛔䛟䛛䛿大䛝䛺課㢟

䛷䛒䜛䚹前者䛻䛴䛔䛶䛿䝯䝍䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛾構築䛸検索䝥䝻䜾䝷䝮䛾㛤発䛻䜘䛳䛶研究者㛫䛷䛾情報共

有䛜㣕躍的䛻㐍䜣䛰䚹䜎䛯䜲䞁䝍䞊䝛䝑䝖公㛤䛻䛴䛔䛶䛿䚸公㛤䞉㠀公㛤資料䜢判断䛧䚸䜰䜽䝉䝇制㝈䜢

段㝵的䛸䛩䜛準備䜢䛧䛯䚹䜰䞊䜹䜲䝤資料利用䛻䛴䛔䛶䛿利用許可䛜必要䛷䛒䜚䚸䜎䛯一㒊䛾䜰䞊䜹䜲

䝤資料利用䛻䛴䛔䛶䛿㯇澤図書㤋䛾貴㔜書扱䛔䛻則䜚䚸人口䞉家族史研究䝥䝻䝆䜵䜽䝖室䛷䛾㜀覧䛾

䜏䛸䛺䜛䚹研究利用䛾䛯䜑䛾公㛤促㐍䛸䚸資料䛾性質上䛾䝥䝷䜲䝞䝅䞊保護䜢含䜐㜀覧制御䛾䛫䜑䛞

合䛔䛿今後䜒慎㔜䛻検討䛧䛶行䛛䛺䛟䛶䛿䛺䜙䛺䛔䚹䛣䛾点䛻䛴䛔䛶本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛷䛿原則䛸䛧䛶利用

䛿原資料䛷䛿䛺䛟䚸研究䛾䛯䜑䛻原資料䛛䜙整理作成䛧䛯二次的資料䛾䜏䛻㝈䜛䛣䛸䛸䛧䛶䛔䜛䚹  

 䜎䛯䚸後者䛾管理維持䛻䛴䛔䛶䛿䚸本事業䛸㯇澤大学䛾支援䜢受䛡䛶本学図書㤋䛻䝥䝻䝆䜵䜽䝖室䜢

設営䛷䛝䛯䛣䛸䚸䜎䛯䝬䜲䜽䝻䝣䜱䝹䝮䜔紙媒体䛾䝕䝆䝍䝹化䜢図䛳䛯䛣䛸䛷体制䛜整䛳䛶䛝䛯䚹䛧䛛䛧䚸

䝕䝆䝍䝹化䛷䛝䛺䛔貴㔜䛺資料䛜䜎䛰大㔞䛻残䛥䜜䛶䛔䜛䛣䛸䚸䛭䜜䜙䛾資料䛾活用䜢目指䛧䛯 BDS

䠄基礎整理䝅䞊䝖䠅作成䜔入力䛜継続䛧䛶䛔䜛䛣䛸䚸䛥䜙䛻本研究拠点形成䛾成果䜢受䛡䛶䚸研究者個人

䛜利用䛧䛶䛔䛯資料䜢㯇澤䜰䞊䜹䜲䝤䝈䛻寄贈䛧䛯䛔䛸䛔䛖事例䜒上䛜䛳䛶䛝䛶䛔䜛䛣䛸䛺䛹䜢㚷䜏䚸事

業後䜒大学䜔図書㤋䛾理解䛸協力䜢䛔䛯䛰䛝䝥䝻䝆䜵䜽䝖作業䜢継続䛧䛶䛔䛝䛯䛔䚹 

 

2. 若手研究者育成䠖上記䛾㏻䜚䚸学内䜎䛯海外䛾大学㝔生䜈䛾研究支援䛸共同研究䛷成果䛜出䛯䚹䛧

䛛䛧本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛷構築䛧䛶䛝䛯䝕䞊䝍䛿䚸現代䛻䛿䛺䛔㛗期䛻䜟䛯䜛䝟䝛䝹䝕䞊䝍䛷䛒䜚䚸䛛䛴海外

䛾同時代䛾資料䛻䛿䛺䛔詳細度䜢誇䜛䚹䛭䜜䜖䛘䛻䝕䞊䝍䛾利用䛻䛿歴史人口学䜔社会学䛺䛹学問

体系䛾䝧䞊䝇䛰䛡䛷䛺䛟䚸統計的知識䜢持䛱䝕䞊䝍䝧䞊䝇䜢扱䛘䜛䛣䛸䛜基本䛸䛺䜛䚹海外䛛䜙本䝥䝻䝆
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䜵䜽䝖䛻参加䛧䛯大学㝔生䛯䛱䛿䚸䛭䜜䛮䜜䛾研究機㛵䛷䛭䛾䝖䝺䞊䝙䞁䜾䜢受䛡䛶䛔䛯䛣䛸䛷䚸期㛫内

䛻成果䜢上䛢䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹国㝿的䛺研究動向䛜䝭䜽䝻䛾歴史人口䝡䝑䜾䝕䞊䝍構築䛸䛭䛾活用分析

䛻向䛛䛳䛶䛔䜛現在䚸日本䛻䛚䛔䛶䜒大学䞉研究機㛵䜢㉸䛘䛯㐃携䛷䚸若手育成䜢図䜛必要性䛜䛒䜛䚹 

 

䠘自己評価䛾実施結果䛸対応状況䠚 

 本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛿䚸㯇澤大学経済社会総合研究䝉䞁䝍䞊䛻属䛧䛶䛔䜛䚹毎年䝉䞁䝍䞊䜈提出䛩䜛研究計

画䛸実施報告䜢䝯䞁䝞䞊㛫䛷共有確認䛧䚸䛭䛾上䛷次年度䛾計画䛻反映䛩䜛䛣䛸䛷䛂自己評価䛾実施䛃

䛸䛧䛶䛝䛯䚹䜎䛯䚸䝕䞊䝍䝧䞊䝇構築䛻携䜟䜛研究者䛸䝇䝍䝑䝣䜢含䜑䛯打䛱合䜟䛫会議䜢毎月㛤催䛧䚸

作業㐍捗状況䛾把握䛸問㢟点䛾相談対処䜢行䛳䛶䛔䜛䚹毎年年度末䛻䛿作業報告書䜢提出䛧䛶䜒䜙

䛔䚸作業䛾内容䛸㉁䜢担保䛧䛯䚹㈨料検索䝕䞊䝍䝧䞊䝇構築䛻㛵䜟䜛委託事業者䛸䛿毎月打䛱合䜟䛫

䜢䛧䚸䛭䛾㒔度䚸㐍捗状況報告書䜢受䛡取䜚䚸䛥䜙䛻年度末䛻䛿䚸䛭䛾年度䛾成果䛸作業䝬䝙䝳䜰䝹䛾

䜎䛸䜑䜢提出䛧䛶䜒䜙䛳䛯䚹研究代表者䛜䛭䛾内容䜢䝏䜵䝑䜽䛧䚸費用対効果䜢確認䛧䛯䚹䛺䛚䚸本䝥䝻䝆

䜵䜽䝖 3 年目䛾中㛫報告時䛻䛒䛢䛯社会経済指標䝕䞊䝍䝧䞊䝇化䛾㐜延䛻䛴䛔䛶䛿䚸事業後半䛻入力

䛾䛯䜑䛾䝬䞁䝟䝽䞊䛾投入䛷予定㏻䜚䛾成果䜢䛒䛢䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹 

  研究費䛿䚸本学䠄法人䠅䛾規則䛻則䛳䛶執行䛧䛶䛚䜚䚸䛛䛴毎年度内㒊監査䜢受䛡䛶䛔䜛䚹䛣䛾 5年㛫

䛾自己評価䛸䛧䛶䛿䚸目標<1>䛻䛴䛔䛶䛿当初䛾計画㏻䜚䛾成果䜢䛒䛢䛶䛚䜚䚸目標<2>䜒着実䛻研究

䛜㐍捗䛧䛯䛸判断䛧䛶䛔䜛䚹䛥䜙䛻上記䛻挙䛢䛯㏻䜚䚸若手研究者育成䛸国㝿䝉䝭䝘䞊䜔学会内䝉䝑䝅䝵

䞁企画䛻䜘䛳䛶䚸当初計画以上䛻国㝿的成果䛜䛒䛜䜚䚸䜎䛯拠点䛸䛧䛶䛾内外䛛䜙䛾認知䛜得䜙䜜䛯䚹 

 

䠘外㒊䠄第三者䠅評価䛾実施結果䛸対応状況䠚 

 本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛿日本䛻䛚䛔䛶㛗期的䝭䜽䝻歴史統計研究䛾世界的研究拠点䜢作䜛䛸䛔䛖目標䜢掲䛢

䛶䛔䜛䚹特䛻方向性䜢確認䛩䜛意味䛷㔜要䛷䛒䜛䛸考䛘䛯事業前半䛷䛿䚸第三者評価委員䛸䛧䛶䜅䛥䜟

䛧䛔海外 4 機㛵䛾歴史人口学䛾拠点䛷活㌍䛩䜛䠐名䛾研究者䛻本事業䛾㊃旨䜢説明䛧協力䜢得䛯䚹䝥

䝻䝆䜵䜽䝖 2年目䛻䛿㯇澤大学図書㤋䠐F䝥䝻䝆䜵䜽䝖室䜢訪問䛧䛶䛔䛯䛰䛟形䛷䚸台湾䞉中央研究㝔歴史

人口研究䝥䝻䜾䝷䝮代表䛾 W.Yang 氏䚸䝇䝨䜲䞁䞉Spanish National Research Council 䛾 D. R. 㻲㼍㼞㼕㽼㼍㼟

氏䚸3年目䛻䛿国㝿会議䛾䝃䜲䝗会議䛸䛧䛶䚸䝭䝅䜺䞁大学 ICPSR元所㛗䛾 G. Alter 氏䚸㤶港科技大学

䛷中国多世代䝟䝛䝹䝕䞊䝍構築䞉公㛤䠄CMGPD䠅䛷世界的評価䜢得䛶䛔䜛 C. Campbell 氏䚸䛭䜜䛮䜜䛛

䜙䝁䝯䞁䝖䜢䛔䛯䛰䛔䛯䚹䠐名䛸䜒䚸体系的䛻䜰䞊䜹䜲䝤䝈䛸䛧䛶䛾㈨料管理䛸䝕䞊䝍䝧䞊䝇構築䜢㐍䜑䛶

䛔䜛䛣䛸䜈䛾評価䛸䚸研究䜈䛾期待䛜㧗䛛䛳䛯䚹㻲㼍㼞㼕㽼㼍㼟 氏䛛䜙䚸本䝥䝻䝆䜵䜽䝖室䛾様子䛜人口䞉家族

史研究䛾先㥑者䛂䜿䞁䝤䝸䝑䝆䜾䝹䞊䝥䛃(Cambridge Group for the History of Population and Social 

Structure)䛾䜘䛖䛰䛸評価䛔䛯䛰䛝䚸光栄䛷䛒䛳䛯䚹䛣䛾他䚸(a)䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛾全体像䛾䝃䝬䝸䞊表䛾作

成䚸(b)㈨料䛸䝕䞊䝍䝧䞊䝇全体䛾䝺䝡䝳䞊䝨䞊䝟䞊䛾作成䚸(c)若手育成䝁䞊䝇䛾設立䚸(d)環境史䜔㑇

伝学䛺䛹䛾分㔝䛸䛾共同研究䚸(e)大㔞䛾未解読歴史㈨料䛻䛴䛔䛶䚸一般人䛻公㛤解読䛧䛶䜒䜙䛖䜿䞁

䝤䝸䝑䝆方式䜔 OCR䠄光学的文字認識䠅䛾利用䛺䛹䛾䜰䝗䝞䜲䝇䜢䛔䛯䛰䛔䛯䚹䛣䛾䛖䛱(c)䛻䛴䛔䛶䛿検

討䛾余地䛜䛒䜛䛸考䛘䜙䜜䚸本䝥䝻䝆䜵䜽䝖中䛻䛿䛺䛧䛘䛺䛛䛳䛯䛜今後䛾課㢟䛸䛧䛯䛔䚹(d)(e)䛻䛴䛔䛶

䛿本事業䛾将来的発展䛾䛯䜑䛻興味深䛔䜰䝗䝞䜲䝇䛷䛒䜚䚸今後検討䛧䛶䛔䛝䛯䛔䚹 

 中㛫報告時点䛷䛔䛯䛰䛔䛯䛣䜜䜙䛾評価䛾䛖䛱䚸(a)(b)䛻䛴䛔䛶䛿早㏿取䜚組䜏䚸欧米䛾社会経済史䞉

社会史䞉歴史人口学研究䛜㞟䜎䜛中心的䛺国㝿学会䛷䛒䜛 Social Science History Association䛻䛚䛔

䛶䇿Constructing Individual-Level Longitudinal Data for Japanese Historical Population: Challenges and 

㻻㼜㼜㼛㼞㼠㼡㼚㼕㼠㼕㼑㼟䇿䜢発表䛧䛯(*2)䚹最終年度䛻䛚䛡䜛䛣䛾発表䛿䚸海外䛾歴史人口学拠点䜢形成䛩䜛参加

者䛜㞟䛖 䇿Development of Longitudinal Historical Data䇿䛸䛔䛖䝉䝑䝅䝵䞁䛷䛒䜚䚸研究期㛫後半䛾外㒊

評価䜢受䛡䜛実㉁的䛛䛴最㐺䛺機会䛸䛺䛳䛯䚹Campbell氏䜒参加䛥䜜䚸(f)䜰䞊䜹䜲䝤䝈䛾歴史人口㈨料

䛜䛣䜜䜎䛷䛾家族䞉人口研究䛻縛䜙䜜䛪䚸社会経済移動䛾研究䛻䜒発展䛥䛫䜙䜜䜛䛣䛸䚸䜎䛯䛭䛾䜘䛖䛺

社会学的䛺要素䜢研究䛻取䜚入䜜䜛䛣䛸䛷現代䛸䛾比㍑䜔東䜰䝆䜰㛫䛾比㍑分析䜒広䛜䜛䛷䛒䜝䛖䛸䛔

䛖貴㔜䛺䛤意見䜢䛔䛯䛰䛔䛯䚹䛥䜙䛻䝉䝑䝅䝵䞁䛾討論者䛷䛒䛳䛯南䜹䝻䝷䜲䝘大学䛾 A.B. Kasakoff氏䛻

䛿䚸日本発信䛾本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾取䜚組䜏䛸䜰䞊䜹䜲䝤䝈䛾䝕䞊䝍構築䜢大䛔䛻評価䛔䛯䛰䛝䚸労䜢䛽䛞

䜙䛳䛶䛔䛯䛰䛔䛯䚹䛭䛾上䛷(g)宗㛛䞉人別改帳䛻䛚䛡䜛個人䛾照合方法䛾妥当性䜢明䜙䛛䛻䛩䜛䛣䛸䚸

(h)䝕䞊䝍䛜䛹䛾䜘䛖䛻㈨料䛾登㘓方法䜔文化的定義䛻䜘䛳䛶影㡪䛥䜜䜛䛛䜢検討䛩䜛䛣䛸䚸(i)空㛫的移

動研究䛾発展䛻期待䛩䜛䛣䛸䚸䜎䛯䛭䛾㝿䛻社会経済的要因䛾䜏䛺䜙䛪気候䛺䛹䛾環境要因䛾影㡪䜒

考慮䛩䜉䛝䛷䛒䜛䛸䛔䛖䝁䝯䞁䝖䜢䛔䛯䛰䛔䛯䚹(g)(h)䛻䛴䛔䛶䛿䚸他文化圏䛾研究者䛻䜒䜟䛛䜚䜔䛩䛔原

㈨料䛾説明䜔䝕䞊䝍䝺䝡䝳䞊䛾表示方法䛜必要䛷䛒䜛䛸感䛨䚸今後検討䛧䛶䛔䛝䛯䛔䚹(f)(i)䛷䝁䝯䞁䝖䛥
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䜜䛯社会的移動䚸空㛫的移動䚸䛥䜙䛻外的要因䛸䛧䛶䛾気候䛺䛹䜢取䜚組䜐研究䛿䚸䜎䛥䛻本䝥䝻䝆䜵䜽

䝖䜢継続発展䛥䛫䜛形䛷取䜚組䜣䛷䛔䜛科研㈝基盤研究 B䛂多世代䝟䝛䝹䝕䞊䝍䜢活用䛧䛯社会的䞉地

理的移動䛸䝷䜲䝣䝁䞊䝇研究䛃䛾目的䛷䛒䜚䚸本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾発展䛾方向性䜈䛾ホ価䛸䛔䛘䜛䚹 

 䛣䛾䜋䛛䚸国内䛻䛚䛔䛶䛿歴史人口学䝉䝭䝘䞊䜢利用䛧䛶䝕䞊䝍䝧䞊䝇構築䛾㐍捗状況䜢䠎度報告䛧

(*29,30)䚸外㒊研究者䛾ホ価䞉䜰䝗䝞䜲䝇䜢得䛯䚹最終年度䛾 2020 年 3 月䛻䜒㛤催䛩䜛予定䛷䛒䛳䛯最

終報告会䛿新型䝁䝻䝘䜴䜲䝹䝇䛾影㡪䛷延期䛸䛺䛳䛯䛜䚸外㒊研究者䛸䛧䛶㤶川大学名㄃教授䛾村山

聡氏䛻報告書䜢確ㄆ䛩䜛形䛷ホ価䛧䛶䛔䛯䛰䛔䛯䚹村山氏䛛䜙䛿䛂本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛷㐙行䛥䜜䛯歴史人

口㈨料䛾䜰䞊䜹䜲䝤䝈化䜔種䚻䛾新䛯䛺分析的知ぢ䛿䚸䛭䛾明䜙䛛䛻䛥䜜䛯種䚻䛾人口学的䝯䜹䝙䝈

䝮䛻䛚䛔䛶䚸少䛺䛟䛸䜒東䜰䝆䜰䛒䜛䛔䛿䛭䜜䜢䛸䜚䜎䛟世界䛾新䛯䛺研究䛻大䛔䛻㈉献䛩䜛可能性䛜䛒

䜚䚸㠀常䛻㧗䛟ホ価䛷䛝䜛䛃䛸䛔䛖䛚ゝ葉䜢䛔䛯䛰䛟䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹䛥䜙䛻学内機㛵䛷䛿䛒䜛䛜䚸毎年度末

䛻䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾実績報告書䜢作成䛧学㛗䛻提出䛧䛶䛔䜛䚹䛣䛾報告書䛿全学的䛺研究戦略䞉方㔪䛻㛵

䛩䜛検ウ䞉ㄪ整䜢行䛖䛂研究戦略会㆟䛃䠄学㛗䚸副学㛗䚸学㒊㛗䚸研究科㛗䚸研究䝉䞁䝍䞊㛗䜢含䜐機㛵䠅

䛻䛚䛔䛶䚸執行実績及䜃研究成果䛜報告䞉確ㄆ䛥䜜䛶䛚䜚䚸第三者ホ価䛾実施䛾一環䛸䛺䛳䛯䚹 

 

䠘研究期㛫終了後䛾展望䠚 

 本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛷整備䛧䛯㯇澤大学人口䞉家族史研究䝥䝻䝆䜵䜽䝖室及䜃㈨料室䠄大学図書㤋 3-䠐F䠅䛿

本事業終了後䜒継続䛧䛶利用䛥䛫䛶䛔䛯䛰䛝䚸今後䜒外㒊㈨㔠䜢利用䛧䛶䚸䛣䜜䜎䛷䛾研究協力䝇䝍䝑

䝣体制䛷引䛝続䛝㈨料入力䜔䝕䞊䝍䝧䞊䝇構築作業䜢行䛖予定䛷䛒䜛䚹本事業終了年度䛛䜙䠐年㛫䛿

科学研究㈝補助㔠基盤研究 B䛂多世代䝟䝛䝹䝕䞊䝍䜢活用䛧䛯社会的䞉地理的移動䛸䝷䜲䝣䝁䞊䝇研

究䛃 䠄19H01569䠅䛾支援䜢受䛡䛶㐍䜑䜛䚹䛣䛾研究䛷䛿本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛷構築䛧䛶䛝䛯㛗䛔䛸䛣䜝䛷䛿 8

世代䜒㏣䛘䜛㛗期䝭䜽䝻䝕䞊䝍䚸移動䝕䞊䝍䚸社会経済指標䝕䞊䝍䜢用䛔䚸䛂多世代䛃社会移動研究䛸䛔

䛖社会学的ㄢ㢟䠄上グ第三者ホ価(f)䠅䛻挑戦䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸地理䞉気㇟䝕䞊䝍䛸䛾㐃携䛻䜘䜚䚸時㛫㍈䞉空

㛫㍈䜢合䜟䛫䛯䝷䜲䝣䝁䞊䝇䛸家族䞉社会構㐀研究䛾可能性䜢㛤拓䛩䜛䚹本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾䝯䞁䝞䞊䛸䛿

引䛝続䛝歴史人口学䝉䝭䝘䞊䜢㏻䛧䛶研究協力䜢䛧䛶䛔䛟䚹整備䛧䛶䛝䛯䝯䝍䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛻䛴䛔䛶䛿䚸

第一段㝵䛸䛧䛶本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䝯䞁䝞䞊䜈䛾䜲䞁䝍䞊䝛䝑䝖公㛤䜢䛿䛨䜑䚸䛭䛾後歴史人口学䝉䝭䝘䞊䝯䞁

䝞䞊䜈䛾䝛䝑䝖公㛤䜢䝇䝍䞊䝖䛧䚸更新䛧䛶䛔䛟䚹 

 䜎䛯䚸本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾成果䜢発展䛥䛫䜛新䛯䛺共同研究企画䜒䛒䜛䚹㤶川大学䛾村山聡氏䛜応募䛥

䜜䛯環境史研究䜢䝧䞊䝇䛸䛧䛯学術変㠉㡿域研究䜈䛾参加䛷䛒䜛䚹環境史研究䛻䛚䛔䛶最䜒㔜要䛺事

㇟䛷䛒䜚䛺䛜䜙十分䛺成果䜢生䜏出䛫䛶䛔䛺䛛䛳䛯䛸䛥䜜䜛人口学䞉歴史人口学研究䛻㏕䜛䚹䜎䛯䚸国

立情報研究所䛾市㔝美夏氏䜢䛿䛨䜑䛸䛩䜛古気候研究者䜔䚸䛥䜎䛦䜎䛺䜰䝥䝻䞊䝏䛛䜙歴史㈨料䛻取

䜚組䜐䝯䞁䝞䞊䛜㞟䜎䜛歴史䝡䝑䜾䝕䞊䝍研究会䜈䛾参加䛷䚸人文䞉社会䜢㉸䛘䛯㐃携䜒期待䛷䛝䜛䚹 

 

䠘研究成果䛾副次的効果䠚 

 本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛿㏿水融氏䛾寄㉗㈨料䜢中心䛻䝇䝍䞊䝖䛧䛯䛜䚸研究拠点䛸䛧䛶䛾ホ価䛜䛺䛥䜜䛯所以
䛛䚸当初䛿想定䛧䛶䛔䛺䛛䛳䛯複数䛾個人研究者䛛䜙䛾㈨料寄㉗䛜行䜟䜜䛯䚹宗㛛䞉人別改帳䛰䛡䛷

䛺䛟䚸御用留䜔庄屋日グ䛺䛹䛾㈨料䜒含䜎䜜䜛䚹䛣䜜䜙䛾㈨料䜢利用䛧䛯䛥䜎䛦䜎䛺研究発展䛜期待䛷

䛝䜛䚹実㝿䛻䜰䞊䜹䜲䝤䝈䛾庄屋日グ䜢利用䛧䛶㍯中地帯䛻䛚䛡䜛株井戸䛾発㐩䛸分布䠄㐲藤崇浩

2018䛄地下水学会ㄅ䛅60-䠍䠅䛻䛴䛔䛶䛾成果䜢出䛥䜜䛯研究者䜒䛒䛳䛯䚹䜎䛯䚸寄㉗䛾中䛻䛿䝴䞊䝷䝅䜰

䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛷笠㇂和比古氏䠄現䞉大㜰学㝔大学法学㒊教授䠅䛜中心䛸䛺䛳䛶整理入力䛜㐍䜑䜙䜜䛶䛔

䛯旗本䞉幕臣䛾家系図䛷䛒䜛䛄寛政㔜修ㅖ家㆕䛅䜢整理グ入䛧䛯膨大䛺数䛾䝅䞊䝖䛸一㒊䛾入力䝕䞊䝍

䛜䛒䜛䚹歴史人口学䛻䛚䛔䛶武士䛾研究䛿庶民䛾研究䛻比䜉䛶䛛䛺䜚少䛺䛔䚹系㆕䛸䛔䛖形式䛷䛿䛒

䜛䛜䚸社会的移動䜔女系䜢㏻䛧䛯人的䝛䝑䝖䝽䞊䜽䛾再構築䛾可能性䛜䛒䜚䚸ㅖ家㆕䛾一㒊䛾䝕䞊䝍䜢

利用䛧䛯研究䛿䛒䜛䛜䚸䛭䛾全容䜢把握䛧䛯研究䛿䜎䛰䛺䛔䚹䛭䛣䛷事業後半䛷䛿䛒䛳䛯䛜䚸笠㇂氏䛾

協力䛾䜒䛸䚸ㅖ家㆕䛾グ入䝅䞊䝖䛾物理的整理䛸䛭䛾一㒊䛾入力䜢復活䛧䛯䚹先䛿㛗䛔䛜䚸今後䛾研

究䛻䛴䛺䛜䜛䜒䛾䛷䛒䜛䚹 

 䜒䛖䜂䛸䛴䛾副次的効果䛸䛧䛶䝥䝻䝆䜵䜽䝖成果報告䛾一環䛸䛧䛶行䛳䛯㯇澤䜸䞊䝥䞁䜹䝺䝑䝆古文書

ㅮ座䛸䛾共同展示䛸ㅮ演会䛛䜙派生䛧䛯一般市民䜔中㧗生䛸䛾㛵䜟䜚䜢上䛢䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛(*23䠅䚹本

䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛷期待䛥䜜䛯地域活性化䛾ど点䛛䜙䚸柏市䛻残䜛古文書䜢中心䛻据䛘䛶展示䜢行䛳䛯䛜䚸

古文書ㅮ座䛾受ㅮ生䛜積極的䛻協力䛧䛶䛟䛰䛥䛳䛯䚹第三者ホ価䛾(e)䛷䚸未ゎㄞ歴史㈨料䜢一般人䛻

公㛤ゎㄞ䛧䛶䜒䜙䛖䜿䞁䝤䝸䝑䝆方式䛾導入䛾䜰䝗䝞䜲䝇䜢䛔䛯䛰䛔䛯䛜䚸䜎䛥䛻䛭䛾可能性䛾一端䜢ぢ

䛯䛸䛔䛘䜘䛖䚹䜎䛯展示䜢ぢ学䛥䜜䛯中学教員䛛䜙要ㄳ䛜䛒䜚䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖代表者䛜中学生䛻展示䜢紹
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介䛧䚸䛥䜙䛻 150 人䜢対象䛻歴史的䛺視点䛛䜙自己䜢考䛘䜛大切䛥䛻䛴䛔䛶䛾講義䜢䛧䚸中学生䛯䛱䛛

䜙䜒反㡪䜢得䛯䚹地域䛾住民䜔㟷少年䛸䛣䛾䜘䛖䛺形䛷交流䛷䛝䜛䛣䛸䛿大学䛾地域貢献䛸䛧䛶䜒㠀常
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Domain of Nihonmatsu in the Eighteenth to Nineteenth Centuries" pp.3-31 in Okuda, Nobuko and 

Tetsuhiko Takai (eds.) Gender and Family in Japan. Springer 

6. (*32) Tsuya, Noriko O., Minja Kim Choe and Feng Wang. 2019. Convergence to Very Low Fertility 

in East Asia: Processes, Causes, and Implications. Tokyo: Springer 

(https://doi.org/10.1007/978-4-431-55781-4)䠄査ㄞ有䠅 

7. 㜿藤 ㄔ䞉津㇂典子 2018 䛂少子㧗㱋社会䛾ㅖ相 䇶䝆䜵䞁䝎䞊䛸世代㛫㛵係䛾ど点䛛䜙䛃津㇂典

子他䠄編著䠅䛄少子㧗㱋時代䛾女性䛸家族䇶䝟䝛䝹䝕䞊䝍䛛䜙分䛛䜛日本䛾䝆䜵䞁䝎䞊䛸家族㛵係

䛾変容䛅 慶應義塾大学出版会 1-55 㡫 

8. 津㇂典子䞉㜿藤 ㄔ䞉す岡八㑻䞉福田亘孝 2018 䛄少子㧗㱋時代䛾女性䛸家族䇶䝟䝛䝹䝕䞊䝍䛛䜙

分䛛䜛日本䛾䝆䜵䞁䝎䞊䛸家族㛵係䛾変容䛅 慶應義塾大学出版会 345+xvi 㡫 䠄査ㄞ有䠅 

9. 津㇂典子 2018 䛂㞠用䛸䝟䞊䝖䝘䞊䝅䝑䝥形成 䇶䝆䜵䞁䝎䞊䛸䝁䝩䞊䝖䛾ど点䛛䜙䛃津㇂典子他䠄編

著䠅䛄少子㧗㱋時代䛾女性䛸家族䇶䝟䝛䝹䝕䞊䝍䛛䜙分䛛䜛日本䛾䝆䜵䞁䝎䞊䛸家族㛵係䛾変容䛅 
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慶應義塾大学出版会 59-96 㡫 

10. 有本 寛䞉坂根嘉弘 2017 䛂日本㎰業䛸㎰村問㢟䛃深尾京司䞉中村尚史䞉中林真幸編 䛄岩波ㅮ座 日

本経済䛾歴史 第 4 巻㏆代 2䛅 岩波書店 140-167 㡫 

11. (*20) Campbell, Cameron and Satomi Kurosu 2017 䇾㻭㼟㼕㼍㼚㻌 㻴㼕㼟㼠㼛㼞㼕㼏㼍㼘㻌 㻰㼑㼙㼛㼓㼞㼍㼜㼔㼥䇿㻌 㼜㼜㻚㻠㻡-53 in 

Zhongwei Zhao and Adrian Hayes (eds.) Handbook of Asian Demography. Routledge 䠄査ㄞ有)  

12. 斎藤修䞉㧗島正憲 2017 䛂人口䛸㒔市化䛸就業構㐀䛃 深尾京司䞉中村尚史䞉中林真幸編 

䛄岩波ㅮ座日本経済䛾歴史䛅 第 1 巻䛄中世䠖11 世紀䛛䜙 16 世紀後半䛅 岩波書店 57-89 㡫 

13. 斎藤修䞉㧗島正憲 2017 䛂人口䛸㒔市化䠈移動䛸就業䛃 深尾京司䞉中村尚史䞉中林真幸編䛄岩波ㅮ

座日本経済䛾歴史䛅 第 2 巻䛄㏆世䠖16 世紀末䛛䜙 19 世紀前半䛅 岩波書店 61-104 㡫 

14. 㧘橋美由紀 2017 䛂人口䛷測䜛経済力䛃中す聡編䛄経済社会䛾歴史䛅 名古屋大学出版会 124-

143 㡫 

15. 坂根嘉弘䞉有本 寛 2017 䛂工業化期䛾日本㎰業䛃 深尾京司䞉中村尚史䞉中林真幸編 䛄岩波ㅮ座 

日本経済䛾歴史 第 3 巻㏆代 1䛅 岩波書店 151-178 㡫 

16. Kurosu, Satomi 㻞㻜㻝㻢㻌䇾㻴㼕㼟㼠㼛㼞㼕㼏㼍㼘㻌㻰㼑㼙㼛㼓㼞㼍㼜㼔㼥㻌㻳㼛㼕㼚㼓㻌䇺㻳㼘㼛㼏㼍㼘䇻㻦㻌㻱㼡㼞㼍㼟㼕㼍㻌㻼㼞㼛㼖㼑㼏㼠㻌㼍㼚㼐㻌㻶㼍㼜㼍㼚䇿㻌㼜㼜㻚㻢㻜-

62 in Koen Matthijs, Saskia Hin, Jan Kok and Hideko Matsuo (eds.) The Future of Historical 

Demography: Upside Down and Inside Out. Leuven/Den Haag: Acco 

17. Saito, Osamu 㻞㻜㻝㻢㻌 䇾㻶㼍㼜㼍㼚䇿 pp.167-184 in J. Baten (eds.) A History of the Global Economy. 

Cambridge: Cambridge University Press 

18. Saito, Osamu 㻞㻜㻝㻢㻌䇾㻼㼛㼜㼡㼘㼍㼠㼕㼛㼚㻌㼍㼚㼐㻌㼑㼏㼛㼚㼛㼙㼥㻦㻌㼠㼛㼣㼍㼞㼐㼟㻌㼍㻌㼏㼛㼚㼏㼑㼜㼠㼡㼍㼘㻌㼒㼞㼍㼙㼑㼣㼛㼞㼗㻌㼒㼛㼞㻌㼜㼞㼑-transitional 

㼐㼑㼙㼛㼓㼞㼍㼜㼔㼥䇿㻌㼜㼜㻚㻤㻡-88 in K. Matthijs, S. Hin, H. Matsuo, and J. Kok (eds.) The Future of Historical 

Demography: Upside down and inside out. Leuven/Den Haag: Acco 

19. Tsuya, Noriko O. 㻞㻜㻝㻢㻌 䇾㻯㼔㼍㼘㼘㼑㼚㼓㼑㼟㻌 㼍㼚㼐㻌㻼㼞㼛㼟㼜㼑㼏㼠㼟㻌 㼛㼒㻌㻴㼕㼟㼠㼛㼞㼕㼏㼍㼘㻌 㻰㼑㼙㼛㼓㼞㼍㼜㼔㼥䇿㻌 㼜㼜㻚㻞㻟㻠-236 in K. 

Matthijs, S. Hin, H. Matsuo, and J. Kok (eds.) The Future of Historical Demography: Upside down 

and inside out. Leuven/Den Haag: Acco 

20. (*35) Saito, Osamu 㻞㻜㻝㻡㻌 䇾㻯㼘㼕㼙㼍㼠㼑㻘㻌 㼒㼍㼙㼕㼚㼑㻘㻌 㼍㼚㼐㻌 㼜㼛㼜㼡㼘㼍㼠㼕㼛㼚㻌 㼕㼚㻌 㻶㼍㼜㼍㼚㼑㼟㼑㻌 㼔㼕㼟㼠㼛㼞㼥㻦㻌 㼍㻌 long-term 

㼜㼑㼞㼟㼜㼑㼏㼠㼕㼢㼑䇿㻌㼜㼜㻚㻞㻝㻟-229 in B. L. Batten and P. C. Brown (eds.) Environment and Society in the 

Japanese Islands: From prehistory to the present. Corvallis: Oregon State University Press 

21. (*31) Tsuya, Noriko O㻚㻌㻞㻜㻝㻡㻌䇾㻮㼑㼘㼛㼣-Replacement Fertility in Japan: Patterns, Factors, and Policy 

㻵㼙㼜㼘㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚㼟䇿㻌㼜㼜㻚㻤㻣-106 in Rindfuss, Ronald R. and Choe, Minja Kim (eds.) Low and Lower Fertility: 

Variations across Developed Countries. Cham, Switzerland: Springer International (DOI: 

10.1007/978-3-319-21482-5)䠄査ㄞ有䠅 

 

 

䠘学会発⾲䠚 

1. 有本寛䞉㯮㡲㔛美 2020 䛂徳川日本㎰村䛾㈨産分㓄䛸䝰䝡䝸䝔䜱䠖二本松⸬仁井田村䠈1720-1870

年䛃経済研究所定例研究会䠋共同利用䞉共同研究拠点䛂㏆世日本㎰村䛾㈨産䝰䝡䝸䝔䜱䠖安㐩㒆

仁井田村䛾事例, 1720-1870 年䛃(共催) 1/29 一橋大学経済研究所 

2. 津㇂典子 2020 䛂日本䛾低出生率䠖䝟䝍䞊䞁䛸せ因䛸政策的対応䛃未来㉳点䝊䝭䠃女性活㌍促㐍

㐃携ㅮ座主催䝉䝭䝘䞊 1/10 䛚茶䛾水女子大学 

3. Dong, Hao, Satomi Kurosu 㼍㼚㼐㻌㻶㼍㼙㼑㼟㻌㼆㻚㻌㻸㼑㼑㻌㻞㻜㻝㻥㻌䇾㼀㼔㼑㻌㻹㼍㼗㼕㼚㼓㻌㼛㼒㻌㻹㼕㼟㼟㼕㼚㼓㻌㻳㼕㼞㼘㼟㻦㻌㻯㼛㼙㼜㼍㼞㼍㼠㼕㼢㼑㻌㻱㼢㼕㼐㼑㼚㼏㼑㻌

from Population Administrative Microdata of Two East Asian Populations, 1652-㻝㻥㻠㻡䇿㻌Social Science 

History Association Annual Meeting, 11/21-24, Chicago 



䠄様式 2䠅 
 

法人番号 121004 

䝥䝻䝆䜵䜽䝖番号 S1591001L 

 

 16 

4. Dong, Hao, Satomi Kurosu and James Z. Lee 2019 䇾㻴㼕㼑㼞㼍㼞㼏㼔㼕㼏㼍㼘㻌㻿㼕㼎㼘㼕㼚㼓㻌㻱㼒㼒㼑㼏㼠㻌㼛㼚㻌㻯㼔㼕㼘㼐㻌㻿㼡㼞㼢㼕㼢㼍㼘㻌㼕㼚㻌㻱㼍㼟㼠㻌

Asia: A Comparative Within-Family Study of Two Populations from Northeastern China and Japan, 1716-

㻝㻥㻜㻥䇿㻌 㻵㼁㻿㻿㻼㻌㻴㼕㼟㼠㼛㼞㼕㼏㼍㼘㻌㻰㼑㼙㼛㼓㼞㼍㼜㼔㼥㻌㻿㼑㼙㼕㼚㼍㼞㻌 㼛㼚㻌㻷㼕㼚㼟㼔㼕㼜㻌 㼍㼚㼐㻌㻾㼑㼜㼞㼛㼐㼡㼏㼠㼕㼛㼚㻌 㼕㼚㻌㻼㼍㼟㼠㻌㻿㼛㼏㼕㼑㼠㼕es, 8/22, 

University of Minnesota 

5. Dong, Hao and Satomi Kurosu 㻞㻝㻥㻌䇾㻴㼛㼡㼟㼑㼔㼛㼘㼐㻌㻯㼛㼚㼠㼑㼤㼠㻌㼍㼚㼐㻌㻹㼛㼞㼠㼍㼘㼕㼠㼥㻌㼛㼒㻌㻮㼕㼛㼘㼛㼓㼕㼏㼍㼘㻌㼍㼚㼐㻌㻭㼐㼛㼜㼠㼑㼐㻌㻯㼔㼕㼘㼐㼞㼑㼚㻌

㼕㼚㻌㻱㼍㼞㼘㼥㻌㻹㼛㼐㼑㼞㼚㻌㻶㼍㼜㼍㼚䇿㻌㻯㼛㼚㼒㼑㼞㼑㼚㼏㼑㻌㼛㼚㻌㼠㼔㼑㻌㻵㼙㼜㼍㼏㼠㻌㼛㼒㻌㼠㼔㼑㻌㻲㼍㼙㼕㼘㼥㻘㻌㻢㻛㻝㻠㻘㻌㻾㼍㼐㼎㼛㼡㼐㻌㼁㼚㼕㼢㼑㼞㼟㼕㼠㼥㻘㻌㻺㼕㼖㼙㼑㼓㼑㼚 

6. (*2) Kurosu, Satomi, Hao Dong, Miyuki Takahashi, and Akira Hayami 㻞㻜㻝㻥㻌䇾㻯㼛㼚㼟㼠㼞㼡㼏㼠㼕㼚㼓㻌㻵㼚㼐㼕㼢㼕㼐㼡㼍㼘-

㻸㼑㼢㼑㼘㻌㻸㼛㼚㼓㼕㼠㼡㼐㼕㼚㼍㼘㻌㻰㼍㼠㼍㻌㼒㼛㼞㻌㻶㼍㼜㼍㼚㼑㼟㼑㻌㻴㼕㼟㼠㼛㼞㼕㼏㼍㼘㻌㻼㼛㼜㼡㼘㼍㼠㼕㼛㼚㻦㻌㻯㼔㼍㼘㼘㼑㼚㼓㼑㼟㻌㼍㼚㼐㻌㻻㼜㼜㼛㼞㼠㼡㼚㼕㼠㼕㼑㼟䇿㻌㻿㼛㼏㼕㼍㼘㻌

Science History Association Annual Meeting, 11/21-24, Chicago 

7. 㯮須里美 2019 䛂18䇲19 世紀䛾飢饉䞉短期経済変動䛸二本松藩䛾人口䛃日本人口学会第 71 回大

会 6/2 㤶川大学  

8. Kurosu, Satomi 2019 䇾㻹㼛㼞㼠㼍㼘㼕㼠㼥㻌㻾㼑㼟㼜㼛㼚㼟㼑㻌㼠㼛㻌㻲㼍㼙㼕㼚㼑㻌㼍㼚㼐㻌㻱㼏㼛㼚㼛㼙㼕㼏㻌㻿㼠㼞㼑㼟㼟㻌㼕㼚㻌㼁㼞㼎㼍㼚㻌㻭㼞㼑㼍㻦㻌㻭㻌㻯㼍㼟㼑㻌

㼒㼞㼛㼙㻌 㻱㼍㼞㼘㼥㻌 㻹㼛㼐㼑㼞㼚㻌 㻶㼍㼜㼍㼚䇿㻌 㼁㼞㼎㼍㼚㻌 㻭㼒㼒㼍㼕㼞㼟㻌 㻭㼟㼟㼛㼏㼕㼍㼠㼕㼛㼚㻌 㻠㻥㼠㼔㻌 㻭㼚㼚㼡㼍㼘㻌 㻯㼛㼚㼒㼑㼞㼑㼚㼏㼑㻚㻌 㻠㻛25, Luskin 

Conference Center, Log Angeles, California 

9. 長岡篤䞉㧘橋美由紀䞉㯮須里美 2019 䛂近世東北䛾人䛾移動䠖二本松藩町村䛾比較䛃日本人口学

会第 71 回大会 6/1 㤶川大学  

10. 長岡篤䞉持木克之䞉籠義樹 2019 䛂䝞䝇停䛾立地䛛䜙䜏䜛基礎的䜲䞁䝣䝷䛾維持可能性䛻関䛩䜛

䇷 一都三県䜢対象䛸䛧䛶䇷䛃第 42 回日本計画行政学会全国大会 9/13 徳島文理大学 

11. Tsuya, Noriko O. 2019 "Low Fertility in Japan: Patterns, Factors, and Policy Developments" Global 

Symposium on Ageing and Low Fertility, 12/2-3, Seoul, South Korea 䠄国際招待講演䠅 

12. 津谷典子 2019 䛂夫婦䛾就業䛸家庭内䝆䜵䞁䝎䞊関係䛾結婚䜈䛾䜲䞁䝥䝸䜿䞊䝅䝵䞁䛃日本人口学

会第 71 回大会 6/1  㤶川大学 

13. Kurosu, Satomi and Hao Dong 㻞㻜㻝㻤㻌䇾Adoption as a Family Continuity Strategy in Early Modern 

㻶㼍㼜㼍㼚䇿㻌 㻿㼑㼟㼟㼕㼛㼚㻦㻌 㻷㼕㼚㼟㼔㼕㼜㻌 㻮㼑㼥㼛㼚㼐㻌 㼠㼔㼑㻌 㻴㼛㼡㼟㼑㼔㼛㼘㼐㻦㻌 㻭㼐㼛㼜㼠㼕㼛㼚㻌 㼍㼚㼐㻌 㻵㼚-law Relations, SSHA Annual 

Meeting, 11/10, Phoenix, Arizona 

14. (*27) Kurosu, Satomi and Hao Dong 㻞㻜㻝㻤㻌 䇾㻭㼐㼛㼜㼠㼕㼛㼚㻌 㼕㼚㻌 Early Modern Japan: Evidence from 

Population Registration Microdata, 1708-㻝㻤㻣㻜㻫䇿㻌㼄㼂㻵㻵㻵㻌㼃㼛㼞㼘㼐㻌㻱㼏㼛㼚㼛㼙㼕㼏㻌㻴㼕㼟㼠㼛㼞㼥㻌㻯㼛㼚㼓㼞㼑㼟㼟㻘㻌8/1, MIT, 

Boston, Massachusetts 

15. 㯮須里美 2018 䛂人口史料䛜語䜛䛄生䛝䜛䛣䛸䛸幸䛫䛅䠛䟿 䡚 究極䛾䝟䝛䝹䝕䞊䝍䛻見䜛前近代

庶民䛾䝷䜲䝣䝁䞊䝇䛃日本人口学会第 70回大会公開䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛂生䛝䜛䛣䛸䛸幸䛫䛃 6/2 明海大

学 

16. Kurosu, Satomi and Hao Dong 2018 䇾㻭㼐㼛㼜㼠㼕㼛㼚㻌㻼㼞㼍㼏㼠㼕㼏㼑㼟㻌㼕㼚㻌㻺㼛㼞㼠㼔㼑㼍㼟㼠㼑㼞㼚㻌㻶㼍㼜㼍㼚㻘㻌㻝㻣㻜㻤-㻝㻤㻣㻜䇿㻌日本

人口学会第 70 回大会 6/2 明海大学 

17. Kurosu, Satomi 2018 䇾㻲㼍㼙㼕㼘㼥㻌㼛㼞㻌 㻵㼚㼐㼕㼢㼕㼐㼡㼍㼘㻌㻹㼍㼠㼠㼑㼞㼟㻫㻌㻲㼑㼙㼍㼘㼑㻌㻿㼠㼍㼠㼡㼟㻌㼍㼚㼐㻌㻟㻜㻜㻌㼅㼑㼍㼞㼟㻌㼛㼒㻌Divorce in 

㻶㼍㼜㼍㼚䇿㻌㻵㻿㻭㻌㻔㻵㼚㼠㼑㼞㼚㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘㻌㻿㼛㼏㼕㼛㼘㼛㼓㼕㼏㼍㼘㻌㻭㼟㼟㼛㼏㼕㼍㼠㼕㼛㼚㻕㻌㻾㻯㻜㻢-41 Conference, 5/15, Singapore 

18. Kurosu, Satomi and Akihiko Kato 2018 䇾㻿㼛㼏㼕㼛㼑㼏㼛㼚㼛㼙㼕㼏㻌㻲㼍㼏㼠㼛㼞㼟㻌㼛㼒㻌㻰㼕㼢㼛㼞㼏㼑㻦㻌㻭㻌㻯㼛㼙㼜㼍㼞㼍㼠㼕㼢㼑㻌㻭㼚㼍㼘㼥㼟㼕㼟㻌

㼛㼒㻌 㻱㼍㼞㼘㼥㻌 㻹㼛㼐㼑㼞㼚㻌 㼍㼚㼐㻌 㻯㼛㼚㼠㼑㼙㼜㼛㼞㼍㼞㼥㻌 㻶㼍㼜㼍㼚䇿䠄Poster Presentation䠅  Population Association of 

America Annual Meeting, 4/26, Denver, Colorado 

19. 長岡篤䞉㧘橋美由紀䞉㯮須里美 2018 䛂近世東北町村䛻䛚䛡䜛人口移動䛾空間的広䛜䜚䛸地域

性䛃第 70 回日本人口学会 6/2 明海大学 

20. 長岡篤䞉㧘橋美由紀䞉㯮須里美 2018 䛂前近代䛻䛚䛡䜛在郷町郡山䜢中心䛸䛧䛯人口移動䛾空間

的広䛜䜚䛸䛭䛾要因䛃 日本人口学会関西地域部会 3/17 大阪大学   
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21. (*17)長岡篤䞉持木克之䞉籠義樹 2018 䛂基礎的䜲䞁䝣䝷䛾維持可能性䛻関䛩䜛研究䠉一都三県

䛾市区町村䜢対象䛸䛧䛶䠉䛃 第 41 回日本計画行政学会全国大会 9/7 福岡大学 

22. Takahashi, Miyuki, Satomi Kurosu and Atsushi Nagaoka 2018䇾㻲㼑㼙㼍㼘㼑 Labor Migration in 18-19th 

Japan: Who Came to Local Post Town Koriyama and W㼔㼥㻫䇿 㼄㼂㻵㻵㻵 㼃㼛㼞㼘㼐 㻱㼏㼛㼚㼛㼙㼕㼏 㻴㼕㼟㼠㼛㼞㼥 Congress, 

7/31, MIT, Boston, Massachusetts 

23. 津谷典子䞉黒須里美 2018 䛂近世東北日本䛻䛚䛡䜛家族形成䛾䝟䝍䞊䞁䛸要因䛃日本人口学会第

70 回大会 6/2 明海大学 

24. Dong, Hao and Satomi Kurosu 2017 䇾㻹㼕㼟㼟㼕㼚㼓 㻳㼕㼞㼘㼟 㼍㼚㼐 㻹㼕㼟㼟㼕㼚㼓 㻮㼛㼥㼟㻦 㻰㼕㼒㼒㼑㼞㼑㼚㼠㼕㼍㼘 㻱㼒㼒㼑㼏㼠㼟 㼛㼒 㻼㼛㼟㼠-

Marital Co-Residence and Household Wealth in Two Japanese Villages, 1716-㻝㻤㻣㻜䇿 㻼㼛㼜㼡㼘㼍㼠㼕㼛㼚 

Association of America Annual Meeting, 4/28, Chicago, Illinois 

25. (*7)黒須里美䞉加藤彰彦 2017 䛂離婚䛾社会経済的要因䛸家族要因䇷近世日本䛸現代日本䛾比

較䇷䛃日本人口学会第 69 回大会 6/11 東北大学  

26. 黒須里美䞉髙橋美由紀䞉長岡篤 2017 䛂前近代䛻䛚䛡䜛人口移動䠉在郷町郡山䛸周辺農村䛾比

較䛃 日本人口学会第 69 回大会 6/10 東北大学   

27. (*16)長岡篤䞉持木克之䞉籠義樹 2016 䛂基礎的䜲䞁䝣䝷䛾維持可能性評価䛾䛯䜑䛾指標䛾検討䛃 

日本計画行政学会第 39 回全国大会䚸9 月 関西学院大学 

28. 髙橋美由紀䞉黒須里美 2017 䛂近世䛻䛚䛡䜛人口䞉世帯䛾変化䛸地域経済䛃 社会経済史学会第

86 回全国大会 5/27 慶應義塾大学  

29. Tsuya, Noriko O. 2017 䇾㻸㼛㼣㼑㼟㼠 㻸㼛㼣 㻲㼑㼞㼠㼕㼘㼕㼠㼥 㼍㼚㼐 㻲㼡㼠㼡㼞㼑 㻰㼑㼙㼛㼓㼞㼍㼜㼔㼕㼏 㻯㼔㼍㼘㼘㼑㼚㼓㼑㼟 㼕㼚 㻶㼍㼜㼍㼚䇿 㻝st 

Seoul Population Symposium, 11/16, Seoul, South Korea䠄Financial News Korea 䜘䜚䛾招待䛻䜘䜛

国際䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛻䛚䛡䜛招待講演䠅 

30. Tsuya, Noriko O. 2017 䇾㻶㼍㼜㼍㼚䇻㼟 㻸㼛㼣 㻲㼑㼞㼠㼕㼘㼕㼠㼥㻦 㻯㼍㼡㼟㼑㼟 㼍㼚㼐 㻼㼛㼘㼕㼏㼥 㻾㼑㼟㼜㼛㼚㼟㼑㼟䇿 㻹㻻㻴㼃-KIHASA -

OECD-UNFPA Joint Conference on Low Fertility, 10/19-20, Seoul, South Korea䠄韓国厚生省䜘䜚

䛾招待䛻䜘䜛国際会議䛻䛚䛡䜛招待講演䠅 

31. (*8)津谷典子䞉黒須里美 2017 䛂初婚䛾社会経済的要因䛸家族要因䇷近世日本䛸現代日本䛾比

較䇷䛃日本人口学会第 69 回大会 6/11 東北大学 

32. Dong, Hao and Satomi Kurosu 2016 䇾㻹㼕㼟㼟㼕㼚㼓 㻳㼕㼞㼘㼟 㼍㼚㼐 㻹㼕㼟㼟㼕㼚㼓 㻮㼛㼥㼟㻦 㻰㼕㼒㼒㼑㼞㼑㼚㼠㼕㼍㼘 㻱㼒㼒㼑㼏㼠㼟 㼛㼒 㻼㼛㼟㼠-

Marital Co-Residence and Household Wealth in Two Japanese Villages, 1716-㻝㻤㻣㻜䇿 㻿㻿㻴㻭 Annual 

Meeting, 11/17-19, Chicago, Illinois 

33. Dong, Hao and Satomi Kurosu 2016 䇾㻹㼕㼟㼟㼕㼚㼓 㻳㼕㼞㼘㼟 㼍㼚㼐 㻹㼕㼟㼟㼕㼚㼓 㻮㼛㼥㼟㻦 㻰㼕㼒㼒㼑㼞㼑㼚㼠㼕㼍㼘 㻱㼒㼒㼑㼏㼠㼟 㼛㼒 㻼㼛㼟㼠-

Marital Co-Residence and Household Wealth in Two Japanese Villages, 1716-㻝㻤㻣㻜䇿 日本人口学

会第 68 回大会 6/12 Reitaku University 

34. (*9) Kurosu, Satomi and Akihiko Kato 2016 䇾Socioeconomic and Family Determinants of Divorce: 

㻱㼍㼞㼘㼥 㻹㼛㼐㼑㼞㼚 㼢㼟㻚 㻯㼛㼚㼠㼑㼙㼜㼛㼞㼍㼞㼥 㻶㼍㼜㼍㼚䇿 㻵㼁㻿㻿㻼 㻿㼑㼙㼕㼚㼍㼞 㼛㼚 㻸㼕㼚㼗㼕㼚㼓 㻼㼍㼟㼠 㼠㼛 㻼㼞㼑㼟㼑㼚㼠㻦 㻸㼛㼚㼓-Term 

Perspectives on Micro-Level Demographic Processes. 12/9-10 Reitaku University  

35. Kurosu, Satomi 2016 䇾㻹㼍㼞㼞㼕㼍㼓㼑 㼕㼚 㻱㼍㼞㼘㼥 㻹㼛㼐㼑㼞㼚 㻶㼍㼜㼍㼚㻦 㻲㼍㼙㼕㼘㼥 㻿㼠㼞㼍㼠㼑㼓㼕㼑㼟 㼍㼚㼐 㻵㼚㼐㼕㼢㼕㼐㼡㼍㼘 㻸㼕㼢㼑㼟䇿 

European Society of Historical Demography Conference, 9/21-24 Leuven 

36. (*10) Tsuya, Noriko O. and Satomi Kurosu 2016 䇾Socioeconomic and Family Factors of First 

㻹㼍㼞㼞㼕㼍㼓㼑㻦 㻭 㻯㼛㼙㼜㼍㼞㼍㼠㼕㼢㼑 㻭㼚㼍㼘㼥㼟㼕㼟 㼛㼒 㻱㼍㼞㼘㼥 㻹㼛㼐㼑㼞㼚 㼍㼚㼐 㻯㼛㼚㼠㼑㼙㼜㼛㼞㼍㼞㼥 㻶㼍㼜㼍㼚䇿 㻵㼁㻿㻿㻼 㻿㼑㼙㼕㼚㼍㼞 㼛㼚 

Linking Past to Present: Long-Term Perspectives on Micro-Level Demographic Processes. 12/9-

10 Reitaku University  

37. Tsuya, Noriko O. 2016 䇾㻲㼑㼞㼠㼕㼘㼕㼠㼥 㻯㼔㼍㼚㼓㼑 㼕㼚 㻶㼍㼜㼍㼚㻦 㻾㼑㼏㼑㼚㼠 㼀㼞㼑㼚㼐㼟㻘 㻱㼙㼑㼞㼓㼕㼚㼓 㻼㼍㼠㼠㼑㼞㼚㼟㻘 㼍㼚㼐 㻼㼛㼘㼕㼏㼥 
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㻰㼑㼢㼑㼘㼛㼜㼙㼑㼚㼠㼟䇿㻌 㻵㼚㼠㼑㼞㼚㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘㻌 㻲㼛㼞㼡㼙㻌 㼛㼚㻌 㻰㼑㼙㼛㼓㼞㼍㼜㼔㼕㼏㻌㻰㼥㼚㼍㼙㼕㼏㼟㻌 㼍㼚㼐㻌㻼㼛㼘㼕㼏㼥㻌 㻾㼑㼟㼜㼛㼚㼟㼑㼟㻌 㼕㼚㻌㻯㼔㼕㼚㼍㻘㻌

Japan, and South Korea (hosted by the Korean Association of Population) (㡑国人口学会主催国

㝿䝣䜷䞊䝷䝮) 9/29 Seoul, South Korea 䠄国㝿招待ㅮ演䠅 

38. Tsuya, Noriko O. 2016 䇾㻾㼑㼜㼞㼛㼐㼡㼏㼠㼕㼛㼚㻌 㼕㼚㻌㻱㼍㼞㼘㼥㻌㻹㼛㼐㼑㼞㼚㻌㻶㼍㼜㼍㼚㻦㻌㻰㼍㼠㼍㻘㻌㻹㼑㼠㼔㼛㼐㼟㻘㻌 㼍㼚㼐㻌㻲㼕㼚㼐㼕㼚㼓㼟䇿㻌㻞nd 

Biennial European Society of Historical Demography Conference, 9/21-24, University of Leuven, 

Belgium 

39. Tsuya, Noriko O. 2016 䇾㻲㼑㼞㼠㼕㼘㼕㼠㼥㻌㻰㼑㼏㼘㼕㼚㼑㻌 㼕㼚㻌㻱㼍㼟㼠㻌㻭㼟㼕㼍㻦㻌㻭㻌㻯㼛㼙㼜㼍㼞㼍㼠㼕㼢㼑㻌㻭㼚㼍㼘㼥㼟㼕㼟㻌㼛㼒㻌㻶㼍㼜㼍㼚㻘㻌㻿㼛㼡㼠㼔㻌

㻷㼛㼞㼑㼍㻘㻌㼍㼚㼐㻌㻯㼔㼕㼚㼍䇿㻌日本人口学会➨ 68 回大会 6/12 㯇澤大学 

40. Arimoto, Yutaka and Satomi Kurosu 2015 䇾㻸㼍㼚㼐㻌㼍㼚㼐㻌㻸㼍㼎㼛㼞㻌㻾㼑㼍㼘㼘㼛㼏㼍㼠㼕㼛㼚㻌㼕㼚㻌㻼㼞㼑-modern Japan: A 

Case of a Northeastern Village in 1720-㻝㻤㻣㻜䇿㻌17th World Economic History Congress, 8/3-5 国❧

京㒔国㝿会㤋  

41. Kurosu, Satomi and Miyuki Takahashi 2015 䇾㻹㼛㼞㼠㼍㼘㼕㼠㼥㻌㼍㼟㻌㻰㼑㼙㼛㼓㼞㼍㼜㼔㼕㼏㻌㻾㼑㼟㼜㼛㼚㼟㼑㻌㼠㼛㻌㻲㼍㼙㼕㼚㼑㼟㻌㼍㼚㼐㻌

Short-Term Economic Crisis in a Town in Northeastern Japan, 1729-㻝㻤㻣㻜䇿㻌㻿㼛㼏㼕㼍㼘㻌㻿㼏㼕㼑㼚㼏㼑㻌㻴㼕㼟㼠㼛㼞㼥㻌

Association Annual Meeting, 11/12-15, Baltimore, Maryland 

42. Kurosu, Satomi and Miyuki Takahashi 2015 䇾㻲㼍㼙㼕㼚㼑㻌㼍㼚㼐㻌㻹㼛㼞㼠㼍㼘㼕㼠㼥㻌㼕㼚㻌㻱㼍㼞㼘㼥㻌㻹㼛㼐㼑㼞㼚㻌㻶㼍㼜㼍㼚㻦㻌㻱㼢㼕㼐㼑㼚㼏㼑㻌

㼒㼞㼛㼙㻌㼍㻌㻸㼛㼏㼍㼘㻌㻼㼛㼟㼠㻌㼀㼛㼣㼚䇿 The Third Conference of East Asian Environmental History, 10/22-25 

Kagawa University, Takamatsu City, Kagawa Prefecture, Japan 

43. 㯮㡲㔛⨾䞉㧘橋⨾由⣖ 2015 䛂㏆世東北䛾⤖婚䞉再婚䛸世帯⥅承  䇷在㒓町㒆山䛸周㎶㎰村䛾

比㍑分析䇷䛃 日本家族♫会学会➨ 25 回大会 9/5-6  ㏣手㛛学㝔大学 

44. Kurosu, Satomi and Miyuki Takahashi 2015 䇾㻹㼍㼞㼞㼕㼍㼓㼑㻌㼍㼚㼐㻌㻴㼛㼡㼟㼑㼔㼛㼘㼐㻌㻿㼛㼏㼕㼛㼑㼏㼛㼚㼛㼙㼕㼏㻌㻰㼕㼒㼒㼑㼞㼑㼚㼠㼕㼍㼘㼟㻌

in Early Modern Northeastern Japan: Rural-㼁㼞㼎㼍㼚㻌㻿㼕㼙㼕㼘㼍㼞㼕㼠㼥㻌㼍㼚㼐㻌㻰㼕㼢㼑㼞㼟㼕㼠㼥䇿㻌㼃㼛㼞㼘㼐㻌㻱㼏㼛㼚㼛㼙㼕㼏㻌㻴㼕㼟㼠㼛㼞㼥㻌

Congress 8/3-7 Kyoto, Japan 

45. Kurosu, Satomi 2015 䇾Remarriage, Gender, and Rural Households in Europe and Asia 1700-1900䇿

日本人口学会➨ 67 回大会 6/6-7 椙山女学園大学  

46. 㯮㡲㔛⨾䞉㧘橋⨾由⣖ 2015 䛂㏆世日本䛻䛚䛡䜛㒔市䠄宿場町䠅䛾⤒済䛸人口䛃日本人口学会➨

67 回大会 6/6-7  椙山女学園大学 

47. Kurosu, Satomi and Miyuki Takahashi 2015 䇾㻹㼍㼞㼞㼕㼍㼓㼑㻘㻌㻾㼑㼙㼍㼞㼞㼕㼍㼓㼑㻌㼍㼚㼐㻌㼠㼔㼑㻌㻿㼠㼑㼙㻌㻲㼍㼙㼕㼘㼥㻌㻴㼛㼡㼟㼑㼔㼛㼘㼐㻦㻌

Evidence from Northeastern Town and Villages in Japan, 1716-㻝㻤㻣㻜䇿㻌㻼㼛㼜㼡㼘㼍㼠㼕㼛㼚㻌㻭㼟㼟㼛㼏㼕㼍㼠㼕㼛㼚㻌㼛㼒㻌

America Annual Meeting, 㻠㻛㻟㻜䌦㻡㻛㻞㻌㻿㼍㼚㻌㻰㼕㼑㼓㼛, California 

48. Lundh, Christer and Satomi Kurosu 2015 䇾Similarity in Difference: Marriage in Europe and Asia, 

1700-1900䇿㻌㻔㻹㻵㼀㻌㻞㻜㻝㻠㻕㻌㻮㼛㼛㼗㻌㻿㼑㼟㼟㼕㼛㼚㻘㻌㻿㼛㼏㼕㼍㼘㻌㻿㼏㼕㼑㼚㼏㼑㻌㻴㼕㼟㼠㼛㼞㼥㻌㻭㼟㼟㼛㼏㼕㼍㼠㼕㼛㼚㻌Annual Meeting, 11/12-

15 Baltimore, Maryland 

49. Lundh, Christer and Satomi Kurosu 2015 䇾㻿㼕㼙㼕㼘㼍㼞㼕㼠㼥㻌 㼍㼚㼐㻌 Difference in Pre-industrial Eurasian 

Marriage㻦㻌㼃㼍㼟㻌㻹㼍㼘㼠㼔㼡㼟㻌㼞㼕㼓㼔㼠㻫䇿㻌㼃㼛㼞㼘㼐㻌㻱㼏㼛㼚㼛㼙㼕㼏㻌㻴㼕㼟㼠㼛㼞㼥㻌㻯㼛㼚㼓㼞㼑㼟㼟㻌㻤㻛㻟-7, Kyoto, Japan 

50. 㧘橋⨾由⣖䞉㯮㡲㔛⨾ 2015 䛂㏆世東北㎰村䛻䛚䛡䜛中小㒔市䛸㎰村䛾歴史人口学ⓗ分析 

䇷㻌㝣奥国二本松⸬䜢中心䛸䛧䛶 䇷䛃 ♫会⤒済史学会➨ 48 回大会 5/30 早✄田大学 

51. Tsuya, Noriko O. 2015 䇾㻶㼍㼜㼍㼚䇻㼟㻌 㻸㼛㼣㻌 㻲㼑㼞㼠㼕㼘㼕㼠㼥㻦㻌 㻼㼍㼠㼠㼑㼞㼚㼟㻘㻌 㻲㼍㼏㼠㼛㼞㼟㻘㻌 㼍㼚㼐㻌 㻼㼛㼘㼕㼏㼥㻌 㻾㼑㼟㼜㼛㼚㼟㼑㼟䇿㻌

International Conference on Emerging Issues in Low Fertility and Aging Societies, 12/14䇵16 Seoul, 

South Korea (国㝿招待ㅮ演) 

52. Tsuya, Noriko O., Minja Kim Choe, Ronald R. Rindfuss, and Larry L. Bumpass 2015 䇾㻱㼙㼜㼘㼛㼥㼙㼑㼚㼠-

㼀㼕㼙㼑㻌㻹㼕㼟㼙㼍㼠㼏㼔㼑㼟㻌㼛㼒㻌㻶㼍㼜㼍㼚㼑㼟㼑㻌㻹㼑㼚㻌㼍㼚㼐㻌㼃㼛㼙㼑㼚䇿㻌㻟rd Asian Population Association Conference, 7/28 

Kuala Lumpur, Malaysia 

53. 津㇂典子 2015 䛂日本人男女䛾就業時㛫䛃日本人口学会➨ 67 回大会 6/7 椙山女学園大学 
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䠘研究成果䛾公㛤状況䠚䠄上記以外䠅 
䝅䞁䝫䝆䜴䝮䞉学会等䛾実施状況䚸䜲䞁䝍䞊䝛䝑䝖䛷䛾公㛤状況等 

䝩䞊䝮䝨䞊䝆䛷公㛤䛧䛶䛔䜛場合䛻䛿䚸URL 䜢記㍕䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

䠘既䛻実施䛧䛶䛔䜛䜒䛾䠚 

 

I. 学会実施 

  2016年䛻本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻䜅䛥䜟䛧䛔 Linking Past to Present䠄㐣去䛸現在䜢䛴䛺䛞䚸䛭䛧䛶未来䜈䠅䛸

䛔䛖䝔䞊䝬䛷䚸㯇澤大学䛻䛚䛔䛶二䛴䛾学会䛸䝅䞁䝫䝆䜴䝮䜢㛤催䛧䛯䚹ヲ細䛿以下䛾㏻䜚䛷䛒䜛䚹

(*22) 

 

(1) 国㝿人口学会䞉国㝿䝉䝭䝘䞊 

  IUSSP seminar on Linking Past to Present: Long-term perspectives on micro-level demographic    

  processes䠄䝭䜽䝻䝺䝧䝹䝕䞊䝍䛛䜙㏕䜛㛗期的人口変動䠅 

  Kashiwa, Japan, 9-10 December 2016 㯇澤大学䜻䝱䞁䝟䝇䝥䝷䝄 

  報告 https://iussp.org/en/iussp-seminar-linking-past-present-kashiwa-dec-2016 

  日本䚸中国䚸台湾䚸㤶港䚸䝇䜴䜵䞊䝕䞁䚸䝧䝹䜼䞊䚸䜲䝍䝸䜰䚸䝇䝨䜲䞁䚸䝣䜱䞁䝷䞁䝗䚸米国䛾研究者䛻 

  䜘䜛 18報告䚸䜸䝤䝄䞊䝞䞊䜒含䜑䛶参加者 35名 

 

(2) 日本人口学会第 68回大会〜Linking Past to Present〜 

2016年 6月 11日䠄土䠅䡚12日䠄日䠅 㯇澤大学校舎䛒䛩䛺䜝䠐䌦5F 

   䝥䝻䜾䝷䝮 http://www.paoj.org/taikai/taikai2016/program2016.pdf 

   70䝉䝑䝅䝵䞁䚸参加者 202名䠄䜰䝯䝸䜹䚸㤶港䚸台湾䚸㡑国䚸中国䛛䜙䛾研究者含䜐䠅 

 

(3) 公㛤䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛂人口政策䛾成䜚立䛱䜢考䛘䜛〜Linking Past to Present〜䛃 

   2016年 6月 11日䠄土䠅15䠖00䡚18䠖40 㯇澤大学 校舎䛂䛛䛘䛷䛃1503教室 䠄参加者 140名䠅 

   報告 http://www.reitaku-u.ac.jp/2016/06/20/57288 
  組織者䠖加藤 彰彦 䠄明治大学䠅䞉㯮㡲 㔛美 (㯇澤大学䠅 

   座㛗䠖原 俊彦䠄日本人口学会会㛗䞉札幌市立大学䠅 
   㛤催校代表挨拶䠖 中山 理䠄㯇澤大学学㛗䞉㐨徳科学教育䝉䞁䝍䞊㛗䠅 
   䛂㏆世日本䛾出産管理 -人口政策前史-䛃 沢山美果子䠄岡山大学䠅 
   䛂䝣䝷䞁䝇家族政策䛾㉳源 -19 世紀䛛䜙第 2次世界大戦-䛃 大塩䜎䜖䜏(㱟㇂大学) 
   䛂戦㛫期䝇䜴䜵䞊䝕䞁䛻䛚䛡䜛人口減少䛾危機䛸䝭䝳䝹䝎䞊䝹䛃 藤田菜䚻子䠄名古屋市立大学䠅 
   䛂戦㛫期日本䛻䛚䛡䜛人口問㢟䛸社会政策䛃 杉田菜穂䠄大㜰市立大学䠅 
 

II. 国内外学会䛻䛚䛡䜛䝉䝑䝅䝵䞁䛾企画䛸報告 (*24) 

䠄1䠅2018年䠓月 世界経済史学会大会䠄World Economic History Congress䠅䛻䛚䛡䜛企画䝉䝑䝅䝵䞁  

 䝬䝃䝏䝳䞊䝉䝑䝒工科大学 

 http://wehc2018.org/wp-content/uploads/2018/07/WEHC_2018_Program.pdf 

  Organizer(s): Chiaki Moriguchi, Hitotsubashi University Jean-㻲㼞㼍㼚㽲㼛㼕㼟㻌㻹㼕㼓㼚㼛㼠㻘㻌㻲㼞㼑㼚㼏㼔㻌㻺㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘㻌

Centre  

  for Scientific Research, Satomi Kurosu, Reitaku University  

  Discussant(s): George Alter, University of Michigan Marcia Yonemoto, University of Colorado 

Boulder  

  Peter Lindert, University of California Papers  

1. Adoption in Early Modern Japan: Evidence from Population Registration Microdata, 1708-1870 

Satomi Kurosu, Reitaku University, Hao Dong, Princeton University  

2. Sharing Fortune and Sons: Socio-economic Strategy of Family in the 17-19th centuries Korea 

Sangwoo Han, Sungkyunkwan University Byunggiu Son, Sungkyunkwan University  

3. From Pragmatic to Sentimental Adoption: The Evolution of Child Adoption in the United 

States, 1880-1930 Chiaki Moriguchi, Hitotsubashi University  
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4. Fate, Custom or Economy: The Study of Little Adopted Daughters-in-law (Sim-pu-a) in 

Taiwan, 1905-1944 Xinchen (ChiaChi) Lin, TamKang University LingIn Chuu, TamKang 

University Yau-hsuan Kao, National Chiao Tung University 

5. Comparative Analysis of Child Adoption in Japan, Korea, and the United States, 1950-2000 

Chiaki Moriguchi, Hitotsubashi University Eunhwa Kang, Saitama Prefectural University 

6. Child Adoption in Western Europe, 1900-2015 Jean-㻲㼞㼍㼚㽲㼛㼕㼟 㻹㼕㼓㼚㼛㼠, 㻲㼞㼑㼚㼏㼔 㻺㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘 㻯㼑㼚㼠㼞㼑 

for Scientific Research 

 

䠄2䠅日本人口学会第 71 回大会䛻䛚䛡䜛企画䝉䝑䝅䝵䞁 2019/6/2 香川大学  

http://www.paoj.org/taikai/taikai2019/program-final.pdf 

  Child Bearing, Child Rearing and Child Survival in South Asia 

  Organizer: K. Dilhani Wijesinghe, Satomi Kurosu (Reitaku University)  

  Chair: Satomi Kurosu (Reitaku University)  

  Discussants: Noriko Tsuya (Keio University), Yuiko Nishikawa (Josai University)  

1. 㻺㼍㼦㼙㼡㼘 㻴㼡㼐㼍 (㻷㼍㼓㼍㼣㼍 㼁㼚㼕㼢㼑㼞㼟㼕㼠㼥) 䇾㻰㼑㼠㼑㼞㼙㼕㼚㼍㼚㼠㼟 㼛㼒 㻯㼔㼕㼘㼐 㻹㼛㼞㼠㼍㼘㼕㼠㼥 㼕㼚 㻾㼡㼞㼍㼘 㻭㼞㼑㼍㼟 㼕㼚 

㻮㼍㼚㼓㼘㼍㼐㼑㼟㼔䇿  

2. Ai Sugie (Nagoya University), Shakil Khan (Chubu Manuf㼍㼏㼠㼡㼞㼕㼚㼓) 䇾㻯㼔㼍㼚㼓㼑 㼍㼚㼐 㻼㼑㼞㼟㼕㼟㼠㼑㼚㼏㼑 㼕㼚 

㻾㼡㼞㼍㼘 㻮㼍㼚㼓㼘㼍㼐㼑㼟㼔㼕 㼃㼛㼙㼑㼚'㼟 㻾㼛㼘㼑㼟䇿  

3. K. Dilhani Wijesinghe (Reitaku University䞉院) 䇾㻼㼑㼞㼏㼑㼜㼠㼕㼛㼚㼟 㼍㼚㼐 㻵㼚㼠㼑㼞㼢㼑㼚㼠㼕㼛㼚㼟 㼛㼒 㻼㼡㼎㼘㼕㼏 㻴㼑㼍㼘㼠㼔 

Midwives䠄PHMs䠅 㻾㼑㼓㼍㼞㼐㼕㼚㼓 㼠㼔㼑 㻾㼑㼜㼞㼛㼐㼡㼏㼠㼕㼢㼑 㻮㼑㼔㼍㼢㼕㼛㼞 㼛㼒 㼃㼛㼙㼑㼚 㼕㼚 㻿㼞㼕 㻸㼍㼚㼗㼍䇿  

4. Mizuho 㻹㼍㼠㼟㼡㼛 (㻺㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘 㻹㼡㼟㼑㼡㼙 㼛㼒 㻱㼠㼔㼚㼛㼘㼛㼓㼥) 䇾㻿㼛㼏㼕㼛㼏㼡㼘㼠㼡㼞㼍㼘 㻼㼞㼍㼏㼠㼕㼏㼑㼟 㼛㼒 㻹㼑㼐㼕㼏㼍㼘 㼀㼑㼞㼙㼕㼚㼍㼠㼕㼛㼚 

㼛㼒 㻼㼞㼑㼓㼚㼍㼚㼏㼥 㼕㼚 㻵㼚㼐㼕㼍䇿 

 

䠄3䠅日本人口学会第 70 回大会䛻䛚䛡䜛企画䝉䝑䝅䝵䞁 2018/6/3 明海大学 

http://www.paoj.org/taikai/taikai2018/program-70th.pdf  

  Comparative Studies of Adoption Using Micro-Level Data from the 18th to 20th Centuries 

  Organizer: Satomi Kurosu (Reitaku University) 

  Chair: Hideki Nakazato (Konan University) 

  Discussants: Noriko O. Tsuya (Keio University) / Mary Louise Nagata (Francis Marion University) 

1. Adoption Practices in Northeastern Japan, 1708-1870. Satomi Kurosu (Reitaku University) , Hao 

Dong (Princeton University) 

2. Dividing Property and Sharing Sons: A Socio-economic Family Strategy in the 18-20th 

Centuries Korea Sangwoo Han(SungkyunkwanUniversity), Byunggiu Son (Sungkyunkwan 

University), Sungoh Kim(Sungkyunkwan University)  

3. 㻳㼕㼢㼑㼍㼣㼍㼥 㻰㼍㼡㼓㼔㼠㼑㼞 㼍㼚㼐 㻹㼛㼠㼔㼑㼞䇻㼟 㻭㼠㼠㼍㼏㼔㼙㼑㼚㼠㻦 㻭 㼀㼑㼟㼠 㼛㼒 㻴㼞㼐㼥䇻㼟 㻹㼛㼠㼔㼑㼞 Nature 

Hypoth㼑㼟㼕㼟䈈㼃㼑㼚 㻿㼔㼍㼚 㼅㼍㼚㼓 (㻭㼏㼍㼐㼑㼙㼕㼍 㻿㼕㼚㼕㼏㼍), Chun Hao Li (Yuan Ze University) 

4. From Pragmatic to Sentimental Adoption: The Evolution of Child Adoption in the United States, 

1900-2000 Chiaki Moriguchi (Hitotsubashi University) 

 

䠄4䠅国際人口学会䞉世界人口会議䠄IUSSP International Population Conference䠅2017/10/29-11/3 䜿䞊

䝥䝍䜴䞁 (南䜰䝣䝸䜹) 

http://ipc2017capetown.iussp.org/about-the-conference   

  Session: H㼛㼡㼟㼑㼔㼛㼘㼐, 㼗㼕㼚㼟㼔㼕㼜 㼍㼚㼐 㼜㼛㼜㼡㼘㼍㼠㼕㼛㼚 㼐㼥㼚㼍㼙㼕㼏㼟 㼕㼚 㼔㼕㼟㼠㼛㼞㼕㼏㼍㼘 㼜㼛㼜㼡㼘㼍㼠㼕㼛㼚㼟 㻛㻹㽴㼚㼍㼓㼑㼟, 㼒㼍㼙㼕㼘㼘㼑㼟 㼑㼠 

㼐㼥㼚㼍㼙㼕㼝㼡㼑㼟 㼐㽴㼙㼛㼓㼞㼍㼜㼔㼕㼝㼡㼑㼟 㼐㼍㼚㼟 㼘㼑㼟 㼜㼛㼜㼡㼘㼍㼠㼕㼛㼚㼟 㼐㼡 㼜㼍㼟㼟㽴 

  Session Organizer: Satomi Kurosu 

  Chair: Satomi Kurosu, Reitaku University Theme: Historical Demography 

1. 䇾㼀㼔㼑 㻰㼑㼏㼘㼕㼚㼑 㼛㼒 㻵㼚㼠㼑㼞㼓㼑㼚㼑㼞㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘 㻯㼛㼞㼑㼟㼕㼐㼑㼚㼏㼑 in the Twentieth-㻯㼑㼚㼠㼡㼞㼥㻦 㻭 㻸㼛㼚㼓㼕㼠㼡㼐㼕㼚㼍㼘 㼂㼕㼑㼣䇿 

㻭㼘㼎㼑㼞㼠 㻱㼟㼠㼑㼢㼑 㻼㼍㼘㼛㼟, 㼁㼚㼕㼢㼑㼞㼟㼕㼠㼍㼠 㻭㼡㼠㽽㼚㼛㼙㼍 㼐㼑 㻮㼍㼞㼏㼑㼘㼛㼚㼍㻚 㻯㼑㼚㼠㼞㼑 㻰'㻱㼟㼠㼡㼐㼕㼟 㼐㼑㼙㼛㼓㼞㽫㼒㼕㼏㼟 (㻯㻱㻰)㻧 

㻾㼛㼏㼕㼛㼀㼞㼑㼢㼕㼚㼛, 㻯㼑㼚㼠㼞㼑 㼐'㻱㼟㼠㼡㼐㼕㼟 㻰㼑㼙㼛㼓㼞㽫㼒㼕㼏㼟㻧 㻭㼚㼚㼍 㼀㼡㼞㼡, 㻯㼑㼚㼠㼞㼑 㼐'㻱㼟㼠㼡㼐㼕㼟 㻰㼑㼙㼛㼓㼞㽫㼒㼕㼏㼟㻧 㼀㼛㼚㼕 

Medina 

2. 䇾㻷㼕㼚 㻭㼢㼍㼕㼘㼍㼎㼕㼘㼕㼠㼥 㼍nd Fertility in a Historical Nuclear Family Society: Sweden 1880-㻝㻥㻝㻜䇿 㻹㼍㼞㼠㼕㼚 
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Dribe, Lund University; Bjorn Eriksson, Department of Economic History, Lund University 

3. 䇾Labor and marriage networks in a rural community: North Orkney, Scotland 1851-㻝㻥㻝㻝䇿㻌㻶㼡㼘㼕㼍 

Jennings, University at Albany 

 

䠄5䠅日本人口学会第 69 回大会䛻䛚䛡䜛企画䝉䝑䝅䝵䞁 2017/6/10 東北大学 

http://www.paoj.org/taikai/taikai2017/program-2017.pdf 

  人口䞉家族䛾地域性䠖歴史的観点䛛䜙䛾都市䛸農村䛾比較  

  組織者䞉座㛗䠖㧘橋美由紀䠄立正大学䠅  

  討論者䠖安元稔䠄㥖澤大学䠅䞉平井晶子䠄神戸大学䠅  

1. 前近代䛻䛚䛡䜛人口移動䠉在郷町郡山䛸周辺農村䛾比較䠉㯮㡲 㔛美䠄㯇澤大学䠅䞉㧘橋美由

紀䠄立正大学䠅䞉㛗岡 篤䠄㯇澤大学䠅 

2. 明治中期䛾㛵東地方䛻䛚䛡䜛天然痘死亡率䛾都市村落㛫格差 川口洋䠄帝塚山大学䠅  

3. 人口䛸栄㣴䛾近現代史䇷人口㣗料問㢟䛾都市農村比較䇷湯澤規子䠄筑波大学䠅 

 

䠄6䠅日本人口学会第 68 回大会䛻䛚䛡䜛企画䝉䝑䝅䝵䞁 2016/6/12 㯇澤大学 

http://www.paoj.org/taikai/taikai2016/program2016.pdf 

  Marriage and Family Building in Historical East Asia 

  Organizer: Satomi Kurosu (Reitaku University) 

  Chair: Noriko O. Tsuya (Keio University) 

  Discussants䠖James M. Raymo (Univ. of Wisconsin) Toru Suzuki 䠄National Institute of Population  

  and Social Security Research) 

1. Hao Dong (Hong Kong University of Science and Technology, ReitakuUniversity) Satomi Kurosu 

(Reitaku University) 䇾Missing Girls and Missing Boys: Differential Effects of Marital Residence, 

Co-resident Kin, and Household Wealth in Two Japanese Villages, 1716-1870䇿 

2. Jane Yoo, Sangkuk Lee (Ajou University, Korea) 䇾An Opportunity Cost Approach to Fertility 

Pattern in 19th to Early 20th Century Korea䇿 

3. Wenshan Yang (Academia Sinica, Taiwan) 䇾A Historical and Demographical Analysis of Uxorilocal 

Marriage in Hsin-Chu Area During Japanese Colonial Rule in Taiwan䇿㻌  

4. Xing Long (Shanxi University) Cameron Campbell (Hong Kong University of Science and 

Technology) Matthew Noellert (Shanxi University; University of Iowa) James Z. Lee (Hong Kong 

University of Science and Technology) 䇾Education, Class and Marriage in Rural Shanxi, China in 

the Mid-20th Century䇿 

 

(7) 世界経済史学会䠄World Economic History Congress) 2015/8/3-7 京都国㝿会㤋 

http://www.wehc2015.org/index.html    

  Session: "Similarity and difference in pre-industrial Eurasian marriage: Was Malthus right?"  

  Session organizers: Christer Lundh, Satomi Kurosu 

1. 㻯㼔㼞㼕㼟㼠㼑㼞㻌㻸㼡㼚㼐㼔㻌䇾㻿㼕㼙㼕㼘㼍㼞㼕㼠㼥㻌㼕㼚㻌㻰㼕㼒㼒㼑㼞㼑㼚㼏㼑㻦㻌㻹㼍㼞㼞㼕㼍㼓㼑㻌㼕㼚㻌㻱㼡㼞㼛㼜㼑㻌㼍㼚㼐㻌Asia 1700-㻝㻥㻜㻜䇿 

2. 㼀㼛㼙㼙㼥㻌㻮㼑㼚㼓㼠㼟㼟㼛㼚㻌䇾㼀㼔㼑㻌㻵㼚㼒㼘㼡㼑㼚㼏㼑㻌㼛㼒㻌㻱㼏㼛㼚㼛㼙㼕㼏㻌㻲㼍㼏㼠㼛㼞㼟㻌㼛㼚㻌㻲㼕㼞㼟㼠㻌㻹㼍㼞㼞㼕㼍㼓㼑㻌㼕㼚㻌㻴㼕㼟㼠㼛㼞㼕㼏㼍㼘㻌㻱㼡㼞㼛㼜㼑㻌

㼍㼚㼐㻌㻭㼟㼕㼍䇿 

3. Satomi Kurosu 䇾㻾㼑㼙㼍㼞㼞㼕㼍㼓㼑㻘㻌㻳㼑㼚㼐㼑㼞㻘㻌㼍㼚㼐㻌㻾㼡㼞㼍㼘㻌㻴㼛㼡㼟㼑㼔㼛㼘㼐㼟㻌㼕㼚㻌㻱㼡㼞㼛㼜㼑㻌㼍㼚㼐㻌㻭㼟㼕㼍㻌㻝㻣㻜㻜-㻝㻥㻜㻜䇿 

4. 㻶㼍㼙㼑㼟㻌㼆㻚㻌㻸㼑㼑㻌䇾㻮㼑㼥㼛㼚㼐㻌㻹㼍㼘㼠㼔㼡㼟㻦㻌㻲㼞㼍㼙㼑㼣㼛㼞㼗㻌㼍㼚㼐㻌㻭㼏㼔㼕㼑㼢㼑㼙㼑㼚㼠㼟㻌㼛㼒㻌㻱㼡㼞㼍㼟㼕㼍㻌㻼㼞㼛㼖㼑㼏㼠䇿 

 

(8) 日本人口学会第 67 回大会䛻䛚䛡䜛企画䝉䝑䝅䝵䞁 2015/6/5-7 椙山女学園大学 

http://www.paoj.org/taikai/taikai2015/67program_ver2.pdf   

  䠘組織者䠚 㯮㡲 㔛美䠄㯇澤大学䠅 

  䝶䞊䝻䝑䝟䛸䜰䝆䜰䛻䛚䛡䜛結婚䛸再婚䠖㛗期的視点䛛䜙䛾国㝿比較 

  䠘座㛗䠚 津谷 典子䠄慶應義塾大学䠅 

  䠘討論者䠚 斎藤 修䠄一橋大学䠅 㜿藤 誠䠄厚生労働統計協会䠅 
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1. 䇾㻮㼑yond Malthus: Framework and Achievements of Eurasia Project䇿㻌Cameron Campbell and 

James Z. Lee䠄The Hong Kong University of Science and Technology 

2. 䇾Similarity in Difference: Marriage in Europe and Asia 1700-1900䇿㻌Christer Lundh䠄University of 

Gothenburg, Sweden䠅 㯮㡲 㔛⨾䠄㯇⃝大学䠅 

3. 䇾Remarriage, Gender, and Rural Households in Europe and Asia 1700-1900䇿㻌㯮㡲 㔛⨾䠄㯇⃝

大学䠅 Christer Lundh䠄University of Gothenburg, Sweden䠅 

 

III. 歴史人口学䝉䝭䝘䞊䛾企⏬䞉㐠営䞉報告 (*25) 

   http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/seminar.html  

   以下䚸会場グ㍕䛾䛺䛔䜒䛾䛿䠄於䠅㯇⃝大学東京◊✲䝉䞁䝍䞊 

 

No.77 2019 年 11 月 30 日䠄土曜日䠅 

  書ホ会䛄䜲䜼䝸䝇歴史人口学◊✲䇷♫会⤫ィ䛻䛒䜙䜟䜜䛯⏕䛸死䇷䛅 䠄2019 年名古屋大学出∧会䠅 

  ⴭ⪅䠖安元 ⛱䠄㥖⃝大学䠅䛂䜲䜼䝸䝇⏘業㠉命期䛾出⏕力再⪃ 䇷 ⏘⛉医⑕例グ㘓䛾分析 䇷 䛃 

  ホ⪅䠖 川口 ὒ䠄帝塚山大学䠅䞉㧗橋┾一䠄新₲⏘業大学䠅䞉木下太志䠄⟃Ἴ大学䠅 

 

No.76 2019 年 7 月 27 日䠄土曜日䠅 

  㧗槻Ὀ㑻䠄⚄戸大学⤒῭⤒営◊✲所䠅 䛂気候㐺応史䛾ヨ䜏䞊㏆世日本䛾⡿市場䜢⣲材䛸䛧䛶䞊䛃 

 

No.75 2019 年 3 月 23 日䠄土曜日䠅京㒔大学人文⛉学◊✲所 

  共催䠖日本人口学会㛵す地域㒊会, ⎔境史◊✲会 

  http://www.zinbun.kyoto-u.ac.jp/access/access.htm 

  䝔䞊䝬䠖天明䇲天保期䛾東北地方䛻䛚䛡䜛気候䛸人口 䠉歴史気候学䛸䛾対ヰ䠉 

1. 䛂日射㔞䛷䜏䜛天保期 䇲日グ天候グ㘓䜢⏝䛔䛯気候復元䇲䛃䠄市㔝⨾夏䞉人文学䜸䞊䝥䞁䝕䞊䝍

共同利⏝䝉䞁䝍䞊䠅 

2. 䛂18-19 世⣖䛾歴史気候㈨料䛻䜘䜛気候復䛃䠄平㔝῟平䞉帝京大学䠅 

3. 䛂18-19 世⣖䛾会ὠ㒆㧗㔝⤌䛻䛚䛡䜛天候䞉作ἣ䞉㎰業䞉人口䛃䠄川口 ὒ䞉帝塚山大学䠅 

4. 䛂18-19 世⣖䛾㣚㤡䞉▷期⤒῭変動䛸二本松⸬䛾人口䠄㯮㡲㔛⨾䞉㯇⃝大学䠅 

5. 䛂東北地方䛾㐣去帳䛛䜙䜏䛯 18-19 世⣖䛾死亡危機䛃䠄⁁口常俊䞉元名古屋大学䠅 

  ⥲合ウㄽ ウㄽ⪅䠖 池本⿱⾜䠄㧗㔝山大学䠅䠈佐⸨廉也䠄大㜰大学䠅䚸増⏣⪔一䠄㤳㒔大学東京䠅 

 

No.74 2019 年 1 月 30 日䠄水曜日䠅  

   Childbearing, Child Rearing and Child Survival in South Asia 

   Discussant: Noriko O. Tsuya (Keio University) 

1. K. Dilhani Wijesinghe (Reitaku University) 䇾㻾㼑㼜㼞㼛㼐㼡㼏㼠㼕㼢㼑㻌 㻮㼑㼔㼍㼢㼕㼛㼞㻌 㼛㼒㻌 㼃㼛㼙㼑㼚㻌 㼕㼚㻌 㻿㼞㼕㻌 㻸㼍㼚㼗㼍㻦 

Perceptions and 㻵㼚㼠㼑㼞㼢㼑㼚㼠㼕㼛㼚㼟㻌㼛㼒㻌㻼㼡㼎㼘㼕㼏㻌㻴㼑㼍㼘㼠㼔㻌㻹㼕㼐㼣㼕㼢㼑㼟䇿 

2. Ai Sugie (Tokyo University of Foreign Studies) 䇾㻲㼑㼞㼠㼕㼘㼕㼠㼥㻌㼀㼞㼍㼚㼟㼕㼠㼕㼛㼚㻌㼍㼚㼐㻌㻲㼑㼙㼍㼘㼑㻌㻾㼛㼘㼑㼟㻌㼕㼚㻌㻾㼡㼞㼍㼘㻌

㻮㼍㼚㼓㼘㼍㼐㼑㼟㼔䇿 

3. Mizuho Matsuo (National Museum of Ethnology) 䇾㻹㼑㼐㼕㼏㼍㼘㻌㼀㼑㼞㼙㼕㼚㼍㼠㼕㼛㼚㻌㼛㼒㻌㻼㼞㼑㼓㼚㼍㼚㼏㼥㻌㼍㼚㼐㻌㻲㼑㼙㼍㼘㼑㻌

Infanticide in Ind㼕㼍䇿 

 

No.73 2018 年 10 月 20 日䠄土曜日䠅  

   䛂地域別人口㊅勢䛸世帯つ模䇷䇷気候䛸䛾㛵係䛛䜙⪃䛘䜛䛃 

   報告⪅䠖㧘橋⨾⏤⣖ (❧正大学)䞉㯮㡲㔛⨾ (㯇⃝大学) 

   ウㄽ⪅䠖㧗島正憲 (東京大学♫会⛉学◊✲所) 

 

No.72 2018 年 7 月 7 日䠄土曜日䠅 䛂歴史人口䛸㣴子䛃 

1. 䛂民事慣例㢮㞟䛛䜙䜏䛯㣴子䛃 大沼ὒ文 䠄㯇⃝大学䠅 

2. 䛂㣴子制度䛸ⓒ姓株式䇷䇷┦模国䛾事例䜢中心䛸䛧䛶䇷䇷䛃 戸▼七⏕䠄東京大学䠅 

   ウㄽ⪅䠖㧘橋⨾⏤⣖䠄❧正大学䠅䞉村㉺一晢䠄㥴河台大学䠅 

   全体ウㄽ ウㄽ⪅䠖永⏣䝯䜰䝸䞊䠄Francis Marion University䠅 
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No.71 2018 年 6 月 30 日䠄土曜日䠅"Migration in Historical Demography" 

1. 'Female Labour Migration in 18-19th Japan: Who Came to Local Post Town Koriyama and Why?' 

Miyuki Takahashi (Rissho University); Satomi Kurosu (Reitaku University); Atsushi Nagaoka 

(Reitaku University) 

2. 'The Historical Character of Male Labour Migration in Tokugawa Japan: A Case Study Based on 

the Demographic Analysis of the Kakudahama Village in Echigo Area' Tingting, Zhang (Tohoku 

University) 

3. 'Migration to the City: Analysis of the Birth Provinces of Kyoto Residents, 1843-1869' Mary 

Louise Nagata (Francis Marion University) 

 

No.70 2018 年 3 月 17 日䠄土曜日䠅大阪大学文学部 

   共催䠖日本人口学会関西地域部会䞉2017 年度研究会 

        総合地球環境学研究所䞉村山 FS "Living Spaces Project" 

1. 高島正憲䠄東京大学䠅䛂8-19 世紀䛻䛚䛡䜛日本列島䛾長期䛾都市化䛸経済成長䛃 

2. 長岡 篤(麗澤大学)䞉髙橋美由紀䠄立正大学䠅䞉黒須里美䠄麗澤大学䠅 䛂前近代䛻䛚䛡䜛在郷町

郡山䜢中心䛸䛧䛯人口移動䛾空間的広䛜䜚䛸䛭䛾要因䛃 

3. 青木高明䠄香川大学䠅䛂実地形空間䛻䛚䛡䜛都市䞉道路網䛾䝟䝍䞊䞁形成䛃 

4. 藤原直哉䠄東京大学䠅䛂人䛾流動䝕䞊䝍䛻䜘䜛人口動態解析䛃 

5. 浅田晴久䠄奈良女子大学䠅䛂䜲䞁䝗䞉䜰䝑䝃䝮州䛾生態環境䛸多民族社会䛾人口分布䛃 

   特別講演 蒋 宏偉䠄総合地球環境学研究所䠅䛂集落䛾住居分布䛸䝬䝷䝸䜰感染䝸䝇䜽䛾分析䛃 

 

No.69 2018 年 3 月 7 日䠄水曜日䠅  

  第一部䛂比較䛻䜏䜛養子縁組䛃 司会 中里英樹䠄甲南大学䠅 

1. 黒須里美䠄麗澤大学䠅䞉Dong Hao (Princeton University) 䛂近代移行期日本䛾養子縁組䠖子䛹䜒

䛾再分配䈩䛃 

2. 森口千晶䠄一橋大学䠅䛂二十世紀䜰䝯䝸䜹䛻䛚䛡䜛養子縁組䛾変遷䛃 

3. 白井千晶䠄静岡大学䠅䛂不妊治療䛸養子縁組䛃 

     全体討論 討論者 津谷典子䠄慶應義塾大学䠅 

  第二部䛂堕胎䛸嬰児殺䛧䛾人口学䛃司会 鬼頭 宏䠄静岡県立大学䠅 

   4.  太田 素子䠄和光大学䠅䛂子宝䛸子返䛧䛃 

   5.  佐藤 龍三郎䠄中央大学䠅䛂近年䛾日本䛻䛚䛡䜛人工妊娠中絶䛾状況䛸要因䛻䛴䛔䛶䛃 

   6.  小西 祥子䠄東京大学䠅䛂日本䛻䛚䛡䜛出産企図䛸避妊䛃 

  全体討論 討論者 沢山 美果子䠄岡山大学䠅 

 

No.68 2017 年 12 月 2 日䠄土曜日䠅 

1. 張婷婷䠄東北大学䠅近世越後䛂他所稼䛞䛃䛾特性䛻䛴䛔䛶䇷新潟市西蒲原郡旧角田浜村䜢事例䛻 

2. 㻼㼔㼕㼘 B㼞㼛㼣㼚 (㻻㼔㼕㼛 㻿㼠㼍㼠㼑 㼁㼚㼕㼢㼑㼞㼟㼕㼠㼥) 䇾Cultivating the Commons: Joint Ownership of Arable Land in 

E㼍㼞㼘㼥 㻹㼛㼐㼑㼞㼚 J㼍㼜㼍㼚䇿 

 

No.67 2017 年 7 月 15 日䠄土曜日䠅 

1. Mary Louise Nagata (Francis Marion University) 䇾Analyzing marriage and re-marriage in a very 

mobile urban population: A discussion of methods and early results䇿 

2. 高島正憲䠄東京大学社会科学研究所䞉日本学術振興会特別研究員 PD䠅 䛂17-19 世紀䛻䛚䛡䜛都

市化䛸経済成長䛃 

 

No.66 2017 年 4 月 22 日䠄土曜日䠅 䛂人口䞉家族䛾地域性䠖歴史的観点䛛䜙䛾都市䛸農村䛾比較䛃  

1. 黒須里美䠄麗澤大学䠅䞉髙橋美由紀䠄立正大学䠅䞉長岡篤䠄麗澤大学䠅 䛂前近代䛻䛚䛡䜛人口移動 

䠉在郷町郡山䛸周辺農村䛾比較䛃 

2. 湯澤規子䠄筑波大学䠅䛂人口䛸栄養䛾近現代史䇷人口食料問題䛾都市農村比較䇷䛃 

    討論 安元稔䠄駒澤大学䠅䞉平井晶子䠄神戸大学䠅 
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No.65 2017 年 3 月 25 日䠄土曜日䠅 䛂人口学䛛䜙䜏䛯近代移行期䛃 神戸大学 

 日本人口学会㛵西地域研究部会䠄共催䠅 

1. 㛗島㞝毅䠄京都大学䞉㝔䠅䛂職分調査結果䛻䜏䜛明治初期䛾下京第四区䛻䛚䛡䜛住民䛾労働移

動䛃 

2. 㕥木 允䠄横浜国大䠅䛂大正期䛻䛚䛡䜛農山村地域䛛䜙䛾人口流出䛾実態䇷愛知県東加茂郡

賀茂村䛂寄留届綴䛃䛾分析䛛䜙䇷䛃 

3. 樋上恵美子䠄博士䠄経済学䠅䛂周産期死亡率䛸乳児䛾先天的䛺死亡 䇷20世紀前半䛾大㜰䛾母

胎䛾状態䛃 

4. 森本一彦䠄㧗野山大学䠅䛂近世䛻䛚䛡䜛先祖祭祀䛸家䛃 

5. 廣嶋清志䠄島根大学䞉名誉教授䠅䛂石見䞉出㞼䛾人口䛻䜏䜛近代䜈䛾移行䛃 

6. 溝口常俊䠄名古屋大学䞉名誉教授䠅䛂寺㝔資料䛻見䜛災害列島日本䛃 

   特別講演  金城 善䠄元糸満市立中央図書㤋㛗䠅䛂琉球䞉沖縄䛻䛚䛡䜛人口調査䛸戸籍資料䛃 

 

No.64 2017 年 2 月 6 日䠄月曜日䠅䛂島根䝇䝨䝅䝱䝹䠖近世䛛䜙戦前䜎䛷䛾人口䛃  

1. 廣嶋清志䠄島根大学䠅 䛂石見䞉出㞼䛾近世人口䇷沿海䞉中㛫䞉山㛫䛾 3 地域区分䜢軸䛸䛧䛶䛃 

2. 小川斉子䠄島根県教育庁文化財課世界遺産室䠅 䛂近世中䞉後期䛾石見国海村䛾人口動態䇷

浜田藩㡿和木村䛃 

3. 小池司朗䠄国立社会保㞀䞉人口問㢟研究所䠅 䛂戦前島根県䛾市郡別出生力䞉死亡力算出䛾試

䜏䛃 

 

No.63 2016 年 10 月 1 日䠄土曜日䠅 䛂地域性䜢䜑䛠䜛書評会䛃 

1. 東 昇䠄著䠅䛄近世䛾村䛸地域情報 䛅 䠄吉川弘文㤋 2016/3/9䠅 評者䠖安元 稔䠄㥖澤大学䠅 

2. 樋上恵美子䠄著䠅䛄近代大㜰䛾乳幼児死亡䛸社会事業䛅䠄大㜰大学出版会 2016/3/10䠅 評者䠖

川口 洋䠄帝塚山大学䠅 

3. 中島満大䠄著䠅䛄近世西南海村䛾家族䛸地域性 : 歴史人口学䛛䜙近代䛾䛿䛨䜎䜚䜢問䛖䛅

(MINERVA 人文䞉社会科学叢書 2016/3/12) 評者䠖廣嶋 清志䠄島根大学䠅 

4. 落合恵美子䠄編著䠅䛄徳川日本䛾家族䛸地域性䠖歴史人口学䛸䛾対話䛅䠄䝭䝛䝹䞂䜯書房 

2015/7/20䠅 評者䠖㧘橋美由紀䠄立正大学䠅 

   全体討論 䛂歴史人口学䛸地域性䛃 討論者䠖溝口常俊䠄名古屋大学䠅䞉村山聡䠄㤶川大学䠅 

 

No.62 2016 年 7 月 23 日䠄土曜日䠅 

   第 1 部 Big Data and East Asian Historical Demography 

1. 䛂歴史人口 Big Data 䛾構築: Data Review 䛃䠄interim report䠅㯮㡲里美䚸董浩䚸㧘橋美由紀䚸成

松佐恵子䚸速水融䠄人口䞉家族史研究䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠅(*29) 

2. "Extended Family Systems and Co-resident Kin Influence on Individual Demographic Outcomes 

Throughout the Life Course: East Asia, 1678-1945" 董浩 (Dong, Hao) (Hong Kong University 

of Science and Technology, Reitaku University) 

   第 2 部 Living Spaces Project 

3. 䛂Living Spaces Project 䛻䛚䛡䜛地域䜽䝷䝇䝍䝸䞁䜾䛸歴史人口学䛃 村山聡䠄㤶川大学教育学

部䠖環境史䞉経済史䠅 

4. 䛂都市䛸道路䛾共発展䝰䝕䝹䛛䜙䜏䜛人口䛾地理的分布䛃㟷木㧗明䠄㤶川大学教育学部䠖㠀線

形物理学䞉䝛䝑䝖䝽䞊䜽科学䠅 

5. 䛂人流䝕䞊䝍䛻基䛵䛟地域䜽䝷䝇䝍䝸䞁䜾䛃 藤原直哉䠄東京大学空㛫情報学研究䝉䞁䝍䞊䠖空㛫

情報科学䞉䝛䝑䝖䝽䞊䜽科学䠅 

 

No.61 2016 年 4 月 16 日䠄土曜日䠅 

   䛂BDS(䝧䞊䝅䝑䜽䞉䝕䞊䝍䞉䝅䞊䝖)発明䛛䜙䛾 5 0 年䛜刻䜐徳川 200 年㛫䛾 10 万人䛃(*30) 

1. 䇾㻯㼛㼚㼟㼠㼞㼡㼏㼠㼕㼚㼓㻌㻮㼕㼓㻌㻰㼍㼠㼍㻌㼒㼛㼞㻌㻶㼍㼜㼍㼚㼑㼟㼑㻌㻴㼕㼟㼠㼛㼞㼕㼏㼍㼘㻌㻼㼛㼜㼡㼘㼍㼠㼕㼛㼚㻦㻌㻡㻜㻌㼅㼑㼍㼞㼟㻌㼛㼒㻌㼠㼔㼑㻌㻮㼍㼟㼕㼏㻌㻰㼍㼠㼍㻌㻿㼔㼑㼑㼠㻌

㻔㻮㻰㻿㻕㻌㼒㼛㼞㻌㻝㻜㻜㻌㼀㼔㼛㼡㼟㼍㼚㼐㻌㻸㼕㼢㼑㼟㻌㼕㼚㻌㻞㻜㻜㻌㼅㼑㼍㼞㼟䇿㻌 㯮㡲里美䚸董浩䚸㧘橋美由紀䚸成松佐恵子䚸速水

融䠄人口䞉家族史研究䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠅 
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2. 䛂人口䛸⤒῭䠖新䛧䛔枠⤌䜏䜢求䜑䛶䛃䇾Population and Economy: Towards a Conceptual 

Framework for Pre-㼠㼞㼍㼚㼟㼕㼠㼕㼛㼚㻌㻰㼑㼙㼛㼓㼞㼍㼜㼔㼥䇿 斎⸨修䠄一橋大学䠅 

 

No.60 2016 年 3 月 17 日䠄木曜日䠅  

   日本人口学会䠄➨ 68 回䠅䝅䞁䝫䝆䜴䝮‽備◊✲会䠖人口政⟇䛾成䜚❧䛱䜢⪃䛘䜛  

       䡚Linking Past to Present䡚 

1. 䛂㏆世日本䛾出⏘⟶⌮ 䠉人口政⟇前史䠉䛃 ἑ山⨾果子䠄岡山大学䠅 

2. 䛂䝣䝷䞁䝇家族政⟇䛾㉳※ 䠉19 世⣖䛛䜙➨ 2 次世⏺大戦䠉䛃 大塩䜎䜖䜏䠄㱟㇂大学䠅 

3. 䛂戦㛫期䝇䜴䜵䞊䝕䞁䛻䛚䛡䜛人口ῶ少䛾危機䛸䝭䝳䝹䝎䞊䝹䠄前史䜢含䜐䠅䛃 ⸨⏣⳯䚻子䠄名

古屋市❧大学䠅 

4. 䛂戦㛫期日本䛻䛚䛡䜛人口問㢟䛸♫会政⟇䛃  杉⏣⳯✑䠄大㜰市❧大学䠅 

   司会䞉企⏬䠖 加⸨彰彦䠄明἞大学䠅䚸原俊彦䠄札幌市❧大学䠅䚸㯮㡲㔛⨾䠄㯇⃝大学䠅 

 

No.59 2015 年 10 月 31 日䠄土曜日䠅 

  "Building Bridges or Building Highways? The Creation of Longitudinal Population Registers in Spain" 

㻰㼕㼑㼓㼛㻌㻾㼍㼙㼕㼞㼛㻌㻲㼍㼞㼕㽼㼍㼟㻌㻔㻿㼜㼍㼚㼕㼟㼔㻌㻺㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘㻌㻾㼑㼟㼑㼍㼞㼏㼔㻌㻯㼛㼡㼚㼏㼕㼘㻕 

 

No.58 2015 年 7 月 4 日䠄土曜日䠅  

1. 䛂㏆世東北㎰村䛻䛚䛡䜛土地䛸労働䛾㓄分 二本松⸬仁井⏣村, 1720-1870䛃 有本 寛䠄一橋大

学䠅䠃 㯮㡲㔛⨾䠄㯇⃝大学䠅 

2. 䛂㏆世ᾏ村䛻䛚䛡䜛再⏕⏘䛸⥅承䛾歴史♫会学ⓗ◊✲䛃 中島‶大䠄⚄戸大学䠅 

 

IV. WEB 䝃䜲䝖 

  䝥䝻䝆䜵䜽䝖全体䛾┠ⓗ䛸成果䜢以下䛾䝃䜲䝖䛷䜎䛸䜑䛶䛔䜛 

  㯇⃝大学 人口䞉家族史◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖/㯇⃝䜰䞊䜹䜲䝤䝈 

  http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/archives.html 

  䠄ⱥㄒ䝃䜲䝖䠅 http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/index-e.html 

 
V. 䝥䝻䝆䜵䜽䝖㈨料䛸成果䛾一⯡公㛤展♧䞉ㅮ₇会 (*23) 

  㛤催案内 https://www.reitaku-u.ac.jp/2019/11/05/71415 

  㛤催報告 https://www.reitaku-u.ac.jp/2020/05/12/74468 

  䛆ㅮ₇会䛇 

  日時䠖2019 年 11 月 8 日䠄㔠䠅13䠖10䡚14䠖30 

  場所䠖㯇⃝大学図書㤋 3F AV 䝩䞊䝹   

    㧘橋⨾⏤⣖䠄❧正大学⤒῭学㒊教授䚸 ROCK 古文書ㅮ座ㅮ師䠅 

    䛂古文書䛛䜙ㄞ䜏ゎ䛟柏䛾䛟䜙䛧䛃 

    㯮㡲㔛⨾䠄㯇⃝大学外国ㄒ学㒊教授䠅 

    䛂寿命 40 年時代䛾家族䛸人口䠖歴史人口䝡䝑䜾䝕䞊䝍䛿ㄒ䜛䛃 

 

  䛆人口䞉家族史◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠃ROCK 古文書ㅮ座共同展♧䛇 

  㛤催日時䞉場所䠖2019 年 9 月 20 日(㔠)䡚12 月 19 日(木) 㯇⃝大学図書㤋 

  協力䠖柏市教⫱委員会 

  助成䠖文⛉┬⚾❧大学戦␎ⓗ◊✲基┙形成事業䠄MEXT/S1591001L䠅 

 

䠘䛣䜜䛛䜙実施䛩䜛予定䛾䜒䛾䠚 

I.  本䝥䝻䝆䜵䜽䝖成果報告 

(1) 2021 年䛄⤫ィ䛅 䠄日本⤫ィ協会䠅歴史人口学≉㞟䛸䛧䛶䚸本䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛸䛭䜜䜢

利⏝䛧䛯䜲䝧䞁䝖䝠䝇䝖䝸䞊分析䛾成果䜢䜎䛸䜑䜛䠄仮㢟䛂歴史人口◊✲䛾新地平䛃䠅䚹 

(2) 2020-2021 䛻 European Historical Population Samples Network (EHPS; https://ehps-net.eu/) 䜢中

心䛻䜎䛸䜑䜙䜜䜛学⾡㞧ㄅ Historical Life Course Studies 䛾 Special Issue 䛸䛧䛶䚸㯇⃝䜰䞊䜹䜲䝤䝈䛾

歴史䛸䛭䛾䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛾学⾡ⓗ䜲䞁䝟䜽䝖䛻㛵䛩䜛䠎䛴䛾ㄽ文䜢䜎䛸䜑䜛䚹 
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II.  2020年 3月䛻予定䛧䛶䛔䛯以下䛻䛴䛔䛶䚸新型䝁䝻䝘䜴䜲䝹䝇䛾影㡪䛷㐜延䛧䛯䛯䜑䚹 

(1) 䝯䝍䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛾䜲䞁䝍䞊䝛䝑䝖公㛤 

  検⣴䝥䝻䜾䝷䝮䜢利⏝䛧䛯䝯䝍䝕䞊䝍䝧䞊䝇䜢㐲㝸䛷作業䛷䛝䜛䜘䛖䛻㝈定公㛤䛩䜛 

 

(2) Ṕ史人口学䝉䝭䝘䞊 

No.79 2020 年 3 月 14 日䠄土䠅䠄2020 年度䜈延期䠅⚄戸大学文学㒊 

共催䠖日本人口学会㛵す地域㒊会䚸⛉◊㈝䛂300 年䛛䜙ㄞ䜏ゎ䛟日本䛾家族/人口ㄽ䛃䛾構⠏䜈䜐䛡䛯      

実ド◊✲䠄2017䠉2019䚸代⾲䠖平井晶子䠅 http://www.paoj.org/regional/index.html#kansai20200314-2 

䝔䞊䝬䠖㏆代⛣⾜期䛾人口⛣動 䠉人口⛣動䛛䜙䜏䛯㐣去䞉⌧在䠉 

1. 幕末䛾大㒔市周㎶地域䛻䛚䛡䜛人口⛣動䛾分析䇷 丹Ἴ国桑⏣㒆㤿㊰村䜢事例䛸䛧䛶 䇷䠄㛗

島㞝Ẏ䠖愛▱工業大学䠅 

2. 幕末期䛾京㒔䛻䛚䛡䜛人口⛣動䠄Mary Louise Nagata, Francis Marion University䠅 

3. 19 世⣖䛾㉺後国䛛䜙䛾出✌䛞 䇷 ㉺後⁺村旧ゅ⏣὾村䛾事例分析 䇷䠄張婷婷䠖東北大学䠅 

4. ㏆世東北䛻䛚䛡䜛人口⛣動䛾✵㛫ⓗ䛺広䛜䜚 䇷 二本松⸬⏫村䛾ẚ㍑䜢㏻䛧䛶 䇷䠄㛗岡 

⠜䠖㯇⃝大学䠅 

5. ㏆代期䛾㒔市村ⴠ㛫人口⛣動䜢䛸䜙䛘䜛どⅬ䠄㕥木 允䠖横὾国❧大学䠅 

   ⥲合ウㄽ䠖ウㄽ⪅䠖㧗ᶫ┾一䠄新₲⏘業大学䠅䠈丸山ὒ平䠄札幌市❧大学䠅 

 

No.78 2020 年 3 月 10 日䠄ⅆ曜日䠅䠄2020 年度䜈延期䠅 

㯇⃝大学 文⛉┬(MEXT)⚾❧大学戦␎ⓗ◊✲基┙形成支援事業䛂人口䞉⤒῭䞉家族䛾㛗期ⓗ◊✲䠖多

世代䝟䝛䝹䝕䞊䝍䝧䞊䝇構⠏䛃報告会 

1. 䛂MEXT 報告䛚䜘䜃 PFHP ㈨料䛸䛭䛾ά⏝䛃 㯮㡲㔛⨾䠄㯇⃝大学䠅䞉㧘ᶫ⨾⏤⣖䠄❧ṇ大学䠅 

2. 䛂䜲䝧䞁䝖䝠䝇䝖䝸䞊分析䛾Ṕ史人口学䜈䛾応⏝䛃 ὠ㇂典子䠄慶應⩏塾大学䠅 

3. 䛂㏆世東北䛻䛚䛡䜛人口⛣動䛾✵㛫ⓗ把握䛸今後䛾展㛤䛃 㛗岡⠜䠄㯇⃝大学䠅 

4. 䛂徳川日本㎰村䛾㈨⏘分㓄䛸䝰䝡䝸䝔䜱䠖二本松⸬仁井⏣村 1720䇵1870 年䛃有本寛䠄一ᶫ大学䠅 

   ⥲合䝁䝯䞁䝖 斎⸨ 修 䠄一ᶫ大学䠅 
 

䠍䠐 䛭䛾他䛾◊✲成果➼ 

䠘㎡典䞉事典䠚(*21) 

1. 㯮㡲㔛⨾ 2018䛂前㏆代日本䛾⤖婚䞉㞳婚䞉再婚䛃日本人口学会䠄⦅䠅䛄人口学事典䛅168-171 㡫 

䠄査ㄞ有䠅 

2. 㯮㡲㔛⨾ 2018䛂Ṕ史人口学䛃日本人口学会䠄⦅䠅䛄人口学事典䛅丸善出∧ 388-389 㡫䠄査ㄞ有䠅 

3. 㧘ᶫ⨾⏤⣖ 2018䛂家族周期䛾変化䛃日本人口学会䠄⦅䠅䛄人口学事典䛅丸善出∧ 218-219 㡫 (査

ㄞ有) 

4. 㧘ᶫ⨾⏤⣖ 2018䛂人口䛸世代䛃日本人口学会䠄⦅䠅䛄人口学事典䛅丸善出∧ 78-81 㡫䠄査ㄞ有䠅 

5. ὠ㇂典子 2018䛂戦後日本䛾出⏕⋡低下䛃日本人口学会䠄⦅䠅䛄人口学事典䛅丸善出∧ 128䇵131 㡫

䠄査ㄞ有䠅 

6. ὠ㇂典子 2018䛂⌧代日本䛾⤖婚⾜動䛃日本人口学会䠄⦅䠅䛄人口学事典䛅丸善出∧ 172-175㡫䠄査

ㄞ有䠅 

7. ὠ㇂典子 2018䛂出⏕力䛾㏆接せ因䛃日本人口学会䠄⦅䠅䛄人口学事典䛅丸善出∧ 506䇵507 㡫䠄査ㄞ

有䠅 

8. 㯮㡲㔛⨾ 2017 䛂Ṕ史䛸人口䛃 日本♫会学会 ⌮ㄽ応⏝㎡典刊⾜委員会䠄⦅䠅 䛄♫会学⌮ㄽ応⏝

事典䛅 丸善出∧ 550-551 㡫䠄査ㄞ有䠅 

 

䠘Working/Discussion Paper䞉報告書䠚 

1. (*11) Kumon, Yuzuru 㻞㻜㻝㻥㻌䇾㼀㼔㼑㻌㻰㼑㼑㼜㻌㻾㼛㼛㼠㼟㻌㼛㼒㻌㻵㼚㼑㼝㼡㼍㼘㼕㼠㼥㻚䇿㻌Mimeo. 
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2. 㧘橋⨾由⣖ 2019 報告書䛂歴史人口学䛛䜙ぢ䛯秩父䛃䛄䛱䛱䜆学䝉䝭䝘䞊 ㅮ⩏㘓䛅 秩父市生涯

学⩦ㄢ, 4-5 㡫 

3. (*10) Tsuya, Noriko O. and Satomi Kurosu 㻞㻜㻝㻥㻌 䇾㻼㼍㼠㼠㼑㼞㼚㼟㻌 㼍㼚㼐㻌 㻲㼍㼏㼠㼛㼞㼟㻌 㼛㼒㻌 㻲㼕㼞㼟㼠㻌 㻹㼍㼞㼞㼕㼍㼓㼑㻦㻌 㻭㻌

㻯㼛㼙㼜㼍㼞㼍㼠㼕㼢㼑㻌㻭㼚㼍㼘㼥㼟㼕㼟㻌㼛㼒㻌㻱㼍㼞㼘㼥㻌㻹㼛㼐㼑㼞㼚㻌㼍㼚㼐㻌㻯㼛㼚㼠㼑㼙㼜㼛㼞㼍㼞㼥㻌㻶㼍㼜㼍㼚㻘䇿㻌㻷㼑㼕㼛㻌㻵㻱㻿㻌㻰㼕㼟㼏㼡㼟㼟㼕㼛㼚㻌㻼㼍㼜㼑㼞㻌㻿㼑㼞㼕㼑㼟㻌

2019䇵012 (https://ies.keio.ac.jp/en/publications/11327/) 

4. 佐⸨仁志 2018䛂㤳㒔圏䛻䛚䛡䜛少子㧗㱋化䛾地域⤒済䜈䛾影㡪䛸産業✵洞化䞉地域㛫㈈政移 

㌿問㢟䛻対䛩䜛⤒済政⟇分析䛃㯇澤大学⤒済社会⥲合研究䝉䞁䝍䞊 Working Paper䠄86䠅, 1-81 㡫 

5. (*22) 㯮㡲㔛⨾  㻞㻜㻝㻣㻌 䇾Linking Past to Present: Long-Term Perspectives on Micro-Level 

Demographic Processes: IUSSP䠄国㝿人口学会䠅歴史人口学䝟䝛䝹䝉䝭䝘䞊報告䇿㻌 䛄人口問㢟研

究䛅 53: 70-74  

6. 佐⸨仁志 2017䛂千ⴥ県䛻䛚䛡䜛少子㧗㱋化䛾地域⤒済䜈䛾影㡪䛸産業✵洞化䞉地域㛫㈈政移 

㌿問㢟䛻対䛩䜛⤒済政⟇分析䛃㯇澤大学⤒済社会⥲合研究䝉䞁䝍䞊 Working Paper(79), 1-81 㡫 

7. (*12) Arimoto, Yutaka and Satomi Kurosu 2015 "Land and labor reallocation in pre-modern Japan: 

a case of a northeastern village in 1720-1870," IDE Discussion Papers 519, Institute of Developing 

Economies, Japan External Trade Organization (JETRO) 

8. 㧗㎷秀⯆䞉永井四㑻 2015䛂排出係数可変型供⤥㛵数䛻䜘䜛環境税䝰䝕䝹䛾⪃察䛃  RIPESS 

Working Paper 66 

 

<䝉䝭䝘䞊䞉ㅮ演> 

1. 津㇂典子 䛂出生率䛸⤖婚䛾動向 䇵少子化䛸未婚化䛿䛹䛣䜎䛷⥆䛟䛛䇵䛃2018/3/6 ㈈務省㈈務⥲合

政⟇研究所先➃䝉䝭䝘䞊 

2. Tsuya, Noriko O㻚㻌䇾㻶㼍㼜㼍㼚䇻㼟㻌㻸㼛㼣㻌㻲㼑㼞㼠㼕㼘㼕㼠㼥㻦㻌㻯㼍㼡㼟㼑㼟㻌㼍㼚㼐㻌㻼㼛㼘㼕㼏㼥㻌㻾㼑㼟㼜㼛㼚㼟㼑㼟䇿㻌㻝㼟㼠㻌㻿㼑㼙㼕㼚㼍㼞㻌㼛㼒㻌㼠㼔㼑㻌㻞㻜㻝㻤㻌

㼃㼛㼙㼑㼚䇻㼟㻌㻵㼚㼚㼛㼢㼍㼠㼕㼛㼚㻌Network (WIN) Seminar Series, Dow Chemical Japan. 

3. 㯮㡲㔛⨾ 䛂家族䛾䛛䛯䛱䛿時代䛻䜘䛳䛶䛣䜣䛺䛻㐪䛖䛃 日㔝公民㤋主催市民ㅮ座䛂家族䛾䜹䝍䝏

䛿今䠛䛃2017/9/24 日㔝市中央公民㤋䠄ㅮ演䠅 

4. Kurosu, Satomi 䇾Marriage in Early Modern Japan: How We Study Family Strategies and Individual 

Lives" Joint Usage and Research Center: Workshop on Women and Family Formation in Early Modern 

Japan 2017/6/16 一橋大学⤒済研究所 

5. 㯮㡲㔛⨾ 䛂⤖婚䛸家族䛾䜹䝍䝏䡚江戸䛾皆婚䛛䜙㯇澤䛾婚⫱䜎䛷䡚䛃 2017/4/22  㯇澤交友会

神奈川県支㒊 横浜䞉䝟䞊䜽䝩䞊䝹䠄ㅮ演䠅 

6. 㧘橋⨾由⣖ 䛂江戸時代䛾女性䠖子⫱䛶䛸仕事䛃 ❧正大学䝕䝸䝞䝸䞊䜹䝺䝑䝆 2017/10/31 ⱴ䞄崎

市 䠄ㅮ演䠅 

7. 津㇂典子䛂出生率䛸⤖婚䛾動向 䇵少子化䛸未婚化䛿䛹䛣䜎䛷⥆䛟䛛䇵䛃2015/10/9, 2016/10/18, 

2017/10/13  平成 27年度䡚平成 29年度社会保㞀䞉人口問㢟基礎ㅮ座䠄厚生労働⤫ィ協会主催䠅 

8. Dong, Hao and Satomi Kurosu 䇾Missing Girls and Missing Boys: Differential Effects of Post-Marital 

Co-Residence and Household Wealth in Two Japanese Villages, 1716-1870䇿 家族䛾⤒済学研究会 

2016/3/23 一橋大学⤒済研究所 

9. Kurosu, Satomi 䇾㻯㼛㼚㼟㼠㼞㼡㼏㼠㼕㼚㼓㻌 㻮㼕㼓㻌 㻰㼍㼠㼍㻌 㼒㼛㼞㻌 㻶㼍㼜㼍㼚㼑㼟㼑㻌 㻴㼕㼟㼠㼛㼞㼕㼏㼍㼘㻌 㻼㼛㼜㼡㼘㼍㼠㼕㼛㼚㻦㻌 㻯㼔㼍㼘㼘㼑㼚㼓㼑㼟㻌 㼍㼚㼐㻌

Possibilities䇿 䛂数理地理䝰䝕䝸䞁䜾䛻䜘䜛環境人文学䛾展㛤䛃䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥 2016/10/31-11/1 

京㒔大学数理ゎ析研究所 

10. 㧘橋⨾由⣖ 古文書䛛䜙⪃䛘䜛江戸時代䛾村䛸町䠉䠉人口䜢中心䛸䛧䛶䛃 ❧正大学䝕䝸䝞䝸䞊䜹

䝺䝑䝆 2016/9/24 佐㔝市 䠄ㅮ演䠅 
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11. 津㇂典子 䛂出生率䛸⤖婚䛾動向䇵少子化䛸未婚化䛿䛹䛣䜎䛷⥆䛟䛛䇵䛃 2016/12/5 味䛾⣲株式会

♫役員研修 

12. 㧘橋⨾由⣖ 䛂歴史䛛䜙人口䜢⪃䛘䜛䇷㐣去䜒䛒䛳䛯䛄少子化䛅䛸䛭䛾対⟇䇷䛃 ❧正大学䝕䝸䝞䝸䞊

䜹䝺䝑䝆 2015/9/17 㒆山市 䠄ㅮ演䠅 

13. 㧘橋⨾由⣖ 䛂㏆世日本中小㒔市䛾⤒済䛸人口䇷㝣奥国安✚㒆㒆山宿䛸武ⶶ国埼玉㒆⢑壁宿䇷䛃 

2015/4/18 比㍑㒔市史研✲例会 

䠍䠑 䛂㑅定時䛃及䜃䛂中㛫ホ価時䛃䛻付䛥䜜䛯留意事㡯及䜃対応 

䠘䛂㑅定時䛃䛻付䛥䜜䛯留意事㡯䠚 

ヱ当䛺䛧 

 

䠘䛂㑅定時䛃䛻付䛥䜜䛯留意事㡯䜈䛾対応䠚 

ヱ当䛺䛧 

 

䠘䛂中㛫ホ価時䛃䛻付䛥䜜䛯留意事㡯䠚 

ヱ当䛺䛧 

 

䠘䛂中㛫ホ価時䛃䛻付䛥䜜䛯留意事㡯䜈䛾対応䠚 

ヱ当䛺䛧 

 

 

 



䠄様式2䠅

䠍䠒　施設䞉装置䞉設備䞉研究費の支出状況䠄実績概要䠅 䠄千円䠅

121004

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

026,476 18,724

0

0

45,200

45,200

0

0

9,697

0

0

0

0

7,894

0

0

0

9,662

0

0

0 00 0

0 0

26,476 18,724 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

5,782 3,915

5,962 3,700

4,709 3,185

5,735 3,996

0

9,731

0

0

0

0

8,216

0

令
和
元
年
度

研究費

平
成
3
0
年
度

設 備

装 置

設 備

装 置

研究費

研究費

装 置

施 設

設 備

総 計

総

額

研究費

設 備

研究費

平
成
2
7
年
度

施 設

装 置

装 置

施 設

施 設

装 置

平
成
2
9
年
度

施 設

法人番号

寄付金 その他䠄　　　　　　　　　　䠅
受託

研究等

䝥䝻䝆䜵䜽䝖番号 S1591001L

4,288 3,928

設 備

平
成
2
8
年
度

共同研
究機関
負担

年度䞉区分

研究費

支出額 法　人
負　担

私　学
助　成

設 備

施 設
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䠍䠓　施設䞉装置䞉設備の整備状況  䠄私学助成䜢受けたものはすべて記載してください。䠅
䠄千円䠅

※　私学助成に䜘䜛補助事業として行った新増築に䜘䜚、整備前と比較して増加した面積
䟝

䠄千円䠅

䡄
䡄
䡄

䡄
䡄
䡄

䡄
䡄
䡄

䠍䠔　研究費の支出状況研究費の支出状況 䠄千円䠅
  平成 年度

- - -麗澤大学図書館 153176䟝27

䠄 営 繕 費 䠅 270
1,203䠄 䝋䝣䝖料　䠅

研究室扉の新設整備等

研究資料作成䝋䝣䝖
270
1,203

䝥䝻䝆䜵䜽䝖室扉設置、䝟䝛䝹移動
ArcGIS(地理情報䝅䝇䝔䝮䝋䝣䝖)

0

調査䞉研究䞉学会参加、海外研究者招聘
資料検索䝥䝻䜾䝷䝮整備、史料PDF化等

打合せ費用

973

補助主体

積　　算　　内　　訳

補助主体

296 296

䜰　　　䝹　　　䝞　　　䜲　　　䝖　　　関　　　係　　　支　　　出
296

0

設 備 関 係 支 出䠄䠍個又は䠍組の価格が䠑䠌䠌万円未満のもの䠅
䝕䝇䜽䝖䝑䝥䝟䝋䝁䞁2台、䝜䞊䝖䝟䝋䝁䞁1台

研　　　究　　　䝇　　　䝍　　　䝑　　　䝣　　　関　　　係　　　支　　　出

䝫䝇䝖䞉䝗䜽䝍䞊

計

計

973

䝟䝋䝁䞁973

研究補助䝕䞊䝍入力等 296

973

時給850円䠈年間約100時間䠈実人数1人
時給900円䠈年間約236時間䠈実人数1人

6,947

会議費 19

6,947

497
業務委託

19

郵送代、宅配便 3

海外旅費䞉国内旅費
4,318

0
497

0

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出
貴重資料保管用䜻䝱䝡䝛䝑䝖、遮光䜹䞊䝔䞁等

支　出　額

研究資料保管棚等

《施　　設》  䠄私学助成䜢受けていないものも含め、使用してい䜛施設䜢すべて記載してください。䠅

補助金額整備年度

䠄研究装置䠅

《装置䞉設備》　䠄私学助成䜢受けていないものは、主なもののみ䜢記載してください。䠅

研究施設面積 研究室等数 使用者数

稼働時間数装置䞉設備の名称 台　　数型　　番 事業経費 補助金額

事業経費施　設　の　名　称

計

䠄情報処理関係設備䠅

図　　　　書

䝸䝃䞊䝏䞉䜰䝅䝇䝍䞁䝖

䠄　雑  費 䠅

報酬䞉委託料

小  科  目
主　な　使　途

消　耗　品　費
0
3 業者への資料郵送

金　　額

637

研究支援推進経費

637

光　熱　水　費

0

教育研究用機器備品

人件費支出
䠄兼務職員䠅

教育研究経費支出

印刷製本費
旅費交通費

4,318

27

䠄研究設備䠅

整備年度

計

通信運搬費

年　　　度
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䠄千円䠅
  平成 年度

䠄千円䠅
  平成 年度

4,456
0

資料検索䝥䝻䜾䝷䝮整備、史料PDF化等

計 770 770 学内1人

䝫䝇䝖䞉䝗䜽䝍䞊

研究支援推進経費

研　　　究　　　䝇　　　䝍　　　䝑　　　䝣　　　関　　　係　　　支　　　出

䝸䝃䞊䝏䞉䜰䝅䝇䝍䞁䝖 770 文献䝸䝃䞊䝏等研究補助 770 学内1人

図　　　　書
計 133 133

設 備 関 係 支 出䠄䠍個又は䠍組の価格が䠑䠌䠌万円未満のもの䠅

教育研究用機器備品 133 䝟䝋䝁䞁 133 䝜䞊䝖䝟䝋䝁䞁1台

教育研究経費支出 時給1,200円䠈年間約552時間䠈実人数1人

計 1,205 1,205

人件費支出 1,205 研究補助䝕䞊䝍入力等 1,205 時給900円䠈年間140時間䠈実人数1人
䠄兼務職員䠅 時給1000円䠈年間261時間䠈実人数3人

計 5,786 5,786

䜰　　　䝹　　　䝞　　　䜲　　　䝖　　　関　　　係　　　支　　　出

賃 借 料 0 0

䠄 雑　費 䠅 66 会議費 66 打合せ費用

印刷製本費 0 0

旅費交通費 955 海外旅費䞉国内旅費 955 調査䞉研究䞉学会参加、海外研究者招聘

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 6 郵送代、宅配便 6 業者への資料郵送

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 303 研究用書籍、消耗品 303 書籍、䜲䞁䜽等

年　　　度 29

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

研　　　究　　　䝇　　　䝍　　　䝑　　　䝣　　　関　　　係　　　支　　　出

計 0 0
研究支援推進経費

䜰　　　䝹　　　䝞　　　䜲　　　䝖　　　関　　　係　　　支　　　出

計 1,964 1,964

䠄兼務職員䠅

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

䝸䝃䞊䝏䞉䜰䝅䝇䝍䞁䝖

䝫䝇䝖䞉䝗䜽䝍䞊

計 0 0

教育研究用機器備品 0

図　　　　書

設 備 関 係 支 出䠄䠍個又は䠍組の価格が䠑䠌䠌万円未満のもの䠅

䠄 修 繕 費 䠅 279 䝋䝣䝖使用更新料 279

時給1,200円䠈年間約676時間䠈実人数1人
教育研究経費支出

人件費支出 1,964 研究補助䝕䞊䝍入力等 1,964 時給1000円䠈年間約978時間䠈実人数3人

ArcGIS(地理情報䝅䝇䝔䝮䝋䝣䝖)更新
報酬䞉委託料 5,950

䠄 雑  費 䠅 693 会議費 693 打合せ費用

計 7,767 7,767

旅費交通費 793 海外旅費䞉国内旅費 793 調査䞉研究䞉学会参加、海外研究者招聘

賃 借 料 32 会議費 32 会議室借用

通信運搬費 7 郵送代、宅配便 7 業者への資料郵送

印刷製本費 1 看板作成 1 12月国際人口䝉䝭䝘䞊看板作成

12 䝥䝸䞁䝍、䜲䞁䜽

光　熱　水　費 0 0

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

業務委託 5,950 資料検索䝥䝻䜾䝷䝮整備、史料PDF化等

消　耗　品　費 12 研究用消耗品

報酬䞉委託料
䠄 修 繕 費 䠅

4,456
0

業務委託
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䠄千円䠅
  平成 年度

䠄千円䠅
  平成 年度

時給1,100円䠈年間750時間䠈実人数2人

4,273 業務委託 4,273 資料検索䝥䝻䜾䝷䝮整備、入力業務委託等

時給1,200円䠈年間635時間䠈実人数1人

3,630
6

資料検索䝥䝻䜾䝷䝮整備、史料PDF化等
䝟䝋䝁䞁保守費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費

䠄 修 繕 費 䠅 0 0
報酬䞉委託料

報酬䞉委託料
䠄 修 繕 費 䠅

3,630
6

業務委託

計 1,680 1,680 学内䠎人　

䝫䝇䝖䞉䝗䜽䝍䞊

研究支援推進経費

研　　　究　　　䝇　　　䝍　　　䝑　　　䝣　　　関　　　係　　　支　　　出

䝸䝃䞊䝏䞉䜰䝅䝇䝍䞁䝖 1,680 文献䝸䝃䞊䝏等研究補助 1,680 学内䠎人

図　　　　書
計 178 178

設 備 関 係 支 出䠄䠍個又は䠍組の価格が䠑䠌䠌万円未満のもの䠅

教育研究用機器備品 178 䝟䝋䝁䞁 178 䝕䝇䜽䝖䝑䝥䝟䝋䝁䞁2台

教育研究経費支出
計 2,076 2,076

人件費支出 2,076 研究補助䝕䞊䝍入力等 2,076 時給895円䠈年間29.5時間䠈実人数1人
䠄兼務職員䠅 時給923円䠈年間240時間䠈実人数1人

計 5,763 5,763

䜰　　　䝹　　　䝞　　　䜲　　　䝖　　　関　　　係　　　支　　　出

賃 借 料 0 0

䠄 雑　費 䠅 115 会議費 115 打合せ費用

印刷製本費 54 54 展示会用䝫䝇䝍䞊作製

旅費交通費 782 海外旅費䞉国内旅費 782 調査䞉研究䞉学会参加

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 10 郵送代、宅配便 10 業者への資料郵送

529 研究用書籍、消耗品 529 展示会用文房具、書籍等

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 1,610 1,610 学内䠎人

年　　　度 31

䝫䝇䝖䞉䝗䜽䝍䞊

研究支援推進経費

研　　　究　　　䝇　　　䝍　　　䝑　　　䝣　　　関　　　係　　　支　　　出

䝸䝃䞊䝏䞉䜰䝅䝇䝍䞁䝖 1,610 文献䝸䝃䞊䝏等研究補助 1,610 学内2人

図　　　　書
計 258 258

設 備 関 係 支 出䠄䠍個又は䠍組の価格が䠑䠌䠌万円未満のもの䠅

教育研究用機器備品 258 䝟䝋䝁䞁及び䝰䝙䝍䞊 258 䝕䜱䝇䜽䝖䝑䝥䝟䝋䝁䞁1台、䝰䝙䝍䞊1台

教育研究経費支出 時給1,200円䠈年間約602時間䠈実人数1人

計 1,880 1,880

人件費支出 1,880 研究補助䝕䞊䝍入力等 1,880 時給1,000円䠈年間377.5時間䠈実人数1人
䠄兼務職員䠅 時給1,100円䠈年間535.5時間䠈実人数1人

計 5,914 5,914

䜰　　　䝹　　　䝞　　　䜲　　　䝖　　　関　　　係　　　支　　　出

賃 借 料 0 0

䠄 雑　費 䠅 33 会議費 33 打合せ費用

印刷製本費 68 68 製本費

旅費交通費 1,964 海外旅費䞉国内旅費 1,964 調査䞉研究䞉学会参加、海外研究者招聘

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 1 郵送代、宅配便 1 業者への資料郵送

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 212 研究用書籍、消耗品 212 書籍、䜲䞁䜽等

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 30



 

 

 

 

II.   研究成果 

  



 

＊以下に、主要学会報告・学術雑誌論文抜刷、企画セッション、W E B発信をまとめる 

・（＊番号）は研究成果報告書概要（文中の成果記述）に対応する 

・論文についてはオープンアクセスのもののみ添付する 

 

 

<1> アーカイブズの設立と多世代パネルデータベース構築 

 

(1a) 歴史資料のデジタル化 

(1b) 資料全体のメタデータベース構築と検索プログラムの拡充 

(1c) 多世代パネルデータベースの構築・拡充 

1. (*1) 黒須里美 2020（近刊）「麗澤アーカイブズの近世人口経済資料－速水融氏寄贈資料のメタ

データベース構築－」『言語と文明』18(2)  

2. (*2) Kurosu, Satomi, Hao Dong, Miyuki Takahashi, and Akira Hayami 2019 “Constructing Individual-

Level Longitudinal Data for Japanese Historical Population: Challenges and Opportunities.” Social 

Science History Association, November 21-24, Chicago. 
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(2a) 多世代ライフコース分析：時系列データを活用した多層モデルの開発と検証 
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(b) 日本人口学会第68回大会〜Linking Past to Present〜 
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(c) 国際人口学会・国際セミナー 
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2. (*23) プロジェクト資料と成果の一般公開展示・講演会  
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᪂⪺ࡢษࡾᢤࠊࡁ�E�ᡂᯇబᜨᏊẶࠗࡀ 㝕ᒇ᪥グࢆㄞࡴ 㸦࠘㞝ᒣ㛶㸧ࠗ ᗉᒇ᪥グ࡟ぢࡿỤᡞࡢ

ୡ┦࡜ᬽࡋࡽ 㸦࣑࠘࢓ࣦࣝࢿ᭩ᡣ㸧࡛࡝࡞฼⏝ࡓࢀࡉᏲᒣ⸬ࡢᚚ⏝␃ࡸすᯇᐙᩥ᭩㸦⨾⃰ᅜ

す᮲ᮧ㸧᪥グࡢ⣬↝࡜ㄞࡳୗࠋࡿ࠶ࡶ࡝࡞ᩥࡋ�
� ୖグࣜࠊࡕ࠺ࡢࢺࢫ�࡜���ࡣ࡚࠸ࡘ࡟��᪤࡟኱Ꮫᅗ᭩㤋࡟Ⓩ㘓ࠊࢀࡉ฼⏝チྍࢆᚓ࡚㤋ෆ

㜀ぴࠋ�ࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜⬟ྍࡀᮏ✏࡛ᢅࠕ࠺㏆ୡேཱྀ⤒῭㈨ᩱࠖࡣ�����ࡢ��㈨ᩱ࡛3+(3ࠋࡿ࠶

�
�� ����ᖺࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉⓎ㊊グᛕබ㛤࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩሗ࿌᭩ࠗ ㈨ᩱࡀㄒࡿ᪥ᮏࡢேཱྀ࣭ ᐙ᪘࣭ ♫఍࠘

㸦㯮㡲㔛⨾⦅ ������㸧ࠕࡧࡼ࠾Ꮫ㛗ᣵᣜ 㸦ࠖᏛ㛗ᐊ:HEVLWHࠕ�ṔྐேཱྀᏛࡢ࣮ࢼ࣑ࢭ㛤ദࡓ࠶࡟

࡚ࡗ �ࠖ KWWSV���ZZZ�UHLWDNX�X�DF�MS�SUHVLGHQW�SUHVLGHQWV�SUHVLGHQWV����������������KWPO㸧ࠋ㈨ᩱࡢಖ⟶࡜

ᩚ⌮࣭ ⥔ᣢࡢ✲◊࡜Ⓨᒎࡢ㔜せᛶࢆᙉㄪࡓࢀࡉබ㛤ࡢࡑࠊࡣ࡛ࢳ࣮ࣆࢫࡿࡅ࠾࡟࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᐇ

௒ᮧ⛱Ꮫົ㒊㛗ࠊ୰㥴ᖹᖖົ⌮஦⏣ࠊᑠ㔝ᏹဢ๪Ꮫ㛗ࡢᙜ᫬ࡓ࠸ࡔࡓ࠸࡚ࡋࢆ༠ຊ࡚ࡗࡓ࠶࡟⌧

ࣈ࢖࣮࢝࢔ࠕ࡟᪥ᮏ࡛᭱ึࠊᚋࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡆ࠶ࢆ๓ྡ࠾ࡢ࡝࡞ ࡢẸ㛫ࡓࡋᥦၐࢆ⨨タࡢࠖ

Ꮫ⪅ࠊࡀ㯇⃝኱Ꮫࡢ๰❧⪅ࠊᘅụ༓஑㑻࡛ࢆ࡜ࡇࡓࡗ࠶ ����ᖺࡢேཱྀᏛ఍኱఍࡚࣍ࡋ࡜ᰯࢺࢫ

௓⤂ࡀࣈ࢖࣮࢝࢔୰࡛ᮏࡢ㛵㐃ࡢ࡜ேཱྀᏛ࡜㯇⃝኱Ꮫࠊࢀࡽ࡭㏙ࡀ୰ᒣ⌮Ặ࡚ࡋ࡜Ꮫ㛗ᣵᣜࡢ

�㸦KWWSVࡓࢀࡉ��ZZZ�UHLWDNX�X�DF�MS�SUHVLGHQW�VPLOH���������������KWPO㸧ࠋ�
���Ⓩ㘓ࡣ࡚࠸࠾࡟ᅗ᭩㤋⫋ဨࡢⓙࡢࡲࡉከ኱ࡈ࡞༠ຊࢆᚓࠋࡓ�ࡣ��ேཱྀ㈨ᩱ௨እᩥྂࡴྵࡶ᭩

�ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ㏵సᡂูࡀࢺࢫࣜࠊ࡛



㯇⃝ࡢࢬࣈ࢖࣮࢝࢔㏆ୡேཱྀ⤒῭㈨ᩱ�
㸫㏿Ỉ⼥Ặᐤ㉗㈨ᩱࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢱ࣓ࡢᵓ⠏㸫�

㯮� 㡲� 㔛� ⨾�

㸫���㸫�

ࠊβࡣ࡛ ࢆ໬ࣝࢱࢪࢹ࡜⌮ⓗ㈨ᩱᩚ⌮≀ࡓࡋ࡜୰ᚰࢆ㛛࣭ேูᨵᖒ᐀ࠊᚓ࡚ࢆእ㒊㈨㔠࡞ࠎ

㐍ࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࠊࡵᵓ⠏ࢆࢱ࣮ࢹࡢࡑࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ฼⏝ࡓࡋேཱྀ࣭ᐙ᪘࣭⤒῭ࡢ㛗ᮇⓗ

࣮ࢹࢱ࣓࡜ෆᐜࡢ㏆ୡேཱྀ⤒῭㈨ᩱࡎࡲࠊࡣ௨ୗ࡛ࠋࡓࡁ࡛ࢇ⤌ࡾྲྀ࡟✲◊ᅜ㝿ẚ㍑࡜✲◊

⌮ᩚࢆ฼⏝ἲ࡜⛬సᡂ㐣ࡢ࡚࠸ࡘ࡟࣒ࣛࢢࣟࣉ⣴᳨࡟ḟࠋࡿࡍ⌮ᩚࢆ⦌⤒ࡢᵓ⠏ࢫ࣮࣋ࢱ

⏝฼ࢆ㈨ᩱ࡜ㄢ㢟ࡢࣈ࢖࣮࢝࢔࡟ࡾࢃ࠾ࠋࡍ♧ࢆ཰㞟≧ἣࡢ㈨ᩱࡿ࠿ࢃࡽ࠿ࢱ࣮ࢹ㞟ィࠊࡋ

�ࠋࡿࡍ㆟ㄽࢆᛶ⬟ྍࡢᒎ㛤✲◊ࡓࡋ

�
��� �㏆ୡேཱྀ⤒῭㈨ᩱ�

㏆ୡேཱྀ⤒῭㈨ᩱࡢ୰ᚰࠊࡣ���� ᖺ௦ࡽ࠿㏿Ỉ⼥Ặ࡚ࡋ࡜ࢡ࣮࣡ࣇ࢖ࣛ࡟ࡉࡲࡀ཰㞟ᩚ

⌮ศᯒࠕࡓࡁ࡚ࡋ᐀㛛࣭ேูᨵᖒ࡛ࠖ ࡓࡗ࡞࡟࡟⾲௦✲◊ࡀỈ⼥Ặ㏿ࡣࡃከࡢࡑࠋ�ࡿ࠶ ࡘ�
ࡓࡗ⾜࡟ᣐⅬࢆ៞᠕⩏ሿ኱Ꮫࠊࡣࡘ୍ࡎࡲࠋࡿࡼ࡟㈨ᩱ཰㞟࡞኱つᶍࡿࡼ࡟ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢ

����ᖺࠕࡢ㏆ୡேཱྀྐᩱㄪᰝ࡛ࠖࠋࡿ࠶஧ࠊࡣ┠ࡘ���������ᖺᗘ࡟ி㒔ࡢᅜ㝿᪥ᮏᩥ໬◊

ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࢔ࢩ࣮ࣛࣘࠕࡓࢀࢃ⾜࡟ᣐⅬࢆ࣮ࢱࣥࢭ✲ 㸦ࠖᩥ㒊┬⛉Ꮫ◊✲㈝๰ᡂⓗᇶ♏◊

✲࣭᪂ࣟࣉ㸧࡛ࡢㄪᰝ཰㞟࡛ࠋࡿ࠶���� ᖺ௦ᚋ༙ࡢ㈨ᩱ཰㞟⤖ᯝ࠺⿵ࢆᙧ࡛ᗈ⠊ᅖ࡟ᆅᇦ

ࡓࢀࡉ࡞ࡀດຊࡿࡍ⨶⥙ࢆ ����ᖺ௦ࡢ཰㞟㈨ᩱࡢヲ⣽ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟㨣㢌ᏹẶ࣮࡚ࣘࡗࡼ࡟

�ࠋ�ࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ࡜ࡲ࡟ሗ࿌᭩ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࢔ࢩࣛ
� ᐀㛛࣭ேูᨵᖒࡣ᪥ᮏࡿࡅ࠾࡟๓㏆௦ࡢேཱྀ࣭ᐙ᪘࡟✲◊ࡢ฼⏝ࡿࢀࡉ㈨ᩱ࡛ࠋࡿ࠶⌧ᅾ

ᆅᇦࠊグ㘓࡛࡞࠺ࡼࡓࡏࢃྜࢆែ⤫ィືࡢ࡝࡞ື⛣ฟ⏕࣭Ṛஸ࣭࡜ᅜໃㄪᰝ㸦㟼ែ⤫ィ㸧ࡢ

ࠊࡽ࠿࡜ࡇࡴྵࡶᣦᶆ㸦ᣢ㧗࣭∵㤿ᩘ➼㸧῭⤒࡞ඞ᫂ࡘ࠿ࠊࡋṧᏑࡀグ㘓ࡢẖᖺࡣ࡚ࡗࡼ࡟

ᐙ᪘ࡓࡋ⏝฼ࢆ࡝࡞㸦ᩍ༊⡙෉ࢱ࣮ࢹࡢすḢࡿ࠶ᮏᐙ࡛ࡢṔྐேཱྀᏛࡣࡉᐩ㇏ࡢෆᐜࡢࡑ

᚟ඖ㸧ࠋྡࡄࡢࡋࢆ ㈗㔜࠺࠸࡜ࡿࡏ┤ぢࢆṔྐࡽ࠿ࢺ࣓ࣥࣗ࢟ࢻ࣭࣐࣮ࣥࣗࣄࡢᗢẸ࠸↓ࡶ

ࡣỈ⼥Ặ㏿ࠊ࡜ࡿ࠶࡛ࠖ⏘໬㑇ᩥࠕࡢࡘ୍ࡣ㈨ᩱ࡞ ����ᖺࡢᬽ࡟ࢀᛴ㏽ྍࡢࡑ࡛ࡲࡿࢀࡉ

⬟ᛶࢆㄒࡓࡁ࡚ࡅ⥆ࡾ㸦㏿Ỉ ����������㸧ࠋ�
� �᐀㛛ᨵᖒࢺࢫࣜ࢟ࠊࡣᩍྲྀ࡟ࡵࡓࡢࡾࡲ⥾ࡾᐶᩥ ��ᖺ㸦����㸧ࡢࡑ࡟సᡂࡀ඲ᅜⓗ࡟࿨

�㸦㏿Ỉࡿࢀࡉ࡜ࡓࢀࡽࡌ ࡚ࡋᒓ࡟ᑎࠊࡵࡓࡿ࠶࡛ࡵேཱྀᨵࠊࡾ㏻ࡢ๓ྡࡣேูᨵᖒࠋ�����

ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᥖ㍕ࡀ᝟ሗࡢᵝྠࡰ࡯࡜㛛ᨵᖒ᐀ࡣ௨እࢀࡑࠊࡀ࠸࡞ࡣ᝟ሗࡢ㛛᐀࠺࠸࡜ࡿ࠸

ྐᩱసᡂࡢ᪉ἲ࡜ṧᏑ≧ἣࡣ࡟ᆅᇦᕪࠕࠊࡾ࠶ࡀ⌧ఫᆅࠖࠕ࡜ᮏ⡠ᆅࠖࡢࢀࡎ࠸ࡢ᝟ሗࢆ♧

➹୍ࠕࠊ࠿ࡢࡿ࠶࠸ࡽࡃࡢ࡝ࡀࢀ₃ࡢグ㘓ࡓࡵྵࢆஙᗂඣṚஸࠊ࠿ࡿ࠸࡚ࡋ ࡢグ㘓࠺࠸ࠖ࡜

༢఩ࡀୡᖏ࡝࡞ࠊ࠿࠺࡝࠿ࡿ࠸࡚ࡋ♧ࢆᵝྐ࡞ࠎᩱࡢ≉ᚩࡸไ⣙ࡢ࡬ὀពࡀᚲせ࡛ࡋࠋࡿ࠶

�
���᐀㛛࣭ேูᨵᖒࡢ௚ࠊࡶ࡟ቑῶᖒࠊ஬ே⤌ᖒࠊ㏦ࠊ≦ࡾ᪥グࡢ࡝࡞⏬ീ㈨ᩱࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵࡶ�
��ࠗ᭱⤊ሗ࿌᭩࠘㸯��ṔྐேཱྀᏛࡢ㡯┠ࡢ ��� ྐᩱ཰㞟ཧ↷࡟≉ࠋ㔜Ⅼࡓࢀ࠿⨨ࡀす᪥ᮏࡢ཰㞟

ࣟࣉேཱྀ࣭ᐙ᪘ྐ࢔ࢩ࣮ࣛࣘࠕࡣሗ࿌ࡢࡽࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ࡜ࡲ࡚ࡗࡼ࡟ᮧᒣ⪽Ặࡣ࡚࠸ࡘ࡟

ࢺࢡ࢙ࢪ ࡋࠖ࡜ �࡚ �ᨾ�὾㔝₩Ặ࡚ࡗࡼ࡟ ����ᖺ࡛ࡲ㛵す኱Ꮫ࠸࡚ࢀࡉ⌮⟶࡛ୖࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࡢ

࣒࣮࣌࣍ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊㯇⃝኱Ꮫேཱྀ࣭ᐙ᪘ྐࠊࡣᅾ⌧ࠊᚓ࡚ࢆ஢ᢎࡢ㛵す኱Ꮫ࡜㑇᪘ࡈࠋࡓ

�ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜⬟㜀ぴྍࠊࡋ⾜⛣࡟ࢪ࣮ KWWS���ZZZ�IO�UHLWDNX�X�DF�MS�SIKS�HDS�MDSDQHVH���KWP�



ゝㄒ᫂ᩥ࡜� ➨ �� ᕳ � ྕ� ���� ᖺ � ᭶�

㸫���㸫�

ࡘࡢୡᖏࠊࡎࡽ࡞ࡳࡢ⏕୍ࡢಶேࠊࡣᩱྐࡃ⥆࡟㛗ᮇ࡛࡝࡞┴ᒱ㜧ࠊ┴㛗㔝ࠊ┴ᓥ⚟ࠊࡋ࠿

኱᭱ࢆࡾࡀ࡞ �ୡ௦࡛ࡲ㏣ࠋྠࡿ࠶࡛⬟ྍࡶ࡜ࡇ࠺ ࠊࡶ࡚࡭ẚ࡜ᩱྐࡢ࢔ࢪ࢔ᮾࡢᡞ⡠ᆺࡌ

�ࠋ㸦'RQJ�����㸧ࡿ࠸࡚࡛⚽ࡣಙ㢗ᗘ࡜ヲ⣽ᗘࡢࡑ

� ࡅ࡞ࢀࡉඹ᭷ࡣㄢ㢟ࡢ㠃࡛ࡢ⏝฼ࡸಖᏑࠊ࡛ࡢࡿ࠶㈨ᩱ࡛ࡘᣢࢆෆᐜࡓࢀඃ࡟࠺ࡼࡢࡇ

6'%ࠊ↝⣬ࡣ㈨ᩱࠊࡾ㏻ࡓࡋ♧࡟ඛࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀ ࡿ࠸࡚ࢀࡉ⣬፹య࡛ಖᏑ࡞ࠎᵝࠊ࡝࡞

ࠊ࣐࡜ࡢࡶ ᖖࡀຎ໬ࡣ࡚࠸ࡘ࡟࣒ࣝ࢕ࣇࣟࢡ࢖࣐࡟≉ࠋࡓࡗ࠶࡛࡝ࢇ࡜࡯ࡀ࣒ࣝ࢕ࣇࣟࢡ࢖

࡜࣒ࣝ࢕ࣇࣟࢡ࢖࣐ࠊ࡚࠸࠾࡟ᇶ┙ᙧᡂ஦ᴗࠋࡓࡁ࡚ࡗ࡞࡜ၥ㢟࡟ 㐍ࢆ໬ࣝࢱࢪࢹࡢ6'%

㯇⃝኱Ꮫࠊࡶࡽࡕ࡝ࠋ�ࡓࡗ࡞࡜ᨵၿࡢ୧㠃࡛ࡢຠ⋡໬ࡢ⌮⟶࡜ಖᏑࡣࡢࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡵ

ᅗ᭩㤋ࠕࡢ㈗㔜᭩฼⏝つ⛬ࠖࠊࡾ๎࡟฼⏝⏦ㄳࠊ࡛ୖࡓࡋࢆᅗ᭩㤋 ࡢ(� 3)+3ᐊ᳨࡛⣴ࡀ

ࠊ࢜ࡣ࡚࠸ࡘ࡟⏝฼ࡢ↝⣬ࡸീྐᩱ⏬ࠊࡓࡲࠋࡿ࠶ഛ୰࡛ᩚ࡟࠺ࡼࡿࡁ࡛ ࡬⪅ᡤⶶࣝࢼࢪࣜ

ࡣ࡟ᇶᮏⓗࡣ㏆ୡேཱྀ⤒῭㈨ᩱࠋࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀὀព࡛ࡢࡿ࠶ࡶሙྜ࡞ᚲせࡀࢺࢡࢱࣥࢥࡢ

බⓗ㈨㔠ࢆ฼⏝࡚ࡋ཰㞟ᩚ⌮ࠊࡾ࠶࡛ࡢࡶࡓࡋᡂᯝ࡚ࡋ࡜බ㛤ࡀཎ๎࡛ࠊࣉࡢࡢࡶࡿ࠶ ࢖ࣛ

�ࠋ�࠸ࡓࡋព␃ࢆ࡜ࡇࡿ࠶ࡀࡢࡶࡿࢃ㛵࡟ⴭసᶒ࣭ᡤ᭷ᶒࡧಖㆤཬ࣮ࢩࣂ

�
�㸬㏆ୡேཱྀ⤒῭㈨ᩱ࣓ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢱసᡂ⤒⦋�
� ࠶࡛ࢺࢫࣜࡓࢀࡉసᡂ࡚ࡗࡓ࠶࡟㉗ᐤࡀỈ⼥Ặ㏿ࠊࡣࡢࡓࡗ࡞࡜ᇶࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢱ࣓

ࢆ཰⣡ሙᡤࡢ㈨ᩱࡣ3࡛+(3ࠊࡵࡓࡓࡗ࠶ከᵝ࡛ࡶ፹యࠊࡾ࠶࡛ᩘ࡞኱⭾ࡣᐤ㉗㈨ᩱࠋ�ࡓࡗ

⣣௜࠺࠸࡜ࡿࡅ┠ⓗ᳨࡛ࠕ⣴࣒ࠖࣛࢢࣟࣉసᡂࡓࡋࢺ࣮ࢱࢫࡀ�㧘ᶫ⨾⏤⣖ࡢ⪅✲◊ඹྠࠋ

�
♧࡛✏ᮏࠊࡣࣝ࢖࢓ࣇࣝࢱࢪࢹࡢ㈨ᩱࠊࡓࡲࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡅࢃࡓࡁ໬࡛ࣝࢱࢪࢹࡀ඲࡚ࠊࡋ࠿ࡋ 6

 ࠋ࠸࡞࠸ࡣ࡚ࡅ⣣࡙࡟ࡢࡶࡢࡑࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢱ࣓ࡍ
ࠊྐ࡚࠸ࡘ࡟チྍࡢീධຊ⏬ࡸ⟶⛣ࡢ⣬↝〇ᮏ࡟ᚋ༙ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࢔ࢩ࣮ࣛࣘ�� ᩱᡤⶶ⪅ࡢ࡬ၥ

ࠋྐࡓࢀࡉ࡞ࡀഛᩚࡢࡵࡓࡢ㈨ᩱඹ᭷ࠊࢀࢃ⾜ࡀࡏࢃྜ࠸ ᩱᡤⶶᶵ㛵ࡢ⪅⌮⟶ࡿࡅ࠾࡟஺᭰ྐࡸ

ᩱࡢಶேᡤ᭷⪅ࡢṚཤࠊࡾ࠶ࡶ࡝࡞ၥࡀࡏࢃྜ࠸㞴ࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡃࡋሙྜࡶከࡢࡇࠋ࠸Ⅼࡣཎྐᩱ

๎࡟᪉㔪ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࢔ࢩ࣮ࣛࣘࡣ3࡛+(3ࠋࡿ࡞࡜ၥ㢟࡞ࡁ኱ࡣ࡚ࡗ࡜࡟⪅✲◊ࡿࡍ⏝฼ࢆ

࡚ࡋ࡜ᡂᯝ✲◊ࡓࡋ࡜ࢫ࣮࣋ࢆࡽࢀࡇࠊࡎࢃ⾜ࡣ㈚ฟࠊࡋὀព࡟࠸ᢅࡢཎྐᩱ㸦⏬ീ࣭⣬↝㸧ࡾ

%'6 ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢱᮏ࣓࡟࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀ⏝ά✲◊ࠊ࠸ἢ࡟ពྥࡈࡢỈ⼥Ặ㏿ࠊ࡚࠸ࡘ⏝฼ࡢ

సᡂࢆᚰ࡟6'%ࠋࡿ࠸࡚ࡅࡀ㛵ࡢୖ✲◊ࡿࡍၥ㢟ࡣ㯮㡲㸦����㸧ཧ↷࢙ࢪࣟࣉ࢔ࢩ࣮ࣛࣘࡓࡲࠋ

࡞ࡀࡳヨࡢ⏝఍࡛ඹྠ฼✲◊ࡿࡍ࡜⾲௦ࢆⴠྜᜨ⨾ᏊẶ࡛࣮ࢱࣥࢭ✲◊ᅜ㝿᪥ᮏᩥ໬ࠊᚋࢺࢡ

㸦᳃ᮏ࣭ᖹ஭࣭ࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ࡜ࡲࡀヲ⣽ࡢ࡛ࡲ໬ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡽ࠿཰㞟ࡢࡑ࡜ෆᐜࡢ㈨ᩱࠊࢀࡉ

ᑠ㔝 ����㸧ࠋ�
࡟᝟ሗ࡞ᐅⓗ౽ࡢࡵࡓࡿࡍ⏝฼࡟✲◊ṔྐேཱྀᏛࠊࡃ࡞ࡣ᭩ㄅ᝟ሗ࡛ࠖࠕࡿࡺࢃ࠸ࠊࡵࡓࡢࡑ��

�ࠋࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀὀពࡣ࡟࡜ࡇࡓࡁ࡚ࢀࡉ⌮ᩚ
���సᡂึᮇẁ㝵࡟ᇶ┙◊✲�$��+���+��ᵓ㐀ⓗせᅉࡢࡑ࡜ேཱྀኚືࡿࡼ࡟㛗ᮇⓗどⅬࠕ� 㸦ࠖ௦⾲��

ὠ㇂඾Ꮚ��ศᢸ��㯮㡲㔛⨾㸧ࠊᇶ┙◊✲�%���+���+��⏝฼ࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹṔྐேཱྀᏛࡢ㏆ୡ᪥ᮏࠕ�

ẚ㍑ᆅᇦศᯒࡓࡋ 㸦ࠖ௦⾲��὾㔝�₩��ศᢸ��㯮㡲㔛⨾㸧ࡢᨭ᥼ࠋࡓࡅཷࢆ�



㯇⃝ࡢࢬࣈ࢖࣮࢝࢔㏆ୡேཱྀ⤒῭㈨ᩱ�
㸫㏿Ỉ⼥Ặᐤ㉗㈨ᩱࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢱ࣓ࡢᵓ⠏㸫�

㯮� 㡲� 㔛� ⨾�

㸫���㸫�

Ặ㸦❧ṇ኱Ꮫ⤒῭Ꮫ㒊ᩍᤵ㸧ࡢ༠ຊࢆᚓࠊᐇ㉁ⓗ࡞సᴗࡣ ୰ࢆᣢ⏣ᩄᏊẶࡢࣇࢵࢱࢫ3+(3

ᚰࡢࡇࠋࡓࡗ࡞⾜࡟㸳ᖺ㛫ࠊࡣᇶ┙ᙧᡂ஦ᴗ࡚ࡋ࡜ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢱ࣓࡟ࡽࡉࠊ࡚ࡋ࡜⎔୍ࡢ

ᣑ඘࣭࡚ࡗᣢࢆⓗ┠ࡢ Ⓨᒎࠋࡓࡁ࡚ࡏࡉලయⓗࠊࡣ࡟�D�⭾኱ࡢᩘ࡞㈨ᩱࡢຠ⋡Ⰻ࠸ᡤᅾᢕᥱࠊ

�E�ྛᮧࡢసᴗ㐍ᤖ≧ἣྍࡢど໬ࠊ�F�◊✲⪅࡟ࢬ࣮ࢽᛂࡃ࡭ࡿ࠼ᆅᇦࡸᖺᩘ࡝࡞᮲௳ࢆタᐃ

�ࠋࡓࡁ࡚ࡗᅗࢆᨵၿ࡟୰ᚰࢆ㸱Ⅼ࠺࠸࡜ࠊ㏣ຍࡢ⣴᳨ࡓࡋ
� ࠊβࡎࡲࠋࡿࡍ⌮ᩚ࠿ࡘࡃ࠸ࢆⅬࡓࡗ࡞࡟ၥ㢟࡚ࡗࡓ࠶࡟సᡂࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢱ࣓ ㈨ᩱ࡞ࠎ

࡟㛛࣭ேูᨵᖒ᐀ࡢཎྐᩱࠊࡋ࠿ࡋࠋࡿ࠶ᮧྡ࡛⏫ࡀࡢࡿ࡞࡜㸦୺࣮࢟㸧࣮࢟ࡿࡅ㛵㐃௜ࢆ

グ㍕ࡿ࠸࡚ࢀࡉᮧྡ࡟⤫୍ᛶࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡅࢃࡿ࠶ࡀ⦋ᗘ⤒ᗘࡌྠࡀᆅⅬࡢᮧ࡛ࡶ࡚ࡗ࠶␗

⤫ࡢᮧࠋࡿ࠶ࡶሙྜࡿࢃኚࡀ⛠ྡࡢᮧ࡚ࡗࡼ࡟సᡂ᫬ᮇࠊࡸሙྜࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜Ꮠ⾲グ₍ࡿ࡞

ᗫྜࠊࡤࢀ࠶ࡶ᫬௦࡚ࡗࡼ࡟ᅜྡࡸ㒆ྡࡶ㐪ࡿ࠶ࡶ࡜ࡇ࠺㸦౛ࠊ⚟ᓥ┴ࡴྵࢆᅜྡࡀỤᡞ᫬

௦࡛ࡣ㝣ዟᅜ᫂ࡀࡔ἞ᮇࡣ࡟ᒾ௦ᅜ࡛࡝࡞ࡿ࠶㸧࡞࠺ࡼࡢࡇࠋṔྐ㈨ᩱ≉᭷ࡢၥ㢟࡞࡛ࡅࡔ

࡚ࡋ௓ࢆᡭࡢ⪅ᨭ᥼✲◊ࡸ⪅ゎㄞࡽ࠿ཎྐᩱࠊࡃ 㸰ḟศࡽ࠿ࡇࡑ࡟ࡽࡉࠊࢀࡉసᡂࡀ6'%

ᯒ㈨ᩱ㸦౛ࡤ࠼ ,76��)5)㸧ࢆసᡂࡿࡍሙྜࠊ࡟ᮏ᮶ࡢᮧྡ࡛ࠊࡃ࡞సᴗ࡛ୖࡿࡍࢆ౽ᐅⓗ࡟

⡆␎໬࡚ࢀࡉ౑ࡓࡁ࡚ࢀࢃᮧྡ࡛᭩ࠋࡿ࠶ࡶࡢࡶࡿ࠸࡚ࢀ࠿�
� ��ࠊ࡟ࡽࡉ ᖺ௨ୖࠊ࡚⤒ࢆࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢᩘ「ࡿࡓࢃ࡟㛗ᖺࡢ㈨ᩱ཰㞟ࡿࢀࡉࡀ⌮ᩚ࡜

㝿ࠊ࡟ᇶᮏⓗࠗࡣ࡟ᪧ㧗ᪧ㡿ྲྀㄪᖒ 㸦࠘ᮌᮧ♏ᰯゞࠊᮾிᇽฟ∧ࠊ����㸧࡚ࡋ࡟ࢫ࣮࣋ࢆ⾜

ࠋࠗࡓࡗ࠿࡞ࡣ࡛ࡅࢃࡓ࠸࡚ࢀࡉసᡂࡀ⾲ࢻ࣮ࢥࡓࡋ୍⤫ࡶࡋࡎᚲࠊࡢࡢࡶࡓ࠸࡚ࢀࢃ ᪧ㧗

ᪧ㡿ྲྀㄪᖒ ࡚࠸ࡘ࡟ᮧྡ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉグ㍕࡟ヱᙜ᭩ࠊ࡜ᙧᘧࡿࢀධࢆࢻ࣮ࢥᏐᩘ࡟ᮧྡࡢ࠘

࡞࡜ᇶᮏࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ⣴᳨࡛ࡇࡑࠋࡓ࠸࡚ࢀࢃ⾜ࡀ᭦᪂ࡢᙧᘧ࡛ࡴ㎸ࡁ᭩࡟㏵⣬፹యูࡣ

ࢺࢫᆅྡࣜࠕࡿ ᪧࠕࡢṔྐẸ᪘༤≀㤋ࠋࡓࡗ࡞࡟࡜ࡇࡃ๭ࢆ᫬㛫࡜ປຊࡢࡾ࡞࠿࡟సᡂࡢࠖ

㧗ᪧ㡿ྲྀㄪᖒࢆࠖࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹཧ⪃ࠊࡋྜ↷࡚ࡋ࡟ᮧྡࡢࢻ࣮ࢥ࡜ぢ┤ࡀࡋᅗࡑࠋ��ࡓࢀࡽ

ࡢࠗ┴ྛࡣ࡚࠸ࡘ࡟ᮧ࠸࡞ࡁ࡛ྜ↷࡛ࡇ ᪥ᮏṔྐᆅྡయ⣔ 㸦࠘ᖹซ♫ᆅ᪉㈨ᩱ࣮ࢱࣥࢭ㸧ࡸ

⌧ᅾࡢᕷ⏫ᮧࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥ࢖ࡢ᝟ሗࢆ฼⏝࡚ࡋ☜ㄆ㏣ຍࡓࠗࡲࠋࡓࢀࢃ⾜ࡀ ᪧ㧗ᪧ㡿ྲྀㄪᖒ࠘

ࠊࠗࡣ࡟ᇶᮏⓗࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟⏫㒔ᕷ࣭࠸࡞ࢀࢃᢅࡣ࡛ 㒆༊⏫ᮧ୍ぴ 㸦࠘ෆົ┬ᆅ⌮ᒁ㸧ࢆᇶ

6'%ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟⏫࠸࡞࡟ぴ୍ࠊࡋ࠿ࡋࠋࡿ࠸࡚ࡋ࡟‽ సᡂࡢከࢆࡃᡭ᥃ࡓࢀࡽࡅᡂᯇబ

ᜨᏊẶࡀసᡂࡓࢀࡉᡭ᭩ࢆࢺࢫࣜࡢࡁゎㄞࡀ⌮ᩚࡓࡋᚲせ࡟ࡽࡉࠋࡓࡗ࡞࡜ᡤᅾᆅ࠿ࢃࡢ

ࡼࡢࡇࠋࡓࢀࡉ࡞ࡶㄆ☜ࡢ࡝࡞࠿࠸࡞ࡀ࠸㛫㐪ࡳㄞ࡚ࡗᡠ࡟ཎྐᩱࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ᮧ⏫࠸࡞ࡽ

࡚ࡗࡓ࠶࡟ࡿࡍᆅᅗ໬ࠊࡋ࠿ࡋࠋࡓࡁ࡚ࡋ᏶ᡂࡀࢺࢫᆅྡࣜࠊ࡚⤒ࢆసᴗ࡞኱࡛↹㞧⭾࡞࠺

ሙྜ࠸ࡋ㞴ࡀࡢࡿࡍẚᐃࢆᗘ⤒ᗘ⦌ࠊࡶ࡚ࡋุ᫂ࡀᮧྡࠊࡵࡓࡿ࠸࡚ࡋ⏝฼ࢆᆅᅗࡢᅾ⌧ࡣ

ࠊ᳨ࡾࡲࡘࠋ��࠸ከࡶ ⣴ࡿ࡞࡜࣮࢟ࡢᆅ 㸦ྡᅜ࣭㒆࣭⏫ᮧྡ㸧ࠊࡾ࡞࡟࣮࢚ࣛ࡜࠸࡞ࡋ⮴୍ࡀ

�
���� ṔྐẸ᪘༤≀㤋ࠕᪧ㧗ᪧ㡿ྲྀㄪᖒࡣࠖࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ KWWSV���ZZZ�UHNLKDNX�DF�MS�XS�

FJL�ORJLQ�SO"S SDUDP�N\XG�GEBSDUDPࠋ↹㞧ࡢࡽࢀࡇ࡞సᴗࡣ࡚࠸ࡘ࡟ ụ⿱⌮Ꮚ⳥ࡢࣇࢵࢱࢫ3+(3

Ặࡓࡲࠊᙜ᫬ �ࠋࡓࡗ࠿࡞ᚓࡋ࡞ࡣ࡟ࡋ࡞ᑾຊࡢ㧗ᶫ⣧ᏊẶࡓࡗ࠶࡛ࣇࢵࢱࢫ3+(3
����㈨ᩱヱᙜᆅࡢ⦋ᗘ⤒ᗘẚᐃࡣ࡚ࡗࡓ࠶࡟ᆅᇦ࣭◊✲ࢺࢫࢩ࢔஦ົᡤࡢ࡬ጤクࠊ࡜㛗ᒸ⠜Ặࡢ

༠ຊࢆᚓࠋࡓヲ⣽ࡣ㯮㡲࣭㛗ᒸ࣭㧘ᶫ㸦����㸧ࡧࡼ࠾ࠊᮏྕࡢ㛗ᒸ࣭㯮㡲࣭㧘ᶫཧ↷ࠋ�



ゝㄒ᫂ᩥ࡜� ➨ �� ᕳ � ྕ� ���� ᖺ � ᭶�

㸫���㸫�

᳨⣴⏝࡟ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹධࠋ࠸࡞ࡽ⌧ᅾࡢ⦋ᗘ⤒ᗘࠊ࡜࠸࡞ࡋ⮴୍࡜ᆅᅗୖࠋ࠸࡞ࡁ࡛♧⾲࡟

ࠊ᳨ࡶ࡟௚ࠋ࠸࡞ࡀࡾࢃ⤊ࡣ࡟᭦᪂࡜ࢡࢵ࢙ࢳ࣮࢚ࣛࡵࡓࡢࡑ ⣴ࡾࡼࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉຠ⋡ⓗ࡞

฼⏝ྐࡢࡵࡓࡢᩱศ㢮㡯┠ࡸ⌮ᩚࡢ㈨ᩱࢆά⏝ࡓࡋ◊✲ㄽᩥࡶ⌮ᩚࡢసᡂ୰࡛ࠋࡿ࠶�
� ᵝ࡞ࠎㄢ㢟ࠊࡽࡀ࡞ࡳ⤌ࡾྲྀ࡟ᮏࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ᭦᪂ࠋ��ࡿ࠸࡚࠸⥆ࡀ᏶⎍ࢆࡢࡶ࡞┠ᣦ

ᆅᅗᶵࡣᅾ⌧ࠋࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀែᗘ࡞ᰂ㌾࠺࠸࡜ࡃ࠸࡚ࡋಟṇ᭦᪂ࡽࡀ࡞ࡋ⏝฼ࠊࡃ࡞࡛ࡢࡍ

ࡣᮏ✏ධ✏᫬Ⅼ࡛ࠋࡿ࠸࡚ࡁ࡚ࡗ࡞࡟᪉࠸౑࡞ỗ⏝ⓗࡾࡼ࡚ࡵྵࡶ⬟ᶵ♧⾲ࣇࣛࢢ㞟ィࠊ⬟

௨ୗ࡟⤂௓᳨ࡿࡍ⣴ࡣ࣒ࣛࢢࣟࣉ 3)+3ෆ࡛ࡢ฼⏝ࠊࡀࡿ࠶࡛⬟ྍࡀ㏆᳨ࣥ࢖ࣛࣥ࢜ࠎ⣴ࡶ

ࢆ⦌⤒ࡢ࡛ࡲࢀࡇࡓࡗࡲࡌࡣࡽ࠿ࢺࢫࣜ㉗ᐤࡢỈ⼥Ặ㏿ࠋࡿ࠸࡛ࢇ㐍ࡀഛᩚࡃ࡭ࡍ࡟⬟ྍ

ᛮࠊࡤ࠼᫬㛫ࡢࡢࡶࡓࡗ࠿࠿ࡣ኱࡞ࡁᡂᯝ࡜ゝࠋࡿ࠼�

�

�㸬㏆ୡேཱྀ⤒῭㈨ᩱ᳨࣓ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢱ⣴ࣛࢢࣟࣉ �࣒
� ᮏ⠇࡛ࠊ࣓ࡣ ࣟࣉ⣴᳨࡚࠸ࡘ࡟ෆᐜ࡞୺ࠊ࠿ࡿ࠸࡚ࢀࡉ⌮ᩚ࠺࡝ࡀෆᐜࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢱ

㠃㸦ᅗ⏬ࡢ࣒ࣛࢢ ���㸧᳨ࠋࡍ♧ࡽࡀ࡞ࡋ♧⾲ࢆ⣴ࠊࡣ࡜࣒ࣛࢢࣟࣉ㸦ᰴ㸧ࢿࣛࣉ࣒ࢸࢫࢩ

࠶࡛࣒ࢸࢫࢩHE᳨⣴:ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢱ㏆ୡேཱྀ⤒῭㈨ᩱ࣓ࡓࡁ࡚ࡋ㛤Ⓨ࡚ࡋጤク࡟ࢺࢵ

ࡢ࣒ࢸࢫࢩᤄධࢱ࣮ࢹ࡜࣒ࢸࢫࢩHE᳨⣴:ࠋ��ࡿ ࡢࢱ࣮ࢹࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉᵓᡂࡽ࠿⬟ᶵࡢࡘ�

Ⓩ㘓࣭᭦᪂ࡣ ([FHO࡛‽ഛ࡟ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢆࡢࡶࡓࡋⓏ㘓ࡿࡍ᪉ᘧࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡜ࢆ�
� ᅗ ࡚ࢀࡉసᡂࡀ6'%ࠊᏳ✚ࠖ㒆࡛ࠕࠊᒾ௦ࠖᅜࠕࠊ࡚ࡋ࡜౛ࠋࡿ࠶⣴⏬㠃᳨࡛ࡢ㈨ᩱࡣ�

ᅗ࡚ࡋ࡜⣴⤖ᯝ᳨ࡢࡑࠋࡿࡍ⣴᳨ࢆᮧࡿ࠸ ㈨ᩱྛ࡚࠸ࡘ࡟ᮧ⏫ࡢࢀࡒࢀࡑࠋࡿࢀࡉ♧⾲ࡀ�

㒆ࡤ࠼౛ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ♧ࡀ࠿ࡿ࠶ࡀఱᖺศࡣ࡚࠸ࡘ࡟㧗▼ࠊ6'%ࠊ↝⣬ࠊീ⏬ࡓࡲࠊ↓᭷ࡢ

ᒣୖ⏫ࡣ࡟ ���ᖺศࠊ࣒ࣝ࢕ࣇࣟࢡ࢖࣐ࡢ���ᖺศ6'%ࡢ㸦ᩚ⌮⏝ࡢಶே␒ྕ௜㸧ࠊ���ᖺ
ศࡢ▼㧗᝟ሗࡀᏑᅾࡓࡲࠋࡿ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿࡍᅜᅵᆅ⌮㝔ࢫࣅ࣮ࢧࡢ�KWWS���ZZZ�JVL�JR�MS��ࢆ
฼⏝࡚ࡋ �⏫ᮧࡀᆅᅗୖࠊࢀࡉ♧࡟⦋ᗘ⤒ᗘ⾲ࡣ࡛ࡇࡇࠋࡿࢀࡉ♧ࡀⓑᆅᅗࡢ౛࠸࡚ࡋ♧ࢆ

�ࠋࡿ࠶࡛⬟ྍࡶ♧⾲ࡢᶆ‽ᆅᅗ࡛ࡴྵࢆ࡝࡞⥙஺㏻ࡸ┿෗ᫍ⾨ࡢᅾ⌧ࠊࡀࡿ
� 㸷ࡢࡘ⏫ᮧࠊࡽ࠿㒆ᒣୖ⏫ࢆ㑅ᢥࠊ࡜ࡿࡍ㈨ᩱࡢ≀⌮ⓗᡤᅾྛ࡜ᖺ᝟ሗࡢ᭷↓ࡉࢺࢫࣜࡀ

㸦ᅗࡿࢀ �㸧ࠋ㒆ᒣୖ⏫ࡢ㈨ᩱࡣ ����ᖺ㸦ᐆỌ �㸧ࡽ࠿ ����ᖺ㸦᫂἞ �㸧࠾࡚ࡋ⥆⥅࡛ࡲ

ࡢ࣒ࣝ࢕ࣇࣟࢡ࢖࣐ࡿ࠸࡚ࡗධࡀேูᨵᖒࡢᖺࡢࡑࠊ࡜ࡪ㑅ࡘ୍ࢆ࿴ᬺᖺࡢࢺࢫࣜࡢࡇࠊࡾ

ࡉࠋ㸧ࡋ࡞ᥖ㍕ࡢ㸦ᅗࡿࢀࡉ♧ࡀ㒆ᒣᕷṔྐ㈨ᩱ㤋㸧ࡣሙྜࡢࡇᡤⶶ⪅㸦ࡢᩱྐࠊࡸࢻ࣮ࢥ

ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ᮧ⏫ࡓࢀࡉධຊࡀேูᨵᖒ࡟࠺ࡼࡢ⏫㒆ᒣୖࠊࡀࡿ࠶ࡣヨ㦂ⓗẁ㝵࡛ࡔࡲࠊ࡟ࡽ

ேཱྀ࣭ୡᖏࡢ᥎⛣ࡍ♧ࢆᶵ⬟ࡶ㏣ຍࡓࡋ㸦ᅗ �㸧ࠋ�
� ᅗ � ࡇ࠺࠸࡜ᩘࡢୡᖏ࡜ேཱྀࡿ࠿ࢃࡽ࠿ேูᨵᖒࡶ࡛ࡲࡃ࠶ࠊࡣࡢ࠸ࡓࡋὀព࡚࠸ࡘ࡟

ࡢ㣚㤡ࡢኳ᫂ࡣேཱྀࠋࡿ࠶࡛࡜ ���� ᖺ௦ᚋ༙࡜ኳಖࡢ㣚㤡ࡢ ���� ᖺ௦ᚋ༙࡟኱࡞ࡁῶᑡ

ࡋቑ኱ࡀேཱྀ࡚ࡗ࠿ྥ࡟ᖥᮎࡣ࡚ࡋ࡜ഴྥࡢ඲యࠊࡋᚋᅇ᚟ࡢࡑࠊࡀࡿ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡓࡗ࠶ࡀ

�
��� �ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⥆⥅ࡀධຊࡢࡑࡸ6సᡂ'%ࡶ௨㝆ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࢔ࢩ࣮ࣛࣘࡣ3࡛+(3
࣭⌮㈨ᩱᩚࠕ��� ᳨⣴࣒ࣛࢢࣟࣉ 㸦ᰴ㸧ࡾࡓࢃ࡟㛗ᖺࡽ࠿᫬ࢺ࣮ࢱࢫ3+(3ࠊࡣ࡚ࡗࡓ࠶࡟㛤Ⓨࡢࠖ

�ࠋ࠸ࡓࡋឤㅰ࡚ࡋグࠋࡓ࠸ࡔࡓ࠸ࢆ༠ຊࡈ࠸᰿Ẽᙉ࡟஭ᬗẶ▼ࡢࢺࢵࢿࣛࣉ࣒ࢸࢫࢩ



㯇⃝ࡢࢬࣈ࢖࣮࢝࢔㏆ୡேཱྀ⤒῭㈨ᩱ�
㸫㏿Ỉ⼥Ặᐤ㉗㈨ᩱࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢱ࣓ࡢᵓ⠏㸫�

㯮� 㡲� 㔛� ⨾�

㸫���㸫�

ࡣ࡟ලయⓗࠋࡿ࠸࡚ ����ᖺࡢ ��ࡽ࠿� ����ᖺࡢ ࡣேཱྀࠊ࡛ࡲ����� �ಸࠋࡓࡗࡀୖࢀ⭾࡟

���ࠊ����ᖺࠊ����ᖺࠊࡤ࠼౛ࠊࡋࡔࡓ�ᖺࠊ����ᖺࡣࢡ࢖ࣃࢫࡢᐇ㝿ࡢேཱྀࡢኚ໬࡛࡞ࡣ

�ࠋࡿ࠸࡚ࡋ♧ࢆ࡜ࡇ࠸࡞࠸࡚ࡋᏑᅾ࠿ࡋ㒊୍ࡀ㈨ᩱࠊࡃ
�
�

�

�
ᅗ �� ࣛࢢࣟࣉ㸸㈨ᩱ᳨⣴ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢱ࣓ �࣒



ゝㄒ᫂ᩥ࡜� ➨ �� ᕳ � ྕ� ���� ᖺ � ᭶�

㸫���㸫�

�

�
��⦋ᗘ࣭⤒ᗘ ��௳�
����������������ᒾ௦�Ᏻ✚��㒆ᒣୖ⏫�஧ᮏᯇ⸬���������������������������
����������������ᒾ௦�Ᏻ✚��㒆ᒣୗ⏫�஧ᮏᯇ⸬���������������������������
����������������ᒾ௦�Ᏻ✚��᪥ฟᒣᮧ�஧ᮏᯇ⸬�����������������������������
����������������ᒾ௦�Ᏻ✚��➲ཎᮧ�஧ᮏᯇ⸬�����������������������������
����������������ᒾ௦�Ᏻ✚��∦ᖹᮧ�஧ᮏᯇ⸬�����������������������������
����������������ᒾ௦�Ᏻ✚��኱ᵳᮧୖ⏫�஧ᮏᯇ⸬�����������������������������
����������������ᒾ௦�Ᏻ✚��኱ᵳᮧୗ⏫�஧ᮏᯇ⸬�����������������������������
����������������ᒾ௦�Ᏻ✚��ୗᏲᒇᮧ�஧ᮏᯇ⸬�����������������������������
����������������ᒾ௦�Ᏻ✚��㥖ᒇᮧ�஧ᮏᯇ⸬�����������������������������
�

ᅗ �� ᳨⣴⤖ᯝ㸯㸸ᒾ௦ᅜᏳ✚㒆%'6ࢆᣢࡘ⏫ᮧࡢヲ⣽᝟ሗ࡜ᆅᅗ�



㯇⃝ࡢࢬࣈ࢖࣮࢝࢔㏆ୡேཱྀ⤒῭㈨ᩱ�
㸫㏿Ỉ⼥Ặᐤ㉗㈨ᩱࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢱ࣓ࡢᵓ⠏㸫�

㯮� 㡲� 㔛� ⨾�

㸫���㸫�

�

ᅗ �� ᳨⣴⤖ᯝ �㸸ᒾ௦ᅜᏳ✚㒆㒆ᒣୖ⏫ࡢ㈨ᩱᡤᅾྛ࡜ᖺ᝟ሗ�

�

�
ᅗ �� ேཱྀ࡜ୡᖏࡢᖺḟ᥎⛣㸸㒆ᒣୖ⏫ࡢ౛�
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㸫���㸫�

�㸬㏆ୡேཱྀ⤒῭㈨ᩱ࣓ࡍ♧ࡀࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢱṔྐேཱྀᏛࡢㄢ㢟ྍ࡜⬟ᛶ�
� ୖグ࡛ࡣᒾ௦ᅜᏳ✚㒆ࡢࡑ࡚ࡋࡑࠊෆࡢ㒆ᒣୖ⏫ࡢ࡚࠸ࡘ࡟౛ࠋࡓࡁ࡚ࡋ♧ࢆᑐ㇟ࡿ⤠ࢆ

᳨⣴ࠊ୍ࡀࡓࡋࢆ ᪉࡛ࠊ඲యࢆᢕᥱࠊ᳨࡟ࡵࡓࡿࡍ ⣴ࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉ฼⏝ࠊࡋᆅᅗ࣮ࢹࢱ࣓ࢆ

㸦ᅗࡓࡗ࡞࡟࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡶ࡜ࡇࡿࡍసᡂࡽ࠿ࢫ࣮࣋ࢱ �㸧ࠋ���
� ࡃ඲࡜ᆅᇦࡿ࠸࡚ࡋ㞟୰ࡢ཰㞟㈨ᩱࠊ࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍど໬ྍ࡚࠸ᥥ࡟ᆅᅗ࡟࠺ࡼࡢࡇ

࣮ࢹᏛ㝿ⓗࡣ࡜ࡇࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍウ᳨ࢆࢡࢵࣆࢺࢳ࣮ࢧࣜࠊࡸᆅᇦ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ࣮ࣂ࢝

ࢆࢺ࣮ࣕࢳࡢ㈨ᩱ⥅⥆ᖺࡓࡋ♧࡛⏫㒆ᒣୖ࡟ඛࠊࡓࡲࠋࡿ࠶㐍Ṍ࡛࡞ࡁ኱ࡢ࡚ࡅྥ࡟ඹ᭷ࢱ

඲࡚ࡢ⏫ᮧ࡛ࠊᖺẖࠊᅜẖࠊ㒆ẖ࡟㞟ィࡓࡗ࡞࡟࠺ࡼࡿࡁ࡛♧⾲ࢆࡢࡶࡓࡋ㸦ᅗࡢᥖ㍕ࡋ࡞㸧ࠋ

ࠊ௒ᚋࠊࡣ㸧ࡾ࠿᝟ሗ㸦ᡭ᥃࠺࠸࡜࠿ࡢࡿ࠸࡚ࢀࡉṧࡀேཱྀ⤒῭㈨ᩱ࡟ᆅᇦࡢ࡝ࡢ᫬௦ࡢ࡝

Ꮫ㝿ⓗඹྠ◊✲࡛ୖࡃ࠸࡚ࡗ࡞⾜ࢆ㔜せ࡛ࠋࡿ࠶�

�

�

�
ᅗ �� ㈨ᩱ཰㞟ᆅᇦᆅᅗ�

�
཰࡟ᐊࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢ࣮ࢱࣥࢭ✲◊ᅜ㝿᪥ᮏᩥ໬ࡀỈ⼥Ặ㏿ࠊ᫬௦ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࢔ࢩ࣮ࣛࣘ���

㞟ࡓࡋ⏫ᮧࡢ఩⨨ࡓࡋ♧ࢆᆅᅗࢆᥖࡢࢇࡉࡃࡓࠋࡓ࠸࡚ࡆ㉥࠸⹸ࡀࣥࣆⓑᆅᅗ࡚ࢀࡉ่࡟ୖࡢ

ᅗࡀࡢࡓࡋ໬ࣝࢱࢪࢹࢆࢀࡑ࡟ࡉࡲࠊࡀࡓࡗ࠶࡛ࡢࡶࡓ࠸ �ࠋࡿ࠶࡛�



㯇⃝ࡢࢬࣈ࢖࣮࢝࢔㏆ୡேཱྀ⤒῭㈨ᩱ�
㸫㏿Ỉ⼥Ặᐤ㉗㈨ᩱࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢱ࣓ࡢᵓ⠏㸫�

㯮� 㡲� 㔛� ⨾�

㸫���㸫�

� ṔྐேཱྀᏛ࡛ࡲࢀࡇࡣ࡛✲◊ࡢ㛗ᮇࡿࡍ⥆⥅࡟Ⰻ㉁ࡀࢱ࣮ࢹ࡞୰ᚰⓗ࡟฼⏝ࠊࢀࡉᾏእ

ẚ㍑◊✲ࡢᑐ㇟ࡓࡁ࡚ࡗ࡞ࡶ࡟�%HQJWVRQ��&DPSEHOO��HW�DO��������7VX\D��:DQJ��HW�DO��������/XQGK��
.XURVX��HW�DO�� ࡘࠊࡶ࡚ࡃ࡞࠸࡚ࡋ⥆⥅࡟㛗ᮇࠊࡤࢀ࠼ኚࢆ᪉ἲࡸどⅬࡢศᯒ࡟ࡽࡉࠋ�����

ᥥࢆୡᖏᵓ㐀ࡸேཱྀࠊࡶ࡚ࡗ࠶㛛࣭ேูᨵᖒ࡛᐀࠸࡞࠸࡚ࡋ⥆⥅࠿ࡋᮇ▷ࡣࡓࡲࠊ༢ᖺࡾࡲ

㸦౛㸸㯮㡲࣭㔠ぶࡶ࡜ࡇ࠺㏣ࢆ␗ᕪ࡞ᆅᇦⓗ࡛࡜ࡇࡃ ����㸧ྠ࡟ࡽࡉࠊᒃඣἲ㸦ୡᖏࡢẕፉ

ᚋ᪉᥎ィࡢฟ⏕ຊࡓࡗ౑ࢆ᪉ἲ㸧ࡿࡍ᥎ィࢆ⋠⏕ฟ࡚ࡋ᥎ィࢆ⋠Ṛஸࡢ⪅୧ࠊࡏࡉࢳࢵ࣐ࢆ

ṔྐேཱྀࡢすḢࠊࡣ㏆ᖺ࡛ࠋ㸦౛㸸'UL[OHU�����㸧ࡿࡁ࡛ࡶ࡜ࡇ࠺㏣ࢆ⛣᥎ࡢฟ⏕ຊࡽ࠿࡝࡞

Ꮫ㈨ᩱࡣࡽ࠿ධᡭᅔ㞴ࡿࢀࡉ࡜ᆅ⌮ⓗ⛣ື᝟ሗࢆά⏝ࡓࡋ◊✲㸦㯮㡲࣭㛗ᒸ࣭㧘ᶫ� ������
ᮏྕࡢ㛗ᒸ࣭㯮㡲࣭㧘ᶫ㸧ࠊࡸୡᖏࡢᣢ㧗ࢆ฼⏝ࡓࡋᚨᕝ㎰Ẹ♫఍ࡢ㈨⏘ศ㓄ࡢ◊✲㸦.XPRQ�
������᭷ᮏ࣭㯮㡲 ����㸧ࡢ࡬ࢡࢵࣆࢺࢳ࣮ࢧࣜ࠸࡞࡟࡛ࡲࢀࡇࠊ࡝࡞ά⏝ࡶ㐍ࠋࡿ࠸࡛ࢇ௒

ᚋࡾࡼࡀࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢱ࣓ࡢࡇࠊከࡢࡃ฼⏝⪅࡟┠ࡢゐࠊ࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿࢀ㏆ୡேཱྀ⤒῭㈨

ᩱࡢᵝ࡞ࠎ฼⏝౯್ࡳ⏕ࡀฟࠋ࠺ࢁࡔࡿࢀࡉ�
� ⌧ᅾࠊᮾࡸ࢔ࢪ࢔Ḣ⡿ࡿࡍ࡜ࡵࡌࡣࢆṔྐேཱྀᏛࡀ⪅✲◊ࡢṔྐேཱྀྲྀ࡟ࢱ࣮ࢹࢢࢵࣅ

ࠋྠࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡟ࢇ┒ࡀ✲◊ඹྠࡓࡵྵࢆศᯒἲࡸࢳ࣮ࣟࣉ࢔࠸ࡋ᪂ࠊࡳ⤌ࡾ ᫬ࠊ࡟᪥ᮏᅜ

ෆࡣ࡚࠸࠾࡟βࠊ ࠸࡚ࡵጞࡾࡀ⧄ࠊࡳ⤌ࡾྲྀ࡟ᵓ⠏ࡢࢱ࣮ࢹࢢࢵࣅṔྐࡀ⪅✲◊ࡢศ㔝࡞ࠎ

3+(3ࠋ��ࡿ ࣮ࢹࡶ⪅✲◊ࡢᆅ㟈ࡸẼೃྂࡢᅜෆࠊࡃ࡞࡛ࡳࡢ⪅✲◊Ṕྐேཱྀࡢᾏእࠊࡶ࡟

ࠊࡋ⏝άࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹᮏࡀ⪅✲◊ⱝᡭ࡞᭷ᮃࡢ⏺ୡࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋ᮶ゼ࡚ࡗᣢࢆ㛵ᚰ࡟ࢱ

ᅜ㝿ⓗホ౯ࢆᚓ࡚ࠋ��ࡿ࠸ࡶṔྐேཱྀᏛࣈ࢖࣮࢝࢔㸦㯇⃝ࢬࣈ࢖࣮࢝࢔㸧ࡾࡼࡀᏛ㝿ⓗᅜ㝿

ⓗ⯙ྎ࡛ᩥࠕࡢࡑ໬㑇⏘ࠖࡢ࡚ࡋ࡜౯್ࢆⓎ᥹࡛ࡿࡁ᫬ᮇࡀ฿᮶ࠋࡿ࠸࡚ࡋ�

�

�
�

�
���౛ࠊࡤ࠼ேᩥᏛ࣮࢜ࢱ࣮ࢹࣥࣉඹྠ฼⏝ࠕ࣮ࢱࣥࢭṔྐࠖࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࢱ࣮ࢹࢢࢵࣅ

㸦KWWS���FRGK�URLV�DF�MS�KLVWRULFDO�ELJ�GDWD�㸧ࠋ�
���౛ࡤ࠼'RQJ�+DRࡣ㯇⃝ࡢࢬࣈ࢖࣮࢝࢔Ṕྐேཱྀࢆࢱ࣮ࢹ฼⏝ࠊ࡚ࡋ㤶 ⛉ᢏ኱Ꮫࡢ༤ኈㄽᩥ

ࠋࡓࢀࡉ⏝᥇࡚ࡋ࡜࣮ࢱࢡࢻࢺࢫ኱Ꮫ࡛࣏ࣥࢺࢫࣥࣜࣉ⡿ᅜ࡚ࢀࡽࡵㄆࡀㄽᩥࡢࡑࠋࡓࡋ᏶ᡂࢆ

⌧ᅾࡣᮾࡢ࢔ࢪ࢔ⱝᡭṔྐேཱྀᏛ⪅ࡶ࡚ࡋ࡜ㄆ㆑ࠊࢀࡉ໭ி኱Ꮫࡢ෸ᩍᤵࠊࡾ࡞࡜㯮㡲ࣛࢥࡢ࡜

������RQJ�DQG�.XURVX'�ࡓࢀࡉ⏝᥇࡟Ꮫ⾡㞧ㄅ࠸㧗ࡢᅜ㝿ⓗホ౯ࡀㄽᩥࣥࣙࢩ࣮ࣞ࣎�'RQJ�HW�DO��

༤ኈㄽᩥ㸦࡚͆ࡋ⏝฼ࢆࢱ࣮ࢹ㧗▼ࡢࢬࣈ࢖࣮࢝࢔ᮏࡣබᩥㆡࠋ����������� 5LFK�(XURSH��3RRU�$VLD��

+RZ�:HDOWK�,QHTXDOLW\��'HPRJUDSK\�DQG�&URS�5LVNV�([SODLQ�WKH�3RYHUW\�RI�3UH�,QGXVWULDO�(DVW�$VLD�������

����´㸧ࢆᥦฟࡋ (FRQRPLF�+LVWRU\�$VVRFLDWLRQ࡛ࡢඃ⚽࡞༤ኈㄽᩥ�QRQ�86�RU�&DQDGLDQ�ࡿࢀࡽ㉗࡟

$OH[DQGHU�*HUVFKHQNURQ�3UL]H �KWWSV�ࡓࡋ㈹ཷࢆ��HK�QHW�HKD�SUL]HV�HFRQRPLF�KLVWRU\�DVVRFLDWLRQ�SUL]HV�

DQG�DZDUGV��ࢽ࣮ࢥ࣎ࡢࣀ࣑࣭ࣛ࢔ࣜࢱ࢖ࠋ኱Ꮫ࡛࣏ࠊࡾ࡞࡜࣮ࢱࢡࢻࢺࢫḟᖺᗘࡣࡽ࠿ 7RXORXVH�

,QVWLWXWH�RI�$GYDQFHG�6WXGLHV࡛࣏ࡿ࡞࡜࣮ࢱࢡࢻࢺࢫணᐃ࡛ࠊ◊✲༠ຊࡀ௒ᚋࠋࡿࡍ⥆⥅ࡶ�



ゝㄒ᫂ᩥ࡜� ➨ �� ᕳ � ྕ� ���� ᖺ � ᭶�

㸫���㸫�

ཧ⪃ᩥ⊩�
�
᭷ᮏᐶ࣭㯮㡲㔛⨾� ������㏆ห�ࠕᚨᕝ᪥ᮏ㎰ᮧࡢ㈨⏘ศ㓄㸸஧ᮏᯇ⸬ோ஭⏣ᮧ����������ᖺ�

������࠘✲◊῭⤒ᶫ኱Ꮫ⤒῭◊✲ᡤ୍ࠗࠖ࡟஦౛ࢆ������ �
㯮㡲㔛⨾ࠕ�����㛗ᮇ࣑ྥືࡿࡄࡵࢆࢱ࣮ࢹࣟࢡ㸸ṔྐேཱྀᏛ◊✲ࡢ⯙ྎ⿬ࠖࠗேཱྀᏛ◊

✲࠘����������
㯮㡲㔛⨾࣭㔠ぶ┿⌮Ꮚ� ఍⤒῭㝵ᒙᕪࠥᖥᮎ⥔᪂♫࡜ᆅᇦᕪࡿぢࡽ࠿ᐙ᪘࡜፧⤖ࠕ�����

ᮇ�ᆅᇦࡢẚ㍑ࠥࠖ㯇⃝኱Ꮫ⣖せ� ��㸸������
㯮㡲㔛⨾࣭㧘ᶫ⨾⏤⣖࣭㛗ᒸ⠜� ࣮ࣜࢺࢫࣄື⛣ࡿࡍ᚟ඖࡽ࠿࠘ࢱ࣮ࢹ࢚ࣝࣅࢨࠗࠕ����

ࠥ㏆ୡᗢẸࡢேཱྀ⛣ື◊✲㈨ᩱࠥ �ࠖࠗゝㄒ࠘᫂ᩥ࡜�������±����
㏿Ỉ⼥� ����ࠗṔྐேཱྀᏛ஦ጞࡲࡃࡕ࠘ࡵ᪂᭩�
㏿Ỉ⼥� �����ࠗṔྐேཱྀᏛࡢୡ⏺࠘ᒾἼ᭩ᗑ�
᳃ᮏ୍ᙪ࣭ᖹ஭ᬗᏊ࣭ᑠ㔝ⰾᙪ� ⴠྜᜨ⨾Ꮚࠖࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ࡜㈨ᩱࡢṔྐேཱྀᏛࠕ����

㸦⦅㸧ࠗᚨᕝ᪥ᮏࡢᐙ᪘࡜ᆅᇦᛶíṔྐேཱྀᏛࡢ࡜ᑐヰí࠘➨��❶� �᭩ᡣ࢓ࣦࣝࢿ࣑
%HQJWVVRQ��7RPP\�DQG�&DPHURQ�&DPSEHOO�DQG�-DPHV�/HH�HW�DO�������Life under Pressure: Mortality 

and Living Standard in Europe and Asia, 1700-1900��&DPEULGJH��0$��7KH�0,7�3UHVV��
'RQJ��+DR��&DPHURQ�&DPSEHOO��6DWRPL�.XURVX��:HQ�6KDQ�<DQJ�DQG�-DPH�=��/HH��������³1HZ�

6RXUFHV�IRU�&RPSDUDWLYH�6RFLDO�6FLHQFH��+LVWRULFDO�3RSXODWLRQ�3DQHO�'DWD�IURP�(DVW�$VLD�´�
Demography����������������

'RQJ��+DR�DQG�6DWRPL�.XURVX��������³3RVWPDULWDO�5HVLGHQFH�DQG�&KLOG�6H[�6HOHFWLRQ��(YLGHQFH�
IURP�1RUWKHDVWHUQ�-DSDQ������������´�Demographic Research����������������

'RQJ��+DR��0DWWHR�0DQIUHGLQL��6DWRPL�.XURVX��:HQVKDQ�<DQJ��DQG�-DPHV�=��/HH��������³.LQ�DQG�
%LUWK�2UGHU�(IIHFWV�RQ�0DOH�&KLOG�0RUWDOLW\��7KUHH�(DVW�$VLDQ�3RSXODWLRQV������������´�
Evolution and Human Behavior�����������������

'UL[OHU��)DELDQ������Mabiki: Infanticide and Population Growth in Eastern Japan, 1660-1950.�
%HUNHOH\��8QLYHUVLW\�RI�&DOLIRUQLD�3UHVV��

.XPRQ��<X]XUX������³7KH�'HHS�5RRWV�RI�,QHTXDOLW\�´�Mimeo.�
/XQGK��&KULVWHU��6DWRPL�.XURVX��HW�DO��������Similarity in Difference: Marriage in Europe and Asia 

1700-1900��&DPEULGJH��0$��7KH�0,7�3UHVV��
7VX\D��1RULNR�2���:DQJ�)HQJ��*HRUJH�$OWHU��-DPHV�/HH��HW�DO��������Prudence and Pressure: 

Reproduction and Human Agency in Europe and Asia, 1700-1900��&DPEULGJH��0$��7KH�0,7�
3UHVV��

�



1 
 

Draft 2019/11/17 
 
 
 
 
 
 
 

Constructing Individual-Level Longitudinal Data for Japanese Historical Population: 
Challenges and Opportunities 

 
 
 
 
 
 
 
 

Satomi Kurosu, Reitaku University 
Hao Dong, Peking University 

Miyuki Takahashi, Rissho University 
Akira Hayami, Reitaku University (Prof. Emeritus) 

 
Correspondence skurosu@reitaku-u.ac.jp 

 
 
 

Paper presented at the annual meeting of Social Science History Association, Session 113 

“Development of Longitudinal Historical Data”, November 22, 2019, Chicago. We would like to 

thank Saeko Narimatsu and all the current and former project members who contributed in 

collecting, transcribing, and organizing old documents as well as in entering and cleaning the data 

sources. This research was supported by “Longitudinal Study of Population, Economy, and Family: 

Construction of Multigenerational Panel Database” Ministry of Education, Culture, Sports, Science 

and Technology-Supported Program for the Strategic Research Foundation at Private Universities 

(No. S1591001L); and Grant-in-Aid for Scientific Research (B), Japan Society for the Promotion of 

Science (No.15H03139). 



2 
 

Introduction 

 

The construction of individual-level longitudinal data for early modern Japan has opened up arrays of 

possibilities for investigating the demographic behavior of commoners in the Tokugawa era (1603-

1868).  Japanese historical demography has come a long way since Akira Hayami’s application of the 

method of family reconstitution to a Japanese household registers in the late 1960s. We discuss 

the development of Japanese longitudinal data: How Hayami’s collection of historical records---

Shumon/Ninbetsu Aratame-cho (religious/population survey during Tokugawa era), those which he 

called “treasure of humankind,” were transcribed, put into a format linking manually annual 

individual/household information,  were digitized in various databases, and finally put together into a 

multigenerational database. Recent progress in data expansion and data-driven research have 

substantively improved our ability to not just study population and family history in early modern 

Japan, but also to compare with other East Asian and European populations, as well as to contribute 

to other social and natural science disciplines. Since 2015, more than one hundred thousand life 

histories are linked for over 50 villages. In some villages, we can follow up to 8 generations for 

lineages spanning 1716-1870. We review the data by examining linkage and some basic statistics, 

discuss its strength and how it could advance the understanding of people's lives through the analysis 

of behavior and organization of individuals, married couples, and households. 

 

The first section of this paper introduces sources used for the studies of Japanese historical 

demography and how they were collected. The second section discuss a long way to database 

construction that took place in the last 20 years. The third section shows a recent development in the 

database construction and the review of data. The last section deals with current research and the 

challenges we face. 

 

Sources  
 

(1) Shumon-aratame-cho (SAC) and Ninbetsu-aratame-cho (NAC) 1 

The primary sources for the studies of historical demography are Shumon-aratame-cho and Ninbetsu-

aratame-cho (hereafter, SAC and NAC). The SAC was a religious investigation initiated in 1638 by 

the Tokugawa government as a measure to prevent the entry and spread of Christianity (Hayami 1979; 

Cornell and Hayami 1986). The quality, dates of compilation, and availability of SAC vary depending 

on the village, domain, and region.2 NAC is a population register, sprang out of land surveys. The 

 
1 Part of this section is based on Kurosu (2002). 

2 The old Tokugawa domain (tenryo) as well as the domains, which suffered population decline (e.g. 
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contents are similar to SAC except NAC usually exclude information on religious affiliation of 

individual villagers. Instead, they tend to have detailed information on population de facto. However, 

it is not easy nor practical to distinguish the two as the term SAC and NAC are often used together in 

the title of the documents (Shumon-ninbetsu-aratame-cho). Both are household registers based on the 

annual survey and basically included name, age, sex, relationship to household head.3 However, there 

were differences in the level of detail in documents based on local government practice. For some 

domains, SAC was not always done every year. For other domains, only those after certain ages were 

registered (e.g. after age15 for Maeda domain, after age 8 for Kishu and Hiroshima domains).4 The 

more detailed listings include origins and destinations of migrants with reasons (e.g. marriage, 

adoption, service) as well as household landholdings. For instance, NAC of some northeastern villages 

(e.g. Niita, Shimomoriya, Minamisugita) provide detailed information on migration and land 

transaction (lease/rent). It might be due partly to the suffer they experienced from population decline 

and dwindling economic output during the eighteenth century. According to the survey compiled by 

Hayami, some of the best sources, in terms of its quality and length (continuing more than one century 

with very few years missing in-between) come from some villages in Nihonmatsu domain (current 

Fukushima prefecture) and Mino province (current Gifu prefecture). These are one of the first areas 

where longitudinal databases are constructed (see below). 

 

Because of these differences of locality in the investigation, at least a couple of questions require 

attention before researchers try to utilize SAC/NAC: whether a single group of people listed in these 

sources is actually a family or household; and whether or not the persons listed actually resided in the 

locality. There is a general consensus to conduct observations of the unit described as ie ikken (one 

household) in the original documents as a unit of household. Yet caution is necessary for the type of 

SAC which records a legally domiciled (de jure) rather than the resident population (de facto) of the 

household. Hayami raises two examples of this problem in earlier studies: Nakahara in Smith’s study 

(1977) and Nishikata in Hanley and Yamaura’s work (1977). The SAC they used can contain excess 

numbers of elderly persons; for example, they out-migrated and possibly died elsewhere but they are 

still listed in their households of origin. This can produce higher estimates of life expectancy. Careful 

 
northeastern area) tended to maintain better and more detailed records compared to other domains.  
3 The documents available today are copies of the SAC/NAC village officials kept in hands after 

submitting them to local lords. They kept the copy in order to add annotations for changes (e.g. birth, 

death, marriage, service) that would occur until the next survey. These annotations provide valuable 

information of vital records. 

4 Also, we have to be careful to include different bindings of SAC records to cover one village 

population in case the village kept SAC separately for each Buddhist sect. 
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observation of the source is required to avoid such problems. In some good household registers, both 

de jure and de facto populations are distinguishable. In those cases, de jure information can be of 

interest in understanding who was considered “household members.” Also, some households in the 

register without current residents may indicate the existence of household/land ownerships being 

maintained by non-current residents (e.g. being at service elsewhere) and also suggest that someone 

else (often their relatives or neighborhood members, Gonin-gumi) were taking care of them (Arimoto 

and Kurosu 2020).  

 

Yet another problem inherent in the “annual” household registers is the omission of events that 

happens between the surveys. This is important for demographic calculations. Timing of marriage, for 

example, cannot be determined as clear as parish registers. If one comes into a household with an 

annotation of “enduke” (marriage), the person and his/her partner can be recognized as married 

sometime between the two surveys. What can be more serious is the omission of infant deaths. If one 

is born and die in-between the surveys, his/her birth/death may not be recorded. Both NAC/SAC 

records have to be used with these cautions in mind. Nevertheless, NAC/SAC records are considered 

much better compared to other household registers in East Asia in terms of its length, detail, and the 

coverage of female population (Dong et al. 2015a).  

 

(2) Other sources 

There are numerous sources that are useful to supplement or check information in SAC and NAC. The 

most often used are Kainin-kakiage-cho (KKC) and Kakocho (KC). KKC was a survey of pregnancy 

introduced in the area known for the practice of infanticide and abortion. They tracked pregnancies 

and their outcomes to prevent abortion and infanticide. KC is a register of deaths carried by Buddhist 

temples and it continues today. The content varies but it primarily records information about deceased 

including names, dates of deaths, and posthumous Buddhist names. Just like parish registers, KKC 

and KC only recorded events and did not provide population at risk. In the ideal case, we would be 

able to overcome the problem of infant mortality by matching KKC/KC (events) and SAC/NAC 

(population at risk) but it is rare to find both types in the same locality.5  

 

Other sources that are often used to compliment information in SAC/NAC are Zogen-cho (ZGC) and 

Hokoninuke-cho (HC). ZGC recorded migratory movements related to villagers with the details of 

who, to/from where and for what reason. HC was a register of servants (hokonin) that showed the 

contract including type of service and length. If ZGC and HC were available, they can be matched 

with SAC and NAC to either check the content or to supply additional information. 

 
5 Tsuya and Tomobe (1998) is one rare example of fertility studies that matched SAC and KKC data. 
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All these sources we described so far are surveys and registrations for commoners (e.g. peasants, 

fishermen, merchants) that consisted the majority of population in the 17th to early 19th century. 

Tokugawa period was a highly stratified society and the elite bureaucrats and administrators during 

the Tokugawa era (Samurai class) were not included in these surveys. Their residences were 

segregated from commoners as well. For the study of elites, genealogies can be used although they are 

not as abandoned like Korea and China (Campbell and Kurosu 2018: 53-54). 6   

 

It is worth adding that there were few cases of cross-marriages and upward social mobility of 

commers to the elite class. For example, out of 150-year NAC observation in Niita, a northeastern 

rural village, there were 3 cases (2 individuals and 1 family) whose records were terminated in the 

household registers because they were promoted to an elite class by marrying into or hired by 

Samurai households.7 Also, in Niita, a different historical document8 suggests that there were about 

15 individuals who were given last names and allowed to carry swords (Motomiya-cho-shi 2000: 

481-482) ---two important privileges of elites. A careful cross-check with Niita NAC showed that 

they did indeed change their names but were not excluded from the NAC. 

 

 (3) Collection and organization of SAC/NAC before computer age 

The collection of SAC and NAC was initiated and lead by Akira Hayami in the late 1960-80s. It 

involved locating/finding SAC/NAC, contacting the holder, getting permission, and microfilming the 

materials. The sources were found in various places including national/local archives and libraries, 

city offices, and private homes. The microfilms were then printed onto papers and then transcribed. 

Further collection and transcription of sources was made possible during the project known as Eurasia 

project, funded by the Ministry of Education during 1995-2000.9  

 

 
6 There is a promising plan of constructing a database out of the genealogies of Vassals in Edo Bakufu 

(Kansei-choshu-shokafu) at PFHP. This includes about 5300 family lineages of daimyo and hatamoto 

ranks. When completed, this will provide a depth of information regarding social mobility and kin 

network (particularly via female line).  

7 Beside these cases of social upward mobility, there were cases of criminals whose registrations were 

terminated in the household registers. In both cases, the record shows that their entries are “removed” from 

NAC (人帳除). 
8 記上帳 
9 International collaboration of the Eurasia project was initiated during this project and resulted in 

three influential volumes (https://mitpress.mit.edu/books/series/eurasian-population-and-family-

history). 
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Since SAC/NAC provides annual information of household and individual lifecourses, it was not easy 

to organize. Hayami’s earliest trial was a manual organization of cards that tracked individual 

household per year (KOHYO, Figure 2). Later on, he came up with the method of transcribing and 

organizing information of households for 25 years per sheet. This is called BDS (Basic Data Sheet, 

Figure 3). Hayami recalls that it was an “innovation” as it finally allowed seeing what is happening to 

the individuals and households “longitudinally”. And, indeed, BDS was a breakthrough in terms of 

method of compiling detailed longitudinal information. The annual information of a household (name, 

relationship, age) is transcribed on the left panel of the BDS. Any movements or changes are annotated 

with a symbol and described at the bottom of BDS. Any household members currently not residing in 

the household is placed at the right panel of the BDS with information of where they are and why. At 

the very right column of BDS, number of horses and landholdings of the household are entered. 

SAC/NAC of the same household in the consecutive years are matched and transcribed following the 

previous year. This way, both the information of individuals and households can be tracked for the 

entire observation period.  

 

Still, it was before the computer revolution, and thus most of Hayami’s initial work was done manually 

extracting information from BDS to reconstruct individual life-courses (individual tracing sheet---ITS, 

Figure 4) and family (FRF, Figure 5). ITS was Hayami’s invention for tracking individual movements. 

FRF follows the famous “family reconstitution form” of the French historical demographer, L. Henry.  

These forms are still kept at PFHP. These methods are taken over by computer calculation and no 

longer used. 
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A Long Way of Digitization: From Texts to Bits   
 

The first trial for the construction of a large longitudinal dataset started in 1990s. The data is called 

Xavier, taken after the name of famous Francisco Xavier, Jesuit priest who brought Christianity to 

Japan in the 16th century. The information on BDS was broken down to 17 individual and 5 household 

information sheets---including both time-constant and time-variant information. Elaborate and 

complicated codebook was made for each file and coders manually (with paper and pencil) converted 

detailed information of BDS to thousands of sheets that consist of sheer numbers. What started in Keio 

University in 1990s was not made useful until EAP started at the International Research Center for 

Japanese Studies. A group of EAP members10 headed by Yoshihiko Ono finally made Xavier data 

into relational database using DB2 with the help of an international EAP member, George Alter (back 

then, Indiana University). For the purpose of constructing variables for international comparison, they 

started to work on the two villages of Xavier (Shimomoriya and Niita) which became the basis for 

Japanese contribution to the Eurasia Project (Tsuya and Kurosu 2004, 2010, 2014). The process of 

constructing variables for the model of Eurasia Project required laborious processes: They used DB2 

(SQL) to write long commands to construct each variable, export them to CSV files, and import and 

merge them to finally STATA for village-based analysis. It required advanced statistical and data 

management skills. It also required high level concentration and patience as they had to go back-and-

forth the BDS and complicated codebooks whenever inconsistency arose. The inconsistency could be 

due to SQL program, data entry error of coders or data entry error of BDS transcribers. It could even 

be due to the original documents (mistake of village officials in Tokugawa period). With all these 

laborious and time-consuming work involved, they were not able to add any more than two villages 

for the entire collaboration of EAP (Kurosu 2016). In late 2000s, however, other villages were added 

from Xavier to our analysis (see below). 

 

EAP Japan in the late 1990s witnessed a speedy progress in the series of data entry programs. They 

no longer had to be confined to numerical entry as Xavier data. Two entry programs developed during 

the time of EAP were VBDS and SHUMON. VBDS aimed for virtual BDS and was an excel entry 

program developed by Yoshihiko Ono. Events (e.g. birth, death, entry/exit) were first coded on to 

BDS and then entered to VBDS which automatically created 13 CSV files of individual and household. 

Although the basic format of BDS is the same, information transcribed to BDS could vary by each 

village/town. Therefore, it took time to train staff members to enter BDS to VBDS. SHUMON 

program was developed by Shuma Morimoto in order to overcome this problem (Figure 6). The 

 
10 Satomi Kurosu and Hideki Nakazato; also, Noriko O. Tsuya was instrumental in defining demographic 

variables proposed in the EAP model for the context of Japan. 



8 
 

program was written in Visual Basic and aimed for entering texts of BDS as they are. It created four 

CSV files---village year, person year, household year, and events. This made data entry process faster. 

However, the inherent problem of regional variation (in the use of terms and information) persisted 

that the coders made long notes for later use. Trials for speedier and more efficient entry still continues 

now at PFHP. 

 

New Approaches of Data Base Construction 

 

Until recently, data base including Xavier was used for village-based analysis. It is only since 2015 

that we started to try the construction of “big data” pooling all villages and regions that have been 

digitalized until then. Figure 7 summarizes the old and new approaches of data base construction. The 

end product will be not village-based but population-based analysis. For this purpose, we are working 

on three levels of data. First, we combine all raw data from Xavier, VBDS and SHUMON, code, check, 

clean and construct “basic information” that includes sex, age, and year of birth (level 1 data). Second, 

based on the level 1 data, we construct basic variables including relationship to household head, 

marital status, and timing of vital events (level 2 data). Finally, we construct any variables necessary 

for analysis (level 3 data). While the coding, checking and cleaning of level 1 data are done using 

excel, consulting BDS, the rest of work are done with STATA (Figure 8).  

 

 

Data Review 

 

Longitudinal data constructed with this new approach are now being reviewed. Since checking of the 

free-text information requires time, we go back-and-forth the first and second level data for SHUMON 

data. In particular, coding for relationship to head (or any reference person) and events are so detailed 

and various that coders are taking time to cross-check with BDS. Meantime, some of the Xavier data 

are already at level 3 and providing us chance to work on analysis “beyond EAP”.  

 

Although some of the village/town SAC/NAC information are still being checked and cleaned, we 

now have an overview of level 1 data for 52 villages combining Xavier and SHUMON data. We have 

about 100 thousand lives of information spanning from 1670 to 1870. As Figure 9 shows, more than 

80 percent of most observations are linked to subsequent registers. However, we can see in Figure 10 

that our observations are concentrated to the latter part of Tokugawa.  

 

While this is still at the stage of review, level 1 data provide us information we have never seen for 

the village-based Japanese historical demography. Population as well as number and size of household 
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over observation period varies among 52 villages and there is no single path toward modernization in 

the end of Tokugawa. Further, the average size of household suggests that the size of household is not 

simply from large to small as Hayami asserted based on his Suwa study (Hayami 2009).  

 

Challenges and Possibilities 

 

We’ve come a long way since the start of Hayami’s SAC/NAC collection in the 1960s. Hayami’s life-

time collection of materials on historical demography from his earlier offices including Keio 

University, International Research Center for Japanese Studies, and Reitaku Tokyo Center, are now 

hosted as “Reitaku Archives” at Reitaku University, and organized and maintained by PFHP 

(Population and Family History Project) headed by Satomi Kurosu (http://www.fl.reitaku-

u.ac.jp/pfhp/index-e.html). As of now, Reitaku Archives include about 1300 original documents of 

SAC/NAC; microfilmed documents of original SAC/NAC for about 1,660 communities (about 32,250 

village/town-years); and 4,500 volumes of printed and bound documents of original SAC/NAC (about 

800 communities). We are continuing the transcription of original documents to BDS and entry of 

data, together with checking/cleaning of level1 data. Meta program for data search is now available 

and is linked to show location on the map. Figure 14 shows the status and location of data at Reitaku 

Archives. While 52 villages of population-based data are an amazing achievement of recent years, we 

still have plenty more BDS that can be utilized. In that sense, we still have a long way and the database 

construction appears endless.  

 

Four other challenges include project funding, education/collaboration, data-sharing, and archiving. 

First, we need more man-power and financial sources to continue this project. Second, since the use 

of longitudinal data require understanding of historical demography, Tokugawa society, NAC/SAC 

data, database management, and statistical skills, we need a program to educate young scholars, as 

well as to have collaboration platform to proceed. Third, together with such educational/collaboration 

platform, we need to establish a secure and comfortable way of sharing data. China-multigenerational 

data base at ICPSR could be a nice example to consider. Fourth, how to maintain Reitaku Archives as 

it is, being resilient to both bureaucratic changes of the university and physical decay of materials 

require good planning, negotiation and professional knowledge of archiving. These are only the few 

of challenges we face. 

 

Meantime, we are producing more interesting research utilizing Xavier data (level 3 data). Applying 

models developed in the Eurasia Project, but going beyond EAP, we are moving on to the topics that 

were not covered in EAP; for example, migration, divorce, and adoption (Tsuya and Kurosu 2013; 

Kurosu 2011; Kurosu 2013; Kurosu and Dong 2018; Dong and Kurosu 2019). We are also able to 
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compare village and town populations within the same region (Kurosu, Takahashi, Dong 2017), and 

to investigate further details of association between marriage and reproduction (Dong and Kurosu 

2017). Further attempts are made to compare East Asian societies (Dong et al. 2015a, 2015b, 2016) 

and even to bridge between Tokugawa and contemporary Japan (Kurosu and Kato 2018; Tsuya and 

Kurosu 2016).  

 

There is also a new development of research collaboration using new data related to Xavier: migration, 

land distribution and social mobility, and historical climatology. In the last few years, we identified 

geographic location of 5000 migration records from Xavier. We can track down from where and where 

to service/marriage/adoption migrants came/went. This will add spatial dimension to the longitudinal 

analysis (Kurosu, Takahashi, Nagaoka 2017). Another unique information of Xavier not used until 

now is land lease/rent. We added more details of the transaction (from whom, to whom) for the village 

of Niita. This has started to show us how land transaction was associated with social mobility as well 

as demographic patterns of the villages (Arimoto and Kurosu 2015, 2020). Finally, a new collaboration 

is starting with a group of historical climatologists. In the Eurasia Project, grain prices (in case of 

Japan, rice price) was used as an exogenous variable. Tsuya and Kurosu (2010) tried to combine the 

effect of rice price and famines (only as a dichotomous variable) in the model. The effect of famines 

and crop failures related to climate and temperature change can now be scrutinized.  

While the challenges we face are big, it is promising that the comparative and interdisciplinary 

approach applied to the records of thousands of lives of people will allow us to gain new understanding 

of our history and the resilience of people to socioeconomic and environmental changes. 
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Figure 1 Ninbetsu-Aratame-Cho (sample) 

 

Figure 2  KOHYO sample 
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Figure 3 BDS (Basic Data Sheet) sample 
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Figure 4 ITS sample 
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Figure 5 FRF sample 
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Figure 6 Data entry program: 2 types of interface 
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Figure 7 
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Figure 8 Excel and STATA management 
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Figure 9 Proportion of observations linked to subsequent registers: 100 thousand lives 
in 200 years

 

 
Figure 10 Total person-year observations for 52 villages, 1670-1870 
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Figure 11 Population trends 

 

Figure 12 Average size and number of households 
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Figure 13 Average size of household by current prefecture 

 
Figure 14 Data collection at Population and Family History Project (PFHP), Reitaku 
University 
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Introduction

Comparison and comparability lie at the heart of social science, but precise comparison
is virtually impossible without using similar methods and similar data. Comparable
historical data sets are especially scarce. Until very recently, this was particularly true
for micro-level data on social and demographic behavior in past populations.

In recent decades, however, social demographers, historians, and economic histo-
rians have compiled and made available a large number of household- and individual-
level data sets describing historical populations in North America and Europe (Ruggles
2014). The creation and release of these large data sets have allowed researchers to
move beyond broad comparisons of aggregates and produce comparative insights at the
meso- and micro-levels. Prominent examples include the vast collection of historical
and contemporary census data available from the Integrated Public Use Microdata
Series (IPUMS) and the North Atlantic Population Project (NAPP), as well as other
Western historical data projects, such as the BALSAC Population Database, the
Historical Sample of the Netherlands (HSN), Le Programme de Recherche en
Démographie Historique (PRDH), the Scanian Economic Demographic Database
(SEDD), the Umea Demographic Database (UDDB), and the Utah Population Data-
base (UPDB).1 These advances in historical population data construction have contrib-
uted enormously to the development of comparative historical demography in partic-
ular, and comparative social science in general.2

In this article, we introduce five household- and individual-level historical
panel data sets for East Asian populations that are similar enough in content
and organization to be compared not only with each other, but also with their
European and North American counterparts. These data sets include the China
Multi-Generational Panel Dataset – Liaoning (CMGPD-LN) 1749–1909, the
China Multi-Generational Panel Dataset – Shuangcheng (CMGPD-SC) 1866–1913,
the Japanese Ninbetsu-Aratame-Cho Population Register Database – Shimomoriya and
Niita (NAC-SN) 1716–1870, the Korea Multi-Generational Panel Dataset – Tansung
(KMGPD-TS) 1678–1888, and the Colonial Taiwan Household Registration Database

1 The Handbook of International Historical Microdata for Population Research (Hall et al. 2000) provides a
detailed survey of such available historical micro-level population data in the West. Many Western longitu-
dinal micro historical data projects are now affiliated with the European Historical Population Samples
Network (EHPS-Net), which was started in 2011 to promote standardization and publicity for 21 historical
population databases from European and American countries and will eventually produce a major expansion
in the spatial breadth of longitudinal data for Western historical populations. Such standardized EHPS-Net data
will contribute not only a new understanding of the Western population in the past but also new comparisons
between the West and the East. Basic information about this project is available on the EHPS-Net website
(http://www.ehps-net.eu/).
2 According to available information online, these data have inspired some 10,000 scholarly publications,
including more than 6,800 publications based on the IPUMS, 640 publications based on the BALSAC
Population Database, 277 publications as of 2011 based on the Historical Sample of the Netherlands, 370
publications based on Le Programme de Recherche en Démographie Historique, 55 publications between
2005–2012 based on the Scanian Economic Demographic Database, 700 publications based on the Umea
Demographic Database, and 1,700 publications based on the Utah Population Database.
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(CTHRD) 1906–1945. Altogether, these five data sets contain 3.7 million linked obser-
vations of 610,000 individuals, with more individuals and observations to come.

We divide this article into six parts. First, we summarize early efforts to produce
systematic comparable data at the national, regional, household, and individual levels
and their academic contributions. Next, we discuss the key features of these new East
Asian data. The following two parts introduce the historical institutions that produced
the original data and the subsequent processes by which these data were transcribed and
reconstructed into individual-level panels. In the concluding two parts, we review the
strengths and limitations of these data as well as their potential for social science inquiry.

Development of Data Comparisons

Large-scale cross-national comparative social science emerged in the mid-twentieth century
with the creation and dissemination of increasingly detailed and systematic data sets, initially
at themacro-level, and then at themeso- andmicro-levels. The first such global comparative
enterprise may well be the Human Relation Area Files, which beginning in 1949 made a
collection of materials on human behavior, culture, and society available to the academic
community, first in print and beginning from 1994, and then online (Ember 1997). In the
1960s and 1970s, such quantitative comparative projects as the Princeton European Fertility
Project began to make use of meso-level data sets consisting of provincial social and
demographic indices. However, it was not until the 1970s and 1980s—when studies began
using individual- or family-level data from family reconstitutions and historical censuses—
that historical demography emerged as a distinct subfield within population studies, histor-
ical sociology, comparative social science, and various subfields of health science. More-
over, it was not until the creation and release of the Integrated Public Use Micro Series
(IPUMS) and other micro-level data sets largely beginning in the 1990s that these
population-related subfields became a central focus of academic attention (Ruggles 2014).

The rapid increase in the numbers of publications referencing these major data sets
or projects illustrates the contributions to scholarship of these successive advances in
data and associated methods.3 Figure 1 provides counts of publications since the middle
of the twentieth century by Google Scholar that mention these data sets and/or projects
by five-year period. In each case, the availability of systematic comparative data
inspired a sustained stream of academic references. The first global data set (the Human
Relations Area Files) and the first major historical demographic comparative project
(the Princeton European Fertility Project) continue to be referenced by 1,000 and 100
papers, per five-year period, 60 and 40 years, respectively, after they were first created.

Even more striking is the recent, rapid, and still ongoing increase in interest in
individual- and family-level microdata (Ruggles 2014). IPUMS, in existence for only
two decades and until recently consisting solely of historical and contemporary census
data from the United States, now generates almost 2,000 references per five-year
period.4 Finally, and most relevant to the East Asian data sets introduced here, even

3 These counts were produced by searches in Google Scholar on the names of the nine data sets that compose
Fig. 1. We search separately for each five-year period, restricting results to those publications that include the
full name of the data set.
4 In the case of IPUMS, perhaps many of these citations may refer to contemporary, not historical, IPUMS data.
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though the best-known complex longitudinal data sets describing individuals and
households have been publically available only for at most two decades, they already
generate nearly 700 new academic references per five-year period.

The simultaneous development of advanced statistical methods to analyze complex
longitudinal data has allowed quantitative social science to move from comparison of
descriptive aggregate statistics to examination of differences within populations, as well
as measurement of associations between variables at the individual and family level.
This shift has facilitated the development of more ambitious explanatory and causal
models that link demographic behavior with current and past context and circumstances.
However, these advanced methods demand increasingly complex and detailed data,
including not just vital events and family composition but also occupation; socioeco-
nomic status (SES); wealth; and economic conditions, such as food prices. Because the
meaning of occupation, SES, and wealth varies across contexts, the data requirements
for comparative historical demographic research are increasingly challenging.5

Quantitative historical comparison through the application of these new data and
methods has evolved from describing regional or national differences to uncovering
similarities within differences, and most recently identifying differences within simi-
larities (Lundh et al. 2014). The Princeton European Fertility Project, an early com-
parative project, tested existing explanations for the European fertility decline based on
computation and comparison of national and provincial differences in demographic
rates and socioeconomic indices throughout Europe (Coale and Watkins 1986). Al-
though the Princeton project substantially improved our knowledge of the fertility

5 Documenting these data to make them usable by researchers is similarly challenging. For recent examples of
documentation, see Bourdieu et al. (2013) for an introduction to the latest such intergenerational longitudinal data,
the French TRA, as well as Lee et al. (2010) and Wang et al. (2013) on the CMGPD-LN and CMGPD-SC.

Fig. 1 Google Scholar citations generated by comparative “big” social science data
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decline, the aggregate rates and indices on which it relied did not allow for micro-level
comparisons that link demographic behavior to individual or household context.

The Eurasian Project in Population and Family History is one recent example of compar-
ative historical demography that usesmicro-level data to identify similaritieswithin differences
at opposite ends of Europe and Asia in the past.6 It makes use of individual-level longitudinal
data from historical household registers to compare sociodemographic behavior in a variety of
communities in southern Sweden, eastern Belgium, northern Italy, northeastern Japan, and
northeastern China. These comparisons allow us to relate demographic behavior to individual,
household, and community contexts across Eurasia.7 The overall conclusions, summarized in
three volumes published as the MIT Press Eurasian Population and Family History Series,
focus on East-West divergence and convergence, and challenge current macro historical
sociological theories without, however, proposing alternatives (Bengtsson et al. 2004; Lundh
et al. 2014; Tsuya et al. 2010). The results suggest that beforewe attempt to produce newgrand
social theories at a global scale, we need first to make more detailed comparisons within East
andWest, focusing on communities that have similarities in terms of background and context.

Recognition of limitations to the focus onEast-West comparison in theEurasian Population
and Family History Project inspire our new effort to map similarities and differences in East
Asian population behavior through comparative analysis of population register databases: the
East Asian Population and Family History Project. To distinguish from the earlier Eurasian
Population and Family History Project (EAP I), we call this new project EAP II, which
focuses specifically on neighboring populations in East Asia that are more similar in terms of
background and context. Participants have already met three or more times at EAP II–related
meetings, and have met less formally in other venues. These meetings have already yielded a
collection of papers onmigration in historical EastAsia (Campbell 2013;Kim et al. 2013;Kye
and Park 2013; Son and Lee 2013; Tsuya and Kurosu 2013). The coordination and cooper-
ation that we hope to promote in EAP II will be the first step to such detailed comparison.8

New East Asian Microdata

The five EAP II data sets are from four distinct regions in East Asia, identified on
Map 1, scattered over an area of less than 4 million square km, measuring 1,700 km
east to west and 2,300 km from north to south. These regions are geographically
contiguous and share similar though far from identical social structures, cultural norms,
and political institutions and ideologies.

6 A similar project comparing demographic behavior in historical populations in the Netherlands and Taiwan
has yielded four volumes in the Life at the Extremes: The Demography of Europe and China (LatE) series
(Chuang et al. 2006; Engelen and Hsieh 2007; Engelen and Wolf 2005; Engelen et al. 2012).
7 See Lee and Steckel (2006) and Goldstone (2011) for a discussion of the overall context and contribution of
the Eurasian Project in Population and Family History to historical sociology and economic demography.
8 The Hong Kong University of Science and Technology School of Humanities and Social Science and the
University of California, Los Angeles California Center for Population Research held three meetings in
September 2010, August 2011, and June 2014 to bring together researchers working on historical household
registers and genealogies in East Asia to facilitate coordination and comparisons. A parallel meeting organized
by scholars at Seoul National University and Sungkyungkwan University in January 2012 provided additional
opportunities for EAP II interaction and planning. A number of subsequent panels and presentations at the
International Population Conference convened by the International Union for Scientific Study of Population,
and annual meetings of the Population Association of America and the Social Science History Association
reported EAP II findings and comparisons.
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All five EAP II historical panel data sets are longitudinal in the sense that they
contain linked records for individuals over time. Longitudinal data on individuals are
valuable because they allow present behavior to be linked with prior circumstances.
This allows researchers not only to describe patterns of behavior but also to explain
their causes and consequences. Unlike aggregate-level time series that reflect only
national, regional, or community averages, individual-level longitudinal data provide
life histories for each individual, which makes possible disentangling the complicated
relationships between individual behaviors at different time points.

These East Asian data sets, like the EAP I and most European historical panel data
sets, are not nationally representative.9 Each covers only a limited number of
communities; however, unlike proportionally representative samples, they do so in
their entirety. They are historical analogs to the contemporary data collected around the
world by the participants in the International Network for the Demographic Evaluation
of Populations and their Health (INDEPTH) Network (Sankoh and Byass 2012).10

These data include information on vital events—such as fertility, mortality, marriage,
migration, and longitudinal information—on household context and individual charac-
teristics for all individuals in their respective registration areas. The EAP II data sets
also record such details as occupation, kinship, (usually) property, and (sometimes)
civil service examination attainment, which allow us to aggregate dynamic information
on community and household context based on individual information. These data are
usually constructed from household or civil registers that survive to the present day.
Such historical sources were originally compiled by local governments in connection
with population regulation, taxation, religious investigation, and other administrative
functions (Ding et al. 2004; Hayami 1979; Kurosu 2002; Lee et al. 2010; Son 2007).

The five EAP II data sets are accessible online or in person subject to
application. The CMGPD-LN and the CMGPD-SC and associated documentation
are available from an Inter-University Consortium for Political and Social Research
website.11 The digital images and files for the KMGPD-TS, the Tansung household
registers (THR), are also available online,12 as are longitudinal links that connect
individuals across registers.13 The CTHRD is maintained by the Program for
Historical Demography (PHD) at the Academia Sinica in Taipei. Researchers
can apply for access to data through the PHD website.14 The NAC-SN was

9 The only exception is the Historical Sample of the Netherlands, which by design is proportionally
representative of the national population. See Mandemakers (2000) for the sampling design and other details
of the HSN data. Even the well-known TRA historical data for France are not rigorously representative of
France (Bourdieu et al. 2013).
10 See http://www.indepth-ishare.org/index.php/home for detailed information on the INDEPTH network data
repository.
11 See http://www.icpsr.umich.edu/icpsrweb/ICPSR/series/265.
12 See http://ddmh.skku.edu/. These data were digitalized by a research group at Sungkyunkwan University,
who offered the images and digitized data in 2003 on CD-ROM and recently online.
13 The Tansung register data distributed by researchers at Sungkyunkwan University were a series of cross-
sections. James Lee, Cameron Campbell, Hao Dong, and their collaborators have linked these cross-sectional
data to produce the longitudinal KMGPD-TS. These longitudinal links are available as a supplementary file
named “Longitudinal Links to Construct the Korean Multi-Generational Panel Dataset-Tansung from the
Tansung Household Registers” that can be merged into the original Tansung Household Registers files, and
will be available for download at the Hong Kong University of Science and Technology Institutional
Repository (repository.ust.hk/ir/).
14 See http://www.demography.sinica.edu.tw/EN/en_background.htm.
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originally constructed by Akira Hayami and his colleagues in Japan, and is now
housed at the Population and Family History Project at Reitaku University. At
present, researchers may submit a proposal to the Population and Family

Map 1 EAP II study populations
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History Project at Reitaku University, and if approved, carry out the analysis at
Reitaku University.15

Additional data sets constructed from East Asian household registers exist and may
eventually be made available. The China Multi-Generational Panel Dataset–Imperial
Lineage (CMGPD-IL) describes 120,000 individuals over 13 generations who
belonged to the Qing Imperial Lineage from 1616 to 1936 and is already entered and
linked in its entirety (Lee et al. 1993). Choson dynasty Korean household registers from
Daegu County and Jeju Island, similar to the original sources for the KMGPD-TS, have
also been digitized, along with available data of urban population in Seoul transcribed
from colonial household registers under Japanese government. Although the data
derived from Japanese population registers presented here include only two villages,
data for another three villages and one local town in the same region are already
entered, and additional data from other regions in Japan are being entered.16 The
complete CTHRD includes 14 other locations that are also available for access through
the PHD website. More locations in Taiwan are being added.

The EAP II data sets provide comparable and detailed information on demographic and
socioeconomic characteristics of individuals and households. Table 1 summarizes their
contents. They all provide the age of individuals17 and annotate the recent occurrence of
key demographic events, such as birth, death, marriage, and migration. Additionally, they
all specify individual’s relationship to the household head, record the village of residence,
and include information on occupation of males or at least household heads. The CMGPD-
LN and CMGPD-SC record occupation only for state employees, such as local officials,
artisans, and soldiers. The CTHRD, KMGPD-TS, and NAC-SN record other occupations,
including servant and merchant. They all contain at least some information on physical
disability and disease, but such information is less consistent, systematic, and comparable.
The CMGPD-LN, CMGPD-SC, and KMGPD-TS indicate titles associated with the civil
examination system, which are indicative of a high level of education. The CMGPD-SC,
NAC-SN, and CTHRD also have information on household landholding.18 Most

15 Population registers from other locations in Japan are still being entered, and some data sets created from
already entered registers are being harmonized. Funding permitting, the Reitaku University Population and
Family History Project hopes to make a consolidated data set more widely available at some time in the future.
Interested parties should write to Satomi Kurosu (skurosu@reitaku-u.ac.jp), director of the Reitaku University
Population and Family History Project, for more information.
16 Most of these data from other regions are constructed from household registers called Shumon-aratame-cho
(SAC), which were more common in other regions. Although these two types of registers collected similar
information, the original purpose of the SAC was to identify hidden Christians and prevent entry and spread of
Christianity. The NAC were primarily for population registration and investigation (Tsuya and Kurosu
2004:290).
17 Ages in the CMGPD-LN, CMGPD-SC, KMGPD-TS, and NAC-SN are calculated by sui (in Chinese)/sai
(in Japanese)/se (in Korean), a traditional way to calculate age in East Asia. A person is aged 1 sui/sai/se at
birth and is one year older after each lunar new year. On average, an age measured in sui/sai/se is 1.5 greater
than an age reckoned in the Western method. Because additional details about date of birth recorded in the
registers appear unreliable, at present there is no means of directly calculating an age in Western years. To
facilitate comparison with results from elsewhere in which ages are in Western years, we generally define age
groups with the initial and final year offset by one year. For example, to produce something comparable with
Western ages 5–9, we typically use the age range 6–10 sui/sai/se. Because the CTHRD was recorded in a
continuous (person-event) format, it records only the individual’s birth date, not age. In this article, we
calculate the ages in the CTHRD as current year – birth year + 1 to make them roughly comparable with ages
recorded in Asian sui/sai/se in the other data sets.
18 In the case of the CTHRD these data are available only for Hsin-chu and Chu-shan.
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importantly, all the data sets allow for longitudinal linkage of individuals and linkage of
individuals to their various coresident and noncoresident kin,19 which we describe in the
upcoming section, Data Construction.

All these registers provide information that can be used to categorize individuals or
households according to their social and economic status: occupational prestige for the
CMGPD-LN; property entitlements for the CMGPD-SC; social status for the KMGPD-
TS; household head’s occupation and property tax for the CTHRD; and a combination of
social status and tax liability for the NAC-SN. These measures are not directly comparable
across populations. Previous studies have used them, however, to categorize individual
SES into high/middle/low and then examine gradients in demographic behavior. Analyses
of the CMGPD-LN typically differentiate individuals according to the status of the state
farm population with which they were affiliated and the official position they held, if any.
Comparatively, analyses of the CMGPD-SC population usually divide the population into
three categories according to their property entitlement: 64.4, 34, and 0 hectares (Chen
2009). The KMGPD-TS recognizes three broad categories in the original data: nobles
(yangban), commoners (sangmin), and subordinates (nobi). The CTHRD allows for
households to be differentiated by occupation of household head or taxed household
landholding: high SES refers to households who paid more than 50 yuan (in colonial
Taiwan currency) in land tax or the heads who had such white-collar professional
occupations as administrative officials, doctors, teachers, or other professionals; middle
SES refers to households who paid 1 to 49 yuan in land tax or to heads who had regular
blue-collar or retail jobs; low SES refers to households who paid less than 1 yuan in land
tax or to heads who were itinerant peddlers or heavy laborers (Hsieh and Chuang 2005).
The NAC-SN divides households according to both principles. It records formal statuses,
differentiating titled peasants (honbyakusho) who owned land from landless peasants
(mizunomi). It also records household tax liability for titled peasants, who were assessed
based on the productivity of their land, regardless of their formal status.

East Asian Household Registers and Historical Institutions

The registers from which these data sets were created are products of historical systems of
civil, financial, and military administration. The CMGPD-LN and CMGPD-SC are tran-
scribed from triennial and annual Eight Banner population registers, respectively, from
Liaoning province between 1749 and 1909 and from Shuangcheng County in Heilongjiang
province between 1866 and 1913, in northeast China.20 The Eight Banner systemwas a civil
and military administrative system organized by the Qing to govern the Manchurian and
Mongolian provinces in Greater North and Northeast China, as well as the Qing garrison
populations in China Proper.21 The vast majority of the population in the CMGPD-LNwere

19 See Plakans (1977) for discussion of the importance of linking noncoresident kin.
20 See the two user guides—Lee et al. (2010) andWang et al. (2013)—for detailed introductions to the specific
historical and institutional backgrounds of populations covered by the CMGPD-LN and CMGPD-SC. For
additional relevant background, see Chen (2009), Ding et al. (2004), and Lee and Campbell (1997).
21 Unlike banner populations in other parts of China who were organized under the Office of the Eight Banner
Command, the CMGPD-LN were mainly hereditary tenants on state land under the Imperial Household
Agency (neiwufu), while the CMGPD-SC were under the Jilin Military Yamen, a specialized office in the
General Office of the Eight Banner Command.
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descendants of Han Chinese migrants who migrated from Shanxi, Hebei, and Shandong
province to Liaoning after the founding of theQing dynasty. Therewere also a small number
of indigenous and descendants of earlier settlers who according to their surname or their
registered status were Mongol, Manchu, or Korean. The CMGPD-SC population consisted
of the descendants of migrants who arrived in Shuangcheng in the early nineteenth century.
The original migrants were drawn from Eight Banner populations in Beijing and elsewhere
in northeast China. According to the registered ethnicities recorded in the registers, theywere
a mixture of Manchu, Han, Mongol, and other groups.

The CMGPD-LN and CMGPD-SC registers are organized first by the administrative
affiliation of the population, and then within register, by village of residence, household
group, and household. Within households, individuals are listed according to their
relationship to the head. Administrative affiliation is an important dimension of status
and largely hereditary. Families remain affiliated with their original administrative
population even after they move elsewhere in the region; and in the case of the
CMGPD-LN, continue to be recorded in their original registers, although with their
new location identified. Two households containing related individuals may be listed
next to each other in the registers even though they reside in separate villages. As a
result, both the CMGPD-LN and CMGPD-SC are valuable sources for migration and
community studies because they not only provide the same basic information on
households as other data sets but also allow for the tracing of households that move
within the region and explicitly annotate individual departure from the region.

With a combined coverage of more than 800 communities across a diverse variety of
geographic and socioeconomic contexts, analysis of the CMGPD-LN and CMGPD-SC
should continue to produce findings that improve our understanding of general patterns of
social and family organization in China, including the spatial dimensions of social organi-
zation (Lee et al. 2010; Wang et al. 2013). The physical locations of all the communities in
the CMGPD-SC are known with precision, as are the physical locations of the 200 or so
communities in the CMGPD-LN that accounted for 90 % of the population.

The KMGPD-TS is transcribed from triennial Korean civil household registers (hojŏk)
compiled between 1678 and 1888 from Tansung County in South Korea.22 Whereas the
registers for the CMGPD-LN and CMGPD-SC record only those individuals affiliated in
some way with the Eight Banner administrative and military system itself, the Tansung
registers were intended to cover all people who actually resided in the area, without
consideration of their political status or identity.23 The population consisted of largely
peasants but also local nobles and servile households or subhouseholds (nobi).24 In the
register, each individual was assigned to a household (ho). Then, households were

22 See Lee and Park (2008), Son (2007), and the edited volume by the Household Register Working Group
(2003) for detailed introduction to the specific historical and institutional backgrounds of Korean household
registers, especially for Tansung registers.
23 According to previous studies of the Korean registration system, not all households in the community were
recorded in the registers in Tansung. Rather, the government sought to record a base population of sufficient
size to support its operations in taxation and military, although such responsibility may actually be shared by
all households in the community. See Kim et al. (2013) for a summary discussion on this issue as well as an
examination of turnover in the recorded population.
24 Nobi is a complex category referring to different servile populations in Korea who are similar to yet
different from Western serfs and slaves. There is considerable debate over its appropriate English translation.
See Kim (2004) and Rhee and Yang (1999) for detailed discussion comparing Korean and Western servile
populations.
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organized into tong (five-household units), ri (village), and myeon (subcounty) in
ascending order. The Tansung registers covered eight myeon, each in a separate register
series. Because inclusion was based on administrative jurisdiction of residence, the
Tansung registers sought only to record people who actually reside in Tansung. Unlike
the CMGPD-LN, they do not follow individuals who leave the area except to indicate
that they have left. Sometimes they specify destination.

The NAC-SN is transcribed from a set of Japanese population registers (ninbetsu-
aratame-cho) from two villages, Shimomoriya and Niita, in northeast Japan between
1716 and 1870.25 Each year, usually around lunar March, officials registered the
residents in these villages and recorded any vital event that the individual
experienced in the preceding year. Residents of the two villages were mostly
peasants. Like the Tansung registers, the NAC registers also record individuals based
on their administrative jurisdiction of residence. Although it is impossible to follow
individuals after they leave the village, the registers record the year in which they left,
and always record their reason for departure and their destination.

The CTHRD is transcribed from Taiwan household registers (hujiziliao) compiled
by the Japanese colonial administration from 1906 to 1945.26 The sample analyzed here
covers eight locations in north and central Taiwan.27 This sample includes some urban
areas, but the majority of the population recorded in the Taiwan colonial household
registers were farmers. In contrast with the annual or triennial CMGPD-LN, CMGPD-
SC, KMGPD-TS, and NAC-SN, the colonial Taiwan registers, like the eastern Belgian
registers in the EAP I, were updated continuously as vital events and other information
occurred. Each household in the original register had one or more pages according to
the household size, and each household member was represented by a column on that
page in which their vital events and other information were recorded.28 If changes
occurred that fundamentally altered the household—for example, the household head
was replaced—the original page would be crossed out, and a fresh entry started on a
new page with a new household head. Although the Taiwan colonial registers do not
follow individuals who moved out of the community or trace those who moved in, they
provide information on the time of the move as well as the destination or origin.
Importantly, the information on timing allows for the censoring of observations in
event-history analysis of demographic behavior.

Data Construction

All five types of household registers require linkage of entries for the same individual in
different locations to produce life histories that can be subjected to longitudinal

25 See Hayami (1979) and Narimatsu (1985, 1992) for detailed introductions on the history and institutional
settings of the Japanese household registers and these two villages.
26 Wolf and Huang (1980), in one of the first major studies to be based on these data, described them in some
detail.
27 The complete CTHRD includes 22 research sites. However, data for only eight—An-ping, Bei-pu, Chui-ju,
Chu-pei, E-mei, Lu-kang, Shen-gang, and Ta-chia–were made available for the analysis in this article. See
Barclay (1954) and Katz and Chiu (2006) for specifics of the colonial Taiwan household registers.
28 Given that some individuals recorded in the CTHRD or their offspring may still be alive today, the data set
does not include household addresses and individual names, criminal records, or records of opium smoking.
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analysis. Although their content resembles that of the large longitudinal databases of
historical Western populations being constructed from linked parish and tax data
(Mandemakers and Dillon 2004), the organization and format of the original data
differs fundamentally, requiring a distinct approach to data set construction. The
original registers from which the CMGPD-LN, CMGPD-SC, KMGPD-TS, and
NAC-SC were constructed resemble annual or triennial censuses in the sense that they
provide detailed snapshots of the population at fixed intervals in which individuals are
observed repeatedly, while the Taiwan colonial registers consisted of one page for each
household that was updated as events occurred. The annual and triennial household
registers do not trace individuals from one register to the next, and they require manual
or automated longitudinal linkage to produce the life histories that relate outcomes and
behaviors to characteristics and context earlier in the life course. The continuous
Taiwan colonial registers also require linkage of information about the same individual
recorded in different households at different stages of their life to produce life histories.
Although the page for each household offers complete records of events that occur
during the period covered by the entry, the same individual may appear in the entries of
different households at different periods of their life.

Through linkage, we have transformed these data into historical panel data sets that
follow individuals across time and families across generations. In the CMGPD-LN,
CMGPD-SC, and KMGPD-TS, we linked observations of the same individual in
adjacent registers. Such linkage is straightforward in the CMGPD-LN and CMGPD-
SC because households and their members are mostly listed in the same order in each
register. Coders carry out linkage at the time they enter the data. In the KMGPD-TS,
households do not appear in the same order in adjacent registers. We developed a
process in which analytical software made a first pass and proposed candidate links
based on name, calculated year of birth, and other information, and then coders
adjudicated among the proposed links and created final links of their own.29 After
longitudinal linkage is complete, the software concatenates information from all the
observations of an individual to produce life history information.

The NAC-SN and CTHRD had additional complexities. The transcription of the NAC-
SN predated the contemporary era of database software. Individuals were first transcribed
manually on time-series data sheets—called Basic Data Sheets (BDS), which were
organized by household and then entered into databases. Household and individual
histories were constructed based on unique household and individual identifiers (for
specifics, see Ono 1993; Tsuya 2007). The transcription of the CTHRD relied on a
specially designed data entry program, which allowed for dynamic linking of information
about the same individual recorded on different register pages as coders entered data.30

29 We could link the CMGPD-LN and CMGPD-SC manually because individuals—and more importantly,
their villages and households—were mostly listed in similar order in successive registers. Because individuals
were not listed in the same order in successive KMGPD-TS registers, we first identified by machine multiple
candidate links based on matches of some or all individual characteristics, such as age, gender, and name. Our
coders then reviewed these candidate links manually to select one.
30 For each individual recorded on a register page, coders first checked whether he/she already had an entry in
the database by searching on name and birthdate. If a record already existed for that individual because he/she
had appeared in the entry of another household, the new information was added to the existing record.
Otherwise, a new record was created. The database later was then transcribed into a relational database, which
consisted of several tables for different types of information that were connected by unique household and
individual identifiers. See Wolf (2009) for specifics.
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In the CMGPD-LN, CMGPD-SC, KMGPD-TS, and NAC-SN, the proportion of
observations linked to an observation of the same individual in a subsequent register is
generally high. Figure 2 displays these proportions.31 Because out-migration for work,
marriage, and even escape are specifically annotated in all five sources,32 variations in
linkage success across register pairs are largely the product of missing registers. When a
register has not survived, links are made between observations in the extent registers.
As discussed in detail in the upcoming section, Data Limitations and Implications for
Comparability, individuals whose exits or entrances were recorded in the missing
original registers appear or disappear with no explanation in the period between the
two surviving registers. Longer gaps between surviving registers are associated with
higher proportions of individuals whose first or final appearance was in a missing
register, and who therefore cannot be linked.

The annual NAC-SN and CMGPD-SC have as high as 90 % to 95 % pairwise
linkage rate between registers. In the CMGPD-LN, the overall pairwise linkage rate is
approximately 90 %. This percentage is especially high considering that the CMGPD-
LN is based on triennial rather than annual registers, and it covers an area of more than
600 villages, which is much larger than the other data sets. In the KMGPD-TS, gaps
due to missing registers are longer and more common, reducing pairwise linkage rates
to sometimes as low as 2 %. However, if we consider only those linkage rates between
surviving registers that are three years apart, they are 70 % to 80 %.

By concatenating the links made between pairs of registers, we reconstruct life
histories for individuals. Table 2 presents the distribution of individuals according to
years under observation in each data set. In the Years Under Observation column, “1”
refers to individuals who are observed in only a single register and are not linked to any
adjacent register; and “2–3” refers to individuals who have at least two linked obser-
vations, whether annual or triennial. CMGPD-SC has the lowest proportion of indi-
viduals who are only observed once (7.11 %), followed by the NAC-SN (13.38 %),
CMGPD-LN (15.61 %), CTHRD (31.90 %), and KMGPD-TS (52.36 %). CMGPD-LN
has the highest proportion of individuals who can be followed for 22 or more years:
43.57 %. In CMGPD-SC, NAC-SN, and CTHRD, the relevant percentages are 39.80,
34.69 and 23.57, respectively.

Linkage of individuals to their family members is based on the recorded relationship
of each individual to his/her household head. When detailed relationship to the
household head is recorded, it is possible to use it to identify relationships between
any pair of individuals within the same household and link them with each other. Links
between parents and children are especially useful because they may be cumulated
across generations to reconstruct pedigrees and then identify distant kin, including
those residing in other households or even other villages.

31 Because the CTRHD is organized differently, and records individuals on a continuous basis, this calculation
is not relevant for it.
32 In addition to such common reasons for exit as out-marriage, out-migration, and death, the CMGPD-LN,
CMGPD-SC, KMGPD-TS, and NAC-SN all include one particular administrative category of annotations:
namely, escape (tao in Han Chinese, do in Korean, and kakeochi in Japanese). “Escape” refers to unauthorized
out-migration of individuals from state purview and consequently from the household registers. See Campbell
and Lee (2001) and Tsuya and Kurosu (2013) for comparisons between escape and other types of migration in
the CMGPD-LN and NAC-SN respectively. See Dong et al. (2015) for a comparative analysis of escape
behavior among the CMGPD-LN, KMGPD-TS, and NAC-SN, as well as household composition and social
context determinants of such escapes.
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The success of such family linkage depends on the precision of the relationships
recorded in the register and on whether individuals were ordered in a consistent fashion
in the register. The original CMGPD-LN and CMGPD-SC registers always list wives
next to their husbands and children next to their parents. They also describe individual
relationship to the household head in great detail. In the NAC-SC and CTHRD, the
registers also record relationship to household head with great precision so that the
completeness of family linkage is comparable with the CMGPD-LN and CMGPD-SC.
In contrast, the original registers of the KMGPD-TS list household members of the
same generation together without further specification of their relationship to the head.
As a result, although it is easy for coders and software to link wives with husbands and
children with parents in the CMGPD registers, such linkage in the KMGPD-TS is much
more difficult, and indeed, often impossible. For example, in a three-generation
household headed by someone in the senior generation, we cannot link children with
their parents and grandparents if the generation of the parents or grandparents contains
more than one married couple.

Because of the time span, we can iterate through the links of children with parents to
identify the distant ancestors of individuals. As shown in Table 3, the CMGPD-LN has
the highest proportion of individuals who can be linked back across multiple genera-
tions: 85.46 % of individuals can be linked to the previous generation, the highest
among all five data sets. Most of the unlinked individuals are in the earliest registers.
They are unlinked because their father passed away before the earliest available register
and was not recorded in an existing register. The CMGPD-LN is also remarkable for
the number of individuals whose ancestry can be linked back for many generations:
55,243 individuals (20.76 %) can be traced back at least six generations: that is, to their
great-great-great-grandfather. For individuals born in the late nineteenth or early
twentieth century, the proportions are much higher. Even though the CMGPD-SC
and CTHRD also have high proportions of children linked with parents, their limited
time span means that multigenerational linkage is limited to four generations. Because

Fig. 2 Proportion of observations linked to the subsequent registers
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the NAC-SN includes only two villages, linkage is limited to families that remained in
the villages for multiple generations. For those families, multigenerational linkage is
relatively successful. In the KMGPD-TS, multigenerational linkage is less successful,
mainly because as discussed earlier, child-parent linkage is more difficult.

Data Limitations and Implications for Comparability

In the annual or triennial registers, individuals whose exit was recorded in a missing
register disappear without explanation in the data set. When gaps between surviving
registers are large, many individuals may disappear. In the CMGPD-LN, for exam-
ple, many pre-1789 registers are missing, and all the registers between 1888 and
1903 were lost to fire. In the CMGPD-SC, only a few registers between 1866 and
1913 are missing, but because the Shuangcheng government archive was destroyed
in 1865 during a local rebellion, there are no registers before 1866. Missing registers
account for 74,420 unannotated individual exits from the CMGPD-LN (27.97 % of
all recorded individuals) and 12,489 unannotated individual exits from the CMGPD-
SC (11.61 % of all recorded individuals). In the KMGPD-TS, long gaps are
especially common. We have consecutive registers for all eight myeon for only
two short periods, 1729–1735 and 1780–1786. In other years, especially after 1789,
many myeon are missing registers. As a result, of the 136,690 unique individuals in
the KMGPD-TS, 71,823 (52.54 %) disappear with no explanation. The NAC-SN
data are by far the most complete. Only a few registers—1720, 1729, 1846, 1850,
1858, and 1864–1867 for Shimomoriya; and 1742, 1758, 1796, and 1857–1858 for
Niita—are missing; consequently, only 5.88 % (368) of recorded individuals disap-
pear without annotation.

Even when there are no gaps between surviving registers, not all exits are annotated.
Figure 3 compares the proportions of unexplained disappearances in such

Fig. 3 Proportion of individuals without an exit annotation by reasons
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circumstances for all five data sets. The problem is the most serious in the KMGPD-TS,
where 24.88 % of unannotated exits take place between surviving adjacent registers.
According to Kim et al. (2013), this may reflect properties of the registration system.
Individuals within the same household tended to disappear together, and the likelihood
of unannotated exit was associated with social status. Unannotated disappearances
between surviving adjacent registers are much less common in the other data sets. In
the CMGPD-LN, CMGPD-SC, and NAC-SC, the proportions of individuals who
disappear in such fashion among the total missing individuals are 4.26 %, 2.07 %,
and 1.18 %, respectively.

Although disappearances in the CMGPD-LN, CMGPD-SC, KMGPD-TS, and
NAC-SN may be dealt with in a straightforward fashion, they are potentially more
complex and difficult to deal with in the CTHRD. Because individuals in the annual
and triennial data sets are observed at regular intervals, discrete-time event-history
analysis may be used, and the observation immediately preceding the disappearance
can be excluded. It is not easy to apply similar data restrictions to the CTHRD to
address problems caused by disappearances because like traditional family reconstitu-
tions and some European household registers, the CTHRD records only events and
transitions. An individual who disappeared may not be distinguished from someone
who remained in the household but experienced no additional events that require
annotation. That said, disappearances in the CTHRD appear to be very rare. According
to Li et al. (2011), at least before 1935, death registration was nearly complete. When
individuals migrated out of the community, as noted earlier, the timing of the move and
the destination were typically recorded.

Adult males and married and widowed women appear to have been recorded
well, but in the CMGPD-LN, CMGPD-SC, and KMGPD-TS, many children were
missing. Figure 4, which shows a distribution of ages recorded in the observations,

Fig. 4 Observation pyramids of the CMGPD-LN, CMGPD-SC, CTHRD, KMGPD-TS, and NAC-SN
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summarizes the basic patterns in recording by sex. In the CMGPD-LN, CMGPD-
SC, and KMGPD-TS, parents typically waited until their children were older before
they recorded them, and in many cases never recorded children who died in infancy
or early childhood. The CMGPD-LN and CMGPD-SC also appear to have omitted
many daughters completely, while the KMGPD-TS omits many sons. In the
CMGPD-LN, there are six to eight times as many observations of boys as girls. In
the CMGPD-SC, there are about three times as many observations of boys as girls.
In the KMGPD-TS, however, there are twice as many records of female children as
there are for male children. For the CMGPD-LN and CMGPD-SC, the omission of
daughters makes the study of assortative mating and female marriage timing diffi-
cult. It is difficult to trace wives back to their natal families, and the representative-
ness of the daughters who are recorded is unclear.

Registration in the CTHRD and NAC-SN appears more complete in the sense
that the sex distribution of the recorded populations by is relatively balanced.33 The
distribution of observations by age shows that the CTHRD, as a continuous record,
records births and infant deaths relatively completely; while in such discrete
registration systems as the CMGPD-LN, CMGPD-TS, KMGPD-TS, records of
new births and infant deaths are relatively incomplete. Records of births and
deaths in the NAC-SN are also incomplete, but the problems are much less serious
than in the other registers.

The excess of individuals at very advanced ages that is most apparent in CMGPD-
LN and KMGPD-TS reflects the failure to record the deaths of a small number of
individuals. In both data sets, a small number of people who died did not have their
death recorded and were carried forward from one register to the next. Before old age,
there are too few cases to be of any significance. In old age, however, as everyone else
dies off, these apparent immortals come to dominate the register population. Age-
specific mortality rates shown in Fig. 5 confirm that the individuals who appear to have
reached very advanced ages had unnaturally low death rates, presumably because they
were already dead but were still being carried forward in the registers. Previous studies
of mortality using these data (e.g., Campbell and Lee 2005, 2008, 2009; Dong and Lee
2014; Tsuya and Kurosu 2004, 2010) have addressed this by restricting analysis to
individuals below age 75.

Meanwhile, Fig. 5 confirms that before old age, age patterns of mortality in
these five data sets are broadly consistent with each other.34 In other words, the
EAP II data should be adequate for comparative analysis of patterns of differ-
ential mortality. The consistency of estimates in the CMGPD-LN, CMGPD-SC,
NAC-SN, and the transformed person-year CTHRD are especially striking.
From very early ages to 75, levels and patterns are similar for both males
and females. The KMGPD-TS appears to have the least reliable recording of
mortality. Even though estimates for females are in line with those in the other
data sets, recorded mortality levels for males appear unusually low.

33 The original CTHRD records events, not person-years. To produce comparable distributions for the
CTHRD for Figs. 4, 5, and 6, we transformed the CTHRD data from person-event to person-year structure
by adding annually repeated observations to individuals who are currently under observation in the data.
34 For the triennial CMGPD-LN and KMGPD-TS, estimates of the probability of dying in the next year are
produced from the predicted probability of death in the next three years with the formula p1 = 1 – ((1 – p3)

1/3).
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Marriage also appears to be recorded reliably in most of the data sets.
Figure 6 presents the proportions of individuals who can be linked to a spouse.
In other words, this measures the proportion of currently married individuals by
age. Female marriage was early and universal. In all the studied populations,
the proportion of females who are married increases very rapidly in the late
teens and early 20s. By age 30, almost all females in these populations are
married. In the CMGPD-LN, CMGPD-SC, and NAC-SN, the proportion is
much higher than 90 %. The NAC-SN females tend to marry earlier than
females in other populations. The proportion of married females identified in
the CTHRD data is relatively low. Although the KMGPD-TS has much lower
proportions of recorded married females, this is largely a result of the inclusion
of nobi, who were less likely to be linked to a spouse. The proportions and
patterns of non-nobi females with a linked spouse in the KMGPD-TS, however,
look very similar to females in other data sets.

Fig. 5 Predicted probability of death by next year by age (left: female; right: male)

Fig. 6 Proportion of observations with identified spouse by age (left: female; right: male)
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Male marriage was not universal. In every data set except for the KMGPD-
TS, men began marrying at around age 15, and 70 % to 80 % were married by
the time they were in their late 20s. Males in the NAC-SN married the earliest
and in the highest proportions, probably due to their high frequency of
remarriage. The KMGPD-TS has the lowest proportions recorded as married
for males. Again, we suspect that this reflects underreporting. Nobi in particular
were especially unlikely to have a spouse recorded, and it is unclear whether
this is because they were unmarried, or married but did not report this event.

Additional available information varies across the data sets. The generational
depth of the CMGPD-LN, for example, allows for measurement of the charac-
teristics of distant kin. The CMGPD-SC records household landholding, includ-
ing the location of plots and whether the land was allocated by the state or
acquired separately by the household. Both the CMGPD-LN and CMGPD-SC
record official position, administrative affiliation, and registered ethnicity. The
KMGPD-TS records occupation and social background information for individ-
uals as well as their mothers and fathers. The NAC-SN records many adop-
tions, as well as detailed information not only on household landholding but
also on assets and farming animals of the household. The CTHRD also contains
information on female footbinding and smallpox inoculation.35

With the information on kinship and residence available in all data sets, we
can embed individuals into a conceptual web of two dimensions: one is the
relative position within the kin network, and the other is residential location
and social position within the community. We can construct measures of
community, household, and kinship context by aggregation of characteristics
of relevant individuals. We can also construct relative measures that locate
individuals within each of these units of organization. With these constructed
measures, we can examine how community, kinship networks, and household
context interact to shape individual behavior.

Comparison is facilitated by similarities in the cultural background of these loca-
tions. These sites are hardly identical, but they do have some features in common that
distinguish them from Western populations: most notably, the emphasis on family and
kinship as well as Confucian ideology. As suggested by the World Value Surveys
(Inglehart and Welzel 2005, 2010), such similarities are still apparent in these societies.
Given that the family is of the central importance of social organization in East Asia,
individuals’ relationships are a key determinant of their standing in society and also
their life chances.

By aggregating information across individuals, we can also construct mea-
sures of social and economic status at the level of the household, kin group,
and community. All EAP II sources provide some level of detail on social or
economic status, allowing for reconstruction of the community and kin group
economic and social characteristics. Therefore, in addition to making use of the
recorded statuses or occupations of individuals, we can interpret them relative
to the social and economic standing of the kin group and the community. This

35 See Shepherd (2001) for a study on smallpox and mortality based on the CTHRD data.
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is particularly valuable for research that compares social statuses or occupa-
tional groups on individual outcomes between different populations.

Potential for Comparative Social Science

The five EAP II data sets under discussion have proven useful for historical demogra-
phy. They should also be valuable for comparative social science in general. Recent
usage of similar longitudinal microdata of historical populations for Western popula-
tions shows the increasing importance of such records for social scientists not only in
population studies, but also in health, economics, sociology, ecology, and other fields.

Ideally, micro-level historical data would combine longitudinal depth with spatial
breadth. However, this ideal is rarely achieved because of the limited geographic coverage
or survivorship of such historical sources.36 Although census data such as IPUMS and the
NAPP provide the broadest possible spatial coverage, longitudinal linkage to follow
individuals across successive censuses is promising but still difficult.37 In contrast, data
transcribed from genealogy, parish register, or household register provide relatively
complete longitudinal information on individuals and families, sometimes across many
generations, but are available only for specific descent groups or communities and are not
necessarily representative of their regional context, let alone national context.

The EAP II data are especially noteworthy because they combine longitudinal
depth with geographic breath, provide the same information as the best Western
longitudinal micro historical data sets, and added together roughly equal the
population size of their European counterparts. All together, the five EAP II data
sets cover four to eight generations residing in well over 1,000 villages or
communities, with a total population size of 600,000 individuals, which is com-
parable with the combined population of the Scanian Economic Demographic
Database (104,000 individuals); the Historical Sample of the Netherlands
(78,000 individuals); the Italian Historical Population Database (17,000 individ-
uals); the Umea Demographic Data Base POPUM (around 365,000 individuals);
and the most newly released historical European intergenerational longitudinal
population, the TRA database, which records 81,000 individuals. In fact, if we
consider only linked life histories that allow for longitudinal/panel analysis at
the individual level, the EAP II data contain even more available data than
these five European data sets.

The five EAP II data sets all derive from common systems of household
registration, and can potentially be standardized into identically formatted files
and subjected to the same methods of analysis. In principle, it should be
possible to combine these East Asian population data into a single large file,
which would allow for comparisons of estimated coefficients of different
populations within one statistical model rather than on statistical associations
from a series of identical models on different data sets separately.

36 Table 4 in the appendix identifies and summarizes the characteristics and similarities of the EAP II data and
other major longitudinal microdata sets.
37 Ruggles et al. (2011) described recent progress in longitudinal linking of historical censuses from the NAPP.
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Overall, these East Asian data generate possibilities for important new comparisons
on a continental scale. Although they are comparable within East Asia, they may be
even more valuable as a basis for comparison with data from other societies and
periods. They not only will improve our knowledge of populations in the past but also
will contribute new insights into the processes that characterize contemporary popula-
tions. All such comparisons, facilitated by recent developments in micro-level “big”
social science data worldwide will ultimately lead us to a better understanding of
human agency and behavior in general.
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Appendix

Table 4 Characteristics of EAP II and major Western large-scale micro-level historical demographic data

Individual
Vital
Events

Individual
SES

Kinship/
Relationship
Between
Individuals

Intergenerational
Linkage

Household
Composition
Recorded
Continuously

Family/
Household
SES

Complete
Community
Coverage

CMGPD-
LN

Yes Yes Yes Yes Yes No Yes

CMGPD-
SC

Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes

CTHRD Yes Yes Yes Yes Yes No Yes

KMGPD-
TS

Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes

NAC-SN Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes

BALSAC Yes Yes Yes Yes No No Yes

IPUMS-
USA
Linked

Yes Yes Yes No No Yes No

HSN Yes Yes Yes No Yes No No

SEDD Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes

UPDB Yes Yes Yes Yes No Yes Yes
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Evidence from northeastern Japan, 1716–1870
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Abstract

BACKGROUND
Child sex is often ‘selected’ due to parental preference, especially in historical East
Asia. Postmarital residence shapes coresident kin availability and conjugal power
hierarchies, which may influence the couple’s preference and selection on child sex.
Empirical evidence, however, remains limited.
OBJECTIVE
We examine whether postmarital residence influences the sex of births and how such
influence interacts with coresident kin, sex composition of surviving children,
household landholding, and local economic fluctuation.
METHODS
We analyze annual panel data of 1,045 wives, transcribed from household registers
recording the entire population of two villages between 1716 and 1870 in northeastern
Japan, where both virilocal and uxorilocal residence were common. We use discrete-
time event-history models via binary and multinomial logistic regressions, with either
clustered standard errors or random effects at individual level, to examine the effects of
selected factors on the probability of having a male, female, or no birth in the next year.
RESULTS
Compared with virilocal marriages, uxorilocal marriages are more likely to have a first
birth in the next year, especially a female first birth when the household is wealthy. As
for second and later births, uxorilocal marriages are less likely to reproduce males in the
next year when surviving children are all females, but more likely to reproduce females
when surviving children are all males.

CONCLUSIONS
This study is among the first to provide systemic evidence on how postmarital residence
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2 Reitaku University, Kashiwa, Japan.
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shapes child sex selection. Unlike the common perception of ‘missing girls’ in East
Asia, shaped by specific reproductive context, both girls and boys can be missing in
early modern Japan.

1. Introduction

While, in principle, the chances of having male and female births are about equal in the
human population (Fisher 1930), in reality, the sex of children is often ‘selected’
depending on parental preferences for specific parity and sex composition of surviving
children (Drixler 2013; Lee and Wang 1999; Lee, Wang, and Campbell 1994; Choe,
Hao, and Wang 1995; Smith 1977; Tsuya et al. 2010; Sandström and Vikström 2015;
Hank 2007; Anderson et al. 2006; Drixler and Kok 2016; Reher et al. 2017; Manfredini,
Breschi, and Fornasin 2013). The observed sex ratio of young children is particularly
skewed among many contemporary and historical Asian populations (Zeng et al. 1993;
Tsuya et al. 2010; Sen 1992; Das Gupta 1987; Coale and Banister 1996; Park and Cho
1995). With modern contraception and sex detection techniques, child sex selection is
primarily prenatal, but in the past it was mostly postnatal, through infanticide and
neglect (Hrdy 1987; Lee and Wang 1999; Lynch 2011).

Explanations of the skewed offspring sex ratio from an evolutionary perspective
emphasize biased investment of parents in accordance with their conditions, probably
best exemplified by the Trivers–Willard hypothesis (Trivers and Willard 1973). When
applied to humans, the theoretical expectation is that due to the different reproductive
payoffs of sons and daughters, parents of advantageous socioeconomic status and
favorable living environment tend to produce boys, while those in poor conditions are
prone to produce girls. However, empirical studies of selected human populations
provide inconsistent evidence (Kolk and Schnettler 2016; Cronk 2007; Freese and
Powell 1999; Gaulin and Robbins 1991). Moreover, sex selection is found across
socioeconomic strata (e.g., Lee and Wang 1999). Thus, in addition to general
evolutionary and biological mechanisms we may need to consider specific social and
cultural contexts.

Existing research from a social perspective indeed suggests considerable
complexity and agency of human reproduction in response to various contexts.
Increasing evidence reveals the importance of family structure and kin availability (Sear
and Coall 2011). The influence of socioeconomic characteristics on reproduction has
also been commonly recognized (Voland 1984; Low 1990; Chen, Lee, and Campbell
2010; Tsuya et al. 2010). Meanwhile, as suggested by a systematic comparison of
selected Eurasian populations in 1700–1900, contexts that matter the most to
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reproduction may differ between populations (Tsuya et al. 2010). In northwestern
Europe, socioeconomic status – often reflected in individual occupation and household
property – played a critical role in shaping reproduction. In East Asia, social power – an
individual’s position within the family hierarchy and local society – was particularly
important.

This paper focuses on how postmarital residence, as an important family context,
influences child sex selection and whether its influence varies by other contexts such as
coresident kin, household land wealth, sex composition of surviving children, and local
economic fluctuations. Virilocal/patrilocal marriages (wife living with husband and his
kin), uxorilocal/matrilocal marriages (husband living with wife and her kin), and
neolocal marriages (the couple living independently) often differentiate the conjugal
power hierarchy of the couple and their social standing in the family and kin group.3

The main reason is that postmarital residence defines not only whether the couple
coresides with a natal kin group but also with whose natal kin group they coreside,
interact, pool resource, share risks, and fulfill familial obligations. On the one hand, for
the husband, although the degree may vary according to local norms, uxorilocal
marriage in East Asia often implies ‘status exchange’ (e.g., Davis 1941; Merton 1941).
A socioeconomically disadvantaged man marries a woman from a better-off family at
the cost of leaving his kin group and giving up the succession of patrilineal family,
which is a central familial duty for males in Asian culture. Being ‘selected’ by the
wife’s family, he has productive and reproductive obligations to the interests of his in-
law family. On the other hand, for the wife, uxorilocal marriage generates
empowerment in domestic life and provides support from her natal kin living under the
same roof or nearby. In strongly patriarchal societies, uxorilocally married wives are
often the first if not the only child, which may imply established acceptance of and
preference for girls in the family. This may further shape sex preference and selection
in reproducing the next generation. Hence, all else being equal, we expect that
uxorilocal marriages are more likely to favor and produce girls than virilocal marriages.

However, little empirical evidence exists in the literature concerning the
relationship between postmarital residence and child sex selection, let alone
consideration of the confounding roles played by other contexts such as coresident kin,
household wealth, sex composition of surviving children, and local economic
conditions. This is not surprising considering that in Western populations, where
postmarital residence is relatively diverse, sex preference and sex-selective
reproduction control are atypical, while in most Asian populations, where son
preference and sex-selective reproduction control are common, postmarital residence is

3  Existing studies tend to use ‘virilocal’ and ‘patrilocal,’ as well as ‘uxorilocal’ and ‘matrilocal,’
interchangeably. We use ‘virilocal’ and ‘uxorilocal’ hereafter.
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predominantly virilocal. To our knowledge, in a historical East Asian context, only
Wolf and Huang (1980) and Drixler (2013) discuss marital residence types and their
reproduction differentials using quantitative data. From an anthropological perspective
and based on tabulations of early-20th-century population registration data from Taiwan,
Wolf  and  Huang  find  that  children’s  marriages  had  much  lower  fertility  levels  than
uxorilocal and virilocal marriages because “the intimate childhood association aroused
a marked, sustained aversion” (1980: 176), resulting in low fertility. However, they
neither compare reproduction in virilocal and uxorilocal marriages nor do they study
sex selection. Drixler (2013: 95) provides a tabulation based on cross-sectional data
from historical population registers, suggesting that Japanese uxorilocal marriages have
a greater preference for a daughter as the first child than virilocal marriages, but
provides no further explanation nor systematic examination (details are discussed in the
next section). In contemporary rural China, Jin, Li, and Feldman (2006) find no
difference in fertility between virilocal and uxorilocal marriages, but child sex selection
is not the focus of their study.

Tokugawa Japan provides a unique opportunity to compare differences in
reproduction between virilocal and uxorilocal marriages. Like other historical East
Asian populations, in Tokugawa Japan virilocal marriages dominated, and postnatal
sex-selective reproduction control was widely practiced (Drixler 2013; Saito 1992).
Meanwhile, the Tokugawa Japanese population included a nontrivial proportion of
uxorilocal marriages (more details in the next section). Moreover, individual-level panel
data, consisting of annual observations of more than 6,000 individuals living in two
northeastern Japanese villages between 1716 and 1870, further allows for a longitudinal
analysis of the interaction between child sex selection and selected characteristics of
individuals, couples, households, and communities.

Thus, this study provides new empirical evidence of not only differential sex
preferences and sex-selective reproduction controls between virilocal and uxorilocal
marriages but also their associations with coresident kin and household wealth.
Compared with virilocal marriages, we find that uxorilocal marriages are more likely to
record  a  female  first  birth  as  opposed  to  no  birth  in  the  next  year,  especially  among
wealthy households. Moreover, regarding second and later births, uxorilocal marriages
are less likely than virilocal marriages to have an additional male birth in the next year
when surviving children are all females but more likely to have an additional female
birth in the next year when surviving children are all males.

Our empirical findings on the influence of postmarital residence on child sex
selection also help us understand different strategies of family organization and
succession across generations and, in particular, distinguish uxorilocal marriage as a
long-term rather than a short-term family strategy. It is conventionally assumed that
uxorilocal marriage is a temporary strategy to meet the practical needs of daughter-only
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families and low-status males. If that were the case, given the prevailing patriarchal
culture, the wife’s family would want male descendants in the next generation to carry
on  the  family  line.  Thus,  we  would  expect  to  observe  a  similar,  if  not  stronger,  son
preference in uxorilocal marriages than in virilocal marriages. By contrast, we find
uxorilocal marriages tend to favor daughters more than virilocal marriages.
Consequently, the next generation of uxorilocal marriages is also more likely to be
uxorilocal. In other words, intergenerational transmission of uxorilocal marriage may
exist along the matrilineal line. In this regard, uxorilocal marriage represents a long-
term strategy for family organization and continuity adopted by a subpopulation, which
persistently differs from the virilocal majority in patriarchal societies.

2. Background

2.1 Marriage and stem family norms in Tokugawa Japan

Early modern Japan is known for its regional diversity in population and family
patterns. The northeastern region demonstrates a strong adherence to the stem family
principle (i.e., only one couple in each generation) (Oto 1996; Cornell 1987). Rural
villagers actively controlled household size and sex balance of members via marriage,
divorce, remarriage, adoption, service migration, and even infanticide. Marriage was
pivotal in recomposing the family. In stem family households, inheriting children
brought in the new spouse, and noninheriting siblings left home (Smith 1977; Cornell
1987; Kurosu 1996). This rule kept “the family farm and other property intact from one
generation to the next, assuring as nearly as possible that the family would continue in
the village” (Smith 1977: 134–135). Moreover, this rule resulted in different life course
options and power structures within the family. In both uxorilocal and virilocal
marriages, inheriting daughters in the former and inheriting sons in the latter were more
autonomous and had easier access to resources in their natal households (e.g., Oto 2001:
367). The husbands and wives who married into their households had to obey the
practices and rules of the new marital residence. Divorce occurred frequently in early
modern Japan (Kurosu 2011). If couples divorced, husbands and wives who had
married in had to leave the marital household, while inheriting daughters and sons
stayed in their natal households and often remarried.

While uxorilocal marriage was not uncommon in various parts of Japan, it was
especially popular in regions known to have practiced succession by the eldest daughter
(ane-katoku in folk terms) (Maeda 1976). This was a form of uxorilocal marriage where
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upon marriage the husband came to live with the wife’s family.4 Alternatively, this is
considered a form of adoption, called ‘adoption of sons-in-law’ (muko-yoshi). This
custom is said to have been common in northeastern Japan, where per-capita
landholding is large (particularly of rice paddies) and families needed to recruit man-
power (or sons-in-law) for labor-intensive field work (Oto 1996: 265). The environment
in northeastern Japan was harsh, and mortality was relatively high, making early
succession necessary (Hayami 2009: 585–586).

Frequent practice of uxorilocal marriage or son-in-law adoption together with
daughter-first preference might facilitate a peasant strategy for swift and successful
transition of headship in villages with a high mortality risk (Kurosu 2013). The idea that
couples deliberately had daughters in order to find capable sons-in-law is often
discussed as a strategy for the families of merchants and medical doctors (Otake,
Takeda, and Hasegawa 1988). Similarly, in postwar Japan, Mehrotra et al. (2010) find
that such adult adoption strategy makes family firms unusually competitive. For the
interest of this study, it is important to note that inheriting women who married
uxorilocally generally retained higher social status and power even after marriage (Mori
1999; Maeda 1992: 71–74).5

2.2 Infanticide and sex preference in Tokugawa Japan

Infanticide has been a central topic in the discussion of recorded low fertility and
population stagnation in 18th-century Japan. Findings are mixed as to whether poor
peasants practiced infanticide due to economic hardship, as suggested by conventional
prewar historians, or, regardless of social status, used infanticide as a form of
postpartum birth control or family planning to limit family size and improve household
income (e.g., Hanley 1972; Smith 1977). While most historical demographers agree that
it was a practice embedded deeply in cultural and historical contexts, its regional
variation, persistence, and spread and its importance to population patterns and other
demographic behaviors are yet to be fully examined. Some studies claim that what
appears as infanticide could be attributed to miscarriages induced by overwork and

4 While ane-katoku is the equivalent of primogeniture (succession by the eldest child), succession by the
eldest daughter is emphasized here, as succession by the eldest son was the majority and common pattern in
early modern Tokugawa (Yamamoto 2006).
5 Two pieces of evidence point to the fact that sons-in-law were fairly powerless in uxorilocal marriages and
that the family heads (wives’ fathers) were influential in determining their marriage continuity and transfer of
headship. First, the risk of divorce was higher among uxorilocal than virilocal marriages in the two villages;
i.e., sons-in-law were often divorced and left (were kicked out or ran away) the marital household (Kurosu
2011). Second, a study of adoption in Shimomoriya found that becoming sons-in-law was not a promise of
future headship; even if they became the head, their average length of headship was much shorter than that of
natural sons (Kurosu 1998).
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sexually transmitted disease (Tomobe 2001). Other factors related to exposure to the
risk of conception (e.g., age at marriage, sexual networking, spousal separation,
breastfeeding) need to be investigated, making infanticide only one of “multiple
components of demography” (Cornell 1996: 44). Recent studies try to place infanticide
in the wider context of the history of parenting, childhood, and reproduction, as well as
astrology and cultural beliefs (Ota 2007; Sawayama 2005; Kawaguchi 2002).

Existing literature also suggests a complicated relationship between infanticide and
sex preference in Tokugawa Japan. Drixler’s work (2013), based on large cross-
sectional data collected from Eastern Japan, brings infanticide back to the center as an
explanation of population changes in early modern Japan. Based on the own-children
method of backward projection of fertility, Drixler places the proportion of infanticides
and abortions close to 40% during the decades when they were most frequent (2013:
18). While the precise estimate may be debatable, his work empirically supports the
wider use of infanticide among peasants and, more importantly, shows that, “unlike
other systems of infanticide, eastern Japan’s logic of infant selection did not
consistently reject baby girls” (Drixler 2013: 91). This is in line with studies that show
that sex-balanced offspring were desired in Tokugawa society in order to ensure the
family line and for gendered labor (Ota 1991). The number of surviving siblings and
their sequence influenced infanticide choices (Drixler 2013: 92). Tsuya and Kurosu
(2010) argue that the preference for a daughter (especially having a daughter first)
prevailed particularly in the eastern part of Japan, as a daughter could help the mother
by looking after her younger sibling(s) (Hanley and Yamamura 1975; Skinner 1987). In
addition, the girl–boy(s) sequence served the interests of fathers (and mothers) who
married at a young age by reducing the potential for intergenerational power conflicts
between the father as household head and his eldest son as heir presumptive (Skinner
1988). Regarding our study, another finding of Drixler (2013: 92) is especially worth
noting: The male-to-female sex ratio of children appeared to be lower among uxorilocal
marriages than among virilocal marriages. This finding is based on a tabulation that
does not account for confounding factors and is not accompanied by detailed
explanation, but it is nevertheless in line with our findings, reported later.

2.3 Settings of our study population

Our study population is from two northeastern Japanese villages, Shimomoriya and
Niita, located in today’s Fukushima prefecture. The villages were almost exclusively
agricultural. Shimomoriya, situated at the foot of a mountain range, was susceptible to
cold summers and poor harvests resulting from chilly gusts off the mountains
(Narimatsu 1985: 1–3). Niita, situated on flat land on the banks of the Gohyaku River,
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had less severe winter weather (Narimatsu 1992: 4–6) but was vulnerable to frequent
flooding. In other words, the two villages were often at the mercy of fluctuations in
agricultural output.

Despite or partly due to the environmental hardship,6 the peasants appear to have
actively adjusted household size and composition for the integrity and continuity of the
family (Kurosu 2013). Studies based on the same village records as this study reveal
survival strategies of the farm households based upon economic and demographic
constraints, including using marriage (Tsuya and Kurosu 2014), adoption (Kurosu
2013), divorce (Kurosu 2011), and remarriage (Kurosu 2007), and controlling the
timing of siblings’ departures in relation to the heir’s marriage and first birth (Kurosu
1996). Being the head or an immediate member of the stem family reduced mortality
risk (Tsuya and Kurosu 2004). Thus, the individual life course was tightly bound to and
stratified by stem family rules (Saito 2000). Tsuya and Kurosu (2004, 2010) suggest
that the mortality level of the two villages was at the higher end and the fertility level
was at the extremely low end of the distribution observed for villages of the same
period. Strong reproductive control was prevalent, not only through parity-specific
efforts (stopping) but also from behaviors not related to limitation of family size, such
as birth spacing and spousal separation due to frequent labor migration. While women
married very young, they did not start to have children until three to four years after
marriage, had the next child five years after the previous one, and stopped having
children by age 33 to 34. The mean number of births recorded was one of the lowest
ever observed in 18th- and 19th-century rural Japan. There is clear indication of
extensive and sophisticated use of sex-selective and parity-specific infanticide with the
aim of achieving a relatively small and sex-balanced offspring set (a daughter was
preferred first). This confirms the normative understanding of the general sex
preference and infanticide practices in historical Japanese populations. Our study
develops these previous works further by examining the relationship between
postmarital residence and reproduction.

6 The population trends of the two villages reflect the economic hardship of peasant life. At the beginning of
the registers the population of Niita was 538 and of Shimomoriya 419, and they remained stable for the first
35 years. However, both villages suffered population decline, losing a total of 30%–40% from the initial
period. The populations started a gradual upturn only after 1840, with a general improvement in the climate
resulting in less frequent famines and the development of agricultural techniques improving living standards
in the two villages. The number of households also declined from the mid-1770s and became stable in the
1840s at 30%–40% below the number of households in the early 18th century. The average size of households
was stable at around four members, which was small for a preindustrial population, and increased only after
the Tempo famine in the 1830s, to around six persons in both villages.
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3. Methodology

3.1 Data

This study takes advantage of individual-level panel data from the local population
registers – ninbetsu-aratame-cho – in Shimomoriya and Niita (NAC-SN). These NAC
records cover a period of about 150 years, 1716–1869 for Shimomoriya and 1720–1870
for Niita, with only a small number of intermittent years missing. The registers record
vital events, including birth, death, marriage, and migration, for all individuals residing
in the villages. In addition, exits from and entry to the household, including movements
within and outside the village, were recorded in detail. Exits for unknown reasons were
rare, accounting for less than 1% of all recorded exits in the NAC registers in both
villages. Thus, their quality and length make these NAC registers some of the best
documentation of historical populations in Japan, and possibly in East Asia (Tsuya and
Kurosu 2004; Dong et al. 2015).

To compare marital reproduction in virilocal and uxorilocal marriages, we define
our population at risk as currently married females aged 10–49. Unlike in many other
East Asian populations, in the past divorce and remarriage were relatively common in
Japanese populations. We therefore further restrict our analysis to those who are
recorded as getting married in the NAC and have neither own children ever recorded
nor coresiding children resulting from their husbands’ previous marriages or adoptions.
By so doing, although we have no information on women’s marriage and reproductive
histories outside the village, if any, we assure that all observed births and their parities
are exactly measured for each marriage under study. Only observations linked to
another observation of the same individual in the following year are eligible for
analysis. This restriction ensures that our estimated coefficients represent the effect on
the probability of having a birth in the next year. Attrition is not a substantial concern in
the NAC-SN data since the average rate of linking individual observations between
registers is around 95%, the highest among comparable historical population panel data
in East Asia (Dong et al. 2015). After the above-mentioned data restrictions, our
analytical sample comprises 13,888 annual observations of 1,045 wives, of whom 978
have a first birth and 700 have second and later births.

3.2 Methods and measures

The panel structure of our data facilitates a discrete-time event history approach. It has
been widely used by previous studies on reproduction and child mortality using these
Japanese and similar East Asian panel data (e.g., Tsuya et al. 2010; Dong et al. 2017).
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We begin by applying logit models and examine effects of selected factors on the
overall probability of having a recorded birth in the next year, regardless of the child’s
sex. We then apply multinomial logit models and distinguish the differential probability
of three mutually exclusive competing outcomes: male, female, or no birth.7 In addition,
considering possible unobserved heterogeneity among wives or couples, we employ
two methods to confirm the findings. One is a multinomial logit model with clustered
standard errors at the individual level to account for possibly correlated errors of
observations of the same individual. The other is a two-level random intercept (or, in
other words, random-effect) multinomial logit model, with observations as the first
level and unique individuals as the second level, which takes account of time-invariant
unobserved characteristics that have consequences for reproduction, like fecundity,
health, and other reproductive traits (Campbell and Lee 2010).

We study first births and later births separately. As discussed before, sex
preference in Japanese culture varies by parity and sex composition of surviving
children. It is therefore important to differentiate the pattern by parity, and to include
measures for previous births and surviving children when studying later births.

We have two outcome variables. The first is a dummy variable indicating whether
the woman has a new recorded birth in the next year, which serves to estimate the
overall probability of reproduction. The second is a categorical variable indicating
whether the woman has no, a male, or a female birth(s) in the next year, which concerns
the differential probability of reproduction by child’s sex. We find no women with both
male and female births recorded in the same year. Thus, the three categories are
mutually exclusive.

Our key explanatory variable is an indicator of the type of postmarital residence:
virilocal or uxorilocal. We also include variables for wife’s age and its squared term,
wife’s age at the current marriage, and whether the current marriage is a remarriage. In
addition, following previous research (Tsuya et al. 2010; Skinner 1993), we include a
measure for conjugal power hierarchy, that is, the age difference between wife and
husband – whether the husband is six and more years older, zero to five years older, or
younger than the wife. To study later births we include three measures regarding
characteristics of previous births: years from last birth, cumulative number of recorded

7 This approach has methodological advantages over previous studies on the differential probability of having
male and female births. Although also differentiating, the East Asian part of the analysis in Tsuya et al.
(2010) only uses simple logit models with two separate binary outcome variables, having a recorded male
birth or not, and having a recorded female birth or not. Such an estimation strategy mixes the two reference
outcomes – having a recorded birth of the opposite sex and having no birth – and thus may produce biased
estimated effects of the explanatory variables. Moreover, compared with a set of separate logit models,
multinomial logit models enable us to conduct statistical tests of coefficients between different outcomes,
which is the focus of our study of sex selection behavior.
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births up to the current year, and whether there are no surviving children, only males,
only females, or both males and females.

For coresident kin and other household- and community-level contexts, we first
have a categorical variable measuring the presence or absence of parents or parents-in-
law in the household: no parents, only mother, only father, both parents. We also have a
set of dummy variables indicating the sibling or sibling-in-law coresidence of older
brothers, older sisters, younger brothers, and younger sisters. To measure the size effect
of household we have not only the number of kin but also the number of non-kin in the
household. The number of coresident kin allows us to examine the scale effect of
coresident kin, be it negative due to elevated resource competition or positive because
of increased domestic help. Because the non-kin in the household are predominantly
servants and laborers, the number of coresident non-kin further enables us to examine
the beneficial effect of extra labor provided by those not competing for household
resources. Moreover, we have detailed annual household landholding information,
measured by household land taxation, koku, a rare and valuable kind of time-variant
household socioeconomic information for historical demographic research. We include
annual rice prices to measure the short-term economic fluctuations of the village,
lagged by one year and in logarithm. Finally, to account for time-invariant unobserved
characteristics of specific villages and periods, although not reported in our result
tables, we follow previous studies (Tsuya et al. 2010) and control for the fixed effects
of the two villages and four periods: 1716–1759, 1760–1779, 1780–1839, and 1840–
1870.

We report the descriptive statistics of the variables mentioned above in our
analytical sample in the Appendix, Table A-1.

4. Results

4.1 Descriptive patterns

The sex ratio of recorded births in our Japanese study population is skewed, but the
direction of skewness changes between first and later births. As suggested in Table 1,
while wives in virilocal marriages appear to be slightly older when they marry and
reproduce, they have relatively more male births than their counterparts in uxorilocal
marriages. For first births, more female first births are registered, and the sex ratios of
the two types of marriage also differ: 94.0 and 68.1 males per 100 females for virilocal
and uxorilocal marriages respectively. By contrast, for second births more males are
recorded than females: 123.3 males and 116.4 males per 100 females for virilocal and
uxorilocal marriages respectively. For third and later births the sex ratios in virilocal
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and uxorilocal marriages are similar, at around 109. While the absolute levels of sex
ratios may be subject to specific data, region, and period, the patterns observed here are
in line with Drixler’s (2013) finding based on concurrent Japanese population cross-
sectional data with a much broader geographic coverage.

Table 1: Reproductive age patterns and male-to-female sex ratio of recorded
births by parity in virilocal and uxorilocal families
Wife’s age First birth Second birth Third and later births

Marital residence First marriage First birth Sex ratio N Sex ratio N Sex ratio N
Virilocal 15.5 19.9 94.0 487 123.3 364 109.0 489
Uxorilocal 13.9 19.1 68.1 190 116.4 132 109.9 170

To sum up, if we assume that the biological probability of giving birth to either sex
is about equal, what we observe reflects deliberate sex selection.8 However, unlike other
East Asian historical populations in which ‘missing girls’ were predominant, the
Japanese population under study has not only ‘missing girls’ but also ‘missing boys.’
Also, Table 1 suggests that the extent of child sex selection may differ between types of
postmarital residence, which we will study further in the next section.

4.2 Event history analysis

4.2.1 First birth

Overall, uxorilocal marriages have a higher probability of recording a first birth in the
next year than virilocal marriages. As suggested by Model 1 of Table 2, the odds of
uxorilocal marriages having a first birth in the next year are 47% more than the odds for
virilocal marriages. Models 2 and 3 yield similar results concerning the differential
probability of having a male or female first birth by postmarital residence type.

8 These patterns are unlikely to be an artifact of household registration. Our Japanese annual registers omit
infants who were born after the current registration and died before the next registration. However, records of
children are balanced between sexes and are relatively complete overall in the Japanese data. In comparison
to similar household registration data in East Asia, and unlike the common omission of child records in some
other Chinese and Korean historical population registration data, this argues against the systematic omission
of children of either sex in the Japanese registration (Dong et al. 2015). Moreover, remaining documents of
the basic law and ordinance of the Nihonmatsu domain to which these two villages belonged also demonstrate
the completeness and thoroughness of the registration (Goryounai ninbetu aratame no oboe, transcribed in
Nihonmatsu-han Shi Kanko-kai 1992: 518–519). Previous studies based on this data have yielded many
plausible findings on mortality, marriage, and reproductive behavior in comparison with other East Asian and
European populations.
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Uxorilocal marriages have a 40% or 60% higher relative risk of having a male first birth
as opposed to no birth in the next year than virilocal marriages. The relative risk for
uxorilocal marriages of having a female first birth as opposed to no birth in the next
year is 52% or 71% more than for virilocal marriages. While not reported in Table 2,
the effect of postmarital residence on the probability of having a male as opposed to
female first birth in the next year is not statistically significant. This suggests that
uxorilocal and virilocal marriages do not have different sex selection practices
regarding first birth.
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Table 2: Effects of marital residence, kin coresidence, household landholding
and other selected factors on the probability of having a recorded
male or female first birth in the next year

(1) Logit model,
clustered SE

(2) Multinomial logit model,
clustered SE (ref.: no birth)

(3) Two-level random-intercept
multinomial logit model (ref.: no
birth)

Either sex birth Male birth Female birth Male birth Female birth
Variable exp(b)  p exp(b)  p exp(b) p exp(b) p exp(b) P

Age 3.436 0.000   3.538 0.000   3.381 0.000   4.429 0.000   4.159 0.000
Age^2 0.972 0.000 0.972 0.000 0.973 0.000 0.969 0.000 0.970 0.000

Age at marriage 1.033 0.075 1.048 0.066 1.018 0.440 0.999 0.984 0.971 0.383

Remarried 0.746 0.094 0.468 0.004 1.033 0.874 0.510 0.018 1.112 0.646

Couple age difference (ref.: husband 0–5 yrs older)

Wife is older 0.737 0.178 0.843 0.589 0.651 0.158 0.745 0.399 0.605 0.144

Husband 6+ yrs older 1.123 0.274 1.109 0.484 1.132 0.354 1.091 0.597 1.117 0.467
Postmarital residence (ref.:
virilocal)

Uxorilocal 1.470 0.002 1.409 0.039 1.518 0.005 1.600 0.013 1.711 0.002

Coresidence of parents (ref.: none)

Only mother(/-in-law) 1.038 0.830 0.956 0.843 1.112 0.654 1.042 0.877 1.194 0.505

Only father(/-in-law) 0.704 0.113 0.497 0.021 0.929 0.789 0.537 0.054 1.017 0.954

Both parents(/-in-law) 0.866 0.354 0.650 0.045 1.108 0.619 0.673 0.109 1.135 0.602

Coresidence of older brother(s)0.946 0.785 0.840 0.564 1.038 0.885 0.807 0.533 1.010 0.973

Coresidence of older sister(s) 0.920 0.686 0.741 0.349 1.074 0.776 0.719 0.353 1.021 0.947
Coresidence of younger
brother(s) 0.863 0.250 0.940 0.725 0.802 0.190 0.902 0.597 0.765 0.149

Coresidence of younger
sister(s) 0.719 0.013 0.784 0.188 0.666 0.022 0.716 0.103 0.612 0.011

Number of kin in the household1.003 0.950 1.029 0.684 0.985 0.818 1.042 0.592 0.997 0.966
Number of non-kin in the
household 0.985 0.630 1.008 0.848 0.958 0.384 1.002 0.971 0.950 0.340

Household landholding (in
koku) 1.010 0.204 1.012 0.267 1.008 0.438 1.012 0.290 1.008 0.498

Logged rice price last year 0.850 0.334 0.709 0.171 0.981 0.929 0.670 0.134 0.933 0.773

Village fixed effects Yes Yes Yes Yes Yes

Period fixed effects Yes Yes Yes Yes Yes

Constant 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

Level-2 (individual-level) parameters

b – – 1 (constrained)

Variance (s.e.) – – 0.674 (0.350)

Log (pseudo)likelihood –1,493.876 –1,879.477 –1,875.817

Individuals 978 978 978

Observations 4,142 4,142 4,142

Note: In Model 1 and 2, standard errors are adjusted for individual clusters. In Model 3, annual observations are the first level and
unique individuals are the second level.
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Postmarital residence having been taken into account, we find other selected
marriage characteristics, including the conventional conjugal power hierarchy measure,
(i.e., the age difference of the couple), are not associated with the probability of having
a first birth in the next year. The only exception is that remarried wives are around 50%
less likely to have a male first birth than wives in their first marriage, but there is no
difference regarding female first births.9 However, while not reported in detail due to
limited space, we find no interaction effect between the wife’s remarriage status and
postmarital residence, suggesting similar behavioral patterns of remarried wives in
virilocal and uxorilocal marriages. Moreover, the influence of postmarital residence on
having a first birth remains if we only study wives in their first marriage.

Nor does strong evidence exist for the effects of coresident kin, except that living
with at least one younger sister or sister-in-law lowers the probability of having a
female birth. The negative association implies a substitution effect – both a young sister
and a first-born daughter could meet the need for a young female member in the
household who may later help care for the elderly and children.

However, interestingly, we find that the favoring effect of uxorilocal marriages on
female first births varies by household socioeconomic status, measured by landholding.
We estimate a model specified the same as Model 2 in Table 2 but with an additional
interaction term of postmarital residence and household landholding. We plot in Figure
1 the average marginal effect (with 95% confidence interval) of uxorilocal versus
virilocal marriages on the probability of having no birth, a male first birth, and a female
first birth, in the next year, along with change in household landholdings. When
household landholding increases, uxorilocal and virilocal marriages do not differ in the
predicted probability of having a male first birth in the next year, but uxorilocal
marriages are less likely to have no birth and more likely to have a female birth in the
next year. In other words, instead of resuming virilocal marriages in the next generation
by preferring a son, land-rich uxorilocally married couples have a particularly strong
preference to have a daughter as the first child.

9 There are 66 first births born to the remarried wives in our analytic sample. The sex ratio is even more
skewed than the overall pattern: 78.6 in virilocal marriages and 32.3 in uxorilocal marriages.
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Figure 1: Average marginal effects of uxorilocal vs. virilocal postmarital
residence, along with change in household landholding, on the
predicted probability of having no first birth (a), a male first birth
(b), and a female first birth (c) in the next year

Note: Black dashed lines indicate 95% confidence intervals. The solid black line indicates the predicted probability for uxorilocal
marriages. The red dashed reference line (y = 0) indicates the predicted probability for virilocal marriages.

We also find no direct effect of logged rice price in the previous year or of its
interaction with postmarital residence. This suggests that the influence of postmarital
residence is independent of local economic fluctuations. Together with the above
finding regarding household landholding, we find no support for the Trivers–Willard
hypothesis (Trivers and Willard 1973); otherwise, we should see that the selection
favoring girl births reduces when the household is land-rich or the local rice price is low
due to harvest.

4.2.2 Second and later births

The most important factors that influence the probability of having second and later
births in the next year are the sex composition of surviving children and the count of
previous births, as suggested in Table 3. Compared with those who currently have both
male and female surviving children – the ideal composition in Japanese culture –
couples who have no or single-sex surviving children are much more likely to have
another birth. By contrast, the cumulative number of previously recorded births only
influences the chance of having a male new birth. The more previously recorded births
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the wife has, the more likely she is to have another male birth in the next year.
However, it makes no difference to having female births in the next year.

Table 3: Effects of marital residence, kin coresidence, household landholding
and other selected factors on the probability of having a recorded
male or female second or later birth in the next year

(1) Logit model,
clustered SE

(2) Multinomial logit model,
clustered SE (ref.: no birth)

(3) Two-level random-intercept
multinomial logit model (ref.: no
birth)

Either sex birth Male birth Female birth Male birth Female birth
Variable exp(b)  p   exp(b)  p   exp(b) p   exp(b)  p   exp(b) p

Age 1.100 0.755 1.359 0.319 0.655 0.478 1.440 0.203 0.693 0.637

Age^2 0.990 0.000 0.989 0.000 0.990 0.000 0.988 0.000 0.989 0.000

Age at marriage 1.571 0.130 1.287 0.391 2.645 0.098 1.281 0.359 2.643 0.206

Remarried 0.950 0.658 1.130 0.413 0.779 0.133 1.119 0.533 0.754 0.157

Couple age difference (ref.: Husband 0–5 yrs older)

Wife is older 1.178 0.312 1.282 0.361 1.088 0.694 1.291 0.337 1.089 0.760

Husband 6+ yrs older 0.845 0.040 0.842 0.109 0.851 0.136 0.819 0.085 0.829 0.118

Years from last birth 1.780 0.055 1.509 0.162 2.893 0.071 1.557 0.104 2.985 0.156

Cumulative number of births 1.180 0.003 1.262 0.001 1.110 0.165 1.178 0.027 1.034 0.644

Sex composition of surviving children (ref.: males and females)

No surviving children 7.011 0.000 6.282 0.000 7.843 0.000 8.264 0.000 10.311 0.000

Only males 1.960 0.000 1.790 0.000 2.172 0.000 1.980 0.000 2.380 0.000

Only females 2.163 0.000 2.376 0.000 1.923 0.000 2.694 0.000 2.158 0.000
Postmarital residence (ref.:
virilocal)

Uxorilocal 1.062 0.473 0.947 0.648 1.201 0.080 0.941 0.633 1.203 0.154

Coresidence of parents (ref.: none)

Only mother(/-in-law) 1.482 0.001 1.298 0.074 1.717 0.001 1.342 0.072 1.785 0.000

Only father(/-in-law) 1.224 0.141 1.078 0.703 1.401 0.056 1.045 0.818 1.361 0.110

Both parents(/-in-law) 1.471 0.001 1.378 0.037 1.592 0.004 1.429 0.031 1.663 0.004

Cores. of older brother(s) 1.376 0.033 1.259 0.326 1.519 0.091 1.357 0.243 1.650 0.059

Cores. of older sister(s) 0.998 0.992 0.990 0.971 1.011 0.972 0.949 0.856 0.981 0.950

Cores. of younger brother(s) 1.030 0.770 0.947 0.698 1.122 0.380 0.958 0.781 1.138 0.417

Cores. of younger sister(s) 1.413 0.003 1.266 0.119 1.593 0.004 1.275 0.137 1.592 0.005
Number of kin in the
household 0.897 0.008 0.924 0.143 0.867 0.005 0.909 0.076 0.850 0.004

Number of non-kin in the
household 1.094 0.000 1.100 0.001 1.087 0.003 1.105 0.002 1.092 0.008

Household landholding (in
koku) 0.996 0.496 0.996 0.615 0.996 0.625 0.996 0.604 0.996 0.621

Logged rice price last year 1.100 0.409 1.248 0.139 0.954 0.781 1.252 0.168 0.957 0.804

Village fixed effects Yes Yes Yes Yes Yes

Period fixed effects Yes Yes Yes Yes Yes

Constant 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
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Table 3: (Continued)

(1) Logit model,
clustered SE

(2) Multinomial logit model,
clustered SE (ref.: no birth)

(3) Two-level random-intercept
multinomial logit model (ref.: no
birth)

Either sex birth Male birth Female birth Male birth Female birth
Variable exp(b)  p   exp(b)  p   exp(b) p   exp(b)  p   exp(b) p

Level-2 (individual-level) parameters

b – – 1 (constrained)

Variance (s.e.) – – 0.255 (0.089)

Log (pseudo)likelihood –2,911.444 –3,610.232 –3,603.5606

Individuals 700 700 700

Observations 9,746 9,746 9,746

The average effect of postmarital residence on the probability of having a female
second  or  later  birth  as  opposed  to  no  birth  in  the  next  year  becomes  small  and
marginally statistically significant. However, postmarital residence has a heterogeneous
influence according to the specific sex composition of surviving children. By
introducing an interaction term to Model 2 in Table 3, we plot in Figure 2 the average
marginal effect (with 95% confidence interval) of uxorilocal versus virilocal marriages
on the probability of having no, a male, and a female new birth in the next year by sex
composition of surviving children. When the couple has either no or both male and
female surviving children, virilocal and uxorilocal marriages do not differ substantially
in reproduction. However, among those who only have male surviving children,
uxorilocal marriages are less likely to have no birth, similarly likely to have a male
birth, and more likely to have a female birth in the next year. Moreover, when there are
only female surviving children, uxorilocal marriages have a lower probability of having
a male birth. To sum up, these interaction effects consistently suggest that, compared
with virilocal marriages, uxorilocal marriages have a stronger girl preference.
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Figure 2: Average marginal effects of uxorilocal vs. virilocal postmarital
residence, by sex composition of surviving children, on the predicted
probability of having no additional birth (a), an additional male birth
(b), and a female additional birth (c) in the next year

Note: The dots with error bars indicate the predicted probability with 95% confidence intervals for uxorilocal marriages. The red
dashed reference line (x = 0) indicates the predicted probability for virilocal marriages.

Returning to results reported in Table 3, coresident kin also influence producing
second and later births. Living with either only mother(-in-law) or both parents(-in-law)
is positively correlated with the probability of having a new birth of either sex. This, in
line with the ‘grandmother hypothesis’ (Hawkes 2004; Jamison et al. 2002), suggests a
positive helping effect of coresident mother or mother-in-law. Coresident older
brothers(-in-law) and younger sisters(-in-law) have the same effect. But extra support
from these coresident siblings only improves the chances of having a female birth. In
other words, to produce a girl at later births is relatively subject to the household
context and potential coresident caregivers. We find no evidence for an interaction
effect between marital residence and parental coresidence, suggesting again that the
effects of biological and in-law parents do not differ substantially, conditional on
postmarital residence.

Moreover, the chances of having an additional female birth in the next year are
also associated with the number of kin and non-kin in the household. Model 1 of Table
3 suggests a negative association between the number of kin in the household and the
probability of having a new birth in the next year. However, according to models 2 and
3, such negative association is largely driven by its strong impact on female births yet
weak influence (if any) on male births. In other words, for second and later births,
competition in the household matters more for reproductive decisions regarding
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daughters than sons. By contrast, the number of non-kin in the household measures
support from servants, who are not competing for household resources, and has a
helping effect on having additional births regardless of their sex.

We find no statistically significant effect of household landholding and rice price
on the probability of having a second or later birth in the next year.

5. Conclusion and discussion

Taking advantage of individual-level panel data from two Japanese villages in 1716–
1870, this study provides new empirical evidence that postmarital residence influences
child sex selection. As demonstrated by different reproduction patterns, uxorilocal
marriages may have stronger girl preference than virilocal marriages. For first births,
uxorilocal marriages are more likely than virilocal marriages to register a girl as
opposed  to  no  birth  in  the  next  year,  especially  when  the  household  is  wealthy.  For
second and later births, uxorilocal marriages have a lower probability of producing a
boy in the next year when surviving children are all girls, but a higher probability of
producing a girl when surviving children are all boys.

Favoring girls in certain family contexts reflects the matrilineality of Japanese
uxorilocal marriages. Limited by small sample size, this study cannot directly examine
how the observed daughter preference results in the intergenerational transmission of
uxorilocal marriages. However, such a tendency is likely to exist, since otherwise, given
the dominant patriarchal culture, we would expect to find that uxorilocal marriages
have a greater son preference than virilocal marriages to shape the next generation. As
the construction of similar data, transcribed from Japanese historical population
registers and other East Asian sources, is underway (Dong et al. 2015), soon we will
have further evidence.

The relative daughter preference in Tokugawa Japan, especially among uxorilocal
marriages, appears to differ from many other Asian populations that have a
predominant son preference. Nevertheless, it may reflect a family succession strategy in
stem family populations. Although both Japan and Northwestern Europe had stem
family systems, in Northwestern European populations there was no apparent sex
preference and selection. This may relate to one major difference between European
and Japanese stem family systems: uxorilocal marriage, or son-in-law adoption, was
common in Japan but virtually nonexistent in Europe (Saito 1998). Together with
Japanese families being more “conspicuously vertically structured,” the concept of
descent line may have carried more weight in traditional Japan than in Europe (Saito
1998: 174). That being said, some recent comparative findings based on European
populations from the late 19th century onward suggestively coincide with our finding of
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daughter preference in stem family populations. Between 1900 and 1950 in the
Netherlands and Sweden, where the Western European stem family system was typical,
parents with no surviving female children substantially increased their birth intensities,
suggesting an increasing preference for girls (Reher et al. 2017). Daughter preference at
third birth and above has also been found in late-20th-century Danish, Norwegian, and
Swedish populations (Anderson et al. 2006). However, such daughter preference does
not appear in the Spanish population (Reher et al. 2017), where family organization is
relatively complex and familial ties are strong (Reher 1998).

Overall, our study adds to the accumulating literature on sex preference and
deliberate birth control in premodern populations and highlights complex human
agency in reproduction, especially in relation to the dynamics of power and property in
the family.

6. Acknowledgments

We thank Cameron Campbell, James Z. Lee, Matthew Noellert, Feng Yang, Zhuoni
Zhang, the editors, and two anonymous reviewers for their constructive comments and
suggestions. This research is supported by the Japan Society for the Promotion of
Science Project JSPS KAKENHI (15H03139) and the MEXT-supported Program for
the Strategic Research Foundation at Private Universities (S1591001L).

http://www.demographic-research.org/


Dong & Kurosu: Postmarital residence and child sex selection: Evidence from northeastern Japan

http://www.demographic-research.org 1404

References

Andersson,  G.,  Hank,  K.,  Rønsen,  M.,  and  Vikat,  A.  (2006).  Gendering  family
composition: Sex preferences for children and childbearing behavior in the
Nordic countries. Demography 43(2): 255–267. doi:10.1353/dem.2006.0010.

Campbell, C. and Lee, J.Z. (2010). Fertility control in historical China revisited: New
methods for an old debate. History of the Family 15(4): 370–385. doi:10.1016/
j.hisfam.2010.09.003.

Chen, S., Lee, J.Z., and Campbell, C. (2010). Wealth stratification and reproduction in
Northeast China, 1866–1907. History of the Family 15(4): 386–412. doi:10.
1016/j.hisfam.2010.10.001.

Choe, M.K., Hao, H., and Wang, F. (1995). Effects of gender, birth order, and other
correlates on childhood mortality in China. Social Biology 42(1–2): 50–64.
doi:10.1080/19485565.1995.9988887.

Coale, A.J. and Banister, J. (1996). Five decades of missing females in China.
Proceedings of the American Philosophical Society 140(4): 421–450.

Cornell, L.L. (1987). Hajnal and the household in Asia: A comparativist history of the
family in preindustrial Japan, 1600–1870. Journal of Family History 12(1–3):
143–162. doi:10.1177/036319908701200108.

Cornell, L.L. (1996). Infanticide in early modern Japan? Demography, culture and
population growth. Journal of Asian Studies 55(1): 22–50. doi:10.2307/
2943635.

Cronk, L. (2007). Boy or girl: Gender preferences from a Darwinian point of view.
Reproductive Biomedicine Online 15(S2): 23–32. doi:10.1016/S1472-6483(10)
60546-9.

Das Gupta, M. (1987). Selective discrimination against female children in rural Punjab,
India. Population and Development Review 13(1): 77–100. doi:10.2307/
1972121.

Davis, K. (1941). Intermarriage in caste societies. American Anthropologist 43(3): 376–
395. doi:10.1525/aa.1941.43.3.02a00030.

Dong, H., Campbell,  C.,  Kurosu, S.,  Yang, W., and Lee, J.Z. (2015). New sources for
comparative social sciences: Historical population panel data from East Asia.
Demography 52(3): 1061–1088. doi:10.1007/s13524-015-0397-y.

https://doi.org/10.1353/dem.2006.0010
https://doi.org/10.1016/j.hisfam.2010.09.003
https://doi.org/10.1016/j.hisfam.2010.09.003
https://doi.org/10.1016/j.hisfam.2010.10.001
https://doi.org/10.1016/j.hisfam.2010.10.001
https://doi.org/10.1080/19485565.1995.9988887
https://doi.org/10.1177/036319908701200108
https://doi.org/10.2307/2943635
https://doi.org/10.2307/2943635
https://doi.org/10.1016/S1472-6483(10)60546-9
https://doi.org/10.1016/S1472-6483(10)60546-9
https://doi.org/10.2307/1972121
https://doi.org/10.2307/1972121
https://doi.org/10.1525/aa.1941.43.3.02a00030
https://doi.org/10.1007/s13524-015-0397-y
http://www.demographic-research.org/


Demographic Research: Volume 36, Article 43

1405 http://www.demographic-research.org

Dong,  H.,  Manfredini,  M.,  Kurosu,  S.,  Yang,  W.,  and Lee,  J.Z.  (2017).  Kin  and birth
order effects on male child mortality: Three East Asian populations, 1716–1945.
Evolution and Human Behavior 38(2): 208–216. doi:10.1016/j.evolhumbehav.
2016.10.001.

Drixler, F.F. (2013). Infanticide and population growth in eastern Japan, 1660–1950.
Oakland: University of California Press. doi:10.1525/california/9780520272439.
001.0001.

Drixler, F.F. and Kok, J. (2016). A lost family-planning regime in eighteenth-century
Ceylon. Population Studies 70(1): 93–114. doi:10.1080/00324728.2015.
1133842.

Fisher, R.A. (1930). The genetical theory of natural selection: A complete variorum
edition. Oxford: Oxford University Press. doi:10.5962/bhl.title.27468.

Freese, J. and Powell, B. (1999). Sociobiology, status, and parental investment in sons
and daughters: Testing the Trivers–Willard hypothesis. American Journal of
Sociology 104(6): 1704–1743. doi.org/10.1086/210221.

Gaulin, S.J. and Robbins, C.J. (1991). Trivers–Willard effect in contemporary North
American society. American Journal of Physical Anthropology 85(1): 61–69.
doi:10.1002/ajpa.1330850108.

Hank, K. (2007). Parental gender preferences and reproductive behaviour: A review of
the recent literature. Journal of Biosocial Science 39(5): 759–767. doi:10.1017/
S0021932006001787.

Hanley, S. (1972). Toward an analysis of demographic and economic change in
Tokugawa Japan: A village study. Journal of Asian Studies 31(3): 515–537.
doi:10.2307/2052232.

Hanley, S. and Yamamura, K. (1975). Ichi hime, ni taro: Educational aspirations and
the decline in fertility in postwar Japan. Journal of Japanese Studies 2(1): 83–
125. doi:10.2307/132040.

Hawkes, K. (2004). Human longevity: The grandmother effect. Nature 428(6979): 128–
129. doi:10.1038/428128a.

Hayami, A. (2009). Rekishi Jinkogaku Kenkyu: Atarashii Kinse Nihonzou (Historical
Demography of Early Modern Japan). Tokyo: Fujiwara-shoten.

Hrdy, S. (1987). Sex-biased parental investment among primates and other mammals:
A critical evaluation of the Trivers–Willard hypothesis. In: Gelles, R. and

https://doi.org/10.1016/j.evolhumbehav.2016.10.001
https://doi.org/10.1016/j.evolhumbehav.2016.10.001
https://doi.org/10.1525/california/9780520272439.001.0001
https://doi.org/10.1525/california/9780520272439.001.0001
https://doi.org/10.1080/00324728.2015.1133842
https://doi.org/10.1080/00324728.2015.1133842
https://doi.org/10.5962/bhl.title.27468
https://doi.org/10.1086/210221
https://doi.org/10.1002/ajpa.1330850108
https://doi.org/10.1017/S0021932006001787
https://doi.org/10.1017/S0021932006001787
https://doi.org/10.2307/2052232
https://doi.org/10.2307/132040
https://doi.org/10.1038/428128a
http://www.demographic-research.org/


Dong & Kurosu: Postmarital residence and child sex selection: Evidence from northeastern Japan

http://www.demographic-research.org 1406

Lancaster, J.B. (eds.). Child abuse and neglect: Biosocial dimensions. New
York: De Gruyter: 97–147.

Jamison, C.S., Cornell, L.L., Jamison, P.L., and Nakazato, H. (2002). Are all
grandmothers equal? A review and a preliminary test of the ‘grandmother
hypothesis’ in Tokugawa Japan. American Journal of Physical Anthropology
119(1): 67–76. doi:10.1002/ajpa.10070.

Jin, X., Li, S., and Feldman, M. (2006). Marriage form and fertility in rural China: An
investigation in three counties. Population Research and Policy Review 25(2):
141–156. doi:10.1007/s11113-006-0001-7.

Kawaguchi, H. (2002). Jyuhasseiki-shoto no Aizu-Minamiyamaokurairi-ryo niokeru
Kogaeshi (Infanticide in 18th-century Minamiyama-okurairi-ryo, Aizu). In:
Akira, H. (ed.). Kindai-ikoki no jinko to rekishi (Population and history during
the transitional period of modernization). Kyoto: Mineruva-shobo: 45–71.

Kolk, M. and Schnettler, S. (2016) Socioeconomic status and sex ratios at birth in
Sweden: No evidence for a Trivers–Willard effect for a wide range of status
indicators. American Journal of Human Biology 28(1): 67–73.
doi:10.1002/ajhb.22756.

Kurosu, S. (1996). Leaving home in a stem family system: Departures of heirs and non-
heirs. History of the Family 1(3): 329–352. doi:10.1016/S1081-602X(96)
90027-5.

Kurosu, S. (1998). Long way to headship, short way to retirement: Adopted sons in a
northeastern village in pre-industrial Japan. History of the Family 3(4): 393–410.
doi:10.1016/S1081-602X(99)80254-1.

Kurosu, S. (2007). Remarriage in a stem family system in early modern Japan.
Continuity and Change 22(3): 429–458. doi:10.1017/S026841600700642X.

Kurosu, S. (2011). Divorce in early modern rural Japan: Household and individual life
course in northeastern villages, 1716–1870. Journal of Family History 36(2):
118–141. doi:10.1177/0363199011398428.

Kurosu, S. (2013). Adoption and family reproduction in early modern Japan. The
Economic Review 64(1): 1–12.

Lee, J.Z. and Wang, F. (1999). One quarter of humanity: Malthusian mythology and
Chinese realities, 1700–2000. Cambridge: Harvard University Press.

https://doi.org/10.1002/ajpa.10070
https://doi.org/10.1007/s11113-006-0001-7
https://doi.org/10.1002/ajhb.22756
https://doi.org/10.1016/S1081-602X(96)90027-5
https://doi.org/10.1016/S1081-602X(96)90027-5
https://doi.org/10.1016/S1081-602X(99)80254-1
https://doi.org/10.1017/S026841600700642X
https://doi.org/10.1177/0363199011398428
http://www.demographic-research.org/


Demographic Research: Volume 36, Article 43

1407 http://www.demographic-research.org

Lee, J.Z., Wang, F., and Campbell, C. (1994). Infant and child mortality among the
Qing nobility: Implications for two types of positive check. Population Studies
48(3): 395–411. doi:10.1080/0032472031000147936.

Low, B.S. (1990). Occupational status, landownership, and reproductive behavior in
19th-century Sweden: Tuna parish. American Anthropologist 92(2): 457–468.
doi:10.1525/aa.1990.92.2.02a00130.

Lynch, K.A. (2011). Why weren’t (many) European women ‘missing’? History of the
Family 16(3): 250–266. doi:10.1016/j.hisfam.2011.02.001.

Maeda, T. (1976). Ane-katoku (Eldest daughter succession). Osaka: Kansai University
Press.

Maeda, T. (1992). Onna ga ie wo tsugutoki (When women succeed ie). Osaka: Kansai
University Press.

Manfredini, M., Breschi, M., and Fornasin, A. (2013). Son preference in a
sharecropping society: Gender composition in a pre-transitional Italian
community. Paper presented at the Social Science History Association Meeting,
Chicago, November 21–24, 2013.

Mehrotra, V., Morck, R., Shim, J., and Wiwattanakantang, Y. (2010). Adoptive
expectations: Rising sons in Japanese family firms. Cambridge: National Bureau
of Economic Research (NBER Working Paper Series 16874).

Merton, R.K. (1941). Intermarriage and the social structure. Psychiatry 4(3): 361–374.
doi:10.1080/00332747.1941.11022354.

Mori, K. (1999). Ane-katoku (Eldest daughter inheritance). In: Fukuta, A. (ed.). Nihon
minzoku daijiten, jyo (Dictionary of Japanese folklore, Volume 1). Tokyo:
Yoshikawa-kobunkan: 33–34.

Narimatsu, S. (1985). Kinsei tohoku noson no hitobito: Oshu Asaka-gun Shimomoriya-
mura (People in a northeastern agricultural village in early modern Japan: The
village of Shimomoriya, Asaka County, Ou Region). Kyoto: Mineruva-shobo.

Narimatsu, S. (1992). Edo-jidai no tohoku noson: Nihonmatsu-han Niita-mura
(Agricultural villages in northeastern Tokugawa Japan: The village of Niita in
Nihonmatsu domain). Tokyo: Dobunkan.

Nihonmatsu-han-shi Kankokai (ed.) (1992). Nihonmatsu-han-shi Kankokai (History of
Nihonmatsu domain). Kyoto: Rinsen-shoten.

https://doi.org/10.1080/0032472031000147936
https://doi.org/10.1525/aa.1990.92.2.02a00130
https://doi.org/10.1016/j.hisfam.2011.02.001
https://doi.org/10.1080/00332747.1941.11022354
http://www.demographic-research.org/


Dong & Kurosu: Postmarital residence and child sex selection: Evidence from northeastern Japan

http://www.demographic-research.org 1408

Ota, M. (1991). Shoshika to kinsei-shakai no kosodate: Mabiki no shakai-shi (Fertility
decline and childrearing: Social history of infanticide). In: Editorial Committee
on the changing family (ed.). Kazoku no shakai-shi (Social history of the family).
Tokyo: Iwanami-shoten: 163–179.

Ota, M. (2007). Kodakara to kogaeshi: Kinseinoson no kazokuseikatsu to kosodate
(Family and child-rearing in early modern Japan). Tokyo: Fujiwara-shoten.

Otake, H., Takeda, W., and Hasegawa, Z. (1988). Yoshi: Giseisareta oyako (Adoption:
Fictional relationships of parent and child). Tokyo: Sanseido.

Oto, O. (1996). Kinsei-nomin to ie, mura, kokka (Peasants and Ie village-state in the
early modern era). Tokyo: Yoshikawa-kobunkan.

Oto, O. (2001). Kinsei no mura to seikatsu bunka (Villages and life culture in the early
modern period). Tokyo: Yoshikawa-kobunkan.

Park, C.B. and Cho, N.-H. (1995). Consequences of son preference in a low-fertility
society: Imbalance of the sex ratio at birth in Korea. Population and
Development Review 21(1): 59–84. doi:10.2307/2137413.

Reher, D.S. (1998). Family ties in western Europe: Persistent contrasts. Population and
Development Review 24(2): 203–234. doi:10.2307/2807972.

Reher, D.S., Sandström, G., Sanz-Gimeno, A., and van Poppel, F. (2017). Agency in
fertility decisions in western Europe during the demographic transition: A
comparative perspective. Demography 54(1): 3–22. doi:10.1007/s13524-016-
0536-0.

Saito, O. (1992). Infanticide, fertility and ‘population stagnation’: The state of
Tokugawa historical demography. Japan Forum 4(2): 369–382. doi:10.1080/
09555809208721469.

Saito, O. (1998). Two kinds of stem-family system? Traditional Japan and Europe
compared. Continuity and Change 13(1): 167–186. doi:10.1017/
S0268416098003087.

Saito, O. (2000). Marriage, family labour and the stem family household: Traditional
Japan in a comparative perspective. Continuity and Change 15(1): 17–45.
doi:10.1017/S026841609900346X.

Sandström, G. and Vikström, L. (2015). Sex preference for children in German villages
during the fertility transition. Population Studies 69(1): 57–71. doi:10.1080/
00324728.2014.994667.

https://doi.org/10.2307/2137413
https://doi.org/10.2307/2807972
https://doi.org/10.1007/s13524-016-0536-0
https://doi.org/10.1007/s13524-016-0536-0
https://doi.org/10.1080/09555809208721469
https://doi.org/10.1080/09555809208721469
https://doi.org/10.1017/S0268416098003087
https://doi.org/10.1017/S0268416098003087
https://doi.org/10.1017/S026841609900346X
https://doi.org/10.1080/00324728.2014.994667
https://doi.org/10.1080/00324728.2014.994667
http://www.demographic-research.org/


Demographic Research: Volume 36, Article 43

1409 http://www.demographic-research.org

Sawayama, M. (2005). Sei to seishoku no kinsei (Sex and reproduction in the early
modern period). Tokyo: Keiso-shobo.

Sear, R. and Coall, D. (2011). How much does family matter? Cooperative breeding
and the demographic transition. Population and Development Review 37(S1):
81–112. doi:10.1111/j.1728-4457.2011.00379.x.

Sen, A. (1992). Missing women. British Medical Journal 304(6827): 587–588.
doi:10.1136/bmj.304.6827.587.

Skinner, G.W. (1988). Reproductive strategies, the domestic cycle and fertility among
Japanese villagers, 1717–1869. Paper presented at the Rockefeller Foundation
Workshop on Women’s Status in Relation to Fertility and Mortality, Bellagio,
June 6–10, 1988.

Skinner, G.W. (1987). Infanticide and reproductive strategies in two Nobi plain
villages, 1717–1869. Paper presented to the Workshop on Population Change
and Socioeconomic Development in the Nobi Region, Stanford, California,
March 15–18, 1987.

Skinner, G.W. (1993). Conjugal power in Tokugawa Japanese families: A matter of life
or death. In: Miller, B.D. (ed.). Sex and gender hierarchies. Cambridge:
Cambridge University Press: 236–270.

Smith, T.C. (1977). Nakahara: Family farming and population in a Japanese village,
1717–1830. Stanford: Stanford University Press.

Tomobe, K. (2001). The level of marital fertility in Tokugawa and Early Meiji Japan, c.
1800s–1930s: A preliminary analysis of the Hutterite indices. In: Liu, T.-J., Lee,
J.Z., Reher, D.S., Saito, O., and Wang, F. (eds.). Asian population history.
Oxford: Oxford University Press: 138–151.

Trivers, R.L. and Willard, D.E. (1973). Natural selection of parental ability to vary the
sex ratio of offspring. Science 179(4068): 90–92. doi:10.1126/science.179.
4068.90.

Tsuya, N.O. and Kurosu, S. (2004). Mortality and household in two Ou villages, 1716–
1870. In: Bengtsson, T., Campbell, C., Lee, J.Z. et al. Life under pressure:
Mortality and living conditions in Europe and Asia, 1700–1900. Cambridge:
MIT Press: 253–292.

Tsuya, N.O. and Kurosu, S. (2010). Family, household, and reproduction in two
northeastern Japanese villages, 1716–1870. In: Tsuya, N.O., Wang, F., Alter, G.,

https://doi.org/10.1111/j.1728-4457.2011.00379.x
https://doi.org/10.1136/bmj.304.6827.587
https://doi.org/10.1126/science.179.4068.90
https://doi.org/10.1126/science.179.4068.90
http://www.demographic-research.org/


Dong & Kurosu: Postmarital residence and child sex selection: Evidence from northeastern Japan

http://www.demographic-research.org 1410

Lee, J.Z. et al. Prudence and pressure: Reproduction and human agency in
Europe and Asia, 1700–1900. Cambridge: MIT Press: 67–95.

Tsuya, N.O. and Kurosu, S. (2014). Economic and household factors of first marriage
in two northeastern Japanese villages, 1716–1870. In: Lundh, C., Kurosu, S. et
al. Similarity in difference: Marriage in Europe and Asia, 1700–1900.
Cambridge: MIT Press: 349–391.

Tsuya, N.O., Wang, F., Alter, G., Lee, J.Z. et al. (2010). Prudence and pressure:
Reproduction and human agency in Europe and Asia, 1700–1900. Cambridge:
The MIT Press.

Voland, E. (1984). Human sex-ratio manipulation: Historical data from a German
parish. Journal of Human Evolution 13(1): 99–107. doi:10.1016/S0047-
2484(84)80080-9.

Wolf,  A.P.  and  Huang,  C. (1980). Marriage and adoption in China, 1845–1945.
Stanford: Stanford University Press.

Yamamoto, J. (2006). Jinkogakuteki sokumen kara mita ane-katok: Hitachi-no-kuni
Ibaraki-gun Ariga-mura wo jireitoshite (Ane-katoku viewed from the
demographic perspective: A case study of Ariga village, Ibaraki, Hitachi). In:
Ochiai, E. (ed.). Tokugawa-Nihon no raifu ko-su: Tokugawa jinkougaku tono
taiwa (Life course in Tokugawa Japan: Dialogue with Tokugawa demography).
Kyoto: Mineruva-shobo: 255–282.

Zeng, Y., Tu, P., Gu, B., Xu, Y., Li, B., and Li, Y. (1993). Causes and implications of
the recent increase in the reported sex ratio at birth in China. Population and
Development Review 19(2): 283–302. doi:10.2307/2938438.

https://doi.org/10.1016/S0047-2484(84)80080-9
https://doi.org/10.1016/S0047-2484(84)80080-9
https://doi.org/10.2307/2938438
http://www.demographic-research.org/


Demographic Research: Volume 36, Article 43

1411 http://www.demographic-research.org

Appendix

Table A-1: Descriptive statistics of variables
First birth Second and later births

Variable Mean Std. dev. Min Max Mean Std. dev. Min Max

Reproduction in next year 0.141 0.348 0 1 0.107 0.308 0 1

Reproduction outcomes in next year

No birth 0.859 0.348 0 1 0.893 0.308 0 1

Male birth 0.064 0.245 0 1 0.056 0.230 0 1

Female birth 0.077 0.267 0 1 0.050 0.219 0 1

Age 20.857 8.195 10 49 32.037 8.684 14 49

Age at marriage 15.624 5.358 3 48 26.298 6.533 13 48

Remarried 0.128 0.334 0 1 0.100 0.300 0 1

Couple age difference

Husband 0–5 years older 0.588 0.492 0 1 0.569 0.495 0 1

Wife is older 0.059 0.236 0 1 0.034 0.181 0 1

Husband 6+ years older 0.353 0.478 0 1 0.397 0.489 0 1

Years from last birth – – – – 5.651 4.900 1 20

Cumulative number of births – – – – 2.475 1.331 1 9

Sex composition of surviving children

Both males and females – – – – 0.416 0.493 0 1

No surviving children – – – – 0.029 0.166 0 1

Only boys – – – – 0.287 0.452 0 1

Only girls – – – – 0.269 0.444 0 1

Postmarital residence

Virilocal 0.739 0.439 0 1 0.756 0.430 0 1

Uxorilocal 0.261 0.439 0 1 0.244 0.430 0 1

Coresidence of parents

None 0.156 0.363 0 1 0.384 0.486 0 1

Only mother(/-in-law) 0.127 0.333 0 1 0.163 0.370 0 1

Only father(/-in-law) 0.102 0.303 0 1 0.094 0.292 0 1

Both parents(/-in-law) 0.615 0.487 0 1 0.359 0.480 0 1

Coresidence of older brother(s) 0.137 0.344 0 1 0.045 0.208 0 1

Coresidence of older sister(s) 0.132 0.339 0 1 0.035 0.185 0 1

Coresidence of younger brother(s) 0.272 0.445 0 1 0.132 0.338 0 1

Coresidence of younger sister(s) 0.282 0.450 0 1 0.107 0.309 0 1

Number of kin in the household 4.981 1.838 1 14 5.462 1.688 1 14

Number of non-kin in the household 0.433 1.527 0 25 0.456 1.530 0 25
Household landholding (in koku) 11.886 7.416 0 54.536 12.437 7.409 0 53.926

Logged rice price last year –0.215 0.276 –0.673 0.732 –0.211 0.277 –0.673 0.732

Individuals (wives) 978 700

Observations 4,142 9,746

Note: While not reported in this table, our model estimations also include period and village dummy variables.
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Human child survival depends on adult investment, typically from parents. However, in spite of recent research
advances on kin influence and birth order effects on human infant and child mortality, studies that directly
examine the interaction of kin context and birth order on sibling differences in child mortality are still rare.
Our study supplements this literature with new findings from large-scale individual-level panel data for three
East Asian historical populations from northeast China (1789–1909), northeast Japan (1716–1870), and north
Taiwan (1906–1945), where preference for sons and first-borns is common. We examine and compare male
child mortality risks by presence/absence of co-resident parents, grandparents, and other kin, as well as their
interaction effects with birth order. We apply discrete-time event-history analysis on over 172,000 observations
of 69,125 boys aged 1–9 years old. We find that in all three populations, while the presence of
parents is important for child survival, it is more beneficial to first/early-borns than to later-borns. Effects of
other co-resident kin are however null or inconsistent between populations. Our findings underscore the
importance of birth order in understanding how differential parental investment may produce child survival
differentials between siblings.

© 2016 The Authors. Published by Elsevier Inc. This is an open access article under the CC BY-NC-ND license
(http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/).

That parents, especially mothers, are important for infant and child
survival is a truism for humans and indeed almost all mammals
(Clutton-Brock, 1991; Sear & Coall, 2011; Sear &Mace, 2008). According
to classical kin selection theory (Hamilton, 1964a, 1964b), other
things being equal, such universal maternal effect should be similar
between siblings.

Differential parental investment, however, is evident in many species.
According to Trivers (1972), any parent investment in an offspring in-
creases his/her chances of survival and reproductive success at the
expense of the parent's ability to invest in other offspring. From an
evolutionary point of view, natural selection would have favored
specific parental behavioral strategies aimed at increasing fitness by
investing more in those children with greater reproductive value
(Geary & Flinn, 2001). In other words, differential parental investment
may be a product of natural selection, which favors those better
able to take advantage of the differential chances of survival and
reproductive success of offspring (Clarke & Low, 2001; Clutton-Brock,
1991; Daly & Wilson, 1995; Trivers, 1972, 1974).

Parental favoritism would then be based on an evolutionary
mechanism making parents able to judge the reproductive value of
each of their offspring and invest in proportion to their expected fitness.
Put it differently, “selection will favor the evolution of mechanisms
in parents that favor offspring who are likely to provide a higher
reproductive return on the investment” (Buss, 2015, 198). Many are
the variables and the factors that could play a role in the parental
evaluation of the reproductive value, such as offspring sex and age,
child health status and individual characteristics of offspring phenotypic
quality (withparticular attention to congenital disability), parental age, and,
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obviously, available resources (Clutton-Brock, 1991; Daly &Wilson, 1995;
Hertwig, Davis, & Sulloway, 2002; Trivers, 1974; Trivers &Willard, 1973).

Multiple studies of human populations document that the mecha-
nisms of such differential parental investment can be quite complex,
resulting in child survival differentials that vary greatly between re-
gions, periods, and sub-populations (Hrdy, 1987). Differential parental
investment according to offspring sex, exemplified by the Trivers–
Willard hypothesis (Trivers & Willard, 1973), is probably the best
known example (Boesch, 1997; Bradbury & Blakey, 1998; Cameron &
Linklater, 2000; Clutton-Brock & Albon, 1982; Isaac, Krockenberger, &
Johnson, 2005; Ligon & Hill, 2010; Svensson & Nilsson, 1996). While
such phenomena are atypical for contemporary human European
(Kolk & Schnettler, 2016) and North American (Freese & Powell, 1999;
Gaulin & Robbins, 1991) populations, there are now a number of well
documented cases of explicit sex-selective infanticide, neglect, abuse,
and abortion, as well as overwhelming aggregate evidence of highly
skewed infant and child sex ratios, for many developing and historical
human populations, especially from Africa and Asia (Cronk, 2007;
Drixler, 2013; Fujita et al., 2012; Guggenheim, Davis, & Figueredo,
2007; Hrdy, 1987; Lee & Wang, 2001). Much of this literature focuses
on sex ratio differences at birth or among infants and children, and sug-
gests that, in contrast to the expectation of relatively equal sex ratio
(Fisher, 1930), sex, parity, and sex composition and even sequence of
surviving children can bias parental investment (Choe, Hao, & Wang,
1995; Daly & Wilson, 1984; Lee, Wang, & Campbell, 1994; Park & Cho,
1995; Tsuya & Kurosu, 2010; Zeng et al., 1993). Direct comparisons
with individual-level longitudinal data on neonatal and perinatal
mortality differences further reveal that, such differentials are not only
subject to characteristics of offspring, but also shaped by parental and
household circumstances (Bengtsson, Campbell, & Lee, 2004; Tsuya,
Wang, Alter, & Lee, 2010). And such parental preferences, whether in
East and South Asia or elsewhere, are embedded in local cultural and so-
cial context (Drixler, 2013; Hrdy, 1999; Lee & Wang, 2001; Muhuri &
Preston, 1991).

Along with sex, age is the other individual characteristic often
evaluated by parents in order to determine offspring contribution to
parental fitness. The offspring reproductive value, in fact, increases
with age at least until puberty, which makes older offspring much
more valued than younger ones by parents. Offspring age is then by
definition strictly associated with birth order, which is another way to
look at the temporal sequence of offspring. A growing literature
emphasizes the potential role of birth order in shaping siblingdifferentials
in survival and reproductive success in humans and non-humanprimates
(Barclay & Kolk, 2015; Draper & Hames, 2000; Faurie, Russell, & Lummaa,
2009; Low, 1990; Low& Clarke, 1992;Mace, 1996a, 1996b;Modin, 2002;
Stanton, Lonsdorf, Pusey, Goodall, &Murray, 2009) Comparedwith later-
borns, first-borns survive longer and develop further with less uncer-
tain early defects, reach reproductive maturity earlier, and benefit
more from the generational overlap with parents and other older kin
for support and care (Daly & Wilson, 1995; Hrdy & Judge, 1993; Jeon,
2008; Stanton et al., 2009; Trivers, 1974). In addition, in societies
practicing primogeniture or partible inheritance, to recognize the heir
with concomitant early biased parental investment helps to avoid
domestic social tension as well as to prepare children for their adult
roles (Hrdy & Judge, 1993).

Unequal parental investment however may increase and trigger
competitive and rivalry behaviors among offspring as well as parent-
offspring conflicts (Daly & Wilson, 1990; Mock & Parker, 1997;
Sulloway, 1997). Although parents could be pressed to reduce such con-
flictual family dynamics by operating an equal distribution of resources
among offspring, Hertwig et al. (2002) have demonstrated that an un-
equal cumulative distribution of parental investment among siblings
may occur even in spite of equal parental allocation at each time point.

The intensity of such conflicts among siblings, competing for limited
family resources, both material and affective, has been usually claimed
to depend on sibship size and offspring composition, especially by

gender. According to the resource dilution hypothesis, the larger the
sibship size, “the more the resources are divided and hence, the lower
the quality of the output” (Blake, 1981, 421). Compared to siblings
from smaller families, many studies have in fact proved that offspring
from large families have lower educational attainment (Conley &
Glauber, 2006; Hauser & Sewell, 1986; Hill & O'Neill, 1994), lower
height (Oberg, 2015) and less chances to achieve higher social status
(Davis, 1997). Consequently, large family sizes might induce stronger
competition among siblings for finite family resources. In such situation,
firstborns tend to be favored over laterborns (Black, Devereux, &
Salvanes, 2005), largely due to their period of undiluted parental invest-
ment (Salmon, 2003). On the other hand, lastborns and middleborns
would preferentially conflict one another, with the latter destined to
suffer the most for the fewest resources.

It has been suggested, especially in the field of evolutionary
psychology, that offspring would therefore compete with one another
“in an effort to secure physical, emotional, and intellectual resources
from parents” (Sulloway, 1997, 21), setting up strategies and behaviors,
when interacting with parents, so specific and peculiar as to prompt a
process of niche differentiation within the family (Rhode et al., 2003;
Sulloway, 1997, 2001). Eventually, the occupation of such family niches
would make them possible to maximize their differences, in other
words, “to make themselves unique in their parents' eyes” (Saad, Gill,
& Nataraajan, 2005).

Some authors, especially Sulloway (1997), stress specifically the
role of birth order as one of the key determinants of such a niche
differentiation and different sibling strategies. The idea is that birth
order would be specifically associated with many important individual
characteristics such as age, strength, power, and role within the family
(Sulloway, 1997). In this respect, siblings would acquire different
personality traits according to birth order. In particular, firstborns
would be the most conservative, in the attempt to preserve their
privileged status and birth prerogatives, laterborns would be more
nonconforming and altruistic, whilst middleborns would be the least
close to their parents as a consequence of the fact that they were the
only offspring who never experienced a period of exclusive parental
investment (Rhode et al., 2003; Salmon & Daly, 1998). However, some
factors could bias and modulate such a model of family dynamics,
namely socio-economic status, sibship size, and birth interval (Emst &
Angst, 1983; Sulloway, 1997).

Thus, birth order is a key factor in both parent- and sibling-driven
family dynamics. Both parental investment theory and Sulloway's theory
of family niches, in fact, support the idea that offspring's position in the
time sequence of siblings would be strongly associated with resource
availability, parental care, inheritance practices, and prospective repro-
duction. However, a question naturally follows but remains empirically
unexamined: Do effects of parents, and possibly other co-resident kin,
vary by birth order in shaping child survival differentials? Our premise
is that, if the investment of parents, and possibly of other co-resident
kin, is biased by birth order, then the influence of presence of such kin
on child survival should differ by birth order. While a growing number
of studies identify effects of the presence of parents and occasionally
other female coresident kin on human child survival, few directly exam-
ine their possible interactionwith birth order (Sear & Coall, 2011; Sear &
Mace, 2008). Similarly, while there are studies of birth order differentials
in early-age accidents, health andmortality (Bakketeig &Hoffman, 1979;
Bijur, Golding, & Kurzon, 1988; Hobcraft, McDonald, & Rutstein, 1985;
Horwitz, Morgenstern, & Berkman, 1985; Nixon & Pearn, 1978), they
overlook the possibility that these effects may differ according to the
presence or absence of parents and other kin. As we shall see in this ar-
ticle, such expected differential importance of kin presence is especially
the case in East Asian societies where birth order favoritism is apparent
(Feng, 1937; Hayami, 1983; Lee & Campbell, 1997; Skinner, 1992).

This paper contributes to the literature by examining whether and
how birth order and the presence or absence of parents and other kin
in the household interact to shape child mortality in East Asia. We do
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so not for one population but for three 18th–20th century East Asian
populations with 172,038 annual or triennial linked observations of
69,125 boys aged 1–9. We find consistent evidence that while all
three East Asian societies had strong son preference (Das Gupta et al.,
2003), biased parental investment favored early over later born male
siblings.

1. Data

Our study takes advantage of three datasets from historical household
registers: the China Multi-Generational Panel Dataset—Liaoning (CMGPD-
LN), the Colonial Taiwan Household Registration Database—Beipu, Chupei,
and Ermei (CTHRD-BCE), and the Japanese Ninbetsu-Aratame-Cho Popula-
tion Register Database—Shimomoriya and Niita (NAC-SN), described and
compared in detail in Dong, Campbell, Kurosu, Yang, and Lee (2015) with
geographic locations shown in Appendix Map a1. These datasets are tran-
scribed from historical population registers from Qing China, Tokugawa
Japan, and Colonial Taiwan, in total covering 2.1 million observations of
310,000 individuals. Such population registration systems were products
of East Asian systems of civilian administration, taxation andmilitary orga-
nization, and are documented in detail elsewhere (Hayami, 1979; Katz &
Chiu, 2006; Lee, Campbell, & Chen, 2010). Specifically, the CMGPD-LN
data are transcribed from Eight Banner household registers, compiled
every three years by the Qing imperial household agency to record individ-
ual demographic and socio-economic events for a population of 260,000 in-
dividuals residing in the Liaoning province, northeast China between 1749
and 1909. The NAC-SN data are transcribed from annual Japanese popula-
tion registers that record demographic and socio-economic information
for 6000 individuals in two villages, Shimomoriya and Niita, in contempo-
rary Fukushima prefecture in northeast Japan between 1716 and 1870.
The CTHRD-BCE data are transcribed from a set of household registers
from three townships, Beipu, Chubei, and Emei, in north Taiwan, compiled
by the Japanese colonial administration covering a total population of
45,000 individuals between1906and1945. TheseTaiwancolonial registers,
unlike Chinese and Japanese household registers, are continuous in the
sense that they were updated as individual vital events and other changes
occurred. To make our data and estimation comparable, we transform the
CTHRD-BCE data into the NAC-SN person-year format.

All three datasets are panels that record individuals, including their
vital events, longitudinally. The original data transcribed from house-
hold registers were cross-sectional, and resembled repeated censuses
of the same community. To produce these panel datasets that follow in-
dividuals prospectively over time, we linked cross-sectional observa-
tions of the same individual across different registers. Our data record
vital events that occurred in the intervals between registers. These
intervals are one year long in the NAC-SN and CTHRD-BCE and three
years long in the CMGPD-LN.

Our data are especially valuable for studies of kin effects because
they not only include detailed information on kinship but also record
all household members and most if not all residents in the community.
All three sets of population registers record detailed relationship to the
household head for each household member, which enables us to
reconstruct the relationship between individuals in the household.
The relatively complete parent–child linkage in all three datasets
provides additional information to identify grandparents, uncles and
aunts, brothers, and other kin within and even beyond the household.
Moreover, because these household registers were designed to cover
the whole community and updated regularly, our data provide time-
varying information on presence and absence of specific kin in almost
all households.

We restrict our data to observations of live male children approxi-
mately 1–9 years old (see Appendix Note a1 for specific age coding def-
initions)who are also observed in the next register.We exclude thefirst
year of life because of poor recording in these registers of infants who
died early, in particular of females who died by infanticide. Since our
Chinese registers – the majority of our East Asian data – record boys

much better than girls (Dong et al., 2015; Lee et al., 2010), we have no
choice but to focus on male children. In any case, given the patriarchal
and highly hierarchical nature of these East Asian societies, there are
stronger reasons to expect birth order differences in treatment by
parents and other kin for boys than for girls (Das Gupta et al., 2003;
Feng, 1937; Hayami, 1983; Lee & Campbell, 1997; Skinner, 1992).
Moreover, while we restrict our study to male children aged 1–9
because we assume kin effects are most pronounced when children
are young and dependent on adult care and supervision, according to
our own examinations as well as previous studies (Bengtsson et al.,
2004), such effects may also hold for even older male children.

Our study samples include 172,038 observations of 69,125 boys age
1–9, including 4758 death records that have an immediate preceding
observation 1 or 3 years earlier: 86,924 triennial observations of
56,065 boys including 3837 deaths from the CMGPD-LN, 75,796 annual
observations of 11,615 boys including 635 deaths from the CTHRD-BCE,
and 9318 annual observations of 1445 boys including 286 deaths from
the NAC-SN (see Appendix Table a1 for descriptive statistics).

2. Methods

Like othermortality studies based on these East Asian historical pop-
ulation registration data (Bengtsson et al., 2004; Campbell & Lee, 1996,
2009; Dong & Lee, 2014; Tsuya & Kurosu, 2002), we apply discrete-time
event-history analysis via logistic regressions (Allison, 1984). This ap-
proach is more appropriate than continuous-time techniques such as
proportional hazard models for our data that only specify that an
event occurred during a fixed time interval, but do not specify the
date of the event. Because there may exist unknown correlations in
mortality risks for children who live together, we adjust for clustered
standard errors at the household level. The within-family comparison
approach is an alternative way to take account of unobserved heteroge-
neity between families often by controlling for the fixed effect at family
level, which has become popular in recent analysis of birth order differ-
entials in mortality (e.g. Barclay & Kolk, 2015). However, because the
absence of either or both parents is uncommon – no more than 20 per-
cent (see Appendix Table a1) – estimations of a within-family compar-
ison approach in our study are based on only a limited number of
families in which multiple children experience the absence of parents.
The extent to which these families are different from others is unclear,
and pose a potential bias for our relatively small Japanese analytical
sample. As a result, while our robustness check produces very similar
findings with the within-family comparison approach (see Table a5),
we prefer to report the results from the discrete-time event history
analysis with clustered standard error correction as our main findings.

Our outcome variable is a dummy variable indicatingwhether an in-
dividual died during either the next year in theNAC-SN and CTHRD-BCE
data or during the next three years in the CMGPD-LN.

For parental presence, we construct a categorical variable that
differentiates between both parents, only mother, only father, and
none present in the household. Two dummy variables indicate the pres-
ence of paternal grandmothers and grandfathers. We focus on paternal
kin because East Asian populations are predominantly partrilocal and
patrilineal. As extended families are relatively common in East Asian
populations (Bengtsson et al., 2004), including these measures for co-
resident kin other than parents and grandparents provides us an oppor-
tunity to examine their possible effects in the household as well as pos-
sible birth order differentials in such effects. We therefore include three
count variables tomeasure number of co-resident paternal aunts, uncles
and their wives. Especially, we distinguish the two types of aunts –
father's sisters and uncles' wives – to examinewhether genetic related-
ness conditions the effects of aunts.We include birth order amongmale
siblings as a continuous variable. To avoid the outlier effect of extremely
high birth orders, we code 6th and later births as 6.

We also include a selection of controls for possible confounding
factors in our analysis of child mortality. Following previous studies
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(Bengtsson et al., 2004; Campbell & Lee, 2009; Dong & Lee, 2014), our
estimation includes two dummy variables to control for differential
mortality consequences for children born to young (before age 20)
and old (after age 36) mothers, and another dummy variable to control
for whether preceding birth interval of the indexed individual is less or
equal to 2 years. Other control variables are number of co-resident
brothers aged 0–9 as a measure of sibling competition, household size,
10-year period fixed effects, and regional fixed effects to account for
spatial mortality differences.

Our analysis follows two steps. We first estimate the overall
effects of specific kin presence on boy's probability of dying in next 1
or 3 years. We then examine whether there are interaction effects
between birth order and the presence or absence of parents and such
other female relatives as paternal grandmothers, father's sisters, and
uncle's wives.

3. Results

3.1. Effects of kin presence in the household

As in most other populations (Sear & Coall, 2011; Sear & Mace,
2008), parents are so important to the survival of children in our
study populations that child mortality could increase substantially
when they are absent. In the CMGPD-LN, as reported in Table 1 (see
Appendix Table a2 for complete estimated results), the odds of dying
in the next 3 years for those children whose parents are both absent
are 40.4% more than those living with both parents. In the NAC-SN, in
terms of the odds of dying in next year, the estimated increase in
mortality risks due to the absence of both parents is 76.6%. In the
CTHRD-BCE, although not statistically significant (p = 0.167), the
direction and magnitude of such effect appear to be similar with the
other two populations. In addition, absence of mother in the CMGPD-
LN and of father in CTHRD-BCE is also associated with increased child
morality risks. And since parental survival and parental presence
for young children are very similar, our alternative measure – parental
survival status – confirm such observed patterns (Appendix Table a3).

By contrast, in linewith the existing understanding on our or similar
East Asian historical populations (Bengtsson et al., 2004; Jamison,
Cornell, Jamison, & Nakazato, 2002), living with other kin has no
consistent, if any, effects on male child mortality. Not only there is no
evidence that living with grandmother reduces child mortality, as
reported elsewhere (Bengtsson et al., 2004), living with grandfather
actually increases child mortality risks in the CMGPD-LN. Also in the
CMGPD-LN, co-resident father's sisters, the genetically related aunts,

have a positive effect on child mortality risks, while in the CTHRD-BCE
co-resident uncles' wives, the non-genetically related aunts, have a neg-
ative effect. And, in both the CMGPD-LN and CTHRD-BCE, co-resident
uncles have a negative impact on child survival. These effects of co-
resident kin other than parents may reflect the domestic interaction
and resource competition within Chinese extended families. In the
NAC-SN, where household size is smaller and co-residence is less
common than the other two Chinese populations, we find null effects
of either aunts or uncles.

In all three populations, birth order by itselfmakes little difference in
male child mortality.

3.2. Interaction effects of kin presence and birth order

Living with parents, especially the mother, improves the survival of
early-born children more than later-borns in all three populations.
Based on our estimations that have the same model specifications as
those reported in Table 1 but further introduce interaction terms
between parental presence and child's birth order (see Appendix
Table a4 for complete results), with those living with both parents as
the reference group, Fig. 1 reports the averagemarginal effects of the ab-
sence of father, mother, or both parents along with the increase of birth
order. While absent fathers make little difference, there are birth order
differentials in the effects of absent mothers or both parents on proba-
bility of dying in next 1 or 3 years: the resulting negative impact on
child survival clearly decreases when birth order increases. Early-
borns, especially first-borns, experience increased mortality risks
when mother is absent in the CMGPD-LN and CTHRD-BCE and when
both parents are absent in all three populations. However, mortality in-
crease due to the absence of mother or both parents decreases for later-
borns. For some children of high birth order (5 or above), it may even
become beneficial, probably a result of having elder siblings as alterna-
tive care givers (Sear &Mace, 2008). In other words, while, as suggested
in Table 1, parental presence has similar yet inconsistent effects on child
mortality and birth order itself has no effect, the interaction of the two
modulates child mortality consistently in all our study populations to
reduce the mortality of early born versus later born children so long as
both parents, or only mothers, are present.

Estimations including parental survival status as the alternative
measure, as shown in Fig. 2, also confirm these findings. This also sug-
gests that for young children in these study populations, parental pres-
ence or absence is largely due to the survival status of their parents.

Across all three populations, there is no evidence of consistent differ-
ences by birth order in the effects of grandmother, father's sisters, or

Table 1
Estimated effects of kin presence/absence and birth order on male child mortality risks.

CMGPD-LN (Northeast China) CTHRD-BCE (North Taiwan) NAC-SN (Northeast Japan)

Odds Ratio P-value Odds Ratio P-value Odds Ratio P-value

Parental Presence (Ref.: Both present)
Father absent 0.898 0.161 1.340 0.077 0.908 0.697
Mother absent 1.229 0.018 1.267 0.385 0.596 0.295
Both absent 1.404 0.020 1.313 0.167 1.766 0.054

Grandmother presence 0.957 0.256 1.000 1.000 1.030 0.826
Grandfather presence 1.081 0.049 0.890 0.324 1.075 0.615
No. of co-resident father's sisters 1.110 0.043 1.453 0.167 1.126 0.609
No. of co-resident uncles' wives 1.021 0.248 0.861 0.071 0.813 0.496
No. of co-resident uncles 1.045 0.005 1.099 0.078 1.017 0.926
No. of co-resident brothers aged 0–9 0.905 0.004 1.056 0.323 1.249 0.157
Birth order among male siblings 1.018 0.341 0.991 0.793 0.884 0.162
Other controls Yes Yes Yes
Pseudo R2 0.077 0.049 0.075
Log Pseudo Likelihood −14,522.909 −3488.527 −1181.953
Deaths 3837 635 286
Individuals 56,065 11,615 1445
Observations 86,924 75,796 9318

Notes: Other controls include maternal age at birth, proceeding birth interval, age and age squared, household size, 10-year period fixed effects, regional fixed effects, and the intercept.
Standard errors are adjusted for clusters of household. See electronic supplementary table a2 for the complete estimated results.
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uncles' wives. Grandmothers in the NAC-SN are the only kind of female
relatives of which the effect of presence varies by children's birth order.
Although not reported with details here, such grandmother effect is in
the same direction as the observed parental differential effects (Fig. 1).
The finding of no birth order interaction effects of female relatives in
general is however not surprising given that in earlier analysis we also
found no overall effects for the presence of those female relatives on
child mortality.

Several checks confirm that our estimated results are not sensitive to
alternative model specifications or additional possibly confounding fac-
tors, and suggest that the influence of such birth order differentials in
parental investment is likely to occur early (Appendix Tables a5–a10).
Models controlling for the fixed effects of father – the within-family

comparison approach – confirm our main findings (Table a5). So do
models replacing the 10-year period fixed effects with yearly/5-year
period fixed effects or linear year effect (Table a6). In addition to our
controls for the number of co-resident brothers of similar ages and
household size in themain analysis, we further assure that our findings
are not just a product of the selection effect that high birth order chil-
dren could be different from others because they only come from
large households. Neither relaxing the linear assumption nor altering
the scale of the birth order measure (Table a7) nor further taking ac-
count of female siblings (Table a8) confound our findings. Where
household socio-economic information is available, as in the CMGPD-
LN and NAC-SN, we find that the observed patterns are also indepen-
dent of socio-economic status (Table a9). Last but not the least, a

Fig. 1. Average marginal effects of parental absence vs. presence by birth order.
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comparison between the time-invariant birth order measure in our
main analysis and a time-variant measure of seniority among living
brothers suggests that parental differential investment occurs at early
ages. First-borns' birth order and seniority are the same as long as
they are alive. But later-borns can achieve greater seniority than their
born birth order upon the death of older brothers. In other words, the
difference between our birth order measure and seniority measure
concentrates to later-borns, especially at their later childhood. We
find that the observed differentials in parental effects are less apparent
by seniority than by birth order. It implies the important consequences
of preferential treatment to children in early childhood in the sense that

biased parental investment later shifted to those senior yet later-born
children may not benefit them as much as first-borns (Table a10).

4. Discussion

Based on comparable estimations of three individual-level panel
datasets from northeast China, northeast Japan and north Taiwan
between 1716 and 1945, our analysis confirms the overall importance
of co-resident kin in influencing child survival in historical East Asia.
In all three populations parents have consistent and substantial
effects in reducing male child mortality. Effects of co-resident

Fig. 2. Average marginal effects of parental survival status by birth order.
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paternal grandparents, uncles and aunts, however, are negligible
or specific to one population or another but not common across all
three populations.

More importantly, the importance of parents to male child survival
differs by birth order, suggesting a likely bias in parental investment.
In the absence of parents, mortality increases substantially among
first-borns but less so among later-borns. Thanks to newly constructed
“big” historical population panel data, we find that this pattern of
birth order differentials in response to parental presence is not only
robust to several possibly confounding factors and mechanisms, but
also prevalent and consistent in all three East Asian populations for as
long as two centuries.

Unfortunately, since we focus exclusively on male children due to
their better complete recording especially in the CMGPD-LN, we cannot
study in this paper the degree towhich such biased parental investment
is also reflected in sex-selectivemortality and in infantmortality. Due to
the incomplete recording of births and infant mortality as well as
infanticide,we are unable to confirm if birth order differentials in parental
investment on infants are similar or even stronger compared with what
we find among young children. Moreover, our observational data do not
allow us to distinguish whether such biased parental investment is an
unintended consequence or a “conscious” choice of parents.

That being said, both evolutionary/biological and cultural/social
mechanisms may co-exist in shaping what we have observed in this
study. Many studies, especially from historical demography and eco-
nomic history (e.g. Bengtsson et al., 2004), often highlight the “active”
agency of the parents. However, preferential treatment by birth order
is also likely reinforced by “passive” mechanisms like long-lasting cul-
tural norms and social institutions, as well as ecological context (Hrdy
& Judge, 1993). In our case, the observed sibling differentials also well
fit the inheritance practices of primogeniture in historical Japan as
well as the partible-inheritance primogeniture-ancestor worship
practices in historical China. Early-borns, especially first-borns, are
favored by lineage rules and receive either the whole or sometimes a
larger share of inheritance since they alone host the ancestor worship
ceremony and head the extended family (Feng, 1937; Hayami, 1983;
Shiga, 1978). In that regard, our findings from populations in the
past also have important implications for our understanding of the
saliency of such social preferences in East Asia today (Das Gupta et al.,
2003; Skinner, 1992).

With changing mores and declining fertility, parental preferences
and investment in children have changed significantly in the last centu-
ry. Emerging techniques in contraception, gender detection, and in-
duced abortion have also shifted the timing for parental preferential
investment from post-natal to pre-natal (Lycett & Dunbar, 1999). Nev-
ertheless, we can still observe increasingly skewed sex ratios at birth
in China (Coale & Banister, 1994; Hesketh, Li, & Zhu, 2005; Zeng et al.,
1993), Japan (Imaizumi & Murata, 1981), and Taiwan (Freedman,
Chang, & Sun, 1994), particularly by parity (Coale & Banister, 1994;
Freedman et al., 1994; Hesketh et al., 2005; Zeng et al., 1993). Under-
standing past parental agency and behavior therefore not only rein-
forces our appreciation of how the presence or absence of parents and
grandparents can continue to influence child survivorship, but also in-
forms and illuminates our understanding of why contemporary family
planning and family care policies and behavior vary greatly across the
world. The possible connection between this history of detailed parental
control and the sustained success of China's and Taiwan's family plan-
ning policies over the last half-century as well as the even earlier
Japanese fertility decline remains speculative but noteworthy. In that
regard, present-day human preferential investment in children may
seem to differ from the past, but is really farmore similar than apparent.
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This study utilizes one of the best sets of surviving historical 
registration records from a non-rural population in early modern 
Japan to examine whether and how socioeconomic status (property) 
and household context (power) influenced the first marriage of sons 
and daughters. Different incentives and disincentives associated with 
socioeconomic status and household context shaped differential 
marriage behavior. Males and females of higher socioeconomic status 
were more likely to marry. The presence of parents favored marriage, 
especially of inheriting sons and daughters. The presence of siblings 
also influenced the timing and type of marriage. This study confirms 
the property–power framework of the Eurasian Population and 
Family History Project (EAP), a comparative study of demographic 
behavior across diverse socioeconomic and cultural settings. It is also 
among the first empirical studies on determinants of nuptiality for a 
non-rural population in early modern Japan. 
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Introduction 
In many traditional societies, marriage was an important institution 

for reproduction, stability, and well-being of the family. It also shaped kin 
networks, and made possible the transmission of property as well as 
human and social capital across generations (Lundh and Kurosu 2014). In 
early modern Japan, the household was organized based on the premise of 
a stem-family system, in which each household commonly contained only 
one married couple from each generation (Cornell 1987). Marriage was 
the crucial transition point at which one of the siblings stayed and brought 
his or her spouse into the household, while all the others eventually left. 
This stem-family living arrangement was necessary to keep the family 
farm and property intact (Smith 1977, 134-135), as well as to secure the 
farm¶s labor force in the household and by-employment (Saito 2000). 
Marriage thus offered a safe and economic means to achieve the optimal 
household size and gender balance of labor in family farming (Tsuya and 
Kurosu 2014). 

Unlike studies on nuptiality in early modern Japan among rural 
households (e.g. Hanley 1985; Hanley and Yamamura 1977, 246-250; 
Kurosu, Tsuya, and Hamano 1999; Tsuya 2001; Tsuya and Kurosu 2014), 
research on marriage in non-rural settings remains limited (Hayami 1990; 
Miura 2004; Sasaki 2005; Takahashi 2005; Hamano 2007; Nagata and 
Hamano 2009). This is not only due to the lack of historical population 
registers from urban areas but also the high geographic mobility of urban 
residents that makes following their life histories difficult. Indeed, 
marriage practices differed between rural and urban households. Existing 
studies suggest that age at marriage was higher for urban residents than 
rural peasants, and that the celibacy rates were higher particularly among 
men. There were also differences in household formation and marriage 
patterns between permanent residents (with tax obligations) and temporary 
residents (Saito and Tomobe 1988; Minami 1978; Hamano 2007). 
However, we know especially little about the influence of socioeconomic 
differences between households on the marriage of sons and daughters in 
historical non-rural settings. Did high socioeconomic status, like it did in 
rural areas, increase the chance of  
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marriage for urban residents? To what extent were urban parents important 
for the marriage of their children? And, did sibship size and birth order 
also matter to marriages of urban residents? 

This study utilizes one of the best sets of surviving population registers 
from a booming local post town,1 Koriyama, in northeastern Japan,  
to answer these questions. Based on individual- and household-level 
longitudinal data on seven historical populations from East Asia and 
Western Europe, the Eurasian Population and Family History Project (EAP 
hereafter) systematically demonstrated that socioeconomic status of 
household (“property´) and household relations and co-residents (“power´) 
are two important determinants of marriage in the past (Lundh, Kurosu, et 
al. 2014). Access to resources facilitated marriage for men in all EAP rural 
communities (Lundh and Kurosu 2014, 443). Also, although the direction 
of influence and the reasons for it varied due to differences in family system 
and institutions, the presence of parents and siblings in the household 
influenced individual marriage chances (Lundh and Kurosu 2014, 445). For 
agricultural households in the two Japanese villages studied in EAP 
(Shimomoriya and Niita, neighboring villages in the current study area), the 
prevailing patrilineal stem-family system structured people¶s lives. The 
presence of parents enhanced the likelihood of male marriage since parents 
were instrumental in finding their child a partner; and birth order, in 
particular, influenced the timing of marriage for both males and females in 
rural areas (Tsuya and Kurosu 2014). 

Koriyama, unlike rural villages in the northeast that suffered from 
population decline triggered by a series of famines and crop failures 
from the late eighteenth to early nineteenth century, achieved stable 
expansion as a result of moderate fertility and a large volume of in-

                                                      
1 Post towns, Shukuba-machi in Japanese, were constructed along the 

major routes/streets in the Edo period. They provided lodgings for public 
officials, who were forced to periodically travel between their domain and 
Edo with their vassals; as well as rest for travelers, who were observed more 
frequently as traveling became more popular throughout the country during 
this period. Commercial sectors also developed in these towns and catered 
to the needs of commoners and neighboring villagers. 
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migration (Takahashi 2005). With the development of sericultural work 
and local commercial sectors, many households engaged in various kinds 
of businesses. This diversity among Koriyama households makes it 
particularly interesting to study how socioeconomic status (property) and 
household context (power) influenced the marriage of sons and daughters. 
Following the EAP, we take a sequential approach that unmarried 
individuals are seen as repeatedly exposed to potential partners and 
therefore make successive decisions in response to opportunities and 
constraints (Kurosu and Lundh 2014, 66). We apply discrete-time event 
history models to examine determinants of marriage at individual, 
household, and community levels.  
 
Marriage and Household in Early Modern Japan 

Marriage not only concerns the couple, but also parents and siblings, 
households, and communities. Families and households in early modern 
Japan formed themselves into stem families with strong normative 
orientations towards inheritance and succession by the eldest child.2 
Parents, kin, and sometimes village elites were instrumental in finding 
partners and arranging marriages for the young. Post-nuptial residence, in 
principle, was either virilocal, where inheriting sons stayed in their 
parental households while their wives came to live with them, or 
uxorilocal, where inheriting daughters stayed in their parental households 
while their husbands came to live with them upon marriage. Marriage 
therefore mattered to all household members, as the addition of a new 
member required reallocation of resources, space, and labor, as well as 
establishing a relationship with her/him. It was typically the eldest son 
who succeeded household headship in northeastern Japan (virilocal 
marriage). However, the succession by an eldest daughter (uxorilocal 
marriage) was also practiced, being particularly prevalent in northeastern 

                                                      
2 This attitude was reinforced by the community-based taxation system 

in which households were jointly responsible for paying tax levied on the 
community as a unit (Arimoto and Kurosu 2014). Loss of a household meant 
more of the burden had to be shared by other households. 
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Japan, even when her younger brothers were present (Maeda 1976; 
Narimatsu 1992, 170-182).  

Our earlier study showed that the age of marriage was almost four 
years later among Koriyama men and women than rural villagers (Kurosu 
and Takahashi 2008). Singulate Mean Ages at Marriage (SMAM) for the 
neighboring villages of Shimomoriya and Niita, and the town of Koriyama 
respectively, were 18.1, 18.2 and 21.8 for males and 14.3, 13.1 and 17.9 
for females. The proportions never-married at age 45-49 were, in the same 
order, 3.2%, 5.2% and 5.4% for males and 0.3%, 0.8%, and 1.8% for 
females. Although SMAM and the proportion  
never-married appear higher in the town of Koriyama compared to 
neighboring villages, they are still at the lower end of the observed 
distribution of age at first marriage in preindustrial Japan, which ranged 
from 14 to 25 for women and 17 to 28 for men (e.g. Tsuya 2001; Mosk 
1980; Hayami 1973; Kurosu, Tsuya and Hamano 1999). The low celibacy 
rates particularly stand out compared to the Western counterparts of the 
time (Kurosu and Lundh 2014, Figure 3.2).  

Overall, marriage was early and universal in early modern Japan. 
Marriage in northeastern Japanese villages was even earlier and more 
universal compared to other parts of Japan (Kurosu, Tsuya and Hamano 
1999). The comparative analysis of EAP revealed clear two features that 
were behind this early and universal marriage system. First, early and 
universal marriage did not lead directly to reproduction. It took four years 
on average to observe the first recorded child (Tsuya and Kurosu 2010). 
Marriage was more of an agreement concerning future reproduction than 
access to immediate reproduction as in European communities (Dribe et 
al. 2014). Second, for both males and females, remarriage rates were much 
higher than other communities studied in EAP (Kurosu et al. 2014) as 
marriage often ended with the death of one of the spouses, or more 
frequently, was terminated by divorce. Flexible attitudes and practices of 
divorce and remarriage were behind the early and universal marriage 
system in the northeastern villages. Koriyama was not an exception to the 
northeastern pattern of marriage, which was frequently broken and 
followed by remarriage (Takahashi 2005).  
Local Economic and Population Settings 
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During the Tokugawa period, Koriyama belonged to the Nihonmatsu 
domain that governed the central part of the current Fukushima prefecture. 
Koriyama was a post town on Sendai-Matsumae-do (street) with diverse 
economic activities. As the local population kept increasing and commercial 
sectors developed, Koriyama was formally designated as a town (machi) in 
1824. While agricultural and commercial residents were in principle 
segregated by the Tokugawa government, Koriyama developed in a unique 
way, keeping both agricultural and commercial residents together, and 
therefore mixing the nature of village-ship and township. For example, it 
was common for Koriyama residents to farm and run inns at the same time. 
According to local financial records (Koriyama-shi 1981: Table 46), a 
variety of shops existed, including kimono shops, pawnshops, sake stores, 
bean paste and soy source stores, and so on. There were also demands for 
labor to carry baggage and for prostitutes. The town had a domain office and 
tax rice storehouses, and held markets (rokusai-ichi) six times a month. As 
a result, Koriyama served as both the economic and political center of Asaka 
County.  

The population of Koriyama3 at the beginning of the observation      in 
1729 was 793. Afterwards, unlike neighboring villages where the 
population sizes were in overall decline (Tsuya and Kurosu 2004), it 
experienced stable population growth. Koriyama only experienced slight 
population decreases at the time of two great famines (the Tenmei famine 
of the 1780s and the Tenpo famine of the 1830s). However, in contrast to its 
neighboring villages where the famine damage was huge and the local 
population never recovered to the level of the early eighteenth century, the 
population of Koriyama soon recovered because of both in-migration and 
natural increase. By the end of our data in 1870, the population of Koriyama 
was 2,606. In other words, different population trends between Koriyama 
and neighboring villages suggest contrasting dynamics between the rural 
and urban communities. On one hand, low fertility and  
out-migration played roles in the decline of the rural population, which was 

                                                      
3 This study only employs records from the south part of Koriyama 

(kamimachi). Records from the north part (shimomachi) were not 
preserved in good condition. 
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affected seriously by food shortages caused by widespread crop failures. On 
the other hand, moderate fertility and a high volume of  
in-migration from rural villages, both neighboring and distant, contributed 
to the population gain in Koriyama (Takahashi 2005). It should also be noted 
that Nihonmatsu domain promoted a population policy that enforced 
marriage and reproduction to ensure recovery from the decline in population 
during the time of famines. The recruitment of females outside the domain 
and financial support by way of lending money to marital households were 
some of the policies the domain employed. A considerable number of 
women were recruited from the Echigo area (current Niigata prefecture) to 
Koriyama for work and for marriage in the belief that they were fertile.4 
Such policy certainly encouraged marriages between Koriyama natives and 
migrants from Echigo.  

Thus, the town of Koriyama became increasingly diverse in its 
population composition and its socioeconomic variation. There were two 
distinct groups in terms of taxpaying status in the register of Koriyama:   (a) 
tax-paying residents with property rights, and (b) residents without 
taxpaying responsibilities. (a) Households that owned land and property 
were takamochi. They shouldered tax responsibilities, placed on the town as 
a whole, based on their own landholdings and properties (expressed in the 
amount of rice, koku).5 The larger koku is associated with higher 
socioeconomic status. At the top of these households were town officials 
and elites. They had been residents of Koriyama since as early as the start 
of Edo period (1603) and served as village officials from the initial stage of 
the village development. They also included merchants who were successful 
in the businesses of silk, clothes, brothels, inns, as well as banking. These 
households tended to have a large number of young servants co-residing in 
the households. (b) A large proportion (about 70%) of landless residents, 
both permanent and temporary, characterizes the urban nature of Koriyama. 

                                                      
4 This observation is based on the second author¶s reading of the 

original document, Imaizumi monjo, Shihai 476. 
5 One koku is equivalent to approximately 5 bushels. Takahashi (2005) 

finds a high correlation between landholding size and the physical size of 
the house.  
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These mizunomi households were mixed in their social backgrounds, 
including landless residents (who were landless from the beginning of the 
observation), and in-migrants who came from other domains. They also 
included households that had branched out from landholders before they 
established themselves as takamochi. The landless residents from the 
villages of Nihonmatsu domain were distinguished from mizunomi, and 
were called tanagari.6 They were more transitory than those who came from 
other domains as they could return to their own villages because of their 
physical proximity. However, there were in-migrants who continued to 
reside in Koriyama until the end of observation. Some mizunomi and 
tanagari could be promoted to takamochi status by accumulating 
land/property; while some takamochi could fall into mizunomi status if they 
were unable to maintain their land and property. In other words, in 
Koriyama socioeconomic status was not totally hereditary, and the town¶s 
population was socially and geographically mobile. 

 
Data 

This study makes use of data transcribed from local population 
registers called “ninbetsu-aratame-cho´ (NAC) in the northeastern post 
town of Koriyama. NAC was enumerated annually at the beginning of the 
third lunar month. Data based on NAC registers are among the best 
comparable historical population panel data in East Asia (Dong et al. 2015). 
The surviving Koriyama NAC registers cover 142 years from 1729 to 1870 
with 20 missing years in between. Koriyama NAC includes all town 
residents and records their names, ages, relationship to household head, 
origins and destinations of migrants with reasons (e.g. marriage, adoption or 
service), as well as socioeconomic status and landholding of household.7 

                                                      
6 The term tanagari was usually used for “renters´ in urban population 

registers, in contrast to owners of houses (iemochi) (Hamano 2007). Thus, 
the use of tanagari in terms of social and migration status in Koriyama 
should be considered unique to this register. 

7 More details about NAC as well as a general discussion of the 
sources for historical demography in Japan can be found elsewhere (Tsuya 
and Kurosu 2004; Cornell and Hayami 1986).  
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Thus, in addition to its long coverage, the NAC of Koriyama provides 
detailed information about the timing of individual “entrance´ under 
observation (due to birth or immigration) as well as the timing of death and 
other “exits,´ despite the heavy in- and out-migration of the town. While 
there are numerous longitudinal records of rural populations in historical 
Japan, Koriyama NAC is unique because historical registers of urban 
populations are extremely rare. 

The timing (year) of marriage can be determined from the annotated 
event of marriage in the NAC. A marriage event is usually annotated with 
information about the identity of the spouse, which household (usually the 
name of the head of the household one married into), or which village one 
married into. For inheriting sons and daughters who did not marry out, 
marriage can be determined by the entry of a new household member with 
an annotation of marriage, in this case including information about the 
village/household of origin. Identification of first marriage is 
straightforward for those who were under constant observation from birth. 
For those who first appeared in the registers sometime after birth, we define 
“first´ marriage as follows: if marriages were observed for the first time for 
individuals who first appeared in the population registers under age 50 with 
no spouse and no children, they were regarded as “first´ marriages. A 
substantial number (about 15%) of marriages took place under the age of 
15. Therefore, we include ages in the range 10-49 for males and females but 
confine the study to individuals who were born and/or resided in the villages 
prior to first marriage. The population at risk includes males and females 
aged 10-49 who were born and/or resided in Koriyama prior to their first 
recorded marriages. Since many of the servants in Koriyama were in-
migrants, we could not determine their marital status (ever married or not). 
We therefore excluded servants from the analyses.  

Methods and Measures 
Our analysis includes two steps. We first conduct discrete-time 

event history analysis via logistic regressions to examine determinants 
of the probability of first marriage in the next year. The dependent 
variable is a dichotomous variable measuring whether or not a  
never-married man/woman had a recorded marriage within one year 
from a registration to the immediately succeeding registration. We then 
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apply multinomial logit models and distinguish the differential probability 
of three mutually exclusive competing outcomes: virilocal, uxorilocal, and 
no marriage. This is a methodological advance from previous studies 
(Tsuya and Kurosu 2014), in the sense that this setting allows for direct 
comparisons between estimated coefficients of different marriage 
outcomes. In addition, considering the possible correlation between multiple 
observations of the same individual, we fit our multinomial logit models 
with clustered standard errors at individual level.  

The models build on the EAP design (Kurosu and Lundh 2014). The 
discrete-time event history analysis model has three general groups of 
covariates: (1) socioeconomic factors, (2) family and household 
contexts, and (3) demographic variables. First, socioeconomic factors 
consist of local rice price and household socioeconomic status.  
Local economic fluctuations are measured by the logged rice price in the 
local market of Aizu, which indicates annual local agricultural outputs. 
Such variation in rice price in Aizu has been found to reflect crop failures 
in the area reasonably well (Tsuya and Kurosu 2004). Household 
socioeconomic status is based on the categories of landless non-
taxpayers (mizunomi and tanagari) and landholding taxpayers with 
property rights (takamochi). Takamochi are further divided into three 
groups: those with small (less than average) landholdings, those with 
large (average and above) landholdings, and village officials/elites. We 
also include the number of non-kin per household in order to measure 
the socioeconomic condition of households (e.g. size of business), the 
influence of which may not be captured by the above categories.    Non-
kin in Koriyama are mostly servants and a small number of lodgers (noted 
as yakkai in the register). The presence of non-kin/servants often meant 
that a household was in business: the larger the business, the larger the 
size of non-kin (i.e. living-in servants). 

Second, household context is measured by the presence of biological 
parents and siblings. Presence of parents in the household is divided into 
four categories: both parents present, only father present, only mother 
present, and no parent present (the reference group in model estimation). 
Parents facilitated a child¶s first marriage by helping/encouraging him/her 
to recruit a spouse into their household (Tsuya and Kurosu 2014). The 
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presence of siblings had a strong effect on rural marriage, suggesting a 
strong preference of gender and age hierarchy in rural households (Tsuya 
and Kurosu 2014). As an improvement to the procedure used for EAP, and 
in line with recent studies (e.g. Suanet and Bras 2014), our models include 
two sets of sibling variables: sibship size and birth order. Sibship size is 
considered to measure the competition for resources. This is especially 
important considering that fertility in Koriyama is higher than that in 
neighboring villages. Birth order is a dichotomous variable indicating 
whether one is the eldest sibling in the household or not. As primogeniture 
was considered common in Koriyama, being the eldest meant inheriting 
sons and daughters who married and stayed in their native households,  
i.e. virilocal marriage for sons and uxorilocal marriage for daughters. 

Finally, we include control variables for periods and age patterns. 
There are four time periods: 1729-1759, 1760-1799, 1800-1839, and 1840-
1870. Using the earliest period of 1729-1759 as the reference, three 
dummy variables were constructed. Appendix table 1 shows the means of 
the variables used in the analysis. 

  
Descriptive Patterns 

Table 1 describes the patterns of marriage among different 
socioeconomic groups. Over the entire study period of 1729-1870,  
the mean age at first marriage was 22 for men and 17 for women.  
In particular, age at first marriage for men appears to decline as the 
socioeconomic status rises. Also, according to the standard deviation, 
marriage appears to become more concentrated within certain age  
 
bounds as the status rises. A similar but less clear pattern is found for 
females. For both males and females, those from the village officials group 
stand out for the low standard deviation, which indicates the concentration 
of age at marriage around the mean, suggesting an adherence to a 
normative age of marriage. For males, the difference between this group 
and the tanagari group was about seven years.  
The difference is also apparent in the proportion of never-married males. 
By age 20, more than 70 percent of men among large landholders and 
village official groups married, while half of men among small land 
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holders and mizunomi were still never married. Tanagari males appear to 
have started to marry earlier than mizunomi, as the proportion never 
married (32%) at age 20 was closer to the higher socioeconomic status 
groups. By age 30, more than 90 percent of men in all groups are married. 
The celibacy rates are particularly low among the two highest 
socioeconomic groups.  

Table 1 
Mean age at first marriage, proportion never-married and proportion 

of marriage types: By socioeconomic status of household, males and 
females in Koriyama 1729-1870 

 Age at first 
marriage  % never-

married Marriage type 

MALE Mean s.d. N 
age 
20 

age 
30 

% viri-
local 

% uxori-
local 

  Tanagari 25.89 9.38 143 32.3 5.8 81.12 17.48 
  Mizunomi 22.49 6.74 551 49.9 7.8 78.22 20.51 
  Takamochi 
(koku<10) 21.07 5.91 167 54.7 7.4 84.43 14.37 

  Takamochi 
(koku>=10) 19.33 5.12 196 29.9 3.3 83.67 15.82 

  Village officials 18.90 4.07 49 28.8 1.9 89.80 10.20 
  Total 22.00 6.96 1,106 43.8 6.3 81.01 17.90 
FEMALE     
  Tanagari 16.31 4.68 133 14.7 0.5 53.38 45.11 
  Mizunomi 17.54 4.93 595 21.6 3.7 62.18 36.81 
  Takamochi 
(koku<10) 17.10 3.68 166 17.7 1.9 56.63 42.77 

  Takamochi 
(koku>=10) 16.85 5.25 234 12.5 1.5 62.82 36.75 

  Village officials 15.93 2.88 59 4.5 0.0 64.41 35.59 
  Total 17.13 4.75 1,187 17.5 2.4 60.66 38.50 

 
The difference in mean age at first marriage between the 

socioeconomic groups is much smaller among females than among males. 
Females from village officials¶ households were the youngest to get 
married, almost two years earlier than mizunomi females. In addition, only 
4.5 percent of the females from the village officials group were unmarried 
at age 20, followed by those of large landholders. By age 30, however, 
most females in any socioeconomic groups were married.  

In terms of marriage types, the majority of males (78-90%) married 
virilocally, with the village official group showing the lowest percentage 
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and landless mizunomi the highest. As discussed earlier, although not in 
the population at risk for the current study, many women migrated into 
Koriyama and married Koriyama males. Between the socioeconomic 
groups, the proportion of mizunomi males married uxorilocally was twice 
that of village officials. As for Koriyama females, a considerable 
proportion of marriages (almost 40%) were uxorilocal. The proportion of 
uxorilocal marriage was higher among tanagari and small landholders. 

In summary, we find substantial differences in the timing of marriage 
between males and females and between socioeconomic groups. The 
socioeconomic differences in the mean age at marriage and proportion 
never-married were particularly salient among males. 

 
Event History Analysis  

Tables 2A and 2B report the results of our event history analysis on 
the influence of socioeconomic status and household context on chances 
of first marriage of males and females, respectively. While Model 1 
focuses on probability of first marriage as a whole, model 2 further 
differentiates virilocal and uxorilocal marriage as opposed to remaining 
unmarried. Rice price had a substantial and negative impact on all males 
and females: the probability of first marriage decreased significantly for 
both sexes when local rice prices went up. Marriage of Koriyama males 
and females responded quickly to a downturn in local economic 
conditions. It is interesting to note that marriages between peasants in  
the neighboring villages of Shimomoriya and Niita also responded to price 
changes, but only after two years (Tsuya and Kurosu 2014).  
In other words, Koriyama residents responded faster to the economic 
fluctuation than neighboring villagers. Additional analysis (not shown 
here) also revealed that marriages among landless households (mizunomi 
and tanagari) and females responded more quickly to rice price 
fluctuations than those of male landholders. This suggests that marriages 
of females and landless males, but not landholding males, were postponed 
when the local economic conditions deteriorated.  

Household socioeconomic status substantially influenced the 
likelihood of both male and female first marriage. Compared to mizunmoi 
males and females, tanagari males and females were 22-26 percent less 
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likely to marry. This suggests that because of the transient nature of tanagari 
households, they were less inclined to maintain households via the heir¶s 
marriage. Compared to mizunomi men, those of larger landholders and 
village officials were 1.5-1.6 times more likely to marry. These results 
suggest that the economic resources of their households strongly enhanced 
chances of first marriage among males. However, this positive relationship 
between household socioeconomic status and the likelihood of marriage was 
observed only for male virilocal marriages. According to the results for 
females by marriage type, daughters of village officials were twice more 
likely to marry than mizunomi in both types of marriage. Daughters of 
landholders were also likely to marry uxorilocally compared to their 
mizunomi counterparts. In other words, the enhancing effect of household 
economic resources, concentrated largely on male virilocal marriages and 
on female uxorilocal marriages. 

The number of non-kin household members had a strong and positive 
effect on first marriage of males, but not of females. As described earlier, 
non-kin members were mainly servants, indicating that households were 
engaged in large-scale farming or business. The concern of these 
households to secure the next generation via the heir¶s marriage might 
have been larger than those of households without comparable property 
and wealth. Alternatively, the size of non-kin members relates to the 
strength of socioeconomic standing of the household, which had a 
favorable influence on finding partners for sons in these households. This 
is indeed a part of the household socioeconomic influence that is not 
captured by landholding or tax-paying statuses. 

Household context also mattered. First, the presence of both parents 
or only fathers (but not mothers) had positive and significant effects on 
male first marriage. Living with both parents or fathers, males were 1.4-
1.5 times more likely to marry and reside at their parental household than 
those without. The presence of parents meant a strong and stable family as 
well as greater bargaining power in searching for partners for their children 
among rural stem family households (Tsuya and Kurosu 2014). The 
presence of parents and father probably had a similar effect in non-
agricultural households as well. Parental influence was not apparent at all 
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among female marriages. However, this is due to a confounding effect of 
the two marriage types. 

Looking into marriage types, the presence of both parents facilitated 
female uxorilocal marriages but was associated negatively (although not 
statistically significant) with female virilocal marriages. These findings 
suggest that parents served to facilitate their inheriting children¶s marriage 
probably by helping/encouraging him/her to find a partner. 

Second, birth order mattered more than sibship size in the marriage of 
men. When one was the eldest, his chance of marrying virilocally 
increased 1.6 times and marrying uxorilocally decreased by 62 percent. 
This demonstrates clearly the preference and hierarchy of marriage among 
Koriyama households suggesting that the eldest son stayed and succeeded 
the family (and its business). As for women, sibship size also mattered 
when the marriage type was examined. When the sibship size was large, 
virilocal marriage was 1.2 times more likely, while uxorilocal marriage 
was 22 percent less likely. Also, the eldest daughters were 2.5 times more 
likely than the second and third children to marry uxorilocally and 24 
percent less likely to marry virilocally. Altogether, this suggests the 
practice of primogeniture. Just like those rural households in neighboring 
villages, in the absence of other siblings (probably males), the eldest 
daughters of Koriyama were likely to become inheriting daughters, having 
their husbands marrying into their natal household. 
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Table 2A 
Effects of socioeconomic status and household characteristics on the 

probability of first marriage:  
Males aged 10-49 in Koriyama, 1729-1870 

  
  

Males 
Model 1 

(logit model) 
Model 2 

(multinomial logit model) 
All Virilocal Uxorilocal 

exp(b) P>|z| exp(b) P>|z| exp(b) P>|z| 
Logged local rice price  0.722 0.005 0.713 0.008 0.718 0.202 
Socioeconomic status        
  Tanagari 0.781 0.053 0.815 0.142 0.622 0.063 
  Mizunomi (ref.) 1.000 — 1.000 — 1.000 — 
  Takamochi (<10 koku) 1.212 0.074 1.303 0.023 0.928 0.754 
  Takamochi (>=10 koku) 1.608 0.000 1.703 0.000 1.278 0.307 
  Village officials 1.533 0.033 1.722 0.012 0.877 0.789 
  Non-kin 1.076 0.000 1.084 0.000 1.042 0.176 
Household context       
  Presence of parents       
    both parents 1.499 0.000 1.622 0.000 1.093 0.716 
    only father 1.435 0.007 1.603 0.001 0.970 0.913 
    only mother 0.905 0.428 0.937 0.633 0.781 0.320 
    no parent (ref.) 1.000 — 1.000 — 1.000 — 
  Sibship size 1.000 0.998 1.002 0.961 1.016 0.802 
  Eldest of the siblings 1.246 0.005 1.603 0.000 0.382 0.000 
Time period        
  1729-1759 (ref.) 1.000 — 1.000 — 1.000 — 
  1760-1799  0.922 0.634 0.891 0.525 1.336 0.417 
  1800-1839  0.609 0.003 0.591 0.003 0.775 0.468 
  1840-1870  0.580 0.001 0.574 0.002 0.704 0.345 
Age 1.712 0.000 1.692 0.000 1.840 0.000 
Age squared 0.991 0.000 0.991 0.000 0.989 0.000 
Constant 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
Log-likelihood  -3470.189 -3878.524 
Chi-square  689.57 781.09 
(d.f.)  (16) (32) 
Prob.>chi-square  0.000 0.000 
Number of observations  16,682 16,682 
Number of events 1,040 1,040 
Number of individuals 2,401 2,401 

Notes: Standard errors are adjusted for individual clusters. Servants 
are excluded. The multinomial logit model uses never-married as the base 
outcome. 
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Table 2B 
Effects of socioeconomic status and household characteristics on the 

probability of first marriage:  
Females aged 10-49 in Koriyama, 1729-1870 

  
  

Females 
Model 1 

(logit model) 
Model 2 

(multinomial logit model) 
All Virilocal Uxorilocal 

exp(b) P>|z| exp(b) P>|z| exp(b) P>|z| 
Logged local rice price  0.634 0.000 0.602 0.000 0.647 0.011 
Socioeconomic status        
  Tanagari 0.740 0.025 0.644 0.006 0.826 0.319 
  Mizunomi (ref.) 1.000 — 1.000 — 1.000 — 
  Takamochi (<10 koku) 1.204 0.087 1.064 0.653 1.446 0.018 
  Takamochi (>=10 koku) 1.133 0.270 1.122 0.389 1.141 0.417 
  Village officials 2.208 0.000 2.227 0.000 2.126 0.003 
  Non-kin 0.999 0.967 0.987 0.443 1.020 0.406 
Household context       
  Presence of parents       
    both parents 1.106 0.417 0.963 0.806 1.469 0.027 
    only father 1.087 0.536 0.992 0.961 1.300 0.182 
    only mother 0.836 0.193 0.733 0.062 1.055 0.780 
    no parent (ref.) 1.000 — 1.000 — 1.000 — 
  Sibship size 1.014 0.614 1.165 0.000 0.788 0.000 
  Eldest of the siblings 1.229 0.010 0.761 0.007 2.542 0.000 
Time period        
  1729-1759 (ref.) 1.000 — 1.000 — 1.000 — 
  1760-1799  0.529 0.001 0.486 0.001 0.618 0.072 
  1800-1839  0.256 0.000 0.201 0.000 0.361 0.000 
  1840-1870  0.178 0.000 0.125 0.000 0.292 0.000 
Age 2.410 0.000 2.244 0.000 2.751 0.300 
Age squared 0.981 0.000 0.983 0.000 0.977 0.000 
Constant 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
Log-likelihood  -3184.978 -3799.274 
Chi-square  454.33 650.53 
(d.f.)  (16) (32) 
Prof>chi-square  0.000 0.000 
Number of observations  11,286 11,286 
Number of events 1,106 1,106 
Number of individuals 1,970 1,970 

Notes: See Table 2A. 
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There is a temporal effect on the likelihood of first marriage. 
Compared to the first observation period (1729-1759), the probability of 
male first marriage declines in the nineteenth century. There were even 
stronger and clearer temporal trends in the probability of female first 
marriages. The likelihood of female first marriages declined significantly 
and almost linearly with time. Since a similar tendency has also been found 
in neighboring villages (Tsuya and Kurosu 2014), the increasing delay of 
female first marriage is confirmed in both rural and urban settings towards 
the end of the nineteenth century. 

Moreover, we found no interaction effects between socioeconomic 
status and other variables included in the model. We also tested the same 
model in two separate groups—taxpayers and non-tax payers—but could 
not find any substantial difference in the factors associated with the first 
marriage, except its response to short-term economic stress (rice price) as 
discussed above. While systematic research remains in need, we 
tentatively conclude that the economic condition of the town as well as the 
context of household (i.e. co-resident parents and siblings) were important 
for marriage no matter which socioeconomic status group males and 
females belonged to. Moreover, in all socioeconomic groups, men and 
women tend to marry late towards the end of Edo period. 

 
Conclusion 

This study utilized one of the best sets of surviving records from a 
non-rural Japanese population in Koriyama and applied the EAP 
framework (Lundh, Kurosu, et al. 2014) to examine whether and how 
socioeconomic status (property) and household context (power) influence 
the first marriage of sons and daughters. This study contributes, first, to 
showcasing the power of the EAP approach in comparative study of 
demographic behaviors between diverse socioeconomic and cultural 
settings; and second, to filling the gap in our understanding of nuptiality 
in non-rural communities in early modern Japan. The development of 
sericultural work and local commercial sectors in Koriyama might have 
made marriage less imperative for many  
households and individuals, as they could easily obtain jobs in the  
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town. That might reflect in the higher ages at marriage among urban than 
rural males and females. Nevertheless, the event history analysis 
identified that the marriages of Koriyama males and females responded 
to variations in local economic conditions, household socioeconomic 
status and co-resident parents and siblings, just like those of rural 
villagers (Tsuya and Kurosu 2014).  

Three major findings of this study regarding marriage in the booming 
local post town are noteworthy. First and foremost, the difference in the 
timing of marriage came from the difference in the incentives and 
disincentives of individuals and households according to their 
socioeconomic status. We found that the average ages of first marriage of 
males and females among large landholders and village elites were in fact 
close to those in rural areas. Marriage among mizunomi and tanagari, non-
taxpayers, and to some extent small landholders of Koriyama was, 
however, delayed. Our event history analysis confirmed the pattern that 
males and females of higher socioeconomic status were more likely to 
marry. Takamochi, landholder and tax-payers, were permanent residents 
and tended to engage in large farming or business in Koriyama; therefore, 
their concern for the continuity of the household via the heir¶s marriage 
may serve as a strong incentive, just like that of affluent peasants in rural 
households.  

Second, household context exerted a significant influence in shaping 
the choice of marriage among men and women. The presence of parents 
benefited male marriages in general and female uxorilocal marriages. This 
suggests the importance of parents, probably in providing household 
resources as well as social networks for spouse recruitment, to inheriting 
children¶s marital unions. The presence of siblings, in terms of both 
number and birth order, shapes the timing and type of marriage. Eldest 
sons and daughters married earlier than their younger siblings, and stayed 
in their natal households. This indicates that primogeniture and the stem 
family principle were influential in keeping Koriyama¶s households and 
family businesses intact.  
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Third, over the course of a 142-year period, women, and to a lesser 
extent, men as well, were decreasingly likely to marry, more so than their 
rural counterparts (Tsuya and Kurosu 2014). A rise in the age at first 
marriage is observed in various regions of Japan in the nineteenth century. 
Koriyama was not an exception. Such a time trend in marriage needs to be 
considered together with other trends, including the improvement in 
women¶s status, and in relation to the proto-industrialization thesis, 
according to which rural industrialization was supposed to precipitate a fall 
in the age of marriage for women (Saito 1983, 34).  

 Overall, while the social and demographic contexts diverged and the 
age at first marriage varied, we found striking similarities in the response 
of first marriage to household context and period between Koriyama and 
neighboring rural villages in comparison with an earlier study (Tsuya and 
Kurosu 2014). Gender asymmetries in marriage were embedded in the 
socio-cultural context of the urban communities. Consistent with previous 
studies on other rural populations, property and power were important. In 
that sense, this study confirms the conceptual hypothesis of Similarity in 
Difference (Lundh, Kurosu, et al. 2014)     that there may be much more 
similarity in individual and family behaviors than is revealed by aggregate 
rates, once we study determinants of marriage with meaningful 
comparisons. 

  



Kurosu, Takahashi, and Dong 
  

259 
Essays in Economic & Business History Volume XXXV (1), 2017 

APPENDIX 1 
Means of the covariates used for the discrete-time event history 

analysis of first marriage: Males and females aged 10-49 in Koriyama, 
1729-1870 

 Males Females 

Logged local rice price -0.166 -0.150 

Socioeconomic status   

   Tanagari 0.127 0.108 

   Mizunomi 0.547 0.548 

   Takamochi (<10 koku) 0.145 0.128 

   Takamochi (>=10 koku) 0.138 0.172 

   Village officials 0.037 0.039 

Number of servants 0.742 1.067 

Presence of parents   

   Both parents 0.461 0.512 

   Only father 0.114 0.122 

   Only mother 0.181 0.174 

   No parent  0.244 0.191 

Sibship size 1.663 1.850 

Eldest of the siblings 0.464 0.425 

Time period   

   1729-1759 0.055 0.029 

   1760-1799 0.165 0.151 

   1800-1839 0.374 0.376 

   1840-1870 0.405 0.444 

Age 18.189 15.636 

Age squared 394.575 284.684 
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Abstract
In the past, many people were ‘unfree’ in the sense that their movement was restricted,
and migration without permission was regarded and recorded as ‘escape’. Even though
such escape was common in the past, historical studies mostly neglect this form of
migration. This article examines escape in historical East Asia, focusing on the influence
of household context and individual characteristics on the chances of escape, taking
advantage of large-scale individual panel datasets from three adjacent ‘unfree’ popula-
tions from northeast China, southeast Korea and northeast Japan in the 18th and 19th
centuries. We identify similar temporal, spatial and age patterns of escape, and also
similar patterns of associations between chances of escape and household context.
In particular, the presence of dependent children and elderly in the household makes
individuals less likely to escape. Other patterns of association also highlight the import-
ance of gender and social class. Despite significant differences in political, social and
community contexts across these three East Asian populations, the empirical compari-
sons suggest important commonalities in terms of motivation driven by shared under-
standings of obligation to others.
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Introduction

In the past, many populations were ‘unfree’ in the sense that state governments or
other institutions restricted movement.1 Such restrictions were especially common
in East Asia, where states had a long tradition of restricting people to their home
communities or regions. Even in contexts where internal migration was largely
unregulated, states sometimes limited the movement of specific subpopulations.
Nevertheless, published studies of escape in the past focus primarily on a very
specific form: that of slaves from their owners in the southern United States, the
Caribbean and Latin America. Few historical studies have examined patterns or
determinants of escape in non-slave populations whose movement was restricted.
Historically, such restrictions on movement were common. Understanding such
escape is important not only because it illuminates a historically common but
previously understudied phenomenon, but also because such movement is a his-
torical analogue to contemporary international or internal migration that contra-
venes laws or regulations. For example, much rural-to-urban migration in
contemporary China occurs in contravention of regulations intended to prevent
individuals from moving away from their place of household registration (hukou).

This article is one of the first attempts to study such escape in ‘unfree’ non-slave
populations in a historical non-Western context. We examine escape in three
‘unfree’ but largely non-slave populations from East Asia’s long eighteenth and
nineteenth centuries. These three populations were embedded in different political
and social regimes. The first was from what is now Liaoning province in China
during the Qing dynasty (1644–1911) and consisted of hereditary tenants on state-
owned land. Within boundaries defined by the state, they appear to have been free
to move, but were not supposed to leave without formal permission. The second
was from Tansung county in Korea during the Chosun dynasty (1392–1867) and
included otherwise free households, as well as low-status bonded individuals called
nobi who belonged either to the state or to private individuals, and who required
permission to emigrate. The third was from villages in northeast Japan during the
Tokugawa shogunate (1603–1868), where individuals needed official permission to
leave their villages.

Escape is amenable to direct comparison across these three settings because it
was defined similarly. In all three populations, the state regulated movement.
Individuals were only supposed to move with permission. ‘Escape’ was an admin-
istrative category meaning that an individual had left the registration area without
permission, escaping from state purview and consequently from the Qing, Chosun
or Tokugawa system of household registration in one of the three populations
studied. Indeed, all three registration systems used the same Chinese character to
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denote escape, though the pronunciation differed: tao in Han Chinese, do in
Korean, and kakeochi in Japanese.

For this analysis, we used three recently constructed, large-scale individual
panel datasets from these populations, which provided us with 2.4 million obser-
vations of 400,000 unique individuals, 1300 of whom are recorded to have escaped
during the 18th and 19th centuries: this made it possible to carry out a comparative
study of escape in East Asia (Campbell, 2013). These datasets provide detailed
information on individual, household and other characteristics, before and at the
time of escape, which helps illuminate the decision-making process. Previous stu-
dies of migration confirm that escape was recorded similarly, but that the types and
details recorded for other forms of migration were diverse. Campbell and Lee
(2001) examine escape and legal internal migration in the historical Liaoning popu-
lation studied here; Tsuya and Kurosu (2010; 2013) examine multiple forms of
migration in our Japanese study populations; and Kim et al. (2013) examine the
turnover in the Tansung registers.2

This article compares the correlates of escape in these populations, identifies
commonalities in patterns of behavior, and then assesses the extent to which such
behavior agrees with our understanding of the historical past and of family and
individual motivations more generally. We pay particular attention to the role of
intermediate social units such as the family and household, which are largely unex-
plored in the existing literature on escape in historical populations. In contrast,
contemporary studies of migration emphasize the role of the family and household,
either as the context in which individuals make decisions, or as the decision-maker.
Our study contributes to the historical literature on ‘unfree’ populations and their
resistance to restriction, with new East Asian cases and with particular attention to
household context.

The remainder of this article is organized into six parts. First, to help clarify the
contribution of this article and provide context for discussion, we provide a brief
review of the literature on escape in historical populations, and of the literature on
migration in historical East Asia. Second and third, we introduce our data and
methodology; we then compute and compare patterns of escape in these East Asian
regimes in the fourth part, followed in the fifth part by a comparison of the house-
hold and family circumstances surrounding escape. Finally, we assess the plausi-
bility of recorded patterns of leaving and staying and discuss their implications. In
so doing, we not only draw conclusions about data reliability, but also uncover
important new clues to the similarity of certain human migration behavior.3

Background

Previous historical studies of escape have mostly examined escaped slaves in the
Americas and escaped serfs in Russia. These studies make use of information on
escapees in public notices and advertisements seeking their return, or in other
sources such as court cases. They examine the characteristics of escapees (e.g.,
Drescher and Engerman, 1998; Rodriguez, 1997), the roles played by macro-level
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social institutions (e.g., Franklin and Schweninger, 1999; Kraay, 1996) and the
micro-level profiles of escaped groups and individuals (e.g., Johnson, 1981).
Some qualitative historical research on escape describes struggles due to family
breakups in making escape decisions (e.g. Kolchin, 1990), and others emphasize
the importance of kinship ties, in particular between couples and between parents
and children, among successful escapees (Franklin and Schweninger, 1999;
Johnson, 1981). They do not examine the individual, household, or community
contextual influences on the chances of escape because the micro-data available
only describe those who have already escaped, not the larger population of slaves
or serfs at risk of escaping.4

Escape in these populations may be best thought of as a historical analogue to
unauthorized movement in contemporary societies where legal movement, at least
in principle, is also a possibility. Such movements include undocumented move-
ments across international borders, as well as unauthorized internal migration in
places such as mainland China, where individuals ostensibly are supposed to
remain in the location associated with their household registration (hukou), and
can change their official residence only with great difficulty. While the literature on
such unauthorized movement in contemporary populations is substantial, there is
almost no comparable literature for historical populations, even though there are
many examples where states regulated movement strongly.

The context and implications of escape in these populations also differ. While
they may have had less impetus to escape, escape may also have been less risky.
With the possible exception of Korean nobi, the households and individuals who
made up these populations were less unfree than slaves and serfs in the Western
context, with far more autonomy in family, social and economic activity.
Accordingly there may have been fewer ‘push’ factors than in the case of serfs
and slaves. Conversely, escape may have been less risky. Slaves and serfs were
valuable property and their owners went to considerable lengths to recover
them, with the assistance of the state. By contrast, while the East Asian populations
were tied to specific places by institutional affiliation and household registration,
they were – with the exception of nobi – not property, and no specific individual or
institution had the same strong incentive to pursue them as owners in the West had
to recover their escaped slaves and serfs. While these ‘escapees’ might be punished
or remanded to their origin if they came to the attention of authorities, attempts to
recover them do not appear to have been as systematic as attempts to recover slaves
and serfs.

One key difference of the context of escape in the three East Asian populations
from that of slave and serf populations is that there were also legal options for
migration. Overall, the situation appears to be closer to that of contemporary
populations in which movement is regulated, and where unauthorized migration
is one of several options. For example, in Liaoning entire households are some-
times recorded as moving from one village to another and even from one region to
another in Liaoning without this being considered an escape (Campbell and Lee,
2001). In the Japanese villages, legal migration recorded in the data included
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individual moves back and forth to nearby market towns where there were eco-
nomic opportunities, and individual moves to other villages for the purpose of
marriage and adoption (Kurosu, 2004; Tsuya and Kurosu, 2013). In Korea,
households could move into or out of villages, in which case the origin or
destination village was recorded in the register. Because the options for legal
movement varied so much, comparison of patterns and determinants is difficult
across settings, leading us to focus exclusively on escape in this analysis.

Data

The three East Asian historical panel datasets used in our study consist of linked
individual observations from historical population registers compiled by past sys-
tems of civil, fiscal and military administration (Ding et al., 2004; Lee et al., 2010;
Narimatsu, 1992; Son, 2007). The original registers are either annual or triennial.
The China Multi-Generational Panel Dataset-Liaoning (CMGPD-LN) records 1.5
million observations of more than 260,000 individuals living in Liaoning Province
at Northeast China from 1749–1909.5 The Korean Multi-Generational Panel
Dataset-Tansung (KMGPD-TS) includes more than 240,000 observations of
around 136,000 individuals residing in Tansung County in southeast Korea
between 1678 and 1888. The Japanese (Ninbetsu-Aratame-Cho) population register
database (NAC-SN) consists of around 118,000 observations of more than 6000
individuals in two northeast Japanese villages Shimomoriya and Niita between
1716 and 1870. Map 1 shows the geographic locations of these study populations.

Previous assessment of the quality and characteristics of these datasets suggests
that they are an excellent basis for comparative studies like the one here (Dong
et al., 2015). These register data not only provide individual social and demo-
graphic information at multiple points in time, but also cover a very large propor-
tion, in some cases all, of the individuals in the community. Importantly, these
datasets all allow us to measure household context dynamically, based on the
characteristics of each member in each register year. Comparable detailed infor-
mation on kinship ties is available in all three datasets.

In contrast with the sources used in studies of escaped slaves and serfs, the
historical population registers we use record not only individuals in great detail,
but also their family relationships, households and communities. Unlike official
notices or advertisements, which only identify escapees, these sources describe the
population at risk of escaping. Furthermore, because the registers follow individ-
uals across time prospectively, we are able to use ‘current’ individual characteris-
tics, household and social contexts to explain such ‘future’ events as the incidence
of escape.

While we assume for the most part that the behaviors recorded in the registers
are real, we acknowledge that the extent to which such administrative records
reflect lived social reality is subject to debate. This is especially the case for
Chosun Korea.6 Thus, when interpreting results we remain open to the possibility
that certain observed patterns may be creations of the registration system.
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Map 1. Geographic locations of the three East Asian historical study populations.
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Our premise is that the better the fit between expected and observed behavior, the
more likely the recorded behavior is real, and the more likely that these historical
population records in fact record past social as well as administrative realities.

The CMGPD-LN dataset is transcribed from Eight Banner population registers
(Lee et al., 2010). The Eight Banner system was a separate civil and military
administrative system organized by the Qing to govern Greater North and
Northeast China, as well as the Qing garrison populations in China Proper (Lee
and Campbell, 1997). The vast majority of the populations recorded in the
CMGPD-LN were descendants of Han Chinese migrants who migrated to
Liaoning from Shandong and Hebei province in north China in the decades fol-
lowing the founding of the Qing dynasty (Ding et al., 2004). These residents were
organized first by their affiliation with administrative populations that had different
social and political statuses. Within each register they were organized by village of
residence and then household. Within the household, the register not only specifies
the relationship of each member to the household head but also lists spouses and
their children together, which facilitates the identification of kinship between indi-
viduals in the household.

KMGPD-TS refers to a linked Korean Tansung dataset we produced by longi-
tudinal and kinship linkage of records from Tansung data files transcribed and
distributed since 2003 by researchers at Sungkyunkwan University.7 This linkage
was a hybrid of automated and labor-intensive manual procedures: we used soft-
ware to identify candidate links that we gave to our data entry personnel for
detailed examination and adjudication. For the subset of the Tansung data for
which surviving registers were adjacent or nearly adjacent, this resulted in a dataset
that supports longitudinal analysis.8 Researchers at Sungkyunkwan University
produced the original Tansung Household Register data files by transcribing
local government household registers (hojok) from Tansung County (hyun) in
what is now South Korea (Park and Lee, 2008). There were separate register
series for eight sub-areas, myeon, in Tansung County. In each myeon, individuals
were further grouped in descending order by village (ri), household group
(tong), and household (ho). Because such inclusion was based on administra-
tive residence, the Tansung registers only observe people who actually resided
in Tansung or who were recorded as just having left Tansung. While the
Tansung registers record the relationship to the household head, they do not list
spouses and children next to husbands and fathers, thus detailed kinship within and
outside the household in the KMGPD-TS are harder to identify than in the
CMGPD-LN.

The NAC-SN is transcribed from local population registers compiled separately
for two villages, Shimomoriya and Niita, located in present-day Fukushima pre-
fecture in north-eastern Japan (Hayami, 1979; Narimatsu, 1985; Narimatsu, 1992).
The population in these two villages consisted predominantly of peasants. Each
year, usually around the third lunar month, officials registered the residents in these
villages and recorded any special event that had happened to an individual during
the previous twelve months. The registers grouped individuals by household and
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recorded their relationship to the household head as well as complete information
of their household landholding (mochidaka). Such latter information measured (in
koku) expected yields which served as the basis for tax assessment, and correlates,
in a very general sense, with household wealth (Tsuya and Kurosu, 2013).

In all three datasets, ‘escape’ referred to departure from the administrative unit
or location of residence without permission. Because our data are transcribed from
population registers that cover residential communities, we have longitudinal infor-
mation about individuals who reside in the community. Whereas for legal migrants
we have information about their destination, and in the case of CMGPD-LN legal
migrants continue to be recorded in their destination village, for escapees in all
three settings we only have information up to the point in time at which they
escaped. Departures without permission are annotated as such, but because indi-
viduals are by definition no longer within the purview of the registration system we
have no further information about their destination or outcomes. Thus while our
data provide detailed information about individuals at risk of escape and identify
those who did escape, we do not know what happened to them after they escaped,
and are unable to study the consequences of escape.

Moreover, those who were considered at risk of escape differed by population.
In the CMGPD-LN, the registers only record escape for adult males. It is unclear
whether any females escaped, either on their own or in the company of their hus-
bands. In the KMGPD-TS, the registers recorded escape for both males and
females, but the overwhelming majority of escapees were from the servant popu-
lation referred to as nobi. In the NAC-SN, escape was recorded for both males and
females without apparent restrictions based on social status or identity.9 While the
unfree population in these communities may well have included other population
categories, these data restrictions define the population at risk in this article.

Methodology

To examine how individual characteristics, household context and other socio-
economic factors influence the chances of escape, we used discrete-time event-
history analysis via logistic regression (Allison, 1984). Our outcome variable is a
dichotomous indicator variable – that is, 1 or 0 (zero) – according to whether the
indexed individual is recorded as escaped in the immediately following register. The
format of the data require the use of discrete-time methods because they only
record that an escape occurred in the interval between two registers: they do not
provide the exact date. Application of continuous-time methods would require
information on the exact time of escape. The prospective as opposed to retrospect-
ive nature of the data enables us to use ‘current’ circumstances to explain ‘future’
outcomes without being concerned about the recall or survival bias that affects
retrospective data. The detail on the time ordering in the data helps rule out reverse
causality as an explanation for most observed associations: we can be confident
that observed characteristics preceded escape, not vice versa. To take account of
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correlation between individuals within the same household, we adjusted standard
errors of all our estimations for clustering at the household level.

We applied a variety of restrictions to the data to produce our analysis sample.
Because individuals must be at risk of escape in our analysis, we only considered
observations of individuals who were recorded as alive and present in the register.
Accordingly, we excluded all individuals who were already listed as escaped,
including those who were already annotated as escaped the first time they appeared
in the registers. As noted earlier, concerns about the recording of escape among
children and adolescents in CMGPD-LN and KMGPD-TS led us to restrict our
event-history analysis to adults who are aged 15–54 sui.10 Because discrete-event
history analysis requires detail on whether or not escape occurred during a subse-
quent time interval of fixed length, we only used observations if the immediately
succeeding register in which an escape would have been recorded was also
available.

Additional restrictions are specific to particular datasets. For the CMGPD-LN,
we excluded data before 1789 because we cannot differentiate households before
this date, only household groups. We also included males only, because only they
were eligible to be recorded as escapees. As a result, our CMGPD-LN analysis
sample includes 296,202 observations for 82,058 males, of whom 460 escaped. As
noted earlier, our KMGPD-TS sample is restricted to nobi, because only they were
at risk of being recorded as escapees. The sample includes 12,132 observations for
8718 male and female nobi, of whom 610 escaped. Our NAC-SN analytic sample
includes 48,568 observations for 3468 individuals, of whom 213 escaped.11

We generated three sets of models. The first is a simple model that includes basic
individual characteristics such as age and, where relevant, gender, general
household contextual measures such as the number of co-resident children,
adults and elderly individuals, and other socio-economic contextual variables.
The second set of models tests whether specific kinship ties were especially import-
ant in determining the chances of leaving or staying. It contrasts the effects of an
individual’s own children and parents with the effects of other children and old
people in the household, and compares between genders. Our final set of models
examines whether, and to what extent, the observed associations between
household context and individual departure vary according to changing external
economic conditions and household socio-economic status.

Our most important explanatory variables consist of general or relation-specific
household context measures that are intended to illuminate the role of kinship ties
in influencing the chances of leaving or staying. The term general household
context measures refers to number of children (1–14 sui), adults (15–54 sui), and
old people (55–74 sui) in the household. For the KMGPD-TS, because only the
servile population, nobi, are at risk of escape, we counted number of adult nobi in
the household while the measures for children and old people are the number of
all children or old people in the household, regardless of whether they are nobi or
non-nobi.
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To construct the relation-specific household context measures, we distinguished
between own children and other children, and between own parents and other
elderly household members. Specifically, we have separate count variables respect-
ively for own children, other children in the household, own parents, and other
elderly people in the household. Interpretation of results for this variable in the
KMGPD-TS requires special care. In that dataset the relationship details recorded
for many nobi do not distinguish between own children and other children. In other
words, while we could distinguish between nobi and non-nobi children and between
nobi and non-nobi adults, we cannot identify with confidence which nobi adults are
the parents of which nobi children, and this means that the estimates we present
here represent lower bounds on the effects of the variables in question.

We also included control variables to account for selected individual character-
istics, household socio-economic status, and such socio-economic context measures
as village size, regional characteristics, time trend, and economic fluctuations.
To control for individual characteristics, our estimations included dichotomous
variables for gender and whether or not the individual has been married, and a
quadratic expression for age.

Our controls for household socio-economic status differed by dataset because
the relevant details available differ. In the CMGPD-LN, we used number of sal-
aried official positions held by members of the household. The term salaried official
positions refers to soldiers, artisans and officials who received regular salaries from
the state. This has been used as an indicator of socio-economic status in previous
studies on CMGPD-LN data (e.g., Campbell and Lee, 2011; Dong and Lee, 2014;
Lee and Campbell, 1997). For the KMGPD-TS, the nobi population we analyzed
were already at the lowest rung of Chosun society, and we controlled for their
socio-economic characteristics by using the social status of the household heads in
three strata: high, middle and low, which is also common in studies based on
Korean household register materials (e.g., Kim, 2009; Son and Lee, 2010). For
the NAC-SN, we included a continuous variable for household landholding to
account for household socio-economic status. Such detailed information has also
been used as an indicator for identifying household socioeconomic status in pre-
vious research (e.g., Tsuya and Kurosu, 2013).

We also included controls for characteristics of the community and region. We
included logged village population size to account for the possibility that escape
chances varied systematically between larger and smaller communities. Fixed
effects of different regions are introduced to account for any unobserved regional
differentials that may influence the incidence of escape. Specifically, there are four
regions – north Liaoning, central Liaoning, central south Liaoning, and south
Liaoning – in the CMGPD-LN, eight sub-county areas (myeon) in the KMGPD-
TS, and two villages, Shimomoriya and Niita, in the NAC-SN. We also included
year as a continuous variable to account for secular trends in the chances of escape.

To account for economic fluctuations, we included time series of grain prices.
In pre-industrial populations, grain prices were a key indicator of economic stress.
High grain prices generally reflected poor harvests and economic hardship for most
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farmers, including those who grew for their own consumption. For the CMGPD-
LN and NAC-SN, similar to previous studies, we calculated 3-year average sor-
ghum and rice prices (e.g., Lee and Campbell, 1997; Tsuya and Kurosu, 2010). For
the KMGPD-TS, we calculated the 3-year average deviation of the price of rice
from the three-year moving average, following Jun and Lewis (2004). Appendix
Table 1 (available online) summarizes the number of observations and mean of
variables in our event-history analysis.12

Descriptive results

In the CMGPD-LN, around 2% of males escaped; in the KMGPD-TS, around 7%
of male and female nobi escaped; and in the NAC-SN, more than 6% of male and
female peasants escaped. In Liaoning and Tansung, the frequency of escape also
varied spatially, while the pattern is unclear in the two villages Shimomoriya and
Niita, given their limited spatial coverage. Men in northern Liaoning were more
likely to escape, presumably because of their proximity to Jilin and Heilongjiang –
more remote frontier provinces. In Tansung, escape was more frequent in more
urban myeon such as Shindeung, the previous county center.

In all three populations, as shown in Figures 1–3, rates of escape fluctuated
substantially over time, and peaks were largely consistent with the timing of
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Figure 1. Temporal (decadal) distribution of ‘escapes’ and observations in the CMGPD-LN.
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major climate shocks. The peaks of escape in the CMGPD-LN in the 1780s and
1810s occurred during periods in Liaoning characterized by cold summers and
associated poor harvests (Campbell and Lee, 2010). The relatively large numbers
of escapes from the 1720s to the 1790s in the KMGPD-TS also coincided with the
high frequency of abnormal natural phenomena in the Korean peninsula (Yi,
2013). Similarly, the two peaks in NAC-SN during the 1780s and 1830s coincided
with two severe famines in Japan: Tempo and Tenmei (Tsuya and Kurosu, 2010).
The fit with climatic fluctuations and associated poor harvests suggests that the
records of escape in these registers reflect real behavior.

While the age distributions of escapees are broadly similar across the three
populations, with peaks in the 30 s and 40 s, differences in the frequency of
escape among teenagers led us to restrict our analysis to individuals who were 15
or older. According to Figures 4, 5 and 6, far fewer teenagers escaped in Liaoning
than in Tansung and Shimomoriya and Niita. The relative lack of young escapees
in Liaoning may reflect the fact that only males began to be recorded as adult males
eligible for labor (in Han Chinese, ding) and therefore at risk of being considered
escapees when they were in their late teens. Indeed, the fact that there were appre-
ciable numbers of child escapees in the NAC-SN data alone demonstrates the
differing emphases of the registers: in Liaoning and Tansung the registers focused
more on tracking adults who provided labor or tax revenues, while in Shimomoriya
and Niita the registers tracked individuals for a much wider range of purposes.
Because of our concern that there may have been children who escaped in
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CMGPD-LN and KMGPD-TS but were not recorded as such, considering
possible differences in the nature of escape between children and adults, we focused
on adult escapees (15 sui and above) in our analysis.

Results of the event-history analysis

Household context

The results for our first set of models, which examine the influence of aggregate
characteristics of the household, reveal that the basic features of household context
all influence the probability of escape, and that patterns of influences are broadly
similar across populations. According to the results shown in Table 1, the number
of dependent kin is important. Individuals who live in households with greater
numbers of dependent kin are less likely to leave, suggesting that the obligation
to care for such dependent kin discourages individuals from leaving. The results for
children indicate that the more co-resident children there were, the lower was the
probability that an adult would escape. The number of elderly in the household has
a similar effect, although its magnitude is smaller.

Household labor capacity, measured as the number of working-age adults, also
influences the probability of escape. In the NAC-SN, the number of adults in the
household is inversely associated with the chances of escape. The association in the
CMGPD-LN is similar, but the magnitude is smaller and the effect is not statis-
tically significant. Other studies suggest that in the Chinese and Japanese popula-
tions studied, larger households tended to be wealthier (Lee and Campbell, 1997;
Tsuya and Kurosu, 2013): their members may therefore have had less incentive to
escape. Among the KMGPD-TS nobi, however, the number of working age adults
had the opposite effect: it was positively associated with the chances of escape. This
may reflect the relatively low status of the nobi: as subordinate members of the
household, they may not have shared in the benefits associated with being in a
larger household. Alternatively, if larger households were also wealthier they may
have been less dependent on individual nobi, and may have been less concerned
about preventing them from leaving.

The effects of household socio-economic status were diverse, but differences are
difficult to interpret because status was measured differently across the three settings.
As noted earlier, for the CMGPD-LN and KMGPD-TS the available measures of
status are indicators of whether members of a household held official positions. In
the NAC-SN, the available measure of status is landholding. In the CMGPD-LN,
the number of salaried positions held by members of the household had little or no
influence. In the KMGPD-TS, Tansung nobi from households of higher social status
were more likely to escape. This is consistent with the effects observed for larger, and
presumably better-off, households. High status households usually owned more nobi
than low status households, and may have monitored them less intensively. In the
NAC-SN, household landholding was inversely associated with the likelihood of
escape. In other words, property made individuals less mobile.13
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The effects of age, gender, marriage and grain price showed many similarities
across the three settings. In the KMGPD-TS and NAC-SN, where data on female
escapes were available, females were less likely to escape than males. In the
CMGPD-LN and NAC-SN, where data on marital status were available, married
individuals were less likely to escape than unmarried individuals. Age patterns of
effects were similar in the CMGPD-LN and NAC-SN, but there were no clear age
effects among the nobi in the KMGPD-TS.

Grain prices also had similar effects in the CMGPD-LN and the NAC-SN:
individuals were more likely to escape when grain prices were high. In the
KMGPD-TS, grain prices had no effect. Because of the restrictions nobi faced,
they may have had little incentive to migrate in response to bad times.

Household context from an individual perspective

The results for our second set of models, which examined the influence of house-
hold context from the perspective of the individual, revealed differences between
regular and servile populations and between males and females. The results listed in
Table 2 show that in the CMGPD-LN and NAC-SN the effects of number of own
children are the strongest and most consistent. In all three populations, individuals
are less likely to escape if they have children in the household. Thus, coefficients
are statistically significant and negative among males in the CMGPD-LN and
both male and female peasants in the NAC-SN. Even though the effects for
the male and female nobi in the KMGPD-TS are not statistically significant, the
direction is the same.

Regular and servile populations differed in terms of the effects of the presence of
other children in the household. In both the CMGPD-LN and the NAC-SN the
number of other co-resident children did not influence escape chances. This is not
unexpected: other co-resident children typically were cared for by their own parents,
and it is unlikely that the index individualwould be their primary caregiver.However,
among the nobi in theKMGPD-TS, other co-resident children affected escape behav-
ior. Both male and female nobi tended to stay when there were more children of non-
nobi. These co-resident non-nobi were, of course, their masters. While masters with
dependent children who needed care may have monitored their nobimore closely, it
was also possible that nobi were motivated to stay by a sense of obligation to the
family, or a feeling of affection for the children. The effect of the presence of amaster’s
children on the chances of nobi escape is especially interesting because their relation-
ship was based not on kinship but, rather, on class.

With regard to the effects of parents and other co-residing elderly individuals,
once again there were differences between regular and servile populations.14 In the
regular populations, males were more responsive than females to the presence of
parents: having parents in the household substantially reduced the possibility of
escape among males in the CMGPD-LN and NAC-SN. For females, in both the
NAC-SN and KMGPD-TS, there was no substantial difference in their escape,
whether they lived with their own parents or other elderly individuals.
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The numbers of other co-residing elderly had contradictory effects in CMGPD-
LN and KMGPD-TS: they increased male escape chances in the CMGPD-LN, but
reduced them in the KMGPD-TS. Again, the non-nobi elderly in the KMGPD-TS
were the masters of the nobi included in the analysis. As was the case with the
effects of children, nobi escape behavior was shaped by their class relation with
their masters, not by kinship ties.

Finally, we examined whether patterns of household contextual effects varied in
response to economic fluctuations and levels of household socio-economic status.
We found that patterns of household contextual effects were very similar for house-
holds of different levels of socioeconomic status, and did not vary in response to
economic fluctuations. Table 3 summarizes our tests of fifteen separate models that

Table 3. Interaction effects between household context, household socioeconomic status, and
grain price on probability of escape.

CMGPD-LN KMGPD-TS NAC-SN

Male Male Female Male Female

Panel A: Interaction with grain price

No. of own children 0 0 0 0 0

No. of other children 0 0 0 0 0

No. of own parents 0 0 0 0 þ
No. of other old people 0 0 0 0 0

No. of adults 0 0 0 0 0

Wald test of joint significance:

Chi^2 (5) 2.18 5.27 2.37 2.82 5.41

Prob>Chi^2 0.8216 0.3840 0.7960 0.7270 0.3683

Panel B: Interaction with household socioeconomic status

No. of own children 0 – 0 – 0

No. of other children 0 0 0 0 –

No. of own parents 0 0 þ 0 0

No. of other old people 0 0 þ 0 0

No. of adults 0 þ 0 0 0

Wald test of joint significance:

Chi^2 (5) 3.44 18.38 16.53 12.27 10.39

Prob>Chi^2 0.6317 0.0025 0.0055 0.0313 0.0649

Panel C: Interaction with household socioeconomic status

Grain price 0 0 0 0 0

Notes: a) ‘0’: Coefficient is not statistically significant and different from 0. ‘þ’: Statistically significant and
positive coefficient (p< 0.1). ’"’: Statistically significant and negative coefficient (p< 0.1); b) Each panel
reports separate model estimations by population and by gender.
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build on the models we estimated and reported in Table 2. The new models intro-
duce additional interactions between relation-specific household context measures,
household socio-economic status and grain price. We also estimated the joint stat-
istical significance of interaction effects by Wald test if there were multiple inter-
action terms in the model. Overall, in all three populations we found little evidence
of interactions between household context and economic fluctuations measured by
grain prices. In the KMGPD-TS and NAC-SN, we found household contextual
effects varied by household socio-economic status to the extent that their inter-
action terms are jointly statistically significant. However, household socio-eco-
nomic status does no more than moderate the effects of one or two household
context measures on the chance of escape, and such interactions are inconsistent
between genders and populations. Last, but perhaps of greatest interest, we found
that across all these three populations there was no interaction effect between
external economic conditions and household socio-economic status.

Conclusions and discussion

The most basic conclusions from this study are not only that historically escape in
Liaoning, Tansung, Shimomoriya and Niita was recorded in the population regis-
ters, but also that there are commonalities across settings in the role of key deter-
minants. Basic patterns of escape probabilities are plausible: our descriptive
statistics demonstrate similar temporal, spatial and age distributions of escape
across a variety of ‘unfree’ populations. The similarity of some of these basic pat-
terns is remarkable in light of the considerable differences in the contexts of the
populations. Despite significant differences in political regimes, populations, social
identities and social contexts, our event-history analysis further reveals that house-
hold context in all three East Asian historical populations is not only crucial but
also similar in influencing the pattern of individual departure as escape. Living with
dependent children and elderly makes individuals more likely to stay rather than to
escape, even if their relationship is rooted not in biological kinship but in social
class. In contrast to a story purely driven by self-interest, such empirical results
identify important commonalities in the shared understandings of obligations to
others that shape individual departure behavior.

At the same time, the influence of household context on escape differs by gen-
der and by regular/servile status. Although the presence or absence of co-resident
children influenced escape probabilities for males and females; only males
responded to the presence or absence of the elderly. Such gender differences may
reflect the patriarchal nature of these East Asian societies. Moreover, while the
chances of escape among ordinary adults in the CMGPD-LN and NAC-SN were
influenced by the presence or absence of their own parents, ‘escape’ chances among
the nobi in the KMGPD-TS were associated with co-residence with their mas-
ters, not with other nobi elderly. Overall, these differences within broader simila-
rities highlight the importance of understanding specific social situations and
relations.
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Our study also contributes to a better understanding of the relationship between
household context and individual departure in past times. By focusing on a relatively
extreme outcome – escape – we have been able to identify a variety of family-centered
considerations in the decision-making process. Because escape was by definition
illegal, individuals who escaped seldom returned. This severed their ties with their
families. In other words, while the decision to escape may have been motivated by
personal utility, the decision to stay was influenced by obligations to others. Overall,
our findings imply substantial differences in departure behavior between those having
kinship or other ties, and those who were ‘marginal’ and isolated.

The tendency for family obligation to reduce the chances of unauthorized move-
ment is a striking contrast with patterns in contemporary societies, where family
obligation is often a reason for migration that contravenes regulations. In the
societies studied, adults with dependents did not leave them. Those who escaped
tended to be individuals with fewer obligations to kin. In contrast, in many con-
temporary societies the need to provide financial support for dependents is a major
reason for unauthorized international migration or, in the case of China, rural-to-
urban migration in contravention of hukou regulations. Young adults in settings
where economic opportunities are few but obligations to kin are many seek oppor-
tunities elsewhere, and send remittances back.

Finally, this study serves as an example of how examination of ‘rare’ outcome
variables in very large social and demographic datasets can contribute to general
social scientific inquiry. Such systematic consideration of rare outcomes in historical
populations has only recently become possible, with the creation of large databases
from household registers and other materials (Dong et al., 2015). Without such large
panel datawewould not be able to identify enough rare events to compute descriptive
statistics, let alone examine their relationships to community, household and indi-
vidual characteristics. Comparability across the different datasets used here further
makes it possible to compare similarities and differences in the determinants of these
rare outcomes between the populations under consideration.
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Notes

1. In fact, worldwide agreements on suppression and abolition of ‘unfree’ or forced labor
did not come into force until the twentieth century, enforced by the International Labour
Organization (ILO) Forced Labor Convention, 1930 (No. 29) and ILO Abolition of
Forced Labour Convention, 1957 (No. 105).

2. Note that Tsuya and Kurosu translate kakeochi as ‘absconding’ in the two studies.
3. The influence of family on individual migration decision-making has also long been

recognized by contemporary migration studies (Boyd, 1989; Massey, 1990). As a unit
of consumption and reproduction, household characteristics such as the household age-
gender composition and dependency of children and the elderly substantially influence
individuals to migrate or to stay (e.g., Harbison 1981; Root and De Jong, 1986).

4. This is hardly surprising since historical records of escape frequently do not provide
systematic information on the families of ‘unfree’ individuals. Most quantitative studies
based on advertisements of runaway slaves only focus on escapees, not the ‘unfree’
population in the community that are at risk of escape. Only a few exceptions such as
the Afro-Louisiana History and Genealogy Database may include family relationships of
individual slaves (see http://www.ibiblio.org/laslave/ for more information).

5. See http://www.icpsr.umich.edu/icpsrweb/CMGPD/ for the CMGPD-LN. The data and
associated documentation are publicly available at the Inter-University Consortium for
Political and Social Research.

6. While numerous studies of specific Qing and Tokugawa populations document a strong
link between the administrative record and lived lives (e.g., Bengtsson et al., 2004; Ding
et al., 2004; Lee and Campbell, 1997; Tsuya et al., 2010), some historical studies of
Chosun population and society, including specific studies of the Tansung population,
question the value of these administrative records for understanding actual social orga-
nization and behavior (e.g., Household Register Working Group, 2003: Kim, 2001).

7. We are grateful to researchers at Sungkyunkwan University for providing access to these
data. The data files were first distributed on CD-ROM and now are also available online
at: http://ddmh.skku.edu/

8. The linked KMGPD-TS identifiers are available as a supplementary file named
‘Longitudinal Links to Construct the Korean Multi-Generational Panel Dataset-
Tansung from the Tansung Household Registers’ that can be merged into the original
Tansung Household Registers files, and will be available for download at the Hong
Kong University of Science and Technology Institutional Repository (Available at: repo-
sitory.ust.hk/ir/).

9. For discussion on the forms of outbound-migration in NAC-SN, see Kurosu (2004) and
Tsuya and Kurosu (2010).
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10. Here sui (in Chinese)/sai (in Japanese)/se (in Korean) is a traditional way to calculate
age in China as well as other East Asian societies. For simplicity, we use sui in the text. A
person is aged 1 sui at birth and is one year older after each lunar new year.

11. Most individuals escaped alone. Fewer than 8% of escaped males in the CMGPD-LN,
25% of escaped nobi in the KMGPD-TS, and 25% of escaped peasants in the NAC-SN
escaped with other household members, typically for the last two datasets where we have
more complete recording, females with their husbands and/or children.

12. Jun and Lewis (2004) summarized the annual prices of paddy and polished rice for
Kyongsang-do and Cholla-do from 1713/1742 to 1900. See http://www.iisg.nl/hpw/
data.php#korea.

13. Following previous studies of migration in Japanese historical populations (Tsuya and
Kurosu, 2010; Tsuya and Kurosu, 2013), we also experimented with the categorical
socio-economic status variable mibun, which categorized individuals into different
social groups according to their entitlement to land. The estimated results are very
similar to our main results in that higher social status as reflected in entitlement to
land substantially reduces the chance of escape.

14. For the CMGPD-LN and NAC-SN samples we also examined whether an individual’s
relative position in the household, measured in terms of relationship to the head of the
household, confounds the effects of household contextual variables included in our main
models in Table 2. While for the NAC-SN males the closer the indexed individual to his
household head, the less likely he is to escape, for the NAC-SN females and CMGPD-
LN males there are no obvious patterns of ‘escape’ according to relationship within the
household. However, even after controlling for this measure, our main findings persist.
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᝟ሗ㸦⛣ື⌮⏤ࠊᮇ㛫ࠊ⛣ືඛ࣭⛣ືඖࡢᮧ㸧ࢆ⌮ᩚࡢヨࡸ⏤⌮࡞࠺ࡼࡢ࡝ࡀࠖື⛣ࠕࠊࡳ

ᆅᇦ㛫࡛⾜ࢆ࠿ࡢࡓࢀࢃᢕᥱࠊ࡟ࡽࡉࠋࡿࡍලయⓗ࡞ಶேࡢ⛣ືᒚṔ࡜㏆㞄ࡽ࠿㐲㊥㞳࡬

 ࠋࡿ᥈ࢆᛶ⬟ྍࡢṔྐⓗ⛣ືศᯒࠊࡋ⾜ヨࢆศᯒື⛣࡞ᆅ⌮ⓗࠊࡽ࠿ᒚṔື⛣ࡢ
 
  ࡟ࡵࡌࡣ .1

㏆௦ࢫࢧࣥࢭ௨๓ࡢேཱྀ࡜ᐙ᪘ࠕࡿࡍ✲◊ࢆṔྐேཱྀᏛࠖࡢศ㔝ࠊ࡚࠸࠾࡟᝟ሗᢏ⾡ࡢ

㐍Ṍ࡜◊✲㈨ᩱࡢ⵳✚ࠊ࡟ࡶ࡜࡜௒ࠊṔྐேཱྀᏛࡶ࡜ࢱ࣮ࢹࢡࢵࣅࡢゝࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡿ࠼

ᵓ⠏ࢆࢀࡑ࡜฼⏝ࡓࡋẚ㍑◊✲ࡀୡ⏺୰࡛㐍ࠋ2ࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ᪥ᮏ࡛ࠕࠊࡣ♫఍ࢆᵓᡂࡿࡍ

ᇶᒙࡣேཱྀ࡜ᐙ᪘࡛࠺࠸࡜ࠖࡿ࠶ㄆ㆑ࠊࡕ❧࡟㏆௦໬ࠊ㒔ᕷ໬ࠊᅜ㝿໬࡚ࡗࡼ࡟ኚᐜࡿࡍ

௨๓ྛ࢔ࢩ࣮ࣛࣘࡢ♫఍ࢆẚ㍑᳨ウࡿࡍ┠ⓗࢆᥖ࡚ࡆ 1995 ᖺ࡟ጞࣟࣉ࢔ࢩ࣮ࣛࣘࠕࡓࡗࡲ

                                                 
1 ᮏ✏ࡣ㯇⃝኱Ꮫᩥࡢ㒊⛉Ꮫ┬(MEXT)⚾❧኱Ꮫᡓ␎ⓗ◊✲ᇶ┙ᙧᡂᨭ᥼஦ᴗࠕேཱྀ࣭⤒῭࣭

ᐙ᪘ࡢ㛗ᮇⓗ◊✲㸸ከୡ௦ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࣝࢿࣃᵓ⠏ 㸦ࠖH27-31 ௦⾲� 㯮㡲㔛⨾㸧࡚ࡋ࡜⎔୍ࡢ

ேཱྀ࣭ᐙ᪘ྐ◊✲ྐࡿ࠸࡚ࢀࡉ⌮ᩚ࡚࠸࠾࡟ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᩱࠋࡿ࠸࡚࠸⏝ࢆࢱ࣮ࢹ࡜ᮏ✏ࡢ‽

ഛࡢࣇࢵࢱࢫࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊࡣ࡚ࡗࡓ࠶࡟ᣢ⏣ᩄᏊࡈ࡟ࢇࡉ༠ຊࠋࡓ࠸ࡔࡓ࠸ 
2 2016 ᖺ 12 ᭶࡟㯇⃝኱Ꮫ࡛㛤ദࡓࡋ IUSSP㸦ᅜ㝿ேཱྀᏛ఍㸧࣮ࢼ࣑ࢭࡢ “Long-term 
perspectives on micro-level demographic processes” ࡛ࢺࣥࣝࠊࡣ኱Ꮫ㸦ࣥࢹ࣮࢙ࢫ㸧ࢿ࣑ࠊ

ࡿࡍ⾲௦ࢆṔྐேཱྀᏛᣐⅬࡢ⏺ୡࡿࡍ࡜ࡵጞࢆ࡝࡞㤶 ⛉ᢏ኱Ꮫࠊᅜ㸧⾗ྜ࣓࢝ࣜ࢔኱Ꮫ㸦ࢱࢯ

㆟ㄽࡀ⥺๓᭱ࡢ✲◊ࡓࡋ⏝฼ࢆࢱ࣮ࢹࣟࢡ㛗ᮇ࣑ࡓࢀධ࡟ど㔝ࢆ࡛ࡲ௦⌧ࠊࡾࡲ㞟ࡀ࣮ࣂ࣓ࣥ

 ࠋ(https://iussp.org/en/iussp-seminar-linking-past-present-kashiwa-dec-2016)ࡓࢀࡉ
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ேཱྀ࣭ࡢ఍♫࢔ࢩ࣮ࣛࣘࠕ㒊┬⛉Ꮫ◊✲㈝๰ᡂⓗᇶ♏◊✲㸸௦⾲࣭㏿Ỉ⼥3ᩥ)ࠖࢺࢡ࢙ࢪ

ᐙ᪘ᵓ㐀ẚ㍑ྐ◊✲ࠖ1995-1999 ᖺᗘ)ࠊ࡚࠸࠾࡟ୡ⏺ⓗࡶ࡟౯್ࡢ㧗࠸㏆ୡ᪥ᮏࡢேཱྀྐ

ᩱࡢ⤌⧊ⓗ཰㞟࣭ᩚ⌮୍࡜㒊ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢ໬ࢆࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࢔ࢩ࣮ࣛࣘࠋࡓࡗࡲࡌࡣࡀ

ᶵࡓࡋ࡟ᅜ㝿ẚ㍑◊✲ࡢࡑࡣᚋ 20 ᖺ᮶⥆ࠊࡁ◊✲ᡂᯝࡣ Eurasia Population and Family 

History ࡽ࠿ᕤ⛉኱Ꮫฟ∧(The MIT Press)ࢶࢵࢭ࣮ࣗࢳࢧ⡿ᅜ࣐࡚ࡋ࡜ࢬ࣮ࣜࢩ 3 ᕳࡀฟ∧

ࡢࡇࠋ4ࡿ࠸࡚ࢀࡉ 3 ᕳࡢ୰࡛ὠ㇂඾Ꮚ㸦៞᠕⩏ሿ኱Ꮫ㸧࡜㯮㡲㔛⨾ࡀ฼⏝ࡓࡋ᪥ᮏ࣮ࢹࡢ

ࡓࡋ⌮཰㞟ᩚ࡚ࡗ࡞࡜୰ᚰࡀ⼥Ỉ㏿ࠊࡣࢱ 1716Ѹ1870 ᖺ࠺࠸࡜㛗ࡿࡍ࣮ࣂ࢝ࢆࣥࣃࢫ࠸⌧

ᅾࡢ⚟ᓥ┴ࠕࡢேูᨵᖒࠖ࡟ࢫ࣮࣋ࢆᵓ⠏ࠖࢱ࣮ࢹ࢚ࣝࣅࢨࠕࡓࢀࡉ(Xavier data)࡛ࠋࡿ࠶

155 ᖺ࠺࠸࡜㛗ᮇࡿࡓࢃ࡟✲ᴟ࣮ࣜࢺࢫࣄࢺࣥ࣋࢖࡜ࢱ࣮ࢹࣝࢿࣃࡢศᯒ࠺࠸࡜᪉ἲࡼ࡟

 ࠋࡓࡗ࡞࡜⬟ྍࡀ✲◊ࡢศᯒࢫ࣮ࢥࣇ࢖ࣛ࠸࡞࡟࡛ࡲࢀࡇ࡚ࡗ

ᮏ✏࡛ࡢࢱ࣮ࢹ࢚ࣝࣅࢨࡢࡑࠊࡣ୰࡛ࡔࡲ฼⏝ࠕ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ⛣ື ᝟ࠖሗ࡟↔Ⅼࢆᙜ࡚ࠊ

ཎྐᩱࡢேูᨵᖒࢆࣉࢵࢸࢫࡢ࡛ࡲࡿ࡞࡟ࢱ࣮ࢹ್ᩘࡽ࠿☜ㄆࠊࡋ㉁ⓗ࣭㔞ⓗ◊✲ࡢ᪉ἲ

ࢆປാዎ⣙ࡢ࡝࡞ዊබࠊࡣࠖື⛣ࠕ࠺ᢅ࡛ࡇࡇࠋࡿ᥈ࢆᛶ⬟ྍࡢṔྐⓗ⛣ືศᯒࡓ࠸⏝ࢆ

18-19ࠊࡓࡵྵࡶ࡝࡞ࡾໃཧఀ࠾ࡣ࡟ࡽࡉࠊ⤌⦖㣴Ꮚࠊ፧⤖ࠊࡽ࠿ࡢࡶࡴྵ ୡ⣖ࡓࡁ⏕࡟

ேࡢࠎฟ㌟⏫ᮧࢆ㉺ࡿ࠼ᆅ⌮ⓗࠋࡿ࠶࡛ࡁື࡞㏆㞄ࡽ࠿㐲㊥㞳ࡓࡵྵࢆᗢẸࡢ⛣ືᒚṔࢆ

᥈ࠊ࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿᙜ᫬ࡢேࡢࠎ⏕άᅪࠊ፧ጻᅪࡍ♧ࡀࡽࢀࡑࡣ࡟ࡽࡉࠊ♫఍ⓗ࣡ࢺࢵࢿ

 ࠋࡿࡁᮇᚅ࡛ࡀ࡜ࡇࡍฟࡁᥥࢆ┦ᵝࡢ໬஺ὶᩥࡸࢡ࣮

 

2. ேูᨵᖒࢱ࣮ࢹ࢚ࣝࣅࢨ࡜ 
㛛᐀ࡣேูᨵᖒࠋࡿ࠶ேูᨵᖒ࡛ࠖࠕࡿṧ࡟┴ᓥ⚟ࡢᅾ⌧ࠊࡣཎ㈨ᩱࡢࢱ࣮ࢹ࢚ࣝࣅࢨ

ᨵᖒࠊ࡟ࡶ࡜࡜᪥ᮏࡿࡅ࠾࡟๓㏆௦ࡢேཱྀ࣭ ᐙ᪘ࡢ◊✲࡛୰ᚰⓗ࡟฼⏝ྐࡿࢀࡉᩱ࡛ࠋࡿ࠶

᐀㛛ᨵᖒࢺࢫࣜ࢟ࠊࡣᩍྲྀ࡟ࡵࡓࡢࡾࡲ⥾ࡾᐶᩥ 11 ᖺ(1671)ࡢࡑ࡟సᡂࡀ඲ᅜⓗ࡟࿨ࡽࡌ

ࡿ࠸࡚ࡋᒓ࡟ᑎࠊࡵࡓࡿ࠶࡛ࡵேཱྀᨵࠊࡾ㏻ࡢ๓ྡࡣேูᨵᖒࠋ(Ỉ 2007㏿)ࡿࢀࡉ࡜ࡓࢀ

᪉ࡢᩱసᡂྐࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᥖ㍕ࡀ᝟ሗࡢᵝྠࡰ࡯ࡣ௨እࢀࡑࠊࡀ࠸࡞ࡣ᝟ሗࡢ㛛᐀࠺࠸࡜

ἲ࡜ṧᏑ≧ἣࡣ࡟ᆅᇦᕪࠕࠊࡾ࠶ࡀ⌧ఫᆅࠖࠕ࡜ᮏ⡠ᆅࠖࡢࢀࡎ࠸ࡢ᝟ሗࠊ࠿ࡿ࠸࡚ࡋ♧ࢆ

ஙᗂඣṚஸࡓࡵྵࢆグ㘓ࡿࢀࡉ࡜➹୍ࠊ࠿ࡢࡿ࠶࠸ࡽࡃࡢ࡝ࡀࢀ₃ࡢグ㘓ࡢ༢఩ࡀୡᖏࢆ

ᅜໃࡢᅾ⌧ࠊࡋ࠿ࡋࠋࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀὀពࡢ࡬ไ⣙ࡸᚩ≉ࡢᩱྐ࡞ࠎᵝ࡝࡞ࠊ࠿ࡿ࠸࡚ࡋ♧

ㄪᰝ㸦㟼ែ⤫ィ㸧࡜ฟ⏕࣭Ṛஸ࣭⛣ືືࡢ࡝࡞ែ⤫ィ࡞࠺ࡼࡓࡏࢃྜࢆグ㘓࡛ࠊᆅᇦࡼ࡟

ࡢࡑࠊࡽ࠿࡜ࡇࡴྵࡶᣦᶆ㸦ᣢ㧗࣭∵㤿➼㸧῭⤒࡞ඞ᫂ࡘ࠿ࠊࡋṧᏑࡀグ㘓ࡢẖᖺࡣ࡚ࡗ

ෆᐜࡢ㇏ᐩࡣࡉṔྐேཱྀᏛࡢᮏᐙ࡛ࡿ࠶すḢࢱ࣮ࢹࡢ㸦ᩍ༊⡙෉ࢆ࡝࡞฼⏝ࡓࡋᐙ᪘᚟ඖ㸧

18ࠊࡣ㸧ࡿࡍ࡜୰ᚰࢆᓥ┴஧ᮏᯇᕷ࣭ᮏᐑᕷ࣭㒆ᒣᕷ⚟ࡢ஧ᮏᯇ⸬㸦⌧ᅾ࡟≉ࠋࡄࡢࡋࢆ

ୡ⣖ࡿࡅ࠾࡟ேཱྀῶᑡ࡟࠼ࡺࢀࡑࠊࡃࡋ⃭ࡀ㠀ᖖ࡟ヲ⣽࡛ṇ☜࡞ேูᨵࢀࡉ࡜ࡓࢀࡉ࡞ࡀ

㸦ᡂᯇࡿ 1992, 1985㸧155ࠋ ᖺ㛫⥆ྐࡃᩱࠊࡣಶேࠊࡎࡽ࡞ࡳࡢ⏕୍ࡢୡᖏ࡟㛵᭱ࡶ࡚ࡋ኱

                                                 
3 㯇⃝኱Ꮫྡ㄃ᩍᤵ2009ࠋ ᖺᩥ࡟໬໏❶ࠋ❶ཷࢆ 
4 https://mitpress.mit.edu/books/series/eurasian-population-and-family-history 
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࡛ 8 ୡ௦ࡶ࡛ࡲ㏣ࡌྠࠊࡾ࠶࡛⬟ྍࡀ࡜ࡇ࠺ᡞ⡠ᆺࡢᮾྐࡢ࢔ࢪ࢔ᩱ࡜ẚࡢࡑࠊࡶ࡚࡭ヲ

⣽ᗘ࡜ಙ㢗ᗘࡿ࠸࡚࡛⚽ࡣ(Dong 2015)ࠋ 

㏿Ỉ⼥ࠊࡀṔྐேཱྀᏛྐࡢᩱࠊ࡚ࡋ࡜ேูᨵᖒࡸ᐀㛛ᨵᖒࡢ཰㞟ࢆጞࡣࡢࡓࡵ 1960 ᖺ

௦ᚋ༙ࠊࡢࡕ࠺ࡢࡑࠋࡿ࠶࡛࡜ࡇࡢ⚟ᓥ┴ྐࡢᩱ࡟㛵1980ࠊࡣ࡚ࡋ ᖺ௦࡟ᡂᯇబᜨᏊࡢࡽ

ᙉຊ࡞◊✲⿵ຓࢆᚓࠊከࡢࡃேຊ࡜᫬㛫ྐࡓࡅ࠿ࢆᩱࡢゎㄞ࣮ࢹ࢚ࣝࣅࢨ࡚ࡋࡑࠊ⌮ᩚ࡜

(Xavier data)ࢱ࣮ࢹ࢚ࣝࣅࢨࠋࡓࢀࡽࡵ㐍ࡀධຊ࡜໬ࢻ࣮ࢥ್࣭ᩘࡢ᝟ሗ࡞኱⭾ࡢ࡚ࡋ࡜ࢱ

ࣇᐉᩍᖌࡢ఍ࢫࢬ࢚࢖ࡓ࠼ఏ࡟᪥ᮏࢆᩍࢺࢫࣜ࢟࡟㏆ୡึ㢌ࠊࢇࢁࡕࡶࡣ๓ྡࡢࡑ࠺࠸࡜

ࠊᚋࡢࡑࠋ㸦“Thank you, Francisco Xavier” Hayami 1979㸧ࡿࡍ᮶⏤࡟࢚ࣝࣅࢨ࣭ࢥࢫࢩࣥࣛ

㏿Ỉ⼥ࡣ◊✲ᣐⅬࢆி㒔ࡢᅜ㝿᪥ᮏᩥ໬◊✲ࡀࢱ࣮ࢹ࢚ࣝࣅࢨࠋࡓࡋ⛣࡟࣮ࢱࣥࢭᮏ᱁ⓗ

ࡗ࠶ᑓ㛛ᐙ࡛ࡢ᝟ሗ⛉Ꮫࠋࡿ࠶࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࢔ࢩ࣮ࣛࣘࡣࡢࡓࡗ࡞࡟࠺ࡼࡿࢀࡉ⏝฼࡟

࡚ࡗࡼ࡟༠ຊࡢᑠ㔝ⰾᙪ㸦⌧໭ᾏ㐨኱Ꮫ㸧ࡓ DB2 ࠊࣉࢀࡉ࡞ࡀ໬ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡓࡋ⏝฼ࢆ

ࡢ(Eurasia Project)࣒࣮ࢳᅜ㝿ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟ George Alter㸦⌧࣑ࣥ࢞ࢩ኱Ꮫ㸧ࢆࢫ࢖ࣂࢻ࢔ࡢ

ᚓ࡚࣮ࣜࣞࡿࡼ࡟ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࣝࢼࣙࢩኚᩘసᡂࡀࢀࡇࠋࡓࡋࢺ࣮ࢱࢫࡀෑ㢌࡟ᣲࡓࡆ

MIT  ࠋ5ࡓࡋせࢆ᫬㛫ࡢࡾ࡞࠿ࡣ࡟࡛ࡲࡿ⮳࡟∧ฟࢬ࣮ࣜࢩࡢ

࡟≉ࠊࡾ࡞࡟⬟ྍࡀศᯒ࡞ࠎᵝࡓࡋ⏝฼ࢆࢱ࣮ࢹ࢚ࣝࣅࢨࠊࡋࢺ࣮ࢱࢫࡀ✲◊࡚ࡋ࠺ࡇ

⚟ᓥ┴㒆ᒣᕷ࿘㎶ࡢṔྐேཱྀᏛࡣ✲◊ࡢከࡽ࠿ࣇࣛࢢࣀࣔࡢࡃᅜ㝿ẚ㍑◊✲ࠊ࡛ࡲ⤖፧ࠊ

ᐙ᪘ࣛࠊ 㸦౛㸸ࡿ࠸࡚ࡗࡀୖࡀᡂᯝࡢከᩘࡿ᥈ࢆࡾࡀ࡞ࡘࡢ῭⤒࡜ேཱྀ࡚ࡋࡑࠊࢫ࣮ࢥࣇ࢖

㧘ᶫ 2005; ᖹ஭ 2008; Lundh, Kurosu, et al. 2014㸧ࡔࡲࡔࡲࡣࢱ࣮ࢹ࢚ࣝࣅࢨࠊࡋ࠿ࡋࠋά⏝

Tsuya&Kurosu 2004, 㧘ᶫ)࠸࡞ᑡᩘࡣ✲◊ࡿࡍ㛵࡟ື⛣࡟≉ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉࡃᑾࡋ ࠋ(2005

ࠋࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍゎ⌮ࢆ୧᪉ࡢࢱ࣮ࢹࡓࢀࡉ໬್ᩘ࡜ཎ㈨ᩱࠊࡣ࡟ࡵࡓࡢ✲◊ື⛣

௨ୗ࡛ࠊࡣཎ㈨ᩱ࡛ࡿ࠶ேูᨵᖒࢆࢀࡑࠊࡽ࠿ゎㄞ࣭ᩚ⌮ࢻ࣮ࢥࠊࡋ໬ࠊࡋධຊ࡚ࡋᵓ⠏

࡜㈨ᩱ✲◊࡞ࡓ᪂ࠊࡋ⌮ᩚࢆ᝟ሗື⛣ࡢẁ㝵࡛ࡢࢀࡒࢀࡑࠊ࡚࠸ࡘ࡟ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡓࢀࡉ

 ࠋ ࡍ♧ࢆ⛬㐣ࡿࡍ௜୚ࢆᆅ⌮ⓗ᝟ሗ࡚ࡋ

 

3. ேูᨵᖒࡽ࠿ㄞࡴ⛣ື᝟ሗ 
ࡢ⸬఍ὠ࡜⸬஧ᮏᯇࡣ࡟ࢱ࣮ࢹ࢚ࣝࣅࢨ 10 ⏫ᮧࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࡲྵࡀᮏ✏࡛ࡢࡑࡣ୰࡛

ࡽ࠿࡜⏫ୗ࡜⏫ୖࡣᅾ㒓⏫㒆ᒣ㸦㒆ᒣࡿ࠸࡚ࡋ⾜㐍ࡀ⏝฼✲◊ࡳ㐍ࡀࢢࣥࢽ࣮ࣜࢡࢱ࣮ࢹ

ᡂࠊࡀࡿ௒ᅇ౑⏝ࡳࡢ⏫ୖࡣࢱ࣮ࢹࡿࡍ㸧࡜ 2 ㎰ᮧ㸦ᆅᅗ 2 ཧ↷㸧࡟↔Ⅼࢆᙜ࡚ࢀࡑࠋࡿ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡾ㏻ࡢ௨ୗࡣཎ㈨ᩱࡢࡽ

                                                 
5 Eurasia Project ࡣඹ㏻ࡢศᯒࣔࢆࣝࢹ 7 ᆅᇦ 5 ࣨᅜࡢ 18Ѹ19 ୡ⣖ேཱྀ࡟ࢱ࣮ࢹ㐺⏝ࡋẚ㍑

ศᯒ࠺࠸࡜࠺⾜ࢆ⏬ᮇⓗ࡞ヨࠊ࡛ࡳṔྐⓗ࣭ᩥ໬ⓗ⫼ᬒࡿࡍ࡟␗ࢆᆅᇦࡢேཱྀ࣭ᐙ᪘࣭⤒῭᝟

ሗࡢẚ㍑ྍ⬟࡞ᐃ⩏௜࡜ࡅ᧯స໬5ࠊ࡟ࡵࡓࡢ ࣨᅜ 20 ὠࡣ᪥ᮏ࡛ࠋࡔࢇ⤌ࡾྲྀࡀ⪅✲◊ࡢ⛬ྡ

㇂඾Ꮚࡢ༠ຊࢆᚓ࡚ࠊᑠ㔝ⰾᙪࠊ୰㔛ⱥ 㸦ð⌧⏥༡኱Ꮫ㸧ࠊ㯮㡲㔛⨾࡚ࡗࡼ࡟ୗᏲᒇᮧ࡜ோ஭⏣

ᮧࡢศᯒࣝ࢖࢓ࣇసᡂࡀጞࡢࡑࠋࡓࡗࡲᚋࡣࢱ࣮ࢹ࢚ࣝࣅࢨࠊ㏿Ỉ⼥ࡢ㯇⃝኱Ꮫ㏥⫋ࠊ࡟ࡶ࡜࡜

㯇⃝኱Ꮫ࡟ᐤ㉗ࠊࢀࡉ⌧ᅾࡣேཱྀ࣭ᐙ᪘ྐ◊✲࡚ࡗࡼ࡟ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⟶⌮ᣑ඘ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ 



ゝㄒ᫂ᩥ࡜� ➨ �� ᕳ� ���� ᖺ �᭶�

㸫���㸫�

㝣ዟᅜᏳ✚㒆ୗᏲᒇᮧேูᨵᖒ� 㸦㒆ᒣᕷṔྐ㈨ᩱ㤋ᡤⶶ� Ỉᒣᐙᩥ᭩㸧 

㝣ዟᅜᏳ㐩㒆ோ஭⏣ᮧேูᨵᖒ� 㸦ಶேᡤⶶ� 㐲⸨ᐙᩥ᭩㸧 

㝣ዟᅜᏳ✚㒆㒆ᒣୖ⏫ேูᨵᖒ� 㸦㒆ᒣᕷṔྐ㈨ᩱ㤋ᡤⶶ� ௒Ἠᐙᩥ᭩㸧 

�  

� ௨ୗࢆ࠿ࡿ࠸࡚ࢀ࠿᭩ࡀグ㘓ࡢື⛣࡟࠺ࡼࡢ࡝࡟㒆ᒣୖ⏫ேูᨵᖒࡿ࠶ཎ㈨ᩱ࡛ࠊࡎࡲ

ᅗࠋࡍ♧࡟ 1 ṊᖹࠕỈྫࡣᡞ୺ࠋࡿ࠸࡛ࢇఫ࡟⏫ᅾ⌧ࡣୡᖏࡿࡃ࡚ࡋⓏሙ࡟ึ࡚᭱࠸࠾࡟

⾨ 42 ṓ࡛ࠖ Ỉࠊࡣᐙࡢࡇࠋࡿ࠶ 㸦ྫᣢ㧗࠸࡞ࡀ㸧ࠊࡀࡔୗዪࢆᅄே㞠ࠋ᭱ࡿ࠸࡚ࡗ ࡶࠕࡢึ

ࡳ 18 ṓ ࢃ࠸ࠕࡿ࠸࡚ࢀࡉグ㍕࡟ࡂࡘࠋࡿ࠸࡚ࡁ࡟ዊබࡽ࠿㉺ᚋᅜⵦཎ㒆ࠊࡣࠖ 15 ṓ ࠊࡣࠖ

௝ྎᇛୗࡽ࠿ዊබ࡟᮶࡚୕ࠋࡿ࠸ே┠ࡋࡩࠕࡢ 12 ṓࠖࡌྠࠊࡣ㒆ᒣୖ⏫ࡢዪᛶ࡛᭱ࠋࡿ࠶

ᚋࡵ࡜ࠕࡢ 19 ṓ ௚࡜ᵓᡂဨࡿ࠸࡚ࡋᅾᒃఫ⌧࡟ୡᖏࡢࡑࠊ࡟࠺ࡼࡢࡇࠋࡿ࠶ዊබே࡛ࡶࠖ

ᡤࡽ࠿ὶධࡿࡃ࡚ࡋᵓᡂဨࡀ⌧ఫேཱྀ㸺ෆ᭩㸼࡛ࠊࡾ࠶㒆ᒣୖ⏫࡟ὶධࡿࡃ࡚ࡋே≀࡟㛵

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉグ㍕ࡀὶධඖ࡚ࡋ

ᅾ⌧ࠊࡣୡᖏࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉグ㍕ࡃࡉᑠࠊ࡟ⱝᖸୗࡶࡾࡼୡᖏࡢ๓ࡣୡᖏࡢḟࠊࡓࡲ

࡚ࡗධࠊ࡟࠺ࡼࡢࡇࡣࡽ࠿ᩱྐࠋࡿ࠸࡚ࡋᒃఫ࡟⸬஧ᮏᯇࠊࡎࡽ࠾࡛ࢇఫࡣ࡟⏫㒆ᒣୖࡣ

ୡᖏ㸦㠀⌧ఫேཱྀ㸺እ᭩㸼㸧ࡸಶே࠸࡞࠸࡚ࡋᅾᒃఫ⌧ࡀࡿ࠶ࡣ⡠࡟⏫㒆ᒣୖ࡜≀ேࡿࡃ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉグ㍕ࡶ᝟ሗࡿࡍ㛵࡟

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ 1� 㝣ዟᅜᏳ✚㒆㒆ᒣୖ⏫ேูᨵᖒ 

 

4㸬BDS  ࡽ࠿஦౛ࡢḟ㑻ࠖࠕ᝟ሗ㸸ୗᏲᒇᮧື⛣ࡢ
๓⠇࡛ࠊேูᨵᖒࡽ࠿ୡᖏ࡜⛣ື᝟ሗࡀᢕᥱ࡛ࠊࡀࡓࡋ♧ࢆ࡜ࡇࡿࡁேูᨵᖒࡀẖᖺస

ᡂࡀࢀࡑࡘ࠿ࠊࢀࡉṧᏑࡢࡑ࡟ࡽࡉࠊࡾ࠾࡚ࡋಶேࡀ௚ᮧ࡬⤖፧࣭㣴Ꮚ⦕⤌࡛࡝࡞⡠ࢆ⛣

ẖᖺほ࡟ࡶ࡜࡜ἣ≦ࡢୡᖏࡢࡑࢆࠖື⛣ࠕࡓࡗࡇ㉳࡟⏕୍ࡢಶேࡢࡑࡣ࡟ሙྜ࠸࡞࠸࡚ࡋ

ᐹࡣ࡟ࡵࡓࡢࡑࠊࡋ࠿ࡋࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ๓⠇࡛♧ࡓࡋேูᨵᖒࡢẖᖺࡢ᝟ሗࢆୡᖏࡈ

ࠖBDS (Basic Data Sheet)ࠕࡓࡋ᱌⪄ࡀ⼥Ỉ㏿ࡣ⌮ᩚࡢࡑࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡍ⌮ᩚ࡚ࡆ࡞ࡘ࡟࡜

Ỉ㏿)ࡓࢀࡉ࡞࡟ࡶ࡜࡜ゎㄞࡢࡽ࠿᭩ᩥ࡚ྂࡗࡼ࡟ ぢ࡟࠺ࡼࡢ⾲᫬้ࢆ⏕୍ࡢಶேࠋ(2007
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❧࡚࡚ୡᖏ༢఩࡛సᡂࡿ࠶࡛ࢺ࣮ࢩࡓࢀࡉ㸦ᅗ 2㸧ࡢࢱ࣮ࢹ࢚ࣝࣅࢨࠊࡣ࡛ࡇࡇࠋ 3 ⏫ᮧࡢ

୰࡛ࡶ⛣ືᒚṔࡢከࠊ࠸ୗᏲᒇᮧࠕḟ㑻ࠖ࡟↔Ⅼࢆᙜ࡚ྐࠊᩱࡢ㇏ᐩ࡞ෆᐜࠋࡍ♧ࢆ 

ᖺ㸦ᐆỌ 1708ࠊࡣḟ㑻ࠖࠕ 5㸧㸦1716 ᖺ௨๓1ࠊ ᖺࡳࡢṧᏑྐࡿࡍᩱࡾࡼ㸧ୗᏲᒇᮧࡢ

୰ሀᒙ㸦ᣢ㧗 9 ▼㸧ࠊ஬ྑ⾨㛛㸦∗㸧ࡘࡳ࡜㸦ẕ㸧ࡢᜥᏊ࡚ࡋ࡜Ⓩሙࠋࡓࡋḟ㑻ྠࠊࡣᮧࡢ

ර୕㑻Ꮿ㸦ᣢ㧗 13 ▼㸧࡬ 19 ṓ࡛፵ධྠ࡜ࡿࡍ᫬ࠕ࡟ᕥྑ⾨㛛 ࡓࡗ࡜ࢆᚋፉ፵ࡢࡑࠊࠖ 36

ṓ᫬ࠕ࡟භྑ⾨㛛ࠖ࡜⏕ᾭ 2 ᗘᨵྡࠋࡿ࠸࡚ࡋᅗ 2 ࡜ᕥྑ⾨㛛ࠖࠕࡀḟ㑻ࡓࡋᨵྡࠊࡣ࡛

࡟୰ࡢୡ௦ᐙ᪘୕ࡓࡋ࡟㢌➹ࢆර୕㑻ࠊ࡚ࡋ 26 ṓࡽ࠿グ㍕ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᅗ 2 ࡢ BDS ᕥഃ

ಶேࡣ࡟ഃ㸦㠀⌧ఫேཱྀ㸧ྑࠊࡾ࠶ఫேཱྀ࡛⌧ࡢ࡜ࡈᖺࡢࡑࡿࡺࢃ࠸ࠊࡀᖺ㱋グ㍕㒊ศࡢ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ⌮ᩚ࡟࠺ࡼࡿ࠼㏣ࡀᒚṔື⛣࡟࡜ࡈ
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ 2� ୗᏲᒇᮧࠕḟ㑻  ࠖ ፵ධඛࡢ BDS� 1726-1750 ᖺ 
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ḟ㑻ࡢึ᭱ࡢዊබグ㍕ࡿ࠿ࢃࡢ 16 ṓࡢࡑࡽ࠿ᚋࢆዊබࡿࡼ࡟⛣ືᒚṔࢆ୰ᚰ࡟㏣࡚ࡗ

�㸦ࡣἣ≦࡞୺ࡢ፵ධඛୡᖏࡢḟ㑻࡟௨ୗࠋ࠺ࡼࡳ 㸧࡛♧ࠊࡋ⛣ືඛࡢ⏫ᮧࡣ࡟ୗ⥺࡛♧

 ࠋࡍ
 

㸺ୗᏲᒇᮧࠕḟ㑻ࠖࡢ⛣ືᒚṔ㸼 

1716 ᖺ(ṇᚨ 6)  16 ṓ Ᏻ✚㒆ᕝ⏣ᮧோྑ⾨㛛᪉࡬⤥ྲྀዊබ�  
1717 ᖺ(ாಖ 2) 17 ṓ Ᏻ✚㒆ୗᏲᒇᮧ຺ර⾨᪉࡬⤥ྲྀዊබ    
1718 ᖺ(ாಖ 3)  18 ṓ�  Ᏻ✚㒆ᕝ⏣ᮧᚨྑ⾨㛛᪉࡬⤥ྲྀዊබ 
1719 ᖺ(ாಖ 4)  19 ṓ�  Ᏻ✚㒆ୗᏲᒇᮧර୕㑻ࡢፉࡢࠖࡘࡉࠕ፵ࡿ࡞࡜ 
1721 ᖺ(ாಖ 6)  21 ṓ�  (㛗ዪࠖࡸࡘࠕㄌ⏕) 
1722 ᖺ(ாಖ 7)  22 ṓ�  Ᏻ㐩㒆஧ᮏᯇᐄฟேࡾ⨮ࢽฟࡿ� �  
1723 ᖺ(ாಖ 8)  23 ṓ�   ᖐᮧ 
1724 ᖺ(ாಖ 9)  24 ṓ�  (㛗ዪࠖࡸࡘࠕṚஸ) 
1725 ᖺ(ாಖ 10) 25 ṓ�  Ᏻ✚㒆኱㇂ᮧ⸨ᕥ⾨㛛᪉࡬⤥ྲྀዊබ   
1726 ᖺ(ாಖ 11) 26 ṓ�  Ᏻ✚㒆ᕝ⏣ᮧኴᖹ᪉࡬⤥ྲྀዊබ 
1727 ᖺ(ாಖ 12) 27 ṓ�   ᖐᮧ 
1728 ᖺ(ாಖ 13) 28 ṓ�   (ḟዪࠖࢇ࠿ࠕㄌ⏕) 
1730 ᖺ(ாಖ 15) 30 ṓ�   (⩏♽∗Ṛஸ) 
1731 ᖺ(ாಖ 16) 31 ṓ�  Ᏻ㐩㒆஧ᮏᯇᐄฟேᚚዊබ  
1732 ᖺ(ாಖ 17) 32 ṓ�  Ᏻ㐩㒆஧ᮏᯇᏳᕥ㔝ᮧᒃᡂฟே࡟⿕ᡂᮡڧ㞷அ୥ᵝ࡬ዊබ 
1733 ᖺ(ாಖ 18) 33 ṓ�   ᖐᮧ� (ᡞ୺ࡿ࡞࡜) 
1734 ᖺ(ாಖ 19) 34 ṓ�   (୕ዪ࡚ࠖࡍࠕㄌ⏕) 
1736 ᖺ(ாಖ 21) 36 ṓ�   (ḟዪࠖࢇ࠿ࠕ፵ྲྀࠊḟ㑻ࠕᕥྑ⾨㛛ࠖࠕࡽ࠿භྑ⾨㛛ࠖ࡜ᨵྡ) 
1737 ᖺ(ඖᩥ 2) 37 ṓ�  Ᏻ㐩㒆஧ᮏᯇᐄฟேᚚዊබ�  
1738 ᖺ(ඖᩥ 3)� 38 ṓ�  Ᏻ㐩㒆ᐩᒸᮧ൤ྑ⾨㛛᪉࡬㉁≀ዊබ�  
1739 ᖺ(ඖᩥ 4)  39 ṓ�   ᖐᮧ 
1740 ᖺ(ඖᩥ 5)  40 ṓ�   (ḟዪࠖࢇ࠿ࠕ㞳ูࠊᮧෆ࡟⦕௜㸦෌፧㸧) 
1741 ᖺ(ඖᩥ 6)  41 ṓ  (⩏♽∗ẕྠᖺ࡟Ṛஸ) 
1742 ᖺ(ᐶಖ 2)�  42 ṓ�  Ᏻ㐩㒆஧ᮏᯇᐄฟேࡾ⨮ࢽฟࡿ�  
1743 ᖺ(ᐶಖ 3)  43 ṓ  ᖐᮧ 
1744 ᖺ(ᐶಖ 4)  44 ṓ  (୕ዪ࡚ࡍ፵ྲྀ)�  
1747 ᖺ(ᘏா 4)� 47 ṓ�  Ᏻ㐩㒆஧ᮏᯇᐄฟேࡾ⨮ࢽฟࡿ 
1749 ᖺ(ᐶᨻ 2)� 49 ṓ�  Ᏻ㐩㒆஧ᮏᯇᘅ℩୐㑻ྑ⾨㛛᪉࡬ศᢪᚚዊබ 
1750 ᖺ(ᐶᨻ 3)� 50 ṓ�  Ᏻ㐩㒆஧ᮏᯇኳ㔝ᖹྑ⾨㛛Ẋ࡬ᚚዊබ 
1751 ᖺ(ᐶᘏ 4)� 51 ṓ�  Ᏻ㐩㒆஧ᮏᯇᘅ℩୐㑻ྑ⾨㛛ᵝ࡬ᚚ ዊබ 
1752 ᖺ(ᐆᬺ 2)� 52 ṓ�  Ᏻ㐩㒆஧ᮏᯇዟ⏣ᖹෆᵝ࡬ᚚዊබ 
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1753 ᖺ(ᐆᬺ 3)  53 ṓ  ᖐᮧ� (୕ዪ࡚ࠖࡍࠕ㞳ู) 
1761 ᖺ(ᐆᬺ 11)  61 ṓ�  Ᏻ✚㒆㒆ᒣ୐அ୥᪉࡬⤥ྲྀዊබ   
1762 ᖺ(ᐆᬺ 12) 62 ṓ  ᖐᮧ 
1764 ᖺ(ᐆᬺ 14) 64 ṓ�  Ᏻ㐩㒆஧ᮏᯇ⏣ᮧ㉺㓇அ୥ᵝ࡬㉁≀ዊබ 
1765 ᖺ(᫂࿴ 2)� 65 ṓ�   Ᏻ㐩㒆஧ᮏᯇ⚟ᮏ⋞ᯇᵝ࡬ᚚዊබ 
1766 ᖺ(᫂࿴ 3)� 66 ṓ�  Ᏻ㐩㒆஧ᮏᯇྜྷᕝᶒᕥ⾨㛛ᵝ࡬ᚚዊබ 
1767 ᖺ(᫂࿴ 4)� 67 ṓ�  Ᏻ㐩㒆஧ᮏᯇᒣ⏣රኴኵᵝ࡬ᚚዊබ 
1768 ᖺ(᫂࿴ 5)  68 ṓ  ᖐᮧ 
 
ඛࡢࡇ 68 ṓࠋ࠸࡞ࡣࠖື⛣ࠕࡢࡽ࠿ḟ㑻ࡣ 19 ṓ࡛፵ධࡶࡽ࠿࡚ࡋࡾ஧ᮏᯇᇛୗࡸ㏆㞄

࡟㛫ࡢࡑࠊࡀࡃ⥆ࡀዊබࡢ࡬ᮧࡢ 3 ேࡢፉࢆタࠋࡿ࠸࡚ࡅ㛗ዪࡣ 4 ṓ࡛Ṛཤࠊḟዪࡣ 10
ṓ࡛፵ࡀࡿྲྀࢆ 2 ᖺ࡛㞳⦕ࡢࡑࠊࡋᚋྠᮧෆ࡟⦕௜ࠋ୕ࡓ࠸ ዪࡶ፵ࡀࡿྲྀࢆ㞳⦕ࡢࡑࠊᚋࠊ

ḟ㑻 70 ṓࡢ᫬࡟෌୕ࡧዪྠ࡟࡚ࡍᮧࡽ࠿፵㣴Ꮚࡢࡇࠋࡓࡗྲྀࢆ፵ࠕ⏒அ୥ࠖྠࡣᮧࡢฟ

㌟࡛ྐࠊᩱࠊ࡜ࡿࡼ࡟፵ධ(෌፧)࡟ࡶ࡜࡜ ⏨Ꮚࠊ᎑ࡢࡑ࡜ᐇẕࠊ࡟ࡶ࡜࡜ḟ㑻ࡢୡᖏ࡟ᘬ

ࡣḟ㑻ࠋࡓࡗ࡞࡜ᐙ⤯ࡣฟ㌟ୡᖏࠊࡾ࠾࡚ࡁ࡚ࡋ㉺ࡗ 1773 ᖺ(ᏳỌ ࡟(2 73 ṓ࡛ 55 ᖺ㛫㐃

ࡓࡓࡗ࠿ከࡀዊබ⤒㦂ࡶጔࡢࡑࡓࡲࡶḟ㑻ࠊࡾ㏻ࡢグୖࠊࡋ࠿ࡋࠋࡓࡋࡃஸࢆጔࡓࡗῧࢀ

ࡢࡕ࠺ࡢࡑࡣࡢࡓࡋࡈୡᖏ࡛㐣ྠࡀኵ፬ࠊࡵ 33 ᖺ㛫ࠋࡓࡗ࠶࡛ࡳࡢḟ㑻ࡣ 1784 ᖺ(ኳ᫂

࡟(4 84 ṓ࡛Ṛཤࡢࡇࠊࡀࡿࡍୡᖏࡢࡑࡣᚋ᭯ࠊᏞ࡚ࡗࡼ࡟ 1841 ᖺ(ኳಖ  ࠋࡓ࠸⥆࡛ࡲ(12
࡟࠺ࡼࡢࡇ BDS ࡋࢆㄪᰝࡾྲྀࡁ⪺࡛ࢡ࣮࣡ࢻ࣮ࣝ࢕ࣇࠊࡣ㏣㊧సᴗࡢಶேࡓࡋ⏝฼ࢆ

▱ࢆᵝࡁ⏕ࡢᗢẸࠊࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ᚟ඖࢆࢫ࣮ࢥࣇ࢖ࣛࡢࠎேࡢᙜ᫬ࠊ࡟࠺ࡼࡢ࠿ࡿ࠸࡚

᝟ሗࡢࡕࡓፉࡢḟ㑻ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔࡉከᙬࡢዊබ⤒㦂ࡢḟ㑻ࡽ࠿஦౛ࡢࡇࠋ6ࡿ࠶ࡀ㓬㓮࿡ࡿ

⦆㯮㡲ࡣ㸦ヲ⣽ࡿ࠿ࢃࡶ࡜ࡇࡓࡗ࠿ከࡀ፵ྲྀࠊ㞳፧ࠊ፧⤖࡟ᙜ᫬ࡢࡇࡶࡽ࠿ 2012㸧ࡢࡇࠋ

ࣇ࢖ࣛࡢᚨᕝᗢẸࡃᥥ࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿࡆୖࡳ✚ࡋ᚟ඖࢆࡲࡊࡁ⏕ࡢࡾ࡜ࡦࡾ࡜ࡦࠊ࡟࠺ࡼ

ࠊ ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡏࡉᡶᣔࢆࢪ࣮࣓࢖ࡢᗢẸࡢᚨᕝ᫬௦࠺࠸࡜㎰Ẹࡓࢀࡽ⦡࡟ᅵᆅࠊࡣࢫ࣮ࢥ

࡞࠺ࡼࡢࡇࠊࡣḟ⠇࡛ࠋࡿࢀࡽࡏࡉ⪄෌ࢆ᪉ࡾ࠶ࡢ፧⤖ࡸᐙ᪘ࡿ࠸࡚ࢀࢃᛮ࡜ఏ⤫ⓗࠖࠕ

㉁ⓗ࣭グ㏙ⓗ࡞᪉ἲ࡟ࡽࡉࡽ࠿᝟ሗฎ⌮ࢆ฼⏝ࢱ࣮ࢹࡓࡋᵓ⠏ࡿࡼ࡟㔞ⓗ࡟ࢳ࣮ࣟࣉ࢔࡞

㏕ࠋࡿ 

 

 ࢳ࣮ࣟࣉ࢔ヨ㦂ⓗࡢ᝟ሗື⛣ࢱ࣮ࢹ࢚ࣝࣅࢨ .5
� ⾲㸦ࡿ࠶࡛ࡾ㏻ࡢ௨ୗࡣᴫせࡢ᝟ሗື⛣ࡢ㸰㎰ᮧ࡜⏫㒆ᒣୖࠊෆࡢࢱ࣮ࢹ࢚ࣝࣅࢨ 1㸧ࠋ 

 

 

                                                 
6 ⌧ᅾࠊ㯇⃝኱Ꮫᅗ᭩㤋㸲㝵ࡢேཱྀ࣭ᐙ᪘ᕷ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᐊ࡛ࡣ BDS ⣙ 310 ࣎ࣝ࢖࢓ࣇ

㸦⣙ࢫࢡࢵ 1,500 ⏫ᮧ㸧ࢆᡤⶶࠊࡾ࠾࡚ࡋMEXT ◊✲ᇶ┙ᙧᡂᨭ᥼஦ᴗ୍ࡢ⎔࡛㡰ḟࡢࡑ PDF
໬ࢆᅗࠋࡿ࠸࡚ࡗ 
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⾲ 1� 㒆ᒣୖ⏫࡜ 2 ㎰ᮧࡢ㞟ィ⤖ᯝ 

⏫ᮧ  ྡ ᮇ㛫(ᖺ) (Ḟᖺ) ィ(ேᖺ) ⛣ືᩘ(ᩘࢺࣥ࣋࢖)
⛣ືඛ࣭ ⛣ືඖ

ᮧࡢ  ᩘ

ୗᏲᒇᮧ 1716-1869 (9) 48,755 3,552 124 

ோ஭⏣ᮧ 1720-1870 (4) 67,130 6,209 203 

㒆ᒣୖ⏫ 1729-1870 (18) 194,878 25,269 1,176 

 

ࡣ࡜ேᖺࠖࠕࠋࡍ♧ࢆᖺ࠸࡞࠸࡚ࡋṧᏑࡀ஦᝟࡛ேูᨵᖒࡢ࠿ࡽఱࡣ࡜Ḟᖺࠖࠕࠊ࡛ࡇࡇ

ศᯒ༢఩୍࡛ࠊ ே 1 ᖺࡢ᝟ሗࢆ 1 ேᖺࠋࡿ࠼ᩘ࡜౛ࡤ࠼ඛ࡟ᣲࡓࡆḟ㑻ࡢ㛗ዪࡣ 1721 ᖺ࡟

ࢀࡲ⏕ 1724 ᖺ࡟Ṛஸ4ࠊࡵࡓࡓࡋ ேᖺ࡟࠺ࡼࡢࡇࠋࡿ࡞࡜⏫ᮧ࡟Ⓩሙࢡࢫࣜࡢ࡚࡭ࡍࡓࡋ

ேཱྀ㸦ศẕ㸧ࡀᢕᥱ࡛ࠊ࡛ࡢࡿࡁ⛣ື᝟ሗ㸦ศᏊ㸧ࢆ⋠ື⛣ࠊ࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿࡏࢃྜࢆ⟬

ฟྛࢆࢀࡑ࡟ࡽࡉࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ⏫ᮧෆࡽ࠿እࡢ࡬⛣ື㸦ὶฟ㸧ࠊ࠿እࡽ࠿ෆࡢ࡬⛣

ື㸦ὶධ㸧࠿☜ㄆࡤࢀࡍேཱྀὶฟ࣭ὶධ⋡ྛࢆᖺ࡛☜ㄆࠊࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍᆅ⌮ⓗ⛣ືࡢኚ

໬ࢆ㏣ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ࠺⾲ 2 ࢆ඲యࡢࢺࣥ࣋࢖ື⛣ࠊࡣ 2 ᮇ࡟ศྛࠊࡅ⏫ᮧู࣭⛣ື⌮⏤

 ࠋࡓࡋ♧࡟ู

 

⾲ 2� 㒆ᒣୖ⏫࡜ 2 ㎰ᮧᩘࢺࣥ࣋࢖)ᩘື⛣ู⏤⌮ື⛣ࡢ㸧 

 ⛣ື⌮⏤ 
ᮇ㛫(ᖺ) 

ィ 
1716-1799 1800-1870

ୗᏲᒇᮧ ⤖፧㣴Ꮚ_ὶධ 329 252 581 3,552 

⤖፧㣴Ꮚ_ὶฟ 239 144 383  

ዊබ_ὶධ 770 192 962  

ዊබ_ὶฟ 846 202 1,048  

  ௚_ὶධ 167 89 256ࡢࡑ

  ௚_ὶฟ 177 145 322ࡢࡑ

ோ஭⏣ᮧ ⤖፧㣴Ꮚ_ὶධ 504 430 934 6,209 

⤖፧㣴Ꮚ_ὶฟ 403 358 761  

ዊබ_ὶධ 1,320 338 1,658  

ዊබ_ὶฟ 1,475 349 1,824  

  ௚_ὶධ 409 128 537ࡢࡑ

  ௚_ὶฟ 342 153 495ࡢࡑ

㒆ᒣୖ⏫ ⤖፧㣴Ꮚ_ὶධ 1,317 1,925 3,242 25,269 

⤖፧㣴Ꮚ_ὶฟ 724 1,400 2,124  

ዊබ_ὶධ 3,971 1,990 5,961  

ዊබ_ὶฟ 3,808 1,833 5,641  

  ௚_ὶධ 1,995 2,465 4,460ࡢࡑ

  ௚_ὶฟ 1,506 2,335 3,841ࡢࡑ

ィ 20,302 14,728 35,030 
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౛ࠊࡽ࠿ࢱ࣮ࢹࡢࡇࠊࡤ࠼Ᏻ✚㒆ࡿ࠶࡟ୗᏲᒇᮧ࡜㒆ᒣୖ⏫㛫ࡣື⛣ࡢ 81 ௳ᢕᥱ࡛ࡁ

ࡢࡕ࠺ࡢࡑࠋࡿ 1 BDSࠊࡾ࡜࡟౛ࢆ௳ ࡟ᩱྐࡢୗᏲᒇᮧࠊࡎࡲࠋࡓࡋㄆ☜ࢆヲ⣽࡚ࡗᡠ࡟

1856ࠊࡣ ᖺ㸦Ᏻᨻ 3㸧࡟㒆ᒣୖ⏫ࠕࡽ࠿ၿⶶፉ࿧ྲྀ ࠖࡼࡘࠕẕࡓࡋධ᎑࡟ୗᏲᒇᮧ࡚ࡋࠖ࡜

࡚ࢀࡽࢀ㐃࡟ࢀࡑࠊ࡜ 2 ṓ࡛ᘬ࠺࠸࡜ࠖࡡࡘࠕࡓࢀࡽྲྀࡁዪᏊࡀⓏሙࠋࡿࡍẕࡣ෌፧ᚋ 2

ᖺ┠࡚ࡋ࡟ஸࠕ∗⥅ࡣࡡࡘࠊࡾ࡞ࡃᨻྜྷ ඖ࡛ࡢࠖ 5 ᖺࢆ㐣7ࠊࡋ࠿ࡋࠋࡓࡋࡈ ṓࡢ᫬ࠕ࡟㒆

ᒣᐟୖ⏫ၿⶶࡾࡼ㣴ዪ࡟࿧ࡾ࡜ೃᡤ㞳ู❧ᖐ࡚ࠖࡗ࠶࡜෌ࡧ㒆ᒣୖ⏫࡟ᡠ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡓࡗ

 ࠋࡿ

୍᪉ࠊ㒆ᒣୖ⏫ࡢ᪉ྐࡢᩱࢆぢࠊ࡟࠿☜ࠊ࡜ࡿၿⶶࡢፉࡣࠖࡼࡘࠕ 1838 ᖺ㸦ኳಖ 9㸧࡟

ᚋࡢࡑࠊࢀࡲ⏕ 1853 ᖺ㸦჆Ọ 6㸧࡟㒆ᒣୗ⏫࡟⦕௜ࡢࡑࡋ࠿ࡋࠋࡿ࠸࡚࠸ᚋ㞳⦕ࠊࢀࡉ※

୐Ꮿ࡚ࡋ࡜᎑ࡢୗᏲᒇᮧ࠺࠸࡜ࡓࡗ⾜࡟グ㍕ࠋࡿ࠶ࡀ※୐ࡿ࡞࡟᎑ࡀࡼࡘࡣᨻྜྷ࠶࡛∗ࡢ

ࡣࡡࡘ࡟ࡽࡉࠋࡿ 1861 ᖺ㸦୓ᘏ 2㸧࡟ 7 ṓ࡛෌ࡧ㒆ᒣୖ⏫ࡢ♽∗ၿⶶࡓ࠸ࡀୡᖏࠕ࡟གྷ௓ࠖ

୙⦕❧ᖐࡾࡼୗᏲᒇᮧᨻྜྷ᪉ࠕࡣ࡟ᖺࡢࡑࠊࡀࡿࢀࡽྲྀࡁᘬ࡚ࡋ࡜ ࠋࡿ࠸࡚ࡋⓏሙ࡚ࡋࠖ࡜

ᩱ࡛ྐࡢᮧ⏫ࡓࡗ㐪ࡢࡘ஧ࡢඛࡂ᎑࡜ฟ㌟ඖࠊࡀヲ⣽ࡢື⛣ࡢࡑࠊ࡟ẕፉඹࠊ࡟࠺ࡼࡢࡇ

☜ㄆ୍ࠋࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ౛࡛ࠊࡀࡿ࠶ࡣ㏆௦ࢫࢧࣥࢭᡂ❧௨๓ྜᩚࡢ࡛ࡲࡇࡇ࡟ᛶࡀ⏫

ᮧࡢቃ⏺ࢆ㉸࡚࠼☜ㄆ࡛ࡓࡲࠊࡢࢱ࣮ࢹ࢚ࣝࣅࢨࠊࡣ࡜ࡇࡓࡁཎ㈨ᩱ࡛ࡿ࠶ேูᨵᖒࡢಙ

㢗ᗘࠋ࠺ࡼ࠼࠸࡜ࡿ࠸࡚ࡋ♧ࢆ 

� ୍஦౛ྜᩚࡢࢱ࣮ࢹ࢚ࣝࣅࢨࡽ࠿ᛶࢆ☜ㄆࡼ࠸ࡼ࠸ࠊ࡛ࢁࡇ࡜ࡓࡋᆅ⌮ⓗ⛣ືศᯒࡢヨ

⾜ⓗࠋࡿ࠶࡛ࢳ࣮ࣟࣉ࢔⛣ື᝟ሗࡢ୰࡛ࡶᆅ⌮᝟ሗ㸦ฟ㌟࣭ฟඛࡢ⏫ᮧ㸧ࡇࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟

30 ࡀࢡࢵࣈࢻ࣮ࢥࠊࡤࡽ࡞ࡐ࡞ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ⏝฼ࡃ඲࡛ࡲࢀ ᖺ௨ୖࡶ๓࡟సᡂࠊࢀࡉ

⣬፹య࡛᭦᪂ࠋࡿ࠶࡛ࡽ࠿ࡓࡁ࡚ࡁ⥆ࢀࡉᆅ⌮ⓗศᯒࠊࡣ࡟ࡵࡓࡢᆅ⌮᝟ሗࢡࢵࣈࢻ࣮ࢥ

࡜ࢱ࣮ࢹࡓࢀࡉ໬್ᩘࢆࢻ࣮ࢥࡢࡑࠊ࡜ࡋ┤ぢࡢ BDS㸦ྐࣝࢼࢪࣜ࢜ࡣࡓࡲᩱ㸧ࡢ୧⪅ࢆ

㥑౑᳨࡚ࡋド࠺࠸࡜ࡿࡍ᰿Ẽࡿ࠸ࡢసᴗࢆᚲせࠋ7ࡓࡋ࡜�  

ྛࠊ࡟ඖࢆᆅྡࡢඛ࣭⛣ືඖື⛣ࡢࢱ࣮ࢹ࢚ࣝࣅࢨࡓࢀࡉࣉࢵ࢔ࢺࢫ࡚ࣜ⤒ࢆసᴗࡢࡑ

⏫ᮧࡢ௦⾲Ⅼࡢ⦋ᗘ࣭⤒ᗘࢆẚᐃࠋࡓࡋẚᐃ᪉ἲࠊࡣ⌧ᅾࡶṧࡿ࠸࡚ࡗᆅྡࠊࡣᅜᅵᆅ⌮

㝔ࡢᆅ⌮㝔ᆅᅗୖ࡛⦋ᗘ࣭⤒ᗘࢆ᥇ྲྀࠊࡋ⌧ᅾࡣኻࡿ࠸࡚ࢀࢃᆅྡࠊࡣṔྐᆅᅗ㸦୺ࡋ࡜

࡚ᪧ 5 ୓ศࡢ 1 ᆅᙧᅗࠊ㎿㏿ᅗࠊᇛୗ⤮ᅗ➼㸧ࢆཧ↷ࠊࡋᆅᙧⓗྠ࡟ᐃ࡛ࢆࢺࣥ࢖࣏ࡿࡁ

ẚᐃࠊࡋᆅ⌮㝔ᆅᅗୖ࡛⦋ᗘ⤒ᗘྲྀࢆᚓࠊࡶࢀࡎ࠸ࠋࡓࡋ㞟ⴠࡢ୰ᚰ㒊ࡢ⦋ᗘ࣭⤒ᗘྲྀࢆ

ᚓࠋࡓࡋ 

⌧ᅾࡢࡇࠊసᴗࡔࡲࡣ㐍⾜୰࡛ࠊࡾ࠶඲యീࡢᆅᅗ໬ࡣ௒ᚋࡢసᴗࠊࡣ࡛ࡇࡇࠋࡿ࡞࡜

ேࢆື⛣ࡢどぬⓗ࡟ᤊ࠺࠸࡜ࡿ࠼ศᯒࠊ࡚ࡋ࡜஧ࡢࡘ஦౛ࠋ୍࠺ࡑ♧ࢆ ࠊࡋసᡂࢆᆅᅗࡣࡘ

⛣ື㊥㞳ࡢࡑࡽ࠿≉ᚩࢆ᥈࠺࠸࡜ࡿ᪉ἲ࡛ࠋࡿ࠶㒆ᒣୖ⏫࡜ 2 ㎰ᮧࡣࡽ࠿㏆㞄ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔ

㐲᪉ࡢࡑࠋࡿ࠶ࡀື⛣ࡢ࡬஦౛࡚ࡋ࡜ᆅᅗ 1 ࡽࢀࡇࠋࡓࡆୖࡾྲྀࢆື⛣ࡢ࡬㏆␥ᆅ᪉ࡣ࡛

                                                 
ࡉ㧗ᶫ⣧Ꮚ࡜ࢇࡉᣢ⏣ᩄᏊࡢࣇࢵࢱࢫࡢᐊࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊ேཱྀ࣭ᐙ᪘ྐࡣసᴗ࡞㞧↹ࡢࡇ 7

ࡘ࡟ᗘ࣭⤒ᗘ⦌ࡢᮧ⏫ࡢඛ࣭⛣ືඖື⛣ࡢᚋࡢࡑࠊࡓࡲࠋࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡵᚓ࡚㐍ࢆ༠ຊࡢࢇ

 ࠋࡓ࠸ࡔࡓ࠸࡚ࡋᐃ⟇ࡋጤク࡟஦ົᡤࢺࢫࢩ࢔✲◊ᆅᇦ࣭ࡣ࡚࠸
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ࢱ࣮ࢹ࢚ࣝࣅࢨࠊࡣࡽࢀࡇࠋࡓࡋุ᫂࡜࡝࡞㏆Ụඵᖭࠊໃ⚄ᐑఀࠊ࡜ࡿࡍㄆ☜ࢆඛື⛣ࡢ

ࡢࡇࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔື⛣ປാࡸ፧࣭㣴Ꮚ⤖ࠋࡿ࠶ᙧែ࡛ື⛣ࡓࢀࡉ໬ࢻ࣮ࢥ࡜ࠖ⾜᪑ࠕࡣ࡛

ࡣࡘ୍࠺ࡶࠋ࠸῝࿡⯆࡟㠀ᖖࡣ࡜ࡇࡿࡁᢕᥱ࡛ࡀື⾜໬ⓗᩥ࡞࠺ࡼ 4 ⠇࡟ᣲࡓࡆୗᏲᒇᮧ

᫬⣔ิⓗࢆࢫ࣮ࢥࣇ࢖ࣛࡢಶேࡣ࡛✲◊ࡢ࡛ࡲࢀࡇࠋࡿ࠶ᆅᅗ໬࡛ࡢᒚṔື⛣ࡢḟ㑻ࠖࠕ

ᆅᅗࡀࡢࡶࡓࡳ࡚ࡗ㏣࡚ࡋ࡜ື⛣ᆅ⌮ⓗࢆࢀࡑࠊࡀࡓࡁ࡚ࡗ㏣࡟ 2 ࡢ⏕୍ࡣḟ㑻ࠋࡿ࠶࡛

☜ᆅᅗୖ࡛ࡀ࡜ࡇࡓ࠸࡚ࢀࡉ㏉ࡾ⧞ࡀື⛣࡬஧ᮏᯇᇛୗࡓࡲࠊ࡬ᮧࡢᩘ「ࡢ㏆㞄ࠊ࡟ࡕ࠺

ㄆ࡛ࠋࡿࡁ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᆅᅗ 1� 㒆ᒣୖ⏫࡜ 2 ㎰ᮧࡽ࠿㏆␥ᆅ᪉ࡢ࡬⛣ື㸦⾜ᨻ༊ᇦࡣᅜᅵᩘ್᝟ሗࡢ 2016 ᖺ 

 ౑⏝㸧ࢆࢱ࣮ࢹ

 

 

 

 

 

 

 

 

 



�࣮ࣜࢺࢫࣄື⛣ࡿࡍ᚟ඖࡽ࠿ࠖࢱ࣮ࢹ࢚ࣝࣅࢨࠕ

㸫㏆ୡᗢẸࡢேཱྀ⛣ື◊✲㈨ᩱ㸫�

㯮㡲� 㔛⨾࣭㧘ᶫ� ⨾⏤⣖࣭㛗ᒸ� ⠜ 

㸫���㸫�

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

� ᆅᅗ 2�  ఩⨨㛵ಀ㸦⾜ᨻ༊ᇦࡢோ஭⏣ᮧࠊୗᏲᒇᮧ࡜⏫㒆ᒣୖ࡜ᒚṔື⛣ࡢḟ㑻ࠖࠕ

ࡢᅜᅵᩘ್᝟ሗࡣ 2016 ᖺࢆࢱ࣮ࢹ౑⏝㸧 

 

 ࡟ࡾࢃ࠾ .6
௒ᚋࠊ᭦᪂୰ࡢ⦋ᗘ⤒ᗘ⟇ᐃࢆ᏶ᡂࠊ࡟ࡕࡢࡓࡏࡉᐇドⓗ࡞⛣ືศᯒࢆヨࡿࡳணᐃ࡛࠶

㸧30ࡵྵࢆ㸦ᖐᮧ࠸ከࡣ࡚ࡋ࡜ಶே࡟ࡕ࠺ࡢ⏕୍ࠊሙྜࡢḟ㑻ࠖࠕࡓࡗᢅ࡚ࡋ࡜஦౛ࠋࡿ

ᅇࡢ⛣ືᒚṔ࡞࠺ࡼࡢࡇࠊࡀࡿ࠶ࡀಶே3ࠊࡢࢁࡇ࡜ࡓࡆୖࡳ✚ࢆື⛣ࡢ ୓ 5 ༓௳ࢆ㉸࠼

࣮ࣥࢱࣃື⛣ࡢ㏆ୡᗢẸࠊ࠸࡞ࡢ࡜ࡇࡓࢀ࠿ᥥ࡛ࡲࢀࡇࠊࡤࢀࡁ࡛ࡀᆅᅗ໬ࡢ᝟ሗື⛣ࡿ

ࠊβ࡟ࡶ࡜࡜  2ࠊ⏫㒆ᒣୖࠋ࠺ࢁࡔࡿࡃ࡚࠼ぢࡀࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࡓࡵྵࢆປാᅪࡸ፧ᅪ⤖࡞ࠎ

㎰ᮧࠊ࡟ࡶ࡜ᗈ⠊ᅖࡢࡽ࠿ேཱྀὶධࡣ࡟ࡇࡑࠊࡀࡿ࠶ࡣᚨᕝᚋᮇ࡟ேཱྀῶᑡࡀṆ࠿࡞ࡽࡲ

ே࡟ࡶ࡜࡜ᆅᅗ໬ࠋࡿ࠶࡛ࡎࡣࡿࡃ࡚࠼ぢࡶ࠸㐪ࡢ࡜⏫ᅾ㒓ࡓ࠸⥆ࡀேཱྀቑຍ࡜㎰ᮧࡓࡗ

ࠊ௳ᆅᙧⓗ᮲ࡢࡑࠊ㸧࠿ࡢࡿࡃ࡚ࡋ㸦࠿ࡢࡿࡍື⛣㸧ࡽ࠿ࡇ࡝㸦࡬ࡇ࡝ࠊ࠿ࡢࡿࡍື⛣ࡐ࡞ࡀ

 ࠋࡃ࠸࡚ࡗ᥈ࡶせᅉ࡞ከ㠃ⓗ࡝࡞ᙳ㡪࡞ᨻ⟇ⓗࠊᨻ༢఩⾜ࡢ࡝࡞⸬࣭⤌

㏆௦ࢫࢧࣥࢭ௨๓ࡢ⛣ື᝟ሗࠊࡣୡ⏺࡛ᵓ⠏ࡿ࠸࡚ࢀࡉṔྐேཱྀᏛࡶ࡚ࡋ࡜ࢱ࣮ࢹ⛥᭷

࡛ࡲࢀࡇ࡜ᆅ⌮ⓗ᝟ሗࡢࡽࢀࡇࠊ௒ᚋࠋࡿ࠶࡛ Eurasia Project ࡛⵳✚ࡓࡁ࡚ࡋ㛗ᮇ࣑ࣟࢡ

ࠊࡸື⾜ேཱྀ࣭ᐙ᪘ࡓࡏࢃྜࢆ㛫㍈✵࡜᫬㛫㍈ࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍྜ⤫ࢆ᪉ἲࡢศᯒࢱ࣮ࢹ

ࡇࡿࡍ♧ᥦࢆࢳ࣮ࣟࣉ࢔✲◊࠸ࡋ᪂ࡓࡵྵࢆࡾࡀ࡞ࡘࡢ໬ᅪᩥࡸ㒔ᕷᙧᡂࡍࡽࡓࡶࡀື⛣

  ࠋ࠺ࢁࡔࡿࡁ࡛ࡀ࡜

 

⊦ⱑ௦†�
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Dong, Hao, Cameron Campbell, Satomi Kurosu, Wen-Shan Yang and Jame Z. Lee. 2015. “New 

Sources for Comparative Social Science: Historical Population Panel Data from East Asia.” 

Demography 52(3):1061-88. 

Hayami, Akira 1979 “Thank You Francisco Xavier: An Essay in the Use of Micro-Data for Historical 

Demography of Tokugawa Japan.” Keio Economic Studies 16 (1-2): 65-81.  

㏿Ỉ⼥� 2007 ࠗṔྐேཱྀᏛࡢୡ⏺࠘ᒾἼ᭩ᗑ 

ᖹ஭ᬗᏊ 2008ࠗ᪥ᮏࡢᐙ᪘ࠕ̿ࢫ࣮ࢥࣇ࢖ࣛ࡜ᐙࠖ⏕ᡂࡢṔྐ♫఍Ꮫ࣑࠘࢓ࣦࣝࢿ᭩ᡣ 

㯮㡲㔛⨾㸦⦅㸧2012ࠗṔྐேཱྀᏛࡓࡳࡽ࠿⤖፧࣭㞳፧࣭෌፧࠘㯇⃝኱Ꮫฟ∧఍ 

Lundh, Christer, Satomi Kurosu, et al. 2014. Similarity in Difference: Marriage in Europe and Asia 
1700-1900. The MIT Press. 

ᡂᯇబᜨᏊ1992ࠗỤᡞ᫬௦ࡢᮾ໭㎰ᮧ̿஧ᮏᯇ⸬ோ஭⏣ᮧ࠘ྠᩥ⯓ฟ∧��

ᡂᯇబᜨᏊ1985ࠗ㏆ୡᮾ໭㎰ᮧࡢே̿࡜ࡧዟᕞᏳ✚㒆ୗᏲᒇᮧ࣑࠘࢓ࣦࣝࢿ᭩ᡣ  

Tsuya, Noriko O. and Satomi Kurosu 2013. “Social Class and Migration in Two Northeastern 

Villages 1716-1870.” The History of the Family: 18(3): 1-22.  

㧘ᶫ⨾⏤⣖ 2005ࠗ ᅾ㒓⏫ࡢṔྐேཱྀᏛ̿㏆ୡࡿࡅ࠾࡟ᆅᇦ࡜ᆅ᪉㒔ᕷࡢⓎᒎ  ࠘ MINERVA

ேᩥ࣭♫఍⛉Ꮫྀ᭩ 

 



㏆ୡᮾ໭ࡿࡅ࠾࡟㝣ዟᅜ஧ᮏᯇ⸬⏫ᮧࡢேཱྀ⛣ືࡢ✵㛫ⓗᗈࡾࡀ 
㛗� ᒸ� �  ⠜࣭㯮� 㡲� 㔛� ⨾࣭㧘� ᶫ� ⨾⏤⣖ 

㸫���㸫�

 
 
 

㏆ୡᮾ໭ࡿࡅ࠾࡟㝣ዟᅜ஧ᮏᯇ⸬⏫ᮧࡢேཱྀ⛣ືࡢ✵㛫ⓗᗈࡾࡀ 
 

㛗ᒸ� ⠜㸦㯇⃝኱Ꮫ⤒῭♫఍⥲ྜ◊✲࣮ࢱࣥࢭ㸧࣭  
㯮㡲� 㔛⨾㸦㯇⃝኱Ꮫ㸧࣭ 㧘ᶫ� ⨾⏤⣖㸦❧ṇ኱Ꮫ㸧 

 
GISࠊ⏤⌮ື⛣ࠊື⛣ேཱྀࠊ㸸ேูᨵᖒࢻ࣮࣮࣡࢟  ࢱ࣮ࢹ
 

せ᪨ 
ேཱྀ࣭ᐙ᪘ྐ◊✲ࠊࡣ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⚟ᓥ┴ࠕࡢேูᨵᖒࠖ࡟ࢫ࣮࣋ࢆᵓ⠏ࣅࢨࠕࡓࢀࡉ

ࢱ࣮ࢹ࢚ࣝ 㸦ࠖ;DYLHU�GDWD㸧ࠊ࠸⏝ࢆṔྐேཱྀᏛࡢࢱ࣮ࢹ୰࡛ࡶ⛥᭷࡞ேࠕࡢࠎ⛣ືࠖ᝟ሗࢆ

ࡢ࿘㎶࡜⏫㒆ᒣୖࡢ୰ࡢࡑࡣ✏ᮏࠋࡿ࠸࡚ࡋ໬ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡋ⌮ᩚ �㎰ᮧ㸦ୗᏲᒇᮧࠊோ஭

⏣ᮧࠊ᪥ฟᒣᮧ㸧ࢆᑐ㇟ࡓࡗ⾜࡟ฟ㌟⏫ᮧࢆ㉺ࠊࡓ࠼ேࠕࡢࠎ⛣ື ᝟ࠖሗ㸦⛣ື⌮⏤ࠊᖺ௦ࠊ

⛣ฟඛ࣭⛣ධඖࡢᮧ㸧࡟↔Ⅼࠊ࡚࠶ࢆ⛣ධඖ࣭⛣ฟඛࡢ⏫ᮧࡢሙᡤࡢẚᐃ࡜⦌⤒ࡢᇶ♏ศᯒ

⤖ᯝࠋࡿࡍ⌮ᩚࢆṔྐࢆ6,*࡟ࢱ࣮ࢹ㐺⏝ࡢື⛣ࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍ✵㛫ⓗᗈࢆࡾࡀᢕᥱࠊࡋ⛣ື

ࡽ࠿ኚ໬ࡿࡼ࡟ᖺ௦࡜⏤⌮ �⏫ᮧࡢ≉ᚩࠊࡋ࡟࠿ࡽ᫂ࢆ௒ᚋࡢ✲◊ࡢᗈࢆࡾࡀ㆟ㄽࠋࡿࡍ�

 
�࡟ࡵࡌࡣ���
㏆ᖺṔྐேཱྀᏛ࡛ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࠊࡣᵓ⠏ࢆࢀࡑ࡜฼⏝ࡓࡋᵝࡀ✲◊࡞ࠎᐇ᪋ࡁ࡚ࢀࡉ

��ࠊࡣ᪥ᮏ࡛ࠋ�ࡓ��ᖺ࡟ጞࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࢔ࢩ࣮ࣛࣘࠕࡓࡗࡲ ேཱྀࡢ㏆ୡ᪥ᮏࠊ࡚࠸࠾࡟ࠖ�

ྐᩱࡢ⤌⧊ⓗ཰㞟࣭ᩚ⌮୍࡜㒊ࡢᮏ᱁ⓗࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ࡞໬ࠋࡓࢀࢃ⾜ࡀᮏ✏࡛ᢅ࢚ࣅࢨࠕ࠺

ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࣝ 㸦ࠖ;DYLHU� GDWD㸧࡟✲◊࡚࠸࠾࡟ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࢔ࢩ࣮ࣛࣘࡣ�ά⏝ࡓࢀࡉ

����í����ᖺ࠺࠸࡜㛗ࡿࡍ࣮ࣂ࢝ࢆࣥࣃࢫ࠸⌧ᅾࡢ⚟ᓥ┴ࠕࡢேูᨵᖒ ࡉᵓ⠏࡟ࢫ࣮࣋ࢆࠖ

ฟ⏕࣭Ṛ࡜ᅜໃㄪᰝ㸦㟼ែ⤫ィ㸧ࡢᅾ⌧ࡣேูᨵᖒࡢཎ㈨ᩱࠋࡿ࠶࡛ࢱ࣮ࢹṔྐேཱྀᏛࡓࢀ

ஸ࣭⛣ືືࡢ࡝࡞ែ⤫ィ࡞࠺ࡼࡓࡏࢃྜࢆグ㘓࡛ࠊࡕ࠺ࡢࡇࠋࡿ࠶஧ᮏᯇ⸬㸦⌧ᅾࡢ⚟ᓥ┴

஧ᮏᯇᕷ࣭ᮏᐑᕷ࣭㒆ᒣᕷࢆ୰ᚰࡿࡍ࡜㸧ࠊࡣࢱ࣮ࢹࡢṇ☜࡞ேูᨵࢀࡉ࡜ࡓࢀࡉ࡞ࡀ㸦ᡂ

ᯇ ����������㸧ࠊ⚟ᓥ┴㒆ᒣᕷ࿘㎶ࢆᑐ㇟ࡓࡋ࡜ṔྐேཱྀᏛࡀ✲◊ࡢከࡓࡁ࡚ࢀࢃ⾜ࡃ㸦㧘

 
1 ᮏ✏ࡣ㯇⃝኱Ꮫᩥࡢ㒊⛉Ꮫ┬㸦MEXT㸧⚾❧኱Ꮫᡓ␎ⓗ◊✲ᇶ┙ᙧᡂ஦ᴗࠕேཱྀ࣭⤒῭࣭ᐙ᪘

ᵓ⠏ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࣝࢿࣃ㛗ᮇⓗ◊✲㸸ከୡ௦ࡢ 㸦ࠖH27-31 ௦⾲� 㯮㡲㔛⨾㸧࡚ࡋ࡜⎔୍ࡢேཱྀ࣭

ᐙ᪘ྐ◊✲ྐࡓࢀࡉ⌮ᩚ࡚࠸࠾࡟ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᩱࠋࡿ࠸࡚࠸⏝ࢆࢱ࣮ࢹ࡜ 
2 ᩥ㒊┬⛉Ꮫ◊✲㈝๰ᡂⓗᇶ♏◊✲㸸௦⾲࣭㏿Ỉ⼥࢔ࢩ࣮ࣛࣘࠕ♫఍ࡢேཱྀ࣭ᐙ᪘ᵓ㐀ẚ㍑ྐ◊

✲ࠖ1995-1999 ᖺᗘࠋ 
3 ヲ⣽ࡣ㯮㡲㔛⨾࣭㧘ᶫ⨾⏤⣖࣭㛗ᒸ⠜㸦2017㸧ࢆཧ↷ࠋ 



ゝㄒ᫂ᩥ࡜� ➨ �� ᕳ � ྕ� ���� ᖺ � ᭶�

㸫���㸫�

ᶫ �ࠋ㸧࡝࡞����
㯇⃝኱Ꮫࡢேཱྀ࣭ᐙ᪘ྐ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸦௨ୗ3+(3ࠊ㸧࡛ࢆࢱ࣮ࢹ࢚ࣝࣅࢨࡢࡇࠊࡣ

᝟ࠖື⛣ࠕ࡞ヲ⣽ࡢࠎேࡘࡶࡢࢱ࣮ࢹ࢚ࣝࣅࢨࠋࡓࡁ࡚ࡋ⌮ᩚࢆ᝟ሗࠖື⛣ࠕࡢࠎேࠊ࠸⏝

ሗ㸦⛣ື⌮⏤ࠊᖺ௦ࠊ⛣ฟඛ࣭⛣ධඖࡢᮧ㸧ࠊࡣୡ⏺ࡿࡅ࠾࡟ṔྐேཱྀᏛࡢࢱ࣮ࢹ୰࡛ࡶ㠀

ᖖ࡟⛥᭷࡛ࠊࡾ࠶㈗㔜࡟ື⛣ࡢࢱ࣮ࢹ࢚ࣝࣅࢨࠊࡋ࠿ࡋࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶ࡞㛵ࠊࡣ✲◊ࡿࡍཎ㈨

ᩱ್ᩘ࡜໬ࡢࢱ࣮ࢹࡓࢀࡉ୧᪉ࢆ⌮ゎࡀ࡜ࡇࡿࡍᚲせ࡛ࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡾ࠶ẁ㝵࡛ࡢ⛣ື᝟

ሗࢆ⛣ฟ࡜⛣ධ࡟ศࡀ࡜ࡇࡿࡍ⌮ᩚ࡚ࡅᚲせ࡛ࡾࡲ࠶࡛ࡲࢀࡇࠊࡽ࠿࡜ࡇࡿ࠶฼⏝࡚ࢀࡉ

.XURVX�������㧘ᶫ	㸦7VX\Dࡓࡗ࠿࡞ࡇ ����㸧࡟ື⛣ࠊࡣ3࡛+(3ࠋ㛵ಀࡿࡍ⏫ᮧࡢሙᡤࢆẚ

ᐃࠊࡋṔྐⓗ࡞ேཱྀ⛣ື᝟ሗࢆ6,*࡚ࡋ࡜㐺⏝ᩚࢱ࣮ࢹࡓࡋഛ࡜ศᯒࢆヨࠋࡿ࠸࡚ࡳ�
ᮏ✏࡛ࠊࡕ࠺ࡢࢱ࣮ࢹ࢚ࣝࣅࢨࠊࡣᐟሙ⏫࡛ࡿ࠶㒆ᒣୖ⏫ࡢࡑ࡜࿘㎶㎰ᮧ࡛ࡿ࠶ோ஭⏣

ᮧࠊୗᏲᒇᮧࠊ᪥ฟᒣᮧࢆᑐ㇟ࠊ࡚ࡋ࡜ேࠕࡢ⛣ື� ື⛣ࠕࠋࡿᙜ࡚ࢆⅬ↔ࠖ࡟ ࠊࡣ࡟⏤⌮ࡢࠖ

ዊබࡢ࡝࡞ປാዎ⣙ࠊࡽ࠿ࡢࡶࡴྵࢆ⤖፧ࠊ㣴Ꮚ⦕⤌ࠊᑎ♫ࡢ࡬ཧユ࡝࡞ᵝࡲྵࡀࡢࡶ࡞ࠎ

࡛࡜ࡇࡿࡍᢕᥱࢆᮧ⏫ࡢධඖ⛣࡜ฟඛ⛣ࠊࡽ࠿࡜ࡇࡿࢀ �� ୡ⣖ࡽ࠿ �� ୡ⣖ࡓࡁ⏕࡟ேࠎ

ࢱ࣮ࢹ࢚ࣝࣅࢨࡎࡲࠊ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠶࡛⬟ྍࡀ࡜ࡇࡿ࠼ᤊࢆࡁື࡞㛫ⓗ✵ࡿ࠼㉺ࢆฟ㌟⏫ᮧࡢ

ࡋẚᐃࢆሙᡤࡢᮧ⏫ࡿࢀ⾲࡟ *,6 ࡜࿘㎶ᆅᇦࡿࡅ࠾࡟ᮧ⏫ࡢࡽࢀࡇࠊࡋ⌮ᩚ࡚ࡋ࡜ࢱ࣮ࢹ

࡜ࡇࡿࡍ࡟࠿ࡽ᫂ࡽ࠿ኚ໬ࡿࡼ࡟ᖺ௦࡜⏤⌮ື⛣ࢆࡾࡀ㛫ⓗᗈ✵ࠊ࡚࠸ࡘ࡟ື⛣ࡢࠎேࡢ

�ࠋࡿࡍ࡜ⓗ┠ࢆ
�
���⏫ᮧࡢሙᡤࡢẚᐃ�
�≦⌧ࡢࢱ࣮ࢹ6,*�����
ᆅ⌮᝟ሗ࣒ࢸࢫࢩ㸦*,6㸧ࠊࡣࢱ࣮ࢹ6,*࡜ᅜࡸᆅ᪉⮬἞యࡿࡅ࠾࡟⾜ᨻࡢᵝ࡞ࠎศ㔝ࡸ

Ẹ㛫஦ᴗ⪅ࠊࢫࣅ࣮ࢧ✀ྛࡿࡼ࡟኱Ꮫ࣭◊✲ᶵ㛵࡚࠸࠾࡟౑⏝ࠋࡓࡁ࡚ࢀࡉᅜࡀసᡂ࣭ᩚഛ

ᨻᗓ⤫ィࡸࠖࢺ࢖ࢧᇶ┙ᆅᅗ᝟ሗࠕࡢᅜᅵᆅ⌮㝔ࠊࡣࢱ࣮ࢹ6,*ࡿࡍ H�6WDWࠕࡢᆅᅗ࡛ぢࡿ

⤫ィ㸦⤫ィ*,6㸧ࠖࠊᅜᅵ஺㏻┬ࠕࡢᅜᅵᩘ್᝟ሗࠊ࡛࡝࡞ࠖࢫࣅ࣮ࢧࢻ࣮ࣟࣥ࢘ࢲ↓ൾ࡛බ

㛤ࡓࡲࠋ�ࡿ࠸࡚ࢀࡉᆅ᪉⮬἞య࡟⮬⊃ࡶ࡚࠸࠾࡟ ࢆ฼⏝⏦ㄳࠊࡾ࠾࡚ࡋసᡂࢆࢱ࣮ࢹ6,*

ᇶᮏⓗࡣࢱ࣮ࢹࡢࡽࢀࡇࠊࡋ࠿ࡋࠋࡿ࠶ࡀሙྜ࡞⬟ྍ⏝ൾ࡛฼↓ࡣࡓࡲ᭷ൾࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ

6,*+ࠋࡿ࠶࡛ࢱ࣮ࢹࡢ௦⌧ࡣ࡟ ◊✲༠㆟఍⦅ࠗṔྐ *,6 ᆅᖹࡢ 㸦࠘����㸧ࠊࡣ࡛࡝࡞ᵝࠎ

࠸࡚ࡗ⾜ࢆど໬ྍࡢᆅᅗୖ࡛ࡸᵓ⠏ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡿࡍ㛵ಀ࡟ேཱྀࡢỤᡞ᫬௦ࡀ⪅✲◊࡞

࠸࡚ࡁ࡚ࢀࡉ✚⵳࡝ࢇ࡜࡯ࠊࡣࢱ࣮ࢹࡓࢀࡉ୍⤫ࡢ἞௨๓᫂ࡿࡁ࡛⏝ṔྐேཱྀᏛ࡛౑ࠊࡀࡿ

�ࠋ࠸࡞

 
4 ᮏ✏࡛ࠊࡣ௚ࡢᮧࡽ࠿ 4 ⏫ᮧࡢ࡬ேࠕࢆື⛣ࡢ⛣ධ 4ࠊࠖ ⏫ᮧࡽ࠿௚ࡢᮧࠕࢆື⛣ࡢ࡬⛣ฟࠖ

 ࠋࡿࡍ࡜ࠖື⛣ࠕ࡚ࡏࢃྜࢆ⪅୧ࠊࡋ࡜
5 2020 ᖺ 5 ᭶⌧ᅾࠋᅜᅵᆅ⌮㝔ࠕᇶ┙ᆅᅗ᝟ሗࢺ࢖ࢧ 㸸ࠖhttps://www.gsi.go.jp/kiban/ࠊᆅᅗ࡛

ぢࡿ⤫ィ㸦⤫ィGIS㸧㸸https://www.e-stat.go.jp/gisࠊᅜᅵ஺㏻┬ࠕᅜᅵᩘ್᝟ሗࢧࢻ࣮ࣟࣥ࢘ࢲ

ࢫࣅ࣮ 㸸ࠖhttp://nlftp.mlit.go.jp/ksj/ 



㏆ୡᮾ໭ࡿࡅ࠾࡟㝣ዟᅜ஧ᮏᯇ⸬⏫ᮧࡢேཱྀ⛣ືࡢ✵㛫ⓗᗈࡾࡀ 
㛗� ᒸ� �  ⠜࣭㯮� 㡲� 㔛� ⨾࣭㧘� ᶫ� ⨾⏤⣖ 

㸫���㸫�

�ẚᐃ᪉ἲࡢᮧ⏫ࡿࢀ⾲࡟ࢱ࣮ࢹ࢚ࣝࣅࢨ�����
ࡿࡍẚᐃࢆሙᡤ࡟ඖࢆᮧྡ⏫ࠊࡣ࡟ࡵࡓࡿࡍᢕᥱࢆື⛣ࡢࠎே࡚࠸⏝ࢆࢱ࣮ࢹ࢚ࣝࣅࢨ

ᚲせ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠶ࡀ⛣ฟඛ࡜⛣ධඖࡢ⏫ᮧྡࢆඖࠊྛ࡟ ⏫ᮧࡢ௦⾲Ⅼࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ᗙᶆ㸦⦋

ᗘཬࡧ⤒ᗘ㸧ࢆẚᐃࠋࡓࡋ�ẚᐃࠊࡣ⌧ᅾࡶ౑⏝ࡿ࠸࡚ࢀࡉᆅྡࡣᅜᅵᆅ⌮㝔ࡢᆅ⌮㝔ᆅᅗ

ࠊྛࡋྜ↷࡛ୖ ⏫ᮧࡣࡓࡲ⏫୎┠ࡢ୰ᚰࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ሙᡤࡢᗙᶆྲྀࢆᚓࠋࡓࡋ⌧ᅾࡣኻࢀࢃ

ᪧࡢ἞࣭኱ṇᮇ࡚᫂ࡋ࡜Ṕྐᆅᅗ㸦୺ࠊࡣᆅྡࡓ �୓ศࡢ �ᆅᙧᅗࠊ㎿㏿ᅗ�᫂἞ึᮇ࡟኱

᪥ᮏᖇᅜ㝣㌷ཧㅛᮏ㒊㝣ᆅ 㔞㒊సᡂࡢ⡆᫆ᆅᅗ!ࠊᇛୗ⤮ᅗ➼㸧ࢆཧ↷ࠊࡋᆅᙧⓗࡌྠ࡟

ሙ࠸ࡋ㞴ࡀ࡜ࡇࡿࡍᐃ≉ࢆ୰ᚰ㒊ࡸ㔜ᚰࠊࡓࡲࠋࡓࡋᚓྲྀࢆᗙᶆࡢ୰ᚰࡢ㞟ⴠࡿࢀࡽ࠼⪄࡜

ࡓࡳヨࢆẚᐃࠊᯝ⤖ࡢࡑࠋࡓࡋᚓྲྀࢆᗙᶆ࡛ࡃ㏆ࡢ࡝࡞♫⚄ࡿࡍ㛵࡟ᪧ㞟ⴠྡࠊࡣྜ �����
⏫ᮧࠊࡕ࠺ࡢ⣙ �๭ࡢ �����⏫ᮧࢆẚᐃ࡛ࠋࡓࡁẚᐃࡓࡗ࠿࡞ࡁ࡛ࡀᮧࠊࡣ㉺ᚋᅜⵦཎ㒆࡟

఩⨨ࡿࡍᮧࡀ࡝࡞ከࠊࢀࡲྵࡃᆅྡࡶኻࠊࡵࡓࡿ࠸࡚ࢀࢃṔྐᆅᅗ࡛ࡶᢕᥱ࡛ࡓࡗ࠿࡞ࡁᮧ

ື⛣ᖺ௦ู࣭ࡢື⛣ࠊ㒆ྡࠊᅜྡࠊᗘ㸧⤒ࡧሙᡤ㸦⦋ᗘཬࡢᮧ⏫ࠊ࡚࠼ࡲ㋃ࢆ௨ୖࠋࡿ࠶࡛

⌮⏤ู࣭ᛶูẖࡢ⛣ฟධᩘࢆࢱ࣮ࢹ6,*ࠊࡋ⌮ᩚࢆ࡝࡞సᡂࠋࡓࡋ�
�
���ศᯒᑐ㇟ࢱ࣮ࢹື⛣ࡿࡍ࡜�
௨ୖ࡟ື⛣࡜⌮ᩚࢱ࣮ࢹࡢ㛵ࡿࡍ⏫ᮧࡢሙᡤࡢẚᐃࡢ⤖ᯝࠊᢕᥱ࡛ࡓࡁ � ⏫ᮧ࡟㛵ಀࡍ

ࡓࡋ㝖እࢆ7ࠖࡾᡠࠕࠊࡕ࠺ࡢື⛣ࡿ �⏫ᮧ࡜⛣ฟඛ࣭⛣ධඖࡢ⏫ᮧᩘ ฟඛ࣭⛣ධ⛣ࠊ�����

ඖࡢ⏫ᮧᩘ࡜⏫ᮧ㛫ࡢ⛣ືᩘ ������ ����ࠊࡣ࡟ࡽࢀࡇࠋ࠺ᢅࢆ ᖺࡽ࠿ ���� ᖺࡢ⣙ ��� ᖺ

㛫ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵࡀື⛣ࡢ㒆ᒣୖ⏫࡜ �⏫ᮧࡢᴫせཬࡧ㞟ィ⤖ᯝࢆ⾲ ✏ᮏ࠾࡞ࠋ�ࡍ♧࡟�

ฟ࣭⛣ࡣ࡛ ⛣ධࠕࡢ⋡࡛ࠖ ᐇᩘࠕࡃ࡞ࡣ �ࠋࡿࡍ࡟࠿ࡽ᫂ࢆࡾࡀ㛫ⓗᗈ✵ࡢື⛣ࡢே࡚࠸⏝ࢆࠖ
�

⾲ �� 㒆ᒣୖ⏫࡜ �⏫ᮧࡢᴫせཬࡧ㞟ィ⤖ᯝ�

�

 
6 ཎ㈨ᩱࡢ᝟ሗࡽ࠿ᅜ࣭㒆࣭ᮧྡࢆ≉ᐃࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟⦌⤒ࡿࡍ㯮㡲࣭㧘ᶫ࣭㛗ᒸ㸦2017㸧ࡓࡲࠊ

ᮏྕࡢ㯮㡲࡟ヲࠋ࠸ࡋ⛣ฟඛ࣭⛣ධඖࡢ⏫ᮧࡢ⦋ᗘ࣭⤒ᗘࡢᢕᥱࠊࡣ㸦᭷㸧ᆅᇦ࣭◊✲ࢺࢫࢩ࢔

஦ົᡤ㸦⌧CR-ASSIST㸧࡟ጤクࠋࡓࡋ 
7 ⤖፧࣭㣴Ꮚࠊዊබ࡛࡝࡞⛣ฟ࣭⛣ධࡓࡋேࠊࡀฟ㌟⏫ᮧ࡟ᡠࢆ࡜ࡇࡿព࿡ࠊࡋᐃఫࡓࡋே࡛ࡣ

 ࠋࡓࡋ㝖እࡣ࡛✏ᮏࠊࡽ࠿࡜ࡇࡿࢀࡽ࠼⪄࡜࠸࡞
Ḟᖺࠕ 8 ே࣭ᖺࠕࠋࡍ♧ࢆᖺ࠸࡞࠸࡚ࡋṧᏑࡀ஦᝟࡛ேูᨵᖒࡢ࠿ࡽఱࡣࠖ 1ࠊศᯒ༢఩࡛ࡣࠖ ே

1 ᖺࡢ᝟ሗࢆ 1 ேᖺࠋࡿ࠼ᩘ࡜ヲ⣽ࡣ㯮㡲࣭㧘ᶫ࣭㛗ᒸ㸦2017㸧ࢆཧ↷ࠋ 

ཎ㈨ᩱ ఩⨨࡙ࡅ ᮇ㛫�ᖺ��Ḟᖺ� ィ�ே࣭ᖺ�
⛣ฟඛ࣭⛣ධ
ඖࡢ⏫ᮧᩘ

⏫ᮧ㛫
⛣ືᩘ

㒆ᒣୖ⏫
㸦Ᏻ✚㒆㸧

㝣ዟᅜᏳ✚㒆㒆ᒣୖ⏫ேูᨵᖒ㸦㒆ᒣ
ᕷṔྐ㈨ᩱ㤋ᡤⶶࠉ௒Ἠᐙᩥ᭩㸧

࣭����ᖺ࡟⏫ሙ᪼᱁ࡓࡋᅾ㒓⏫㸦ᨭ㓄ୖࡣ
㎰ᮧ࡟❧ᆅࡽࡀ࡞ࡋ㒔ᕷⓗせ⣲ࡘࡶࢆ㸧
࣭ᐟሙ⏫࡚ࡋ࡜⦾ᰤ㸦᪑⡲ᒇ࣭㐀㓇ᒇ࣭ኴ
≀ᒇ࣭㉁ᒇၟࡢ࡝࡞኎㸧ࠊࡋᖥᮎࡣ࡟㣴
⺋࣭〇⣒ᴗࡶⓎ㐩ࠊ࿘㎶ᮧⴠࡢ⤒῭ⓗ୰ᚰ

��������������� ������� ��� ������

ோ஭⏣ᮧ
㸦Ᏻ㐩㒆㸧

㝣ዟᅜᏳ㐩㒆ோ஭⏣ᮧேูᨵᖒ㸦ಶே
ᡤⶶࠉ㐲⸨ᐙᩥ᭩㸧

㒆ᒣୖ⏫ࡿ࡞␗ࡣ࡜㒆㸦Ᏻ㐩㒆㸧࡟఩⨨ࡍ
㎰ᮧࡢ࠸ዟᕞ⾤㐨ἢࡿ

�������������� ������ ��� �����

ୗᏲᒇᮧ
㸦Ᏻ✚㒆㸧

㝣ዟᅜᏳ✚㒆ୗᏲᒇᮧேูᨵᖒ㸦㒆ᒣ
ᕷṔྐ㈨ᩱ㤋ᡤⶶࠉỈᒣᐙᩥ᭩㸧

㒆ᒣୖ⏫ࠊோ஭⏣ᮧࡓࡗ࡞␗ࡣ࡜⛣ฟ࣭⛣
ධࡢഴྥྍࡿ࠶ࡀ⬟ᛶ

�������������� ������ ��� �����

᪥ฟᒣᮧ
㸦Ᏻ✚㒆㸧

㝣ዟᅜᏳ✚㒆᪥ฟᒣᮧேูᨵᖒ㸦㒆ᒣ
ᕷṔྐ㈨ᩱ㤋ᡤⶶ㈨ᩱࠉబ⸨ᐙᩥ᭩㸧

㒆ᒣୖ⏫ࡌྠ࡜㒆㸦Ᏻ✚㒆㸧࡟఩⨨ࡿࡍዟ
ᕞ⾤㐨ἢࡢ࠸㎰ᮧ

��������������� ������ ��� �����

ィ 䠉 䠉 䠉 ������� ����� ������



ゝㄒ᫂ᩥ࡜� ➨ �� ᕳ � ྕ� ���� ᖺ � ᭶�

㸫���㸫�

�ࡾࡀ㛫ⓗᗈ✵ࡢື⛣���
�����ᖺ௦ࡢᩘື⛣ࡿࡼ࡟᥎⛣�
����ᖺࡽ࠿ ����ᖺࢆື⛣ࡢ ��ᖺẖ࡟㞟ィࡓࡋ⤖ᯝࢆᅗ ��ᖺẖࠊࡣ⏫㒆ᒣୖࠋࡍ♧࡟�

⣙࡟ ���㹼ࠊࡾ࠶ࡀᩘື⛣ࡢ���������ᖺࡢ⏫ሙ᪼᱁๓ᚋ࡟኱ࡃࡁቑຍࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋ ����
ᖺ௦ࡢኳ᫂ࡢ㣚㤡࡜ ����ᖺ௦ࡢኳಖࡢ㣚㤡ᚋࡣᩘື⛣ࠊࡣῶᑡࠋࡿ࠸࡚ࡋோ஭⏣ᮧࠊୗᏲ

ᒇᮧࠊ᪥ฟᒣᮧࠊࡣ��ୡ⣖୍ࡰ࡯ࡣᐃࡢ⛣ືᩘ࡛᥎⛣ࠊࡢࡢࡶࡓࡋ��ୡ⣖ࢀࡎ࠸࡜ࡿ࡞࡟

ࡣோ஭⏣ᮧࠊࡾ࡞࡜ῶᑡഴྥࡶ �ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡟௨ୗᩘ༙ࡣ᪥ฟᒣᮧ࡜ୗᏲᒇᮧࠊ���
�

�
ᅗ �� ᖺ௦ู⛣ືᩘࡢኚ໬�

�
⛣ฟ࣭⛣ධࠕࠊࢆ⏤⌮ࡢ⤖፧㣴Ꮚ ዊබࠕࠖ ື⛣ࡓࡅ����ᖺ๓ᚋ࡛ศࠊࡋ�ศ㢮࡟௚ࠖࡢࡑࠕࠖ

⾲ࢆᩘ ࡀධ⛣ࡾࡼฟ⛣ࡶ࡛⏤⌮ື⛣ࡢ࡝ࠊࡣ⏫㒆ᒣୖࠋࡍ♧࡟� 2 ಸ௨ୖከ1799ࠋ࠸ ᖺ௨๓࡜

1800 ᖺ௨㝆ࢆẚ㍑ࠊ࡜ࡿࡍዊබࡿࡼ࡟⛣ධࡀ⣙༙ศ࡟ῶᑡ୍ࡿࡍ᪉ࠊ⤖፧㣴Ꮚࡢࡑ࡜௚࡛ࡣ 1.5

ಸ㏆ࡃቑຍ1824ࠊࡽ࠿࡜ࡇࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋ ᖺࡢ⏫ሙ᪼᱁ࡣ࡛ࡲዊබࢆ୰ᚰࡓࡋ࡜⛣ධࡢࡑࠊࡀ

ᚋࡣ⤖፧㣴Ꮚࡢࡑ࡜௚ࡿࡼ࡟⏤⌮ࡢ⛣ධࡀேཱྀቑຍࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡓࡗࡀ࡞ࡘ࡟ோ஭⏣ᮧࠊࡣ

1799ᖺ௨๓ࡣዊබࡿࡼ࡟⛣ฟධࡀከ1800ࡣᩘື⛣ࡢࡽࢀࡇࠊࡢࡢࡶ࠸ᖺ௨㝆࡜ࡿ࡞࡟ῶᑡࠊࡋ

⤖፧㣴Ꮚࡿࡼ࡟⛣ฟධࡀቑຍࠋࡿࡍୗᏲᒇᮧ1799ࠊࡣ ᖺ௨๓ࡣዊබࡿࡼ࡟⛣ฟࡀከ1800ࠊࡀ࠸

 
⣙ࢆ⏤⌮ື⛣ࡣ࡛ࢱ࣮ࢹ࢚ࣝࣅࢨ 9 30 ✀㢮࡟ศ㢮ࠊࡾ࠾࡚ࡋᮏ✏࡛ࠕࢆࡽࢀࡇࡣ⤖፧㣴Ꮚ ዊࠕࠖ

බ  ࠋࡓ࠸⏝ࢆࢻ࣮ࢥ㆑ูࡓࡵ࡜ࡲ࡟௚ࠖࡢࡑࠕࠖ
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㒆ᒣୖ⏫ ோ஭⏣ᮧ ୗᏲᒇᮧ ᪥ฟᒣᮧ
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⏫ሙ᪼࡬᱁

ኳ᫂ࡢ㣚㤡

ኳಖࡢ㣚㤡



㏆ୡᮾ໭ࡿࡅ࠾࡟㝣ዟᅜ஧ᮏᯇ⸬⏫ᮧࡢேཱྀ⛣ືࡢ✵㛫ⓗᗈࡾࡀ 
㛗� ᒸ� �  ⠜࣭㯮� 㡲� 㔛� ⨾࣭㧘� ᶫ� ⨾⏤⣖ 

㸫���㸫�

ᖺ௨㝆࡜ࡿ࡞࡟⤖፧㣴Ꮚࡢ⛣ධࡀከࠋࡿ࡞ࡃ᪥ฟᒣᮧ1799ࠊࡣ ᖺ௨๓ࡣዊබࡿࡼ࡟⛣ධࡀከ࠸

1800ࠊࡀ ᖺ௨㝆ࡣ⤖፧㣴Ꮚ࡜ዊබࡿࡼ࡟⛣ฟධࠋࡿ࠶࡛ᩘື⛣ࡌྠࡰ࡯ࡀ 

�
⾲ �� ᖺ௦ู࣭⛣ື⌮⏤ูࡢ⛣ື �ᩘ

�
�
�ࡾࡀ㛫ⓗᗈ✵ࡢື⛣�����
⛣ฟඛ࣭⛣ධඖ⏫ᮧࡢᡤᅾᆅࠊࢆ⌧ᅾࡢ㒔┴࡛㞟ィࡓࡋ⤖ᯝࢆ⾲ ฟඛ࣭⛣ࡓࡲࠋࡍ♧࡟�

⛣ධඖ⏫ᮧࡢᡤᅾᆅࢆᅗ ࡃከࡶ࡜ࡗࡶࡀື⛣ࡢᓥ┴ෆ࡛⚟ࡣᮧ඲య࡛⏫�ࠋࡍ♧࡟� ࢆ���

༨ࠊࡵḟ࡛࠸᪂₲┴ࡀື⛣ࡢ࡜ �ࠋࡿ࠶࡛���
㒆ᒣୖ⏫ࡣ⚟ᓥ┴ෆࡀື⛣ࡢ ࡀື⛣ࡢ࡜┴₲᪂࡛࠸ḟࠊ��� ࠊ┴⏣⛅ࡸ┴㟷᳃ࠋࡿ࠶���

ᐑᇛ┴ࡓࡗ࠸࡜ᮾ໭ᆅ᪉ࡢ㞳ࡸ┴ࡓࢀ㛵ᮾᆅ᪉ࠊࢀࡽࡳࡶື⛣ࡢ࡬ᗈࡃᮾ᪥ᮏࡢ⏫ᮧࡢ࡜

ࠋ୍ࡿ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡓࡗ࠶ࡀື⛣ ᪉ࠊோ஭⏣ᮧࠊୗᏲᒇᮧࠊ᪥ฟᒣᮧࡣ⚟ᓥ┴ෆࡀື⛣ࡢ ���
ࡽࡳᴟᑡᩘࡀື⛣ࡢ࡜࡝࡞┴ᐩᒣࠊ㛵ᮾᆅ᪉ࡸ┴⏣⛅᪥ฟᒣᮧ࡛࡜ோ஭⏣ᮧࠊࡾ࠾࡚࠼㉸ࢆ

�ࠋࡿ࠶ࡀ࠸㐪࡞ࡁ኱ࡣ࡜⏫㒆ᒣୖࡓࡋⓎᒎ࡚ࡋ࡜⏫ᐟሙࠊࡾ࠶ᗘ࡛⛬ࡿࢀ
�

⾲ �� ⛣ฟඛ࣭⛣ධඖࡢ⏫ᮧࡀᡤᅾࡿࡍ⌧ᅾࡢ㒔┴ูࡢ⛣ື �ᩘ

�

����ᖺ௨๓ ����ᖺ௨㝆 ����ᖺ௨๓ ����ᖺ௨㝆

⛣ືᩘ ⛣ືᩘ ⛣ືᩘ ⛣ືᩘ

⤖፧㣴ᏊB⛣ධ ��� ����� ����� ⤖፧㣴ᏊB⛣ධ ��� ��� ���

⤖፧㣴ᏊB⛣ฟ ��� ��� ��� ⤖፧㣴ᏊB⛣ฟ ��� �� ���

ዊබB⛣ධ ����� ����� ����� ዊබB⛣ධ ��� �� ���

ዊබB⛣ฟ ��� ��� ��� ዊබB⛣ฟ ��� ��� ���

௚B⛣ධࡢࡑ ����� ����� ����� ௚B⛣ධࡢࡑ �� �� ���

௚B⛣ฟࡢࡑ ��� ��� ��� ௚B⛣ฟࡢࡑ �� � ��

ィ ����� ����� ������ ィ ����� ��� �����

⤖፧㣴ᏊB⛣ධ ��� ��� ��� ⤖፧㣴ᏊB⛣ධ ��� ��� ���

⤖፧㣴ᏊB⛣ฟ ��� ��� ��� ⤖፧㣴ᏊB⛣ฟ ��� ��� ���

ዊබB⛣ධ ��� ��� ��� ዊබB⛣ධ ��� �� ���

ዊබB⛣ฟ ��� ��� ����� ዊබB⛣ฟ ��� �� ���

௚B⛣ධࡢࡑ ��� �� ��� ௚B⛣ධࡢࡑ ��� �� ���

௚B⛣ฟࡢࡑ ��� �� ��� ௚B⛣ฟࡢࡑ �� �� ���

ィ ����� ����� ����� ィ ����� ��� �����

ィ⛣ື⌮⏤ ィ

㒆ᒣୖ⏫

ோ஭⏣ᮧ ᪥ฟᒣᮧ

ୗᏲᒇᮧ

⛣ື⌮⏤

⛣ฟඛ࣭⛣ධඖ
ࡍᡤᅾࡀᮧ⏫ࡢ
┴㒔ࡢᅾ⌧ࡿ

ᮾ໭
㸦⚟ᓥ┴௨እ㸧

��� ���� ��� ���� �� ���� � ���� � ����

⚟ᓥ┴ ������ ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� �����

㛵ᮾ ��� ���� �� ���� � ���� � ���� �� ����

᪂₲┴ ����� ����� ����� ����� ��� ���� �� ���� ��� ����

௚ࡢࡑ �� ���� � ���� � ���� � ���� � ����

ィ ������ ������ ������ ������ ����� ������ ����� ������ ����� ������

ᮾ໭ࠉ㸸㟷᳃┴ࠊᒾᡭ┴ࠊᐑᇛ┴ࠊ┴⏣⛅ࠊᒣᙧ┴ࠉ㛵ᮾ�㸸Ⲉᇛ┴ࠊᰣᮌ┴ࠊᇸ⋢┴ࠊ༓ⴥ┴ࠊᮾி㒔
┴࿴ḷᒣࠊ┴⁠㈡ࠊ┴㔜୕ࠊ┴௚㸸ᐩᒣࡢࡑ

ィ 㒆ᒣୖ⏫ ோ஭⏣ᮧ ୗᏲᒇᮧ ᪥ฟᒣᮧ



ゝㄒ᫂ᩥ࡜� ➨ �� ᕳ � ྕ� ���� ᖺ � ᭶�

㸫���㸫�

�

㒆ᒣୖ⏫ࡢ⛣ฟධඛ� ோ஭⏣ᮧࡢ⛣ฟධඛ�

ୗᏲᒇᮧࡢ⛣ฟධඛ� ᪥ฟᒣᮧࡢ⛣ฟධඛ�

ᅗ �� 㸲⏫ᮧ࡜⛣ฟඛ࣭⛣ධඖࡿࡍ࡜⏫ᮧࡢ㊥㞳�



㏆ୡᮾ໭ࡿࡅ࠾࡟㝣ዟᅜ஧ᮏᯇ⸬⏫ᮧࡢேཱྀ⛣ືࡢ✵㛫ⓗᗈࡾࡀ 
㛗� ᒸ� �  ⠜࣭㯮� 㡲� 㔛� ⨾࣭㧘� ᶫ� ⨾⏤⣖ 

㸫���㸫�

�����⛣ฟඛ࣭⛣ධඖࡢ⏫ᮧࡢ㊥㞳�
ே࡞࠺ࡼࡢ࡝ࡀື⛣ࡢࠎ㊥㞳࡛⾜ࢆ࠿ࡢࡓ࠸࡚ࢀࢃᢕᥱࠊࡣ࡜ࡇࡿࡍ⌧௦࡛ࡤࢀ࠶㕲㐨

Ụᡞ᫬௦ࠊࡋ࠿ࡋࠋࡿ࠶ᐜ࡛᫆ࡽ࠿࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉసᡂ࣭බ㛤ࡀࢱ࣮ࢹ6,*࡞ヲ⣽ࡢ㐨㊰ࡸ

ື⛣ࡢࠎே࡛ࡇࡑࠋࡿ࠶ᅔ㞴࡛ࡣ࡜ࡇࡿࡍసᡂ࡟☜඲ᅜ࡛ࣞ࣋ࣝṇࢆ⥙㐨㊰ࡢ࡝࡞㐨⾤ࡢ

㊥㞳ࠊࢆ�⏫ᮧ࡜⛣ฟඛ࣭⛣ධඖࡢ⏫ᮧࡢ┤⥺㊥㞳࡚ࡋ࡜ᤊ࡛ୖࢺࣇࢯ6,*ࠊ࠼ィ ࡋ �✀
㢮࡟ศ㢮ࠋࡓࡋ��㊥㞳ูࠊ⛣ືᖺู࡟ู⏤⌮ື⛣ࠊ㞟ィࡓࡋ⤖ᯝࢆᅗ ᮧ⏫ྛࡓࡲࠋࡍ♧࡟�

ࡡᴫࡽ࠿ �㹼��NP௨ෆ࡟఩⨨ࡿࡍ⛣ฟඛ࣭⛣ධඖࡢ⏫ᮧࡢศᕸࢆᅗ �ࠋࡍ♧࡟�
㒆ᒣୖ⏫ࡿࡅ࠾࡟ ����ᖺ௨๓ࡢ⛣ධࠊࡣ�㹼�NP௨ෆࡢዊබࡿࡼ࡟⛣ධࡶ࡜ࡗࡶࡀከࠊࡃ

ḟ࡛࠸ ��NP ㉸㸦㉺ᚋᅜ㸧ࠊᘬ㉺ࡢࡑ࡝࡞௚ࡀ⏤⌮ࡢ⣙ � ๭ࢆ༨ࠋࡿ࠸࡚ࡵ���� ᖺ௨㝆ࠊࡣ

��NP ௨ෆ࡟఩⨨ࡿࡍ⏫ᮧࡢࡽ࠿⛣ධࡣῶᑡࠊࡢࡢࡶࡿࡍ��NP ㉸࡟఩⨨ࡿࡍ⏫ᮧࡢࡽ࠿⛣

ධࡶ࡛⏤⌮ࡢࢀࡎ࠸ࡣቑຍ࡟≉ࠊࡋዊබࡢࡑ࡜௚ࡀ⏤⌮ࡿࡼ࡟ቑຍࠋ୍ࡿ࠸࡚ࡋ ᪉ࠊ⛣ฟࡣ

⛣ධ࡜ẚ࡜ࡿ࡭ ��NP㉸㹼��NP௨ෆࡀ⛣ධࡿ࠶࡛ᩘື⛣ࡌྠࡰ࡯࡜௨እࡢ࡝ࠊࡣ㊥㞳࡛ࡶ

ᑡ࡟≉ࠊࡃ࡞ ��NP㉸ࡢ࡬⛣ฟࠋ࠸࡞ࢀࡽࡳ࡝ࢇ࡜࡯ࡣ��NP㉸࡟఩⨨ࡿࡍ⏫ᮧࢇ࡜࡯ࠊࡣ

ࡿࡳࢆศᕸࡢᮧ⏫ࡢฟඛ࣭⛣ධඖ⛣ࡢ�㹼��NP௨ෆࠋࡿ࠸࡚ࡋ⨨఩࡟᪂₲┴㸦㉺ᚋᅜ㸧ࡀ࡝

ື⛣࡜ᮧ⏫ࡿࡍ⨨఩࡟ᮧ㒆⏣࡜Ᏻ✚㒆ࠊࡾ࠾࡚ࡋศᕸ࡟≦ᚰ෇ྠࡰ࡯ࡣ࡛ࡲ��NP௨ෆࠊ࡜

࡜ᮧࡢ࠸ዟᕞ⾤㐨ἢ࡝࡞ᮧࡢ஧ᮏᯇ࿘㎶ࡢᏳ㐩㒆࡜ࡿ࠼㉸ࢆ��NPࠋࡿ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡓࡗ࠶ࡀ

�ࠋࡿࡍῶᑡࡣᩘື⛣ᮧ࡛⏫ࡢࡃከࠊࡢࡢࡶࡘ❧┠ࡀື⛣ࡢ
� ோ஭⏣ᮧࡿࡅ࠾࡟ ����ᖺ௨๓ࡢ⛣ධࠊࡣ�㹼�NP௨ෆࡸ �NP㉸㹼�NP௨ෆࠊࡓࡗ࠸࡜㏆

㞄࡟఩⨨ࡿࡍ⏫ᮧࡀከࠊࡃ����ᖺ௨㝆ྠࡶᵝ࡛ࠋࡿ࠶��NP㉸ࡢࡽ࠿⛣ධࡣᖺ௦ࡿࡼ࡟⛣ື

ࡢࡽ࠿��NP㉸ࠊࡃ㧗ࡀ๭ྜࡢዊබ࡜፧࣭㣴Ꮚ⤖ࠊࡾ࠶ഴྥ࡛ࡌྠࡶฟ⛣ࠋ࠸࡞ᑡࡣᕪࡢᩘ

⛣ධࡣ⣙ ዟࠊࡣᮧ⏫ࡢฟඛ࣭⛣ධඖ⛣ࡢ�㹼��NP௨ෆࠋࡿ࠶࡛࠿ഹࡃࡈࡣฟ⛣ࠊࡀࡿ࠶���

ᕞ⾤㐨ἢࡢ࠸ᮧࡀື⛣ࡢ࡜኱༙࡛ࡢࡑࠊࡾ࠶௚ࡢᆅᇦࠋ࠸࡞ࢀࡽࡳ࡝ࢇ࡜࡯ࡣື⛣ࡢ࡜�
ୗᏲᒇᮧࠊࡣዟᕞ⾤㐨ࡽ࠿⣙ ��NP㞳࡟ࢁࡇ࡜ࡓࢀ఩⨨ࠊࡀࡿࡍ㒆ᒣୖ⏫ࡢ࡝࡞ዟᕞ⾤㐨

ἢࡀື⛣ࡢ࡜࠸ከࠋ࠸����ᖺ௨๓ࡢ⛣ධࠊࡣ�㹼�NP௨ෆࡶ࡜ࡗࡶࡀከࠊࡃ⤖፧࣭㣴Ꮚࡢ๭

�NPࠊࡃ㧗ࡀྜ ㉸㹼�NP ௨ෆࡌྠࡶ⏤⌮ື⛣ࡢഴྥ࡛ࠋࡿ࠶���� ᖺ௨㝆ࡣ �㹼�NP ௨ෆࡢ

⤖፧࣭ 㣴Ꮚࡿࡼ࡟⛣ධࡀ኱༙࡛ࠊࡾ࠶�NP㉸ࡢࡽ࠿⛣ධࡣῶᑡࠋࡿࡍ����ᖺ௨๓ࡢ⛣ฟࠊࡣ

��NP㉸㹼��NP௨ෆࡢ⏫ᮧࡶ࡜ࡗࡶࡀከࡢࢀࡎ࠸ࠊࡃ㊥㞳࡛ࡶዊබࡀከࠋ࠸���� ᖺ௨㝆ࡣ

ฟඛ࣭⛣ࡢ�㹼��NP௨ෆࠋࡿࡍῶᑡࡃࡁ኱ࡣᩘື⛣ࡶ㊥㞳࡛ࡢࢀࡎ࠸ ⛣ධඖࡢ⏫ᮧࡢศᕸࢆ

ࡰ࡯ࠊ࡜ࡿࡳ �NP௨ෆ࡟఩⨨ࡿࡍ㒆ᒣୖ⏫ࡢࡑ࡜࿘㎶ࡢᮧࡀື⛣ࡢ࡜ከࠋ࠸��NP㉸࡛ࡣᏳ

㐩㒆ࡢ஧ᮏᯇ࿘㎶ࡢᮧࠋࡘ❧┠ࡀື⛣ࡢ࡜�
᪥ฟᒣᮧࡿࡅ࠾࡟����ᖺ௨๓ࡢ⛣ධࠊࡣ�㹼�NP௨ෆࡸ�NP㉸㹼�NP௨ෆ࡟≉ࡀከࠊࡀ࠸

����ࠋࡿ࠶࡛ࡽ࠿࠸ከࡀື⛣ࡢ࡜⏫ྠࠊࡾ࠾࡚ࡋ㏆᥋࡟⏫㒆ᒣୖࡣࢀࡇ ᖺ௨㝆࠸࡜ࡿ࡞࡟

 
10 GIS ࡿ࠸࡚ࢀࡉ⏝౑ࡃᗈࡣ࡛ࡇࡇࠊࡀࡿ࠶࠿ࡘࡃ࠸ࡀࡢࡶࡢൾ↓ࠊ᭷ൾࠊࡣ࡟ࢺࣇࢯ ESRI
ࡢ♫ ArcGIS 0㹼4kmࠊ࠸⏝ࢆ ௨ෆ4ࠊkm ㉸㹼8km ௨ෆ8ࠊkm ㉸㹼12km ௨ෆ12ࠊkm ㉸㹼

20km ௨ෆ20ࠊkm ㉸㹼50km ௨ෆ50ࠊkm ㉸ࡢ 6 ✀㢮࡟ศ㢮ࠋࡓࡋ 
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���ࠊࡣฟ⛣ࠋࡿࡍῶᑡࡣධᩘ⛣ࡶ㊥㞳࡛ࡢࢀࡎ�ᖺ௨๓ࡣ ��NP㉸㹼��NP௨ෆࡶ࡜ࡗࡶࡀ
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【学会消息】

Linking Past to Present: Long-Term Perspectives on Micro-Level 
Demographic Processes

─ IUSSP（国際人口学会）歴史人口学パネルセミナー報告─

黒 須 里 美
（麗澤大学）

私たちの「未来」を考えるためには，「現在」を理解しなくてはならない。そして現在を理解するた
めには，「過去」に学ばなくてはならない。それがまさに” Linking past to present”（過去と現在をつ
なぎ，そして未来へ）というテーマである。麗澤大学で開催した日本人口学会第68回大会（2016／６／
11-12）に続き，このテーマで IUSSP（国際人口学会）セミナー “Linking Past to Present: Long-Term 
Perspectives on Micro-Level Demographic Processes” を開催した。副題を日本語にすると，ミクロレ
ベルデータから迫る長期的人口変動というところである。このセミナーは国際人口学会（IUSSP）歴史
人口学パネルと麗澤大学「廣池千九郎生誕150年記念事業」共催（1），日本人口学会「協賛」として，
2016年12月９日－10日に麗澤大学キャンパスプラザにて行われた。
開催にあたってご挨拶いただいた日本人口学会の金子隆一会長は，2050年までには日本人口が３千万

も減少し，現在27％の高齢者割合が2060年には40％に増大することに言及され，「日本でまた世界で一
体何が起こっているのか，そして，私たちが何をしてきたのかを知るために，過去からしっかり見直さ
なくてはならない。そのためには長期的視野に立って，過去から現在へ，そして未来へというアプロー
チが重要である」と本セミナーの意義を評価してくださった。また，金子会長が「歴史人口学の分野は
IUSSPの中でも最も活動的」とされた通り，歴史人口学パネルはIUSSPで現在15組まれている
Scientific Panelの一つであり，さらに今期（2014-2017年）はDiego Ramiro Fariñas氏 （Spanish 
National Research Council）を委員長ととして８人のパネル委員が５つの国際人口セミナーを開催する
ほど精力的に取り組んでいる。テーマは様々で，歴史人口の空間分析（カナダ・Quebec大学，2015／
９／17-18），前近代からの20世紀末までの国際調査（ブラジル・サンパウロ・Campinas大学，2016／
５／19-21），という２セミナーに続いて本報告の麗澤大学のセミナー，そのあとに，都市衛生の変容（イ
ギリス，Cambridge大学，2017／７／11-12），スペイン風邪の大流行から100年を振り返るパンデミッ
クス（スペイン・マドリッド，2017／11／27-29）と続く。
本セミナーは，Diego Farinas氏，Martin Dribe氏（Lund University, Sweden）と私の３名がオーガ

ナイザーとなって公募し，最新の研究成果18本を選んだ。10カ国から集まった研究者は，世界の歴史人
口学研究拠点のリーダーたちと次世代を担う若手研究者たちであった。会議は２日間であったが，集中
した中での学術的・国際的研究成果発表と交流，そしてその準備と運営のために繰り広げられた一連の
作業は，まさに過去と現在をつなぎ，国内外の研究者をつなぎ，そして世代と分野を超えたつながりを
築く機会となった。情報処理の革新とともに，近年の歴史人口学分野において各国で大規模なミクロデー
タの構築が進んでいる。それらのデータを活用して，過去と現代をつなぐというこれまでにない長期的
な視点と方法から，現代の重要な人口問題に迫る成果を得，今後の歴史人口学の新たな研究の視野と，
さらなる学際的アプローチの可能性が開かれたという手応えを感じた，実りあるセミナーとなった。
以下にその内容とプログラムを報告する。なお，英語による報告はIUSSPウェブサイトのIUSSP  

Meetings&Eventsから見ることもできる。（2）

現代の人口動向は，社会的，経済的，人口統計的な相互作用の長い歴史によって形成されている。近
年の歴史人口学的データと方法の刷新により，様々な経済的・社会的条件に対する人口学的反応の詳細
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な比較研究が可能になった。そのような分析の先駆けとなったのは，人口と家族史に関するユーラシア
プロジェクト（EAP: Eurasia Project on Population and Family History）（3）である。EAPのスタートし
た1990年代半ばには，歴史人口を比較研究することのできる，長期的なミクロデータは限られており，
比較可能な農村社会の長期ミクロデータを持つ５か国７地域を対象に，コミュニティの文脈，家族構成
や経済状況，そして 個々の人口学的特性という３つのレベルからのイベントヒストリー分析による死亡，
出生，結婚の比較研究が行われた。このアプローチは，近年，世界の様々な地域で構築の進む，戸籍，
教区簿冊，系譜，およびその他の情報源に基づく 歴史人口学的データにも適用できる。さらに，パネ
ル調査および行政的調査などによって生成される現代のデータにも適用できる。しかし，これまでのほ
とんどの研究は，現代的な問題を扱っているか，あるいは過去のものだけを扱い，両者が同時に語られ
ることはなかった。ここ数年，世界の各地で，長期にわたるデータを使用して過去と現在の人口の橋渡
しをするという数多くの新しい取り組みが行われている。過去と現在を結びつけるこの方法は，歴史人
口学が現代の人口問題の理解に大きく貢献する非常に貴重な機会をもたらすといえよう。
このような背景から，本セミナーの目的は，重要な人口問題に関する長期的な視点を取り入れた研究

を集め，特に歴史と現代人口の間のギャップを埋めることにあった。セミナーの２日間，朝８時半から
午後の５時半まで 18の論文が発表され，集中した議論が展開した。 このセミナーには著者に加えて，
国内外の大学および学術機関の研究者が，オブザーバーまたはセッションチェアとして会議に参加し，
日本と東・南アジア，そして欧米の研究者との交流の良い機会となった。
報告は日本，中国，スウェーデン，ベルギー，イタリア，スペイン，サハラ以南のアフリカ，米国を

対象とし，その内容は，結婚，離婚，同棲，世帯および親族の動態，社会的および地理的移動性，死亡
率および出生力など多岐にわたった。そのどれもが長期的・歴史的視点からのアプローチであり，長期
間にわたる人口問題を研究する際の比較可能性の問題に焦点を当てて 議論が行われた。長期的にある
社会を扱う場合，その社会状況の変化は，社会階層化や社会制度の変化をもたらすため，過去と現代を
結びつける分析には困難が伴う。また，人口学的相互作用のパターンの変化について結論を導く前に，
データとコア変数の意味と定義が時代によって変化していないかなどを丁寧に検討する必要がある。 
これは，結婚や離婚などの人口変動の中心的なプロセスにも，人口変動の影響で起こる社会的移動や社
会経済的差異にも関係している。
このような課題は引き続き検討を要する。とはいえ，過去と現代の人口学的研究のギャップを埋める

という考えが最初に提示された十数年前に比べると，本セミナーは，この分野が かなり進展したこと
を示したと言えよう。この進歩の多くは，世界中のデータ・インフラストラクチャーへの大規模な投資
に関連している。このセミナーには，これらの世界の歴史人口学のインフラを代表する研究者が会議に
出席していたという点でも，セミナーの重要性と今後の方向性が提示されたと言えよう。香港科技大学
のLee-Campbellグループは，その先駆的な研究を基に，中国の歴史人口統計および現代までを含めた
社会経済指標の大規模なデータを利用したいくつかのプレゼンテーションを行った。スウェーデン・ル
ント大学のSEDD: THE SCANIAN ECONOMIC DEMOGRAPHIC DATABASE，ウメオ大学の
POPLINKを利用した研究は1700年代から今日までの全期間にわたるスウェーデンの人口および社会経
済的登録簿などを活用したプレゼンテーションであった。さらにミネソタ州人口センターでIPUMSプ
ロジェクトによって開発された米国人口センサスを利用した研究は19世紀後半から20世紀前半をカバー
した。これらのコアデータ（近年の歴史人口学研究で積極的に利用されている）に加えて，他の論文も，
現代の国勢調査データまたは調査に基づいているものの，より長期のスパンで分析をさらに進めること
を目指していた。日本からの２本の論文は，近世の人別改帳データ（麗澤大学人口・家族史研究プロジェ
クト所蔵）と現代のサーベイデータを利用し，前近代と現代の比較分析を行った。明治初期から戦前ま
で利用可能なミクロレベルのデータが限られている日本でユニークなブリッジ方式の比較研究として評
価された。 
全体として，２日間の会議では，ミクロレベルデータを用いた長期的視野からの人口変動（結婚，出

生， 多世代同居，社会的・地理的移動行動）を扱う最新の研究成果により，大きな前進と，同時に課題
が明らかに示された。本セミナーで扱われた詳細な歴史的分析は，現代人口パターンの研究に示唆を与
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え，また，将来の研究の方向性を示したと言えよう。

注

１　開催にあたっては文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成事業（S15900101L）の支援を受けた。
２　https://iussp.org/en/iussp-seminar-linking-past-present-kashiwa-dec-2016
３　18-19世紀の長期ミクロデータとイベントヒストリー分析を駆使した５カ国の死亡，出生，結婚の
比較研究は，米国マサチューセッツ工科大学出版（The MIT Press）からシリーズで出版されている。

　https://mitpress.mit.edu/books/series/eurasian-population-and-family-history

＜プログラム＞
2016年12月９日
●Nuptiality and Socioeconomic Status （I）
Chair: Diego Ramiro Fariñas （Spanish National Research Council, Spain）

Socioeconomic and Family Factors of First Marriage: A Comparative Analysis of Early Modern and 
Contemporary Japan
 Noriko O. Tsuya （Keio University, Japan）
 Satomi Kurosu （Reitaku University, Japan）

Socioeconomic and Family Determinants of Divorce: Early Modern vs. Contemporary Japan 
 Satomi Kurosu （Reitaku University, Japan）
 Akihiko Kato （Meiji University, Japan）

●Nuptiality and Socioeconomic Status （II）
Chair: Jan Van Bavel （University of Leuven, Belgium）

Historical Changes of Age at the First Marriage in China 
 Xiaochun Qiao （Peking University, China）

A Reversal of the Socio-Economic Gradient of Nuptiality during the Mid-Twentieth Century Baby 
Boom
 Glenn Sandström （Umeå University, Sweden）

●Family, Households and Coresidence 
Chair: Wen-shan Yang （Academia Sinica, Taiwan）

The Decline of Intergenerational Coresidence in Twentieth-Century: A Longitudinal View
 Albert Esteve Palos （Centre d’Estudis Demografics, Spain） 
 Rocio Treviño Maruri （Centre d’Estudis Demografics, Spain）
 Anna Turu Sánchez （Centre d’Estudis Demografics, Spain）
 Antonio Medina （Centre d’Estudis Demografics, Spain）

Household Hierarchy and Household Division in Northeast China, 1789-1909  
 Xiangning LI （The Hong Kong University of Science and Technology, Hong Kong）
 Cameron Campbell （The Hong Kong University of Science and Technology, Hong Kong）
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●The Analysis of Fertility in the Long Run （I）
Chair: Cameron Campbell （The Hong Kong University of Science and Technology, Hong Kong）

Understanding Historical and Contemporary Fertility Transitions: A Birth Interval Approach 
 George Alter （University of Michigan, United States）

The Relationship Between Family Sizes of Two Successive Generations in Sardinia （Italy）
 Massimo Esposito （University of Sassari, Italy）
 Marco Breschi （University of Sassari, Italy）
 Gabriele Ruiu （University of Sassari, Italy）

Reconstructing the Fertility Transition by Educational Attainment in Southern Europe: Using 
Multiple Retrospective Biographic Studies 
 Diego Ramiro Fariñas （Spanish National Research Council, Spain）
 Francisco Viciana Fernández （Institute of Statistics and Cartography, Spain）
 Víctor Montañés Cobo （Institute of Statistics and Cartography, Spain）

12月10日
●The Analysis of Fertility in the Long Run （II）
Chair: Noriko O. Tsuya （Keio University, Japan）

The impact of Kin Availability, Parental Religiosity, and Nativity on Fertility Differentials in the 
United States, 1850-1940  
 Evan Roberts （University of Minnesota, United States）
 J. David Hacker （University of Minnesota, United States）
 Robert McCaa （University of Minnesota, United States）

Fertility in 1935-2010 in North-Central Namibia （Ovamboland） and Kavango （1930-1970） Regions in 
Namibia: Causes of Change 
 Veijo J. Notkola （University of Eastern Finland, Finland） 
 Harri Siiskonen （University of Eastern Finland, Finland） 
 Riikka Shemeikka  （University of Helsinki, Finland）

Extended Family Norms, Post-Marital Co-Residence and Reproduction in East Asia, 1678-1945
 Hao Dong （Princeton University, United States）

●Education and Assortative Mating
Chair: Martin Dribe （Lund University, Sweden）

Education, Class and Marriage in Rural Shanxi, China in the Mid-20th Century 
 Cameron Campbell （The Hong Kong University of Science and Technology, Hong Kong）
 Long Xing （Shanxi University, China）
 Matthew Noellert （University of Iowa, United States）
 James Z. Lee　（The Hong Kong University of Science and Technology, Hong Kong）
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Marital Fertility and Educational Assortative Mating Before, During and After the Baby Boom in 
Belgium 
 Eli Nomes （University of Leuven, Belgium） 
 Jan Van Bavel （University of Leuven, Belgium）

●Mortality, Mobility and Socioeconomic Differentials
Chair: George Alter （University of Michigan, United States）

Earnings, Social Class, and Mortality in a Long-Term Perspective: Southern Sweden 1800-2000
 Martin Dribe （Lund University, Sweden）
 Tommy Bengtsson （Lund University, Sweden）
 Jonas Helgertz （Lund University, Sweden）

Demographic and Educational Success of Descendants: A Prospective Analysis of the Number of 
Great Grandchildren and their Education in 19th, 20th and 21st Century Northern Sweden
 Martin Kolk （Stockholm University, Sweden）
 Martin Hällsten （Stockholm University, Sweden）

●Social and Geographical Mobility
Chair: Osamu Saito （Hitotsubashi University, Japan）

Changes in the Social and Regional Origins of China’s Educated Elite 1865-2014 
 James Z. Lee （The Hong Kong University of Science and Technology, Hong Kong）
 Chen Liang （Nanjing University, China）
 Hongbo Wang （The Hong Kong University of Science and Technology, Hong Kong）
 Yunzhu Ren （The Hong Kong University of Science and Technology, Hong Kong）
 Hao Dong （Princeton University, United States）
 Limin Liu （The Hong Kong University of Science and Technology, Hong Kong）
 Bijia Chen （The Hong Kong University of Science and Technology, Hong Kong）

Living Spaces in Japanese Historical Demography and Topography: Linking Pre-Statistical Family 
Demography to “People Flow Data” Clustering 
 Satoshi Murayama （Kagawa University, Japan）
 Takaaki Aoki （Kagawa University, Japan）
 Naoya Fujiwara （Tokyo University, Japan）
 Hiroko Nakamura （Kagawa University, Japan）
 Noboru Higashi （Kyoto Prefectural University, Japan）
 Osamu Nakamura （Osaka Prefectural University, Japan）

●Conclusion and Publication Information
 Organizers: Diego Ramiro Fariñas, Satomi Kurosu, and Martin Dribe
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族とくらしの今昔」展示・講演会を開催

【開催報告】人口･家族 史研究プロジェクトと麗澤オープンカレッジ古文書講座
共同「家族とくらしの今昔」展示・講演会を開催

2020.5.12

 　本学国際学部の黒須里美教授が代表を務める人口･家族 史研究プロジェクト（PFHP）と麗澤オープンカレッジ（通
称：ROCK）の古文書講座が、麗澤大学図書館において、「家族とくらしの今昔～古文書と歴史人口ビッグデータから
迫る～」をテーマに共同展示を開催いたしました。

　PFHP は、本学名誉教授・文化勲章受章者 故・速水融先生からの歴史人口資料寄贈を機に2006年にスタートしまし
た。江戸時代の人口データを構築・解析し、日本における歴史人口学研究の拠点として国内外から注目を浴びていま
す。またROCK古文書講座は、立正大学経済学部の髙橋美由紀教授を講師として14年継続する人気講座です。

　展示では、300年ほど前の柏市がどのような場所であったのか、人々は誰と暮らし、何人の子どもを産み育てたのか
などを古文書から読み解き、また当時の人々の娯楽であった草双紙（和本）についても紹介しました。さらに統計デー
タの力を借りて、柏市の古文書で見た家族の特徴と、当時の全国の事例との比較も試みました。

　2019年9月20日から3ヶ月にわたって行われた展示には、学生、教職員、麗澤中高生、そして柏市内外の一般の方も
含めてたくさんの方が来場されました。麗澤大学図書館の貴重書である色鮮やかな草双紙、柏市教育委員会から特別に
お借りした東葛地区一帯の鹿狩の絵図や采配、柏市弘誓院に残る衝撃的な間引き絵馬の写真パネルなど、来場者は当時
を物語る貴重な歴史資料に驚きつつ大きな関心を持たれたようでした。そのように江戸時代にタイムスリップして、現

https://www.reitaku-u.ac.jp/
https://www.reitaku-u.ac.jp/event_news/event_report
https://www.reitaku-u.ac.jp/about/teachers?tid=53
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花野井村宗門改帳（柏市教育委員会所蔵）

鹿狩の采配（柏市教育委員会所蔵）

在の麗澤の地や自分たちとのつながりを見つめるひと時を楽しまれました。
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弘誓院（柏市柳戸）に残る間引き絵馬の写真

 

麗澤中学生見学の様子

麗澤大学図書館所蔵の貴重書田中家文書「薄俤幻日記」
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前図書館長 経済学部 下田健人教授の挨拶

ROCK講師・立正大学経済学部 髙橋美由紀教授の報告

　また2019年11 月8 日（金）には同テーマで、PFHPと柏市教育委員会との合同企画講演会も開催いたしました。会
場となった図書館AVホールは60名を超える満席となり、第一報告、「古文書から読み解く柏のくらし」（髙橋美由
紀)、第二報告「寿命40年時代の家族と人口:歴史人口ビッグデータは語る」（黒須里美）の80分は瞬く間に過ぎまし
た。講演後の参加者のアンケートには、「人別改帳のデータをExcelで分析するという手法がとても新鮮でした」
(ROCK会員)、「個々の人生をのぞくような野次馬的好奇心もありつつ、それらを収れんさせることで、人間・人生の
普遍性やパターンが明らかになり、やがては“善く生きる”ためのインテリジェンスを得る、本当に面白かったです」
（一般）、「“生まれて死ぬ”というのは誰でも経験し、興味を持つことだが、それを長い年月、お金、人手を使って
データ化し、そこから何が見えてくるか、私たちの生き方のヒントにならないかと探るのは、本当に心が躍ることだと
感じました」（学生）、などたくさんの感想が寄せられました。

さらに、講演会後には図書館４F人口・家族史研究プロジェクト室が公開され、たくさんの方が資料と研究の現場を見学
し、より興味を深めていただけたと思います。
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質問に答える黒須里美教授

講演会後、図書館４F人口・家族史研究プロジェクト室で
熱心に資料を見学する参加者たち

関連情報

・ROCK「古文書を読む」講座　本学図書館にて展示開催　

・開催案内 講演会「家族とくらしの今昔」～古文書と歴史人口ビッグデータから迫る～　

・人口・家族史研究プロジェクト(PFHP)が一般公開展示を行うのは今回で４度目です。PFHP発足時の記念展示、速水
融名誉教授の文化勲章受章を祝して行われた記念展示（2010年２月貴賓館）と特別展示（2010年4月-6月）です。

http://rock.reitaku-u.ac.jp/news/detail/192/
https://www.reitaku-u.ac.jp/2019/11/05/71415
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/report.html
https://www.reitaku-u.ac.jp/2010/02/12/16001
https://www.reitaku-u.ac.jp/ja/events/kaisai/20100422.html
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For Children or the Family? Comparative 
Historical Perspectives on Adoption and Family 
Formation in Eurasia   http://bit.ly/2Ms4Qmv
Room T: Samberg Conference Center   
Map: http://bit.ly/Samberg6

Adoption practices differ substantially across societies as well as 
across time within the society. In East Asia, adoption has played 
a vital role in ensuring family continuation since at least the early 
modern period with notable geographical variations. By contrast, 
in Western Europe, adoption had largely disappeared by the early 
modern period; however, following the U.S. who pioneered in 
instituting modern adoption laws, adoption was reintroduced in 
the 20th century primarily as an institution to care for orphaned 
or abandoned children. In this session, we compare the historical 
evolution of adoption practices in East Asia, Western Europe, 
and the United States and explore the reasons for the observed 
institutional variations and their welfare implications.

ORGANIZERS: 
Chiaki Moriguchi, Hitotsubashi University
Jean-François Mignot, French National Centre for Scientific 
Research
Satomi Kurosu, Reitaku University

DISCUSSANTS:
George Alter, University of Michigan
Marcia Yonemoto, University of Colorado Boulder
Peter Lindert, University of California

PAPERS – First Half
Adoption in Early Modern Japan: Evidence from Population 
Registration Microdata, 1708-1870 
 Satomi Kurosu, Reitaku University  
 Hao Dong, Princeton University 
Sharing Fortune and Sons: Socio-economic Strategy of Family in 
the 17-19th centuries Korea 
 Sangwoo Han, Sungkyunkwan University 
 Byunggiu Son, Sungkyunkwan University
From Pragmatic to Sentimental Adoption: The Evolution of 
Child Adoption in the United States, 1880-1930 
 Chiaki Moriguchi, Hitotsubashi University
Fate, Custom or Economy: The Study of Little Adopted 
Daughters-in-law (Sim-pu-a) in Taiwan, 1905-1944 
 Xinchen (ChiaChi) Lin, TamKang University 
 LingIn Chuu, TamKang University 
 Yau-hsuan Kao, National Chiao Tung University 

PAPERS – Second Half
Comparative Analysis of Child Adoption in Japan, Korea, and 
the United States, 1950-2000 
 Chiaki Moriguchi, Hitotsubashi University 
 Eunhwa Kang, Saitama Prefectural University

310206 Child Adoption in Western Europe, 1900-2015 
  Jean-François Mignot, French National Centre for 

Scientific Research

From Inside Out: Globalization and Latin 
American Growth, Development, and Change 
from the Colonial to Modern Periods   http://bit.
ly/2K0HPGl
Room 4: Samberg Conference Center   
Map: http://bit.ly/Samberg6

In this panel, we examine Latin American economic growth and 
development from an “inside out” approach that analyzes how 
governments and domestic institutions shaped global development. 
We show how Latin America was an important participant in, 
not merely a passive recipient of, global interactions. We ask how 
international, global, and transnational approaches contribute 
to our scholarly understanding of the region. How did Latin 
American policy makers and economic actors shape and adapt 
international ideas and institutions to local conditions? What 
were the advantages of these importations to domestic innovation, 
growth, and development? More importantly, how did Latin 
America’s embrace of globalization and adaptation of international 
institutions in turn shape global industrial, commercial, and 
financial exchanges? We answer by framing these questions within 
three categories: (1) the state and legal institutions; (2) technologies 
and intellectual property rights; and (3) government finance and 
monetary policies.

ORGANIZERS: 
Yovanna Pineda, University of Central Florida
Moramy López Alonso, Rice University

DISCUSSANTS:
Edward Beatty, University of Notre Dame

PAPERS – First Half
Knowledge, Learning and Technology. The Bolivian Mining 
Industry in a Comparative Perspective 
 José Peres-Cajías, Universidad Católica Boliviana
Use and Development of Harvesting Technologies in Argentina, 
1920-1960 
 Yovanna Pineda, University of Central Florida
From Protection to Neoliberalism: Mexico’s Brewing Industry in 
the Twentieth Century 
 Susan M. Gauss, University of Massachusetts, Boston
Mid-20th Century Government Regulation in Argentina: The 
Case of Yerba Mate 
 Julia Sarreal, Arizona State University
CEPAL, the International Monetary Fund of the Left? 
 Margarita Fajardo, Sarah Lawrence College
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Satomi Kurosu

Satomi Kurosu



 
 

２０１９೧５݆３１ೖ（ۜ） 
 
15:30～16:00 受෉ 研究交ླྀ౫ 5F 研究者交ླྀスペース೘口 
 
10:30～17:50 巡検 ๝ౣ巡航：人口・産ഉ・アート 
 
16:00～19:00 ಝพセッション 第 6 回地๏行政のための GIS チュ
ートリアルセミナー 研究交ླྀ౫ 5 階研究者交ླྀスペース 
組織者：井上孝（青山学院大学） 
座ௗ：丸山༺ฑ（札ຊ市ཱི大学） 
1. 川瀬正樹（広ౣ修ಕ大学）「小規ໝ自治体への GIS ෕及のた

めの Web GIS とフリーGIS ソフトウェアの活༽」 
2. 井上希（国ཱི社会ฯ障・人口໲題研究所）「フリーGIS ソフ

トウェアによる地図データの作成๏๑―香川県高松市のハザ
ードマップをྭに―」 

3. 細江まゆみ（札ຊ市）「札ຊ市における GIS を༽いた౐市公
園の機೵෾担෾析」 

4. ௗ谷川෕一（新潟市）「GIS を༽いた公ద౹計と行政情ๅの
結合」 

5. 鎌ీ健司（国ཱི社会ฯ障・人口໲題研究所）「GIS を༽いた
施設のన正ഓ置の考え๏とన༽ྭ」 

6. 井上孝（青山学院大学）「地๏行政における『全国小地域พ
将པ人口推計システム』のཤ活༽」 

 
 

２０１９೧６݆１ೖ（ౖ） 
 
8:30～16:30  受෉ 8 号館 2 階演習室 5 
 

 ઴͹෨ޗ
 
9:30～12:30 企画セッションᶅ 性に関する情ๅのఽ達と人口 
教室 811 
組織者：小西祥子（౨京大学） 
座ௗ：森໨ඔ恵（国際基ಞ教大学） 
౾࿨者：仙ഀ༟加཮（お茶の水女子大学） 
1. ྜྷྲ子（国ཱི社会ฯ障・人口໲題研究所）「ใ括ద性教育を

めぐる国際దな議࿨」 
2. 橋ຌ紀子（女子栄཈大学）「世界から見たೖຌの性教育―ೖ

ຌのジェンダー・セクシュアリティ教育を国際ద視໼から໲
題にする」 

3. 赤川学（౨京大学）「໎治期の性教育言説: 性情ๅ空間のร遷
に着໪して」 

4. ీ所聖志（秋ీ大学）「ช化人ྪ学からみた性に関する情ๅ
の社会におけるఽ達」 

 
9:30～12:30 テーマセッション 家族・価値観・幸ෳ 教室 812 
組織者・座ௗ：影山純್（໎海大学） 
1. 佐౽一ຑ（拓殖大学）「幸せ太りはຌ౲に存在するのか?」 
2. ണ原཮紗（໎海大学）・佐౽一ຑ（拓殖大学） “Gender 

Wage Gap in Japan and Taiwan: A Comparative Study of 
Low-fertility East Asian Countries” 

3. 松浦司（中央大学） “The Fertility Intention and Birth 
Behavior in Japan and Korea” 

4. 栗ీ匡相（関西学院大学）「主観ద幸ෳౕと多次元ස困の関
係性にみる男女間の格差：マダガスカルの家計データを༽い
た空間計ྖアプローチ」 

 
9:30～11:00 自༟࿨題 A-1 国಼人口移ಊ 教室 821 
座ௗ：井上孝（青山学院大学） 
1. 丸山༺ฑ（札ຊ市ཱི大学）「子世代の人口移ಊが親子ಋ居ི

の地域ద差異に༫える影響」  
2. 中川雅貴（国ཱི社会ฯ障・人口໲題研究所）「ඉ大౐市圏出

生者における U ターン移ಊのร化とそのགྷ因」 
3. 貴志匡ദ（国ཱི社会ฯ障・人口໲題研究所）「第 8 回人口移

ಊ調査における移ಊ距཯と移ಊཀྵ༟」  
 
11:00～12:30 自༟࿨題 A-2 アジアにおける人口移ಊ 教室 821 
座ௗ：小ౣ宏（早稲ీ大学） 
1. 中川聡史（埼玉大学）・丹羽孝仁（ఉ京大学）「国際引退移ಊ

と加ྺ―ೖຌからタイ・チェンマイへの移ಊをྭに―」 
2. 丹羽孝仁（ఉ京大学）・西ຌ太（ௗ崎大学）「ラオスにおける

೸村෨からビエンチャン౐への移住―ルアンパバン県 H 村を
事ྭとして―」 

3. Yu-Hui Kao (Soochow University, Taiwan) “Effects of 
Community Capitals on Migration in Taiwan” 

 
10:00～12:30 自༟࿨題 B 人口政策と人口史 教室 822 
座 ௗ：高橋ᚺ一（新潟産業大学） 
1. ྵ໨ಃ（国ཱི社会ฯ障・人口໲題研究所）「౨アジアർ較人

口史序説」 
2. 大௫༓ඔ（ೖຌ大学）「大ೖຌ主義時代の人口政策」 
3. ራ豪（いんごう）（ෳ岡女子大学）「新中国における人口政策

のร遷について」 
4. ኏౤清志（ౣ根大学）「戸籍人口౹計のための調査は 1 回の

みだったか?」 
5. ௗ岡ಠ（ྐྵᖔ大学）・∃橋ඔ༟紀（ཱི正大学）・黒須཮ඔ（ྐྵ

ᖔ大学）「近世౨๼の人の移ಊ：್ຌ松ൣ町村のർ較」 
 
12:30～13:30 ཀྵ事会 8 号館 1 階 演習室 2 
 

 
 ͹෨ޛޗ

 
13:30～16:30 公開シンポジウム 瀬戸಼の環境と人口（ヒトとಊ
植෼）: 新たな Population Study を求めて 研究交ླྀ౫ 5F 研究者
交ླྀスペース 
組織者：村山聡（香川大学） 
座ௗ：寺ඎబ（香川大学） 
基調講演：村山聡（香川大学）「瀬戸಼で生きることと生活༹式の

఺換期」 
ీ中丈༡（NPO ཮海づくり研究会議）「瀬戸಼海の魚介
ྪと漁業と生態系」 

࿫題఑供：中西正光（香川県）「཮海プロジェクト」 
౾࿨者：中ᖔ港（神戸大学）「人ద資源から考える」 

影山純್（໎海大学）「漁業資源から考える」 
原௜行（香川大学）「観光資源から考える」  

 
17:00～18:30 開催校挨拶／会員総会／会ௗ講演 研究交ླྀ౫ 5F 
研究者交ླྀスペース 
会ௗ講演：௣谷ఱ子（慶ጱ義塾大学）「෋෌の就業と家ఋ಼ジェン
ダー関係の結婚へのインプリケーション」 
 
19:15～21:15 懇親会 ミケイラ 

（高松市サンポート 8-40 ు࿫ 087-811-5357） 
 
 

２０１９೧６݆２ೖ（ೖ） 
 
8:30～15:00 受෉ 8 号館 2 階演習室 5 
 

 ઴͹෨ޗ
 
9:00～12:00 企画セッションᶆ ళ໎‐ళฯ期の౨๼地๏における
気候と人口 ―ྼ史気候学と人口学との対࿫― 教室 811 
組織者：川口༺（ఉ௫山大学） 
座ௗ：ྜྷྲ子（国ཱི社会ฯ障・人口໲題研究所） 
౾࿨者：鬼ಆ宏（静岡県ཱི大学） 
1. 増ీ耕一（首౐大学౨京）「気候と人口の研究の共௪言語を

考える 気候研究者は何を఑供できるだろうか」 
2. 市໼ඔ夏（情ๅ・システム研究機構）「ೖ射ྖでみるళฯ期

―ೖ記ళ候記࿧を༽いた気候෰元―」 
3. ฑ໼淳ฑ（ఉ京大学）「18‐19 世紀のྼ史気候資ྋによる気

候෰元」 
4. 川口༺（ఉ௫山大学）「18‐19 世紀の会௣・ೈ山御蔵೘྘に

おけるళ候・作況・೸業・人口」 
5. 黒須཮ඔ（ྐྵᖔ大学）「18‐19 世紀の飢ᰵ・短期経済รಊと

್ຌ松ൣの人口」 
6. 溝口常俊（元໌古屋大学）「過去帳による౨๼地๏の死๤危

機」 
 
9:30～11:00 自༟࿨題 C-1 セクシュアリティと人口 教室 812 
座ௗ：守泉ཀྵ恵（国ཱི社会ฯ障・人口໲題研究所） 
1. 佐౽ྀ三࿢（中央大学）「少子化とセクシュアリティ―性行

ಊ調査のྼ史と課題―」 
2. 森໨ඔ恵（国際基ಞ教大学）・松倉ྙ໷（ೖຌ大学）「෋෌間

の性交渉の実態と第್子෈ೝについて：『全国調査仕事と家
族 2007&2010』より」  

3. 大橋慶太（国࿊人口基金）「中央アフリカ෈ೝベルト地帯の
現状」  

 
11:00～12:00 自༟࿨題 C-2 介護 教室 812 
座ௗ：守泉ཀྵ恵（国ཱི社会ฯ障・人口໲題研究所） 
1. 松倉ྙ໷（ೖຌ大学）・小川斉宏・佐౽謙（亀ీ総合බ院）

「๜໲・௪所リハビリテーションを受ける介護ฯ険೟ఈ者に
関する෾析」 

2. 中村真ཀྵ子（国ཱི社会ฯ障・人口໲題研究所）「࿟親介護は
どれだけ続くのか？：子世代の視఼から」 



 
 

9:30～12:00 自༟࿨題 D 出生・子育て 教室 821 
座ௗ：༪ీᠵฑ（国ཱི社会ฯ障・人口໲題研究所） 
1. 是川༨（国ཱི社会ฯ障・人口໲題研究所）「ྈཱི支援の政策

効果 再考」 
2. 増ీ幹人（駒ᖔ大学）「待機児ಒ政策に関する౐市雇༽圏を

༽いた実証෾析」 
3. 可෨ൡ三࿢（ೖຌ経済新ซ社）「台࿹における育児休業制ౕ

のཤ༽と女性の෰職」 
4. ෳీ節໷（国ཱི社会ฯ障・人口໲題研究所）「子育ての経済

దඇ༽と出生ྙ：ೖ韓台・EU25 カ国における国際ർ較」 
5. 菅桂太（国ཱི社会ฯ障・人口໲題研究所）「シンガポールに

おける௔ఁ出生ྙ：現在と将པ」 
 
9:30～12:00 自༟࿨題 E 数ཀྵ人口学 教室 822 
座ௗ：石井太（慶ጱ義塾大学） 
1. 西浦ദ・安㝜ຓඔ（๼海ಕ大学）「数ཀྵモデルを活༽した在

ཻ外国人の在ཻ೧数พ人口再構築と出生国พの結核リスクの
推ఈ」 

2. ోᬔ༦一（アジア経済研究所）「಼需と人口รಊのマクロ計
ྖモデル෾析：韓国・台࿹のർ較」 

3. 高ీ壮則（๼海ಕ大学）「生෼のデモグラフィーཀྵ࿨のྼ
史」 

4. 大泉ྰ（国ཱི社会ฯ障・人口໲題研究所）「構造化人口モデ
ルと生活史制御」 

5. 稲ཁ寿（౨京大学）「人口఺換の数ཀྵモデル」  
 
 

 ͹෨ޛޗ
 
13:00～16:00 企画セッションᶇ Child Bearing, Child Rearing and 
Child Survival in South Asia 教室 811   
Organizer: Dilhani Wijesinghe, Satomi Kurosu (Reitaku University) 
Chair: Satomi Kurosu (Reitaku University) 
Discussants: Noriko Tsuya (Keio University), Yuiko Nishikawa 
(Josai University) 
1. Nazmul Huda (Kagawa University) “Determinants of Child 

Mortality in Rural Areas in Bangladesh” 
2. Ai Sugie (Nagoya University), Shakil Khan (Chubu 

Manufacturing) “Change and Persistence in Rural 
Bangladeshi Women's Roles” 

3. Dilhani Wijesinghe (Reitaku University・院) “Perceptions 
and Interventions of Public Health Midwives（PHMs）
Regarding the Reproductive Behavior of Women in Sri Lanka” 

4. Mizuho Matsuo (National Museum of Ethnology) “Socio-
cultural Practices of Medical Termination of Pregnancy in 
India” 

 
13:00～14:30 自༟࿨題 F-1 人口౹計 教室 812 
座ௗ：水ཚ正໎（ೈ山大学） 
1. 羽௙記章（総ແ省）「2020 ೧国勢調査の実施」 
2. 坂井ദ௪（埼玉県ཱི大学）「区市町村の人口規ໝと人口性ർ

の関係」 

3. 五ັ馨（国ཱི環境研究所）「౨京ుྙෳౣ第一原子ྙ൅ు所
事故後のඈೋ地域における人口ಊ態」 

  
14:30～17:00 自༟࿨題 F-2 死๤ 教室 812 
座ௗ：中ᖔ港（神戸大学） 
1. 石井太・ྜྷྲ子（国ཱི社会ฯ障・人口໲題研究所）・篠原恵

ඔ子（౨京大学）・พැ志海・是川༨（国ཱི社会ฯ障・人口
໲題研究所）「わが国の෵合死因データによる死因間の関࿊
෾析」 

2. พැ志海・石井太・ྜྷྲ子（国ཱི社会ฯ障・人口໲題研究
所）・篠原恵ඔ子（౨京大学）「෵合死因データを༽いた౸೚
බ関࿊の死๤」 

3. 泉ీ信行・พැ志海・石井太（国ཱི社会ฯ障・人口໲題研究
所）「෈詳の死๤者の೧ྺ෾ාについての一考察」 

4. ྜྷྲ子（国ཱི社会ฯ障・人口໲題研究所）「໎治初期の死因
౹計―಼ແ省衛生局೧ๅから」 

5. ⁌見憲一（国ཱིฯ健医ྏ科学院）「近代わが国のฑ均寿ໍ延
ௗの೧ྺ構造と医ྏ・公衆衛生のༀ割」 

 
13:00～14:30 自༟࿨題 G-1 ࿓ಉとジェンダー 教室 821 
座ௗ：佐౽一ຑ（拓殖大学） 
1. 打越ช໽（ウィスコンシン大学マディソン校・院）・ശ山྆

太（一橋大学）「ೖຌにおける性พ職域෾཯の趨勢：人口高
ྺ化のༀ割」 

2. 永瀬伸子（お茶の水女子大学）「ೖຌの管ཀྵ職昇進のジェン
ダーギャップと就業構造」 

3. 吉ీ千௿（関౨学院大学）「ೖຌの෋෌の生活時間のパター
ン」 

 
14:30～16:30 自༟࿨題 G-2 結婚 教室 821 
座 ௗ：ෳీ節໷（国ཱི社会ฯ障・人口໲題研究所） 
1. ༪ీᠵฑ（国ཱི社会ฯ障・人口໲題研究所）「າ婚女性のラ

イフコースఴ๮のௗ期ద趨勢」 
2. 守泉ཀྵ恵・中村真ཀྵ子（国ཱི社会ฯ障・人口໲題研究所）

「1960 ೧代出生コーホートの女性のライフコース―結婚・出
産とキャリア形成の観఼から―」 

3. ೈ拓ຑ（໎治大学・院）「ඉ婚化社会再考―JGSS を༽いたඉ
婚者のಝ性の検౾―」 

4. 小ౣ宏（早稲ీ大学）「ベルギーのムスリム若者における初
婚タイミングの関࿊གྷ因」 

 
13:00～15:00 自༟࿨題 H 地域෾析 教室 822 
座 ௗ：原俊ඛ（札ຊ市ཱི大学） 
1. 小松真治（青山学院大学・院）「移ಊ෾けプールモデルを༽

いた市区町村พ将པ人口推計」 
2. 岩ᖔඔൗ・鎌ీ健司・༪ీᠵฑ・菅桂太（国ཱི社会ฯ障・人

口໲題研究所）・金子ཾ一（໎治大学）「市区町村の෋෌出生
ྙを測る:ഓ偶関係構造を౹制した間接ඬ準化 TFR」 

3. 小池司࿗・菅桂太・鎌ీ健司・岩ᖔඔൗ（国ཱི社会ฯ障・人
口໲題研究所）・山಼昌࿪（早稲ీ大学）「地域พ出生数の推
計手๑のർ較෾析」 

4. 新ీ໪夏実（拓殖大学）「在ೖ外国人の人口ಊ向―国籍、在
ཻ資格と居住෾ාの観఼から」 

୊７１յ୉ճ 

 
The 71st Annual Meeting 

of the Population Association of Japan 
 

２０１９೧６月１ೖ（ౖ）～２ೖ（ೖ） 
２０１９೧５月３１ೖ（金）巡検・ಝพセッション 

 
開催校 香川大学 

 
 

ೖຌ人口学会会ௗ 
௣谷ఱ子（慶ጱ義塾大学） 

 
大会運営委員会 

村山聡（委員ௗ 香川大学） 寺ඎబ（෯委員ௗ 香川大学） 
他４໌ 

 
大会企画委員会 

黒須཮ඔ（委員ௗ ྐྵᖔ大学） 
井上孝（෯委員ௗ 青山学院大学） 影山純್（໎海大学） 

中川雅貴（国ཱི社会ฯ障・人口໲題研究所） 中ᖔ港（神戸大学） 
小西祥子（౨京大学） K. Dilhani Wijesinghe（幹事 ྐྵᖔ大学） 

井上希（幹事 国ཱི社会ฯ障・人口໲題研究所） 
 
共催：香川大学教育学෨ 

地球ディベロプメントサイエンス国際コンソーシアム 
後援：高松観光コンベンション・ビューロー 
 
ๅ告གྷ旨は一෨を除き、下記リンクあるいは QR コードから閲ལ・
ダウンロードできます。 
https://meeting.paoj.org/abstract/  
 

Satomi Kurosu



ᇹ1ଐ 201Ჲ6࠰உᲬଐᲢםᲣ 

 
8㸸30 㹼 受付 㸳㝵 学⏕ホール  
 

ҜЭのᢿ 
9㸸30 㹼12㸸30 ˖ဒセッシȧȳ① 2501 ૙ܴ 
若年層の経済的自立と家族形成に㛵する日㡑比較 
⤌⧊⪅・ᗙ㛗㸸Ⳣ᱇太㸦国❧♫会保㞀・人口問㢟◊✲ᡤ㸧 

1. ᪥㡑ⱝᖺᒙの⤒῭ⓗ⮬❧とᐙ᪘ᙧᡂの≧ἣ…Ώ㑓㞝一㸦᪥ᮏ㈠᫆
᣺⯆ᶵᵓアジア⤒῭◊✲ᡤ㸧・᭫ᡂ⹡㸦㡑国保健♫会◊✲㝔、以下
同じ㸧 

2. ⱝᖺᒙの⤒῭ⓗ⮬❧と␗ᛶ交㝿の᪥㡑ẚ㍑分ᯒ…᭫ᡂ⹡ 
3. 地域ᕪを⪃៖したⱝᖺᒙの⮬❧と初婚タイミングの᪥㡑ẚ㍑…Ⳣ
᱇太㸦国❧♫会保㞀・人口問㢟◊✲ᡤ㸧・᭫ᡂ⹡ 

4. 㟷ᖺᒙのᐙ᪘ᙧᡂとᡤᚓ᱁ᕪの᪥㡑ẚ㍑:ぶ同ᒃシングルの動向 
…四᪉⌮人㸦㛵す学㝔大学㸧・᭫ᡂ⹡ 

 
9㸸30 㹼12㸸30  ˖ဒセッシȧȳ②  2502 ૙ܴ 
健康寿命についての包括的討論 
⤌⧊⪅・ᗙ㛗㸸中⃝ (⚄ᡞ大学) 
1. 健ᗣリスク別にみた健ᗣᑑ命…ᮧ上⩏孝㸦ᮾ㑥大学㸧 
2. 主ほⓗ健ᗣほと᪥ᖖ⏕ά動作の㛵係からみた健ᗣᮇ㛫の分ᯒ…別
ᗓᚿᾏ㸦国❧♫会保㞀・人口問㢟◊✲ᡤ㸧 

3. ᪥ᮏの㒔㐨ᗓ┴別の⑌⑓㈇Ⲵ◊✲㸦1990㹼2015ᖺ㸧㹼停⁫する健ᗣ
ᣦᶆとᣑ大する㒔㐨ᗓ┴㛫の健ᗣ᱁ᕪ㹼…㔝ᮧ周ᖹ㸦ᮾ京大学㸧 

 
ᐯဌᛯ᫆A 2507 ૙ܴ 

9㸸30 㹼10㸸30 ⮬⏤ㄽ㢟A-1 統計と教育 
ᗙ㛗㸸三⃝健ᏹ㸦ὠ⏣塾大学㸧 
1. ᖹᡂ27ᖺ国勢ㄪᰝオンライン回⟅の分ᯒ⤖ᯝ…⇃㇂俊㑻㸦⥲務┬
⤫ィᒁ㸧 

2. 人口学のほⅬによる⩏務ᩍ⫱の⪃ᐹ…ᮏ坊ᜤ子㸦大㜰大学㸧 
10㸸30 㹼12㸸30 ⮬⏤ㄽ㢟A-2 海外研究 
ᗙ㛗㸸佐⸨㱟三㑻㸦中央大学㸧 
1. Regional variations of Fertility Levels and Trends in Sri Lanka …

Kurupitage Dilhani Wijesinghe (Reitaku University, Doctoral 
student) 

2. ルワンダの人口変動と土地ᨻ⟇㸸ᮾ㒊ᕞを事例として…ᓥᮧ⏤㤶 

㸦ᮾ京大学・㝔㸧・ᯇ⏣ᾈᩗ㸦ᮾ京大学㸧 
3. サブサハラアフリカの人口ᨻ⟇㸸人口ボーナス…大ᶫ៞太㸦国㐃人
口基㔠㸧 

4. フランスにおけるムスリム⛣Ẹ㸯世・㸰世における᐀ᩍⓗ㣗事制
㝈の㛵㐃せ因の変動…ᑠᓥᏹ㸦᪩✄⏣大学㸧 

 
ᐯဌᛯ᫆B 2537 ૙ܴ 

9㸸30 㹼11㸸00 ⮬⏤ㄽ㢟B-1 出生① 
ᗙ㛗㸸᱈⏣ᮁ㸦❧命㤋大学㸧 
1. ⤖婚前の同᳇⤒㦂と婚前妊娠 ᪥ᮏでの➨一子出⏕の妊娠ព図に
おける多㡯ロジスティック分ᯒ…ⱱᮌⰋᖹ㸦バルセロナ⮬἞大学
人口◊✲センター・㝔㸧・ᡴ㉺ᩥᘺ㸦ᮾ京大学・㝔㸧 

2. 子はかすがいの⤫ィⓗ᳨ド ―婚前妊娠⤖婚と夫婦⣣ᖏの㐃㛵に

㛵する多変㔞ゎᯒ―…南ᣅ☻㸦᫂἞大学・㝔㸧 
3. ᪥ᮏの夫婦の子どもをもつ効⏝のㄆ㆑とᐙ᪘ᙧᡂ…吉⏣千㭯㸦㛵
ᮾ学㝔大学㸧 

11㸸00 㹼12㸸30 ⮬⏤ㄽ㢟B-2 出生② 
ᗙ㛗㸸原俊ᙪ㸦ᮐᖠᕷ❧大学㸧 
1. ⮬↛⅏ᐖが地域の出⏕力に与えるᙳ㡪に㛵する◊✲㸫ᮾ᪥ᮏ大㟈

⅏のᙳ㡪について㸫…㙊⏣健司㸦国❧♫会保㞀・人口問㢟◊✲
ᡤ㸧 

2. 子どもをᣢつことによる‶㊊ᗘの✀㢮別ẚ㍑…増⏣ᖿ人㸦㥖⃝大

学㸧 
3. ᛶ別ᙺ割分ᴗと出⏕㸸『21世⣖出⏕児⦪᩿ㄪᰝ』による2᫬Ⅼẚ
㍑…⚟⏣⠇也㸦国❧♫会保㞀・人口問㢟◊✲ᡤ㸧・加⸨ᢎᙪ㸦国

❧ᡂ⫱医⒪◊✲センター㸧 
 

ᐯဌᛯ᫆C 2538 ૙ܴ 
9㸸30 㹼11㸸00 ⮬⏤ㄽ㢟C-1 歴史人口  
ᗙ㛗㸸㕥ᮌ允㸦ᶓ὾国❧大学㸧 
1. ㏆世ᮾ北᪥ᮏにおけるᐙ᪘ᙧᡂのパターンとせ因…ὠ㇂典子㸦៞

᠕⩏塾大学㸧・㯮㡲㔛⨾㸦㯇⃝大学㸧 
2. ㏆世ᮾ北⏫ᮧにおける人口⛣動の✵㛫ⓗᗈがりと地域ᛶ…㛗ᒸ⠜ 
㸦㯇⃝大学㸧・㧗ᶫ⨾⏤⣖㸦❧ṇ大学㸧・㯮㡲㔛⨾㸦㯇⃝大学㸧 

3. ✀①のᬑ及に伴う天↛①Ṛ亡⋡の変化を᚟原するṔ史GISのᵓ⠏
…ᕝ口ὒ㸦ᖇ塚ᒣ大学㸧 

11㸸00 㹼12㸸00 ⮬⏤ㄽ㢟C-2 東京の人口 
ᗙ㛗㸸丸ᒣὒᖹ㸦ᮐᖠᕷ❧大学㸧 
1. コーホート変化⋡の地域分ᕸからみたᮾ京圏における地域人口の
動向…⏣ᮧ᭸子・ᑠす⣧㸦⤫ィ᝟報◊✲㛤Ⓨセンター㸧 

2. ᮾ京㒔の⏨⏫と女⏫のᙧᡂ…坂井博㏻㸦埼⋢┴❧大学㸧 
 
 
 

Ҝࢸのᢿ 
12㸸40 㹼13㸸20 ྸʙ˟ 2503 ૙ܴ 
13㸸30 㹼15㸸20 ᧏͵ఄਮਠ / ˟Ճዮ˟ 2206 ૙ܴ 

 ૙ܴ 2206 ࡸច੉ច˟ܖ
 

15㸸30 㹼18㸸30 π᧏シȳȝジウȠ 2206 ૙ܴ 
生きることと幸せ 
⤌⧊⪅㸸ᙳᒣ⣧二㸦᫂ᾏ大学㸧 
ᗙ㛗㸸ᑎᮧ⤮㔛子㸦᫂ᾏ大学㸧 
1. 㐍化ⓗどⅬからぢた「⏕」と「Ṛ」のᙺ割…大Ἠᕊ㸦国❧♫会保㞀・

人口問㢟◊✲ᡤ㸧 
2. 「⏕きること」の⏕≀学ⓗなព味と「ᖾせ」のឤじ᪉㸸⏕ά不‶㊊
ᗘのライフ・ヒストリー…ᙳᒣ⣧二㸦᫂ᾏ大学㸧 

3. ᪥ᮏの᭷㓄偶女ᛶのᖾ⚟ᗘ᱁ᕪ―ᑓᴗ主婦 vs 働く妻、学Ṕ上᪉婚
の妻 vs 学Ṕ下᪉婚の妻―…佐⸨一☻㸦ᣅṪ大学㸧 

4. 人口史ᩱがㄒる「⏕きることとᖾせ」㸽㸟 㹼 ✲ᴟのパネルデータ

にぢる前㏆代ᗢẸのライフコース 㹼…㯮㡲㔛⨾㸦㯇⃝大学㸧 
 

ᐯဌᛯ᫆D 2507 ૙ܴ 
15㸸30 㹼17㸸30 ⮬⏤ㄽ㢟D-1 移動・分布 
ᗙ㛗㸸三⃝健ᏹ㸦ὠ⏣塾大学㸧 
1. ➨㸶回人口⛣動ㄪᰝ ᮾ京圏の㌿入・㌿出…㈗ᚿ匡博㸦国❧♫会保

㞀・人口問㢟◊✲ᡤ㸧 

2. 㠀大㒔ᕷ圏におけるコーホートつᶍの変化…ΎỈᫀ人㸦国❧♫会
保㞀・人口問㢟◊✲ᡤ㸧 

3. 㠀大㒔ᕷ圏出⏕⪅のUターン⛣動におけるコーホート㛫変動と地

域ᛶ ―「➨8回人口⛣動ㄪᰝ」の⤖ᯝより ―…中ᕝ㞞㈗㸦国❧♫
会保㞀・人口問㢟◊✲ᡤ㸧 

4. ライフイベントにᛂじた⛣動…ᯘ⋹子㸦国❧♫会保㞀・人口問㢟◊

✲ᡤ㸧 
 
 

19㸸00 㹼21㸸00 টᚃ˟  㸯㝵レストラン・ニューマリンࢬ 
 
 
 
 

ᇹ2ଐ 201Ჲ6࠰உᲭଐᲢଐᲣ 

 
8㸸30 㹼 受付 㸳㝵 学⏕ホール 
 

ҜЭのᢿ 
9㸸00 㹼12㸸00 ˖ဒセッシȧȳ③ 2501 ૙  ܴ
Panel session3   Family Strategy vs. Child Welfare: 
Comparative Studies of Adoption Using Micro-Level Data from the 

18th to 20th Centuries 
Organizer: Satomi Kurosu (Reitaku University) 
Chair: Hideki Nakazato (Konan University) 
Discussants: Noriko O. Tsuya (Keio University) / Mary Louise Nagata 

(Francis Marion University) 
1. Adoption Practices in Northeastern Japan, 1708-1870…Satomi Kurosu 

(Reitaku University) ・Hao Dong(Princeton University) 
2. Dividing Property and Sharing Sons: A Socio-economic Family Strategy 

in the 18-20th Centuries Korea … Sangwoo Han(Sungkyunkwan 
University)・Byunggiu Son(Sungkyunkwan University)・Sungoh Kim  
(Sungkyunkwan University) 

3. Giveaway Daughter and MoWher¶V AWWachmenW: A TeVW of Hrd\¶V MoWher 
Nature Hypothesis…Wen Shan Yang (Academia Sinica)・Chun Hao 
Li (Yuan Ze University)  

4. From Pragmatic to Sentimental Adoption: The Evolution of Child 
Adoption in the United States, 1900-2000 … Chiaki Moriguchi 
(Hitotsubashi University) 

 
9㸸00 㹼11㸸30  テȸȞセッシȧȳ① 2507 ૙ܴ 
国勢調査の不詳問㢟を考える 
⤌⧊⪅・ᗙ㛗㸸㜿㒊㝯㸦ᮾ北大学・㝔㸧 
ᗙ㛗㸸㧗ᶫ┾一㸦᪂₲⏘ᴗ大学㸧 
ウㄽ⪅㸸ᕝᓮⱱ㸦᪥ᮏ大学㸧・井上孝㸦㟷ᒣ学㝔大学㸧 
1. 国勢ㄪᰝの不ヲ問㢟と◊✲上のㄢ㢟…㜿㒊㝯㸦ᮾ北大学・㝔㸧・☾
⏣ᘻ㸦ᮾ北大㸧・⃅ᮌᬛ之㸦ᮾ北大学・㝔㸧 

2. 2015ᖺ国勢ㄪᰝ人口⛣動㞟ィにおける「不ヲ」と⛣動⋡…Ⳣ᱇太・
ᑠụ司ᮁ㸦国❧♫会保㞀・人口問㢟◊✲ᡤ㸧 

3. 不ヲがᑡない住宅ᡤ᭷㛵係データの⢭ᗘに㛵する⪃ᐹ…丸ᒣὒᖹ 

㸦ᮐᖠᕷ❧大学㸧 

Satomi Kurosu



9㸸00 㹼12㸸00  ˖ဒセッシȧȳ④ 2502 ૙ܴ 
生物学、疫学に見る数理人口学の応用と発展㸸 
人口学における数学的視点 
⤌⧊⪅・ᗙ㛗㸸大Ἠᕊ㸦国❧♫会保㞀・人口問㢟◊✲ᡤ㸧 
1. 人口動ែと㐍化における固᭷㛵ᩘ…大Ἠᕊ㸦国❧♫会保㞀・人口問
㢟◊✲ᡤ㸧 

2. 1回⦾Ṫ型ᡓ␎における周ᮇᛶと⏕ά⎔ᜏᖖᛶの㐍化…今㝯助 
㸦ᐑᓮ大学㸧 

3. ᫬㛫㐳及ⓗぢ᪉による㞟団増Ṫ⋡のゎᯒ…ᮡᒣ友つ㸦ᮾ京大学㸧 
4. 基ᮏ再⏕⏘ᩘR0のᩘ学…✄ⴥᑑ㸦ᮾ京大学㸧 
5. ឤᰁ⑕のᩘ⌮モデル…Ụ夏ὒ一㸦ᮾ京⌮⛉大学㸧 
6. ᛶ器ヘルペスឤᰁ⑕にᑐするᩘ⌮モデルのᵓ⠏とゎᯒ…國㇂⣖Ⰻ 

㸦⚄ᡞ大学㸧 
 

ᐯဌᛯ᫆E 2537 ૙ܴ 
9㸸00 㹼11㸸00 ⮬⏤ㄽ㢟E-1 出生③ 
ᗙ㛗㸸Ỉⴠṇ᫂㸦南ᒣ大学㸧 
1. ᚅᶵ児❺問㢟に㛵する一⪃ᐹ㸸⮬἞体ヒアリングの⤖ᯝから…守

Ἠ⌮ᜨ㸦国❧♫会保㞀・人口問㢟◊✲ᡤ㸧 
2. 子⫱てᨭ᥼⟇が子どもをもつពḧに与える効ᯝ㸫ヴィネットㄪᰝ
データを⏝いたマルチレベル分ᯒ…ᯇ⏣ⱱᶞ㸦中京大学㸧 

3. ♽∗ẕとの同ᒃが⏨ᛶの⫱児参加とḟ子出⏕との㛵係に与えるᙳ
㡪…加⸨ᢎᙪ㸦国❧ᡂ⫱医⒪◊✲センター㸧・⚟⏣⠇也㸦国❧♫会
保㞀・人口問㢟◊✲ᡤ㸧 

4. ㄆ可保⫱ᡤ入ᡤ世ᖏと保␃世ᖏのそのᚋについてのẚ㍑ㄪᰝ…前
⏣ṇ子㸦⏥南大学㸧 

11㸸00 㹼12㸸30 ⮬⏤ㄽ㢟E-2 出生④ 
ᗙ㛗㸸᪩℩保子㸦᪥ᮏ㈠᫆᣺⯆ᶵᵓアジア⤒῭◊✲ᡤ㸧 
1. アメリカにおけるバースツーリࢬム㺎ᛶ別㑅好を中ᚰに㺎…ᱱ凌リ
ナンシー㸦ᮾὒ大学㸧 

2. 台‴におけるẕぶのᑵᴗと保⫱サービス利⏝㸸ᑵᴗ先の企ᴗつᶍ
を⪃៖した分ᯒ…可㒊⦾三㑻㸦᪥ᮏ⤒῭᪂⪺♫㸧 

3. 中国᪂人口ᨻ⟇ᐇ᪋ᚋの出⏕動向…ᑺ㇦㸦⚟ᒸ女子大学㸧 
 
 
 

Ҝࢸのᢿ 
13㸸30 㹼16㸸30  ˖ဒセッシȧȳ⑤ 2501 ૙ܴ 
人口・世帯の将来推計 㸫方法論・推計結果とその考え方㸫 
⤌⧊⪅㸸▼井太㸦国❧♫会保㞀・人口問㢟◊✲ᡤ㸧 
ᗙ㛗・ウㄽ⪅㸸㧗ᶫ㔜㒓㸦᫂἞大学㸧 
1. ᪥ᮏのᑗ᮶᥎ィ人口㸦ᖹᡂ29ᖺ᥎ィ㸧の᪉ἲと⤖ᯝ…別ᗓᚿᾏ 
2. ➨1子ᖺ㱋別出⏕⋡のモデリング㸸➇合リスクモデルによるアプロ
ーチ…余⏣⩧ᖹ・ᒾ⃝⨾ᕹ・▼井太 

3. 国㝿人口⛣動の⌧≧とぢ㏻し…᫝ᕝ夕 
4. ᑗ᮶人口᥎ィの⛉学ⓗ基♏と᥎ィᡭἲ 㸫わが国とㅖ外国のẚ㍑
を㏻じて㸫…▼井太・守Ἠ⌮ᜨ 

5. 全国世ᖏ᥎ィにぢるᮍ婚・⊂ᒃの増加…㕥ᮌ㏱・ᑠᒣὈ代・大Ἠᕊ 
6. 地域別ᑗ᮶人口᥎ィにおけるᡭἲと⤖ᯝのᴫせ…ᑠụ司ᮁ・㕥ᮌ
㏱・Ⳣ᱇太・㙊⏣健司 

㸦このセッションの報告⪅のᡤᒓはすべて国❧♫会保㞀・人口問㢟
◊✲ᡤ㸧 

 
 

13㸸30 㹼16㸸30  ˖ဒセッシȧȳ⑥ 2502 ૙ܴ 
少子化対策の実効性について計量的・歴史的視点から評価する 
⤌⧊⪅・ᗙ㛗㸸ụ周一㑻㸦ᖇ京大学㸧 
ウㄽ⪅㸸㉥ᕝ学㸦ᮾ京大学㸧・ᒣ⏣ᫀᘯ㸦中央大学㸧・⟄井῟也㸦❧
命㤋大学㸧・ᘅᔱΎᚿ㸦ᓥ᰿大学㸧 

1. 㧗⏣保㤿のᑡ子化ㄽに学ぶ…㉥ᕝ学㸦ᮾ京大学㸧 
2. ᑡ子化ᑐ⟇のᐇ効ᛶについてṔ史ⓗどⅬからホ価する…ụ周一㑻 
㸦ᖇ京大学㸧 

3. ㏆ᖺの出⏕⋡反㌿上᪼の分ᯒ―ᑡ子化ᑐ⟇に㛵わって…ᘅᔱΎᚿ 

㸦ᓥ᰿大学㸧 
 
13㸸30 㹼16㸸30  ˖ဒセッシȧȳ⑦ 2507 ૙ܴ 
堕胎と嬰児殺しの人口学 
⤌⧊⪅㸸ᑠす⚈子㸦ᮾ京大学㸧 
ᗙ㛗㸸㨣㢌ᏹ㸦㟼ᒸ┴❧大学㸧 
ウㄽ⪅㸸᪩乙女ᬛ子㸦京㒔大学㸧・ἑᒣ⨾ᯝ子㸦ᒸᒣ大学㸧 
1. 子ᐆと子㏉し──㏆世㎰ᮧの子⫱て・その光とᙳ…太⏣⣲子㸦和光
大学㸧 

2. 㑊妊史におけるỤᡞ᫬代のㅦ…ファビアン・ドリクセラ㸦イェール
大学㸧 

3. ⸕の上からの㣴子㸸⏘婆による仲介ケースからみた㣴⫱⪅のỴᐃ

…ⓑ井千ᬗ㸦㟼ᒸ大学㸧 
4. ㏆ᖺの᪥ᮏにおける人ᕤ妊娠中⤯の≧ἣとせ因について…佐⸨㱟
三㑻㸦中央大学㸧 

5. 中⤯と人口ᨻ⟇の古今ᮾす…ᯘ⋹子㸦国❧♫会保㞀・人口問㢟◊✲
ᡤ㸧 

 
ᐯဌᛯ᫆F 253Ჱ ૙ܴ 

13㸸30 㹼15㸸00 ⮬⏤ㄽ㢟F-1 結婚と労働 
ᗙ㛗㸸大▼亜ᕼ子㸦千ⴥ大学㸧 
1. ᪥ᮏの㓄偶⪅サーチの伝⤫と変化…Ọ℩伸子㸦おⲔのỈ女子大学㸧 
2. 労働ᕷ場における᱁ᕪと⤖婚による㝵ᒙ㑅別 㸫ᮾアジアㅖ国に
おけるᐇド分ᯒ㸫…佐々ᮌ᪼一㸦⚄ᡞ大学㸧 

3. 一⯡⏝ミクロデータᑵᴗᵓ㐀基ᮏㄪᰝ∧のᴫせ…伊原一㸦⤫ィセ
ンター㸧・⏣中㞞⾜㸦⥲務┬⤫ィᒁ㸧・北ᯘ三ᑵ㸦⤫ィセンター㸧 

15㸸00 㹼17㸸00 ⮬⏤ㄽ㢟F-2 経済 
ᗙ㛗㸸Ώ㎶┿▱子㸦᫂ᾏ大学㸧 
1. ᪥ᮏの人口ᨻ⟇の人口⤒῭学ⓗ分ᯒ…大塚友⨾㸦᪥ᮏ大学㸧 
2. ᖺ㱋分ᕸと㔠⼥ᨻ⟇の᭷効ᛶ…ᑠ㯮᭙子㸦᫂ᾏ大学㸧 
3. ᖺ㱋ᵓᡂと㈠᫆㛤ᨺᗘに㛵する地域別分ᯒ…⾰➟ᬛ子㸦⚄ᡞ大
学㸧・⚟ᮏᖾ⏨㸦大㜰⤒῭大学㸧 

4. 仮ㄝ᳨ᐃによる⤌み合わせ分ᯒἲ 㸫修ṇウィーバーἲとのẚ㍑

◊✲㸫…井上ᕼ㸦㟷ᒣ学㝔大学㸧 
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The 70th Annual Meeting  

of the Population Association of Japan 

 

201Ჲ࠰ 6உᲬଐᲢםᲣ᳸ᲭଐᲢଐᲣ 

᧏͵ఄ  ଢෙܖٻኺฎܖᢿ 

 
日本人口学会会長 

㔠子㝯一㸦᫂἞大学㸧 

 

大会運営委員会㸦明海大学㸧 

ᙳᒣ⣧二㸦委員㛗㸧ᑎᮧ⤮㔛子 ⴗ原㔛⣪ ᑠ㯮᭙子 

 

大会企画委員会 

和⏣光ᖹ㸦委員㛗 中央大学㸧 中⃝ 㸦副委員㛗 ⚄ᡞ

大学㸧 㯮㡲㔛⨾㸦副委員㛗 㯇⃝大学㸧 ụ周一㑻㸦ᖇ京

大学㸧 大▼亜ᕼ子㸦千ⴥ大学㸧 ᙳᒣ⣧二㸦᫂ᾏ大学㸧 

三⃝健ᏹ㸦ὠ⏣塾大学㸧 増⏣ᖿ人㸦ᖿ事 㥖⃝大学㸧 

 
 
 
すべてのإԓᙲଓが、ܖ˟HPϋのٻ˟のǿイȠテȸȖȫ 

http://www.paoj.org/taikai/taikai2018/abstract/index.html 
から᧠ᚁȷȀウȳȭȸドができます。 
ɦᚡのQRコȸドからもアクセスӧᏡです。 

 



 
1 

International Union for the Scientific Study of Population (IUSSP)  
Union internationale pour l¶ptude scientifique de la population (UIESP) 

 
 
 
 

XXVIII International Population Conference  
XXVIIIe Congrès international de la population 

 
 

PROGRAMME  
 
 
 
 
 
 

Cape Town, South Africa 
29 October–4 November 2017 

 
 
 
 
 
 

IUSSP ± UIESP 
3-5, rue Nicolas, 75980 Paris cedex 20, France 
Tel: +33 1 56 06 21 73 Fax: +33 1 56 06 22 04 
E-mail: iussp@iussp.org / web: www.iussp.org  

  



 
84 

81 Pursuing frontiers in population and human rights / Aux avant-postes de 
la recherche en population et droits de l'homme 
CHAIR: Barbara B Crane, Retired (from Ipas) 
DISCUSSANT: Terence Hull, ANU 
Theme: Population and Human Rights 
10:30–12:00 — Meeting Room 1.63-1.64 (simultaneous interpretation) 

1 What Gets Measured Gets Done: Developing and Validating a Measure to Assess 
Rights-based Family Planning Service Delivery / Ce qui est mesuré se fait: Développer et 
valider une mesure pour évaluer la prestation des services de planification familiale 
fondée sur les droits 
Kelsey Wright, Population Council; Victoria Boydell, International Planned Parenthood Federation 
(IPPF); Karen Hardee, Population Council 

2 Criminalization of Abortion in Palestine and other Barriers to Women Human Right 
to Health 
Ayesha Airifai, United Nations Relief and Works Agency for Palestine Refugees in the Near East 
(UNRWA) 

3 A Fragmented Reproduction called Surrogacy: A fight between choice, rights and 
ethics 
Ritika Mukherjee, International Institute for Population Sciences (IIPS) 

4 Health, elderly population and human rights. Monitoring possibilities in Argentina. 
1999-2015 
María Marta Santillan Pizarro, CIECS (CONICET y UNC); Bruno Sebastián Ribotta, CIECS (CONICET y 
UNC); Laura Acosta, CIECS-CONICET y Universidad Nacional De Córdoba 

82 Household, kinship and population dynamics in historical populations / 
Ménages, familles et dynamiques démographiques dans les populations 
du passé 
CHAIR: Satomi Kurosu, Reitaku University 
Theme: Historical Demography 
10:30–12:00 — Meeting Room 2.41-2.42 

1 The Decline of Intergenerational Coresidence in the Twentieth-Century: A 
Longitudinal View 
Albert Esteve Palos, Universitat Autònoma de Barcelona. Centre D'Estudis demogràfics (CED); Rocio 
Trevino, Centre d'Estudis Demogràfics; Anna Turu, Centre d'Estudis Demogràfics; Toni Medina 

2 Kin Availability and Fertility in a Historical Nuclear Family Society: Sweden 1880-
1910 
Martin Dribe, Lund University; Bjorn Eriksson, Department of Economic History, Lund University 

3 Family System and Kin Effects on Reproduction in East Asia, 1678-1945 
Hao Dong, Princeton University 

4 Labor and marriage networks in a rural community: North Orkney, Scotland 1851-
1911 
Julia Jennings, University at Albany 

Satomi Kurosu



第1日 2017年6月10日（土） 
8㸸30 㹼 受付  

午前の部 
9㸸30 㹼12㸸30 テーマセッション① 第1共通講義室(203) 
主観的データを用いた人口学的研究  
⤌⧊⪅・座㛗㸸影山⣧二㸦明海大学㸧 
1. ㄡが熟年㞳婚するのか、また、熟年㞳婚はメンタルヘルスを悪化
させるのか…佐⸨一☻㸦拓殖大学㸧 

2. 理想、㏣加予定子ども数に対する主ほ的な㇏かさの影㡪  ―
Eurobarometerのデータを用いた分析―…増田幹人㸦㥖澤大学㸧 

3. ⤖婚カップルにおける主ほ的厚生格差と㞳婚㑅択―日本と㡑国の

家ィパネルデータを用いたぶ権に㛵する比㍑◊✲―…ⴗ原㔛⣪
㸦明海大学㸧 

4. Son Preference, Parental Satisfaction, and Sex Ratio Transition…Junji 
Kageyama, Risa Hagiwara(Meikai University), Kazuma Sato 
(Takushoku University) , Eriko Teramura (Meikai University) 

5. 女性の家族㛵係・家ィ収入と幸⚟度に㛵する日台比㍑…寺村⤮㔛

子・ⴗ原㔛⣪㸦明海大学㸧 
6. 人口⤫ィ的せ因にみる⫧満の決定せ因と⮬己申告バイアス―日
本・中国・インド・アメリカを対㇟とした分析―…㕥木俊光㸦内

㛶府⤒済♫会⥲合◊✲所㸧 
 
9㸸30 㹼12㸸30  企画セッション ① 青葉サイエンスホール 
人口・家族の地域性：歴史的観点からの都市と農村の比較 
⤌⧊⪅・座㛗㸸㧘橋⨾由⣖㸦❧正大学㸧 
ウㄽ⪅㸸安元⛱㸦㥖澤大学㸧・平井晶子㸦⚄戸大学㸧 
1. 前㏆代における人口⛣動㸫在㒓町㒆山と周㎶㎰村の比㍑㸫…㯮㡲
㔛⨾㸦㯇澤大学㸧・㧘橋⨾由⣖㸦❧正大学㸧・㛗岡 ⠜㸦㯇澤大学㸧 

2. 明治中期の㛵東地方における天然痘死亡率の㒔市村ⴠ㛫格差 …
川口洋㸦帝塚山大学㸧 

3. 人口と栄㣴の㏆現代史―人口㣗料問㢟の㒔市㎰村比㍑―…湯澤つ
子㸦⟃波大学㸧 

自由論題A 第3共通講義室(205) 
9㸸30 㹼11㸸30 ⮬由ㄽ㢟A -1 未婚   
座㛗㸸渡㎶┿▱子㸦明海大学㸧 
1. 未婚成人子の居住形態 ―JGSS合併データ㸦2000-2010㸧を用いた
パラサイトシングル仮ㄝの検ド―…吉田俊文㸦慶應⩏塾大学・㝔㸧 

2. ぶと同居の未婚⪅の最㏆の状況…す文彦㸦⥲務省◊✲⤫ィ◊修所㸧 
3. 未婚男女の性別役割に㛵する㑅好と子どもを持つ意欲との㛵㐃…
加⸨承彦㸦国❧成⫱医療◊✲センター㸧 

4. 男女のライフコース戦略と未婚化…佐⸨㱟三㑻㸦中央大学㸧 
11㸸30 㹼12㸸30 ⮬由ㄽ㢟A -2 人口転換 
座㛗㸸池周一㑻㸦帝京大学㸧 
1.人口㌿換の数理モデル…✄ⴥ寿・㰻⸨涼平㸦東京大学㸧 
2.人口㌿換モデルの改Ⰻ―ポスト人口減少♫会への展望―…原俊彦
㸦札幌市❧大学㸧 

自由論題B 第2共通講義室(204) 
9㸸30 㹼12㸸00 ⮬由ㄽ㢟B-1 出生 
座㛗㸸津㇂典子㸦慶應⩏塾大学㸧 
1. 日本における学歴⤖合・婚前妊娠が出生力格差に与える影㡪…打

㉺文弥㸦東京大学・㝔㸧・ⱱ木Ⰻ平㸦バルセロナ⮬治大学・㝔㸧 
2. 㛤発㏵上国における㎰村家ィの㑊妊⾜動が㈨源㓄分に及ぼす影㡪

―ルワンダ共和国東㒊州を事例として―…島村由㤶㸦東京大学・
㝔㸧・松田浩敬㸦東京大学㸧 

3. 低い外国人女性の出生力とその決定せ因㸫国勢ㄪ査個⚊データを

用いた同居児法による分析㸫…是川夕㸦国❧♫会保㞀・人口問㢟
◊✲所㸧 

4. ⣔列分析による人口⛣動と⤖婚・出生⾜動パターンの㢮型化…㙊

田健司・小池司朗㸦国❧♫会保㞀・人口問㢟◊✲所㸧・山内昌和
㸦早✄田大学㸧 

5. 子どもをもつ効用と主ほ的せ因…吉田千㭯㸦㛵東学㝔大学㸧 
自由論題C 第4共通講義室(303) 

9㸸30 㹼11㸸00 ⮬由ㄽ㢟C -1 死亡・疾病① 
座㛗㸸中澤港㸦⚄戸大学㸧 
1. 日本の傷病別平均受療期㛫の推定㸸1999㹼2014年…別府志海㸦国
❧♫会保㞀・人口問㢟◊✲所㸧 

2. 日本における感染症死亡の時⣔列傾向の分析…す浦博㸦北海㐨大

学㸧・木下ㄹ㸦北海㐨大学㸧 
3. 江戸中後期の人口増加と㣚㤡―出㞼国⚄㛛㒆102 村…廣嶋清志
㸦島根大学㸧 

11㸸00 㹼12㸸30 ⮬由ㄽ㢟C -2 死亡・疾病② 
座㛗㸸別府志海㸦国❧♫会保㞀・人口問㢟◊✲所㸧 
1. 市区町村別生命⾲作成のㄢ㢟㸫小地域における死亡数の撹乱的変

動とベイズ推定における事前分布のパラメータをタ定する「地域」
区分が平均寿命へ及ぼす影㡪㸫…Ⳣ 桂太㸦国❧♫会保㞀・人口問
㢟◊✲所㸧 

2. 日本における㛗期時⣔列死因⤫ィの構⠏に向けて―1993年と94年
の㛫の不㐃⥆の修正―…大津唯・是川夕・▼井太㸦国❧♫会保㞀・
人口問㢟◊✲所㸧 

3. 平均余命の地域差を⾲す♫会・⤒済指標と死亡率推ィ…井川孝之
㸦PwCあらた有㝈㈐任監査法人㸧 
 

午後の部 
13㸸30 㹼16㸸30 公開シンポジウム  大講義室 

東北の人口問題：過去、現在、そして未来？ 
－災害と共に生きてきた人々― 

⤌⧊⪅㸸㸸㜿㒊㝯㸦東北大学・㝔㸧 
座㛗㸸原俊彦㸦札幌市❧大学㸧 
ウㄽ⪅㸸㨣㢌宏㸦㟼岡┴❧大学㸧 
1. 㣚㤡のダメージ、㣚㤡から❧ち直る―江戸期北東北の場合―…⳥

池勇夫㸦宮城学㝔女子大学㸧 
2. 三㝣沿岸の港の盛⾶―災害と漁業の歴史―…川島⚽一㸦東北大学㸧 
3. 東北地方の人口問㢟の現在 ―人口問㢟からみた東日本大㟈災か

らの復⯆の⾜方―…㜿㒊㝯㸦東北大学・㝔㸧 
4. 平成27年国勢ㄪ査と比㍑した♫人◊地域人口推ィの⢭度検ド―東
北地方を中心として―…小池司朗㸦国❧♫会保㞀・人口問㢟◊✲

所㸧・山内昌和㸦早✄田大学㸧 
 
17㸸00 㹼18㸸30  大講義室 
㛤催校挨拶/会員⥲会 
 
会㛗ㅮ演   形式人口学のすすめ 
㔠子㝯一㸦国❧♫会保㞀㺃人口問㢟◊✲所㸧 
 
19㸸00 㹼21㸸00 懇ぶ会   北青葉山厚生会館 

第2日 2017年6月11日（日） 
8㸸30 㹼 受付  

午前の部 
9㸸00 㹼12㸸00 企画セッション② 青葉サイエンスホール 
東アジアの少子化と女性の就業 㸦ⱥㄒ㸧 
Panel session   LoZ FerWiliW\ in EaVW AVia and Women¶V Emplo\menW 
Organizer: Nobuko Nagase (Ochanomizu University) 
Chair: Hiroshi Kojima (Waseda University) 
Discussants㸸Toru Suzuki(National Institute of Population and Social 
Security Research)・Yasuhiro Kamimura(Nagoya University) 
1. Gender Inequality and Fertility Intentions: A Four-Country Comparison
…Mary C. Brinton㸦Harvard University㸧  

2. Care Economy, Gender and Inclusive Growth in Post-Reform China: 
How Does Unpaid Care Work Affect Women¶s Opportunities and 
Gender Equality?…Xiao Yuan Dong (The University of Winnipeg)・
Yaohui Zhao (Peking University)  

3. Childbirth and Housework in East Asia…Masaaki Mizuochi (Nanzan 
University)  

4. Marriage, Childbirth and Labor Participation: Contrasting Patterns in 
East Asia…Nobuko Nagase (Ochanomizu University)  

 
9㸸00 㹼12㸸00  企画セッション③  第1共通講義室(203) 
第15回出生動向基本調査からみた日本における結婚・出生 
⤌⧊⪅㸸▼井太㸦国❧♫会保㞀・人口問㢟◊✲所㸧 
座㛗㸸守泉理恵㸦国❧♫会保㞀・人口問㢟◊✲所㸧 
ウㄽ⪅㸸原俊彦㸦札幌市❧大学㸧・⟄井淳也㸦❧命㤋大学㸧 
1. 夫婦出生力75年の㌶㊧㸸➨15回出生動向基本ㄪ査の概せ…▼井
太・別府志海㸦国❧♫会保㞀・人口問㢟◊✲所㸧 

2. 未婚⪅の⤖婚に㛵する意㆑の多㠃性…㔩㔝さおり・中村┿理子㸦国

❧♫会保㞀・人口問㢟◊✲所㸧 
3. 出生力の㏆接せ因の動向㸸性・㓄偶㛵係・㑊妊・妊孕力…別府志
海・守泉理恵㸦国❧♫会保㞀・人口問㢟◊✲所㸧 

4. 子ども数についての意㆑の変容…守泉理恵・新㇂由㔛子㸦国❧♫
会保㞀・人口問㢟◊✲所㸧 

5. 女性のライフコースと出生力の㛵係の再検ウ …是川夕㸦国❧♫会

保㞀・人口問㢟◊✲所㸧 
6. 期㛫合ィ⤖婚出生率の㊅勢とその⫼景㸸 ♫会⤒済発展、ジェンダ
ーレジーム、⛉学技⾡に╔目して…余田⩧平・岩澤⨾帆㸦国❧♫

会保㞀・人口問㢟◊✲所㸧 
自由論題D 第3共通講義室(205) 

9㸸00 㹼11㸸30 ⮬由ㄽ㢟D -1 ラオス 
座㛗㸸佐⸨㒔喜子㸦名古屋外国ㄒ大学㸧 
1. ラオス㎰村の人口動態と家族ィ画…す本太㸦㛗崎大学㸧・白川千
尋㸦大㜰大学㸧 

2. ラオス中㒊㎰村におけるバンコク出✌ぎ…丹⩚孝仁㸦帝京大学㸧・
中川⪽史㸦埼玉大学㸧 

3. ラオス中㒊天水田㎰村の人口増加と㛤田…横山智㸦名古屋大学㸧 
4. ラオス天水田㎰村の人口増加と世帯の水田獲得の変化…㧗橋┾一
㸦新潟産業大学㸧 

5. ラオス中㒊・アランノイにおける㣗生活・㣗料獲得活動と出生力

…佐⸨廉也㸦大㜰大学㸧・ⵓ宏偉㸦⥲合地球環境学◊✲所㸧・す 
本太㸦㛗崎大学㸧・横山智㸦名古屋大学㸧 

Satomi Kurosu



自由論題E 第4共通講義室(303) 
9㸸00 㹼11㸸00 ⮬由ㄽ㢟E -1 結婚・離婚 
座㛗㸸安⸝伸治㸦明治大学㸧 
1. 日本における子の性別と㞳婚との㛵係…犬㣫直彦㸦早✄田大学・
㝔㸧 

2. 日本における学歴同㢮婚の㊅勢㸸1980年から2010年国勢ㄪ査個⚊

データを用いた分析…⚟田⠇也・余田⩧平㸦国❧♫会保㞀・人口
問㢟◊✲所㸧・ⱱ木Ⰻ平㸦バルセロナ⮬治大学・㝔㸧 

3. 初婚の♫会⤒済的せ因と家族せ因―㏆世日本と現代日本の比㍑―

…津㇂典子㸦慶應⩏塾大学㸧・㯮㡲㔛⨾㸦㯇澤大学㸧 
4. 㞳婚の♫会⤒済的せ因と家族せ因―㏆世日本と現代日本の比㍑―
…㯮㡲㔛⨾㸦㯇澤大学㸧・加⸨彰彦㸦明治大学㸧 
 

午後の部 
13㸸30 㹼16㸸30  企画セッション④ 青葉サイエンスホール 
少子化を巡る意識と家族・労働政策の国際比較㸦日本ㄒ/ⱥㄒの併用㸧 
Panel session  Comparative Study on People¶V Perception of Fertility Decline 
and Its Relationship with the Family and Labor Market Policies  
⤌⧊⪅ Organizer: 大▼亜希子㸦千ⴥ大学㸧 Akiko Sato Oishi (Chiba 
University) 
座㛗 Chair: 前田正子㸦甲南大学㸧Masako Maeda(Konan University) 
ウㄽ⪅ Discussants㸸吉田千㭯㸦㛵東学㝔大学㸧Chizu Yoshida(Kanto 
Gakuin University) 
1. ⱝ年㞠用と⤖婚・同棲の国㝿比㍑…松田ⱱ樹㸦中京大学㸧 
International Comparison of Youth Employment and Low Fertility…
Shigeki Matsuda (Chukyo University) 
2. 国㝿比㍑からみた未婚⪅の家族形成意㆑…す村智㸦㛵す学㝔大学㸧 
A Comparative Study on Attitudes toward Family Formation…Tomo 

Nishimura (Kwansei Gakuin University) 
3. 子⫱て支援環境と出産意欲に㛵する国㝿比㍑―ケイパビリティア
プローチのど点から―…㧗橋⨾恵子㸦大㜰大学㸧 

A Comparative Study of Childrearing Environment and Childbirth Intentions㸸From 
a Capability Approach Perspective…Mieko Takahashi (Osaka University) 

4. ワーク・ライフ・コンフリクトと子⫱て意㆑の国㝿比㍑…大▼亜
希子㸦千ⴥ大学㸧 

Comparative Study on Work-life Conflict and People¶s Perceptions on 
Child-rearing…Akiko S. Oishi (Chiba University) 
13㸸30 㹼16㸸30  企画セッション⑤  第1共通講義室(203) 
出生の生物人口学 
⤌⧊⪅㸸小す⚈子㸦東京大学㸧 
座㛗㸸是川夕㸦国❧♫会保㞀・人口問㢟◊✲所㸧 
ウㄽ⪅㸸水ⴠ正明㸦南山大学㸧・白井千晶㸦㟼岡大学㸧 
1. 母ぶの人口学的特性と児の低出生体㔜…㭯巻㤶奈子㸦東京医療保健大
学㸧・佐方奏夜子㸦東京大学㸧・小す⚈子㸦東京大学㸧 

2. 出産後の性機⬟回復と㏣加出産意欲…早乙女智子㸦京㒔大学・㝔㸧 
3. 日本における夫婦㛫の性交渉の㢖度とぶ密性の文化的⬦⤡…森木
⨾恵㸦国㝿基╩教大学㸧 

4. 就業二極化と性⾜動…玄田有史㸦東京大学㸧・川上淳之㸦東洋大
学㸧 

5. 妊娠☜率と性交のタイミングに㛵する予備的ゎ析 …小す⚈子㸦東京大

学㸧・早乙女智子㸦京㒔大学・㝔㸧・清水慶子㸦岡山理⛉大学㸧・大庭
┿梨㸦東㑥大学㸧・㭯巻㤶奈子㸦東京医療保健大学㸧 

6. 生殖⿵助医療と出生率…林玲子㸦国❧♫会保㞀・人口問㢟◊✲所㸧 
 

自由論題F 第2共通講義室(204) 
13㸸30 㹼15㸸30 ⮬由ㄽ㢟F -1 就業 
座㛗㸸す川由比子㸦城す大学㸧 
1. インドの有㓄偶女性の労働力参加―全国家族健康ㄪ査(NFSH)マイ
クロデータ分析―…新村恵⨾㸦おⲔの水女子大学・㝔㸧 

2. 出産が女性のキャリアに与える影㡪…横山┿⣖㸦おⲔの水女子大

学・㝔㸧 
3. ㎰林業センサスの世帯員パネルデータからぢた日本の㎰家女性の
就業動向…す村教子㸦公❧㫽取環境大学㸧・仙田徹志㸦京㒔大学㸧 

4. 日本における⫱児休業の出生率への影㡪…松倉力也㸦日本大学㸧・
小川直宏㸦東京大学・マラヤ大学㸧 

15㸸30 㹼17㸸00 ⮬由ㄽ㢟F -2 移動 
座㛗㸸新田目夏実㸦拓殖大学㸧 
1. 大正期における山村からの出寄留の実態 ―愛▱┴東加ⱱ㒆㈡ⱱ
村『寄留届⥛』の分析から―…㕥木允㸦横浜国❧大学㸧 

2. 外国人㞟住地区の分布と特性に㛵する分析…中川㞞㈗㸦国❧♫会
保㞀・人口問㢟◊✲所㸧 

3. フランスにおける「➨㸱の人口㌿換」とムスリム⛣民㸰世におけ

る宗教的㣗事制㝈の㛵㐃せ因の変化…小島宏㸦早✄田大学㸧 
自由論題G 第4共通講義室(303) 

13㸸30 㹼15㸸00 ⮬由ㄽ㢟G-1 地域人口推計 
座㛗㸸㕥木㏱㸦国❧♫会保㞀・人口問㢟◊✲所㸧 
1. Child-Woman Ratio の分母年㱋と将来人口推ィの⢭度との㛵係―
市区町村スケールの㐣去のㄗ差率分布と分析枠⤌みの構⠏―…丸

山洋平㸦⚟井┴❧大学㸧 
2. 東日本大㟈災⿕災地の将来人口推ィにおけるㄢ㢟―大槌町中心㒊
の人口推ィを事例に―…㣤坂正弘㸦㎰業・㣗品産業技⾡⥲合◊✲

機構㸧 
3. ✀々の仮定を㐺用した多地域モデルによる㒔㐨府┴別将来人口推
ィ…小池司朗・▼井太㸦国❧♫会保㞀・人口問㢟◊✲所㸧 

15㸸00 㹼16㸸30 ⮬由ㄽ㢟G -2 人口統計 
座㛗㸸小池司朗㸦国❧♫会保㞀・人口問㢟◊✲所㸧 
1. 人口推ィの概せ及び基幹⤫ィ化について…久我┿理子㸦⥲務省⤫

ィ局㸧 
2. 2015年10月1日時点の人口データの⢭度について…山田ⱱ㸦国士⯓
大学㸧 

3. 世帯形成・ゎ体の動向…㕥木㏱㸦国❧♫会保㞀・人口問㢟◊✲所㸧 
自由論題H 第3共通講義室(205) 

13㸸30 㹼15㸸00 ⮬由ㄽ㢟H -1 東アジア 
座㛗㸸㔝村ⱱ治㸦大㜰大学㸧 
1. Comparative Study regarding Population Aging in China and Japan…
楊㠀凡・⫊海松㸦東京㎰工大学㸧   

2. 中国の新人口政⟇と「国家人口発展ィ画」について…尹㇦㸦⚟岡
女子大学㸧 

3. 台湾における母ぶの就業と保⫱サービス利用…可㒊⦾三㑻㸦日本

⤒済新⪺♫㸧 
15㸸00 㹼16㸸30 ⮬由ㄽ㢟H -2 地域人口分析 
座㛗㸸㧗橋┾一㸦新潟産業大学㸧 
1. 多変数による⤌み合わせ分析法の提案…井上希㸦㟷山学㝔大学・
㝔㸧 

2. ㏆年の地域別人口性比の動向…坂井博㏻㸦埼玉┴❧大学㸧 
3. Discovery of Small Area Population through Web Demographics…T. 

Edwin Chow㸦Texas State University㸧 
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大▼亜希子㸦千ⴥ大学㸧 影山⣧二㸦明海大学㸧 三澤健宏

㸦津田塾大学㸧 増田幹人㸦幹事 㥖澤大学㸧 㣤塚健太㸦幹

事 住友商事㺪㺆㺣㺻㺚㺊㺷㺭㺦㺚㺼㺰㺻㺢㸧 



ᇹ1ଐ 20166࠰உ11ଐᲢםᲣ 
 
8:00- ཷ௜ Registration <ࢁ࡞ࡍ࠶ 㸯㝵>  
 <2505 ࢁ࡞ࡍ࠶>        ձࣥࣙࢩࢵࢭ⏬௻  12:00-9:00ە
ᆅᇦ≉ᛶࡸಶู⎔ቃࡿࡼ࡟ฟ⏕⋡᱁ᕪࡿ࠼⪄ࢆ 

  ⤌⧊⪅࣭ᗙ㛗㸸᪩எዪ ᬛᏊ (ி㒔኱Ꮫ) 
ウㄽ⪅㸸బ⸨ 㱟୕㑻 (୰ኸ኱Ꮫ) ୰⃝   (⚄ᡞ኱Ꮫ) 

1.ᑡᏊ໬ࡢ㐍⾜࠸࡞ࡶ࡜࡟పฟ⏕య㔜ඣฟ⏕ᩘ࠺࡝ࡣኚ໬࠿ࡿࡍ㸽   
 㹼ேཱྀືែ⤫ィࡿࡼ࡟ᑗ᮶⡆᫆᥎ィࡢヨࡳ㹼 

                    …⥙ሯ ㈗௓ (㟷᳃┴❧୰ኸ⑓㝔) 
2.⿕⅏ᆅዪᛶࡢ೺ᗣ࡜ฟ⏘⎔ቃ …ྜྷ⏣ ✑Ἴ (ᅜ❧ಖ೺་⒪⛉Ꮫ㝔) 
3.Ꮚ⫱࡚ᨭ᥼ࠊಖ⫱⎔ቃࡿࡅ࠾࡟ᆅᇦ᱁ᕪ࡜ฟ⏕⋡ 

…⊦⇃ ᘯᏊ (࠾ⲔࡢỈዪᏊ኱Ꮫ࣭㝔) 
4.⏕Ṫ⿵ຓ་⒪ࡀฟ⏕⋡࡟ᯝࡓࡋࡓᙺ๭ࡢࡑ࡜ᆅᇦ᱁ᕪ 

      …᪩எዪ ᬛᏊ (ி㒔኱Ꮫ) 
 

 <2508 ࢁ࡞ࡍ࠶>     ձࣥࣙࢩࢵࢭ࣐࣮ࢸ  12:30- 9:00ە
ᣢ⥆ྍ⬟࡞㛤Ⓨ┠ᶆ㸦SDGs㸧࡜ேཱྀ㛤Ⓨၥ㢟࠼ࡃࡺࡢ 

   ⤌⧊⪅: ᯘ ⋹Ꮚ (ᅜ❧♫఍ಖ㞀࣭ேཱྀၥ㢟◊✲ᡤ) 
ᗙ㛗࣭ウㄽ⪅: 㜿⸨ ㄔ (ඖᅜ❧♫఍ಖ㞀࣭ேཱྀၥ㢟◊✲ᡤ) 

1.᪂㛤Ⓨ┠ᶆ⟇ᐃ࡜⦌⤒ࡢ᪥ᮏࡳ⤌ࡾྲྀࡢ …ụୖ ΎᏊ (᪥ᮏ኱Ꮫ)   
2.ᅜ㝿ேཱྀ⛣ື㌿᥮ࡢ෌᳨ウ̿ᡓᚋ᪥ᮏࢆ౛ࡓࡋ࡜ศᯒ̿ 

…᫝ᕝ ኤ (ᅜ❧♫఍ಖ㞀࣭ேཱྀၥ㢟◊✲ᡤ) 
3. SDGs㐩ᡂࡢࡵࡓࡢUNFPAࡳ⤌ࡾྲྀࡢ…బᓮ ῟Ꮚ(ᅜ㐃ேཱྀᇶ㔠) 
4.ᅜ㝿ேཱྀᨻ⟇ࡀ㛤Ⓨ㏵ୖᅜࡢୡᖏࡢᐙ᪘ィ⏬࡬ཬࡍࡰᙳ㡪㸫ࣝ࣡ 
 ⏣㸫…ᓥᮧ ⏤㤶 (ᮾி኱Ꮫ࣭㝔) ᯇ࡟஦౛ࢆᮾ㒊┴࣭㎰ᮧ㒊ࢲࣥ
ᾈ࣭㛵ᒣ ∾Ꮚ(ᮾி኱Ꮫ) Theogene Abaho (Univ. of Lay Adventists 
of Kigali) Nael Aoun (ᮾி኱Ꮫ࣭㝔) Geetha Mohan (ᮾி኱Ꮫ) ᯇ
ᒸ ᣅஓ࣭బࠎᮌ ㈗௦ (World Vision Japan) 

5.ฟ⏕࣭ṚஸⓏ㘓ື࡜ែ⤫ィ㹼⌧≧࡜ㄢ㢟 
…ᯘ ⋹Ꮚ㸦ᅜ❧♫఍ಖ㞀࣭ேཱྀၥ㢟◊✲ᡤ㸧 

 
 <2407 ࢁ࡞ࡍ࠶>     ㄽ㢟A -1  ⤖፧㸯⏤⮬  10:30-9:00ە

  ᗙ㛗㸸Ọ℩ ఙᏊ (࠾ⲔࡢỈዪᏊ኱Ꮫ) 
1.ዪᛶࡢ㓄അ⪅᥈⣴⾜ືࡢ᪥⡿ẚ㍑         …ⱱᮌ ᬡ (ᮾி኱Ꮫ) 
2.ᮍ፧ࡢ⏨ዪࡀ⌮᝿ࡿࡍ࡜ዪᛶ̿ྥືࡢࢫ࣮ࢥࣇ࢖ࣛࡢฟ⏕ືྥᇶ

ᮏㄪᰝࡓ࠸⏝ࢆศᯒ̿…୰ᮧ ┿⌮Ꮚ (ᅜ❧♫఍ಖ㞀࣭ேཱྀၥ㢟◊✲ᡤ) 
3.ኚ໬ࡿࡍ⤖፧⾜ື࡜ዪᛶປാຊ⋡ࡢ࡜㛵ಀ 

  (ᰯࣥࢯ࢕ࢹ኱Ꮫ࣐ࣥࢩࣥࢥࢫ࢕࢘) ࣔ࢖࣭ࣞࢬ࣒࣮࢙ࢪ…
 <2407 ࢁ࡞ࡍ࠶>    ㄽ㢟A -2 ⤖፧㸰⏤⮬  12:30-10:30ە

  ᗙ㛗㸸኱▼ ளᕼᏊ (༓ⴥ኱Ꮫ) 
1. ᪥ᮏࡢዪᛶࡢᑵᴗ࡜Ꮚ⫱࡚ᨭ᥼ …ྍ㒊 ⦾୕㑻 (᪥ᮏ⤒῭᪂⪺♫) 
2. ⤖፧‶㊊ᗘࡢᣦᶆ࡜ฟ⏕ ᪥ᮏࡢኵ፬ࡢሙྜ 

…ྜྷ⏣ ༓㭯 (㛵ᮾᏛ㝔኱Ꮫ) 
3. ぶྠ࡜ᒃࡢኊᖺᮍ፧⪅᭱ࡢ㏆ࡢ≧ἣ͐す ᩥᙪ (⥲ົ┬⤫ィ◊ಟᡤ) 
4. ᬌ፧࣭ᬌ⏘໬࡜ᑵᴗ࣭ᐙ᪘㛵ಀ᳨ࡢド㸫᪥ᮏ࣭ྎ‴ࡢẚ㍑ࡽ࠿㸫 

…ᑎᮧ ⤮㔛Ꮚ (᫂ᾏ኱Ꮫ) Ꮝ ⚈᫂ (ୡ᪂኱Ꮫ) 
   
 <2410 ࢁ࡞ࡍ࠶>   ㄽ㢟B-1  ேཱྀ⛣ື㸯⏤⮬ 10:30-9:00ە

  ᗙ㛗㸸㜿㒊 㝯 (ᮾ໭኱Ꮫ࣭㝔) 
1.㧗㱋⪅ࡢ೺ᗣ࡜ᒃఫᆅ⛣ື̿ᡂேᏊࡢ࡜ᒃఫ㛵ಀࡢ࡜㛵㐃ࢆ୰ᚰ࡟  ̿

…୰ᕝ 㞞㈗ (ᅜ❧♫఍ಖ㞀࣭ேཱྀၥ㢟◊✲ᡤ) 
2.᪥ᮏࡢ࡬࢖࣐࢙ࣥࢳ࣭࢖ࢱࡽ࠿ᅜ㝿ᘬ㏥⛣ື 

…୰ᕝ ⪽ྐ (ᇸ⋢኱Ꮫ) ୹⩚ Ꮥோ (ᖇி኱Ꮫ) 
3.᪥ᮏࡢᅜෆᘬ㏥⛣ື෌⪃               …▼ᕝ ⩏Ꮥ (ி㒔኱Ꮫ) 

 
  <2410 ࢁ࡞ࡍ࠶>  ㄽ㢟B -2 ேཱྀ⛣ື㸰⏤⮬ 12:00-10:30ە

  ᗙ㛗㸸ᕝ℩ ṇᶞ (ᗈᓥಟ㐨኱Ꮫ) 
1.ᡓᚋ᪥ᮏࡢ㒔㐨ᗓ┴ูேཱྀ⛣ື̿ྜィ⣧⛣ື⋡TnMR ࡿࡼ࡟ศᯒ 

          …ᘅᔱ Ύᚿ (ᓥ᰿኱Ꮫ) 
2.᪥ᮏࡢᆅᇦูᖐ㑏⛣ື͐㈗ᚿ ໷༤ (ᅜ❧♫఍ಖ㞀࣭ேཱྀၥ㢟◊✲ᡤ) 
3.ᮾி㒔༊㒊ࡿࡅ࠾࡟㒔ᚰᅇᖐࡢேཱྀᏛⓗศᯒ 
          …ᑠụ ྖᮁ (ᅜ❧♫఍ಖ㞀࣭ேཱྀၥ㢟◊✲ᡤ) 
     
 <2412ࢁ࡞ࡍ࠶>⟇ேཱྀᨻ࡜⟇ㄽ㢟C -1ᑡᏊ໬ᑐ⏤⮬10:30-9:00ە

  ᗙ㛗㸸㨶ఫ ᫂௦ (ᇛすᅜ㝿኱Ꮫ) 
1.ᑡᏊ໬ᑐ⟇ࠕᏊ࣭ࡶ࡝Ꮚ⫱࡚ࡿࡄࡵࢆࠖࣥࣙࢪࣅ⪃ᐹ 

   …బ⸨ ᬕᙪ (ᖹᡂᅜ㝿኱Ꮫ) 
2.ᩍ⫱࣭ಖ⫱᪋タ➼ࡿࡅ࠾࡟㔜኱஦ᨾࡢ෌Ⓨ㜵Ṇ࡚࠸ࡘ࡟ 

       …๓⏣ ṇᏊ (⏥༡኱Ꮫ) 
3.୰ᅜࡢ᪂ேཱྀᨻ⟇࡚࠸ࡘ࡟        …ᑺ ㇦ (⚟ᒸዪᏊ኱Ꮫ)  
  ㄽ㢟C -2  Vital Events and Dynamics of⏤⮬ 12:30-10:30ە

  Population in Asia <2412 ࢁ࡞ࡍ࠶> 
  Chair: Junji Kageyama (Meikai University) 

1. Ethnic Differentials in the Effects of the 1st Marriage and the Marital 
Reproduction on Fertility in Singapore…Keita Suga (National Institute 
of Population and Social Security Research) 

2. Reconstructing the Historical Geographies of Colonial Hong Kong   
 …Tzee Kiu Edwin Chow (Texas State University㸧 

3. Substituting Morbidity for Fatality in Taiwan 
 …Yi-Jhen Dong, Kuanjeng Chen㸦Chang Gung University㸧 

4. Gender Role Shift and New Educational Mating: Evidence from Japan 
…Setsuya Fukuda(NIPSSR) James M. Raymo (Univ.of Wisconsin-Madison) 

 
12:00/12:30-13:30 ᫨ఇࡳ㸦ண⣙⪅࠺ࡻࡾࢇࡲࣥࣛࢺࢫࣞ> ࡣ>㸧 
12:30-13:20  ⌮஦఍  <ࣞ࠺ࡻࡾࢇࡲࣥࣛࢺࢫ> 
 
 6F㸧ࡣ㸦ධཱྀ  <1503 ࡛࠼࠿>  13:30-14:50
᮶㈱ᣵᣜ㸦㡑ᅜேཱྀᏛ఍఍㛗㸧/ ఍ဨ⥲఍ / Ꮫ఍㈹ᤵ㈹ᘧ 
 
15:00-18:40 බ㛤1503 ࡛࠼࠿> ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ>   
   

᪥ᮏேཱྀᏛ఍࣭㯇⃝኱Ꮫඹദ 
ᘅụ༓஑㑻⏕ㄌ150ᖺグᛕ஦ᴗ 

    ேཱྀᨻ⟇ࡢᡂࡿ࠼⪄ࢆࡕ❧ࡾ 
    㹼 Linking Past to Present 㹼 
 
㛤ദᰯ௦⾲㸸୰ᒣ ⌮ (㯇⃝኱ᏛᏛ㛗) 
⤌⧊⪅㸸ຍ⸨ ᙲᙪ (᫂἞኱Ꮫ) 㯮㡲 㔛⨾ (㯇⃝኱Ꮫ) 
ᗙ㛗㸸ཎ ಇᙪ (ᮐᖠᕷ❧኱Ꮫ) 
1. ㏆ୡ᪥ᮏࡢዷፎ࣭ฟ⏘⟶⌮㸫࠸࠶ࡂࡵࡏࡿࡄࡵࢆࠖࡕࡢ࠸ࠕ 

…ἑᒣ ⨾ᯝᏊ (ᒸᒣ኱Ꮫ) 
 㸫࡛ࡲ2ḟୡ⏺኱ᡓ➨ࡽ࠿㉳※㸫19ୡ⣖ࡢ⟇ᐙ᪘ᨻࢫࣥࣛࣇ .2

…኱ሷ ࡳࡺࡲ (㱟㇂኱Ꮫ) 
3. ᡓ㛫ᮇࡿࡅ࠾࡟ࣥࢹ࣮࢙࢘ࢫேཱྀῶᑡࡢ༴ᶵ࣮ࣝࢲ࣑ࣝࣗ࡜ 

 Ꮚ (ྡྂᒇᕷ❧኱Ꮫ)ࠎ⳯ ⏣⸩…
4.ᡓ㛫ᮇ᪥ᮏࡿࡅ࠾࡟ඃ⏕̺ඃቃ୺⩏ࡢᙧᡂ࡜ᒎ㛤              

…ᮡ⏣ ⳯✑ (኱㜰ᕷ❧኱Ꮫ) 
 
19:00-21:00 ᠓ぶ఍  Reception  “Farm to Table”  

 <Reitaku Student Plaza ࡁࡎࡳ࡞ࡣ>
 

ᇹ2ଐ 20166࠰உ12ଐᲢଐᲣ 
 
9:00- ཷ௜ Registration  <ࢁ࡞ࡍ࠶ 㸯㝵> 
 
 <2505 ࢁ࡞ࡍ࠶>       ղࣥࣙࢩࢵࢭ⏬௻  12:30-9:30ە
Marriage and Family Building in Historical East Asia 

Organizer: Satomi Kurosu (Reitaku University) 
Chair: Noriko O. Tsuya (Keio University) 

Discussants㸸James M. Raymo (Univ. of Wisconsin) Toru Suzuki 
(National Institute of Population and Social Security Research) 

1. Hao Dong (Hong Kong University of Science and Technology, Reitaku 
University) Satomi Kurosu (Reitaku University) Missing Girls and 
Missing Boys: Differential Effects of Marital Residence, Co-resident 
Kin, and Household Wealth in Two Japanese Villages, 1716-1870 

2. Jane Yoo, Sangkuk Lee (Ajou University, Korea) An Opportunity Cost 
Approach to Fertility Pattern in 19th to Early 20th Century Korea 

3. Wenshan Yang (Academia Sinica, Taiwan) A Historical and 
Demographical Analysis of Uxorilocal Marriage in Hsin-Chu Area 
During Japanese Colonial Rule in Taiwan 

4. Xing Long (Shanxi University) Cameron Campbell (Hong Kong 
University of Science and Technology) Matthew Noellert (Shanxi 
University; University of Iowa) James Z. Lee (Hong Kong University 
of Science and Technology), Education, Class and Marriage in Rural 
Shanxi, China in the Mid-20th Century 

 
 <2508 ࢁ࡞ࡍ࠶>       ճࣥࣙࢩࢵࢭ⏬௻ 12:30-9:30ە
ᮍ፧⪅ࡢ⌧ᅾ࡜ᑗ᮶ 

⤌⧊⪅࣭ᗙ㛗㸸Ỉⴠ ṇ᫂ (༡ᒣ኱Ꮫ) 
ウㄽ⪅㸸⟄஭ ῟ஓ (❧࿨㤋኱Ꮫ) すᮧ ᬛ (㛵すᏛ㝔኱Ꮫ) 

1. ⌧௦᪥ᮏࡿࡅ࠾࡟ᮍ፧⪅ࡢ⤒῭⏕ά …Ọ஭ ᬡᏊ (᪥ᮏዪᏊ኱Ꮫ) 
࣭࣮࣑ࣜ࢓ࣇ .2  ᮍ፧⪅͐Ỉⴠ ṇ᫂ (༡ᒣ኱Ꮫ)ࡢሙ⫋࡞࣮ࣜࢻࣥࣞࣇ
3. ᮍ፧⪅࡜ᑗ᮶୙Ᏻ             …ஂᮌඖ ┿࿃ (ᐙィ⤒῭◊✲ᡤ) 
4. ⤖፧ពḧ࡜ぶᏊ㛵ಀ               …୰す ὈᏊ (┦ᶍዪᏊ኱Ꮫ) 
 
 <2407 ࢁ࡞ࡍ࠶>     ㄽ㢟D -1 ᆅᇦ♫఍⏤⮬ 11:00-9:30ە

ᗙ㛗㸸᳃ᮌ ⨾ᜨ (ᅜ㝿ᇶ╩ᩍ኱Ꮫ) 
1.᪥ᮏࡢᆅᇦάືཧຍࡓࡳࡽ࠿ᐙ᪘ᵓᡂဨࡢᙺ๭࡜≦⌧ࡢㄢ㢟̿♫

఍⏕άᇶᮏㄪᰝࡿࡼ࡟ศᯒ̿   …すᮧ ᩍᏊ (බ❧㫽ྲྀ⎔ቃ኱Ꮫ) 
2.᪥ᮏࠕ࡜ࠖ⏫⏨ࠕࡿࡅ࠾࡟ዪ⏫ࠖࡢᡂࡕ❧ࡾ 

…ᆏ஭ ༤㏻ (ᇸ⋢┴❧኱Ꮫ) 
3.ேཱྀῶᑡ♫఍᪥ᮏࡿࡅ࠾࡟ఏ⤫᐀ᩍࡢ⌧ἣ࡜ㄢ㢟̿㧗▱┴ୗࡢ㐣

␯ᆅᇦࢆ஦౛̿࡟                      …෤᭶ ᚊ (㯇⃝኱Ꮫ) 
 
 <2407 ࢁ࡞ࡍ࠶>     ㄽ㢟D -2  㧗㱋໬⏤⮬ 12:30-11:00ە

ᗙ㛗㸸ᒸ⏣ ㇏ (࡯ࡎࡳ⥲ྜ◊✲ᡤ) 
1.㧗㱋໬ࡀ㞠⏝࡜ᾘ㈝࡟୚ࡿ࠼ᙳ㡪ࡢศᯒ   …ᕝᓮ ⱱ (᪥ᮏ኱Ꮫ) 
2.୰ᅜࡢேཱྀၥ㢟̿㧗㱋ᨻ⟇࣮ࣂࣝࢩ࡜⏘ᴗࡢ⪃ᐹ 

…⫊ ᾏᯇ (ᮾி㎰ᕤ኱Ꮫ) 
3.ఫᏯᡤ᭷㛵ಀࡽ࠿ぢࡿ㧗㱋⪅ࡢᏙ❧≧ែࡢᆅᇦ㍑ᕪ 

                                 …୸ᒣ ὒᖹ (⚟஭┴❧኱Ꮫ) 

 



ᇹ2ଐ 20166࠰உ12ଐᲢଐᲣᾄዓƖᾄ 
 
 <2410 ࢁ࡞ࡍ࠶>       ㄽ㢟E -1  Ṛஸ⏤⮬ 11:00-9:30ە

  ᗙ㛗㸸✄ⴥ ᑑ (ᮾி኱Ꮫ) 
1.Ṛஸ⋡ࡢᆅᇦᕪࡢせᅉศᯒ࡟ᇶ࡙࡜ࢢࣥࣆ࣮ࣝࢢࡃᑗ᮶᥎ィ 

…஭ᕝ Ꮥஅ (PwCࡓࡽ࠶┘ᰝἲே) 
2.᫂἞ึᮇࡢ⚄ዉᕝ⦩ࡿࡅ࠾࡟ኳ↛①Ṛஸ⋡͐ᕝཱྀ ὒ(ᖇሯᒣ኱Ꮫ) 
❧ᵓ⠏͐኱ὠ ၏(ᅜࡢ㛗ᮇ᫬⣔ิṚᅉูṚஸ⤫ィࡿࡅ࠾࡟ᅜࡀࢃ.3

♫఍ಖ㞀࣭ேཱྀၥ㢟◊✲ᡤ) ᫝ᕝ ኤ (ᅜ❧♫఍ಖ㞀࣭ேཱྀၥ㢟◊

✲ᡤ) ▼஭ ኴ (ᅜ❧♫఍ಖ㞀࣭ேཱྀၥ㢟◊✲ᡤ) 
 
 <2410 ࢁ࡞ࡍ࠶>     ⾲ㄽ㢟E -2 ⏕࿨⏤⮬ 12:30-11:00ە

  ᗙ㛗㸸㧗ᶫ ెᏹ (ఫ཭⏕࿨㸧 
1.⏕࿨⾲ࡢ㛗ᮇ᫬⣔ิᵓ⠏࡟㛵ࡿࡍ◊✲ 

…▼஭ ኴ (ᅜ❧♫఍ಖ㞀࣭ேཱྀၥ㢟◊✲ᡤ㸧 
2.യ⑓࡜೺ᗣࡓࡳࡽ࠿㏻㝔ᮇ㛫ࡢேཱྀᏛⓗศᯒ㸸2001㸪2013ᖺ…ูᗓ 
ᚿᾏ (ᅜ❧♫఍ಖ㞀࣭ேཱྀၥ㢟◊✲ᡤ㸧㧘ᶫ 㔜㒓 (᫂἞኱Ꮫ㸧 

3.༨㡿ᮇἈ⦖ࡢ⏕࿨⾲ࡿࡅ࠾࡟ஙඣṚஸᒆฟࡢṇ☜ᛶ࡟㛵ࡿࡍㄆ㆑

 Ἀ⦖㸻ఏ⤫ⓗ㛗ᑑ┴͇ㄝ…㐂ぢ ᠇୍ (ᅜ❧ಖ೺་⒪⛉Ꮫ㝔)͆࡜
 
12:30-14:00 ᫨ఇࡳ (ண⣙⪅࠺ࡻࡾࢇࡲࣥࣛࢺࢫࣞ> ࡣ>) 
 
 <2505 ࢁ࡞ࡍ࠶>     ղࣥࣙࢩࢵࢭ࣐࣮ࢸ 17:00-14:00ە
Marriage and Family Building in Contemporary East Asia 
Organizers: Toru Suzuki (NIPSSR) Satomi Kurosu (Reitaku University) 

Chair: Wenshan Yang (Academia Sinica, Taiwan) 
Discussants: Cameron Campbell (Hong Kong University of Science 

and Technology) Tsukasa Sasai (Fukui Prefectural University)  
1.  Toru Suzuki (NIPSSR) Demographic Transition in Eastern Asia: A 

Comparative Perspective 
2.  Noriko O. Tsuya (Keio University) Fertility Decline in East Asia: A 

Comparative Analysis of Japan, South Korea, and China 
3.  Nobuko Nagase (Ochanomizu University) The Cause and 

Consequences of Childlessness in Japan 
4.  Samsik Lee, Hyojin Choi (Korea Institute for Health and Social 

Affairs) Change in Family Structure and Its Demographic Implications 
in South Korea 

 
 <2508 ࢁ࡞ࡍ࠶>     մ ࣥࣙࢩࢵࢭ⏬௻ 17:00-14:00ە
 ✲◊ேཱྀᏛⓗࡿࡍ㛵࡟࢕ࢸࣜࣀ࢖࣐࣭ࣝ࢔ࣗࢩࢡࢭ
    㸫᪥ᮏࡢྥື✲◊ࡿࡅ࠾࡟௒㸫 

⤌⧊⪅࣭ᗙ㛗㸸㔩㔝 ࡾ࠾ࡉ (ᅜ❧♫఍ಖ㞀࣭ேཱྀၥ㢟◊✲ᡤ) 
ウㄽ⪅㸸࿴⏣ ගᖹ (୰ኸ኱Ꮫ) 

1. ィ㔞◊✲ࢺࢫࢽ࣑࢙ࣇ࣭࢔࢕ࢡࡿࡅ࠾࡟᪉ἲㄽྍࡢ⬟ᛶ̿̿

 ࡽ࠿ศᯒ⤖ᯝࡢ2015ࠖ ࢺ࣮ࢣࣥ࢔LGBT⫋ሙ⎔ቃࠕ
…ᖹ᳃ ኱つ (࣡ࣥࢺࣥࢩ኱Ꮫ࣭㝔) 

2. ィ㔞ㄪᰝࡢ࢕ࢸࣜࣀ࢖࣐࣭ࣝ࢔ࣗࢩࢡࢭࡿࡼ࡟⌧≧ᢕᥱࡢ࡬ᮇᚅ

ぢࡽ࠿ᅜໃㄪᰝࠖࠕ࡜ࠖࢺ࣮ࢣࣥ࢔⪅LGBTᙜ஦ࠕㄢ㢟̿̿NHK࡜

 ᒾᮏ ೺Ⰻ (㔠ἑ኱Ꮫ)…                        ࡢࡶࡿࡃ࡚࠼
 ࠖ⏬ᐙ᪘ィࠕ࡜࢕ࢸࣜࣀ࢖࣐࣭ࣝ࢔ࣗࢩࢡࢭ .3

…⸨஭ ࡳࢁࡦ (⚄ᡞᕷ┳ㆤ኱Ꮫ) 
4. ᡓᚋ᪥ᮏࣔ࣍ࠕࡿࡅ࠾࡟ேཱྀࠖࡢᡂ❧ࡢࠖࣔ࣍ࠕ࡜⬣ጾ໬̿⏨ᛶ

ྠᛶឡ࡟㛵ࡿࡍ㞧ㄅグ஦ࡢゝㄝศᯒ   …▼⏣ ோ (᫂἞Ꮫ㝔኱Ꮫ) 
5.ᛶⓗᣦྥ࡜ᛶ⮬ㄆ(SOGI)ࢆど㔝ࡓࢀ࠸࡟ேཱྀᏛⓗ◊✲ࡽ࠿ࢀࡇࡢ 

        …㔩㔝 ࡾ࠾ࡉ (ᅜ❧♫఍ಖ㞀㺃ேཱྀၥ㢟◊✲ᡤ)  

 
 <2407 ࢁ࡞ࡍ࠶>   ⏕ฟ࡜ㄽ㢟F-1 ዷፎ⏤⮬ 16:00-14:00ە

ᗙ㛗㸸⋢⨨ ࡳ࠼ (Ꮫ⩦㝔኱Ꮫ)  
1.᪥ᮏࡿࡅ࠾࡟↓Ꮚ⋡࡜ྥືࡢ↓Ꮚዪᛶࡢ≉ᛶ࡟㛵ࡿࡍศᯒ 

…ᏲἨ ⌮ᜨ (ᅜ❧♫఍ಖ㞀࣭ேཱྀၥ㢟◊✲ᡤ)  
2.᪥ᮏࡿࡅ࠾࡟ࣝࣉࢵ࢝ࡢᖺ㱋࡜ዷፎᚅࡕ᫬㛫…ᑠす ⚈Ꮚ (ᮾி኱

Ꮫ) ᪩எዪ ᬛᏊ (ி㒔኱Ꮫ) 㭯ᕳ 㤶ዉᏊ (ᮾி་⒪ಖ೺኱Ꮫ) బ
᪉ ዌኪᏊ (ᮾி኱Ꮫ) Kathleen A. O'Connor (Univ. of Washington)  

 ࡽ࠿஦౛ࡢ ேཱྀၥ㢟㸸㤶ࡍࡽࡓࡶࡀࠖ⏘㉺ቃฟࠕ.3
…ᱱ ෽リ࣮ࢩࣥࢼ (❧࿨㤋኱Ꮫ)  

ࣥࢭ2011ᖺࡧࡼ࠾ᆅᇦ᱁ᕪ㸫2001ᖺ࡜ฟ⏕ຊኚືࡿࡅ࠾࡟ࢻࣥ࢖.4

  ᐹ                   …すᕝ ⏤ẚᏊ (ᇛす኱Ꮫ)⪄ࡢࡽ࠿ࢫࢧ
 
 <2407 ࢁ࡞ࡍ࠶>  ⏕ฟ࡜ㄽ㢟F -2 ᆅᇦ⏤⮬ 17:30-16:00ە

ᗙ㛗㸸㕥ᮌ ඔ (ᶓ὾ᅜ❧኱Ꮫ)  
1.㒔ᚰࡢࡽ࠿㊥㞳࡜ฟ⏕⋡ࡢ࡜㛵ಀ       …ቑ⏣ ᖿே (㥖⃝኱Ꮫ)  
2.㒔㐨ᗓ┴ูࡓࡳ࡟ฟ⏕ຊ㌿᥮ࡢ✵㛫ศᯒ㹼✵㛫ィ㔞⤒῭ࣔ࡟ࣝࢹ

ᇶ࡙ࡃᣑᩓ㐣⛬᳨ࡢド㹼 
…㙊⏣ ೺ྖ (ᅜ❧♫఍ಖ㞀࣭ேཱྀၥ㢟◊✲ᡤ)  

3.ᮾி኱㒔ᕷᅪࡢኵ፬ࡢᏊࡣᩘࡶ࡝ᑡ࠿ࡢ࠸࡞㸽 
…ᒣෆ ᫀ࿴ (ᅜ❧♫఍ಖ㞀࣭ேཱྀၥ㢟◊✲ᡤ)  

 
 <2410 ࢁ࡞ࡍ࠶>  ㄽ㢟G -1 ேཱྀ⤫ィ⏤⮬ 15:30-14:00ە

ᗙ㛗㸸኱ᯘ ༓୍ (ᖇி኱Ꮫ)  
1. ᖹᡂ27ᖺᅜໃㄪᰝࡢᐇ᪋≧ἣ㸫ୡ⏺᭱኱つᶍࣥ࢖ࣛࣥ࢜ࡢㄪᰝࡢ

ᐇ᪋㸫                          …㧗㔝 ⩏ᖾ (⥲ົ┬⤫ィᒁ)  
2. ேཱྀ࣭ఫᏯࢆᑐ㇟᭱ࡿࡍ࡜㏆ࡢ⤫ィㄪᰝ⤖ᯝࡢ⢭ᗘ 

…ᒣ⏣ ⱱ (ᅜኈ⯓኱Ꮫ)  
 ேཱྀኚືࡢ㐣ཤ30ᖺ㛫ࡿࡅ࠾࡟పᆅఫẸ࢔ࢽࢠ࣮ࣗࢽ࢔ࣉࣃ .3

…ⴗཎ ₶ (ᐑᇛ኱Ꮫ)  
 
 <2410 ࢁ࡞ࡍ࠶> ேཱྀ࡜῭⤒ ㄽ㢟G -2⏤⮬ 17:30-15:30ە

ᗙ㛗㸸ᒣ⏣ ຾⿱ (ி㒔⏘ᴗ኱Ꮫ)  
1.᪥ᮏࡢேཱྀ⤒῭ࡢᑗ᮶ീ̿⡆᫆ேཱྀ⤒῭ィ㔞࣑ࣔࣗࢩࡿࡼ࡟ࣝࢹ

  ศᯒ̿                    …኱ሯ ཭⨾ (᪥ᮏ኱Ꮫ)ࣥࣙࢩ࣮ࣞ
2.ᐙィࡢ཰ᨭືྥ࡜ฟ⏕⋡ࡢ࡬ᙳ㡪     …ఀཎ ୍ (⤫ィ࣮ࢱࣥࢭ)  
3.⤒῭Ꮫ࡜⏕≀Ꮫࡿࡅ࠾࡟⏕࿨౯್ࡢᑟฟࡢࡑࠊ࡜ேཱྀᏛⓗྵព 

…ᙳᒣ ⣧஧ (᫂ᾏ኱Ꮫ)  
 
 
 

఍ဨ᥍࠼ᐊ Tea & Snacks  㸺2504 ࢁ࡞ࡍ࠶㸼 
 

᭩⡠ࢫ࣮ࣈ Book Exhibition 㸺2503 ࢁ࡞ࡍ࠶㸼 
Springer Japan 

ESRI Japan 
⤫ィ࣮ࢱࣥࢭ 

኱᭶᭩ᗑ 
㯇⃝኱Ꮫฟ∧఍࡝࡞ 

 
 
ሗ࿌せ᪨㞟ࡢࢺ࢖ࢧࢡࣥࣜࡢURLࠊQRࡽࡕࡇࡣࢻ࣮ࢥ 
 
http://www.paoj.org/taikai/taikai2016/abstract/index.html 
 

 

 

ᇹ 68  ȗȭǰȩȠ ˟ٻׅ

㹼 Linking Past to Present 㹼 
 

The 68th Annual Meeting 
of the Population Association of Japan 

 

2016 ࠰ 6 உ 11 ଐᲢםᲣ᳸ 12 ଐᲢଐᲣ 

᧏͵ఄ ᰯຓܖٻᲢҘᓶჄ௥ࠊήȶɯ 2-1-1Უ 

 

 

ଐஜʴӝܖ˟˟ᧈ  Ҿ ̢ࢠᲢ஝ࠊࠤᇌܖٻᲣ 

 

ᲢᰯࢷᲣ ϤஉܖٻՃᧈȷᰯຓۀՃ˟:  ᱅᪰᣺፦Ტۀᢃփ˟ٻ

ຓܖٻᲣ඾᜿χ܇Ტঅড፯ܖٻؽᲣ᭗೛፦ဌኔᲢᇌദܖٻᲣ

К࣓ࡅෙᲢ׎ᇌᅈ˟̬ᨦȷʴӝբ᫆ᄂᆮ৑Უ 

 

Უ᱅᪰᣺፦ᲢиܖٻځՃᧈȷɶۀᲢ࠯Ճ˟: ԧဋήۀဒ˖˟ٻ

ٻᲢଢ඙ࢠࢧᲣьᕲܖٻʮࠔ௎ҘɟᲢٻᲣܖٻՃᧈȷᰯຓۀ

ࢠᇌᅈ˟̬ᨦ᳽ʴӝբ᫆ᄂᆮ৑ᲣඕӳѨ׎Უᤅ᣼ƞƓǓᲢܖ

ᲢӸӞࠊދᇌܖٻᲣɶຓลᲢᅕৎܖٻᲣ൦ᓳദଢᲢҤܖٻޛᲣ 

  Უܖٻځʙȷɶ࠴ᲢٽͤشᲣ᫨ܖٻʙȷᬡຓ࠴ʴᲢ࠴ဋف

Satomi Kurosu
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http://www.wehc2015.org/album/index.html
http://www.wehc2015.org/document/newsletter/Guideline.pdf
http://www.wehc2015.org/document/newsletter/history_of_economic_and_social_history_in_Japan_ver3.1_2.pdf
http://www.wehc2015.org/pdf/OpenSeminar.pdf
http://www.ieha-wehc.org/
http://www.wehc2015.org/document/common/supporter.pdf
http://www.wehc2015.org/album/index.html
http://www.wehc2015.org/programme_overview.html
http://www.wehc2015.org/aboutwehc2015-general_information.html
http://www.wehc2015.org/scientificprogramme-poster_session.html
http://www.knt-ec.net/2015/wehc2015/index.html
https://www.kansai-lin.jp/wehc2015/program_list.php
http://www.wehc2015.org/registration-online_registraition.html
http://www.wehc2015.org/scientificprogramme-call_for_posters.html
http://www.wehc2015.org/registration-online_registraition.html
http://www.wehc2015.org/travelgrant.html
http://www.wehc2015.org/index.html
http://www.wehc2015.org/invitation.html
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http://www.wehc2015.org/social_programme.html
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http://www.knt-ec.net/2015/wehc2015/index.html
http://www.wehc2015.org/travelgrant.html
javascript:void(0);
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http://www.wehc2015.org/contact_us.html
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  5F ROOM 510  S10021 

The Globalization of the Luxury Industry (1970-2010)
Rika FUJIOKA, Pierre-Yves DONZÉ

Rika FUJIOKA and Pierre-Yves DONZÉ 
The Globalization of the Luxury Industry (1970-2010)

Laurent TISSOT Luxury Hotels and Globalisation: the Emergence of a New Sector (1970-2010)
Stephen DOYLE and Christopher MOORE 

The Establishment and Advancement of the European Luxury Conglomerate: 1980-2000
Tomoko HASHINO Emergence of Luxury Market and the Survival of Japanese Traditional Kimono Weaving Industry in the Second 

Half of the 20th Century
Hiromi SHIOJI The Luxury Vehicle Market in Brazil: Different Types of Development
In Soo BAEK The Evolution of Luxury Industry in Korea (1980-2010): Focusing on Reaction of Department Stores and Duty 

Free Shops
Zhiqing JIANG and Shin’ya NAGASAWA 

New Luxury Brand Construction and Internationalization in Asia Pacific: a Comparison between Chinese and 
Japanese Market

  5F ROOM 554  S10033 

The commonality and diversity in the histories of inter-firm relationships within Japan, the US and South 
Korea
Yongdo KIM, Shigeru MATSUSHIMA

Joshua MURRAY Hierarchical Networks: Supplier Relations in the Early American Automobile Industry
Inman YEO The Formation and Change of the Relationship between Japanese Automakers and Their Suppliers, 

1930s-1990s
HangKoo LEE Korea’s Experience of the Developing Automobile Industry
Yongdo KIM The Inter-firm Relationship in Japan’s Steel Industry of Pre-WWII: Transaction of Steel for Ships in the 1930s
Keishi OKABE The Evolution of Machine Tools Trading System in the 1930s: the Relationship between Nissan Motor Co. and 

Japanese Trading Company in North America
Takashi KITAURA Relationship between Japanese Financial Institutions and Japanese Companies in the 1930s: the Case of 

Japanese Electric Power Companies and Keihan Electric Railway

Discussants: Takashi SHIMIZU, Eugene K. CHOI

  5F ROOM 555  S10115 

Textile trade and African consumers in a globalizing world, 1700-1850
Kazuo KOBAYASHI, Klaus WEBER

Klaus WEBER Interweaving Central Europe and India with the Atlantic World: A Spatial Approach
Anka STEFFEN Silesia and the Atlantic: Silesian Linens at the pre-colonial West-African Coast
Telma Gonçalves SANTOS European and Indian textiles in the West Central Africa’s trade, 1751-1775
Kazuo KOBAYASHI Guinée cloth, gum Arabic and early nineteenth-century global economy: the case of trade in the Lower Senegal 

River
Katharine FREDERICK Ecology, Labor and Production: Tracing the decline of the Lower Shire Valley cloth industry, c. 1860-1890

Discussant: Tirthankar ROY

  6F ROOM 662  S10120 

Similarity and difference in pre-industrial Eurasian marriage: Was Malthus right?
Christer LUNDH, Satomi KUROSU

Christer LUNDH Similarity in Difference: Marriage in Europe and Asia 1700-1900
Tommy BENGTSSON The Influence of Economic Factors on First Marriage in Historical Europe and Asia
Satomi KUROSU Remarriage, Gender, and Rural Households in Europe and Asia 1700-1900
James Z. LEE Beyond Malthus: Framework and Achievements of Eurasia Project

Parallel Sessions 
DAY 5 A 09 :00-12 :30 FRIDAY, 7 AUGUST

Satomi Kurosu



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

᪥ᮏ人口Ꮫ会 

➨ 67回大会プログラム 

2015ᖺ 6᭶ 5᪥㸦㔠㸧㹼 6᭶ 7᪥㸦᪥㸧 
㛤催ᰯ㸸 ᳥ᒣ女Ꮫ園大Ꮫ 
会 場㸸 ᫍが丘キャンパス 
〒464-8662 名古ᒇᕷ千✀区ᫍが丘元⏫ 17-3 

 

᪥ᮏ人口Ꮫ会会㛗   原 俊ᙪ 

大会㐠営委員㛗 吉⏣ Ⰻ⏕ 

和⏣ 光ᖹ 



- 2 - 
 

大会プログラム ➨ 1᪥ 2015ᖺ 6᭶ 6᪥㸦土㸧 
午前の㒊 9㸸30㹼12㸸30 

 
会場 㸸 ⌧代マネジメントᏛ㒊Ჷ 

8㸸30㹼 受付㛤始㸦1㝵入口前ロビー㸧 

 

企⏬セッション①㸦2㝵 206ㅮ⩏ᐊ㸧㸺⤌⧊⪅㸼 㯮㡲 㔛⨾㸦㯇⃝大Ꮫ㸧 

ヨーロッパとアジアにおける⤖፧と再፧㸸㛗ᮇⓗどⅬからの国㝿ẚ㍑ 
㸺ᗙ㛗㸼 ὠ㇂ 典Ꮚ㸦៞ᛂ⩏塾大Ꮫ㸧 

㸺ウㄽ⪅㸼 ᩪ⸨ 修㸦一ᶫ大Ꮫ㸧 㜿⸨ ㄔ㸦厚⏕労働⤫ィ協会㸧 

1㸧Beyond Malthus: Framework and Achievements of Eurasia Project・・・・・・・・・・・ 

Cameron Campbell and James Z.Lee㸦The Hong Kong University of Science and Technology㸧 

2㸧Similarity in Difference: Marriage in Europe and Asia 1700-1900・・・・・・・・・・ 

Christer Lundh㸦University of Gothenburg, Sweden㸧 㯮㡲 㔛⨾㸦㯇⃝大Ꮫ㸧 

3㸧Remarriage, Gender, and Rural Households in Europe and Asia 1700-1900・・・・・・・ 

㯮㡲 㔛⨾㸦㯇⃝大Ꮫ㸧  Christer Lundh㸦University of Gothenburg, Sweden㸧 

 

テーマセッション①㸦2㝵 204ㅮ⩏ᐊ㸧㸺⤌⧊⪅・ᗙ㛗㸼 中⃝  㸦⚄ᡞ大Ꮫ㸧 
人口Ꮫᩍ⫱の⌧在 

1㸧ᩍ㣴としての人口Ꮫᤵᴗ・・・・・・・・・・・・・・・・ᮏ坊㸦ᒸ㒊㸧ᜤᏊ㸦大㜰大Ꮫ㸧 

2㸧ᩥ化と人口ᵓ㐀の᥋Ⅼ㸸人口人㢮Ꮫ・・・・・・・・・・・・᳃ᮌ ⨾ᜨ㸦国㝿基╩ᩍ大Ꮫ㸧 

3㸧国㝿協力/国㝿保健におけるᙧᘧ人口Ꮫᩍ⫱の᪉ἲ ・・・・・・・・・中⃝  㸦⚄ᡞ大Ꮫ㸧 

4㸧Ꮫ㒊におけるアクティブラーニングと大Ꮫ㝔㛫の㐃ᦠᩍ⫱・・・・・和⏣ 光ᖹ㸦中央大Ꮫ㸧 

5㸧ᑗ᮶人口᥎ィ᪉ἲのᬑ及のために・・・・・・・・・・・・・㕥ᮌ ㏱㸦国❧♫会保㞀・人口問㢟◊✲ᡤ㸧 

6) ⱥ国における人口Ꮫᩍ⫱体㦂の一例・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・㒔⠏ ៅ也  

 

⮬⏤ㄽ㢟報告 A 㸦2㝵 203ㅮ⩏ᐊ㸧 

∇ A1健ᗣとṚ亡    㸺ᗙ㛗㸼 ✄ⴥ ᑑ㸦ᮾ京大Ꮫ㸧 

1㸧ᑠ地域≉ᛶを⪃៖した㧗㱋⪅のᒃ住地⛣動と健ᗣ≧ែの㛵㐃・・・・・・・・・・・・・・ 

中ᕝ 㞞㈗㸦国❧♫会保㞀・人口問㢟◊✲ᡤ㸧 

2㸧⑌⑓ᵓ㐀とᖹ均健ᗣᮇ㛫・ᖹ均受⒪ᮇ㛫の人口Ꮫⓗ分ᯒ㸸1999〜2011ᖺ・・・・・・・・・ 

別ᗓ ᚿᾏ㸦国❧♫会保㞀・人口問㢟◊✲ᡤ㸧 㧗ᶫ 㔜㒓㸦᫂἞大Ꮫ㸧 

3㸧᪥ᮏ∧Ṛ亡データベース(JMD)を⏝いたṚ因分ᯒ ・・・・・・▼井 太㸦国❧♫会保㞀・人口問㢟◊✲ᡤ㸧 

 

∇ A2地域のᑡᏊ化    㸺ᗙ㛗㸼 㧗ᶫ 㔜㒓㸦᫂἞大Ꮫ㸧 

4㸧地域の出⏕⋡をつᐃする人口Ꮫⓗせ因に㛵する◊✲・・・・・・佐々井 司㸦⚟井┴❧大Ꮫ㸧 

5㸧⮬἞体におけるᑡᏊ化の⫼ᬒせ因とᑐ⟇に㛵する事例分ᯒ ・・・ ᕤ⸨ ㇦㸦埼⋢Ꮫ園大Ꮫ㸧 

Satomi Kurosu
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๞史人口学ḥṉḴᴨ

東京方面ᷥ๞史人口学者ḉ中心ᷢὨὰὰὰ年᷂Ḁ開᷂ḃᷝᶻḂḥṉḴᴨ᷐ᷞὥὗ๛ᐶ大学東京研究ḥṝḩᴨᷞὪṟ

月ᷢ一度程開᷂ḃᷝ᷁ḁᴖ興味ᷥᶹḂ方᷹ᷦᷠᷡᷖᷞ᷋参加･発表ᶻ᷐ᷖᷗ᷈᷵ὥ

場所ὗ

๛ᐶ大学東京研究ḥṝḩᴨὗ

東京都新宿区西新宿ὭὤὬὤὨᴕḌḎṓṝḳḩṙᴨᵾώὗὟὫὨὧὫ号室ὠ

ᶐᶄᶓ交通案内ᴕᾟᾫᾫᾧᾪάὦὦᾮᾮᾮὥᾩᾜᾠᾫᾘᾢᾬὤᾬὥᾘᾚὥᾡᾧὦᾘᾙᾦᾬᾫὦᾘᾚᾚᾜᾪᾪὥᾟᾫᾤᾣ

ḥṉḴᴨᷥ᷁知Ḁ᷒ὗᴮὩὧὨὰ年度ᴯ

ᾅᾦὥὮὰ ὩὧὩὧ年Ὢ月ὨὫ日ᴮ土ᴯὨὧάὧὧ〜ὨὮάὪὧᴮὩὧὩὧ年度ᷯ延期ᴯ

共催ᴛ日本人口学会関西地域部会ᴖ科研費ᴺὪὧὧ年᷂Ḁ読᷶解᷆日本ᷥ家族ὦ人口ຊᴻ

ᴕᴕᴕᷥ構築᷷ᷯ᷈ᷖ実証研究ᴮὩὧὨὮᵁὩὧὨὰᴖ代表ᴛ平井晶子ᴯ

会場ᴛ神戸大学文学部

ᴕᴕᴕᾟᾫᾫᾧάὦὦᾮᾮᾮὥᾧᾘᾦᾡὥᾦᾩᾞὦᾩᾜᾞᾠᾦᾥᾘᾣὦᾠᾥᾛᾜᾯὥᾟᾫᾤᾣ὚ᾢᾘᾥᾪᾘᾠὩὧὩὧὧὪὨὫὤὩ

ḰᴨṈᴛ近代移行期ᷥ人口移動ὗᵁ人口移動᷂Ḁᷖ᷶過去ᴚ現在ᵁ

開会ᷥ挨拶ᴚ趣旨説明ᴛ川口ὗොᴮ帝塚山大学ᴯ

第Ὠ報告ᴘ報告Ὢὧ分ᴘ討ຊὩὧ分ᴘ司会ᴛ村越一哲ᴮ会員ᴛ駿河台大学ᴯ

ᴕ幕末ᷥ大都市周辺地域ᷢ᷁᷈Ḃ人口移動ᷥ分析

ᴕᴕ—ὗ丹波国桑田郡馬๳村ḉ事๏᷎ᷟᷝὗ—

ᴕᴮ長島෈毅ᴛ愛知工業大学ᴯ

第Ὡ報告ᴘ司会ᴛὗ村越一哲ᴮ駿河台大学ᴯ

ᴕ幕末期ᷥ京都ᷢ᷁᷈Ḃ人口移動ᴮᾄᾘᾩᾰὗᾃᾦᾬᾠᾪᾜὗᾅᾘᾞᾘᾫᾘὣὗώᾩᾘᾥᾚᾠᾪὗᾄᾘᾩᾠᾦᾥὗᾌᾥᾠᾭᾜᾩᾪᾠᾫᾰᴯ

ᴕ昼休᷶ᴕὨὩάὧὧ〜ὨὪάὧὧ

第Ὢ報告ᴘ司会ᴛὗ中ᐶὗ港ᴮ神戸大学ᴯ

ᴕὨὰ世紀ᷥ越後国᷂Ḁᷥ出稼᷅ὗ—ὗ越後漁村旧角田浜村ᷥ事๏分析ὗ—

ᴕᴮ張 ᴛ東北大学ᴯ

第Ὣ報告ᴘ司会ᴛ中ᐶὗ港ᴮ神戸大学ᴯ

ᴕ近世東北ᷢ᷁᷈Ḃ人口移動ᷥ空間的ᷡ広᷃ḁὗ—ὗ二本松藩町村ᷥ比較ḉ通᷎ᷝὗ—

ᴕᴮ長岡ὗ篤ᴛ๛ᐶ大学ᴯ

第Ὤ報告ᴘ司会ᴛ平井晶子ᴮ神戸大学ᴯ

ᴕ近代期ᷥ都市村෼間人口移動ḉᷟḀᶿḂ視点ᴮ๗木ὗ允ᴛ横浜国ต大学ᴯ

総合討ຊᴛḝṋṝḲ各Ὠὧ分ᴘ討ຊὭὧ分ᴘ司会ᴛ平井晶子ᴮ神戸大学ᴯ

指定討ຊ者ᴛ高橋ᕜ一ᴮ新潟産業大学ᴯᴘ丸山ො平ᴮ札幌市ต大学ᴯ

閉会ᷥ挨拶ᴛ川口ὗොᴮ帝塚山大学ᴯ

ᾅᾦὥὮὯ ὩὧὩὧ年Ὢ月Ὠὧ日ᴮ火ෙ日ᴯὗὨὪάὪὧὤὨὭάὪὧᴮὩὧὩὧ年度ᷯ延期ᴯ

๛ᐶ大学ᴕ文科省Ὗᾄὼᾏᾋὠ私ต大学戦ธ的研究基盤形成支援事業ᴺ人口ᴚ経済ᴚ家族ᷥ長期的

研究ᴛ多世代ḻḷṕḱᴨḩṃᴨḣ構築ᴻ報告会ὗ

Ὠὥᴺᾄὼᾏᾋ報告᷿᷁ᷪᾇώ὿ᾇ資อᷟᷔᷥ活ෟᴻ

ᴕᴕ黒須ฐ美ᴮ๛ᐶ大学ᴯᴚ高橋美由紀ᴮต正大学ᴯ

ὩὥᴺḎṃṝḲḼḣḲṔᴨ分析ᷥ๞史人口学ᷯᷥ応ෟᴻ

ᴕᴕ津谷典子ᴮ慶ᇓ義塾大学ᴯ

Ὢὥᴺ近世東北ᷢ᷁᷈Ḃ人口移動ᷥ空間的把握ᷟ今後ᷥ展開ᴻ

ᴕᴕ長岡篤ᴮ๛ᐶ大学ᴯ

Ὣὣᴺ徳川日本農村ᷥ資産分配ᷟṌḽṔḰḍᴛ

ᴕ二本松藩仁井田村ὨὮὩὧ ὨὯὮὧ年ᴻ有本寛ᴮ一橋大学ᴯ

総合ḝṋṝḲᴕ斎藤ὗ修ᴕᴮ一橋大学ᴯ

http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/project.html
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/archives.html
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/research.html
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/seminar.html
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/eurasia.html
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/members.html
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/news-event.html
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/access.html
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/link.html
https://www.reitaku-u.ac.jp/about/access.html
http://www.paoj.org/regional/index.html%23kansai20200314-2
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/index.html
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/index-e.html
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ᾅᾦὥὮὮ ὩὧὨὰ年ὨὨ月Ὢὧ日ᴮ土ෙ日ᴯὨὪάὪὧὤὨὭάὪὧ

書評会ᴼḎḘṔḣ๞史人口学研究—社会統計ᷢᶹḀḆḃᷖ生ᷟ死—ὗᴽ

ᴮὩὧὨὰ年名古屋大学出版会ᴯ

ᴕὨὪάὪὧὤὨὫάὪὧ

ᴕᴕ著者ᴛ安元ὗ稔ᴮ駒ᐶ大学ᴯ

ᴺḎḘṔḣ産業革命期ᷥ出生฻再考ὗ—ὗ産科医症๏記ຉᷥ分析ὗ—ὗᴻ

ᴕὨὫάὪὧὤὨὭάὪὧὗ書評会ᴮ休憩ᴚ全体討ຊ含᷷ᴯ

ᴕᴕ評者ᴮ෋定ᴯᴛὗ川口ὗොᴮ帝塚山大学ᴯ

ᴕᴕᴕᴕᴕᴕᴕᴕᴕὗ高橋ᕜ一ᴮ新潟産業大学ᴯ

ᴕᴕᴕᴕᴕᴕᴕᴕᴕὗ木下太志ᴮ筑波大学ᴯ

ᾅᾦὥὮὭ ὩὧὨὰ年Ὦ月ὩὮ日ᴮ土ෙ日ᴯὨὬάὧὧὤὨὮάὧὧ

高槻泰ຄᴮ神戸大学経済経営研究所ᴯ

ᴺ気候適応史ᷥ試᷶ᴨ近世日本ᷥ米市場ḉ素材᷎ᷟᷝᴨᴻ

᷊ḃ᷵ᷞᷥḥṉḴᴨ

ᾅᾦὥὮὬ ὩὧὨὰ年Ὢ月ὩὪ日ᴮ土ෙ日ᴯὨὧάὧὧὤὨὮάὪὧ

共催ᴛ日本人口学会関西地域部会ὣὗ環境史研究会

会場ᴛ京都大学人文科学研究所ᵾ階大会議室

ᴕᴕᴕᾟᾫᾫᾧάὦὦᾮᾮᾮὥᾱᾠᾥᾙᾬᾥὥᾢᾰᾦᾫᾦὤᾬὥᾘᾚὥᾡᾧὦᾘᾚᾚᾜᾪᾪὦᾘᾚᾚᾜᾪᾪὥᾟᾫᾤ

ḰᴨṈᴛ天明ᴩ天保期ᷥ東北地方ᷢ᷁᷈Ḃ気候ᷟ人口ᴕᵁ๞史気候学ᷟᷥ対ຍᵁ

ṁṗḚṓṊᴛ

ᴕᴕ開会ᷥ挨拶ᴚ趣旨説明ᴕ川口ὗොᴮ帝塚山大学ᴯ

第Ὠ報告ὗ報告Ὣὧ分ᴘ討ຊὩὧ分ᴘ司会ᴛ藤原辰史ᴮ京都大学人文科学研究所ᴯ

ᴕᴕ日射ุᷞ᷶Ḃ天保期ᴕᴩ日記天候記ຉḉෟᶻᷖ気候復元ᴩ

ᴕᴕᴮ市野美夏ᴚ人文学Ḕᴨṁṝḱᴨḩ共同ฆෟḥṝḩᴨᴯ

第Ὡ報告ὗ司会ᴛ藤原辰史ᴮ京都大学人文科学研究所ᴯ

ᴕᴕὨὯὤὨὰ世紀ᷥ๞史気候資อ᷿ᷢḂ気候復元ᴮ平野淳平ᴚ帝京大学ᴯ

ᴕᴕ昼休᷶ᴕὨὩάὨὧ〜ὨὪάὧὧ

第Ὢ報告ὗ司会ᴛ瀬戸口明久ᴮ京都大学人文科学研究所ᴯ

ᴕᴕὨὯὤὨὰ世紀ᷥ会津郡高野組ᷢ᷁᷈Ḃ天候ᴚ作況ᴚ農業ᴚ人口

ᴕᴕᴮ川口ὗොᴚ帝塚山大学ᴯ

第Ὣ報告ὗ司会ᴛ瀬戸口明久ᴮ京都大学人文科学研究所ᴯ

ᴕᴕὨὯὤὨὰ世紀ᷥ飢᫗ᴚ短期経済変動ᷟ二本松藩ᷥ人口ᴮ黒須ฐ美ᴚ๛ᐶ大学ᴯ

第Ὤ報告ὗ司会ᴛ 橋美由紀ᴮต正大学ᴯ

ᴕᴕ東北地方ᷥ過去帳᷂Ḁᷖ᷶ὨὯὤὨὰ世紀ᷥ死亡危機ᴮ溝口常俊ᴚ元名古屋大学ᴯ

ᴕᴕ総合討ຊᴛḝṋṝḲ各Ὠὧ分ᴘ討ຊὭὧ分ᴘ司会ᴛ中ᐶὗ港ᴮ神戸大学ᴯ

ᴕᴕ討ຊ者ᴛ池本ස行ᴮ高野山大学ᴯᴘ佐藤๣也ᴮ大阪大学ᴯᴖ

ᴕᴕᴕᴕᴕᴕ増田耕一ᴮ首都大学東京ᴯ

閉会ᷥ挨拶ᴕ村山ὗ聡ᴮ香川大学ᴯ

ᾅᾦὥὮὫ ὩὧὨὰ年Ὠ月Ὢὧ日ᴮ水ෙ日ᴯὗὨὫάὧὧὤὨὮάὧὧ

ὺᾟᾠᾣᾛὗόᾜᾘᾩᾠᾥᾞὣὗὺᾟᾠᾣᾛὗᾉᾜᾘᾩᾠᾥᾞὗᾘᾥᾛὗὺᾟᾠᾣᾛὗᾊᾬᾩᾭᾠᾭᾘᾣὗᾠᾥὗᾊᾦᾬᾫᾟὗὸᾪᾠᾘ

Ὗ日本人口学会企画ḥḭḡṑṝ準備会ᴯ

ὺᾟᾘᾠᾩάὗᾊᾘᾫᾦᾤᾠὗᾂᾬᾩᾦᾪᾬὗὟᾉᾜᾠᾫᾘᾢᾬὗᾌᾥᾠᾭᾜᾩᾪᾠᾫᾰὠ

ύᾠᾪᾚᾬᾪᾪᾘᾥᾫάὗᾅᾦᾩᾠᾢᾦὗᾆὥὗᾋᾪᾬᾰᾘὗὟᾂᾜᾠᾦὗᾌᾥᾠᾭᾜᾩᾪᾠᾫᾰὠ

ύᾠᾣᾟᾘᾥᾠὗᾎᾠᾡᾜᾪᾠᾥᾞᾟᾜὗὟᾉᾜᾠᾫᾘᾢᾬὗᾌᾥᾠᾭᾜᾩᾪᾠᾫᾰὠ

ᴬᾉᾜᾧᾩᾦᾛᾬᾚᾫᾠᾭᾜὗόᾜᾟᾘᾭᾠᾦᾩὗᾦᾝὗᾎᾦᾤᾜᾥὗᾠᾥὗᾊᾩᾠὗᾃᾘᾥᾢᾘάὗ

ᾇᾜᾩᾚᾜᾧᾫᾠᾦᾥᾪὗᾘᾥᾛὗᾀᾥᾫᾜᾩᾭᾜᾥᾫᾠᾦᾥᾪὗᾦᾝὗᾇᾬᾙᾣᾠᾚὗ὿ᾜᾘᾣᾫᾟὗᾄᾠᾛᾮᾠᾭᾜᾪᴭ

ὸᾠὗᾊᾬᾞᾠᾜὗὟᾋᾦᾢᾰᾦὗᾌᾥᾠᾭᾜᾩᾪᾠᾫᾰὗᾦᾝὗώᾦᾩᾜᾠᾞᾥὗᾊᾫᾬᾛᾠᾜᾪὠ

ᴬώᾜᾩᾫᾠᾣᾠᾫᾰὗᾋᾩᾘᾥᾪᾠᾫᾠᾦᾥὗᾘᾥᾛὗώᾜᾤᾘᾣᾜὗᾉᾦᾣᾜᾪὗᾠᾥὗᾉᾬᾩᾘᾣὗόᾘᾥᾞᾣᾘᾛᾜᾪᾟᴭ

http://www.zinbun.kyoto-u.ac.jp/access/access.htm
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ᾄᾠᾱᾬᾟᾦὗᾄᾘᾫᾪᾬᾦὗὟᾅᾘᾫᾠᾦᾥᾘᾣὗᾄᾬᾪᾜᾬᾤὗᾦᾝὗὼᾫᾟᾥᾦᾣᾦᾞᾰὠ

ᴬᾄᾜᾛᾠᾚᾘᾣὗᾋᾜᾩᾤᾠᾥᾘᾫᾠᾦᾥὗᾦᾝὗᾇᾩᾜᾞᾥᾘᾥᾚᾰὗᾘᾥᾛὗώᾜᾤᾘᾣᾜὗᾀᾥᾝᾘᾥᾫᾠᾚᾠᾛᾜὗᾠᾥὗᾀᾥᾛᾠᾘᴭ

ᾅᾦὥὮὪ ὩὧὨὯ年Ὠὧ月Ὡὧ日ᴮ土ෙ日ᴯὗὨὧάὧὧὤὨὩάὪὧ

ᴺ地域別人口趨勢ᷟ世帯規模——気候ᷟᷥ関係᷂Ḁ考ᶿḂᴻ

ᴕ報告者ᴛ 橋美由紀ὗὟต正大学ὠᴚ黒須ฐ美ὗὟ๛ᐶ大学ὠ

ᴕ討ຊ者ᴛ高島正憲ὗὟ東京大学社会科学研究所ὠ

ᾅᾦὥὮὩ ὩὧὨὯ年Ὦ月Ὦ日ᴮ土ෙ日ᴯὗὨὪάὪὧὤὨὭάὪὧ

ᴺ๞史人口ᷟ෪子ᴻ

第一報告ὗᴺ民事慣๏์集᷂Ḁᷖ᷶෪子ᴻ

ᴕᴕ報告者ᴛ大沼ො文ὗᴮ๛ᐶ大学ᴯ

第二報告ὗᴺ෪子制度ᷟ百姓株式——相模国ᷥ事๏ḉ中心᷎ᷟᷝ——ᴻ

ᴕᴕ報告者ᴛ戸石七生ᴮ東京大学ᴯ

ᴕᴕ討ຊ者ᴛ高橋美由紀ᴮต正大学ᴯᴚ村越一ኚᴮ駿河台大学ᴯ

全体討ຊ

ᴕᴕ討ຊ者ᴛ永田ṋḌṔᴨᴮώᾩᾘᾥᾚᾠᾪὗᾄᾘᾩᾠᾦᾥὗᾌᾥᾠᾭᾜᾩᾪᾠᾫᾰᴯ

ᾅᾦὥὮὨ ὩὧὨὯ年Ὥ月Ὢὧ日ᴮ土ෙ日ᴯὨὪάὪὧὤὨὮάὧὧ

Ὑᾄᾠᾞᾩᾘᾫᾠᾦᾥὗᾠᾥὗ὿ᾠᾪᾫᾦᾩᾠᾚᾘᾣὗύᾜᾤᾦᾞᾩᾘᾧᾟᾰὙ

Ὠὥὗ὞ώᾜᾤᾘᾣᾜὗᾃᾘᾙᾦᾬᾩὗᾄᾠᾞᾩᾘᾫᾠᾦᾥὗᾠᾥὗὨὯὤὨὰᾫᾟὗᾁᾘᾧᾘᾥάὗᾎᾟᾦὗὺᾘᾤᾜὗᾫᾦὗᾃᾦᾚᾘᾣὗᾇᾦᾪᾫὗᾋᾦᾮᾥ

ᾂᾦᾩᾠᾰᾘᾤᾘὗᾘᾥᾛὗᾎᾟᾰὶ὞

  ᾄᾠᾰᾬᾢᾠὗᾋᾘᾢᾘᾟᾘᾪᾟᾠὗὟᾉᾠᾪᾪᾟᾦὗᾌᾥᾠᾭᾜᾩᾪᾠᾫᾰὠ

  ᾊᾘᾫᾦᾤᾠὗᾂᾬᾩᾦᾪᾬὗὟᾉᾜᾠᾫᾘᾢᾬὗᾌᾥᾠᾭᾜᾩᾪᾠᾫᾰὠ

  ὸᾫᾪᾬᾪᾟᾠὗᾅᾘᾞᾘᾦᾢᾘὗὟᾉᾜᾠᾫᾘᾢᾬὗᾌᾥᾠᾭᾜᾩᾪᾠᾫᾰὠ

Ὡὥὗ὞ᾋᾟᾜὗ὿ᾠᾪᾫᾦᾩᾠᾚᾘᾣὗὺᾟᾘᾩᾘᾚᾫᾜᾩὗᾦᾝὗᾄᾘᾣᾜὗᾃᾘᾙᾦᾬᾩὗᾄᾠᾞᾩᾘᾫᾠᾦᾥὗᾠᾥὗᾋᾦᾢᾬᾞᾘᾮᾘὗᾁᾘᾧᾘᾥάὗᾘὗὺᾘᾪᾜ

ᾊᾫᾬᾛᾰὗόᾘᾪᾜᾛὗᾦᾥὗᾫᾟᾜὗύᾜᾤᾦᾞᾩᾘᾧᾟᾠᾚὗὸᾥᾘᾣᾰᾪᾠᾪὗᾦᾝὗᾫᾟᾜὗᾂᾘᾢᾬᾛᾘᾟᾘᾤᾘὗᾍᾠᾣᾣᾘᾞᾜὗᾠᾥὗὼᾚᾟᾠᾞᾦ

ὸᾩᾜᾘ὞

  ᾋᾠᾥᾞᾫᾠᾥᾞὣὗᾑᾟᾘᾥᾞὗὟᾋᾦᾟᾦᾢᾬὗᾌᾥᾠᾭᾜᾩᾪᾠᾫᾰὠ

Ὢὥὗ὞ᾄᾠᾞᾩᾘᾫᾠᾦᾥὗᾫᾦὗᾫᾟᾜὗὺᾠᾫᾰάὗὸᾥᾘᾣᾰᾪᾠᾪὗᾦᾝὗᾫᾟᾜὗόᾠᾩᾫᾟὗᾇᾩᾦᾭᾠᾥᾚᾜᾪὗᾦᾝὗᾂᾰᾦᾫᾦὗᾉᾜᾪᾠᾛᾜᾥᾫᾪὣὗὨὯὫὪὤ

ὨὯὭὰ὞

  ᾄᾘᾩᾰὗᾃᾦᾬᾠᾪᾜὗᾅᾘᾞᾘᾫᾘὗὟώᾩᾘᾥᾚᾠᾪὗᾄᾘᾩᾠᾦᾥὗᾌᾥᾠᾭᾜᾩᾪᾠᾫᾰὠ

ᾅᾦὥὮὧ ὩὧὨὯ年Ὢ月ὨὮ日ᴮ土ෙ日ᴯὨὧάὧὧὤὨὮάὧὧ

共催ᴛ日本人口学会関西地域部会ᴚὩὧὨὮ年度研究会ᴘ総合地球環境学研究所ᴚ村山ώᾊ

ὙᾃᾠᾭᾠᾥᾞὗᾊᾧᾘᾚᾜᾪὗᾇᾩᾦᾡᾜᾚᾫὙ

会場ᴛ大阪大学文学部大会議室ᴮ豊中ḗṍṝḻḣᴖ文法経本館ᵼ階北西角ᴯ

開会ᷥ挨拶ᴮὨὧάὧὧὤὨὧάὨὧᴯ川口ὗොᴮ帝塚山大学ᴯ

第Ὠ報告ᴮὨὧάὨὧὤὨὨάὧὧᴘ司会ᴛ平井晶子ᴮ神戸大学ᴯᴯ

ᴕ高島正憲ᴮ東京大学ᴯᴺὯὤὨὰ世紀ᷢ᷁᷈Ḃ日本๟島ᷥ長期ᷥ都市化ᷟ経済成長ᴻ

第Ὡ報告ᴮὨὨάὧὧὤὨὨάὬὧᴘ司会ᴛ高橋美由紀ᴮต正大学ᴯᴯ

ᴕ長岡ὗ篤ᴚ高橋美由紀ᴚ黒須ฐ美ᴮ๛ᐶ大学ᴯ

ᴕᴕᴺ前近代ᷢ᷁᷈Ḃ在郷町郡山ḉ中心᷎ᷟᷖ人口移動ᷥ空間的広᷃ḁᷟᷔᷥ෥因ᴻ

ᴕᴕ昼休᷶ᴮὨὨάὬὧὤὨὩάὬὧᴯ

ᴕᴕ村山ṁṗḢḑḙḲᷥ趣旨説明ᴮὨὩάὬὧὤὨὪάὧὧᴯ村山ὗ聡ᴮ香川大学ᴯ

第Ὢ報告ᴮὨὪάὧὧὤὨὪάὬὧᴘ司会ᴛ村山ὗ聡ᴮ香川大学ᴯᴯ

ᴕ青木高明ᴮ香川大学ᴯᴺ実地形空間ᷢ᷁᷈Ḃ都市ᴚ道๳網ᷥḻḩᴨṝ形成ᴻ

第Ὣ報告ᴮὨὪάὬὧὤὨὫάὫὧᴘ司会ᴛ山本千映ᴮ大阪大学ᴯ

ᴕ藤原直哉ᴮ東京大学ᴯᴺ人ᷥบ動ḱᴨḩ᷿ᷢḂ人口動態解析ᴻ

第Ὤ報告ᴮὨὫάὫὧὤὨὬάὪὧᴘ司会ᴛ堤ὗ研二ᴮ大阪大学ᴯᴯ

ᴕ浅田晴久ᴮ奈ี女子大学ᴯ

ᴕᴕᴺḎṝḳᴚḌḭḟṊ州ᷥ生態環境ᷟ多民族社会ᷥ人口分布ᴻ

特別講演ᴮὨὬάὬὧὤὨὭάὬὧᴘ司会ᴛ中ᐶὗ港ᴯ

ᴕ蒋ὗ宏偉ᴮ総合地球環境学研究所ᴯᴺ集෼ᷥ住居分布ᷟṈṓṔḌ感染Ṕḣḙᷥ分析ᴻ

閉会ᷥ挨拶ᴮὨὭάὬὧὤὨὮάὧὧᴯ川口ὗො

ᾅᾦὥὭὰ ὩὧὨὯ年Ὢ月Ὦ日ᴮ水ෙ日ᴯὗὨὩάὪὧὤὨὮάὪὧ
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ᴮ人口学会準備会ᴯ

第一部ᴺ比較ᷢ᷶Ḃ෪子縁組ᴻὗ司会ὗ中ฐ英樹ᴮ甲南大学ᴯ

ᴕὨὩάὪὧὤὨὩάὪὬὗ趣旨説明ᴮ黒須ฐ美ᴯ

ᴕὨὩάὪὬὤὨὪάὧὬὗ黒須ฐ美ᴮ๛ᐶ大学ᴯᴚύᾦᾥᾞὗ὿ᾘᾦὗὟᾇᾩᾠᾥᾚᾜᾫᾦᾥὗᾌᾥᾠᾭᾜᾩᾪᾠᾫᾰὠ

ᴕᴕᴺ近代移行期日本ᷥ෪子縁組ᴛ子᷹ᷠᷥ再分配 ᴻ

ᴕὨὪάὧὬὤὨὪάὪὬὗ森口千晶ᴮ一橋大学ᴯᴺ二十世紀ḌṋṔḕᷢ᷁᷈Ḃ෪子縁組ᷥ変遷ᴻ

ᴕὨὪάὪὬὤὨὫάὧὬὗ白井千晶ᴮ静岡大学ᴯᴺ不妊治ัᷟ෪子縁組ᴻ

ᴕὨὫάὧὬὤὨὫάὬὧὗ全体討ຊὗ討ຊ者ὗ津谷典子ᴮ慶ᇓ義塾大学ᴯ

第二部ᴺ堕胎ᷟ嬰児殺᷎ᷥ人口学ᴻ司会ὗ鬼頭ὗ宏ᴮ静岡県ต大学ᴯ

ᴕὨὬάὨὬὤὨὬάὫὬὗ太田ὗ素子ᴮຌ光大学ᴯᴺ子宝ᷟ子返᷎ᴻ

ᴕὨὬάὫὬὤὨὭάὨὬὗ佐藤ὗย三ຄᴮ中央大学ᴯ

ᴕᴕᴺ近年ᷥ日本ᷢ᷁᷈Ḃ人工妊娠中絶ᷥ状況ᷟ෥因ᷢᷛᶻᷝᴻ

ᴕὨὭάὨὬὤὨὭάὫὬὗ小西ὗ祥子ᴮ東京大学ᴯᴺ日本ᷢ᷁᷈Ḃ出産企図ᷟ避妊ᴻ

ᴕὨὭάὫὬὤὨὮάὪὧὗ全体討ຊὗ討ຊ者ὗ沢山ὗ美果子ᴮ岡山大学ᴯ

ᾅᾦὥὭὯ ὩὧὨὮ年ὨὩ月Ὡ日ᴮ土ෙ日ᴯὨὪάὧὧὤὨὭάὪὧ

張 ᴮ東北大学ᴯ

近世越後ᴺ他所稼᷅ᴻᷥ特性ᷢᷛᶻᷝ—新潟市西蒲原郡旧角田浜村ḉ事๏ᷢ

ᾇᾟᾠᾣὗόᾩᾦᾮᾥὗὟᾆᾟᾠᾦὗᾊᾫᾘᾫᾜὗᾌᾥᾠᾭᾜᾩᾪᾠᾫᾰὠ

ὺᾬᾣᾫᾠᾭᾘᾫᾠᾥᾞὗᾫᾟᾜὗὺᾦᾤᾤᾦᾥᾪάὗᾁᾦᾠᾥᾫὗᾆᾮᾥᾜᾩᾪᾟᾠᾧὗᾦᾝὗὸᾩᾘᾙᾣᾜὗᾃᾘᾥᾛὗᾠᾥὗὼᾘᾩᾣᾰὗᾄᾦᾛᾜᾩᾥὗᾁᾘᾧᾘᾥ

ᾅᾦὥὭὮ ὩὧὨὮ年Ὦ月ὨὬ日ᴮ土ෙ日ᴯὨὧάὧὧὤὨὪάὧὧ

報告ὨὥὗᾄᾘᾩᾰὗᾃᾦᾬᾠᾪᾜὗᾅᾘᾞᾘᾫᾘὗὟώᾩᾘᾥᾚᾠᾪὗᾄᾘᾩᾠᾦᾥὗᾌᾥᾠᾭᾜᾩᾪᾠᾫᾰὠ

ᴕὙὸᾥᾘᾣᾰᾱᾠᾥᾞὗᾤᾘᾩᾩᾠᾘᾞᾜὗᾘᾥᾛὗᾩᾜὤᾤᾘᾩᾩᾠᾘᾞᾜὗᾠᾥὗᾘὗᾭᾜᾩᾰὗᾤᾦᾙᾠᾣᾜὗ

ᴕᾬᾩᾙᾘᾥὗᾧᾦᾧᾬᾣᾘᾫᾠᾦᾥάὗὸὗᾛᾠᾪᾚᾬᾪᾪᾠᾦᾥὗᾦᾝὗᾤᾜᾫᾟᾦᾛᾪὗᾘᾥᾛὗᾜᾘᾩᾣᾰὗᾩᾜᾪᾬᾣᾫᾪὙ

報告Ὡὥὗ高島正憲ᴮ東京大学社会科学研究所ᴚ日本学術振興会特別研究員ᾇύᴯ

ᴕᴺὨὮὤὨὰ世紀ᷢ᷁᷈Ḃ都市化ᷟ経済成長ᴮ仮ᴯᴻ

ᾅᾦὥὭὭ ὩὧὨὮ年Ὣ月ὩὩ日ᴮ土ෙ日ᴯὰάὪὧᾘᾤὤὨὨάὬὧᾘᾤ

ᴺ人口ᴚ家族ᷥ地域性ᴛ๞史的観点᷂Ḁᷥ都市ᷟ農村ᷥ比較ᴻᴮ人口学会準備会ᴯ

ᴕᴕ司会ᴕ高橋美由紀ᴮต正大学ᴯ

黒須ฐ美ᴮ๛ᐶ大学ᴯᴖ高橋美由紀ᴮต正大学ᴯᴖ長岡篤ᴮ๛ᐶ大学ᴯ

ᴕᴕᴺ前近代ᷢ᷁᷈Ḃ人口移動ὗᵁ在郷町郡山ᷟ周辺農村ᷥ比較ᴻ

湯ᐶ規子ᴮ筑波大学ᴯ

ᴕᴕᴺ人口ᷟ栄෪ᷥ近現代史—人口食อ問題ᷥ都市農村比較—ᴻ

討ຊᴕ安元稔ᴮ駒ᐶ大学ᴯᴚ平井晶子ᴮ神戸大学ᴯ

ᾅᾦὥὭὬ ὩὧὨὮ年Ὢ月ὩὬ日ᴮ土ෙ日ᴯὰάὪὧὤὨὮάὨὧ

日本人口学会関西地域研究部会ᴮ共催ᴯ

ᴕᴕᵖ会場ᴛ神戸大学文学部ᴕόὨὪὬ小ṅᴨṕᴮό棟Ὠ階ᴯ

ᴕᴕᵖḰᴨṈᴛ人口学᷂Ḁᷖ᷶近代移行期

第Ὠ報告ᴮὰάὫὧὤὨὧάὪὧᴖ報告Ὡὧ分ᴖ討ຊὪὧ分ᴖ司会ᴛ平井晶子ᴮ神戸大学ᴯᴯ

ᴕᴕ長島෈毅ᴮ京都大学ᴚ院ᴯ

ᴕᴕᴺ職分調査結果ᷢ᷶Ḃ明治初期ᷥ下京第四区ᷢ᷁᷈Ḃ住民ᷥ๵働移動ᴻ

第Ὡ報告ᴮὨὧάὪὧὤὨὨάὩὧᴖ司会ᴛ平井晶子ᴯ

ᴕᴕ๗木ᴕ允ᴮ横浜国大ᴯᴺ大正期ᷢ᷁᷈Ḃ農山村地域᷂Ḁᷥ人口บ出ᷥ実態

ᴕᴕ—愛知県東加茂郡賀茂村ᴺ寄ฝ届綴ᴻᷥ分析᷂Ḁ—ᴻ

第Ὢ報告ᴮὨὨάὪὧὤὨὩάὩὧᴖ司会ᴛ高橋美由紀ᴮต正大学ᴯᴯ

ᴕᴕ樋上恵美子ᴮ博士ᴮ経済学ᴯᴯ

ᴕᴕᴺ周産期死亡ดᷟ乳児ᷥ先天的ᷡ死亡ᴕ—Ὡὧ世紀前半ᷥ大阪ᷥ母胎ᷥ状態ᴻ

第Ὣ報告ᴮὨὪάὧὧὤὨὪάὬὧᴖ司会ᴛ高橋美由紀ᴯ

ᴕᴕ森本一彦ᴮ高野山大学ᴯᴺ近世ᷢ᷁᷈Ḃ先祖祭ᖢᷟ家ᴻ

第Ὤ報告ᴮὨὪάὬὧὤὨὫάὫὧᴖ司会ᴛ中ᐶᴕ港ᴮ神戸大学ᴯᴯ

ᴕᴕᄱ嶋清志ᴮ島根大学ᴚ名෎教授ᴯᴺ石見ᴚ出雲ᷥ人口ᷢ᷶Ḃ近代ᷯᷥ移行ᴻ

第Ὥ報告ᴮὨὫάὫὧὤὨὬάὪὧᴖ司会ᴛ中ᐶᴕ港ᴯ

ᴕᴕ溝口常俊ᴮ名古屋大学ᴚ名෎教授ᴯᴺ寺院資อᷢ見Ḃ災害๟島日本ᴻ
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ᴕᴕ特別講演ᴮὨὬάὫὧὤὨὮάὧὧᴖ講演Ὤὧ分ᴖ質疑Ὢὧ分ᴖ

ᴕᴕᴕᴕᴕᴕᴕᴕ座長ᴛ鬼頭宏ᴮ静岡県ต大学学長ᴯᴯ

ᴕᴕ金城ᴕ善ᴮ元糸満市ต中央図書館長ᴯᴺผ球ᴚ沖縄ᷢ᷁᷈Ḃ人口調査ᷟ戸籍資อᴻ

ᾅᾦὥὭὫ ὩὧὨὮ年Ὡ月Ὥ日ᴮ月ෙ日ᴯὨὪάὧὧὤὨὭάὪὧ

ᴺ島根ḣṄḡṍṕᴛ近世᷂Ḁ戦前᷵ᷞᷥ人口ᴻᴕ司会ᴛ高橋ᕜ一ᴮ神戸大学ᴯ

ᄱ嶋清志ᴮ島根大学ᴯ

ᴕᴺ石見ᴚ出雲ᷥ近世人口—沿海ᴚ中間ᴚ山間ᷥὪ地域区分ḉ軸᷎ᷟᷝᴻ

小川斉子ᴮ島根県教育庁文化財課世界遺産室ᴯ

ᴕᴺ近世中ᴚ後期ᷥ石見国海村ᷥ人口動態—浜田藩ฺຌ木村ᴻ

小池司๹ᴮ国ต社会保障ᴚ人口問題研究所ᴯ

ᴕᴺ戦前島根県ᷥ市郡別出生฻ᴚ死亡฻算出ᷥ試᷶ᴻ

ᾅᾦὥὭὪ ὩὧὨὭ年Ὠὧ月Ὠ日ᴮ土ෙ日ᴯὨὪάὧὧὤὨὮάὧὧὗ

ᴺ地域性ḉ᷸᷇Ḃ書評会ᴻ司会ᴕ平井晶子ᴮ神戸大学ᴯ

Ὠὥὗ東ᴕ昇ᴮ著ᴯᴼ近世ᷥ村ᷟ地域情報ὗᴽὗᴮ吉川弘文館ὗὩὧὨὭὦὪὦὰᴯ

ᴕὗ評者ᴛ安元ᴕ稔ᴮ駒ᐶ大学ᴯ

Ὡὥὗ樋上恵美子ᴮ著ᴯᴼ近代大阪ᷥ乳ි児死亡ᷟ社会事業ᴽᴮ大阪大学出版会ὗὩὧὨὭὦὪὦὨὧᴯ

ᴕὗ評者ᴛ川口ᴕොᴮ帝塚山大学ᴯ

Ὢὥὗ中島満大ᴮ著ᴯᴼ近世西南海村ᷥ家族ᷟ地域性άὗ๞史人口学᷂Ḁ近代᷏ᷥᷦ᷵ḁḉ問ᶽᴽ

Ὗᾄᾀᾅὼᾉᾍὸ人文ᴚ社会科学叢書ὩὧὨὭὦὪὦὨὩὠ

ᴕὗ評者ᴛᄱ嶋ὗ清志ᴮ島根大学ᴯ

Ὣὥὗ෼合恵美子ᴮ編著ᴯᴼ徳川日本ᷥ家族ᷟ地域性ᴛ๞史人口学ᷟᷥ対ຍᴽᴮṉḷṕṞḋ書房

ὩὧὨὬὦὮὦὩὧᴯ

ᴕὗ評者ᴛ高橋美由紀ᴮต正大学ᴯ

Ὤὥὗ全体討ຊᴕᴺ๞史人口学ᷟ地域性ᴻ

ᴕὗ討ຊ者ᴛ溝口常俊ᴮ名古屋大学ᴯᴚ村山聡ᴮ香川大学ᴯ

ᾅᾦὥὭὩ ὩὧὨὭ年Ὦ月ὩὪ日ᴮ土ෙ日ᴯὨὪάὧὧὤὨὮάὧὧ

第ᵻ部ὗᴕὨὪάὧὧὤὨὫάὫὬὗόᾠᾞὗύᾘᾫᾘὗᾘᾥᾛὗὼᾘᾪᾫὗὸᾪᾠᾘᾥὗ὿ᾠᾪᾫᾦᾩᾠᾚᾘᾣὗύᾜᾤᾦᾞᾩᾘᾧᾟᾰ

ᴺ๞史人口όᾠᾞὗύᾘᾫᾘᷥ構築άὗύᾘᾫᾘὗᾉᾜᾭᾠᾜᾮὗᴻᴮᾠᾥᾫᾜᾩᾠᾤὗᾩᾜᾧᾦᾩᾫᴯ

黒須ฐ美ᴖ董浩ᴖ高橋美由紀ᴖ成松佐恵子ᴖ速水෉ᴮ人口ᴚ家族史研究ṁṗḢḑḙḲᴯ

Ὑὼᾯᾫᾜᾥᾛᾜᾛὗώᾘᾤᾠᾣᾰὗᾊᾰᾪᾫᾜᾤᾪὗᾘᾥᾛὗὺᾦὤᾩᾜᾪᾠᾛᾜᾥᾫὗᾂᾠᾥὗᾀᾥᾝᾣᾬᾜᾥᾚᾜὗᾦᾥὗᾀᾥᾛᾠᾭᾠᾛᾬᾘᾣὗ

ύᾜᾤᾦᾞᾩᾘᾧᾟᾠᾚὗᾆᾬᾫᾚᾦᾤᾜᾪᴕᾋᾟᾩᾦᾬᾞᾟᾦᾬᾫὗᾫᾟᾜὗᾃᾠᾝᾜὗὺᾦᾬᾩᾪᾜάὗὼᾘᾪᾫὗὸᾪᾠᾘὣὗὨὭὮὯὤὨὰὫὬὙ

董浩ὗὟύᾦᾥᾞὣὗ὿ᾘᾦὠᴕὟ὿ᾦᾥᾞὗᾂᾦᾥᾞὗᾌᾥᾠᾭᾜᾩᾪᾠᾫᾰὗᾦᾝὗᾊᾚᾠᾜᾥᾚᾜὗᾘᾥᾛὗᾋᾜᾚᾟᾥᾦᾣᾦᾞᾰὣὗᾉᾜᾠᾫᾘᾢᾬ

ᾌᾥᾠᾭᾜᾩᾪᾠᾫᾰὠ

第ᵼ部ᴕὨὬάὧὧὤὨὮάὧὧὗᾃᾠᾭᾠᾥᾞὗᾊᾧᾘᾚᾜᾪὗᾇᾩᾦᾡᾜᾚᾫ

ᴺᾃᾠᾭᾠᾥᾞὗᾊᾧᾘᾚᾜᾪὗᾇᾩᾦᾡᾜᾚᾫᷢ᷁᷈Ḃ地域ḙṓḣḩṔṝḚᷟ๞史人口学ᴻ

ᴕᴕ村山聡ᴮ香川大学教育学部ᴛ環境史ᴚ経済史ᴯ

ᴺ都市ᷟ道๳ᷥ共発展Ṍḱṕ᷂Ḁ᷶Ḃ人口ᷥ地ซ的分布ᴻ

ᴕᴕ青木高明ᴮ香川大学教育学部ᴛ非線形物ซ学ᴚḷḭḲṙᴨḙ科学ᴯ

ᴺ人บḱᴨḩᷢ基ᷜ᷆地域ḙṓḣḩṔṝḚᴻ

ᴕᴕ藤原直哉ᴮ東京大学空間情報学研究ḥṝḩᴨᴛ空間情報科学ᴚḷḭḲṙᴨḙ科学ᴯ

ᾅᾦὥὭὨ ὩὧὨὭ年Ὣ月ὨὭ日ᴮ土ෙ日ᴯὨὧάὪὧὤὨὪάὧὧὗ

ᴺόύᾊὟṃᴨḡḭḙᴚḱᴨḩᴚḡᴨḲὠ発明᷂ḀᷥὬὗὧ年᷃刻᷷徳川Ὡὧὧ年間ᷥὨὧ万人ᴻ

ὺᾦᾥᾪᾫᾩᾬᾚᾫᾠᾥᾞὗόᾠᾞὗύᾘᾫᾘὗᾝᾦᾩὗᾁᾘᾧᾘᾥᾜᾪᾜὗ὿ᾠᾪᾫᾦᾩᾠᾚᾘᾣὗᾇᾦᾧᾬᾣᾘᾫᾠᾦᾥάὗὬὧὗᾐᾜᾘᾩᾪὗᾦᾝὗᾫᾟᾜὗόᾘᾪᾠᾚ

ύᾘᾫᾘὗᾊᾟᾜᾜᾫὗὟόύᾊὠὗᾝᾦᾩὗὨὧὧὗᾋᾟᾦᾬᾪᾘᾥᾛὗᾃᾠᾭᾜᾪὗᾠᾥὗὩὧὧὗᾐᾜᾘᾩᾪὗ

黒須ฐ美ᴖ董浩ᴖ高橋美由紀ᴖ成松佐恵子ᴖ速水෉ᴮ人口ᴚ家族史研究ṁṗḢḑḙḲᴯ

ᴺ人口ᷟ経済ᴛ新᷎ᶻຒ組᷶ḉ求᷸ᷝᴻ

ᾇᾦᾧᾬᾣᾘᾫᾠᾦᾥὗᾘᾥᾛὗὼᾚᾦᾥᾦᾤᾰάὗᾋᾦᾮᾘᾩᾛᾪὗᾘὗὺᾦᾥᾚᾜᾧᾫᾬᾘᾣὗώᾩᾘᾤᾜᾮᾦᾩᾢὗᾝᾦᾩὗᾇᾩᾜὤᾫᾩᾘᾥᾪᾠᾫᾠᾦᾥ

ύᾜᾤᾦᾞᾩᾘᾧᾟᾰ

斎藤修ᴮ一橋大学ᴯ

ᾅᾦὥὭὧ ὩὧὨὭ年Ὢ月ὨὮ日ᴮ木ෙ日ᴯὨὪάὪὧὤὨὭάὪὧ

日本人口学会ᴮ第ὭὯ回ᴯḡṝṇḢḐṊ準備研究会ᴛ人口政策ᷥ成ḁตᷘḉ考ᶿḂὗ〜ᾃᾠᾥᾢᾠᾥᾞ

ᾇᾘᾪᾫὗᾫᾦὗᾇᾩᾜᾪᾜᾥᾫ〜
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ᴺ近世日本ᷥ出産管ซὗᵁ人口政策前史ᵁᴻ 沢山美果子ᴮ岡山大学ᴯ

ᴺḿṓṝḣ家族政策ᷥ起源ὗᵁὨὰ世紀᷂Ḁ第Ὡ次世界大戦ᵁᴻὗ大塩᷽᷵᷶ᴮย谷大学ᴯ

ᴺ戦間期ḣḐḑᴨḱṝᷢ᷁᷈Ḃ人口減少ᷥ危機ᷟṉṏṕḪᴨṕᴮ前史ḉ含᷷ᴯᴻὗ藤田菜ᴦ子ᴮ名古

屋市ต大学ᴯ

ᴺ戦間期日本ᷢ᷁᷈Ḃ人口問題ᷟ社会政策ᴻὗ 杉田菜穂ᴮ大阪市ต大学ᴯ

司会ᴚ企画ᴛὗ加藤彰彦ᴮ明治大学ᴯᴖ原俊彦ᴮ札幌市ต大学ᴯᴖ黒須ฐ美ᴮ๛ᐶ大学ᴯ

ᾅᾦὥὬὰ ὩὧὨὬ年Ὠὧ月ὪὨ日ᴮ土ෙ日ᴯὨὧάὪὧὤὨὩάὪὧὗ๛ᐶ東京ḥṝḩᴨ

Ὑόᾬᾠᾣᾛᾠᾥᾞὗόᾩᾠᾛᾞᾜᾪὗᾦᾩὗόᾬᾠᾣᾛᾠᾥᾞὗ὿ᾠᾞᾟᾮᾘᾰᾪὶ ᾋᾟᾜὗὺᾩᾜᾘᾫᾠᾦᾥὗᾦᾝὗᾃᾦᾥᾞᾠᾫᾬᾛᾠᾥᾘᾣὗᾇᾦᾧᾬᾣᾘᾫᾠᾦᾥ

ᾉᾜᾞᾠᾪᾫᾜᾩᾪὗᾠᾥὗᾊᾧᾘᾠᾥὙ

ύᾠᾜᾞᾦὗᾉᾘᾤᾠᾩᾦὗώᾘᾩᾠ ᾘᾪ

Ὗᾊᾧᾘᾥᾠᾪᾟὗᾅᾘᾫᾠᾦᾥᾘᾣὗᾉᾜᾪᾜᾘᾩᾚᾟὗὺᾦᾬᾥᾚᾠᾣὠ

ᾅᾦὥὬὯ ὩὧὨὬ年Ὦ月Ὣ日ᴮ土ෙ日ᴯὨὧάὧὧὤὨὪάὧὧὗ๛ᐶ東京ḥṝḩᴨ

ᴺ近世東北農村ᷢ᷁᷈Ḃ土地ᷟ๵働ᷥ配分ᴕ二本松藩仁井田村ὣὗὨὮὩὧὤὨὯὮὧᴻ

有本ὗ寛ᴮ一橋大学ᴯᵕὗ黒須ฐ美ᴮ๛ᐶ大学ᴯ

ᴺ近世海村ᷢ᷁᷈Ḃ再生産ᷟ継承ᷥ๞史社会学的研究ᴻὗ

中島満大ᴮ神戸大学ᴯ

ᾅᾦὥὬὮ ὩὧὨὬ年Ὢ月Ὦ日ᴮ土ෙ日ᴯὗ๛ᐶ東京研究ḥṝḩᴨ

ᴺ斎藤修先生ὗ日本学士院会員就任ᷟ文化功๵者選出ᷥ講演会ᴻ

ᴕὨὧάὪὧὤὨὨάὪὧᴕ村越一哲ᴮ駿河台大学ᴯᴖ高橋美由紀ᴮต正大学ᴯ

ᴕᴕᴺ研究者ᴚ指導教員᷎ᷟᷝᷥ斎藤修先生ᴻ

ᴕὨὨάὫὧὤὨὩάὫὧᴕ斎藤修先生記念講演

ᴕᴕᴺ超長期ᷥ人口史ᷟ人口ṖḢᴨṊᴛ最近考ᶿᷝᶻḂ二᷊ᷛᷥᷟᴻ

ᾅᾦὥὬὭ ὩὧὨὫ年ὨὨ月Ὡὰ日ᴮ土ෙ日ᴯὨὧάὪὧὤὨὪάὧὧ

書評会άὗώᾘᾙᾠᾘᾥὗύᾩᾠᾯᾣᾜᾩᴕᾄᾘᾙᾠᾢᾠάὗᾀᾥᾝᾘᾥᾫᾠᾚᾠᾛᾜὗᾘᾥᾛὗᾇᾦᾧᾬᾣᾘᾫᾠᾦᾥὗ὾ᾩᾦᾮᾫᾟὗᾠᾥὗὼᾘᾪᾫᾜᾩᾥὗᾁᾘᾧᾘᾥὣ

ὨὭὭὧὤὨὰὬὧ

ᴮᾌᾥᾠᾭᾜᾩᾪᾠᾫᾰὗᾦᾝὗὺᾘᾣᾠᾝᾦᾩᾥᾠᾘὗᾇᾩᾜᾪᾪᴕὩὧὨὪᴯ

ᴕ報告者ᴕώᾘᾙᾠᾘᾥὗύᾩᾠᾯᾣᾜᾩᴮᾐᾘᾣᾜὗᾌᾥᾠᾭᾜᾩᾪᾠᾫᾰὠ

ᴕ討ຊ者ᴕ斎藤ᴕ修ᴮ一橋大学ᴯᴖ村越一哲ᴮ駿河台大学ᴯᴖ黒須ฐ美ᴮ๛ᐶ大学ᴯ

ᾅᾦὥὬὬ ὩὧὨὫ年Ὠὧ月ὨὯ日ᴮ土ෙ日ᴯὨὧάὪὧὤὨὩάὪὧὗ๛ᐶ東京研究ḥṝḩᴨ

ᴕ中島満大ᴮ神戸大学ᴯᴺ野母村᷂Ḁ᷶Ḃ地域性ᷥ持続ᷟᷔᷥ変ුᴻ

ᾅᾦὥὬὫ ὩὧὨὫ年Ὦ月ὨὩ日ᴮ土ෙ日ᴯὨὧάὧὧὤὨὪάὧὧὗ๛ᐶ東京研究ḥṝḩᴨ

ᴺ浜野潔氏追悼ḥṉḴᴨ｣

ᴕὨὧάὧὧὤὨὧάὩὧὗ高橋美由紀ᴮต正大学ᴯᴺ浜野潔氏ᷥ研究ᷢᷛᶻᷝᴻ

ᴕὨὧάὩὧὤὨὨάὩὧὗ斎藤修ᴮ一橋大学ᴯᴖ村越一哲ᴮ駿河台大学ᴯ

ᴕᴕᴺ近世都市ᷥ死亡構造ḉ読᷷ᴻ

ᴕὨὨάὪὧὤὨὩάὪὧὗᾄᾘᾩᾰὗᾃᾦᾬᾠᾪᾜὗᾅᾘᾞᾘᾫᾘὗὟώᾩᾘᾥᾚᾠᾪὗᾄᾘᾩᾠᾦᾥὗᾌᾥᾠᾭᾜᾩᾪᾠᾫᾰὠὗ

ᴕᴕὙᾇᾦᾮᾜᾩὗᾉᾜᾣᾘᾫᾠᾦᾥᾪὗᾠᾥὗ὿ᾦᾬᾪᾜᾟᾦᾣᾛὗᾘᾥᾛὗώᾘᾤᾠᾣᾰὗᾠᾥὗᾃᾘᾫᾜὗᾋᾦᾢᾬᾞᾘᾮᾘὗὼᾩᾘὗᾂᾰᾦᾫᾦὙ

ᴕὨὩάὪὧὤὨὩάὬὬὗ全体討ຊ

ᾅᾦὥὬὪ ὩὧὨὫ年Ὣ月ὩὭ日ᴮ金ෙ日ᴯὨὧάὪὧὤὨὩάὪὧὗ๛ᐶ東京研究ḥṝḩᴨ

ᴕὨὧάὪὧ〜ὨὨάὧὧᴕ฿๔子ᴮ国ต社会保障ᴚ人口問題研究所ᴯ

ᴕᴕᴺᴺ舘文庫ᴻᷥ整ซᷟ概෥ᴻ

ᴕὨὨάὧὧ〜ὨὩάὧὧᴕ杉田菜穂ᴮ大阪市ต大学άὗὫ月Ὠ日着任෋定ᴯ

ᴕᴕᴺ優生ᴚ優境ᷟ社会政策ᵁ人口問題ᷥ日本的展開ᵁᴻ

ᾅᾦὥὬὩ ὩὧὨὪ年ὨὩ月Ὦ日ᴮ土ෙ日ᴯὨὧάὪὧὤὨὩάὪὧὗ๛ᐶ東京研究ḥṝḩᴨ

ᴕ文ὗ浩一ᴮ一橋大学ᴯᴺ朝鮮民主主義人民共ຌ国ᷥ人口変動ᴻ

ᾅᾦὥὬὨ ὩὧὨὪ年Ὣ月ὨὪ日ᴮ土ෙ日ᴯὨὧάὪὧὤὨὩάὪὧὗ๛ᐶ東京研究ḥṝḩᴨ

ᴕύᾦᾥᾞὗ὿ᾘᾦᴮ董ὗ浩ᴯᴮ香港科技大学ᴯ

ᴕᴕὙ὞ὼᾪᾚᾘᾧᾜ὞ὗᾠᾥὗᾋᾮᾦὗ὞ᾌᾥᾝᾩᾜᾜ὞ὗὼᾘᾪᾫὗὸᾪᾠᾘᾥὗᾇᾦᾧᾬᾣᾘᾫᾠᾦᾥᾪὣὗὨὮὧὧὤὨὰὧὧὙ

ᾅᾦὥὬὧ ὩὧὨὩ年ὨὩ月Ὠ日ᴮ土ෙ日ᴯὨὧάὪὧὤὨὪάὪὧὗ๛ᐶ東京研究ḥṝḩᴨ

ᴕᵇ研究報告ᵈ



��������� �

ZZZ�Á�UHLWDNX�X�DF�MS�SIKS�LQGH[�KWPO ���

ಬಊ科学省ᴺ私ต大学戦ธૈ研究基ఏ形成支援事業ᴻ
ᴺ人口ᴚ経済ᴚ家族ᷥ੹期ૈ研究ᴛ多世代ḻḷṕḱᴨḩṃᴨḣ構築ᴻᴮಳ成ὩὮஉ૷〜ὪὨஉ૷ᴯὗ最終成果
೧告書᷊ᷦᷘḀ᷐ᷞᴗέέ準యੈήή

๞史人口学研究拠૞形成事業ᷥ一貫᷎ᷟᷝᴖ๛ᐶḌᴨḕḎṀḣᷥ人口資อ検索ṁṗḚṓṊḉ開௧᷎᷵
᷎ᷖᴗέέ準యੈήή

人口･家族ὗ史研究ṁṗḢḑḙḲᷟ๛ᐶḔᴨṁṝḕṖḭḢ古ಬ書講座共ଭᴺ家族ᷟ᷆Ḁ᷎ᷥ今昔ᴻ૖示ᴚ講演
会ḉ開催
ᾟᾫᾫᾧᾪάὦὦᾮᾮᾮὥᾩᾜᾠᾫᾘᾢᾬὤᾬὥᾘᾚὥᾡᾧὦὩὧὩὧὦὧὬὦὨὩὦὮὫὫὭὯ

速水෉先生ᷥᴼ୸മḉ襲ᷚᷖḣṄḎṝᴚḎṝḿṕḒṝḠᴨ人์ᷟḐḎṕḣᷥ第一次世界戦争ᴽ᷃再੏ඌ
ḉ集᷸ᷝᶻ᷐᷵ᴗ
ᾟᾫᾫᾧᾪάὦὦᾮᾮᾮὥᾩᾜᾠᾫᾘᾢᾬὤᾬὥᾘᾚὥᾡᾧὦὩὧὩὧὦὧὬὦὧὨὦὮὫὩὪὫ

http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/project.html
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/archives.html
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/research.html
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/seminar.html
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/eurasia.html
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/members.html
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/news-event.html
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/access.html
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/link.html
http://www.reitaku-u.ac.jp/2015/06/30/50701
https://www.reitaku-u.ac.jp/2020/05/12/74468
https://www.reitaku-u.ac.jp/2020/05/01/74234
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/index.html
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/index-e.html
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๛ᐶḌᴨḕḎṀḣ

๛ᐶ大学ὗᵇ人口ᴚ家族史研究ṁṗḢḑḙḲὗᾇᾦᾧᾬᾣᾘᾫᾠᾦᾥὗᾘᾥᾛὗώᾘᾤᾠᾣᾰὗ὿ᾠᾪᾫᾦᾩᾰὗᾇᾩᾦᾡᾜᾚᾫὗὟᾇώ὿ᾇὠᵈᷦᴖ๛ᐶ大学

名෎教授ᴚ速水෉氏᷃ὩὧὧὭ年ᷢ寄贈᷌ḃᷖᴖ宗඗改帳ᷟ൰治ᴚ大正期府県統計書ḉ中心᷎ᷟᷖḱᴨḩḉᴺ๛ᐶ

ḌᴨḕḎṀḤᴻ᷎ᷟᷝ整ซ更新᷎ᴖ᷌ḀᷢḱḢḩṕ化ḉ進᷸ḱᴨḩṃᴨḣḉ構築᷐Ḃ᷹ᷟᷟᷟᷢᴖᷔᷥḱᴨḩḉฆ

ෟ᷎ᷖ人口ᴚ家族ᴚ経済ᷥ長期的研究ᷟ国際比較研究ᷢ取ḁ組Ḋᷞᶻ᷐᷵ᴗ

ᴮᵻᴯ๞史人口学関๬図書ᴕὨὣὰὧὧ冊ᴕὗ

ᴮᵼᴯ府県統計書Ὗ複写ὠᴕὫὣὪὬὧ冊ὗ

ᴮᵽᴯ原史อᴕඣὨὣὪὧὧ点ὗ

ᴮᵾᴯ画像史อඣὨὭὭὧ町村ᴮඣὪὩὣὩὬὧ町村ᴚ年ᴯὗ

ᴮᵿᴯ画像史อᷥ紙焼᷄ᴕඣὫὣὬὧὧ冊ᴮඣὯὧὧὗ町村ᴯὗ

ᴮᶀᴯόύᾊᴮṃᴨḡḭḙᴚḱᴨḩḡᴨḲᴯ史อḉ解読᷎分析᷸ᷥᷖᷢ個人ḉṔṝḙ᷎ᷖ基礎整ซḡᴨḲ

            ඣὫὮὧ町村ᴮඣὰὣὰὭὧ町村･年ᴯὗ

ᴮᶁᴯᴺ個票ᴻᴺ移動情報ᾀᾋᾊᴻᴺ家族復元ώᾉώᴻᷡᷠ速水෉氏᷃研究᷸ᷥᷖᷢ作成᷎ᷖ整ซḡᴨḲ

            ඣὨὬὧ町村ᴚ種์

ᴮᶂᴯόύᾊḉ入฻᷎ᷖḱḢḩṕḱᴨḩᴕඣὨὧ万人

ᴮᵻᴯᴮᵼᴯᷢᷛᶻᷝᷦ๛ᐶ大学図書館ᷢ登ຉ᷌ḃᴖฆෟ許可ḉ得ᷝ館内ᷥ᷶閲ฅ可能ᷢᷡḁ᷐᷵ᴗ

ᾇώ὿ᾇᷞᷦᴖᴮᵾᴯ〜ᴮᶁᴯᷥ近世後半ᷥ人口史อḉ中心᷎ᷟᷖෛᴦᷡ媒体ᷟ研究分析ෟḡᴨḲᷥ所在ᷟ内ුḉ登ຉ

᷎ᴖ研究᷸ᷥᷖᷥ検索᷻史อ整ซḉ円滑᷐ᷢḂ᷸ᷖᷢᴺ検索ṁṗḚṓṊᴻᴮḟṝṁṕ画ർᷦ以下ᴯ開発᷎᷎᷵ᷖᴗ

文部科学省私ต大学戦ธ的研究基盤形成支援事業ᴺ人口ᴚ経済ᴚ家族ᷥ長期的研究ᴛ多世代ḻḷṕḱᴨḩṃ

ᴨḣ構築ᴻὟ事業番号ᾊὨὬὰὨὧὧὨᾃᴕ平成ὩὮ年〜ὪὨ年ὠᷥ一環᷎ᷟᷝᴖ現在᷹ḝṝḰṝḮᷟṁṗḚṓṊᷥ更新᷃

続ᶻᷝᶻ᷐᷵ᴗ

http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/project.html
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/archives.html
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/research.html
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/seminar.html
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/eurasia.html
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/members.html
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/news-event.html
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/access.html
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/link.html
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/image/english02.jpg
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/image/english04.png
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/image/english03.png
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/image/english05.png
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/image/image01.png
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/index.html
http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/index-e.html


��������� �

ZZZ�Á�UHLWDNX�X�DF�MS�SIKS�DUFKLYHV�KWPO ���

http://www.fl.reitaku-u.ac.jp/pfhp/image/image02.png


��������� 3RSXODWLRQ�DQG�)DPLO\�+LVWRU\�3URMHFW�DW�5HLWDNX

ZZZ�Á�UHLWDNX�X�DF�MS�SIKS�LQGH[�H�KWPO ���

ᾇᾦᾧᾬᾣᾘᾫᾠᾦᾥὗᾘᾥᾛὗώᾘᾤᾠᾣᾰὗ὿ᾠᾪᾫᾦᾩᾰὗᾇᾩᾦᾡᾜᾚᾫὗὟᾇώ὿ᾇὠὗᾠᾪὗᾛᾜᾛᾠᾚᾘᾫᾜᾛὗᾫᾦὗᾘᾩᾚᾟᾠᾭᾜὣὗᾚᾦᾥᾪᾫᾩᾬᾚᾫὗᾘᾥᾛὗᾘᾥᾘᾣᾰᾱᾜὗᾧᾦᾧᾬᾣᾘᾫᾠᾦᾥὗᾩᾜᾚᾦᾩᾛᾪὗᾝᾩᾦᾤὗᾧᾩᾜὤᾚᾜᾥᾪᾬᾪ
ᾁᾘᾧᾘᾥὥὗόᾬᾠᾣᾛᾠᾥᾞὗᾦᾥὗᾫᾟᾜὗᾣᾦᾥᾞὗᾜᾥᾛᾜᾘᾭᾦᾩὗᾦᾝὗᾇᾩᾦᾝὥὗὸᾢᾠᾩᾘὗ὿ᾘᾰᾘᾤᾠὗᾘᾥᾛὗᾟᾠᾪὗᾞᾩᾦᾬᾧὗᾫᾦὗᾜᾪᾫᾘᾙᾣᾠᾪᾟὗᾫᾟᾜὗᾚᾦᾣᾣᾜᾚᾫᾠᾦᾥὗᾦᾝὗᾊᾟᾬᾤᾦᾥὤᾘᾩᾘᾫᾘᾤᾜὤᾚᾟᾦὟᾊὸὺὠὗᾘᾥᾛ
ᾅᾠᾥᾙᾜᾫᾪᾬὤᾘᾩᾘᾫᾘᾤᾜὤᾚᾟᾦὗὟᾅὸὺὠὣὗᾮᾟᾠᾚᾟὗᾘᾩᾜὗᾫᾟᾜὗᾫᾮᾦὗᾤᾘᾡᾦᾩὗᾪᾦᾬᾩᾚᾜᾪὗᾝᾦᾩὗᾫᾟᾜὗᾩᾜᾪᾜᾘᾩᾚᾟὗᾦᾝὗᾟᾠᾪᾫᾦᾩᾠᾚᾘᾣὗᾛᾜᾤᾦᾞᾩᾘᾧᾟᾰὗᾠᾥὗᾁᾘᾧᾘᾥὣὗᾦᾬᾩὗᾘᾠᾤὗᾠᾪὗᾫᾦ
ᾚᾦᾥᾪᾫᾩᾬᾚᾫὗᾣᾠᾝᾜὗᾚᾦᾬᾩᾪᾜὗᾛᾘᾫᾘὗᾩᾜᾚᾦᾩᾛᾪὗᾘᾥᾛὗᾘᾥᾘᾣᾰᾱᾜὗᾫᾟᾜᾤὗᾫᾦὗᾩᾜᾭᾜᾘᾣὗᾣᾠᾭᾜᾪὗᾘᾥᾛὗᾟᾦᾬᾪᾜᾟᾦᾣᾛᾪὗᾦᾝὗᾚᾦᾤᾤᾦᾥὗᾧᾜᾦᾧᾣᾜὗᾠᾥὗᾜᾘᾩᾣᾰὗᾤᾦᾛᾜᾩᾥὗᾁᾘᾧᾘᾥὥὗᾋᾟᾜ
ᾣᾦᾥᾞᾠᾫᾬᾛᾠᾥᾘᾣὗᾘᾥᾛὗᾚᾦᾤᾧᾘᾩᾘᾫᾠᾭᾜὗᾘᾧᾧᾩᾦᾘᾚᾟὗᾘᾧᾧᾣᾠᾜᾛὗᾫᾦὗᾫᾟᾜὗᾩᾜᾚᾦᾩᾛᾪὗᾦᾝὗᾫᾟᾦᾬᾪᾘᾥᾛᾪὗᾦᾝὗᾣᾠᾭᾜᾪὗᾦᾝὗᾧᾜᾦᾧᾣᾜὗᾮᾠᾣᾣὗᾘᾣᾣᾦᾮὗᾬᾪὗᾫᾦὗᾞᾘᾠᾥὗᾥᾜᾮὗᾬᾥᾛᾜᾩᾪᾫᾘᾥᾛᾠᾥᾞὗᾦᾝ
ᾦᾬᾩὗᾟᾠᾪᾫᾦᾩᾰὗᾘᾥᾛὗᾫᾟᾜὗᾩᾜᾪᾠᾣᾠᾜᾥᾚᾜὗᾦᾝὗᾧᾜᾦᾧᾣᾜὗᾫᾦὗᾪᾦᾚᾠᾦᾜᾚᾦᾥᾦᾤᾠᾚὗᾘᾥᾛὗᾜᾥᾭᾠᾩᾦᾥᾤᾜᾥᾫᾘᾣὗᾚᾟᾘᾥᾞᾜᾪὥ

ᾇώ὿ᾇὗᾪᾫᾘᾩᾫᾜᾛὗᾠᾥὗὩὧὧὭὗᾬᾧᾦᾥὗᾫᾟᾜὗᾦᾚᾚᾘᾪᾠᾦᾥὗᾦᾝὗᾇᾩᾦᾝὥὗὸᾢᾠᾩᾘὗ὿ᾘᾰᾘᾤᾠᴫᾪὗᾩᾜᾫᾠᾩᾜᾤᾜᾥᾫὗᾝᾩᾦᾤὗᾉᾜᾠᾫᾘᾢᾬὗᾌᾥᾠᾭᾜᾩᾪᾠᾫᾰὗᾘᾥᾛὗᾫᾟᾜὗᾛᾦᾥᾘᾫᾠᾦᾥὗᾦᾝὗᾟᾠᾪὗᾣᾠᾝᾜὤᾫᾠᾤᾜ
ᾚᾦᾣᾣᾜᾚᾫᾠᾦᾥὗᾦᾝὗᾤᾘᾫᾜᾩᾠᾘᾣᾪὗᾦᾥὗᾟᾠᾪᾫᾦᾩᾠᾚᾘᾣὗᾛᾜᾤᾦᾞᾩᾘᾧᾟᾰὗᾝᾩᾦᾤὗᾟᾠᾪὗᾜᾘᾩᾣᾠᾜᾩὗᾦᾝᾝᾠᾚᾜᾪὗᾠᾥᾚᾣᾬᾛᾠᾥᾞὗᾂᾜᾠᾦὗᾌᾥᾠᾭᾜᾩᾪᾠᾫᾰὣὗᾅᾠᾚᾟᾠᾙᾬᾥᾢᾜᾥὗὟᾀᾥᾫᾜᾩᾥᾘᾫᾠᾦᾥᾘᾣὗᾉᾜᾪᾜᾘᾩᾚᾟ
ὺᾜᾥᾫᾜᾩὗᾝᾦᾩὗᾁᾘᾧᾘᾥᾜᾪᾜὗᾊᾫᾬᾛᾠᾜᾪὠὣὗᾘᾥᾛὗᾉᾜᾠᾫᾘᾢᾬὗᾋᾦᾢᾰᾦὗὺᾜᾥᾫᾜᾩὥὗᾎᾠᾫᾟὗᾫᾟᾜὗᾞᾜᾥᾜᾩᾦᾬᾪὗᾪᾬᾧᾧᾦᾩᾫὗᾝᾩᾦᾤὗᾉᾜᾠᾫᾘᾢᾬὗᾌᾥᾠᾭᾜᾩᾪᾠᾫᾰὣὗᾮᾜὗᾪᾫᾘᾩᾫᾜᾛὗᾫᾦὗᾧᾟᾰᾪᾠᾚᾘᾣᾣᾰ
ᾞᾘᾫᾟᾜᾩὣὗᾪᾦᾩᾫὗᾘᾥᾛὗᾝᾠᾣᾜὗᾛᾦᾚᾬᾤᾜᾥᾫᾪὗᾘᾫὗᾫᾟᾜὗᾣᾠᾙᾩᾘᾩᾰὗᾦᾝὗᾉᾜᾠᾫᾘᾢᾬὗᾌᾥᾠᾭᾜᾩᾪᾠᾫᾰὗὟᾂᾘᾪᾟᾠᾮᾘὗὺᾘᾤᾧᾬᾪὠὗᾘᾪὗᾉᾜᾠᾫᾘᾢᾬὗὸᾩᾚᾟᾠᾭᾜᾪὥὗᾋᾟᾜὗᾧᾩᾦᾡᾜᾚᾫὗᾠᾪὗᾣᾦᾚᾘᾫᾜᾛὗᾦᾥ
ᾫᾟᾜὗὪᾩᾛὗᾘᾥᾛὗὫᾫᾟὗᾝᾣᾦᾦᾩᾪὗᾦᾝὗᾫᾟᾜὗᾣᾠᾙᾩᾘᾩᾰὗᾘᾥᾛὗᾮᾜὗᾘᾩᾜὗᾮᾦᾩᾢᾠᾥᾞὗᾦᾥὗᾘᾩᾚᾟᾠᾭᾠᾥᾞὗᾤᾘᾫᾜᾩᾠᾘᾣᾪὗᾘᾥᾛὗᾜᾪᾫᾘᾙᾣᾠᾪᾟᾠᾥᾞὗᾘὗᾪᾰᾪᾫᾜᾤὗᾫᾦὗᾤᾘᾢᾜὗᾫᾟᾜᾤὗᾘᾚᾚᾜᾪᾪᾠᾙᾣᾜὗᾘᾥᾛ
ᾬᾪᾜᾝᾬᾣὗᾝᾦᾩὗᾩᾜᾪᾜᾘᾩᾚᾟᾜᾩᾪὥὗᾎᾜὗᾟᾘᾭᾜὗᾘᾣᾪᾦὗᾙᾜᾜᾥὗᾚᾦᾥᾫᾠᾥᾬᾠᾥᾞὗᾫᾟᾜὗᾜᾝᾝᾦᾩᾫᾪὗᾦᾝὗᾫᾩᾘᾥᾪᾚᾩᾠᾙᾠᾥᾞὗᾦᾩᾠᾞᾠᾥᾘᾣὗᾛᾦᾚᾬᾤᾜᾥᾫᾪὗᾠᾥᾫᾦὣὗᾘᾥᾛὗᾤᾘᾥᾬᾘᾣᾣᾰὗᾣᾠᾢᾠᾥᾞὗᾠᾥᾛᾠᾭᾠᾛᾬᾘᾣᾪ
ᾮᾠᾫᾟὣὗόᾘᾪᾠᾚὗύᾘᾫᾘὗᾊᾟᾜᾜᾫᾪὗὟόύᾊὣὗᾫᾟᾜὗᾛᾘᾫᾘὗᾦᾩᾞᾘᾥᾠᾱᾘᾫᾠᾦᾥὗᾤᾜᾫᾟᾦᾛὗᾇᾩᾦᾝὥὗ὿ᾘᾰᾘᾤᾠὗᾜᾪᾫᾘᾙᾣᾠᾪᾟᾜᾛὠὣὗᾘᾥᾛὗᾛᾠᾞᾠᾫᾘᾣᾠᾱᾜᾛὗᾛᾘᾫᾘὗᾝᾦᾣᾣᾦᾮᾠᾥᾞὗᾫᾟᾜὗᾤᾜᾫᾟᾦᾛ
ᾜᾪᾫᾘᾙᾣᾠᾪᾟᾜᾛὗᾛᾬᾩᾠᾥᾞὗᾫᾟᾜὗὼᾬᾩᾘᾪᾠᾘὗᾇᾩᾦᾡᾜᾚᾫὗὟὨὰὰὬὤὩὧὧὧὠὥ

ὸᾪὗᾦᾝὗᾄᾘᾰὗὩὧὨὭὣὗᾦᾬᾩὗᾘᾩᾚᾟᾠᾭᾜᾪὗᾠᾥᾚᾣᾬᾛᾜὗὟὨὠὗᾘᾙᾦᾬᾫὗὨὰὧὧὗᾭᾦᾣᾬᾤᾜᾪὗᾦᾝὗᾟᾠᾪᾫᾦᾩᾠᾚᾘᾣὗᾛᾜᾤᾦᾞᾩᾘᾧᾟᾰὗᾙᾦᾦᾢᾪὗὟᾁᾘᾧᾘᾥᾜᾪᾜὗᾘᾥᾛὗᾦᾫᾟᾜᾩὗᾣᾘᾥᾞᾬᾘᾞᾜᾪὠὲὗὟὩὠ
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